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はじめに 

 

補装具は、障害者・障害児の失われた身体機能を補完又は代替する用具であり、身体障害

者の職業その他日常生活の維持向上を図ることを目的として、また、身体障害児については、

将来社会人として自立生活するための素地を育成助長することを目的として使用されている。 

昨年度に実施した「補装具費支給制度の施策検討に向けた実態把握に関する調査研究事業

（厚生労働省平成２４年度障害者総合福祉推進事業）」においては、現行基準の古い文言や現

状に即していない基準などの整理を進めていく必要性が指摘された。また、市町村及び更生

相談所ともに、地域の核となる人材が数年で異動している現状から、ノウハウの定着や蓄積

が難しく、支援を行う仕組みが求められていることが論点として挙げられている。 

本事業では、昨年度の課題を踏まえ、現行基準の整理及び市町村向けの標準教材作成の二

点を目的として、調査検討を行った。 

本調査研究の実施にあたっては、当協会内に検討委員会（委員長：伊藤利之 横浜市総合

リハビリテーションセンター 顧問）及び部会を設置し検討委員会を設置し、補装具に係る

専門家、医師、行政、事業者等の立場のそれぞれの委員にご参加いただき、ご指導とご助言

を頂きながら検討をすすめることとした。 

本報告書については、検討委員会における意見等を踏まえて、事務局の責において取り纏

めたものであり、委員をはじめ調査にご協力頂いた方々に深く感謝する次第である。 

本事業は、厚生労働省から「平成２５年度障害者総合福祉推進事業」から交付を受けて実

施したものである。 

 

なお、報告書内にある現行基準の見直しに関する調査の部分については、今後、補装具評

価検討会等で検討するための基礎的資料である。したがって、未確定の内容等が多く含まれ

ていることから、本報告書は関係者のみに限定配付することとする。市町村向けの標準教材

として作成した「補装具費支給事務ガイドブック」については別冊としたことを申し添える。 

 ガイドブックは、当協会のホームページからダウンロードすることができるので活用され

たい。http://www.techno-aids.or.jp/ 
 

 

平成２６年３月 

 公益財団法人テクノエイド協会 
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Ⅰ．本調査研究事業の実施概要 

１. 本調査研究事業の目的 

 障害者（障害児・難病患者等を含む）に対する補装具費の支給については、障害者総

合支援法に基づき、各市町村において実施されている。 

 補装具は、障害者の心身の欠損または損なわれた身体機能を補完・代替するものであ

り、日常生活における移動の確保、就労場面における能率の向上、さらには障害児が社

会人として独立自活するための素地を育成助長するものなどとして、極めて重要な役割

を果たしているところである。 

 平成２４年度の調査研究では、補装具費支給制度に係る市町村及び更生相談所、事業

者を対象にした実態調査を行い、現行制度における主な課題の論点整理を行ったところ

である。 

 本調査は、昨年度調査の結果、とりわけ多くの関係者から問題提起された、補装具費

支給制度の適切な理解と運用に向けた研修の必要性、さらには現行の補装具告示におけ

る構造などが、技術革新や障害者ニーズ等の変化に的確に対応したものとなるよう、そ

の見直しを行うこと等の課題を踏まえて実施するものであり、課題解決に向けた具体的

な方策の検討に役立てるとともに、今後の補装具費支給制度のあり方検討に寄与するも

のである。 

 

 

２. 本調査研究事業の内容 

（１）検討委員会及び部会の設置 

     本事業を円滑に実施するため、補装具に係る専門家、医師、行政、事業者等から構

成する検討委員会及び部会を設置した。 

 

（２）補装具種目の構造に関する検討 

  現行の補装具告示に規定される種目及び構造などの見直し検討を行った。 

  具体的には、昨年度の実態調査において抽出された主な意見を精査するとともに、

関係事業者団体等に対してアンケート調査及びヒアリング調査への協力を依頼し、最

終的には、現行告示等の見直し案を整理した。 

 

（３）研修のあり方に関する検討 

  市町村等の障害者福祉の現場において、補装具費支給制度の適切な理解と運用の促

進を図るため、標準的な教材のあり方を検討・提案し、ヒアリング調査の手法を用い

てその教材案の評価を行い、最終的に市町村職員向けの標準教材（補装具費支給事務

ガイドブック）を作成した。 

本事業により作成した標準教材については、全国の更生相談所および市町村、その

他作成にご協力いただいた関係機関へ配布し、当協会ＨＰでダウンロードできるよう

にした。 
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（４）調査研究報告書の作成 

本事業による調査結果を報告書に取りまとめた。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補装具費支給制度の適切な理解と運用に向けた 

研修のあり方等に関する調査事業実施体制 

検討委員会 

伊藤委員長 

今後の補装具費支給制度の在り方検討 

研修教材を通じた補装具費支給業務の効率化・平準化、適切な理解と運用 

研修のあり方検討部会 

樫本部会長 

補装具種目の構造に関する検討部会

山﨑部会長 

 

 

 

○部会設置 

○事務局により標準テキスト案の作成

○標準教材案の評価 

 （ヒアリングにて評価） 

○標準教材の作成・配布 

 

 

 

○部会設置 

○事務局によりアンケート用紙の作  

 成 

○各事業者団体等へのアンケート 

調査の実施 

○昨年度の実態調査の精査 

○現行告示等の見直し案の作成 
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３. 検討委員会及び部会の設置 

本事業を円滑に実施するため、補装具に係る専門家、医師、行政、事業者等から構成する

検討委員会及び部会をテクノエイド協会内に設置し、補装具種目の構造及び研修のあり方に

関する検討を行った。 

 

 

 

検討委員会                            （敬称略・五十音順） 

氏 名 所       属 

◎ 伊藤 利之 横浜市総合リハビリテーションセンター 顧問 

 樫本  修 宮城リハビリテーション支援センター 所長 

 山﨑 伸也 
国立障害者リハビリテーションセンター研究所  

補装具製作部 主任義肢装具士 

◎印：委員長 

 

 

補装具種目の構造に関する検討部会                 （敬称略・五十音順） 

氏 名 所       属 

 井村  保 中部学院大学 リハビリテーション学部 准教授 

 我澤 賢之 
国立障害者リハビリテーションセンター研究所 

障害福祉研究部 社会適応室システム開発研究室研究員 

 鈴木 孝幸 社会福祉法人 日本盲人会連合 副会長 

 德田 章三 一般社団法人 日本義肢協会 理事 

 松野 史幸 一般社団法人 日本車椅子シーティング協会 

 八嶋  隆 一般社団法人 日本補聴器工業会 事務局長 

○ 山﨑 伸也 
国立障害者リハビリテーションセンター研究所  

補装具製作部 主任義肢装具士 

○印：部会長 
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研修のあり方検討部会                       （敬称略・五十音順） 

氏 名 所       属 

○ 樫本  修 宮城リハビリテーション支援センター 所長 

 河合 俊宏 
埼玉県総合リハビリテーションセンター  

相談部 福祉工学担当 

 永田 有紀恵 武蔵野市障害者福祉センター 理学療法士 

 半澤 弘二 福島県障がい者総合福祉センター 主任身体障害者福祉司 

 正岡  悟 大阪府障がい者自立相談支援センター 所長 

 和田 初江 東京都心身障害者福祉センター 身体障害係長 

○印：部会長 

 

 

（オブザーバー） 

氏 名 所       属 

 
加藤 晴喜 

厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 

企画課 自立支援振興室 福祉用具専門官 
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４. 実施スケジュール 

 本事業の実施については、以下のスケジュールで実施した。 

 

検討項目等 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

１．検討委員会の開催  ★      ★ 

２．研修検討部会の開催    ★    ★ 

３．補装具検討部会の開催   ★     ★ 

４．事業計画の作成 
 

       

５．アンケート用紙の検討 

及び作成 
        

６．アンケート調査の実施 

  関係団体への協力依頼 
  

 
     

７．アンケート結果の取り纏め      
 

  

８．現行告示等の見直し案の作成         

９．事務局による研修教材の 

作成 
        

10．研修教材内容検討及び 

加筆 
  

 
     

11．ヒアリングによる 

教材案の評価 
   

 
    

12．評価結果を踏まえた 

教材案の作成 
     

 
  

13.調査結果のまとめ        
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Ⅱ．補装具種目の構造に関する検討 

１. 調査の目的 
本調査では、現行の補装具告示に規定される種目及び構造などの見直し検討を行うた

め、事業者団体などに対してアンケート調査を実施し、最終的に現行告示等の見直し案

を整理することとする。 

また、合わせて、更生相談所に対して特例補装具費の交付状況を調査し、今後の補装

具費支給制度の在り方検討の基礎資料として役立てることを目的とする。 

 
 
２. 調査対象 

※歩行補助杖については、調査対象外 

 

 

３. 調査期間 
平成２５年１０月１７日～１２月２５日 

 

 

４. 実施方法 
各調査対象先は、調査票を電子媒体で送付し当協会の担当電子メールアドレスまでご回

答頂いた。取り纏めにあたっては、各調査対象先において、検討会などを設けて意見集

約を行った。 

  

団体名 種目 調査１ 調査２ 調査３

日本義肢協会 義肢、装具 〇 〇  

日本車椅子シーティング

協会 

車いす、電動車いす、座位保持

装置、起立保持具、歩行器、当

部保持具、排便補助具 

〇 〇  

日本リハビリテーション

工学会 
重度障害者用意思伝達装置 〇 〇  

日本盲人会連合 盲人安全杖、眼鏡 〇 〇  

日本補聴器工業会・ 

日本補聴器販売店協会 
補聴器 〇 〇  

日本リハビリテーション

医学会 
－  〇  

全国の更生相談所 －   〇 
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５. アンケート調査及び記載方法 
（１）調査１ 

〇義肢、装具及び座位保持装置等に係る補装具費支給事務取扱要領アンケート調査 

〇購入基準補装具告示に規定される種目及び構造等の見直しに関するアンケート調査 

〇修理基準補装具告示に規定される種目及び構造等の見直しに関するアンケート調査 

 

（２）調査２ 

〇障害者総合福祉法に基づく「補装具費支給制度」全般に係る課題を把握するための 

調査 

 

（３）調査３ 

〇平成２５年４月～９月における特例補装具費の交付状況について 

 

 

６. 調査１実施結果 
（１）調査取り纏め概要 

   各団体から頂いた回答を集約し、事務局にて論点を内容別・分類別に整理を行った。 

   調査結果は、詳細については「資料編」に掲載している。 

 

  （課題の内容） 

   ・対象の追加・修正  

・素材の変更・追加     

・分類の追加     

・適用範囲の追加・修正     

・製作方法毎の価格     

・価格の変更・価格根拠の明確化     

・誤字の修正     

・耐用年数の修正     

・名称・定義の変更・修正     

・製作方法の追加・修正     

・基準の取扱い  

 

  （課題の分類） 

   ◎短期的課題   ：早急な見直しの検討を要する事項 

   ○短・中期的課題 ：早急に専門家等を交えた内容確認を行い、その上で見直しの検

討を要する事項 

   ●中・長期的課題 ：一定程度のニーズやケースを把握し、その結果を踏まえて再検

討すべき事項 

◆価格に関する事項：価格は今回調査対象外であったが、改定等の要望があった項目

のみ参考としてマークを付与することとした。
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3
0

1
1
2

5
4

2
1
 

1
2 

 
眼

鏡
2
 

0
 

2
0

0
1

3
0

0
 

0
1

1
1
0

4
1

1
4
 

1
0 

 
補

聴
器

8
 

1
 

0
0

2
0

7
0

0
 

0
0

0
1
8

0
1
1

0
7
 

1
8 

 
車

椅
子

4
 

3
1 

3
2

1
1

2
0

7
0
 

2
1

0
6
3

7
4
7

8
1
 

6
3 

 
電

動
車
椅

子
7
 

0
 

0
0

3
1

3
0

0
 

0
0

0
1
4

0
8

2
4
 

1
4 

 
座

位
保

持
椅

子
0
 

1
 

1
0

1
0

0
0

0
 

0
0

0
3

2
1

0
0
 

3
 

 
起

立
保
持

具
0
 

1
 

1
2

1
0

0
0

0
 

0
0

0
5

2
2

1
0
 

5
 

 
歩

行
器

2
 

0
 

0
0

0
0

0
0

0
 

0
0

0
2

2
0

0
0
 

2
 

 
頭

部
保
持

具
0
 

1
 

0
0

0
0

0
0

0
 

0
0

0
1

1
0

0
0
 

1
 

 
排

便
補
助

具
0
 

1
 

0
0

1
0

0
0

0
 

0
0

0
2

1
1

0
0
 

2
 

 
意

思
伝

達
装

置
3
 

0
 

0
0

3
0

3
0

1
 

1
0

2
1
3

2
5

4
2
 

1
3 

合 計
 

取
扱

要
領
 

4
 

3
2 

4
1
0

5
1

0
8

0
 

3
8

0
7
5

1
8

4
4

1
2

1
 

7
5 

6
% 

7
4
% 

1
1
%

2
9
%

1
6
%

4
%

0
%

5
3
%

0
% 

3
0
%

8
0
%

0
%

2
4
%

2
0
%

3
4
%

2
6
%

2
% 

2
4
% 

購
入

基
準
 

3
7 

1
1 

2
7

2
1

1
8

1
5

3
7

1
3 

5
2

2
1
6
1

6
2

5
7

2
4

1
8 

1
6
1 

5
5
% 

2
6
% 

7
5
%

6
2
%

5
6
%

6
5
%

1
4
%

4
7
%

1
0
0
% 

5
0
%

2
0
%

4
0
%

5
2
%

6
8
%

4
4
%

5
2
%

4
3
% 

5
2
% 

修
理

基
準
 

3
2 

0
 

5
3

9
7

1
3

0
0
 

2
0

3
7
4

1
2

3
4

1
0

1
8 

7
4 

4
8
% 

0
% 

1
4
%

9
%

2
8
%

3
0
%

6
2
%

0
%

0
% 

2
0
%

0
%

6
0
%

2
4
%

1
3
%

2
6
%

2
2
%

4
3
% 

2
4
% 

合
計
 

6
7 

4
3 

3
6

3
4

3
2

2
3

2
1

1
5

1
3 

1
0

1
0

5
3
1
0

9
2

1
3
5

4
6

3
7 

3
1
0 

2
2
% 

1
4
% 

1
2
%

1
1
%

1
0
%

7
%

7
%

5
%

4
% 

3
%

3
%

2
%

1
0
0
%

3
0
%

4
4
%

1
5
%

1
2
% 

1
0
0
% 
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７
. 
調

査
２
実

施
結

果
 

（
１

）
調

査
概

要
 

各
事

業
者

団
体

（
日

本
義

肢
協

会
、

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
、

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
会

、
日

本
盲

人
会

連
合

、
日

本
補

聴
器

工
業

会
、

日
本

補
聴

器
販

売
店
協

会
及

び
日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

学
会

）
に

調
査

票
を

送
付

し
、
障

害
者

総
合

福
祉
法

に
基

づ
く
「

補
装

具
費
支
給
制
度
」
全
般
に

わ
た

る
解

決
す

べ
き
課

題
を

整
理
・
提

出
頂

い
た

。
現

行
制

度
に

関
す

る
課

題
は

①
医

療
保

険
制

度
と

補
装

具
費
支

給
制

度
の
関

係
、
②
種
目
・
構
造
・
価
格
等

に
関

す
る

事
項

、
③
補

装
具

費
支
給

制
度

の
全

般
に

係
る

事
項

の
３

つ
の

観
点

で
課

題
を

記
載

頂
き

、
修
正

提
案
も

合
わ

せ
て
回

答
頂

い
た
。
 

主
な

課
題

と
し

て
、
医

療
保

険
制
度

と
合

わ
せ

て
基

準
価

格
の

改
定
・
見

直
し

を
行

う
こ

と
、
定

期
点

検
や

メ
ン
テ

ナ
ン

ス
制
度

の
創

設
を
求
め
る
意
見
、
判

定
の

地
域

格
差

の
是
正

、
技

術
開
発

が
進

ん
だ

補
装

具
に

つ
い

て
、
現

行
基

準
に

採
用

さ
れ

る
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス
を

明
確

化
す
る

こ
と

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

 
（

２
）
医

療
保

険
制
度

と
補

装
具
費

支
給

制
度

の
関

係
 

 
医

療
保
険
制

度
と
補

装
具

費
支
給

制
度

の
関

係
に

つ
い

て
の

課
題

と
し

て
は

、
価

格
の

見
直

し
の
頻

度
や

補
装
具

が
支

給
さ
れ

る
ま

で
の
期

間
等
に
関
す
る
課

題
が

あ
げ

ら
れ

た
。

 

N
O 

主
な
 

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

1
 

基
準
（

価
格

）
の

改
定
・
見
直
し

の

頻
度

 

補
装
具
費

支
給

基
準
に

お
け

る
「

義
肢
・
装

具
の

価
格

」
に

つ
い

て
は

､
現

行
は

、
介

護
保

険
制

度

に
お
け
る

報
酬

改
定
の

時
期

に
合

わ
せ

て
、

3
年

毎
に
見
直

し
を

行
う
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
が

、
改

定
・
見
直
し
の

時
期
を

、
医

療
保

険
制

度
に

お
け

る
診
療
報

酬
改

定
の
時

期
に

合
わ

せ
、

2
年

毎
の

見
直
し
と

さ
れ

る
よ
う

要
望

す
る

。
 

1
 
 

健
康

保
険

法
､
国

民
健

康
保

険
法

等
の

医
療

保
険

各
法

及
び

労
働

者
災

害

補
償

保
険

法
に

お
け

る
補

装
具
費
の

支
給

は
、
当
該
制

度
に
よ

り
そ

の
取
り

扱

い
が

定
め

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

､
そ

の
内

容
は

、
基

本
的

に
は

障
害

者
総

合
福

祉
法

に
定

め
る

「
補

装
具

の
種

目
､
購

入
又

は
修

理
に

要
す

る
費

用

の
額

の
算

定
等

に
関

す
る

基
準
」
(
 
厚
生

労
働
大

臣
の

告
示

 
)
に
定

め
る
額

を

基
準

に
し

て
算

定
す

る
こ

と
と
さ
れ

て
い

る
。
 

2
 

補
装

具
費

の
給

付
に

お
け

る
各

制
度

の
割

合
を

見
る

と
、

健
康

保
険

や
国

民
健

康
保

険
等

で
支

給
さ

れ
る
療
養

費
、

い
わ
ゆ

る
「

治
療
用

装
具

費
」
が
、

障
害

者
総

合
福

祉
法

基
づ

く
給
付
費

を
大

き
く
上

回
っ

て
い
る

状
況

に
あ
る
。

（
治
療
用

装
具
費

7
0
％
、
障

害
者
総

合
福

祉
法
に

よ
る

給
付
費

3
0
％

）
 

3
 
医

療
保

険
の

診
療

報
酬

 
(
療
養

費
を
含
む

)
の

改
定
は
、
物

価
変

動
等

に
伴

う
各

種
材

料
費

や
諸

経
費

の
上
昇
等

の
部

分
に
つ

い
て

は
、
他
の
制

度
の
価

格

設
定

等
に

つ
い

て
も

同
様

に
検
討
す

べ
き

事
項
で

あ
る

こ
と

、
ま
た

、
治

療
用

装
具

の
製

作
は

、
医

療
の

一
環
と
し

て
位

置
づ
け

ら
れ

て
い
る

こ
と

等
を
踏

ま

え
、
費

用
の

改
定

に
つ

い
て

は
、
医
療
費

の
改
定

と
連

動
し
て

見
直

し
改
定

す

日
本

義

肢
協
会
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N
O 

主
な
 

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

べ
き

も
の

と
考

え
ら

れ
る

こ
と
か
ら
、
治

療
用
装

具
の

価
格
算

定
の

基
準
と

な

る
「

障
害

者
総

合
福

祉
法

に
基

づ
く

補
装

具
費
支

給
基

準
」
の
「
義

肢
・
装

具

の
価

格
」

に
つ

い
て

､
 

医
療

保
険

の
診

療
報

酬
改

定
の

時
期

に
合

わ
せ

て
改

定
さ

れ
る

よ
う

要
望

す
る

も
の
で
あ

る
。
 

2
 

補
装

具
費

申
請

か
ら

支
給

ま
で

の
期

間
 

補
装

具
支

給
申

請
か

ら
支

給
ま

で
時

間
を

要
す

る
。
そ
の
結
果
、
下
肢

装
具

な
ど

新
規

作
成

の
際

に
、
本

来
は
補

装
具
費

支
給

制
度

に
よ

っ
て

支
給

さ
れ
う
る

も
の

が
、
よ

り
時

間
を

要
さ

な
い

医
療

保
険
制
度

に
よ

っ
て
処

方
す

る
場

合
が

あ
る

。
 

申
請

か
ら

支
給

ま
で

の
期

間
の
短
縮
 

日
本

リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ

ョ
ン

医

学
会

 

3
 

症
状

固
定

後
、
障

害
者

手
帳

の
交

付
・
補

装
具
費

支

給
ま

で
の

期
間
 

症
状

固
定

後
、

速
や

か
に

障
害

者
手

帳
を

支
給

し
、
総

合
支
援

法
に
よ

る
補

装
具

支
給

を
行

う
こ

と
が
出
来

て
い

な
い
。

 

医
療

保
険

に
よ

り
給

付
し

た
補
装
具

を
、
症

状
固
定
後

に
生
活

用
装

具
と
し

て

継
続

使
用

し
て

い
る

例
が

あ
る
が
、
症
状

固
定
後

は
各

自
治
体

の
職

権
に
よ

り

障
害

者
手

帳
を

支
給

し
、
速

や
か
に

総
合

支
援
法

に
よ

る
補
装

具
支

給
を
行

う

べ
き

で
あ

る
。
具

体
的

な
利

用
者
の

不
利

益
と
し

て
は

、
事

業
者
に

よ
る
預

か

り
修

理
が

不
能

と
な

り
、
結

果
、
長

期
間

適
合
状

態
が

悪
く
、
か
つ

、
耐
用

期

間
を

超
過

し
た

安
全

で
な

い
補

装
具

を
利

用
し

続
け

ざ
る

を
得

な
い

こ
と

で

あ
る

。
 

日
本

リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ

ョ
ン

工

学
協
会
 

4
 

補
装

具
価

格
表

の
医

療
保

険
で

の
併

用
 

補
装

具
用

価
格

表
を

医
療

保
険

に
お

い
て

も
併

用
し
て
い

る
。
 

治
療

用
補

装
具

と
（

総
合

支
援

法
に

基
づ

く
）
生

活
用

補
装
具

で
は

、
使
用
環

境
、
使

用
期

間
、
使

用
目

的
が

異
な

る
も

の
で
あ

り
、
本
来
価

格
や

機
能
、
価

格
は

異
な

る
も

の
で

あ
る

。
 

現
在

は
補

装
具

用
価

格
表

を
医
療
保

険
に

お
い
て

も
併

用
し
て

い
る

が
、
本
来

は
別

個
の

価
格

表
（

も
し

く
は

、
補
装
具

用
価
格

表
を

基
本
と

し
て

あ
る
程

度

修
正

を
加

え
た

も
の

）
を

用
い
る
こ

と
が

適
切
で

あ
る

と
考
え

る
。
 

日
本

リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ

ョ
ン

工

学
協
会
 

5
 

医
療

機
関

に
お

け
る

補
装

具
の

紹
介

・
訓

練
 

視
覚
障
害

者
向

け
補
装

具
は

、
医

療
機

関
な

ど
で

の
紹

介
・

訓
練

行
為

が
円

滑
に

行
わ

れ
て

お
ら

ず
、
視

覚
障
害

者
向
け

補
装

具
の

普
及

を
阻

害
し

て
い
る
。
 

ロ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

外
来

な
ど

医
療
報
酬

点
数

制
度
に
、
視

覚
障
害

者
向

け
補
装

具

の
紹

介
・
訓

練
を

明
確

に
盛

り
込
み

、
医

療
機
関
・
リ

ハ
ビ
リ

機
関

な
ど
で
の

歩
行

訓
練

・
生

活
訓

練
が

活
発
化
す

る
仕

組
を
構

築
す

る
。
 

日
本

盲

人
会

連

合
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（
２

）
種

目
・

構
造
・

価
格

等
に
関

す
る

事
項

 

 
 

 
 

種
目
・
構

造
・
価

格
等
に

関
す

る
課

題
と

し
て

、
修

理
基

本
料

や
出

張
費

等
の

費
用

の
算

定
に

関
す
る
こ

と
や

各
補
装

具
の

基
準
に

関
す

る
こ
と
が
多
く
あ
げ

ら
れ

た
。
 

N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

1
 

費
用

の
算

定
（
材

料
価

格
）
 

完
成

品
が

非
課

税
扱

い
の

補
装

具
に

お
い

て
、

製
造

過
程

で
使

用
す

る
部

品
な

ど
は

課
税

扱
い

に
な

り
、

実
質

的
に

事
業

者
の

負
担

に
な

っ
て

い
る
。
 

非
課

税
扱

い
の

補
装

具
に

お
い

て
は

、
製

造
過

程
で

使
用

す
る

部
品

に
対

し

て
の

減
免

措
置

な
ど

を
設

け
る
。
 

日
本

盲
人

会
連
合
 

2
 

費
用

の
算

定
（
材

料
価

格
）
 

資
材

価
格

の
高

騰
な

ど
で

価
格

の
変

動
が

あ
っ

た
際

、
基

準
額

が
連

動
し

て
変

化
せ

ず
、

利
用

者
・
事
業

者
の

負
担

に
繋

が
っ

て
い

る
。

 

基
準

額
が

製
造

さ
れ

る
補

装
具

価
格

に
連

動
し

て
変

化
さ

れ
る

仕
組

が
望

ま

し
い

。
 

日
本

盲
人

会
連
合
 

3
 

費
用

の
算

定
（
出

張
費

）
 

 
「

出
張

費
」
の

加
算
：
車

椅
子

や
電

動
車

椅
子

な
ど

の
移

動
具

の
場

合
、

在
宅

や
施

設
、

学
校

へ
訪

問
し

て
の

修
理

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
が

余
儀

な
く

さ
れ

る
。

移
動

に
係

る
コ

ス
ト

の
保

証
が

必
要
。
 

技
術

者
が

出
張

す
る

場
合

の
移
動
経

費
お

よ
び
技

術
料

の
保
証

。
 

※
特

に
離

島
や

遠
距

離
移

動
を

余
儀

な
く

さ
せ

る
地

域
に

対
し

て
の

保
障

が

必
要

。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
 

4
 

費
用

の
算

定
（
購

入
・

修
理

）
 

購
入

・
修

理
基

準
の

価
格

が
実

勢
価

格
と

合
わ

な
い
も
の

が
あ

る
。

 

基
準

価
格

の
定

期
的

な
見

直
し
。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
 

5
 

費
用

の
算

定
（
修

理
基

本
料

）
 

修
理

基
本

料
の

新
設
 

修
理

に
関

し
て

は
安

全
対

策
の

確
保

を
目

的
に

、
修

理
に

係
る

位
置

付
け

の

法
的

明
確

化
と

遵
守

要
件

の
強

化
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
厚

生
労

働

省
が

定
め

る
修

理
業

責
任

技
術

者
講

習
会

を
受

講
し

た
責

任
技

術
者

が
修

理

を
行

う
場

合
、
部

品
価

格
に

加
え
て

修
理

基
本
技

術
料

の
新
設

を
要
望
す
る
。

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
 

6
 

費
用

の
算

定
（
修

理
）

 

修
理

項
目

の
追

加
 

修
理
部
位

の
追

加
及

び
価

格
の

改
定

 
現

在
の

修
理

基
準

は
修

理
部

品
価

格
で

あ
る

が
、

旧
来

の
ア

ナ
ロ

グ
式

補
聴

器
の

基
準

に
な

っ
て

い
る

た
め
、
現

在
市

場
の

9
0
%
以

上
を

占
め

る
デ

ジ
タ

ル

式
補

聴
器

に
そ

ぐ
わ

な
い

。
そ

の
修

理
部

位
の

名
称

と
価

格
を

現
状

に
合

わ

せ
て

改
定

す
る

。
 

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

7
 

費
用

の
算

定
（
保

守
・

点
検

）
 

完
成
用
部

品
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス
（

保
守
・
点

検
）

に
際

し
て

、
修

理
基

準
に

項
目

が
設

定
さ

れ
て

い
な
い
。
 

完
成

用
部

品
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス
に
際

し
て

は
、
部
品
の

着
脱

、
清
掃

、
調

整
、

組
立

に
時

間
を

要
し

て
い

る
。

特
に

高
機

能
な

部
品

が
多

岐
に

亘
っ

て
い

る

た
め

に
調

整
に

時
間

を
要

す
る

こ
と

が
多

い
。

現
行

の
修

理
基

準
は

交
換

の

項
目

の
み

で
あ

る
の

で
新

た
な
項
目

を
追

加
し
て

頂
き

た
い
。
 

日
本

義
肢

協
会

 

8
 

費
用

の
算

定
（
適

合
・

設
置

）
 

適
合

、
設

置
な

ど
の

作
業

に
関

す
る

技
術

料
が

対
象
に
な

っ
て

い
な

い
こ

と
。

 

補
装

具
は

見
積

時
、

適
合

確
認

、
設

置
な

ど
で

複
数

回
訪

問
す

る
う

え
、

そ

の
後

の
調

整
が

必
要

な
場

合
も
あ
り

、
企

業
と
し

て
は

負
担
が

大
き

い
。
 

見
積

、
仮

合
わ

せ
、

修
理

に
か

か
る

人
件

費
を

含
め

た
諸

経
費

を
現

行
補

装

具
費

支
給

制
度

で
は

捻
出

で
き

ず
、

ま
た

、
対

象
者

か
ら

徴
収

す
る

こ
と

が

困
難

な
ケ

ー
ス

も
多

い
。

こ
の

た
め

補
装

具
業

者
の

持
ち

出
し

と
な

る
ケ

ー

ス
が

多
く

、
質

の
よ

い
サ

ー
ビ
ス
維

持
に

支
障
を

き
た

し
て
い

る
。
 

条
件

付
き

で
も

技
術

料
が

支
給

制
度

の
対

象
と

な
れ

ば
、

業
者

の
動

き
も

活

発
に

な
り

、
参

入
者

も
増

え
て

、
よ

り
多

く
の

（
特

に
地

方
の

）
ご

利
用

者

の
不

便
が

解
消

さ
れ

る
。

意
思

伝
達

装
置

特
有

の
問

題
で

は
な

く
、

補
装

具

全
般

に
お

い
て

、
技

術
料

の
考
え
方

は
検

討
課
題

に
な

っ
て
い

る
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

9
 

費
用

の
算

定
（
調

整
）

 

意
思

伝
達

装
置

本
体
修

理
と

し
て
の

「
調

整
」

・
他

の
補

装
具

と
の

整
合

性
も

含
め

て
考

え
る

べ
き

検
討

課
題

で
あ

り
、

中

長
期

課
題

（
「

補
装

具
費

支
給

制
度

」
全

般
に

係
る

課
題

）
と

し
て

問
題

提

起
す

る
。

 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

1
0
 

費
用

の
算

定
（
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

料
・

ケ
ア

料
）
 

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
料
・

ケ
ア

料
の
新

設
 

補
聴

器
は

聴
覚

障
害

者
が

使
用

す
る

管
理

医
療

機
器

で
あ

る
。

し
か

し
、

そ

の
使

用
に

お
い

て
は

使
用

者
自

身
が

諸
機

能
の

適
切

な
調

整
を

行
う

こ
と

は

困
難

で
あ

る
。

特
に

、
近

年
供

給
さ

れ
て

い
る

デ
ジ

タ
ル

式
補

聴
器

に
お

い

て
は

、
使

用
者

個
々

の
難

聴
程

度
と

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

合
わ

せ
て

最
適

な

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
が

行
え

る
一

定
水

準
以

上
の

知
識

と
技

能
を

も
っ

た
補

聴

器
専

門
技

能
者

（
例

：
認

定
補

聴
器

技
能

者
）

が
装

用
に

あ
た

っ
て

の
コ

ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

と
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
使

用
に

よ
る

調
整

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

こ
の

こ
と

か
ら

、
給

付
に

あ
た

っ
て

は
、

補
聴

器
本

体
価

格
の

ほ
か

に
フ

ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
料

（
ま

た
は

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
報

酬
）

を
加

算
す

る
こ

と
を

要

望
す

る
。

ま
た

、
給

付
の

際
に

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
を

行
い

適
合

判
定

の
適

正

評
価

を
受

け
る

が
、

後
に

使
用

者
の

障
害

程
度

の
変

化
や

生
活

環
境

変
化

等

で
補

聴
器

機
能

を
再

調
整

す
る

こ
と

が
必

要
と

な
る

。
そ

の
再

調
整

に
つ

い

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

て
も

ケ
ア

（
再

調
整

）
料

（
ま

た
は

ケ
ア

報
酬
）

の
加

算
を
要

望
す

る
。
 

1
1
 

費
用

の
算

定
（
試

用
機

器
）
 

（
意

思
伝

達
装

置
に

お
い

て
）

申
請

時
に

、
更

正
相

談
所

お
よ

び
各

自
治

体
が

申
請

者
に

必
要

性
の

証
明

を
お

こ
な

う
た

め
、

一
定

の
試

用
期

間
を

求
め

る
が

、
そ

の
機

器
の

用
意

を
ど

こ
が

行
う
か
明

確
で

な
い
。

 

実
質

的
に

は
、

特
定

の
企

業
が

用
意

し
て

い
る

場
合

が
多

い
。

ま
た

、
万

一

用
意

で
き

な
い

場
合

、
本

人
に

操
作

可
能

な
能

力
が

あ
っ

た
と

し
て

も
申

請

を
受

け
付

け
ら

れ
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
。
 

（
意

思
伝

達
装

置
の

場
合

）
入

力
ス

イ
ッ

チ
の

適
合

、
デ

モ
機

の
貸

出
に

つ

い
て

発
生

す
る

費
用

を
何

ら
か

の
形

で
認

め
て
頂

き
た

い
。
 

こ
の

業
務

に
手

間
と

時
間

が
か

か
る

た
め

取
扱

に
否

定
的

な
業

者
が

多
く

、

メ
ー

カ
ー

が
動

く
し

か
な

い
。

ま
た

、
結

果
的

に
利

用
者

は
不

幸
と

な
り

、

市
場

も
縮

小
す

る
ば

か
り

で
あ

る
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

1
2
 

費
用

の
算

定
（
各

補
装

具
）
 

起
立
保
持

具
に

つ
い
て

 

重
度

障
害

児
が

使
用

す
る

に
は

、
現

在
の

補
助

額
で

は
製

作
で

き
な

い
。

特
例

補
装

具
と

し
て

申
請
し
て

い
る

。
 

現
状

に
見

合
う

よ
う

に
補

助
額

の
見

直
し

を
求
め

た
い

。
 

特
例

補
装

具
で

申
請

す
る

際
に

見
積

書
は

、
座

位
保

持
装

置
の

価
格

表
を

元

に
作

成
す

る
場

合
が

多
く

、
座

位
保

持
装

置
の

価
格

表
を

元
に

起
立

保
持

具

の
新

た
な

価
格

表
を

作
成

願
い

た
い

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

学
会

関
連

機
器

委
員

会
 

1
3
 

費
用

の
算

定
（
各

補
装

具
）
 

補
聴

器
の

購
入

に
要
す

る
費

用
額
の

改
定
 

現
在

の
補

聴
器

は
デ

ジ
タ

ル
技

術
に

よ
り

従
来

と
比

較
し

高
機

能
・

高
性

能

に
な

っ
て

い
る

。
使

用
者

に
と

っ
て

は
大

変
望

ま
し

い
こ

と
で

は
あ

る
が

、

そ
の

開
発

費
は

莫
大

な
も

の
と

な
っ

て
い

る
。

現
状

の
基

準
額

で
差

額
自

己

負
担

な
し

で
供

給
を

行
っ

て
い

る
補

聴
器

は
製

造
販

売
業

者
の

犠
牲

の
上

に

な
り

た
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
交

付
基

準
額

の
ア
ッ

プ
を

要
望
す

る
。
 

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
 

1
4
 

費
用

の
算

定
（
各

補
装

具
）
 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
 

空
気

式
入

力
装

置
（
ス

イ
ッ

チ
）
交

換
 

他
の

ス
イ

ッ
チ

を
含

め
、

現
状

で
空

気
圧

式
入

力
装

置
に

該
当

す
る

ス
イ

ッ

チ
の

価
格

お
よ

び
性

能
（

感
度

調
整

の
可

否
）

の
調

査
を

行
い

、
適

切
な

基

準
額

お
よ

び
備

考
欄

の
記

述
へ

の
変

更
を

求
め
る

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

1
5
 

費
用

の
算

定
（
各

補
装

具
）
 

意
思

伝
達

装
置

本
体
修

理
（

基
準
額

）
 

と
く

に
明

確
な

修
正

は
求

め
な

い
が

、
基

準
額

の
設

定
根

拠
の

確
認

お
よ

び

必
要

に
応

じ
て

見
直

し
や

、
特

例
と

な
り

う
る

場
合

の
Ｑ

＆
Ａ

（
例

示
等

）

を
求

め
る

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

1
6
 

費
用

の
算

定
（
各

補
装

具
）
 

圧
電

素
子

式
入

力
装

置
（

ス
イ

ッ
チ

）
交

換
／

空
気
圧
式

入
力

装
置
（

ス
イ

ッ
チ

）
交

換
 

・
圧

電
素

子
式

入
力

装
置

（
ス

イ
ッ

チ
）

お
よ

び
空

気
式

入
力

装
置

（
ス

イ

ッ
チ

）
に

つ
い

て
は

、
現

状
の

基
準

額
（

3
8
,
0
0
0
円

）
で

、
供

給
で

き
る

機

器
が

存
在

し
な

い
。

価
格

調
査

を
行

い
、

適
切

な
基

準
額

へ
の

変
更

を
求

め

る
。
 

・
消

耗
品

の
扱

い
に

つ
い

て
は

、
特

に
見

直
し
を

求
め

な
い
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

1
7 

判
定

基
準

の
格

差
 

完
成

用
部

品
の

種
目

が
年

々
増

え
て

お
り

、
高

額
製

品
も

含
め

さ
ま

ざ
ま

な
も

の
が

完
成

用
部

品
と

し
て

認
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

そ
の

適
応

に
つ

い
て

は
あ

い
ま

い
な

部
分

が
あ

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
高

額
な

義
足

パ
ー

ツ
な

ど
、

処
方

を
希

望
す

る
方

に
対

し
て

の
判

定
の

判
断

基
準

が
地

域
ご

と
、

医
師

ご
と

で
異

な
っ

て
い

る
可

能
性
も
あ

る
の

で
は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

完
成

用
部

品
の

適
応

基
準

を
よ

り
明

確
な

も
の
に

す
る

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

学
会

関
連

機
器

委
員

会
 

1
8 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

対
象

の

修
正

）
 

購
入

基
準

（
５

）
そ

の
他

の
備

考
の

中
の

「
重

度
難

聴
用

耳
か

け
型

で
Ｆ

Ｍ
型

受
信

機
、

オ
ー

デ
ィ

オ
シ

ュ
ー

、
Ｆ

Ｍ
型

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
交

換
の

額
の

範
囲

内
で

必
要

な
額

を
加

算
す

る
こ

と
」

の
記

載
の

変
更

（
下

線
部

の
変

更
）
 

現
状

と
し

て
は

、
高

度
難

聴
の

児
童

も
Ｆ

Ｍ
シ

ス
テ

ム
を

使
用

す
る

こ
と

が

少
な

く
な

く
、

高
度

難
聴

の
場

合
、

単
純

な
補

装
具

で
は

な
く

“
特

例
補

装

具
”

と
い

う
も

の
で

交
付

申
請

す
る

こ
と

が
あ

る
。

“
特

例
補

装
具

”
で

の

交
付

申
請

に
な

る
と

、
単

純
な

補
装

具
申

請
よ

り
手

間
が

か
か

り
、

現
場

か

ら
改

善
し

て
ほ

し
い

旨
の

連
絡

を
い

た
だ

く
こ

と
が

多
く

あ
る

。
こ

の
記

述

を
「

高
度

難
聴

及
び

重
度

難
聴

用
の

耳
か

け
型

及
び

ポ
ケ

ッ
ト

型
で

Ｆ
Ｍ

型

受
信

機
、

オ
ー

デ
ィ

オ
シ

ュ
ー

、
Ｆ

Ｍ
型

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
を

必
要

と

す
る

場
合

は
、

修
理

基
準

の
表

に
掲

げ
る

交
換

の
額

の
範

囲
内

で
必

要
な

額

を
加

算
す

る
こ

と
」

へ
の

変
更

を
要

望
す

る
。

ま
た

は
、

単
に

ワ
イ

ヤ
レ

ス

マ
イ

ク
を

必
要

と
す

る
場

合
へ

の
変

更
を

要
望
す

る
。
 

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
 

1
9 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

対
象

の

修
正

）
 

呼
び
鈴
分

岐
装

置
交
換

 
今

回
、

呼
び

鈴
分

岐
装

置
に

替
え

て
の

入
力

装
置

（
ス

イ
ッ

チ
）

の
２

個
支

給
の

提
案

は
見

送
る

。
今

後
ス

テ
ッ

プ
ス

キ
ャ

ン
の

有
効

な
適

用
条

件
の

検

討
も

併
せ

て
、

ス
イ

ッ
チ

の
２

個
支

給
の

適
用
条

件
を

検
討
し

て
い

く
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

2
0 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

機
器

の

追
加

・
修

正
）
 

「
Ｆ

Ｍ
型

用
ワ

イ
ヤ
レ

ス
」

の
表
現

の
変

更
 

ワ
イ

ヤ
レ

ス
が

Ｆ
Ｍ

に
限

定
さ

れ
る

表
現

に
な

っ
て

い
る

が
、

現
在

で
は

、

所
謂

Ｆ
Ｍ

と
表

記
さ

れ
な

い
ワ

イ
ヤ

レ
ス

シ
ス
テ

ム
が

在
る
こ

と
か
ら
、「

Ｆ

Ｍ
型

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

」
の

表
現

を
「

ワ
イ

ヤ
レ

ス
」

に
変

更
す

る
こ

と
を

要

望
す

る
。

 

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
 

2
1 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

機
器

の

追
加

・
修

正
）
 

「
立

位
保

持
装

置
」

「
臥

位
保

持
装

置
」

を
座

位
保

持
装

置
と

し
て

支
給

対
象

と
し

て
い

る

が
、
目
的

が
異

な
る
。

 

「
立

位
保

持
装

置
」

「
臥

位
保

持
装

置
」

の
種
目

追
加

。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
 

2
2 

修
理

項
目

の
追

加
（

機
器

の
追

加
・

修
正

）
 

「
歩

行
器

」
「

座
位

保
持

椅
子

」
「

起
立

保
持

具
」
の
修

理
品

目
が
不

備
。

 

「
歩

行
器

」
「

座
位

保
持

椅
子

」
「

起
立

保
持
具

」
の

修
理
品

目
を

整
備
。

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
 

2
3 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

機
器

の

追
加

・
修

正
）
 

プ
リ

ン
タ

の
扱

い
 

・
購

入
基

準
の

付
属

品
か

ら
「

プ
リ

ン
タ

」
を

削
除

す
る

こ
と

を
求

め
る

。

（
備

考
欄

の
記

載
に

つ
い

て
も

修
正

し
、

プ
リ

ン
タ

を
修

理
基

準
で

追
加

で

き
る

旨
を

示
す

。
）

 

・
金

額
に

関
し

て
は

、
プ

リ
ン

タ
代

金
相

当
が

減
額

さ
れ

る
と

考
え

ら
れ

る

が
、

そ
の

金
額

は
別

途
、

補
装

具
評

価
検

討
会

で
実

施
さ

れ
る

価
格

調
査

に

ゆ
だ

ね
る

。
 

・
修

理
基

準
に

「
印

字
装

置
（

プ
リ

ン
タ

）
交

換
」

を
追

加
し

、
そ

の
備

考

欄
に

、
装

置
本

体
の

供
給

事
業

者
が

保
証

を
行

う
と

指
定

す
る

機
種

に
限

る

旨
を

示
す

（
意

思
伝

達
装

置
本

体
の

解
釈

と
の
整

合
性

を
図
る

）
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

2
4 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

機
器

の

追
加

・
修

正
）
 

視
線
入
力

方
式

の
扱
い

 
・
現

段
階

に
お

い
て

、
購

入
基

準
へ

直
ち

に
追
加

を
求

め
る
こ

と
は

見
送
る

。

（
根

拠
を

明
確

に
な

っ
た

段
階

で
提

案
す

る
。
）
 

・
供

給
事

業
者

側
に

お
い

て
は

、
具

体
的

な
適

用
例

（
対

象
者

と
し

て
の

必

要
条

件
）

を
示

す
こ

と
を

努
力

し
て

い
く

。
（
準

備
を

進
め
る

。
）
 

・
現

時
点

に
お

い
て

当
該

装
置
を
利

用
し

て
い
る

人
の

利
用
状

況
に

つ
い
て
、

追
跡

調
査

を
し

て
い

く
必

要
も

あ
る

。
（

研
究

班
の

課
題

に
も

取
り

上
げ

て

い
る

が
、

供
給

事
業

者
、

行
政

（
身

体
障

害
者

更
生

相
談

所
）

等
と

の
連

携

に
よ

る
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

も
有

効
と

考
え

る
。
）
 

・
そ

の
他

、
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
に

視
線

入
力

方
式

を
追

加
す

る

た
め

に
検

討
が

必
要

な
事

項
を

提
示

し
て

も
ら

え
れ

ば
、

検
討

材
料

を
そ

ろ

え
て

い
く

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

2
5 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

機
器

の

追
加

・
修

正
）
 

利
用

者
の

自
律

を
促

す
機

器
と

し
て

、
環

境
制

御
装

置
が

あ
る

が
、

該
当

す
る

項
目

が
な

い
。

環
境

制
御

装
置

は
本

人
の

自
立

支
援

機
器

と
し

て
有

効
で

あ
る

が
、

補
装

具
の

対
象

に
な

っ
て

い
な
い
。

自
費

購
入
で

は
負

担
が

大
き

い
。

 

補
装

具
費

の
種

目
に

環
境

制
御

装
置

を
追

加
す

る
。

機
器

の
導

入
に

よ
り

、

対
象

者
に

対
す

る
人

的
支

援
が

減
少

可
能

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

2
6 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

機
器

の

追
加

・
修

正
）
 

食
事

支
援

用
具

「
マ

イ
ス

プ
ー

ン
」

で
食

事
が

自
立

で
き

有
効

で
あ

る
が

補
装

具
の

対
象

に
な

っ
て
い
な

い
。
自

費
購

入
で

は
負

担
が

大
き

い
。

マ
イ

ス
プ

ー
ン

（
セ

コ
ム

製
）

を
Ｐ

Ｓ
Ｂ

、
Ｂ
Ｆ

Ｒ
と

し
て
対

象
に

す
る
。

単
一

の
活

動
（

食
事

）
の

み
で

は
、

補
装

具
の

要
件

で
あ

る
「

障
害

者
等

の

身
体

に
装

着
す

る
こ

と
に

よ
り

、
そ

の
日

常
生

活
に

お
い

て
又

は
就

労
若

し

く
は

就
学

の
た

め
に

、
同

一
の

製
品

に
つ

き
長

期
間

に
渡

り
継

続
し

て
使

用

さ
れ

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
」

に
該

当
し

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
当

該
装

置

は
、

介
護

保
険

で
の

導
入

も
検

討
さ

れ
て

い
る

が
、

障
害

者
制

度
に

お
い

て

は
、

日
常

生
活

用
具

で
の

検
討

が
妥

当
で

あ
る
と

考
え

る
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

2
7 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

対
象

の

修
正

）
 

現
行

は
意

思
伝

達
装

置
専

用
機

器
が

支
給

対
象

の
た

め
、

メ
ー

カ
ー

と
し

て
も

生
産

数
が

少
な

い
ゆ

え
に

、
一

般
の

機
器

と
比

較
す

る
と

機
能

が
低

い
機

器
を

高
額

で
だ

さ
ざ

る
を

え
ず

、
当

事
者
が
望

む
状

態
と
は

言
え

な
い

。
 

汎
用

機
器

で
あ

っ
て

も
、

障
が

い
当

事
者

が
必

要
と

さ
れ

る
機

器
に

つ
い

て

は
、

日
常

生
活

用
具

、
補

装
具

で
支

給
す

る
。
 

健
常

者
と

同
様

に
マ

ウ
ス

等
を

ス
イ

ッ
チ

を
使

用
し

て
、

パ
ソ

コ
ン

（
主

に

O
S
が

W
I
N
D
O
W
S
の

パ
ソ

コ
ン

）
を

使
用

す
る

場
合

も
、

意
思

伝
達

専
用

機
同

様
の

補
助

を
受

け
ら

れ
る

よ
う

検
討

頂
き

た
い
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

2
8 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

対
象

の

修
正

）
 

難
聴

の
障

害
程

度
分

類
の

見
直

し
 

障
害

者
総

合
支

援
法

で
の

対
象

は
聴

力
レ

ベ
ル

7
0
d
B
 
H
L
以

上
の

高
度

・
重

度
難
聴
者

で
あ

り
、
W
H
O
の
認

定
基
準

4
0
d
B
 H
L
に
比
べ
て

格
段
に

認
定

基
準

が
高

い
。
欧

州
で

は
英

仏
独

の
3
ケ
国

に
加

え
て
主

要
各

国
で
は

全
て
が

W
H
O

の
認

定
基

準
、

あ
る

い
は

そ
れ

以
下

に
認

定
基

準
を

設
定

し
て

い
る

。
 
W
HO

認
定

基
準

の
4
0
d
B
 H
L
に

合
わ

せ
る

こ
と

を
要

望
す

る
。
加

え
て

、
W
H
O
に

よ

る
難

聴
の

程
度

分
類

の
S
e
v
e
r
e
：

6
1
～

8
0
d
B
（

高
度

難
聴

）
、

P
r
o
f
o
u
n
d
：

8
1
d
B
以

上
（

重
度

難
聴

）
を

認
定

基
準

と
す

る
こ

と
も

要
望

す
る

。
 

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
 

2
9 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

機
器

の

追
加

・
修

正
）
 

接
点

式
入

力
装

置
（

ス
イ

ッ
チ

）
交

換
に

お
け

る
「
グ
ラ

ス
プ

ス
イ
ッ

チ
」

の
扱

い
 

販
売

社
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

、
接

点
式

で
紹

介
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
つ

い

て
は

、
そ

れ
が

間
違

い
で

あ
り
訂
正

す
る

こ
と
を

お
願

い
し
た
。
修

理
基

準
：

空
気

圧
式

入
力

装
置

（
ス

イ
ッ

チ
）

交
換

の
備

考
に

お
け

る
注

意
を

、
当

該

ス
イ

ッ
チ

に
対

応
で

き
る

よ
う

に
書

き
あ

ら
た
め

る
こ

と
を
求

め
る

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

3
0 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
 

（
機

器
の

解
釈
）

本
体

（
専

用
機

器
と
し

て
の

汎
用
機

）
の

解
釈

・
今

回
、

購
入

基
準

の
基

本
構

造
な

ら
び

に
備

考
欄

に
あ

る
「

専
用

機
器

」

に
つ

い
て

は
、

見
直

し
を

求
め

な
い

。
た

だ
し

、
適

切
な

解
釈

と
理

解
を

求

め
る

た
め

に
、

補
装

具
費

事
務

取
扱

指
針

等
に
お

い
て

、
注
記

を
求

め
る
。

・
今

回
の

議
論

で
合

意
し

た
「

専
用

機
器

」
の

解
釈

は
“

意
思

伝
達

装
置

だ

け
の

た
め

に
製

造
さ

れ
た

機
器

”
 

で
は

な
く

、
“

意
思

伝
達

装
置

と
し

て

の
機

能
を

有
し

、
そ

れ
以

外
に

利
用

し
な

い
こ

と
で

安
定

し
た

動
作

保
障

を

行
う

機
器

”
で

あ
り

、
そ

の
構

成
要

素
（

部
品

）
は

要
件

と
す

べ
き

で
は

な

く
、

「
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
」

と
し

て
認

め
ら

れ
た

機
能

の
み

に

（
専

用
に

用
い

る
）

用
い

る
も

の
で

あ
る

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

3
1 

各
補

装
具

基
準

の
修

正
（

機
器

の

解
釈

）
 

意
思

伝
達

装
置

に
お

い
て

は
、

必
ず

専
用

機
で

あ
る

必
要

は
な

い
。

専
用

機
で

あ
る

が
ゆ

え
に

開
発

コ
ス

ト
が

販
売

価
格

を
高

額
な

も
の

に
し

て
い

る
。

昨
今

の
I
C
T
事

情
を

考
慮

す
れ

ば
、

専
用

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
汎

用
品

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

っ
て

安
価

な
意

思
伝

達
装

置
を

供
給

す
る

こ
と
が
で

き
る

。
 

意
思

伝
達

装
置

は
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

対
象

に
す

る
。

必
要

な
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア

は
修

理
規

準
の

項
目

と
し

、
必

要
に

応
じ

て
選
択

す
る

。
 

汎
用

機
器

で
あ

っ
て

も
、
障

害
当
事

者
が

必
要
と

さ
れ

る
機
器

に
つ

い
て
は
、

日
常

生
活

用
具

、
補

装
具

で
支

給
す

る
。

健
常

者
と

同
様

に
マ

ウ
ス

等
の

ス

イ
ッ

チ
を

使
用

し
て

、
パ

ソ
コ

ン
を

使
用

す
る

場
合

も
、

意
思

伝
達

専
用

機

同
様

の
補

助
を

受
け

ら
れ

る
こ

と
が

望
ま

し
い
。
 

意
思

伝
達

装
置

に
お

い
て

は
、

必
ず

専
用

機
で

あ
る

必
要

は
な

い
。

専
用

機

で
あ

る
が

ゆ
え

に
開

発
コ

ス
ト

が
販

売
価

格
を

高
額

な
も

の
に

し
て

い
る

。

昨
今

の
IC
T
事

情
を

考
慮

す
れ

ば
、

専
用

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

と
汎

用
品

の
組

み

合
わ

せ
に

よ
っ

て
安

価
な

意
思

伝
達

装
置

を
供
給

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
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（
３

）
補

装
具

費
支
給

制
度

の
全
般

に
係

る
事

項
 

 
 

 
 

補
装

具
費
支

給
制

度
全
般

に
係

る
事

項
と

し
て

は
、
判

定
の

地
域

格
差
・
判

定
内

容
や

定
期

点
検
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
制

度
に

関
す
る

要
望
、
児
童
の
補

装
具
の

取
扱

い
に

関
す

る
事
項

が
多

い
結
果

で
あ

っ
た

。
 

 N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

1
 

判
定

の
地

域
格

差
 

地
域
に
よ

っ
て

、
支
給

の
認

定
の

さ
れ

や
す

さ
、

手
続
き
が

異
な

る
こ
と

が
あ

る
。
同

じ
障

害
を

も

っ
て

い
て

も
住

所
に

よ
っ

て
サ

ー
ビ

ス
が

異
な

る
の
は
ど

う
か

と
思
う

。
 

支
給

の
認

定
基

準
の

統
一

化
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

学
会

 

2
 

判
定

の
地

域
格

差
 

車
椅
子
と

座
位

保
持
装

置
の

併
給
：
地

域
に

よ
っ

て
、
座
位

保
持

装
置
を

作
っ

た
ら

車
椅

子
の

支
給

を
認
め
な

い
。
も
し
く

は
、
車

椅
子

を
作

っ
た

ら

座
位
保
持

装
置

の
支
給

を
認

め
な

い
、
と

い
う

地

域
が
あ
る

。
 

運
用

差
が

起
こ

ら
な

い
よ

う
に

Ｑ
＆

Ａ
な

ど
で

、
運

用
を

わ
か

り
易

く
示

す
。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
 

3
 

判
定

の
地

域
格

差
 

地
域
格
差

の
是

正
：
本

来
で

あ
れ

ば
全

国
一

律
で

あ
る
べ
き

制
度

の
運
用

が
、
自

治
体

に
よ

っ
て

異

な
っ
て
い

る
現

状
が
あ

る
。

 

運
用

差
が

起
こ

り
に

く
い

基
準
を
つ

く
る

。
マ

ニ
ュ
ア

ル
を
整

備
す

る
。
関

連
職

種
の

教
育

。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
 

4
 

判
定

の
地

域
格

差
 

意
思
伝
達

装
置

に
つ
い

て
、
自

治
体

に
よ

っ
て

判

断
基
準
・
審
査

基
準
、
担

当
者

の
理

解
度

に
差

が

あ
り
、
本

人
の

不
利
益

に
な

っ
て

い
る

場
合

が
あ

る
。
 

全
国

一
律

の
判

断
基

準
を

設
け
る
。

理
解

度
を
上

げ
る

講
習
会

を
す

る
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

5
 

判
定

内
容

 
補

装
具

適
合

判
定

医
師

に
意

見
書

を
記

載
し

て

い
た

だ
い

た
が

更
生

相
談

所
の

職
員

に
高

額
で

あ
る
と
い

う
理

由
で
継

手
等

を
変

更
さ

せ
ら

れ
、

使
え
な
い

義
足

を
作
っ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

る
。

装
具

適
合

判
定

医
師

の
意

見
書
は
処

方
上

重
要
な

も
の

で
あ
る

。
 

部
品

の
選

択
に

際
し

て
は

使
用

者
の

身
体

的
な

状
況

や
日

常
生

活
に

お
い

て
の

使
用

状
況

を
考

慮
し

た
も
の
と

な
っ

て
い
る

の
で
、
意
見
書
に

従
っ
て

判
定

し
て

頂
き

た
い

。
 

日
本

義
肢

協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

6
 

判
定

内
容

 
補

装
具

費
支

給
事

務
取

扱
指

針
の

基
準

の
明

確

化
 

①
「

補
装

具
費

の
支

給
対

象
と
な
る

補
装

具
の
個

数
」
、
「
差

額
自

己
負
担

の
取

扱
い

」
等

の
判

定
は

、
各

更
生
相
談

所
の

判
断
に

任
せ

ら
れ
て

い
る

が
、

申
請

方
法

、
判

定
基

準
や

差
額

自
己

負
担

基
準
な

ど
が

自
治
体

に
よ

っ
て
異

な
っ

て
い

る
。
全

て
の

自
治

体
で
同

一
基

準
が
採

用
さ

れ
る
こ

と
を

要
望
す

る
。
 

②
補

装
具

費
の

支
給

が
決

定
し
た
際

に
は
、
基
本
構
造

が
同
一

範
囲

内
の
補

聴
器

で
あ

れ
ば

、
差

額
を

自
己
負
担

す
る

こ
と
に

よ
り

、
障

害
者
本

人
が
希

望
す

る
補

聴
器

の
購

入
を

認
め
る
よ

う
要

望
す
る
 

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
 

7
 

定
期

点
検

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
制

度
 

定
期
点
検
・
メ

ン
テ
ナ

ン
ス

制
度

の
必

要
性
：
現

行
制

度
は

壊
れ

て
か

ら
で

な
い

と
対

応
で

き
な

い
が
、
定

期
点

検
や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

仕
組

み
が

あ
れ
ば
、

長
く

安
全
に

使
用

で
き

る
。

 

定
期

点
検

と
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の
制
度

を
作

る
。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
 

8
 

定
期

点
検

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
制

度
 

補
聴

器
の

フ
ィ

ッ
テ

ィ
ン

グ
及

び
事

後
ケ

ア
の

必
要
性
 

わ
が

国
に

お
い

て
は

人
口

の
高
齢
化

が
急

速
に
進

み
、
高

齢
者
へ
の

ケ
ア
と

対
策

が
急

務
と

な
っ

て
い

る
。
ま

た
、
高

齢
者
に

よ
る

社
会
へ

の
活

力
の
継

続
と

貢
献

が
国

家
的

課
題

の
一
つ
と

な
っ

て
い
る

。
と

り
わ
け

、
難

聴
高
齢

者
に

と
っ

て
は

、
職

場
や

家
庭

に
お

い
て

の
言
葉

に
よ

る
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

の
改

善
は

Q
O
L（

生
活

の
質

）
を
向

上
す
る

た
め

に
重
要

な
要

件
と
な

っ
て

い
る

。
 

こ
の

よ
う

な
社

会
情

勢
の

中
、
補
聴
器
本

体
は
デ

ジ
タ

ル
技
術

の
開

発
に
よ

り
高

度
な

音
声

処
理

は
基

よ
り

諸
機

能
の

具
備

に
よ

り
難

聴
者

に
大

き
な

福
音

を
も

た
ら

せ
て

き
て

い
る
。
 

し
か

し
、
こ

れ
ら

の
デ

ジ
タ

ル
技
術

を
搭

載
し
た

補
聴

器
を
適

切
に

調
整
す

る
た

め
に

は
従

来
の

調
整

技
能
と
は

大
き

く
異
な

る
技

能
が
必

要
で

あ
る
。

例
え

ば
、
ア

ナ
ロ

グ
式

補
聴

器
の
時

代
で

は
諸
機

能
の

調
整
は

ド
ラ

イ
バ
ー

と
試

聴
チ

ュ
ー

ブ
の

使
用

に
よ
り
可

能
で

あ
っ
た

が
、
デ

ジ
タ
ル
式

補
聴
器

で
は

難
聴

者
の

難
聴

原
因

と
周

波
数

毎
の

聴
力

レ
ベ

ル
に

合
わ

せ
た

諸
調

整
を

行
う

に
あ

た
り

、
パ

ソ
コ
ン
を

始
め

、
場

合
に
よ

っ
て
は

補
聴

器
特
性

測
定

器
な

ど
を

使
用

す
る

こ
と

が
必

要
不

可
欠

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、
補

聴
器

の
販

売
現

場
に

お
い
て

は
以

下
の

3
点
が

絶
対
条

件
と

な
っ
て

い
る

。
 

日
本

補
聴

器
工

業

会
・
日
本
補

聴
器

販
売

店
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

 
 

 
 

①
 
聴

能
知

識
の

獲
得

は
も

と
よ

り
、

難
聴

者
本

人
と

家
族

へ
の

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

、
パ

ソ
コ

ン
の

知
識
・
技

能
の

習
得
、
諸
機

能
の
調

整
と

効
果
の

確
認

及
び

ア
フ

タ
ー

フ
ォ

ロ
ー
を
業

務
と

す
る
補

聴
器

専
門

技
能

者
（

例
：

認
定

補
聴

器
技

能
者

）
の

確
保
と
拡

充
 

②
 
デ

ジ
タ

ル
式

補
聴

器
の

機
能

を
確

認
し

、
難

聴
者

個
々

人
に

最
適

な
調

整
を

担
保

す
る

た
め

に
必

要
な
諸
設

備
（

例
：
防

音
室

、
オ
ー

ジ
オ

メ
ー
タ

ー
、
パ

ソ
コ

ン
、
補

聴
効

果
測
定
装

置
、
補

聴
器
特
性

測
定
装

置
な

ど
）
の

具
備
 

③
 
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
と

初
回

の
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

諸
調

整
を

行
っ

た
後

の
再

調
整

と
長

期
間

に
亘

る
ケ
ア
サ

ー
ビ

ス
 

現
在

の
デ

ジ
タ

ル
式

補
聴

器
を
適
切

に
調

整
し
、
難
聴

者
に
届

け
る

こ
と
は

上
記

の
条

件
無

し
で

は
不

可
能
で
あ

る
。
特

に
急
速
に

増
え
つ

つ
あ

る
難
聴

高
齢

者
の

活
力

の
維

持
と

Q
O
L

の
向

上
を

実
現

す
る

た
め

に
は

補
聴

器
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

の
専

門
家
（

認
定
補

聴
器

技
能
者

）
を

育
成
し

、
全

国
の
補

聴
器

販
売

店
舗

に
配

置
す

る
こ
と
が

喫
緊

の
急
務

で
あ

り
、
補
装
具

業
者
の

選
定

に
は

上
記

の
条

件
を

満
た
す
業

者
（

例
：
認

定
補

聴
器
専

門
店

）
が
望

ま
し

い
と

考
え

る
。

 

 
 

9
 

定
期

点
検

や
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
制

度
 

装
置

の
フ

ィ
ッ

テ
ィ

ン
グ

や
導

入
後

の
再

調
整

な
ど
、
誰

が
ど

う
い
っ

た
形

で
サ

ポ
ー

ト
を

行
う

か
明
確
に

な
っ

て
い
な

い
。
使

用
者

が
必

要
と

す

る
と
き
、
そ
れ

ら
の
サ

ー
ビ

ス
を

充
分

受
け

る
こ

と
が
で
き

な
い

た
め
、
装

置
を

活
用

で
き

な
い

ケ

ー
ス
が
あ

る
。
 

必
要

に
応

じ
て

、
医

師
ま

た
は
セ
ラ

ピ
ス

ト
、
コ

ー
デ

ィ
ネ
ー

タ
ー

、
支
援

機
器

に
関

わ
る

資
格

を
有

す
る

も
の

に
よ

る
継

続
的

な
サ

ポ
ー

ト
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

制
度

化
す

る
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

1
0 

児
童

の
補

装
具

の
取

り
扱

い
 

児
童
の
用

具
の

支
給
に

つ
い

て
：
歩

行
器

と
車

椅

子
と
の
併

用
が

認
め
ら

れ
な

い
な

ど
、
児

童
の

補

装
具
の
運

用
が

わ
か
り

に
く

く
な

っ
て

い
る

。
補

装
具
費
支

給
事

務
マ
ニ

ュ
ア
ル

Q
＆

A
に

「
児
童

の
場

合
は

機
能

障
害

に
よ

る
生

活
上

の
支

障
を

援
助
す
る

だ
け

で
な
く

、
こ

れ
に

よ
っ

て
身

体
的

条
件
の
改

善
を

図
り
、
可

能
な

限
り

正
し

い
成

長

発
達

を
促

す
こ

と
も

十
分

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
」
と
記

載
さ

れ
て
い

る
が

、
自

治
体

に
よ

っ
て

は
積
極
的

な
児

童
用
の

補
装

具
の

活
用

が
、
十

分

に
行
わ
れ

て
い

な
い
。

 

児
童

の
補

装
具

に
つ

い
て

、
子

供
の
発
達

成
長
を

促
す

た
め
の

訓
練

的
用
途

を
理

解
さ

れ
る

よ
う

に
、

Ｑ
＆
Ａ
等

で
繰

り
返
し

周
知

す
る
。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
 

1
1 

児
童

の
補

装
具

の
取

り
扱

い
 

児
童
の
場

合
の

補
装
具

は
、
日

常
生

活
内

で
の

補

助
の
他
に

、
成

長
期

で
あ

る
が

故
に
「

訓
練

」
の

意
味
も
含

め
て

支
給
を

希
望

す
る

場
合

も
多

い
。

そ
の
辺
の

解
釈

に
つ
い

て
、
意

見
書

を
書

く
側

と

判
定

す
る

側
と

で
温

度
差

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

る
 

 
「

訓
練

」
の

意
味

も
含

め
た

解
釈

に
つ

い
て

整
理

し
、

内
容

を
明

確
に

し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
う

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
医

学
会

関
連

機
器

委
員

会
 

1
2
 
他

法
優
先
（
介

護

保
険

）
 

・
 
介

護
保

険
制

度
と

の
関

係
で

、
高

齢
者

の
場

合
、
介
護

保
険

が
優
先

と
な

り
日

常
生

活
用

具
給

付
や

補
装

具
給

付
が

受
け

ら
れ

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る
。
 

介
護

保
険

に
該

当
し

な
い

機
器
に
つ

い
て

は
、
介
護
保

険
の
要

介
護

者
で
あ

っ
て

も
日

常
生

活
用

具
、
補

装
具
の

適
用

を
受
け

ら
れ

る
よ
う

に
す

る
。
現

状
で

も
、
受

け
ら

れ
る

。
市

町
村
の

窓
口

で
の
指

摘
で

あ
れ
ば

、
担

当
職
員

の
理

解
不

足
が

疑
わ

れ
る

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

1
3
 
他

法
優
先
（
介

護

保
険

）
 

介
護

保
険

該
当

者
は

介
護

保
険

が
優

先
さ

れ
る

た
め
に
、
負
担

が
増
加

す
る

場
合

が
あ

る
。
（

１

割
の
自
己

負
担

）
 

介
護

保
険

と
補

装
具

の
両

方
に
該
当

す
る

品
目
が

あ
る

場
合
は
、
本

人
の
有

利
に

な
る

よ
う

に
、

ど
ち

ら
か
選
択

す
る

こ
と
が

可
能

に
す
る

。
 

限
ら

れ
た

公
費

の
適

正
利

用
の
観
点

か
ら

、
制

度
の
優

先
適
用

が
あ

り
、
サ

ー
ビ

ス
全

体
の

中
で

検
討

す
べ
き
課

題
で

あ
る
。
個
々

の
対
応

ご
と

に
選
択

で
き

る
も

の
で

は
な

い
。

 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

1
4 

新
規

製
品

へ
の

対
応

 

新
し
い
製

品
が

認
め
ら

れ
に

く
い

。
 

新
し

い
製

品
の

基
準

へ
の

該
当
を
、

定
期

的
に
検

討
す

る
。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

1
5 

新
規

製
品

へ
の

対
応

 

新
し
い
種

目
・
構
造
な

ど
が

出
来

た
際

、
基

準
化

に
向
け
た

プ
ロ

セ
ス
が

不
明

確
で

、
開

発
を

す
る

企
業
・
補

装
具

業
者
の

活
動

を
阻

害
し

て
い

る
。

基
準

へ
盛

り
込

む
際

の
プ

ロ
セ

ス
を

明
確

に
し

、
価

値
の

あ
る

新
し

い
種

目
・

構
造

な
ど

が
発

展
的

に
生
ま
れ

る
よ

う
な
仕

組
を

構
築
す

る
。
 

日
本

盲
人

会
連
合
 

1
6 

事
務

処
理

の
負

担
（

必
要

書
類
）

代
理
受
領

方
式

が
主
軸

に
な

っ
た

こ
と

で
、
給

付

に
伴
う
必

要
書

類
が
増

え
、

利
用

者
・

事
業

者
・

自
治
体
と

も
書

類
処
理

の
負

担
が

増
え

て
い

る
。

書
類

の
簡

素
化
・
方

法
の

簡
略
化
を

行
う

こ
と
で

、
お

互
い
の

処
理

負
担
を

軽
減

す
る

。
な

お
、
使

用
す

る
書
類

は
、
弱
視
者

な
ど

が
見
や

す
い

文
面
が

望
ま

し
い

。
 

日
本

盲
人

会
連
合
 

1
7 

事
務

処
理

の
負

担
（

自
治
体
で

の

差
異

）
 

自
治
体
に

よ
っ

て
、
契

約
や

事
務

処
理

に
使

用
す

る
書
類
が

異
な

る
こ
と

や
、
給

付
方

法
が

異
な

る

こ
と
が
多

く
、
事
業
者

の
事

務
処

理
が

増
え

、
事

業
者
の
コ

ス
ト

が
増
え

て
い

る
。

 

使
用

す
る

書
類

を
全

国
的

に
１
本
化

し
、

給
付
処

理
の

全
国
統

一
を
行
う
。

日
本

盲
人

会
連
合
 

1
8 

次
の

補
装

具
費

支
給

ま
で

の
期

間
 

補
助

の
期

間
が

固
定

さ
れ

て
い

る
。

 
・

 
進

行
性

の
疾

病
の

場
合

、
患

者
様

に
合

致
し

た
意

思
伝

達
装

置
が

病
状

の
進

行
に

伴
い

変
更

さ
れ

る
場
合
が

多
々

あ
る
が

、
現

行
の
様

、
補

助
か
ら

次
の

補
助

ま
で

の
期

間
が

5
年
と
固

定
し

て
し
ま

う
と
、
実
際
の
病

状
の
経

過
に

即
し

て
い

な
い

ケ
ー

ス
が
あ
る

為
、
疾

病
別
の
補

助
制
度

も
必

要
と
思

わ
れ

る
。

 

・
 
意

思
伝

達
装

置
も

介
護

保
険

等
を

利
用

す
る

こ
と

に
よ

り
、

進
行

度
合

い
に

応
じ

た
意

思
伝

達
装

置
の
選
定

が
で

き
、
患
者
様

を
は
じ

め
、
メ
リ

ッ

ト
が

大
き

い
と

考
え

る
。

 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

1
9 

判
定

ま
で

の
期

間
（

難
病

患
者
）

・
 
難

病
患

者
な

ど
の

身
体

能
力

が
変

化
す

る
方

に
対
し
て

、
支

給
の
条

件
が

厳
し

い
 

・
 
あ

る
程

度
時

間
が

掛
か

る
こ

と
仕

方
な

い
が

、
判

定
後

、
支

給
可

否
が

判
断

さ
れ

る
ま

で
に

掛
か

る
期
間
を

明
確

に
す
る

。
（

例
：
判
定
後

、
2
週

間
以

内
に

支
給

可
否

を
通

知
す
る
）
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

2
0 

公
的

補
助

内
容

の
明

確
化
 

利
用

者
の

受
益

内
容

が
不

明
確

。
 

1
）

導
入

時
の

適
合

、
説

明
 

2
）

保
証

期
間

中
の

故
障

時
の

修
理

対
応

、
修

理
対

応
の

方
法

（
発

送
か

個

別
訪

問
か

）
、

そ
の

場
合

の
費
用
の

考
え

方
、
 

3
）

保
証

期
間

経
過

後
、

耐
用

年
数

内
の

故
障

時
の

修
理

対
応

、
修

理
対

応

の
方

法
（

発
送

か
個

別
訪

問
か
）
、
そ
の

場
合
の

費
用

の
考
え

方
、
代

替
機

の
貸

し
出

し
有

無
と

そ
の

費
用
の
考

え
方
 

4
）

製
品

の
故

障
以

外
の

不
適

合
（

身
体

状
況

の
増

悪
、

介
護

力
の

変
化

）

へ
の

対
応

と
費

用
の

考
え

方
 

5
）

製
品

の
使

い
こ

な
し

や
活

用
に

つ
い

て
の

継
続

支
援

 

以
上

に
つ

い
て

、
自

立
支

援
法

に
お

い
て

全
て
を

公
的

補
助
に

す
る

こ
と
を

求
め

る
も

の
で

は
な

い
。

 

内
容

に
よ

り
、
受

益
者

負
担

と
す
れ

ば
よ

い
が

、
公
的

補
助
範

囲
を

明
確
に

す
る

こ
と

は
供

給
者

の
充

実
を
図
る

上
で

も
必
要

で
あ

る
。
現
状
の

ま
ま
で

は
、

支
援

を
行

わ
な

い
供

給
側
が
、

増
加

す
る
可

能
性

が
高
い

。
し

か
し
、

一
方

的
に

支
援

を
義

務
付

け
て
も
、

供
給

そ
の
も

の
が

困
難
と

な
る

。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

2
1 

市
町

村
へ

の
専

任
者

の
配

置
 

福
祉

制
度

の
窓

口
担

当
者

が
数

年
ご

と
に

替
わ

り
、
理
解

度
が

薄
い
。

 

情
報

や
知

識
が

蓄
積

さ
れ

る
よ
う
に

、
専

任
者
を

長
期

的
に
維

持
す

る
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

2
2 

耐
用

年
数

に
関

す
る

留
意

事
項
 

耐
用
年
数

の
取

り
扱
い

 
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
の
対

象
者

は
、
進

行
性

疾
患
（

難
病

）
以
外

に
も

、
脳

性
麻

痺
や

頸
髄

損
傷
、
脳
血
管

障
害
な

ど
障

害
固
定

の
場

合
に
な

い
人

も
い

る
た

め
、

耐
用

年
数
の
削

除
は

求
め
な

い
。
 

た
だ

し
、
適

切
な

配
慮

と
理

解
を
求

め
る

た
め
に

、
補

装
具
費

事
務

取
扱
指

針
等

に
お

い
て

、
障

害
児

の
場
合
（
「
身

体
障
害

児
に

つ
い
て

は
、
心

身
の

発
育

過
程

の
特

殊
性

を
十

分
考
慮
す

る
必

要
が
あ

る
こ

と
。
」
）
と
同

様
に

、

難
病

の
場

合
に

対
す

る
対

応
の

取
り

扱
い

の
留

意
事

項
の

丁
寧

な
記

載
を

求
め

る
。

 

   

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
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N
O 

主
な

論
点
 

課
題
 

修
正
提
案
 

回
答
者
 

2
3 

国
に

よ
る

補
装

具
の

保
有
 

現
行
制
度

で
は

、
メ
ー

カ
ー

も
し

く
は

販
売

会
社

が
在
庫
を

持
ち

、
申
請

ご
と

に
販

売
し

て
い

く
形

だ
が
、
メ

ー
カ

ー
や
販

社
に

か
か

る
在

庫
リ

ス
ク

は
大
き
い

。
 

国
が

一
括

で
機

器
を

購
入

し
て
在
庫

し
、

申
請
ご

と
に

給
付
し

て
い

く
。
 

日
本

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
工

学
協
会
 

2
4 

補
装

具
事

業
者

の
技

術
者

育
成
 

事
業
所
の

専
門

技
術
者

の
育

成
：
現

在
の

車
椅

子

や
座

位
保

持
装

置
の

適
合

技
術

者
は

当
協

会
や

各
事
業
所

の
努

力
で
行

わ
れ

て
い

る
が

、
制

度
を

良
く
理
解

し
、
技
術
力

の
あ

る
技

術
者

の
育

成
が

必
要
。
 

義
肢

装
具

士
の

資
格

だ
け

で
な
く
、
日
本

車
椅
子

シ
ー

テ
ィ
ン

グ
協

会
で
行

っ
て

い
る

よ
う

な
技

術
者

認
定
を
活

用
し
、
取
扱
事
業

者
の
質

を
向

上
さ
せ

て
い

く
こ

と
が

必
要

。
 

日
本

車
椅

子
シ

ー
テ

ィ
ン

グ
協

会
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８. 調査３実施結果 
（１）調査概要 

全国の更生相談所に調査票を郵送し、平成２５年４月～９月の半年間で交付した特例補

装具に関して、区分・種目・名称・交付理由及び件数を回答頂いた。種目別では、車椅子、

座位保持装置、補聴器がそれぞれ１００件以上であった。 

「調査１」で告示等の見直しの指摘として挙げられた項目が、特例補装具として一定交

付されている実態があった。一方で特例補装具の交付に関しては、地域差もあることが伺

える結果となった。 

 
○調査対象 ７２ヶ所の更生相談所 

○回答数  ６９ヶ所（９５．８％） 

○調査期間 平成２５年４月～９月の交付状況 

○交付件数 ６２４件 

 

（２）補装具分類別交付状況 

補装具分類別で交付件数をみると、車椅子が１４６件と最も多く、次いで座位保持装

置（１１８件）、補聴器（１０４件）の結果であった。 

 

NO 種 目 件数 種目詳細 件数 

1 車椅子 146 件 手押し型 40 件

普通型 22 件

ティルト式 13 件

バギー 12 件

リクライニング式 12 件

リクライニング・ティルト式 12 件

６輪型 2 件

電動リフト式 1 件

ストレッチャー型 1 件

片手駆動型 1 件

その他 30 件

2 座位保持装置 118 件 車載用 51 件

クールファン 32 件

クッションチェア 9 件

支持部フレーム 8 件

特定品目 6 件

電動車椅子機能付 4 件

電動ティルト 2 件

その他 6 件

3 補聴器 104 件 FM 補聴システム 47 件

高・重度難聴用耳掛け型 29 件

骨導式 8 件

イヤホンクロス 6 件

デジタル型 6 件

耳穴式 4 件
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NO 種 目 件数 種目詳細 件数 

ベビー型 3 件

その他 1 件

4 電動車椅子 89 件 電動リクライニング・ティルト式 22 件

電動ティルト式 15 件

簡易型 13 件

普通型 10 件

電動リクライニング式 9 件

電動リフト・ティルト式 3 件

電動リフト式 2 件

その他 15 件

5 起立保持具 74 件 プロンボード 50 件

起立保持具 14 件

スーパインボード 4 件

立位保持具 2 件

その他 4 件

6 歩行器 40 件 四輪型 36 件

その他 4 件

7 意思伝達装置 28 件 視線入力方式 13 件

オペレートナビ 10 件

文字等走査式 2 件

入力反転装置 1 件

呼び鈴＋スイッチ 1 件

8 装具 9 件 ライクラインナーグローブ 7 件

その他 2 件

9 義肢 8 件 筋電義手 6 件

オーダーメイド 2 件

10 眼鏡 4 件 焦点調整式 2 件

遠近用 1 件

コンタクトレンズ 1 件

11 歩行補助杖 3 件   3 件

12 排便補助具 1 件 特殊便座 1 件

合計   624 件
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（
３

）
義

肢
 

 
義

肢
の
交
付

は
８
件

で
あ

っ
た
。

筋
電

義
手

の
交

付
が

５
件

と
最

も
多

い
結

果
で

あ
っ

た
。

 

N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
 

成
人

 
義

肢
 

筋
電

義
手

 
 
 

先
天

性
切

断
。

義
肢

装
具

士
の

学
校

に
在

学
中
。

就
学

・
就
労

の

た
め

に
必

要
。

 
1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

2
 

児
童

 
殻

構
造
 

前
腕
義
手

筋
電
義
手
 

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
 

左
前

腕
筋

を
随

意
的

に
収

縮
さ
せ
る

こ
と

が
で
き

、
筋

電
義
手

を

使
用

す
る

こ
と

で
作

業
時

等
、
両
手

動
作

が
可
能

と
な

り
、
日

常

生
活

・
学

校
生

活
で

有
意

義
に
使
用

す
る

こ
と
が

で
き

る
。
 

残
存

機
能

を
利

用
し

た
有

効
な
方
法

と
考

え
ら
れ

る
。
 

1
 

熊
本
県
熊

本

市
 

3
 

児
童

 
義

足
 

骨
格
構
造

大
腿

義

足
（
吸
着

式
）
 

 
 

プ
ー

ル
授

業
で

，
洗

身
・

消
毒
な
ど

の
際

に
防
水

性
で

な
い
と

学

校
授

業
に

参
加

で
き

な
い

た
め
，
交

付
を

希
望
。

部
品

が
基
準

外

の
た

め
，

判
定

依
頼

し
，

交
付
。
 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

4
 

成
人

 
義

手
 

前
腕
義
手

殻
構

造

顆
上
支
持

（
筋

電

義
手
）
 

完
成

用
部

品
指

定
の

部

品
 

自
営

業
（

リ
フ

ト
の

操
作

、
作

業
な

ど
）

 
1
 

愛
知
県
西

三

河
 

5
 

成
人

 
殻

構
造
前

腕
義
手
 

筋
電
義
手

修
理
 

 
 

両
手

切
断

。
片

手
能

動
義

手
、
他
方

に
筋

電
義
手

を
装

着
し
て

生

活
を

し
て

い
る

。
 

特
例

給
付

を
受

け
た

筋
電

義
手
の
修

理
。

装
飾
手

袋
破

損
の
修

理

1
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

6
 

成
人

 
義

手
 

殻
上
腕
義

手
 

 

（
筋
電
義

手
）
 

（
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

）
・

㈱
岩

手
テ

ク
ノ

製
作
（

部

品
は

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
、

オ
ズ

ー
ル

他
）

 

義
手

装
着

に
よ

り
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
改
善
、

動
作

改
善
が

見
込

ま
れ
る

。
1
 

岩
手
県
 

7
 

成
人

 
左

下
腿
義

足
 

シ
リ
コ
ン

パ
ッ

ド
 

（
オ
ー
ダ

ー
メ

イ

ド
）
 

 
 

特
例

補
装

具
（

オ
ー

ダ
ー

メ
イ
ド
の

シ
リ

コ
ン
パ

ッ
ド

）
を
使

用

す
る

こ
と

で
、

主
の

不
整

形
な
断
端

部
に

義
足
ソ

ケ
ッ

ト
を
合

わ

せ
る

た
め

。
 

1
 

埼
玉

県
 

8
 

成
人

 
義

手
 

右
装
飾
用

手
部

義

手
＋

特
例

ｵ
ｰﾀ
ﾞ
ｰ
ﾒ

ｲ
ﾄ
ﾞ
ｼﾙ

ｸ
ﾞﾛ

ｰ
ﾌﾞ
 

佐
藤

技
研

 
先

天
性

奇
形

。
障

害
状

況
よ

り
、

基
準

内
ｼ
ﾙ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
で

は
対

応
で

き
な

い
た

め
、

特
例

ｵ
ｰ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ﾒ
ｲ
ﾄ
ﾞ
ｼ
ﾙ
ｸ
ﾞ
ﾛ
ｰ
ﾌ
ﾞ
が

認
め

ら
れ

た
。

 
1
 

東
京

都
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（
４

）
装

具
 

 
 
 
装

具
の

特
例
補

装
具

交
付
は

９
件

で
あ

っ
た

。
軟

性
装

具
が

７
件

と
最

も
多

く
交

付
さ

れ
て

い
た

。
 

 N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

9
 

児
童

 
上

肢
装

具
 

軟
性
 
両

装
用

Ｄ
ｙ

ｎ
ｍ

ｉ
ｃ

 
Ｌ

ｙ
ｃ

ｒ
ａ

 
Ｇ

ｌ
ｏ

ｖ
ｅ

ｓ
 

ｗ
ｉ

ｔ
ｈ

 
Ｓ

ｌ
ｅ

ｅ
ｖ

ｅ
・

有
園

製
作

所
 

脳
性

麻
痺

で
両

上
肢

機
能

障
害
の
方

。
素

材
そ
の

も
の

に
可
塑

性

が
あ

り
、

全
面

の
圧

迫
刺

激
に
よ
り

中
枢

神
経
に

作
用

す
る
こ

と

で
、

両
上

肢
機

能
の

可
動

性
、
日
常

生
活

の
向
上

が
期

待
で
き

る

機
能

と
構

造
を

有
し

て
お

り
、
効
果

も
期

待
で
き

る
。

筒
型
形

状

に
よ

る
圧

力
に

よ
り

前
方

向
か
ら
の

関
節

の
安
定

性
を

向
上
さ

せ
、

不
随

意
な

動
き

や
正

常
可
動
域

以
上

の
動
き

を
抑

制
で
き

、

正
常

な
骨
・
筋

の
位

置
や

動
き
を
絶

え
ず

脳
へ
入

力
で

き
る
た

め
、

圧
迫

に
よ

る
固

有
感

覚
受

容
器
の
促

通
が

で
き
神

経
生

理
学
的

ア

プ
ロ
ー
チ

効
果

が
認
め

ら
れ

る
。

 
 

7
 

山
口

県
 

1
0 

成
人

 
短

下
肢
装

具
 

あ
ぶ

み
 

大
宮

義
肢

研
究

所
 

足
首

に
拘

縮
が

見
ら

れ
た

た
め

あ
ぶ

み
を

使
用

す
る

。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
 

1
1 

成
人

 

長
下
肢
装

具
（
両
側

支
柱
）
 

膝
継
手
 

（
リ
ン
グ

ロ
ッ

ク
）
 

R
I
N
G 

L
OC

K 
K
N
E
E 

J
O
I
NT
 

ベ
ッ

カ
ー

 

ポ
リ

オ
に

よ
る

左
下

肢
機

能
障
害
。

左
長

下
肢
装

具
装

着
、
ロ

フ

ス
ト

ラ
ン

ド
杖

使
用

に
よ

り
歩
行
し

て
い

る
。
歩

行
時

、
長
下

肢

装
具

に
か

か
る

負
担

が
大

き
く
、
こ

れ
ま

で
使
用

し
て

い
る
支

柱

で
は

破
損

を
繰

り
返

し
て

い
る
。
ま

た
、

膝
関
節

屈
曲

時
に
金

具

が
ズ

ボ
ン

を
傷

つ
け

な
い

よ
う
な
膝

継
手

の
使
用

が
必

要
。
 

1
 

熊
本
県
熊

本

市
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（
５

）
車

椅
子
 

 
 
 
車

椅
子

は
１
４

６
件

の
特
例

補
装

具
交

付
実

績
で

あ
っ

た
。
手

押
し

型
車

椅
子

が
４

０
件

と
最

も
多

か
っ
た

が
、
地
域
に

よ
る

影
響
も

一
定
み
ら
れ
る
結
果
で
あ

っ
た

。
タ

イ
ヤ

カ
バ
ー

や
フ

レ
ー
ム

補
強

、
キ

ャ
ス

タ
ー

ス
キ

ー
、
ア

ン
ク

ル
ス

ト
ラ

ッ
プ

修
理

な
ど

、
調

査
１
で

要
望

と
し
て

挙
げ

ら
れ
た
付
属
品
等
が
特
例
補

装
具

と
し

て
交

付
さ
れ

て
い

る
実
績

も
一

定
見

ら
れ

た
。

 

 N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

1
2 

児
童

 

成
人

 
車

椅
子
 

手
押
し

型
車

椅
子

 

Ｒ
Ｖ

ポ
ケ

ッ
ト

Ⅱ
 

Ｒ
Ｖ

ポ
ケ

ッ
ト

S
S 

Ｂ
Ｕ

Ｄ
Ｄ

Ｙ
 

Ｎ
Ｅ

Ｗ
 M

B
-1
 

M
B
ポ

ニ
ー

 

ピ
グ

レ
オ

テ
ィ

ル
ト

プ
ラ

ス
 

ク
ル

ー
ザ

ー

C
X
-
16
 

四
肢

体
幹

機
能

障
害

の
た
め

歩
行
不

能
。

健
常
児

の
ベ

ビ

ー
カ

ー
な

ど
で

は
座

位
保
持

困
難
で

、
点

滴
ポ
ー

ル
な

ど

を
要

す
る

児
に

対
応

で
き
な

い
。
こ

れ
ら

の
機
種

本
体

に

体
幹

パ
ッ

ド
等

を
つ

け
安
定

し
た
座

位
を

保
つ
こ

と
が

で

き
る

。
ま

た
、

軽
量

で
コ
ン

パ
ク
ト

に
折

り
た
た

み
が

で

き
車

載
も

容
易

で
あ

り
、
児

を
安
全

に
移

動
さ
せ

る
こ

と

が
で

き
る

。
加

え
て

、
児
の

成
長
に

対
応

す
る
こ

と
が

可

能
で

あ
る

こ
と

か
ら

市
町
に

交
付
は

適
当

と
し
て

助
言

、

判
定

し
て

い
る

。
 

な
お

、
静

岡
県

に
お

い
て
は

、
県
通

知
に

よ
り
バ

ギ
ー

に

つ
い

て
は

特
例

補
装

具
と
し

て
更
生

相
談

所
の
判

定
を

要

す
る

も
の

と
し

て
い

る
。
 

2
0
 

静
岡
県
東

部
 

1
3
 
児

童
 
車

椅
子
 

手
押

し
型

車
椅

子
 

Ｒ
Ｖ

ポ
ケ

ッ
ト

Ⅱ
 

ア
ク

テ
ィ

ボ
1
6
 

ミ
ニ

ョ
ン

 

Ｖ
ｉ

ｖ
ｏ

 

四
肢

体
幹

機
能

障
害

の
た
め

歩
行
不

能
。

こ
れ
ら

の
機

種

は
軽

量
で

コ
ン

パ
ク

ト
に
折

り
た
た

み
が

で
き
車

載
が

容

易
で

あ
り

、
介

助
者

の
負
担

を
軽
減

す
る

こ
と
や

児
の

成

長
に

対
応

す
る

こ
と

が
可
能

で
あ
る

た
め
、
申
請
に
至

る
。

4
 

静
岡

県
中

央
 

1
4
 
児

童
 
車

椅
子
 

手
押

し
型

車
椅

子
 

Ｒ
Ｖ

ポ
ケ

ッ
ト

Ⅱ
 

R
V
-
SS
 

B
U
D
DY
 

四
肢

体
幹

機
能

障
害

の
た
め

歩
行
不

能
。

こ
れ
ら

の
機

種

は
軽

量
で

コ
ン

パ
ク

ト
に
折

り
た
た

み
が

で
き
車

載
が

容

易
で

あ
る

。
介

助
者

の
負
担

を
軽
減

す
る

こ
と
や

児
の

成

長
に

対
応

す
る

こ
と

が
可
能

で
あ
る

、
そ

の
上
体

幹
姿

勢

保
持

に
優

れ
て

い
る

た
め
、

申
請
に

至
る

。
 

6
 

静
岡

県
西

部
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

1
5
 
成

人
 
車

椅
子
 

手
押

し
型

車
椅

子
 

Ｒ
Ｖ

ポ
ケ

ッ
ト

Ⅱ
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
四

肢
体
幹

機
能
障

害
の

た
め
歩

行
不

能
。

全
介

助
。

申
請

者
は

成
人

で
あ

る
が

、
身

長
1
4
0
c
m

と
小

柄
で

あ
る

。
本

機
種
は

軽
量
で

コ
ン

パ
ク
ト

に
折

り

た
た

み
が

で
き

車
載

が
容
易

で
あ
る

。
介

助
者
の

負
担

を

軽
減

す
る

こ
と

が
可

能
で
あ

る
上
、

体
幹

姿
勢
保

持
に

優

れ
て

い
る

た
め

、
申

請
に
至

る
。
 

1
 

静
岡

県
西

部
 

1
6
 
児

童
 
車

椅
子
 

手
押

し
型

 
R
V
ポ

ケ
ッ

ト

S
S・

き
さ

く
工

房

脳
性

麻
痺

の
２

歳
児

。
四
肢

体
幹
の

著
し

い
運
動

機
能

障

害
の

た
め

、
座

位
保

持
装
置

で
の
座

位
の

保
持
が

で
き

な

い
。

Ａ
Ｄ

Ｌ
全

介
助

。
屋
内

移
動
、

通
院

の
た
め

使
用

。

1
 

静
岡

県
賀

茂
 

1
7
 
児

童
 
車

椅
子
 

 
手

押
し

型
Ｂ

 
コ

ン
ベ

イ
ド

社
 

ｖ
ｉ

ｖ
ｏ

１
２

 

先
天

性
水

頭
症

に
よ

り
実
用

的
な
歩

行
が

困
難
で

あ
り

、

屋
外

移
動

は
車

椅
子

が
必
要

な
状
態

で
あ

る
。
屋

外
移

動

で
の

姿
勢

の
安

定
と

、
介
助

者
の
負

担
の

軽
減
か

ら
、

ポ

ジ
シ

ョ
ニ

ン
グ

バ
ギ

ー
の
申

請
に
至

る
。
 

1
 

滋
賀

県
 

1
8
 
児

童
 
車

椅
子
 

 
手

押
し

型
Ｂ

 

コ
ン

ベ
イ

ド
社

 

ラ
イ

ト
ラ

イ
ダ

ー
 
Ｌ

Ｒ
１

４
 

先
天

性
疾

患
で

あ
る

ア
ン
ジ

ェ
ル
マ

ン
症

候
群
か

ら
立

位
・

歩
行

が
困

難
で

あ
り
、

屋
外
移

動
に

車
椅
子

が
必

要

な
状

態
で

あ
る

。
屋

外
移
動

で
の
姿

勢
の

安
定
と

、
介

助

者
の

負
担

軽
減

か
ら

、
ポ
ジ

シ
ョ
ニ

ン
グ

バ
ギ
ー

の
申

請

に
至

る
。

 

1
 

滋
賀

県
 

1
9
 
児

童
 
車

椅
子
 

 
手

押
し

型
Ｂ

 
コ

ン
ベ

イ
ド

社
 

Ｖ
Ｉ

Ｖ
Ｏ

－
２

 

ジ
ュ

ベ
ー

ル
症

候
群

の
関
連

疾
患
に

よ
る

小
脳
機

能
障

害

が
あ

り
、

座
位

は
不

安
定
で

歩
行
が

困
難

な
こ
と

か
ら

バ

ギ
ー

カ
ー

を
使

用
し

て
い
る

。
安
定

し
た

座
位
保

持
に

よ

り
、

屋
外

移
動

が
可

能
と
な

る
こ
と

か
ら

申
請
に

至
る

。

1
 

滋
賀

県
 

2
0
 
児

童
 
車

椅
子
 

 
手

押
し

型
 

コ
ン

ベ
イ

ド
社

 

Ａ
ｃ

ｔ
ｉ

ｖ
ｏ

 

Ａ
Ｔ

－
１

６
 

ル
ビ

ン
ス

タ
イ

ン
・

タ
イ
ビ

ー
症
候

群
に

よ
り
、

座
位

は

不
安

定
で

歩
行

が
困

難
な
こ

と
か
ら

、
バ

ギ
ー
カ

ー
を

使

用
し

て
い

る
。

安
定

し
た
座

位
保
持

に
よ

る
屋
外

移
動

が

可
能

と
な

る
こ

と
か

ら
申
請

に
至
る

。
 

1
 

滋
賀

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

2
1 

成
人

 

車
椅
子
 

 
（
特

例
附
属

品
の
フ
ル

モ
ー

ル
ド
ク

ッ
シ
ョ
ン

）
 

手
押
し

型
Ａ

 
オ

ー
ダ

ー
メ

イ

ド
 

ヌ
ー

ナ
ン

症
候

群
と

て
ん
か

ん
性
脳

症
が

あ
り
、

身
体

状

況
の

変
化

か
ら

座
位

保
持
機

能
が
低

下
し

、
使
用

し
て

い

る
普

通
型

車
椅

子
が

使
用
困

難
と
な

っ
た

。
あ
ら

た
な

手

押
し

型
車

椅
子

に
、

座
ク
ッ

シ
ョ
ン

を
採

型
に
よ

る
フ

ル

モ
ー

ル
ド

に
す

る
こ

と
で
、

座
位
姿

勢
が

安
定
す

る
こ

と

か
ら

申
請

に
至

る
。

 

1
 

滋
賀

県
 

2
2
 
児

童
 
車

椅
子
 

手
押

し
型

 
タ

イ
ヤ

カ
バ

－
 

保
護

カ
バ

－
等

 

脳
原

性
移

動
機

能
障

害
１
級

、
先
天

性
無

痛
無
汗

症
の

障

害
が

あ
る

１
３

歳
の

児
童
。

車
椅
子

に
こ

の
補
装

具
を

付

け
る

こ
と

に
よ

り
、

接
触
で

摩
擦
な

ど
に

よ
り
事

故
や

重

篤
な

怪
我

等
が

回
避

さ
れ
、

児
に
と

っ
て

安
全
な

生
活

が

出
来

る
。

 

1
 

奈
良

県
 

2
3
 
成

人
 
車

椅
子
 

手
押

し
型

車
椅

子
＋

前
方

用
転

倒
防

止
装

置
 

前
方

用
転

倒
防

止
装

置
 

脳
性

麻
痺

，
精

神
運

動
発
達

遅
滞
に

よ
り

自
力
移

動
不

能
。

重
度

心
身

障
害

者
病

棟
に
入

所
中
。

移
動

に
は
手

押
し

型

車
椅

子
が

必
須

。
日

常
的
に

無
目
的

に
全

身
を
動

か
す

た

め
移

動
時

及
び

車
椅

子
移
乗

時
に
転

倒
の

リ
ス
ク

が
高

い

た
め

，
後

方
だ

け
で

な
く
前

方
用
の

転
倒

防
止
装

置
が

必

要
。
 

1
 

茨
城

県
 

2
4
 
児

童
 
車

椅
子
 

ブ
リ

ッ
ク

ス
ミ

ニ
 

マ
イ

ラ
社

 

胎
児

期
に

脊
髄

髄
膜

瘤
、
脳

室
拡
大

を
指

摘
さ
れ

、
日

齢

１
に

髄
膜

瘤
修

復
術

、
日
齢

１
６
に

Ｖ
Ｐ

シ
ャ
ン

ト
術

施

行
。

幼
児

で
あ

り
、

体
が
小

さ
く
力

も
弱

い
た
め

、
サ

イ

ズ
が

小
さ

く
、

駆
動

し
や
す

く
、
さ

ら
に

成
長
に

対
応

が

で
き

る
車

椅
子

が
必

要
と
さ

れ
た
。
 

2
 

青
森

県
 

2
5
 
児

童
 
車

椅
子
 

メ
ッ

ク
ス

 
マ

イ
ラ

社
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
四

肢
体
幹

の
筋
力

低
下

が
あ
り

、
ず

り

這
い
・
四

つ
這

い
は

可
能
で

あ
る
が

、
起

立
・
歩

行
不

能
。

両
手

の
痙

性
、

緊
張

が
強
く

上
手
に

ハ
ン

ド
リ
ム

を
把

持

で
き

な
い

た
め

、
手

指
の
力

で
操
作

可
能

な
車
椅

子
が

必

要
と

さ
れ

た
。

 

1
 

青
森

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

2
6
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
車

椅
子

 
 

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
 

 
 

 
 

 

M
4 

体
重

が
重

く
、

耐
久

性
の

あ
る

車
椅

子
が

必
要

な
た

め
 

1
 

北
海
道
札

幌

市
 

2
7
 
成

人
 
車

椅
子
普

通
型
 

車
椅

子
普

通
型

（
外

国
製

）
 

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
Ｍ

４
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
両

下
肢
機

能
障
害

。
１

２
０
Ｋ

ｇ
の

体

重
に

合
う

車
椅

子
と

し
て
、

特
例
の

マ
イ

ラ
社
製

、
ユ

ー

ロ
チ

ェ
ア

１
８

５
０

を
支
給

し
た
が

、
片

方
の
サ

イ
ド

ガ

ー
ド

が
取

れ
て

し
ま

っ
た
。

車
椅
子

と
廃

番
に
な

り
、

修

理
が

不
可

能
。
基

準
の
車
椅

子
で
は

、
座

幅
が
狭

い
た

め
。

1
 

埼
玉

県
 

2
8
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
 

片
山

車
椅

子
製

作
所
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
、

四
肢
の

運
動
機

能
障

害
の
た

め
、

歩

行
困

難
。

多
動

で
あ

り
移
乗

介
助
時

に
フ

ッ
ト
レ

ス
ト

が

干
渉

す
る

た
め

、
特

殊
な
形

状
へ
改

造
を

行
っ
た

。
 

1
 

静
岡
県
静

岡

市
 

2
9
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
車

椅
子

 
 

骨
盤

サ
ポ

ー
ト

付
 

日
進

 
NA
-
5
2
1
W

四
肢

機
能

障
害

 
座

位
保

持
姿

勢
の

安
定

の
た

め
 

5
 

北
海
道
札

幌

市
 

3
0
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
 

フ
レ

ー
ム

補
強
 

作
製
 

脳
出

血
に

よ
る

右
上

肢
機
能

全
廃
、
右
下

肢
機
能

の
著

障
。

体
重
１
２

０
K
g
に
対
応

す
る

た
め
フ

レ
ー

ム
を
補

強
が

必

要
。
 

1
 

北
海

道
 

3
1
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
 

キ
ャ

ス
タ

ー
ス

キ
ー

付
き

 
作

製
 

脳
性

小
児

麻
痺

に
よ

る
左
上

下
肢
機

能
の

著
障
。

雪
道

の

移
動

の
た

め
、

キ
ャ

ス
タ
ー

ス
キ
ー

が
必

要
。
 

1
 

北
海

道
 

3
2
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
 

骨
盤

サ
ポ

ー
ト

金
具

付
き

 
作

製
 

脊
髄

小
脳

変
性

症
に

よ
る
体

幹
機
能

障
害

。
座
位

保
持

を

目
的

と
し

て
、

脊
柱

の
変
形

等
に
よ

り
骨

盤
部
を

支
持

す

る
必

要
が

あ
る

。
 

1
 

北
海

道
 

3
3
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
車

椅
子

（
ｵ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ｰ
ﾒｲ

ﾄ
ﾞ）

+補
強

 
基

準
内

 
①

本
人

体
重

よ
り

補
強

が
必

要
と
認

め
ら

れ
た
。
 

②
筋

緊
張

が
高

い
た

め
補
強

が
必
要

と
認

め
ら
れ

た
。
 

2
 

東
京

都
 

3
4
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
 

脱
着

式
手

押
し

ハ
ン

ド
ル
 

 
 

二
分

脊
椎

に
よ

る
両

下
肢
障

害
：
車

椅
子

を
自
走

す
る

時

に
は

、
手

押
し

ハ
ン

ド
ル
が

あ
る
と

当
た

り
漕
ぐ

操
作

が

し
に

く
い

が
、

移
動

支
援
サ

ー
ビ
ス

を
利

用
し
て

外
出

す

る
際

に
は

介
護

者
用

に
手
押

し
ハ
ン

ド
ル

が
必
要

と
な

る

た
め

に
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト
パ

イ
プ
と

脱
着

式
と
し

た
。
 

1
 

岡
山
県
岡

山

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

3
5
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
（

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
）

 

左
ア

ン
ク

ル
ス

ト
ラ

ッ
プ
・
大

床

義
肢
 

脳
出

血
に

よ
る

左
片

麻
痺
。
S
L
B
装

用
で

自
室

内
の

伝
い

歩

き
の

み
可

能
。

日
常

的
に
は

車
椅
子

使
用

。
麻
痺

側
足

部

を
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

に
固
定

す
る
目

的
。
 

1
 

三
重

県
 

3
6
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
車

椅
子

 

（
ア

ン
ク

ル
ス

ト
ラ

ッ
プ

の
修

理
）

 

 
 

脳
性

マ
ヒ

に
よ

る
四

肢
体
幹

機
能
障

害
。

痙
性
麻

痺
。

短

時
間

の
み

支
え

座
位

可
。
現

在
障
害

者
デ

イ
サ
ー

ビ
ス

に

通
所

し
て

い
る

。
デ

イ
サ
ー

ビ
ス
で

の
移

動
手
段

と
し

て

屋
外

用
普

通
型

車
椅

子
の
申

請
に
至

る
。
 

申
請

が
あ

っ
た

補
装

具
自
体

は
基
準

内
価

格
の
修

理
で

あ

っ
た

が
，

当
該

修
理

申
請
前

に
，
既

に
座

位
保
持

装
置

が

支
給

さ
れ

て
い

た
。

本
市
で

は
成
人

に
対

し
座
位

保
持

装

置
と

車
椅

子
の

併
給

は
原
則

的
に
認

め
て

お
ら
ず

，
普

通

型
車

椅
子

の
支

給
対

象
と
し

て
適
当

か
判

断
す
る

必
要

が

あ
っ

た
。

 

座
位

姿
勢

能
力

が
低

い
た
め

，
長
時

間
の

座
位
姿

勢
保

持

等
屋

内
で

の
生

活
は

座
位
保

持
装
置

が
必

要
で
あ

る
も

の

の
，

車
椅

子
の

自
走

が
可
能

で
あ
る

こ
と

，
デ
イ

サ
ー

ビ

ス
で

の
利

用
状

況
か

ら
屋
外

で
は
普

通
型

車
椅
子

が
必

要

で
あ

る
と

判
断

し
，

支
給
可

と
し
た

。
 

1
 

京
都
府
京

都

市
 

3
7 

成
人

 
車

椅
子
 

手
動

リ
フ
ト

式
 

普
通
型

 
オ

ー
ダ

ー
メ

イ

ド
 

悪
性

関
節

リ
ウ

マ
チ

に
よ
る

脊
柱
・

四
肢

の
関
節

破
壊

か

ら
、

立
位

・
歩

行
が

困
難
。

使
用
し

て
い

る
普
通

型
車

椅

子
か

ら
申

請
さ

れ
た

車
椅
子

に
変
更

す
る

こ
と
で

、
移

乗

や
家

事
動

作
が

容
易

と
な
る

こ
と
か

ら
交

付
 

1
 

滋
賀

県
 

3
8
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
 

足
部

保
持

パ
ッ

ド
 

 
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
両

上
下
肢

障
害
：

下
肢

の
コ
ン

ト
ロ

ー

ル
が

不
可

で
足

部
の

保
持
保

護
の
た

め
フ

ッ
ト
プ

レ
ー

ト

に
パ

ッ
ド

を
取

り
付

け
。
 

1
 

岡
山
県
岡

山

市
 

3
9
 
成

人
 
車

椅
子
 

普
通

型
 

内
転

防
止

パ
ッ

ド
 

 
 

多
発

性
関

節
拘

縮
症

・
脳
性

麻
痺
に

よ
る

両
上
下

肢
障

害
：

股
関

節
の

拘
縮

が
あ
り

、
内
転

拘
縮

を
防
止

す
る

た

め
に

大
腿

部
内

側
に

脱
着
式

の
パ
ッ

ド
を

取
り
付

け
。
 

1
 

岡
山
県
岡

山

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

4
0
 
成

人
 
車

椅
子
 

テ
ィ

ル
ト

式
 
 
 

骨
盤

サ
ポ

ー
ト

付
 

日
進

 
ST
B
-
0
7
 

重
症

心
身

障
害

者
 
座

位
保

持
姿

勢
の

安
定

の
た

め
 

3
 

北
海
道
札

幌

市
 

4
1
 
成

人
 
車

椅
子
 

テ
ィ

ル
ト

式
車

椅
子

骨
盤

サ
ポ

ー
ト

付
 

日
進

 
NA
-
F
7
 

座
位

保
持

姿
勢

の
安

定
の

た
め

 
1
 

北
海
道
札

幌

市
 

4
2
 
成

人
 
車

椅
子
 

テ
ィ

ル
ト

式
車

椅
子

骨
盤

サ
ポ

ー
ト

付
 

日
進
 

NA
H
-F
5
 

体
幹

の
筋

力
低

下
・

脊
柱
の

後
弯
に

よ
り

座
位
保

持
困

難

な
た

め
 

3
 

北
海
道
札

幌

市
 

4
3
 
成

人
 
車

椅
子
 

テ
ィ

ル
ト

式
普

通
型

（
オ

ー
ダ

ー
メ

イ

ド
）
 

体
幹

パ
ッ

ド
2

個
、
骨

盤
パ

ッ
ド

2
個

、
内

転
防

止

パ
ッ

ド
1
個

、
胸

パ
ッ

ド
1
個
・
ヤ

マ
ト

工
房

 

脳
性

麻
痺

に
よ

り
四

肢
体
幹

に
不
随

意
運

動
及
び

高
度

脊

柱
側

彎
変

形
あ

り
。

各
種
パ

ッ
ド
に

よ
り

座
位
保

持
性

能

を
高

め
た

車
椅

子
を

作
製
す

る
目
的

。
 

1
 

三
重

県
 

4
4 

成
人

 
テ

ィ
ル
ト

式
手

押
し
型

車
椅
子
 

側
方
テ

ィ
ル

ト
 

有
限

会
社

ド
リ

ー
ム

フ
ァ

ク
ト

リ
ー
 
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

 

ダ
ウ

ン
症

と
第

１
～

2
頚
髄

損
傷
（
亜
脱

臼
）
に
よ
る

体
幹

機
能

障
害

。
日

常
生

活
動
作

全
介
助

の
状

態
で
あ

る
。

医

学
的

所
見

か
ら

無
気

肺
、
肺

炎
、
褥

瘡
の

予
防
の

た
め

に

体
位

変
換

が
必

要
で

あ
る
。

身
体
状

況
か

ら
判
断

し
て

側

方
テ

ィ
ル

ト
が

有
効

で
あ
り

、
他
に

代
替

え
手
段

が
な

い

事
よ

り
申

請
に

至
る

。
 

1
 

神
奈
川
県

川

崎
市

 

4
5 

児
童

 

車
椅
子
 
（

特
例

附
属
品

の
フ
ル
モ

ー
ル

ド
ク
ッ

シ
ョ
ン
）
 

テ
ィ
ル

ト
式

手
押

し

型
 

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
四

肢
の
痙

性
麻
痺

が
あ

り
、
立

位
・

歩

行
が

困
難

な
こ

と
か

ら
バ
ギ

ー
を
使

用
し

て
い
る

が
、

座

位
保

持
姿

勢
が

安
定

し
な
い

。
採
型

に
よ

る
フ
ル

モ
ー

ル

ド
の

背
・

座
の

ク
ッ

シ
ョ
ン

を
装
備

す
る

こ
と
で

、
屋

外

移
動

時
の

座
位

保
持

が
安
定

す
る
こ

と
か

ら
申
請

に
至

る
。
 

1
 

滋
賀

県
 

4
6 

児
童

 

車
椅
子
 
（

特
例

附
属
品

の
フ
ル
モ

ー
ル

ド
ク
ッ

シ
ョ
ン
）
 

テ
ィ
ル

ト
式

手
押

し

型
 

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
 

交
通

事
故

に
よ

る
脳

外
傷
か

ら
四
肢

の
痙

性
麻
痺

が
あ

り
、

座
位

保
持

が
不

安
定
で

立
位
・

歩
行

が
困
難

な
こ

と

か
ら

、
バ

ギ
ー

を
使

用
し
て

い
る
。

採
型

に
よ
る

フ
ル

モ

ー
ル

ド
の

背
・

座
の

ク
ッ
シ

ョ
ン
を

装
備

す
る
こ

と
で

、

1
 

滋
賀

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

屋
外

移
動

時
の

座
位

保
持
が

安
定
す

る
こ

と
か
ら

申
請

に

至
る

。
 

4
7 

成
人

 
手

押
し
型

車
椅

子
、
フ
ッ

ト
サ
ポ
ー

ト
 

（
テ
ィ

ル
ト

式
）

フ

ッ
ト
サ

ポ
ー

ト
ク

ッ

シ
ョ
ン

張
り

補
強

 

 
 

脳
性

麻
痺

。
麻

痺
は

軽
度
で

不
随
意

運
動

あ
り
。

体
幹

の

動
き

も
激

し
い

た
め

。
 

1
 

埼
玉

県
 

4
8
 
成

人
 
車

椅
子
 

テ
ィ

ル
ト

式
手

押
し

型
 

座
位

保
持

機
能

付
き

工
房

製
作

 

脳
性

麻
痺

。
四

肢
体

幹
機
能

障
害
。

立
位

歩
行
お

よ
び

座

位
保

持
不

可
。

日
常

生
活
動

作
は
全

介
助

。
デ
イ

サ
ー

ビ

ス
や

病
院

通
院

へ
の

移
動
用

と
し
て

再
交

付
。
 

1
 

長
崎
県
佐

世

保
 

4
9
 
児

童
 
車

い
す
 

テ
ィ

ル
ト

式
手

押
し

型
 

ア
ク

リ
ル

テ
ー

ブ
ル

川
村

義
肢

株
式

会
社
 

使
用

し
て

い
た

木
製

テ
ー
ブ

ル
で
は

本
人

が
噛
ん

で
し

ま

い
危

険
で

あ
る

こ
と

と
た
わ

み
が
強

い
た

め
ア
ク

リ
ル

テ

ー
ブ

ル
の

決
定

と
な

っ
た
。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
 

5
0
 
児

童
 
車

椅
子
 

バ
ギ

ー
 

Ｒ
Ｖ

－
Ｐ

ｏ
ｃ

ｋ
ｅ

ｔ
 

き
さ

く
工

房
 

脳
性

麻
痺

等
で

四
肢

の
運
動

機
能
障

害
が

あ
る
た

め
、

移

動
が

困
難

。
安

定
し

た
座
位

と
移
動

手
段

の
確
保

の
為

に
、

学
校

用
や

自
宅

用
と

し
て
支

給
決
定

。
 

3
 

静
岡
県
静

岡

市
 

5
1
 
児

童
 
車

椅
子
 

バ
ギ

ー
 

Ｒ
Ｖ

－
ｓ

ｓ
 

き
さ

く
工

房
 

脳
性

麻
痺

等
で

四
肢

の
運
動

機
能
障

害
が

あ
る
た

め
、

移

動
が

困
難

。
安

定
し

た
座
位

と
移
動

手
段

の
確
保

の
為

に
、

自
宅

用
と

し
て

支
給

決
定
。
 

1
 

静
岡
県
静

岡

市
 

5
2
 
児

童
 
車

椅
子
 

バ
ギ

ー
 

Ｔ
Ｒ

Ｋ
 

き
さ

く
工

房
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
、

四
肢
の

運
動
機

能
障

害
、
身

体
の

変

形
等

も
見

ら
れ

、
座

位
姿
勢

の
安
定

と
安

定
し
た

移
動

手

段
の

確
保

の
た

め
に

、
自
宅

用
と
し

て
支

給
決
定

。
 

1
 

静
岡
県
静

岡

市
 

5
3
 
児

童
 
車

椅
子
 

バ
ギ

ー
 

Ｔ
Ｒ

Ｂ
 

き
さ

く
工

房
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
、

四
肢
の

運
動
機

能
障

害
、
身

体
の

変

形
等

も
見

ら
れ

、
座

位
姿
勢

の
安
定

と
安

定
し
た

移
動

手

段
の

確
保

の
た

め
に

、
学
校

用
や
自

宅
用

と
し
て

支
給

決

定
。
 

2
 

静
岡
県
静

岡

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

5
4
 
児

童
 
車

椅
子
 

バ
ギ

ー
 

Ｗ
Ｒ

Ｂ
 

き
さ

く
工

房
 

遺
伝

性
疾

患
に

よ
る

運
動
機

能
障
害

の
た

め
、
移

動
手

段

の
確

保
や

移
動

中
の

休
息
肢

位
と
身

体
介

護
の
必

要
性

が

あ
り

、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ
機

能
を
含

む
本

機
の
支

給
を

決

定
。
 

1
 

静
岡
県
静

岡

市
 

5
5
 
児

童
 
車

椅
子
 

バ
ギ

ー
 

Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｏ

 

昭
和

貿
易

 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
、

四
肢
の

運
動
機

能
障

害
、
身

体
の

変

形
等

も
見

ら
れ

、
座

位
姿
勢

の
安
定

と
安

定
し
た

移
動

手

段
の

確
保

の
た

め
に

、
学
校

用
と
し

て
支

給
決
定

。
 

1
 

静
岡
県
静

岡

市
 

5
6
 
児

童
 
車

椅
子
 

バ
ギ

－
 

シ
－

テ
ィ

ン
グ

バ
ギ

－
 

（
sｔ

i
nｇ

ｒ
a

ｙ
）
 

脳
原

性
移

動
機

能
障

害
２
級

、
呼
吸

器
機

能
障
害

１
級

 

２
歳

の
小

児
。

 
絶

え
ず
人

工
呼
吸

器
が

外
せ
な

い
児

で

あ
り

、
対

面
・

背
面

を
ワ
ン

タ
ッ
チ

に
切

り
換
え

る
事

に

よ
り

 
ス

ム
ー

ズ
に

作
業
が

で
き
、

頻
繁

に
動
か

す
こ

と

の
出

来
な

い
児

に
と

っ
て
身

体
的
負

担
が

少
な
く

移
動

範

囲
も

拡
大

す
る

。
 
 

1
 

奈
良

県
 

5
7
 
成

人
 
車

椅
子
 

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

バ
ギ

ー
 

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

バ
ギ
ー
・
日
進

医

療
機

器
 

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

に
よ
る

四
肢
機

能
障

害
。
廃

用
症

候

群
に

よ
る

両
上

下
肢

機
能
の

著
障
。

座
位

保
持
を

目
的

と

し
て

、
座

の
角

度
調

整
と
高

さ
調
整

が
可

能
。
 

2
 

北
海

道
 

5
8
 
児

童
 
車

い
す
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

手
押

し
型

 

Ｗ
Ｒ
Ｂ
・
き
さ

く

工
房
 

脳
性

麻
痺

 
重

度
の

運
動
機

能
障
害

が
あ

り
、
座

位
保

持

不
能

。
姿

勢
筋

緊
張

の
状
態

は
一
定

で
な

く
変
化

も
大

き

い
。

本
人

の
筋

緊
張

の
状
態

に
合
わ

せ
て

背
・
座

等
の

角

度
を

調
整

し
や

す
い

こ
と
か

ら
申
請

さ
れ

た
。
 

1
 

大
阪

府
堺

市
 

5
9
 
成

人
 
車

椅
子
 

 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

式

手
押

し
型

Ａ
 

Ｍ
Ｉ

Ｋ
Ｉ

 
ネ

ク
ス

ト
ロ

ー
ラ

ー
Ｅ

Ｘ
 

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

症
に
よ

る
筋
萎

縮
が

あ
り
、

寝
た

き

り
状

態
で

あ
る

。
人

工
呼
吸

器
管
理

下
で

の
、
安

定
し

た

座
位

姿
勢

に
よ

り
、

屋
内
外

で
の
移

動
が

可
能
と

な
る

こ

と
か

ら
申

請
に

至
る

。
 

1
 

滋
賀

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

6
0
 
成

人
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

手
押

し
型

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
等

特
別

加
工

と
う

げ
工

房
 

脳
性

小
児

麻
痺

，
先

天
性
多

発
性
関

節
拘

縮
症
，

脊
髄

性

筋
萎

縮
症

に
よ

り
自

力
で
の

体
動
不

能
。

経
管
栄

養
。

常

時
臥
位
。
A
D
L
全
介
助
。
在

宅
。
移
動
の

た
め
に

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

手
押

し
型

車
椅
子

を
改
造

し
て

，
狭
い

場
所

対

応
と

安
楽

肢
位

の
幅

差
に
対

応
で
き

る
機

能
の
付

加
が

必

要
。
 

1
 

茨
城

県
 

6
1
 
成

人
 
車

椅
子
 

新
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

式
 

R
V
マ

ル
チ
・
き

さ

く
工

房
 

オ
ア

シ
ス

O
S
-
12

T
RS
・
松

永

製
作

所
 

脊
髄

膜
脳

炎
に

よ
る

四
肢
麻

痺
。
パ

ー
キ

ン
ソ
ン

病
に

よ

る
両

下
著

障
。

座
位

保
持
を

目
的
と

し
て

リ
ク
ラ

イ
ニ

ン

グ
機

構
と

テ
ィ

ル
ト

機
構
を

同
時
に

使
う

こ
と
が

で
き

る

た
め

対
応

可
能

と
な

る
。
 

3
 

北
海

道
 

6
2
 
成

人
 
車

椅
子
 

オ
ア

シ
ス

式
W
リ

ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
 

オ
ア

シ
ス

ポ
ジ

ィ
テ
ブ
・
松
永

製

作
所
 

多
発

性
硬

化
症

に
よ

る
両
上

下
肢
・

体
幹

機
能
障

害
。

座

位
保

持
を

目
的

と
し

て
円
背

に
対
応

。
 

1
 

北
海

道
 

6
3
 
成

人
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

普
通

型
 

特
殊

継
手

付
き

 

特
殊

継
手

 

三
協

車
椅

子
製

作
所
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
の

頻
度
が

高
く
、

動
作

時
の
前

ズ
レ

に

よ
り

座
位

が
崩

れ
る

こ
と
を

防
止
す

る
た

め
に
特

殊
継

手

が
必

要
で

あ
る

。
特

殊
継
手

を
使
用

す
る

こ
と
で

本
人

の

負
担

軽
減

、
安

定
し

た
座
位

保
持
が

可
能

と
な
る

。
 

特
殊

継
手

：
リ

ク
ラ

イ
ニ
ン

グ
時
の

車
椅

子
の
可

動
軸

と

本
人

の
股

関
節

の
可

動
軸
を

合
わ
せ

る
こ

と
に
よ

り
、

リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

時
の

ズ
レ
を

防
止
す

る
も

の
。
 

2
 

熊
本
県
熊

本

市
 

6
4
 
成

人
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

骨
盤

サ
ポ

ー
ト

付
 

日
進
 
フ

ル
オ

ー
ダ

ー
 

重
症

心
身

障
害

者
 
高

度
側

彎
で
、

座
位

保
持
姿

勢
の

安

定
の

た
め

交
付

を
行

っ
た
。
 

1
 

北
海
道
札

幌

市
 

6
5
 
成

人
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ

式
・

普
通

型
 

オ
ー

ダ
ー
 

特
殊

継
手

付
き

 

 
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
動

作
時
の

前
ズ
レ

に
よ

り
座
位

が
崩

れ

る
度

に
座

り
直

し
を

行
う
と

本
人
へ

の
負

担
が
大

き
く

な

る
た

め
、

ズ
レ

を
防

止
す
る

特
殊
な

継
手

構
造
の

リ
ク

ラ

イ
ニ

ン
グ

に
す

る
こ

と
で
負

担
軽
減

を
図

る
。
 

2
 

熊
本

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

6
6
 
児

童
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

手
押

し
型

座
位

保
持

機
能

付
き

 

工
房

製
作

 

ヌ
ー

ナ
ン

症
候

群
。

四
肢
体

幹
機
能

障
害

。
立
位

歩
行

お

よ
び

座
位

保
持

不
可

。
日
常

生
活
動

作
は

全
介
助

。
身

体

状
況

の
変

化
に

応
じ

た
姿
勢

の
コ
ン

ト
ロ

ー
ル
が

必
要

で
、

安
定

し
た

姿
勢

で
の
屋

内
屋
外

移
動

用
と
し

て
リ

ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
式

で
再

交
付
。
 

1
 

長
崎
県
佐

世

保
 

6
7
 
児

童
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
テ

ィ
ル

ト
式

手
押

し
型

R
V
ポ

ケ
ッ

ト

Ⅱ
・
き

さ
く

工
房

脳
性

麻
痺

の
1
0
歳

児
。
四

肢
体

幹
の

著
し

い
運

動
機

能
障

害
の

た
め

、
座

位
保

持
装
置

で
の
座

位
の

保
持
が

で
き

な

い
。

Ａ
Ｄ

Ｌ
全

介
助

。
屋
内

移
動
、

通
院

の
た
め

使
用

。

1
 

静
岡

県
賀

茂
 

6
8
 
成

人
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
・

テ
ィ

ル
ト

式
手

押
し

型
車

椅
子

＋
骨

盤
サ

ポ
ー

ト
 

M
i
k
i 

グ
ラ

ン

ド
フ

リ
ッ

チ
ャ

ー
A
BS
 

体
幹

の
傾

き
・

前
ず

れ
の

予
防

の
た

め
 

1
 

北
海
道
札

幌

市
 

6
9
 
成

人
 
手

押
し
型

車
椅

子
 

座
位

保
持

装
置

付
き

テ
ィ

ル
ト

・
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

式
 

ジ
ッ

ピ
ー

ア
イ

リ
ス
 

Ｄ
ｕ

ｃ
ｈ

ｅ
ｎ

ｎ
ｅ

型
筋
ジ

ス
ト
ロ

フ
ィ

ー
、
脊

柱
側

彎

に
対

し
、

矯
正

術
を

施
行
。

座
位
は

改
善

し
た
も

の
の

、

起
こ

す
と

呼
吸

困
難

を
き
た

し
、
５

０
度

以
上
の

テ
ィ

ル

ト
角

が
必

要
な

た
め

。
 

1
 

埼
玉

県
 

7
0
 
児

童
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
・

テ
ィ

ル
ト

式
手

押
し

型
（

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
）
 

骨
盤

サ
ポ

ー

ト
・
松
本

義
肢

製

作
所
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
重

度
の
四

肢
体
幹

機
能

障
害
及

び
脊

柱

側
彎

変
形

あ
り

。
A
B
S
を
用
い

て
骨
盤

部
を

支
持
す

る
機

能

を
高

め
た

車
椅

子
を

作
製
す

る
目
的

。
 

1
 

三
重

県
 

7
1
 
児

童
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
・

テ
ィ

ル
ト

式
手

押
し

型
 

体
温

調
節

用
冷

却
フ

ァ
ン

 

 
 

脳
性

ま
ひ

に
よ

る
脳

原
生
運

動
機
能

障
害

1
級
で

歩
行

不

可
能

。
学

校
等

で
の

車
椅
子

長
時
間

使
用

の
際
に

放
熱

を

さ
せ

，
う

つ
熱

を
予

防
す
る

。
 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

7
2
 
成

人
 
車

い
す
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
・

テ
ィ

ル
ト

式
手

押
し

型
 

株
式

会
社

 
ケ

イ
ア

イ
 

足
が

側
弯

し
て

お
り

、
フ
レ

ー
ム
に

ぶ
つ

か
っ
て

し
ま

う

た
め

、
足

部
保

持
パ

ッ
ト
を

使
用
す

る
。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

7
3
 
成

人
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
・

テ
ィ

ル
ト

式
手

押
し

型
車

椅
子

 
 
 
 

骨
盤

サ
ポ

ー
ト

付
 

松
永

 
 

 
マ

イ
チ

ル
ト

 
プ

ロ
 

体
幹

の
傾

き
・

前
ず

れ
の

予
防

の
た

め
 

1
 

北
海
道
札

幌

市
 

7
4
 
成

人
 
車

椅
子
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
・

テ
ィ

ル
ト

式
手

押
し

型
 

胸
受

け
ロ

ー
ル

等
座

位
保

持
装

置
付

属
品

準
用

 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
四

肢
体
幹

の
機
能

障
害

著
明
に

よ
り

自

力
坐

位
保

持
不

能
。

食
事
の

際
に
安

全
な

坐
位
姿

勢
を

確

保
す

る
た

め
胸

受
け

ロ
ー
ル

等
座
位

保
持

装
置
の

付
属

品

の
準

用
を

特
例

と
し

て
認
め

る
。
 

2
 

岐
阜

県
 

7
5
 
成

人
 
車

椅
子
 

ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲﾆ
ﾝ
ｸﾞ
・

ﾃｨ
ﾙ
ﾄ式

手
押

し
型

 
ヒ

ー
ル

ル
ー

プ
 

ト
ー

ル
ー

プ
 

 
 

脳
出

血
に

よ
る

左
片

麻
痺
・

右
下
肢

障
害

：
右
下

肢
の

コ

ン
ト

ロ
ー

ル
が

不
可

。
フ
ッ

ト
プ
レ

ー
ト

か
ら
の

足
部

の

落
下

防
止

の
た

め
。

 

1
 

岡
山
県
岡

山

市
 

7
6
 
成

人
 
車

椅
子
 

ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲﾆ

ﾝ
ｸﾞ

･
ﾃｨ
ﾙ
ﾄ
式

手
押

し
型

車
椅

子

（
後
輪

ﾘﾌ
ﾄ
ｱｯ
ﾌ
ﾟ）

座

位
保
持

装
置

搭
載

 

基
準

内
 

脳
性

麻
痺

、
痙

直
型

四
肢
麻

痺
、
左

凸
側

彎
あ
り

。
変

形

が
強

く
、
呼

吸
状

態
の

安
定

の
た

め
座

角
を

1
3
0
～

1
8
0
度

で
使

用
。
H
2
0
年

作
製

の
座
位

保
持
装

置
搭

載
車
椅

子
で

は

家
屋

構
造

上
、

廊
下

を
曲
が

る
際
に

持
ち

上
げ
て

角
度

を

変
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
。

屋
内
用

の
座

位
保
持

装
置

を

完
成

用
部

品
の

構
造

ﾌ
ﾚ
ｰ
ﾑ
で

作
製
し

た
場

合
、
本

人
に

必

要
な

座
角

1
3
0
～

1
8
0
度

の
確

保
の

た
め

に
は

特
例

で
ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ機

構
を

付
加

す
る

こ
と

と
な

る
た

め
、

屋
内

外
で

の

使
用

が
可

能
で

、
か

つ
、
自

宅
内
取

り
回

し
が
可

能
と

な

る
ﾘ
ﾌﾄ
ｱ
ｯﾌ
ﾟ機

構
付

き
の

ﾘ
ｸﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸﾞ
・
ﾃ
ｨﾙ
ﾄ式

手
押

し
型

車

椅
子

を
構

造
ﾌ
ﾚ
ｰ
ﾑ
と

し
た
座
位

保
持
装

置
の

作
製
は

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

7
7
 
成

人
 
車

椅
子
 

6
輪
型

車
椅

子
 
 

骨
盤

サ
ポ

ー
ト

付
 

日
進

 
NA
-
5
0
6
W

良
肢

位
で

の
車

椅
子

駆
動

の
た

め
 

2
 

北
海
道
札

幌

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

7
8
 
成

人
 
車

椅
子
 

電
動

リ
フ

ト
式

 

手
動

車
椅

子
 

電
動

リ
フ

ト

式
・
手

動
車

椅
子

ア
ロ

ー
ワ

ン
社

 

昨
年

度
交

付
し

た
左

記
車
椅

子
の
修

理
（

改
造
）

申
請

。

脊
髄

性
小

児
麻

痺
の

た
め
両

下
肢
機

能
全

廃
。
上

肢
も

痛

み
や

麻
痺

症
状

が
あ

り
、
手

動
式
リ

フ
ト

型
の
使

用
困

難

と
な

っ
た

た
め

、
昨

年
度
、

電
動
リ

フ
ト

式
の
申

請
に

至

る
。
そ

の
後

、
デ

モ
機

使
用

時
に
は

分
か

ら
な
か

っ
た

が
、

車
椅

子
幅

が
大

き
く

ト
イ
レ

等
で
使

用
で

き
な
い

状
況

が

生
じ

て
い

た
。

車
椅

子
を
十

分
に
活

用
し

日
常
生

活
の

利

便
性

向
上

が
図

ら
れ

る
よ
う

、
幅
を

狭
く

す
る
改

造
が

必

要
と

判
断

し
た

（
改

造
費
が

高
額
の

た
め

判
定
）

。
 

1
 

島
根

県
 

7
9
 
成

人
 
手

押
し
型

車
椅

子
 

ス
ト

レ
チ

ャ
ー

型
車

椅
子
 

 
テ

ィ
ル

ト
型

臥
位

姿
勢

車
椅

子
、

イ
ー

コ
レ

・

テ
ー

ブ
ル

ス
テ

ー
前

後
高

さ
角

度
調

整
式

 

進
行

性
骨

化
性

線
維

異
形
成

症
の
診

断
。

全
身
の

関
節

の

拘
縮

が
著

明
で

あ
り

、
座
位

は
と
れ

ず
、

立
位
か

臥
位

で

姿
勢

を
保

つ
。

歩
行

の
実
用

性
は
な

く
、

移
動
手

段
が

な

い
た

め
。

 

1
 

埼
玉

県
 

8
0
 
成

人
 
車

椅
子
 

片
手

駆
動

型
（

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
）

 

フ
レ

ー
ム

補
強

（
三

角
プ

レ
ー

ト
溶

接
）
・
日

進

医
療

器
 

脳
出

血
に

よ
る

左
片

麻
痺
。
S
L
B
及

び
四

点
杖

装
用

で
屋

内

歩
行

は
可

能
。

屋
外

で
は

車
椅

子
を

使
用

。
体

重
が

9
0
k
g

以
上

あ
り

三
角

補
強

に
よ
り

フ
レ
ー

ム
強

度
を
高

め
た

車

椅
子

を
作

製
す

る
目

的
。
 

1
 

三
重

県
 

8
1
 
成

人
 
車

椅
子
、

電
動

車
椅
子
 

そ
の

他
（

種
目

全
般

に
及

ぶ
た

め
）

 
 

 

座
位

保
持

装
置

ま
で

必
要
な

い
方
へ

、
身

体
状
況

に
合

っ

た
補

装
具

と
な

る
よ

う
、
体

幹
や
腰

部
、

足
部
パ

ッ
ド

、

下
腿

、
大

腿
ベ

ル
ト

、
座
位

保
持
装

置
の

完
成
用

部
品

を

利
用

し
た

補
装

具
の

判
定
を

行
っ
た

。
 

1
2
 

岡
山
県
 

8
2
 
成

人
 
片

手
駆
動

型
車

椅
子
 

体
幹
パ

ッ
ド

 
 
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
四

肢
体
幹

機
能
障

害
。

残
存
機

能
を

活

用
し

つ
つ

座
位

保
持

す
る
た

め
。
 

1
 

埼
玉

県
 

8
3
 
成

人
 
車

椅
子
普

通
型
 

体
幹
パ

ッ
ド
（

左
右

）
 
 

脳
腫

瘍
に

よ
る

体
幹

機
能
障

害
。
病

気
の

進
行
と

と
も

に

座
位

保
持

す
る

た
め

に
必
要

と
な
っ

た
た

め
。
 

1
 

埼
玉

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

8
4 

成
人

 
車

椅
子
普

通
型

の
体
幹

パ
ッ
ド
 

体
幹
パ

ッ
ド
（

左
右

）
 
 

脳
出

血
に

よ
る

右
半

身
不
随

。
加
齢

に
と

も
な
い

、
座

位

保
持

が
不

十
分

で
、

姿
勢
保

持
が
難

し
く

な
っ
て

き
た

た

め
。
 

1
 

埼
玉

県
 

8
5
 
成

人
 
車

椅
子
 

そ
の

他
 

体
幹

パ
ッ

ド
 

 
 

デ
ュ

シ
ャ

ン
ヌ

型
筋

ジ
ス
：

筋
力
低

下
に

よ
り
頭

部
・

体

幹
の

保
持

困
難

で
座

位
保
持

安
定
の

た
め

、
脳
梗

塞
に

よ

る
左

片
麻

痺
：

座
位

が
不
安

定
で
座

位
安

定
の
た

め
、

脳

性
麻

痺
：

脊
椎

の
変

形
が
あ

り
座
位

が
不

安
定
で

座
位

安

定
の

た
め

 
 

等
 

6
 

岡
山
県
岡

山

市
 

8
6
 
成

人
 
車

椅
子
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
 

 
ｏ

ｔ
ｔ

ｏ
ｂ

ｏ
ｃ

ｋ
 

 
コ

ン
フ

ォ
ー

Ｔ
 

多
発

性
硬

化
症

で
不

全
四
肢

麻
痺
で

座
位

保
持
装

置
・

車

椅
子

を
利

用
。

当
初

褥
瘡
対

策
で
ゲ

ル
素

材
の
ウ

レ
タ

ン

ク
ッ

シ
ョ

ン
（

Ｊ
２

ク
ッ
シ

ョ
ン
）

を
使

っ
て
い

た
が

、

鬱
熱

に
よ

る
入

退
院

を
繰
り

返
す
。

背
中

に
ス
テ

ロ
イ

ド

に
き

び
感

染
の

褥
瘡

が
進
行

、
け
い

れ
ん

発
作
も

多
く

、

熱
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
吸

収
発
散

す
る
素

材
の

ク
ッ
シ

ョ
ン

が

適
当

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

千
葉

県
 

8
7 

成
人

 
車

椅
子
手

押
し

型
利
用

時
の
ク
ッ

シ
ョ

ン
 

ク
ッ
シ

ョ
ン
（

座
面

）

タ
カ

ノ
に

こ
に

こ
ク

ッ
シ

ョ
ン

タ
イ

プ
Ｓ

３
フ

ラ
ッ

ト
型

 

 
て

ん
か

ん
発

作
あ

り
。
知

的
に
最

重
度

、
コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

難
。

状
況

に
合
わ

な
い
発

語
。

指
示
入

ら
ず

。

実
用

的
な

歩
行

は
困

難
。
側

彎
あ
り

。
身

体
の
傾

き
あ

り
。

オ
ム

ツ
使

用
。

週
６

日
通
所

時
車
椅

子
利

用
。
失

禁
対

応

の
た

め
。

 

1
 

埼
玉

県
 

8
8
 
成

人
 
車

椅
子
の

ク
ッ

シ
ョ
ン
 

オ
ー

ダ
ー

サ
イ

ズ
の

特
殊

な
空

気
構

造
 

ロ
ホ

ク
ッ

シ
ョ

ン
 

外
傷

性
脊

髄
損

傷
に

よ
る
両

下
肢
機

能
障

害
。
立

位
歩

行

困
難

に
よ

り
、

常
時

普
通
型

車
椅
子

を
使

用
し
て

い
る

。

褥
瘡

の
既

往
が

あ
る

。
身
体

状
況
よ

り
除

圧
性
と

姿
勢

安

定
性

に
優

れ
た

ク
ッ

シ
ョ
ン

が
必
要

で
あ

る
。
ロ

ホ
・

ク

ァ
ド

ト
ロ

セ
レ

ク
ト

タ
イ

プ
が

適
し

て
い

る
が

座
幅

3
6
c
m

座
長

が
3
5
c
m
の

た
め

に
オ

ー
ダ

―
サ

イ
ズ

（
セ

ル
数

8
×

7
）

の
も

の
に

な
る

た
め

申
請

に
至

る
。

 

2
 

神
奈
川
県

川

崎
市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）

8
9
 
成

人
 
車

い
す
 

カ
ッ

ト
ア

ウ
ト

テ
ー

ブ
ル

表
面

ク
ッ

シ
ョ

ン
張

り
 

内
張

り
 

肘
パ

ッ
ト

 

 
 

脊
髄

小
脳

変
性

症
。
A
D
L
全
介

助
。
座
位
姿

勢
を
保

持
す

る

た
め

、
上

肢
を

支
え

る
機
能

が
必
要

。
座

位
保
持

装
置

の

カ
ッ

ト
ア

ウ
ト

テ
ー

ブ
ル
に

ク
ッ
シ

ョ
ン

張
り
を

行
い

、

身
体

を
支

え
る

こ
と

で
座
位

保
持
が

可
能

と
な
る

。
社

会

参
加

の
た

め
移

動
手

段
と
し

て
車
い

す
は

必
要
で

あ
り

、

座
位

保
持

で
き

る
よ

う
座
位

保
持
装

置
の

部
品
を

使
用

す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。
 

1
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

9
0 

成
人

 
普

通
型
車

椅
子

の
ベ
ル

ト
部
品
 

身
体
保

持
部

品
 

ﾎ
ﾞ
ﾃ
ﾞｨ

ﾎ
ﾟｲ

ﾝ
ﾄ 

Ｈ
Ｂ

５
０

５
 

脳
梗

塞
に

よ
る

右
上

肢
軽
度

機
能
障

害
、

右
下
肢

軽
度

機

能
障

害
、

体
幹

機
能

障
害
。

て
ん
か

ん
発

作
あ
り

。
背

中

を
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

に
押
し

当
て
て

、
足

で
漕
ぐ

の
で

ず

り
落

ち
姿

勢
と

な
る

。
転
倒

防
止
す

る
た

め
。
 

1
 

埼
玉

県
 

9
1 

成
人

 
車

椅
子
 

座
位
保
持

装
置
 

そ
の
他

 

フ
レ
ー

ム
補

強
 

 
 

脳
性

麻
痺

：
車

椅
子

上
で
の

多
動
が

激
し

い
た
め
 

脳
性

麻
痺

：
不

随
意

運
動
、

筋
緊
張

の
変

動
が
あ

る
た

め

多
発

性
神

経
根

炎
・

糖
尿
病

性
神
経

症
に

よ
る
両

下
肢

全

廃
：

移
乗

時
の

衝
撃

が
激
し

く
フ
レ

ー
ム

の
破
損

予
防

の

た
め

に
材

質
を

ス
チ

ー
ル
に

し
て
さ

ら
に

補
強
を

お
こ

な

う
。
 

3
 

岡
山
県
岡

山

市
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（
６

）
電

動
車

椅
子
 

 
 
 
電

動
車

椅
子
は

８
９

件
の
交

付
実

績
が

あ
っ

た
。
う

ち
３

３
件

が
東

京
都

で
の

交
付

で
あ

っ
た

た
め
、
地
域
差
も

見
ら
れ

る
可

能
性
が

あ
る
。
調
査
１
で
購
入
基

準
等

に
掲

載
の

要
望
が

あ
っ

た
電
動

テ
ィ

ル
ト
・
リ

フ
ト

機
能

を
有

す
る

電
動

車
椅

子
、
電

動
フ

ッ
ト

エ
レ

ベ
ー
テ

ィ
ン

グ
や
ク

ワ
ド

リ
ン
ク
等
は
、
特
例
補
装
具

の
交

付
実

績
が

あ
っ
た

。
 

 N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

9
2
 

児
童

 
電

動
車
い

す
 

リ
ク
ラ

イ
ニ

ン

グ
・
テ
ィ

ル
ト

式

普
通
型

 

介
助
者

用
操

作

ボ
ッ
ク

ス
 

 
 

上
肢

２
級

，
下

肢
２

級
の
手

帳
所
持

で
運

動
発
達

遅
滞

の
診

断
を

受
け

て
い

る
方

。
 

易
疲

労
性

に
つ

き
筋

力
低
下

し
，
車
い
す

自
走
困

難
の

た
め
。

1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

9
3
 

成
人

 
電

動
車
椅

子
 

リ
ク
ラ

イ
ニ

ン

グ
・
テ
ィ

ル
ト

式

手
押
し

型
 

簡
易
型

電
動

装

置
付
き

 

 
 

手
動

車
椅

子
操

作
は

で
き
な

い
が
、

手
押

し
型
車

椅
子

に
簡

易
型

電
動

装
置

を
付

加
す
る

こ
と
に

よ
り

、
自
家

用
車

へ
の

車
載

が
可

能
と

な
り

、
外
出

・
外
泊

時
も

自
力
移

動
が

可
能

と
な

る
た

め
。

 

1
 

熊
本

県
 

9
4
 

成
人

 
電

動
車
椅

子
 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
・゙
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ

式
普

通

型
電
動

車
椅

子
 

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞｹ
ｱ
T
D
X-
S
P
：

 

呼
気
ｽ
ｲ
ｯﾁ
 

頚
髄

損
傷

（
Ｃ

4
･
5
)
、

四
肢

麻
痺
。

座
位

保
持
困

難
・

座
位

耐
久

性
低

下
の

た
め

電
動

ﾘｸ
ﾗ
ｲ
ﾆﾝ
ｸ
ﾞ・

ﾃｨ
ﾙ
ﾄ
機

構
・

開
閉

式

ﾗ
ﾃ
ﾗ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
ｯ
ﾄ
ﾞ
・

4
点

式
ﾁ
ｪ
ｽ
ﾄ
ﾊ
ｰ
ﾈ
ｽ
は

必
要

。
障

害
状

況
よ

り
呼

気
操

作
の

た
め

、
呼

気
ｺ
ﾝﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
ｼｽ

ﾃ
ﾑ・

S4
W
S
B
ﾏ
ﾙ
ﾁｱ

ｸ
ﾁｭ
ｴ
ｰ
ﾀ
ｰ・

G
ﾄ
ﾗ
ｯ
ｸ
・

呼
気

装
置
固

定
部

品
・

ﾘ
ｾ
ｯ
ﾄ
用

ﾎ
ﾞ
ﾀ
ﾝ
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
が

必
要
。

障
害
状
況

･
操
作

方
法

･使
用
環

境
よ
り

中
輪

駆
動
で

あ
る

申

請
機

種
は

必
要

と
認

め
ら

れ
た
。

ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
及

び
走
行
時

に

下
肢

を
挙

上
す

る
た

め
、

ﾌｯ
ﾄ
ｻ
ﾎﾟ
ｰ
ﾄｴ
ﾚ
ﾍﾞ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝｸ
ﾞ
A
T
55
4
4
・

ｶ
ｰ
ﾌ
ｽﾄ
ﾗ
ｯﾌ
ﾟは

必
要

。
足

部
可

動
域

制
限

の
た

め
角

度
調

整
式

ﾌ
ｯ
ﾄ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
A
T
5
5
4
3
は

必
要

。
申

請
機

種
に

は
押

し
手

部
分

が

な
い

た
め

、
ﾁ
ｪ
ｽ
ﾄ
ﾊ
ｰ
ﾈ
ｽ
固

定
用

ｽ
ﾃｰ
製

作
は

必
要

。
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
を

装
着

し
て

走
行

す
る

た
め

、
ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
は

必
要

と
認

め
ら

れ

1
 

東
京

都
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

た
。
 

9
5
 

成
人

 
電

動
車
椅

子
 

簡
易
型

リ
ク

ラ

イ
ニ

ン
グ
・
テ

ィ

ル
ト
式

手
押

し

型
 

 
―

 

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

の
方
。

両
上
下

肢
機

能
全
廃

→
1
級
 

呼
吸
器
を

2
4
時

間
経
鼻

で
使

用
。
家

の
廊

下
の
幅

が
狭

く
、

電
動

普
通

型
で

は
操

作
困
難

。
 

自
家

用
車

へ
の

積
み

込
み
な

る
べ
く

コ
ン

パ
ク
ト

に
呼

吸
器

を
搭

載
し

た
い

と
い

う
こ
と

か
ら
簡

易
型

電
動
車

椅
子

支
給

の
方

向
と

な
る

。
 

1
 

大
阪

府
 

9
6
 

成
人

 
電

動
車
椅

子
 

電
動
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン
グ
・
テ
ィ

ル

ト
・
リ

フ
ト
・
フ

ッ
ト
レ

ス
ト

エ

レ
ベ
ー

テ
ィ

ン

グ
式
普

通
型

 

ペ
ル

モ
ビ

ー
ル

製
 

C
4
0
0 

コ
ル
プ
ス

3
G
 

脳
性

マ
ヒ

の
方

。
呼

吸
器

機
能
障
が

い
（

3
級

）
、
両
下

肢
機

能
障

が
い

（
2
級

）
、

両
上

肢
機
能

障
が

い
（
2
級
）

→
2
級

介
護

保
険

の
レ

ン
タ

ル
電
動

車
椅
子

を
試

乗
し
て

も
不

具
合

が
あ

り
、

障
が

い
状

況
等
検

討
の
う

え
、

特
例
補

装
具

支
給

が
適

当
と

判
断

。
 

1
 

大
阪

府
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

9
7
 

成
人

 
電

動
車
椅

子
 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
ﾞ
・

ﾃ
ｨ
ﾙﾄ
･
ﾘﾌ
ﾄ

式
普
通

型
電

動

車
椅
子

（
ｱ
ﾛ
ｰ
ﾜ
ﾝ

F
X
) 

ｱ
ﾛ
ｰ
ﾜﾝ
 

F
X（

ｱ
ﾛ
ｰ
ﾜﾝ
）

脳
性

麻
痺

(痙
直

型
ｱ
ﾃ
ﾄｰ
ｾ
ﾞﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
)。

全
身

の
緊

張
強

く
、

上

肢
は

ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
で

固
定

。
単

身
在

宅
。

座
位

保
持

困
難

、
座

位
耐

久
性

低
下

あ
り

、
通

所
先

で
単

独
操

作
す

る
た

め
に

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗ

ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸﾞ
・
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ
機

構
が

必
要

。
上
・
下

肢
で

の
操

作
は

困
難

な

た
め

、
ﾁﾝ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
式

は
必

要
。

下
肢

の
関

節
可

動
域

制
限

及

び
電

動
車

椅
子

操
作

等
の
努

力
動
作

時
に

筋
緊
張

が
強

ま
り

膝
関

節
屈

曲
角

度
1
0
0
度
以

上
に
な

る
た

め
、
座

席
改

造
と

膝
の

屈
曲

角
度

に
対

応
で

き
る

ﾎ
ﾞ
ｯ
ｸ
ｽ
型

の
ﾌ
ｯ
ﾄ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
改

造

が
必

要
。
電

動
ｷ
ｬｽ

ﾀ
ｰｱ

ｰ
ﾑは

、
屋

外
走

行
時

は
ﾎﾞ

ｯ
ｸｽ
型

ﾌ
ｯﾄ

ｻ

ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄと

の
干

渉
を

防
ぐ

た
め

に
開

き
気

味
に

し
、

自
宅

内
の

走
行
で
は

閉
じ

て
全
幅

6
0
c
m
と

す
る
た
め
、
電
動
開
閉

機
構

は
必

要
と

認
め

ら
れ

た
。

 

1
 

東
京

都
 

9
8
 

成
人

 
電

動
車
椅

子
 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
・゙
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ

式
普

通

型
電
動

車
椅

子

（
ｸ
ｲｯ

ｷ
ｰ

Q
M
7
10
）

  

ｸ
ｲ
ｯ
ｷｰ

QM
7
10
（

ｸ
ｲｯ

ｷ

ｰ
）

 

頚
部

脊
柱

管
狭

窄
症

。
右
上

肢
及
び

両
下

肢
麻
痺

。
起

立
性

低
血

圧
及

び
下

肢
浮

腫
あ
り
。
同

等
他
機

種
の
中

で
、
ﾍ
ﾟ
ﾙﾓ

ﾋ
ﾞ

ｰ
ﾙ
の

前
輪

駆
動

の
も

の
は

、
常

時
両

下
肢

挙
上

位
で

操
作

し

て
い

る
た

め
、

本
人

が
上

手
く
操
作

が
で

き
な
か

っ
た

。
浮

腫
及

び
常

時
両

下
肢

挙
上

位
の
ま
ま

で
は

下
肢
痙

性
や

痺
れ

が
強

ま
り

、
手

動
で

足
台

を
上
下
し

て
も

痛
み
や

痙
性

が
強

ま
り

座
位

保
持

が
困

難
に

な
る

た
め

、
電

動
ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾃ
ｰ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
機

構
は

必
要

。
電

動
ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

有
し

、
前

輪
駆

動
以

外
の

後
輪

又
は

中
輪

駆
動

の
電
動

車
椅
子

の
価

格
を
比

較
検

討
し

た
と

こ
ろ

ｸ
ｨ
ｯ
ｷ
ｰ
QM
7
1
0
が

結
果

と
し

て
安

価
で

あ
る

た
め

、

6
輪
構
造

で
は

あ
る
が

、
電

動
ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ・

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ
式

及
び

電
動

ﾌ
ｯ
ﾄ
ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
を

有
す

る
同

機
種

は
必

要
と

認
め

ら
れ

た
。

1
 

東
京

都
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

9
9
 

成
人

 
電

動
車
椅

子
 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
・゙
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ

式
普

通

型
電
動

車
椅

子

ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾓﾋ

ﾞ
ｰﾙ

C
3
0
0+

ﾋ
ﾞﾌ

ﾞ
ﾏｳ
ﾝ
ﾄ

C
3
0
0（

ﾍﾟ
ﾙ
ﾓﾋ
ﾞ
ｰ
ﾙ）

C
6
頚

髄
損

傷
。

頚
部

の
可

動
域

制
限

か
ら

基
準

内
の

ﾁ
ﾝ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ

ｰ
ﾙ
機

構
で

は
対

応
で

き
ず

、
ｼ
ﾞ
ｮ
ｲ
ｽ
ﾃ
ｨ
ｯ
ｸ
の

み
で

走
行

･
姿

勢

変
換

が
行

え
る

ﾋ
ﾞﾌ

ﾞ
ﾏｳ

ﾝ
ﾄｿ
ﾌ
ﾄ
(
ﾁﾝ

ｺ
ﾝ用

)･
ﾐ
ﾆ
ｼ
ﾞｮ

ｲ
ｽﾃ

ｨ
ｯｸ
が

必
要

。
こ

れ
が

使
え

る
こ
と

と
体
型

・
自

宅
内
小

回
り

等
か

ら
機

種
と

し
て

公
費

対
応

の
ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾓ
ﾋ
ﾞ
ｰ
ﾙ
C
3
0
0
が

必
要

。
大

腿

部
の

外
転

防
止

に
ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
使

用
す

る
と

皮
膚

か
ぶ

れ
や

う
っ

血

を
生

じ
る

た
め

純
正

部
品

の
大

腿
ｻﾎ

ﾟ
ｰﾄ
(
外

転
防

止
ﾊﾟ
ｯ
ﾄ
ﾞ
)

が
必

要
と

認
め

ら
れ

た
。

 

1
 

東
京

都
 

1
0
0
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ
･

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ･

ﾘ
ﾌﾄ

･
ﾌｯ
ﾄ
ﾚ

ｽ
ﾄ
式

普
通

型
電

動
車
椅
子

＋
ｸ
ﾜ

ﾄ
ﾞ
ﾘ
ﾝｸ
 

ﾍ
ﾟ
ﾙ
ﾓﾋ

ﾞ
ｰﾙ

 
 

 
 

C
3
00

ｺ
ﾙﾌ

ﾟ
ｽ
2 

C
6
,
7
の

頚
髄

損
傷

、
完

全
麻

痺
。

在
宅

勤
務

、
単

独
使

用
あ

り
。
移
乗

自
立

す
る
た

め
、
電
動

ﾘ
ﾌ
ﾄ
機
構

必
要
。
障
害

状
況

よ
り

電
動

ﾘ
ｸﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸﾞ

･
ﾃｨ
ﾙ
ﾄ機

構
必

要
。

両
下

肢
浮

腫
の

た

め
、
電

動
ﾌ
ｯ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾄ
必

要
。
上

記
条

件
を

満
た

す
機

種
と

し
て

、

申
請

機
種

が
認

め
ら

れ
た
。

仕
事
で

単
独

で
机
に

つ
く

必
要

が
あ

る
た

め
、

ｸ
ﾜ
ﾄ
ﾞ
ﾘ
ﾝ
ｸ
は

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
0
1
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
ﾞ
・

ﾘ
ﾌ
ﾄ式

電
動

車
椅
子

 

(
ﾚ
ｯ
ｸﾞ

ｴ
ﾚﾍ

ﾞ
ｰｼ
ｮ
ﾝ

付
き
) 

ﾍ
ﾞ
ﾙ
ﾓﾋ

ﾞ
ｰﾙ

C
40

0
ｺ
ﾙﾌ

ﾟ

ｽ
L
/R
 

先
天

性
関

節
拘

縮
症

。
全
関

節
に
拘

縮
が

生
じ
て

い
る

。
両

下
肢

に
浮

腫
。

急
な

坂
道
走

行
の
た

め
前

輪
駆
動

型
が

、
職

業
上

の
理

由
で

電
動

ﾘﾌ
ﾄ機

構
と

ﾘ
ﾄ
ﾗｸ

ﾀ
ﾌﾞ
ﾙ
ｽ
ﾃ
ｰが

、
長

時
間

座
位

姿
勢

と
な

り
休

憩
を

と
る

た
め

に
ﾘｸ
ﾗ
ｲ
ﾆﾝ
ｸ
ﾞ機

構
が

、

下
肢

浮
腫

軽
減

の
た

め
レ

ッ
グ

ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
が

必
要

な
た

め
申

請
機

種
が

認
め

ら
れ

た
。
 

1
 

東
京

都
 

1
0
2
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
・゙
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ

式
普

通

型
電
動

車
椅

子

（
足

ｺ
ﾝ）

+
改
造

+

座
位
保
持

装
置

 

基
準

内
 

脳
性

麻
痺

ｱ
ﾃ
ﾄ
ｰ
ｾ
ﾞ
型

、
左

凸
側

彎
。
全

身
の

筋
緊
張

が
強

く

ﾌ
ｯ
ﾄ
ｻﾎ
ﾟ
ｰﾄ
部

分
の

強
度

が
必

要
、

下
肢

伸
展

位
で

操
作

の
た

め
ﾌ
ｯ
ﾄ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
部

分
が

大
き

く
な

り
、

安
定

を
も

た
せ

た
固

定

と
す

る
た

め
ﾌｯ
ﾄ
ｻ
ﾎﾟ
ｰ
ﾄ部

改
造

（
足

ｺﾝ
の

ｺﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰﾙ
ﾎ
ﾞｯ
ｸ
ｽ含

む
）

と
ﾌﾚ
ｰ
ﾑ改

造
が

必
要

。
O
N/
O
FF
・

シ
ー

ト
変

換
ｽｲ
ｯ
ﾁは

別
箱

に
し

て
い

る
た

め
、
ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
改

造
は
必
要

と
認
め

ら
れ

た
。

1
 

東
京

都
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
0
3
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
・゙
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ

式
普

通

型
電
動

車
椅

子

（
足
ｺ
ﾝ）

+改
造

+
座

位
保

持
装

置

基
準

内
 

脳
性

麻
痺

、
ｱﾃ
ﾄ
ｰ
ｾﾞ
ﾀ
ｲﾌ
ﾟ。

上
肢

で
の

操
作

が
困

難
な

た
め

足
操

作
が

必
要

。
操

作
時
は

靴
を
着

用
し

て
お
り

、
安

全
走

行
す

る
に

は
ｺﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰﾙ
ﾎ
ﾞｯ
ｸ
ｽ・

ｼ
ﾞｮ
ｲ
ｽﾃ
ｨ
ｯｸ
を

足
底

に
対

し
て

直
角

に
保

つ
必

要
が

あ
る

た
め

、
足

用
ﾎﾞ
ｯ
ｸ
ｽ取

付
・

ｽﾃ
ｰ
は

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
0
4
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
・゙
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ

式
普

通

型
電
動

車
椅

子
+

座
位
保

持
装

置
、

座
幅
拡

張
改

造
 

基
準

内
 

本
人
腰
幅

4
3
c
m
で
、
ﾓ
ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
型

の
座
位

保
持

装
置
を

搭
載

し
、

座
面

が
合

わ
な

い
た

め
座
幅

拡
張
改

造
は

必
要
と

認
め

ら
れ

た
。
 

1
 

東
京

都
 

1
0
5
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
・゙
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ

式
普

通

型
電
動

車
椅

子

（
足
台

ﾌﾚ
ｰ
ﾑ短

縮
）
 

基
準

内
 

下
腿

長
が

3
0
c
m
と

短
い

た
め

改
造

は
必

要
と

認
め

ら
れ

た
。

1
 

東
京

都
 

1
0
6
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

普
通
型

電
動

車

椅
子
＋

改
造
（

電

動
ﾘ
ｸﾗ

ｲ
ﾆﾝ

ｸ
ﾞ･
ﾃ
ｨ

ﾙ
ﾄ
追

加
、

足
台

、

ｸ
ﾜ
ﾄ
ﾞﾘ
ﾝ
ｸ）

 

基
準

内
 

C
P
,
ｱ
ﾃ
ﾄ
ｰ
ｾ
ﾞ
ﾀ
ｲ
ﾌ
ﾟ
。
基

準
内

電
動

車
椅

子
で

は
自

宅
内

取
り

回

し
困

難
な

た
め

、
普

通
型

電
動

車
椅

子
に

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
･
ﾃ
ｨ

ﾙ
ﾄ
機

構
追

加
改

造
が

認
め

ら
れ

た
。
下

肢
緊

張
が

強
い

た
め

、

足
台

改
造

必
要

。
仕

事
で
単

独
で
机

に
つ

く
必
要

が
あ

る
た

め
、

ｸ
ﾜ
ﾄﾞ
ﾘ
ﾝｸ
必

要
。

 

1
 

東
京

都
 

1
0
7
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝ

ｸ
・゙
ﾃ
ｨ
ﾙﾄ

式
普

通

型
電
動

車
椅

子
 

（
特
例

ﾛﾎ
ｸ
ｯｼ
ｮ

ﾝ
）

 

ﾛ
ﾎ
･
ｸｧ

ﾄ
ﾞｾ

ﾚ
ｸﾄ
･
ﾊ
ｲ
ﾀｲ

ﾌ
ﾟ
ｵ
ｰﾀ

ﾞ
ｰ 

Ａ
Ｌ

Ｓ
。
大

腿
長

5
5
c
m
程

度
で

あ
る

た
め

、
特

注
ｻ
ｲ
ｽ
ﾞ
の

特

例
ﾛ
ﾎ
ｸ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾝ
は

必
要

と
認

め
ら

れ
た
。
 

1
 

東
京

都
 

1
0
8
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン
グ
・
テ
ィ

ル

ト
式
（
部

位
の

一

座
幅

拡
張

ス
ペ

ー
サ

ー
・

イ
マ

セ
ン

 

大
腿

部
が

ア
ー

ム
パ

イ
プ
に

当
た
り

座
幅

を
拡
大

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
車

幅
の

制
限
が

あ
る
た

め
ス

ペ
ー
サ

ー
を

入
れ

る
必

要
が

あ
る

。
 

1
 

神
奈

川
県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

部
）
 

1
0
9
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン
グ
・
テ
ィ

ル

ト
式
（
部

位
の

一

部
）
 

呼
気

ス
イ

ッ
チ

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

特
殊

空
気

室
構

造
オ

ー
ダ

ー
タ

イ
プ

・
イ

マ
セ

ン
 

筋
力

が
低

下
し

て
ジ

ョ
イ
ス

テ
ィ
ッ

ク
の

操
作
が

で
き

な
く

な
り

、
電

動
ス

イ
ン

グ
チ
ン

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
一
式

及
び

呼
気

ス
イ

ッ
チ

が
必

要
と

な
っ
た

。
ま

た
、
座

位
不
安

定
の

た
め

、

オ
ー

ダ
ー

タ
イ

プ
の

ク
ッ
シ

ョ
ン
が

必
要

で
あ
る

。
 

1
 

神
奈

川
県

 

1
1
0
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ
･

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ式

普
通

型

電
動
車

椅
子

（
6

輪
車
、
ｸﾜ

ﾄ
ﾞﾘ
ﾝ
ｸ
）

さ
い

と
う

工
房

 

脳
性

麻
痺

、
重

症
筋

無
力

症
､
ﾐﾄ
ｺ
ﾝﾄ
ﾞ
ﾘｱ
ﾐ
ｵ
ﾊ
ﾟﾁ
ｰ
、
慢

性
気

管

支
炎

、
ﾍ
ﾞ
ｯ
ｶ
ｰ
型

筋
ｼ
ﾞ
ｽ
ﾄ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ｰ
、
乳

癌
。
障

害
状

況
よ

り
、
電

動
ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
・

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ
式

普
通

型
電
動

車
椅

子
に
座

位
保

持
装

置
が

必
要

。
屋

内
で

の
取
り

回
し
の

た
め

、
6
輪

構
造

及
び

ｺ

ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｸ
ﾄ
に

作
製

す
る

た
め

の
ﾘ
ﾁ
ｳ
ﾑ
ｲ
ｵ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｯ
ﾃ
ﾘ
ｰ
は

必
要

。
障

害

状
況

よ
り

、
ｺﾝ

ﾄ
ﾛ
ｰﾗ

ｰを
内
側

に
設

置
す

る
必

要
が

あ
り

、
移

乗
時

及
び

机
に

着
く

時
は

外
側

に
動

か
す

た
め

、
ｸﾜ
ﾄﾞ
ﾘ
ﾝ
ｸは

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
1
1
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ
･

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ式

普
通

型

電
動
車

椅
子

（
6

輪
構
造

）
電

動
ｴ

ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰｼ

ｮ
ﾝﾌ

ｯ
ﾄｻ
ﾎ
ﾟ

ｰ
ﾄ 

R
E
L
（

さ
い

と
う

工

房
）
 

線
維

筋
痛

症
・

慢
性

疲
労
症

候
群
。

全
身

の
痛
み

に
よ

り
体

位
変

換
・

姿
勢

維
持

困
難
。

自
力
で

の
体

位
交
換

が
困

難
で

あ
る

た
め

電
動

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ
機

構
が

、
心
臓

の
不

調
で
気

分
不

調
時

に
ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
機

構
が

必
要

。
同

一
姿

勢
で

過
ご

す
こ

と
が

困

難
な

た
め

、
電

動
ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞ
ｰ
ｼ
ｮ
ﾝ
式

の
ﾌ
ｯ
ﾄ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
が

必
要

。
上

記

条
件

を
満

た
す

申
請

機
種
は

必
要
と

認
め

ら
れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
1
2
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ
･

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ式

普
通

型

電
動
車

椅
子

（
6

輪
構

造
）

＋
ﾘ
ﾁ
ｳ

ﾑ
ｲ
ｵ
ﾝﾊ

ﾞ
ｯﾃ

ﾘ
ｰ＋

ｸ

ﾜ
ﾄ
ﾞ
ﾘﾝ

ｸ 

さ
い

と
う

工
房

製
ｵ
ｰ

ﾀ
ﾞ
ｰ
ﾒｲ
ﾄ
ﾞ電

動
車

椅

子
 

 
 

C
P
,痙

直
ｱ
ﾃ
ﾄｰ
ｾ
ﾞ
ﾀ
ｲﾌ
ﾟ。

自
宅

内
取

り
回

し
の

た
め

、
6
輪

電

動
車

椅
子

＋
ﾘﾁ
ｳ
ﾑ
ｲｵ
ﾝ
ﾊﾞ
ｯ
ﾃﾘ
ｰ
必

要
。
走

行
安

定
の

た
め

ﾃｰ
ﾌ
ﾞ

ﾙ
を

装
着

し
て

操
作

を
行

う
た

め
、

ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
が

必
要

。
 

1
 

東
京

都
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
1
3
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ
･

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ式

普
通

型

電
動
車

椅
子

（
6

輪
構
造

・
ﾘ
ﾁ
ｳ
ﾑ
ｲ

ｵ
ﾝ
ﾊ
ﾞｯ
ﾃ
ﾘｰ
）

+座

位
保
持

装
置

 

さ
い

と
う

工
房

製
 

脊
髄

性
進

行
性

筋
萎

縮
症
。

重
度
四

肢
体

幹
麻
痺

。
玄

関
へ

の
出

入
り

の
た

め
6
輪

構
造

で
、
ｺ
ﾝ
ﾊ
ﾟ
ｸ
ﾄ
に

作
製

す
る

た
め

、

ﾘ
ﾁ
ｳ
ﾑ
ｲ
ｵ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｯ
ﾃ
ﾘ
ｰ
が

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
脊

髄
性

進
行

性
筋

萎
縮

症
。
重

度
四

肢
体

幹
麻

痺
。
玄
関
へ

の
出
入

り
の

た
め

6

輪
構

造
で

、
ｺﾝ
ﾊ
ﾟ
ｸ
ﾄ
に

作
製

す
る

た
め

、
ﾘﾁ
ｳ
ﾑ
ｲ
ｵ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｯ
ﾃ
ﾘ
ｰ
が

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
1
4
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
テ

ィ
ル

ト

式
普
通

型
 
 

手
動
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン
グ

機
構

付
 

骨
盤
サ

ポ
ー

ト

付
 

イ
マ

セ
ン

 
 

E
M
C
-2

5
0 

座
位

保
持

姿
勢

の
安

定
の

た
め

 
1
 

北
海
道
札

幌

市
 

1
1
5
 
成

人
 
簡

易
型

電
動

車
椅

子
 
テ

ィ
ル

ト
式

手

押
し
型

 
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
ア

テ
ト
ー

ゼ
を
混

合
す

る
痙
直

型
四

肢
麻

痺
に

よ
り

、
歩

行
が

困
難
な

こ
と
か

ら
普

通
型
車

椅
子

を
使

用
し

て
い

る
が

、
、

筋
緊
張

の
亢
進

と
手

指
の
拘

縮
か

ら
自

走
が

困
難

と
な

っ
た

。
テ
ィ

ル
ト
操

作
は

手
動
、

移
動

手
段

は
電

動
、

搬
送

時
に

は
介
助

に
よ
る

手
押

し
が
可

能
な

こ
と

に
よ

り
、

作
業

場
で

の
使
用

が
可
能

で
あ

る
こ
と

か
ら

申
請

に
至

る
。

 

1
 

滋
賀

県
 

1
1
6
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
テ

ィ
ル

ト
式

普

通
型
 

拡
張

対
応

型
ｺﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰﾗ

ｰ
 

ﾓ
ｼ
ﾞ
ｭｰ

ﾙ入
力

ﾃﾞ
ｽ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
 

プ
ロ

ポ
ー

シ
ョ

ナ

ル
・

チ
ン

･
ｺﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾗｰ

ｱ
ｸ
ﾁ
ｭｴ

ｰ
ﾀｰ

ﾓ
ｼﾞ
ｭ
ｰ
ﾙ 

電
動

車
椅

子
は

ク
ッ

キ
ー
パ

ル
ス
６

。
障

害
状
況

か
ら

特
例

の
ﾁ
ﾝ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛ
ｰ
ﾙ
し

か
使

用
出

来
な

い
。

 
1
 

愛
知
県
西

三

河
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
1
7
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
テ

ィ
ル

ト

式
 

普
通
型

 

イ
マ

セ
ン

 

頸
髄

損
傷

の
方

。
四

肢
機
能

障
が
い

→
1
級
 

C
5
/
6
以

下
の

完
全

麻
痺

、
異

所
性

化
骨

な
ど

も
あ

り
、
体

幹
、

下
肢

の
屈

曲
は

難
し

く
伸
展

位
で
拘

縮
を

き
た
し

て
い

る
が

こ
れ

ま
で

臀
部

を
浮

か
し
た

状
態
で

座
位

を
と
り

、
電

動
車

椅
子

の
操

作
を

お
こ

な
っ
て

き
た
と

の
こ

と
。
起

立
性

低
血

圧
も

比
較

的
頻

発
し

て
い
る

こ
と
か

ら
電

動
テ
ィ

ル
ト

式
電

動
車

椅
子

が
必

要
で

あ
る
。

異
所
性

化
骨

が
腰
、

膝
に

で
き

て
固

ま
っ

て
し

ま
っ

て
い
る

点
で
座

位
姿

勢
が
と

れ
な

い
た

め
改

造
が

必
要

と
な

り
特
例

補
装
具

の
扱

い
と
な

る
。
 

1
 

大
阪

府
 

1
1
8
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
テ

ィ
ル

ト

式
普
通

型
（

外
国

製
）
 

イ
ン

バ
ー

ケ
ア

・
フ

ォ
ー

ミ
ュ

ラ
ー

・
テ

ィ
ル

ト
Ｔ

Ｏ
Ｒ

Q
U
E
 

Ｓ
Ｅ
 
 

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

に
よ
る

四
肢
機

能
障

害
。
体

重
が

１
２

５
㎏

ま
で

増
加

し
、

児
童
で

作
製
し

た
電

動
車
椅

子
が

不
適

合
に

な
り

、
外

出
も

困
難
に

な
っ
た

。
社

会
参
加

と
通

院
の

た
め

。
 

1
 

埼
玉

県
 

1
1
9
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
テ

ィ
ル

ト

式
普
通

型
 

ア
ー
ム

レ
ス

ト

高
さ
調

整
 

㈱
今

仙
技

術
研

究
所

Ｅ
Ｍ

Ｃ
－

２
５

０
 

上
肢

の
筋

力
低

下
に

よ
り
、

操
作
時

の
上

肢
を
自

力
で

保
持

で
き

な
い

た
め

、
ア

ー
ム
レ

ス
ト
で

支
え

て
操
作

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
本

人
の

操
作
し

や
す
い

高
さ

は
、
標

準
よ

り
も

高
い

た
め

、
特

例
で

の
作
成

が
必
要

な
た

め
。
 

1
 

熊
本

県
 

1
2
0 

成
人

 
ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ式

簡
易

型
電

動

車
椅
子

ﾌﾚ
ｰ
ﾑ付

座
保
 

ク
ッ
シ

ョ
ン
（

特

殊
な
空
気

室
構

造
）
、
ク

ラ
ン

プ

 
 

外
傷

性
頸

髄
損

傷
に

よ
る
四

肢
麻
痺

。
障

害
状
況

に
よ

り
座

位
姿

勢
保

持
の

た
め

に
は
座

位
保
持

装
置

が
必
要

。
感

覚
障

害
重

度
で

臀
部

に
じ

ょ
く
そ

う
形
成

あ
る

た
め
骨

盤
大

腿
部

に
は

ﾛ
ﾎ
ｸ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾝ
が

必
要

と
判
断

さ
れ
た

。
ま

た
、
肩
幅
に

あ
わ

せ
ｸ
ﾗ
ﾝ
ﾌ
ﾟ
で

ﾊ
ﾟ
ｲ
ﾌ
ﾟ
幅

を
拡

げ
る

特
殊

な
加

工
に

つ
い

て
も

ﾃ
ｨ

ﾙ
ﾄ
時

に
腕

が
落

ち
て

し
ま

う
こ

と
を

防
ぐ

た
め

必
要

で
あ

る
。
 

1
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

1
2
1
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
車

椅
子

電

動
テ
ィ

ル
ト

式

普
通
型

 

（
特
殊

コ
ン

ト

E
M
C
-2

5
0 

（
電

動
テ

ィ
ル

ト

付
）
 

I
M
A
SE

N 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
両

上
下
肢

痙
性
麻

痺
、

失
調
等

あ
り

。
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ボ

ッ
ク

ス
の
電

源
ス
イ

ッ
チ

位
置
変

更
に

よ
り

ス
イ

ッ
チ

操
作

が
容

易
と
な

り
、
電

動
車

椅
子
を

使
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

1
 

熊
本
県
熊

本

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

ロ
ー
ル
ボ

ッ
ク

ス
）
 

1
2
2
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾃ
ｨ
ﾙﾄ
式

普

通
型
電

動
車

椅

子
 

（
足

ｺ
ﾝ、

ﾌ
ﾚｰ
ﾑ

改
造
）

+座
位
保

持
装
置

 

基
準

内
 

脳
性

麻
痺

、
ｱﾃ
ﾄ
ｰ
ｾﾞ
ﾀ
ｲﾌ
ﾟ。

全
身

の
筋

緊
張

・
不

随
意

運
動

が
強

く
、

足
操

作
な

の
で
、

姿
勢
が

わ
ず

か
に
ず

れ
る

だ
け

で
操

作
困

難
と

な
る

た
め
、

座
位
保

持
装

置
の
位

置
が

ず
れ

な
い

よ
う

に
金

具
で

の
固
定

が
必
要

。
背

は
高
さ

延
長

・
座

幅
拡

張
・

背
角

度
調

整
の
た

め
、

ﾌ
ﾚ
ｰ
ﾑ
作

製
が
、

座
面

は
金

具
取

り
付

け
が

必
要

と
認
め

ら
れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
2
3
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
テ

ィ
ル

ト

機
構
を

 備
え
た

電
動
リ

フ
ト

式
 

普
通
型

電
動

車

椅
子
 

株
式
会
社

 
今
仙

技

術
 研

究
所

の
Ｅ

Ｍ

Ｃ
－

2
5
0 

Ｌ
型
（

6k
m
/h
）
に

電

動
 テ

ィ
ル

ト
機

構

を
装

備
 

先
天
性
の

四
肢

欠
損
の

1
9
歳

女
性
に

対
し
、
移
動
手
段

と
し

て
の
電
動

車
椅

子
に
大

学
で

 
の

就
学
（
講

義
の
聴

講
等

）
に

適
応

す
る

た
め

の
電

動
リ
フ

ト
機
能

が
必

要
で
あ

り
、

か
 

つ
、

背
骨

の
変

形
の

た
め
に

長
時
間

同
じ

姿
勢
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
ず

電
動

テ
ィ

ル
ト

 
機

構
が

必
要

で
あ

っ
た

た

め
交

付
。

 

1
 

大
阪
府
大

阪

市
 

1
2
4 

成
人

 
電

動
車
椅

子
電

動
テ

ィ
ル
ト
式

普
通

型
 

延
長
バ

ッ
ク

サ

ポ
ー
ト

パ
イ

プ

改
造
、
フ

ッ
ト

サ

ポ
ー
ト

パ
イ

プ

改
造
、
シ

ー
ト

フ

レ
ー
ム

改
造

 

 
 

脳
性

麻
痺

。
施

設
入

所
中
。

適
切
な

走
行

、
テ
ィ

ル
ト

機
構

の
利

用
の

た
め

。
 

1
 

埼
玉

県
 

1
2
5
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
テ

ィ
ル

ト

式
普
通

型
（

部
位

の
一
部

）
 

電
動

エ
レ

ベ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
切

換
ス

イ
ッ

チ
、

ふ
く

ら
は

ぎ
サ

ポ
ー

ト
・

ペ
ル

モ
ビ

ー
ル
 

座
位

保
持

が
困

難
で

あ
る
と

と
も
に

、
足

部
の
む

く
み

や
褥

瘡
の

緩
和

の
た

め
に

徐
圧
が

必
要
で

あ
る

。
 

1
 

神
奈

川
県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
2
6
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾃ
ｨ
ﾙﾄ
式

普

通
型
電

動
車

椅

子
＋
座

幅
拡

張

＋
ﾌ
ｯﾄ

ﾌ
ﾟﾚ

ｰ
ﾄ補

強
 

基
準

内
 

C
P
。
体

型
よ

り
座

幅
拡

張
改

造
必

要
。
筋

緊
張

が
強

い
た

め
、

ﾌ
ｯ
ﾄ
ﾌﾟ
ﾚ
ｰﾄ
補

強
は

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
2
7
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

呼
気
ス

イ
ッ

チ
・
手
動

ス
イ

ン

グ
チ
ン

コ
ン

ト

ロ
ー
ル

、
電

動
テ

ィ
ル
ト

式
普

通

型
 

―
 

脳
性

マ
ヒ

の
方

。
両

上
下
肢

機
能
の

著
し

い
障
が

い
→

1
級
 

本
人

は
現

在
ピ

ア
カ

ウ
ン
セ

ラ
ー
と

し
て

従
事
。

朝
か

ら
就

寝
時

ま
で

電
動

車
椅

子
を
使

用
。
ヘ

ル
パ

ー
さ
ん

か
ら

離
れ

て
午

後
4
～

6
時

ひ
と

り
で
買

い
物
へ

行
く

こ
と
が

あ
る
。
身

体
面

は
全

介
助

で
長

時
間
使

用
す
る

た
め

呼
気
ス

イ
ッ

チ
・

手
動

ス
イ

ン
グ

チ
ン

コ
ン
ト

ロ
ー
ル

、
電

動
テ
ィ

ル
ト

式
普

通
型

の
申

請
に

至
る

。
 

1
 

大
阪

府
 

1
2
8
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

テ
ィ
ル

ト
式

普

通
型
 

（
6
輪
）

 

T
D
X
-S

I 

[
イ
ン

バ
ケ
ア
社

]
 

頸
椎

損
傷

に
よ

る
四

肢
麻
痺

・
体
幹

機
能

障
害
の

方
。

現
在

使
用

中
の

電
動

車
椅

子
で
は

家
屋
内

で
の

方
向
転

換
に

苦
慮

し
て

お
り

、
回

転
半

径
の
短

い
小
回

り
の

利
く

6
輪
の

電
動

車
椅

子
を

支
給

希
望

。
 

1
 

兵
庫

県
 

1
2
9
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
簡

易
型

A 

Y
A
M
AH

A 

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
 

バ
ッ

テ
リ

ー
 

ニ
ッ

ケ
ル

水
素

電
池

が
毎
日

不
足
し

、
身

体
機
能

か
ら

移
動

中
の

電
池

交
換

が
不

可
能
な

た
め
 

1
 

京
都

府
 

1
3
0
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
簡

易
型

 

体
幹

パ
ッ

ト
 

T
H
E
RA

F
IN
 

3
1
4
9-

A 

多
発

性
硬

化
症

に
よ

る
四
肢

痙
性
麻

痺
 

体
幹

不
安

定
に

よ
り

座
位
保

持
装
置

の
完

成
用
部

品
が

必
要

と
す

る
た

め
。

 

1
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

1
3
1
 
成

人
 
電

動
車

い
す

 
簡

易
型

切
替

式
 

バ
ッ
ク

ミ
ラ

ー
 

有
限

会
社

 
ナ

ッ
ク

ス
 

通
学

の
た

め
に

移
動

手
段
と

し
て
電

動
車

椅
子
簡

易
型

切
替

式
を

希
望

。
本

人
は

頸
椎
の

回
旋
が

ほ
と

ん
ど
で

き
ず

、
後

ろ
を

振
り

向
く

こ
と

が
で
き

な
い
。

走
行

に
あ
た

り
、

安
全

面
を

考
慮

し
、

ミ
ラ

ー
が
必

要
で
あ

る
。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
3
2
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

簡
易
型

 
手

動

リ
ク
ラ

イ
ニ

ン

グ
式
（
座

位
保

持

装
置
機

能
付

き
）

ジ
ョ

イ
ユ

ニ
ッ

ト

X
・

ヤ
マ

ハ
 

脊
髄

空
洞

症
に

よ
る

両
下
肢

著
障
、

右
肘

関
節
機

能
全

廃
。

座
位

保
持

機
能

を
付

加
す
る

こ
と
に

よ
り

、
自
力

で
の

操
作

が
可

能
と

な
る

。
 

1
 

北
海

道
 

1
3
3
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

簡
易
型

切
替

式
 

手
押
し

型
リ

ク

ラ
イ
ニ

ン
グ

 

カ
ワ

ム
ラ

サ
イ

ク
ル

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

の
方
。
体
幹

機
能
障

が
い
（
2
級

）
、
両

上
肢

軽
度

機
能

障
が

い
（
6
級
）
→

2
級
 

頭
頸

部
の

持
続

的
な

正
中
位

保
持
が

困
難

に
な
っ

て
き

た
た

め
。

屋
内

外
で

車
椅

子
を
利

用
す
る

。
身

体
状
況

的
に

、
車

椅
子

（
普

通
型

）
の

自
走
は

困
難
で

あ
り

、
片
手

駆
動

の
車

椅
子

で
は

心
疾

患
に

負
担
が

大
き
く

電
動

車
椅
子

の
使

用
が

必
要

で
あ

る
。

電
動

車
椅
子

が
あ
れ

ば
、

自
身
で

自
宅

内
の

移
動

、
通

院
に

行
く

こ
と
、

買
い
物

な
ど

が
可
能

と
な

り
、

活
動

範
囲

の
拡

大
が

図
れ
る

と
思
わ

れ
た

た
め
。
 

1
 

大
阪

府
 

1
3
4
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

簡
易
型

（
ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ

ﾝ
ｸ
ﾞ
式

手
押

し
型

6
輪
）
 

電
動
ユ

ニ
ッ

ト
・
介
助

用
操

作

部
付
 

ジ
ョ

イ
ユ

ニ
ッ

ト
Ⅹ

Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ

Ｈ
Ａ

 

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
。
体

調
悪
化

に
よ

り
筋
緊

張
亢

進
し

，

座
位

保
持

困
難

。
両

上
肢

の
実

用
性

低
く

，
AD
L
等

要
介

助
の

状
態

。
自

力
で

の
姿

勢
修
正

困
難
で

あ
り

，
ま
た

腹
部

痙
性

強
く

，
下

肢
伸

展
位

に
て
痙

性
が
誘

発
さ

れ
る
。
 

A
L
S
家

族
の

会
へ

の
積

極
的

参
加

が
あ

り
，
外
出
の

機
会

が
多

い
こ

と
か

ら
，

外
出

先
で

自
己
対
応

が
可

能
な
，

電
動

ユ
ニ

ッ
ト
（

介
助

操
作

付
）
機

能
及

び
電

動
ﾘｸ
ﾗ
ｲ
ﾆﾝ
ｸ
ﾞ機

能
（

ﾌ
ｯﾄ

ｴ
ﾚ
ﾍ
ﾞｰ
ﾃ
ｨﾝ
ｸ
ﾞ機

能
連

動
型

）
電

動
車

椅
子

の
申

請
に

至
る

。

1
 

広
島

県
 

1
3
5
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
簡

易
型
（

リ
ク

ラ

イ
ニ
ン

グ
式

）
 

ヤ
マ

ハ
 

タ
ウ

ニ
ィ

ジ
ョ

イ
エ

ッ
ク

ス
 

当
県

で
は

、
手

押
し

型
車
椅

子
（
リ

ク
ラ

イ
ニ
ン

グ
式

等
も

含
む

）
に

電
動

ユ
ニ

ッ
ト
を

付
加
す

る
際

は
、
基

準
に

外
れ

る
た

め
、

「
特

例
補

装
具
」

と
し
て

扱
っ

て
い
る

。
特

に
高

機
能

、
高

額
と

い
う

理
由
で

は
な
い

。
 

3
 

福
岡

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
3
6
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

簡
易
型
（

電
動

リ

ク
ラ
イ

ニ
ン

グ

式
）
 

ヤ
マ

ハ
 

タ
ウ

ニ
ィ

ジ
ョ

イ
エ

ッ
ク

ス
 

当
県

で
は

、
手

押
し

型
車
椅

子
（
リ

ク
ラ

イ
ニ
ン

グ
式

等
も

含
む

）
に

電
動

ユ
ニ

ッ
ト
を

付
加
す

る
際

は
、
基

準
に

外
れ

る
た

め
、

「
特

例
補

装
具
」

と
し
て

扱
っ

て
い
る

。
特

に
高

機
能

、
高

額
と

い
う

理
由
で

は
な
い

。
 

2
 

福
岡

県
 

1
3
7
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

簡
易
型

切
替

式

電
動
車

椅
子

（
ﾘ

ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆﾝ

ｸ
ﾞ・

ﾃｨ
ﾙ
ﾄ

式
、
６

輪
構

造
、

H
M
C
ﾐ
ﾆ
ｼﾞ

ｮ
ｲｽ
ﾃ
ｨ

ｯ
ｸ
）

 

H
M
C
製

ﾐﾆ
ｼ
ﾞｮ
ｲ
ｽ
ﾃ
ｨｯ

ｸ
、

本
体

は
基

準
内

 

 
筋

ｼ
ﾞ
ｽ
ﾄ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ｰ
。
手

指
機

能
が

低
下

し
た

た
め

、
円

盤
型

ｼ
ﾞ
ｮ

ｲ
ｽ
ﾃ
ｨｯ

ｸか
ら

H
M
C
製

ﾐﾆ
ｼ
ﾞｮ
ｲ
ｽ
ﾃ
ｨｯ

ｸへ
の

変
更

希
望

し
、
認

め

ら
れ

た
。

 

1
 

東
京

都
 

1
3
8
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

簡
易
型

電
動

車

椅
子
 

 
 

 

リ
チ
ウ

ム
イ

オ

ン
バ
ッ

テ
リ

ー
 

電
動

ユ
ニ

ッ
ト

は
ヤ

マ
ハ

J
WX
-
1 

稼
働

で
長

距
離

移
動

を
行

う
た

め
 

1
 

北
海
道
札

幌

市
 

1
3
9
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
車

椅
子

普

通
型
 

（
6
.0
k
m/
h）

 

座
面
高

さ
変

更
 

E
M
C
-2

5
0 

I
M
A
SE

N 

リ
ウ

マ
チ

に
よ

り
両

上
下
肢

の
筋
力

低
下

、
関
節

不
安

定
性

等
が

認
め

ら
れ

る
。

起
立
困

難
な
た

め
電

動
車
椅

子
の

座
面

の
高

さ
を

変
更

す
る

こ
と
が

必
要
。
 

1
 

熊
本
県
熊

本

市
 

1
4
0
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

普
通
型

電
動

車

椅
子
+
座

幅
拡

張

改
造
 

基
準

内
 

本
人

腰
幅

が
4
0
c
m
で

座
面

が
合

わ
な

い
た

め
、
座

幅
拡

張
改

造
は

必
要

。
 

1
 

東
京

都
 

1
4
1
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

普
通
型

電
動

車

椅
子
(
座

幅
・

座

奥
行
拡

張
、
座

面

高
さ
上
げ

)
改
造

+
ｱ
ｰ
ﾑｻ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ改

造

基
準

内
 

外
傷

に
よ

る
下

肢
機

能
障
害

、
狭
心

症
、

左
手
痺

れ
・

五
十

肩
、

腰
以

下
の

感
覚

脱
出
、

筋
力
低

下
。

身
体
寸

法
よ

り
、

座
幅

･
座

奥
行

き
・
座

奥
行

き
に

伴
う

ｱ
ｰ
ﾑ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ
延

長
改

造
は

必
要

。
移

乗
自

立
の

た
め
、

座
面
高

さ
上

げ
改
造

は
必

要
と

認
め

ら
れ

た
。

 

1
 

東
京

都
 

1
4
2
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
普

通
型

電
動

車

椅
子
＋

ク
ワ

ド
基

準
内

 
職

業
上

、
単

独
で

机
に

つ
い

て
仕

事
を

す
る

た
め

ｸ
ﾜﾄ
ﾞ
ﾘ
ﾝ
ｸは

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

2
 

東
京

都
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

リ
ン
ク
 

1
4
3
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

普
通
型

電
動

車

椅
子
 

+
座

幅
拡

張
、

 

基
準

内
 

先
天

性
奇

形
。

身
長

1
0
0
c
m
、

体
重

6
3
k
g
。

右
上

肢
の

み
が

実
用

可
能

。
障

害
状

況
及
び

身
体
寸

法
よ

り
普
通

型
電

動
車

椅
子

の
座

幅
改

造
は

必
要
と

認
め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
4
4
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

普
通
型

電
動

車

椅
子
＋

改
造
（

座

幅
・

ｱ
ｰ
ﾑｻ

ﾎ
ﾟｰ
ﾄ
）

基
準

内
 

C
P
,痙

直
ｱ
ﾃ
ﾄｰ
ｾ
ﾞ
ﾀ
ｲﾌ
ﾟ。

筋
緊

張
が

強
く

走
行

安
定

の
た

め
、

補
強

を
含

ん
だ

ｱ
ｰ
ﾑ
ﾚ
ｽ
ﾄ
改

造
必

要
。

身
体

寸
法

よ
り

、
座

幅

拡
張

改
造

必
要

と
認

め
ら
れ

た
。
 

1
 

東
京

都
 

1
4
5
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
６

輪
型

電
動

車

椅
子
 

６
輪

型
電

動
車

椅
子

N
E
O
-P

R 

ニ
ッ

シ
ン

 

脳
出

血
に

よ
る

四
肢

麻
痺
１

級
。
屋

内
で

の
取
り

回
し

の
た

め
に

６
輪

型
電

動
車

椅
子

が
必

要
。

ｺ
ﾝﾄ
ﾛ
ｰ
ﾗ
ｰが

ｷｯ
ﾁ
ﾝｶ
ｳ
ﾝ
ﾀ
ｰ

の
下

枠
に

当
た

っ
て

し
ま
う

た
め
、

低
い

位
置
に

付
け

替
え

が
必

要
。

車
い

す
本

体
を
加

工
す
る

必
要

が
あ
り

、
介

護
保

険
レ

ン
タ

ル
で

は
対

応
で
き

な
い
た

め
、

本
人
の

自
立

し
た

生
活

の
た

め
に

６
輪

型
電
動

車
椅
子

の
交

付
が
必

要
。
 

1
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

1
4
6
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
普

通
型

 
6
輪

 
N
E
O
-P

R
6 

日
進

医
療

器
 

特
発

性
仮

性
腸

閉
塞

、
慢
性

偽
性
腸

閉
塞

の
方
。

小
腸

・
直

腸
機

能
障

が
い

→
1
級

 

分
割

し
て

持
ち

運
び

が
可
能

な
構
造

（
体

調
の
良

い
時

に
、

自
分

で
通

院
す

る
こ

と
が
可

能
。
体

調
の

悪
い
時

に
、

家
の

車
に

分
割

し
て

載
せ

る
こ
と

が
可
能

）
 

6
輪

→
重

量
の

あ
る

医
療

物
品
を
搭

載
し

て
も
転

倒
し
な
い
。

標
準

の
簡

易
電

動
車

椅
子
よ

り
フ
レ

ー
ム

が
強
い

の
で

、
必

要
な

医
療

物
品

の
搭

載
が
可

能
。
 

1
 

大
阪

府
 

1
4
7
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

セ
ニ
ア

カ
ー

 
 

リ
チ
ウ

ム
イ

オ

ン
バ
ッ

テ
リ

ー
 

ウ
エ

ル
フ

ァ
ン

 
 

ス
マ

ー
ト

モ
ビ

ー
 

格
納

場
所

が
狭

い
た

め
一
般

の
電
動

車
椅

子
が
収

納
困

難
な

た
め

交
付

 
1
 

北
海
道
札

幌

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
4
8
 
成

人
 
電

動
車

い
す

 

電
動
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン
グ

式
普

通

型
 

株
式

会
社

 
ケ

イ
ア

イ
 

右
上

肢
が

肘
か

ら
外

側
に
曲

が
っ
て

お
り

、
右
上

肢
が

膝
か

ら
外

側
に

曲
が

っ
て

い
る
状

態
。
左

上
肢

は
股
関

節
や

膝
関

節
の

可
動

域
制

限
が

あ
り
、

伸
び
た

状
態

で
あ
る

。
体

幹
は

右
側

を
頂

点
と

し
た

側
彎
が

見
ら
れ

、
座

位
保
持

を
と

る
こ

と
が

困
難

で
あ

り
、

１
３
０

度
リ
ク

ラ
イ

ニ
ン
グ

し
た

状
態

で
車

い
す

に
乗

車
し

て
い
る

た
め
、

通
常

の
電
動

車
い

す
電

動
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

式
普
通

型
の
改

造
が

必
要
で

あ
る

。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
 

1
4
9
 
成

人
 
電

動
車

い
す

 

電
動
車

椅
子

電

動
リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ
式

普
通

型
 

株
式

会
社

 
ケ

イ
ア

イ
 

本
人

の
身

体
状

況
、

変
形
を

考
え
る

と
、

通
常
の

車
椅

子
で

の
座

位
姿

勢
を

と
る

こ
と
は

で
き
な

い
。

本
人
の

移
動

手
段

の
確

保
の

た
め

に
も

電
動
車

椅
子
電

動
リ

ク
ラ
イ

ニ
ン

グ
式

普
通

型
の

各
部

分
を

改
造
し

た
車
椅

子
が

必
要
で

あ
る

。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
 

1
5
0
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ

式
普
通

型
電

動

車
椅
子

 

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞｹ

ｱ 
ﾄ
ﾙｸ

S
P 

 

ﾌ
ｫ
ｰ
ﾐｭ

ﾗｰ
C
G 

頚
髄

損
傷

、
不

全
四

肢
麻

痺
、
体

重
1
0
5
k
g
、
膀

胱
ろ

う
管

理

の
た

め
ﾘｸ

ﾗ
ｲﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ角

度
1
7
0
度

必
要

。耐
荷

重
及

び
ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ

角
度

よ
り

、
申

請
機

種
が

認
め
ら
れ

た
。
 

1
 

東
京

都
 

1
5
1
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン
グ

式
普

通

型
 

座
位
保

持
装

置

付
き
 

 
 

体
幹

筋
の

麻
痺

が
著

し
く
座

位
保
持

不
能

な
状
態

に
あ

っ

て
、

Ａ
Ｄ

Ｌ
動

作
向

上
の
た

め
に
は

座
位

安
定
が

不
可

欠
な

た
め

、
座

位
保

持
装

置
を
付

加
す
る

。
 

1
 

熊
本

県
 

1
5
2
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ

式
普
通

型
電

動

車
椅
子

（
改

造
）

基
準

内
 

頚
髄

損
傷

に
よ

る
四

肢
麻

痺
、

心
不

全
、

ﾊ
ﾞ
ｾ
ﾄ
ﾞ
ｳ
病

。
歩

行

困
難

。
単

身
在

宅
。
A
D
L
全
介

助
。
本
人
の

体
格

(
腰
幅

45
c
m
、

大
腿

長
4
8
c
m
、

下
腿

長
4
8
c
m
)
よ

り
、
電
動

ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
式

普

通
型

電
動

車
椅

子
の

座
奥
座

幅
拡
張

改
造

は
必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
5
3
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ

式
普
通

型
車

椅

子
（

ｸ
ﾜ
ﾄﾞ

ﾘ
ﾝｸ
）

基
準

内
 

職
業

上
単

独
で

机
に

付
き

仕
事

を
す

る
た

め
、
特

例
ｸﾜ
ﾄ
ﾞ
ﾘﾝ
ｸ

追
加

は
必

要
。

 
1
 

東
京

都
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
5
4
 
成

人
 
電

動
車

車
椅

子
 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ

式
普
通

型
６

輪

型
 

 
 

デ
ュ

シ
ャ

ン
ヌ

型
筋

ジ
ス
：

電
動
車

椅
子

を
屋
内

・
屋

外
に

お
い

て
使

用
中

。
屋

内
で
は

狭
い
箇

所
を

自
走
す

る
の

で
小

回
り

の
効

く
６

輪
車

が
必
要

と
な
っ

た
。
 

1
 

岡
山
県
岡

山

市
 

1
5
5
 
成

人
 
電

動
車

車
椅

子
 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ

式
普
通
型

 
透
明

な
テ
ー

ブ
ル

 

 
 

デ
ュ

シ
ャ

ン
ヌ

型
筋

ジ
ス
：

頭
部
・

体
幹

の
保
持

困
難

に
て

頭
部

を
固

定
す

る
必

要
が
あ

り
、
走

行
時

に
足
元

（
電

動
車

椅
子

先
端

）
を

確
認

し
て
安

全
に
操

作
す

る
た
め

に
テ

ー
ブ

ル
を

透
明

な
材

質
と

し
た
。
 

1
 

岡
山
県
岡

山

市
 

1
5
6
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ

式
電
動

車
椅

子
+

足
台

ﾌ
ﾚ
ｰﾑ
短

縮

改
造
＋

座
位

保

持
装
置
（

平
面

形

状
型
）

 

基
準

内
 

下
腿

長
が

3
3c

m
で

ﾚｯ
ｸ
ﾞｻ

ﾎﾟ
ｰ
ﾄ
約

1
0
c
m
短

縮
が

必
要

と
認

め

ら
れ

た
。

 
1
 

東
京

都
 

1
5
7
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
リ

フ
ト

電

動
テ
ィ

ル
ト

式

普
通
型

 

フ
ォ

ー
ミ

ュ
ラ

ー
・

イ
ン

バ
ケ

ア
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
痙

直
型
四

肢
麻
痺

。
電

動
リ
フ

ト
は

、
介

助
な

し
の

日
常

生
活

に
お
け

る
買
い

物
等

で
自
ら

高
所

の
物

を
取

っ
た

り
、

エ
レ

ベ
ー
タ

ー
等
の

ボ
タ

ン
操
作

を
一

人
で

可
能

に
す

る
目

的
。

電
動
テ

ィ
ル
ト

は
、

褥
瘡
予

防
目

的
。

1
 

三
重

県
 

1
5
8
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動

ﾃ
ｨ
ﾙﾄ
・

ﾘﾌ
ﾄ

式
普
通

型
電

動

車
椅
子

＋
座

位

保
持
装

置
 

基
準

内
 

 
骨

形
成

不
全

症
。

脊
柱

の
変
形
が

強
く

座
位
保

持
装

置
を

搭
載

し
姿

勢
変

換
が

困
難
な

た
め
、

電
動

ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ
式

が
必

要
。

本
人

座
高

が
4
7
c
m
で

、
職

場
内

で
高

い
と

こ
ろ

や
書

庫
の

も

の
を
取
る

た
め

に
電
動

ﾘ
ﾌ
ﾄ
式

が
必
要

な
た

め
、
電

動
ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ
・

ﾘ
ﾌ
ﾄ
式

は
必

要
と

認
め

ら
れ

た
。

 

1
 

東
京

都
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
5
9
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

座
位
保

持
装

置
 

構
造
フ

レ
ー

ム
：
電

動
リ

フ

ト
・
テ
ィ

ル
ト

式

普
通
型

 

Ｃ
３

０
０

 
Ｐ

Ｓ
 

ペ
ル

モ
ビ

ー
ル

 

先
天

性
ミ

オ
パ

チ
ー

に
よ
る

四
肢
体

幹
機

能
障
害

。
姿

勢
保

持
能

力
は

未
頸

定
。

弛
緩
性

麻
痺
。

現
在

呼
吸
器

機
能

障
害

の
フ

ォ
ロ

ー
の

た
め

病
院
入

院
中
。

治
療

が
終
わ

り
在

宅
復

帰
す

る
に

あ
た

り
，

現
在
の

車
椅
子

が
現

在
の
身

体
に

合
っ

て
い

な
い

と
主

治
医

が
判
断

し
た
。

現
在

使
用
し

て
い

る
車

椅
子

は
電

動
リ

ク
ラ

イ
ニ
ン

グ
・
テ

ィ
ル

ト
式
普

通
型

電
動

車
椅

子
。

今
回

必
要

と
す
る

の
は
座

位
保

持
装
置

（
構

造
フ

レ
ー

ム
：
電

動
リ

フ
ト
・
テ

ィ
ル
ト

式
普

通
型
電

動
車

椅
子
）
。

座
位

保
持

装
置

部
分

に
つ
い

て
は
，

本
人

の
側
弯

等
の

状
態

に
合

わ
せ

製
作

後
も

３
次
元

で
位
置

を
調

整
す
る

こ
と

を
可

能
と

す
る

特
殊

な
部

品
を
使

用
，
リ

フ
ト

式
は
将

来
的

に
大

学
に

進
学

す
る

こ
と

を
希
望

し
て
お

り
，

大
学
生

活
で

の
食

事
や

授
業

の
た

め
必

要
と
の

こ
と
で

申
請

に
至
る

。
 

病
状

進
行

す
る

疾
患

へ
の
対

応
，
心

肺
機

能
へ
の

負
荷

を
避

け
る

こ
と

等
本

人
の

身
体
機

能
上
，

特
殊

な
座
位

保
持

装
置

及
び

構
造

フ
レ

ー
ム

の
電
動

テ
ィ
ル

ト
式

普
通
型

電
動

車
椅

子
に

つ
い

て
は

必
要

で
あ
る

と
判
断

し
，

支
給
可

と
し

た
。

た
だ

し
，

リ
フ

ト
式

に
つ
い

て
は
大

学
に

合
格
し

て
お

ら
ず

通
学

す
る

予
定

が
な

い
た
め

，
現
時

点
で

は
必
要

性
が

判
断

で
き

な
い

た
め

不
適

当
と
し

た
。
 

1
 

京
都
府
京

都

市
 

1
6
0
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

電
動
リ

フ
ト

式

普
通
型

電
動

車

椅
子
 

Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｔ

Ｙ
 

K
C
3
00
 

キ
シ

・
エ

ン
ジ

ニ
ア

リ
ン

グ
 

筋
原

性
運

動
機

能
障

害
，
て

ん
か
ん

，
精

神
発
達

遅
滞

あ
り

。

歩
行

不
能

。
在

宅
生

活
で

A
D
L
は

か
ろ

う
じ

て
自

立
。

室
内

は
四

つ
這

い
で

移
動

す
る
も
，
身
長
約

1
6
0
㎝

で
体
重
約

1
0
0

㎏
の

た
め

各
関

節
へ

の
負
担

大
き
く
，
電

動
車
椅

子
が

必
要

。

床
上

か
ら

移
乗

す
る

た
め
の

電
動
リ

フ
ト

機
能
も

必
要

。
体

格
と

機
能

に
対

応
で

き
る
の

は
当
該

機
種

の
み
で

あ
る

。
 

1
 

茨
城

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
6
1
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
電

動
ﾘ
ﾌ
ﾄ式

手
押

し
型
車

椅
子

 

電
動

ト
ラ

イ
メ

イ
ト

Ｎ
 

ﾊ
ｰ
ﾗ
ｰﾌ

ｫ
ﾙﾃ

ﾞ
ﾝ･
ｼ
ｭ
ﾊ
ﾞｯ

ﾂ病
、
移

乗
が

自
立

す
る

た
め

、
電

動
ﾘ
ﾌ

ﾄ
機
構

が
、
家
屋

環
境
上

基
準

内
電
動

ﾘ
ﾌ
ﾄ
式

普
通
型

電
動

車

椅
子

で
は

対
応

で
き

な
い
た

め
、
申
請
機

種
が
認

め
ら

れ
た
。

1
 

東
京

都
 

1
6
2
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

介
助
用

操
作

部

を
追
加

し
、
走

行

と
テ
ィ
ル

ト
の

操
作
部
を

分
割

す
る
 

イ
マ

セ
ン

 

上
肢

の
筋

力
低

下
に

よ
り
電

動
車
椅

子
の

走
行
に

つ
い

て
の

操
作

は
困

難
で

危
険

な
状
況

と
な
っ

た
。

し
か
し

、
電

動
テ

ィ
ル

と
の

操
作

は
可

能
で
あ

り
、
頚

部
の

痛
み
を

緩
和

す
る

た
め

に
自

分
で

そ
う

だ
し
姿

勢
を
変

え
る

こ
と
が

必
要

。
 

1
 

富
山

県
 

1
6
3
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

普
通
型

 
 

手
動
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン
グ
・
電
動

テ

ィ
ル
ト

式
 

E
M
C－

2
50
 

イ
マ

セ
ン

 

脳
性

マ
ヒ

の
方

。
四

肢
機
能

障
が
い

→
1
級
 

H
1
7
.1
2
電

動
車

椅
子

（
普

通
型

）
支

給
。

現
在

リ
サ

イ
ク

ル

シ
ョ

ッ
プ

店
員

と
し

て
働

い
て
お
り

、
職

場
や
自

宅
内

で
電

動
車

椅
子

を
使

用
。

側
彎

の
進
行
や

筋
緊

張
が
強

く
な

っ
て

い
る

こ
と

、
頸

部
の

支
持

が
難
し
い

こ
と

、
腰
や

首
に

痛
み

が
あ

る
こ

と
、

嚥
下

も
し

に
く
く
な

っ
て

き
て
い

る
こ

と
よ

り
、

電
動

車
椅

子
（

普
通

型
 
電
動

テ
ィ

ル
ト
・

手
動

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
）

で
の

支
給

が
適
当
で

あ
る

と
考
え

る
。
 

1
 

大
阪

府
 

1
6
4
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
 

 
 
 

電
動

車
椅

子
の

操
作

が
可
能

と
な
る

よ
う

障
害
状

況
に

応
じ

た
操

作
ボ

ッ
ク

ス
や

ス
イ
ッ

チ
、
座

面
、

ア
ー
ム

レ
ス

ト
、

足
台

の
改

造
が

必
要

で
あ
っ

た
た
め

。
 

7
 

岡
山

県
 

1
6
5
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

座
位
保

持
装

置
+

簡
易
型

切
替

式

電
動

車
椅

子
+
ｱ
ｸ

ﾘ
ﾙ
ﾃ
ｰﾌ

ﾞ
ﾙ 

基
準

内
 

姿
勢

安
定

の
た

め
テ

ー
ブ
ル

を
装
着

し
て

電
動
車

椅
子

の
操

作
を

行
い

、
足

元
確

認
の

た
め

に
ｱ
ｸ
ﾘ
ﾙ
ﾃ
ｰ
ﾌ
ﾞ
ﾙ
は

必
要

と
認

め

ら
れ

た
。

 

1
 

東
京

都
 

1
6
6
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 

手
動
リ

ク
ラ

イ

ニ
ン
グ
・
テ
ィ

ル

ト
式
 
ラ

ン
バ

ー
サ
ポ

ー
ト

金

ジ
ョ

イ
ユ

ニ
ッ

ト

X・
ヤ

マ
ハ

 
グ

ラ
ン

ド
フ

リ
ッ

チ
ャ

ー
・

ミ
キ
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
運

動
機
能

障
害
。

脳
出

血
に
よ

る
左

上
下

肢
機

能
全

廃
・

起
立

歩
行
不

能
。
ラ

ン
バ

ー
サ
ポ

ー
ト

に
よ

り
、

自
力

で
の

操
作

が
可
能

と
な
る

。
 

2
 

北
海

道
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 

 
 

称
 

商
品

名
・

 

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目

的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

具
付
き
 

1
6
7
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
ｽ
ﾄ
ﾚ
ｯﾁ
ｬ
ｰ型

電
動

車
椅
子

 
ﾄ
ﾙ
ｸ
S
P（

ｲ
ﾝﾊ
ﾞ
ｹ
ｱ）

 

ｱ
ﾙ
ﾄ
ﾛ
ｸ
ﾞ
ﾘ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ｼ
ｽ
に

よ
る

、
四

肢
可

動
域

制
限

あ
り

。
本

人
が

交
渉
を
行

う
と

き
に

ﾍ
ﾙ
ﾊ
ﾟ
ｰ
が

同
席
困

難
で

あ
る
た

め
、
後

方

部
ｹ
ﾞ
ﾙ
、

右
及

び
左

、
後

方
電

動
開

閉
、

開
閉

式
ﾍ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ｻ
ﾎ
ﾟ
ｰ
ﾄ

は
必

要
。

本
人

の
障

害
状
況

よ
り
、

腹
臥

位
で
の

操
作

を
行

い
、

そ
の

安
定

性
確

保
の
た

め
、
前

回
認

め
ら
れ

た
後

継
機

種
で

あ
る

ｲ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｹ
ｱ
ﾄ
ﾙ
ｸ
S
P
は

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

1
6
8
 
成

人
 
電

動
車

椅
子

 
電

動
ス

タ
ン

ダ

ッ
プ
チ

ェ
ア

 

ア
ク

セ
ス

イ
ン

タ
ー

ナ
チ

ョ
ナ

ル
 

医
学

部
学

生
 

解
剖

学
実

習
の
た
め

立
位

を
と
る

こ
と

が
必

要
 

1
 

富
山

県
 

1
6
9 

成
人

 
電

動
車
椅

子
簡

易
型

切
替
式
の

付
属

品
 

ク
ッ
シ

ョ
ン

の

前
部
延

長
の

改

造
と
、
そ

の
サ

イ

ズ
に
合

わ
せ

た

ク
ッ
シ

ョ
ン

カ

バ
ー
 

ロ
ホ

ｸ
ｯ
ｼｮ
ﾝ（

８
セ

ル

×
９

セ
ル

）
延

長
部

分
は

多
層

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

加
工

。
 

脳
挫

傷
に

よ
る

両
上

肢
機
能

障
害
、

両
下

肢
全
廃

、
高

次
脳

機
能

障
害

あ
り

。
乗

車
姿
勢

が
保
て

ず
、

顔
を
上

げ
ら

れ
な

い
た

め
、
車

椅
子

の
背

座
角

を
変
え

る
こ

と
を
本

人
が

希
望

。

座
奥

行
が

長
く

な
り

、
ク
ッ

シ
ョ
ン

寸
法

を
座
に

合
わ

せ
て

長
く

す
る

必
要

が
あ

る
た
め

。
 

1
 

埼
玉

県
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（
７

）
座

位
保

持
装
置
 

 
 
 
座

位
保

持
装
置

は
半

年
間
で

１
１

８
件

の
特

例
補

装
具

交
付

実
績

で
あ

っ
た

。
う

ち
、
車

載
用
（

カ
ー
シ
ー

ト
）
が
５
１

件
と

４
割
以

上
を
占
め
て
い
た
。
ク
ー

ル
フ

ァ
ン

付
の

座
位
保

持
装

置
や
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

も
件

数
が

多
か

っ
た

。
 

 N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
7
0
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

カ
ー

シ
ー

ト
 

 
 

車
内

で
安

定
し

た
姿

勢
を

保
つ

た
め

。
 

1
0
 

愛
知
県
名

古

屋
市

 

1
7
1
 

児
童

 
座

位
保

持
椅

子
 

カ
ー

シ
ー

ト
 

有
薗

製
作

所
 

脳
性

麻
痺

 

姿
勢

保
持

に
必

要
な

パ
ー

ツ
を
取
り

付
け

る
と
基

準
額

を
超
え

る
た

め
。
 

6
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

1
7
2
 

児
童

 
座

位
保

持
椅

子
 

車
載

用
 

有
園

製
作

所
 

脳
性

麻
痺

で
頚

定
不

全
の

方
。
車
中

で
の

長
時
間

の
安

定
し
た

座
位

が
と

れ
な

い
。

安
定

し
た

座
位
保
持

と
安

全
を
確

保
し

、
通
院

、
通

所
で

使
用

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

1
 

山
口

県
 

1
7
3
 

児
童

 
座

位
保

持
椅

子
 

そ
の
他
 

（
新
リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ
方
式

 
ス

リ

ン
グ
シ
ー

ト
）

 

カ
ー

シ
ー

ト
 

き
さ

く
工

房
 

脳
性

マ
ヒ

等
に

よ
る

四
肢

体
幹
機
能

障
害

，
体
幹

機
能

障
害
。

姿
勢

保
持

能
力

は
未

頸
定

又
は

支
え
座
位

。
痙

性
麻
痺

。
支

援
学
校

へ
通

学
，

肢
体

不
自

由
用

通
園

施
設
へ
通

園
し

て
い
る

。
安

全
な
通

園
・

通
院

等
の

た
め

自
家

用
車

用
・
ス
ク

ー
ル

バ
ス
用

座
位

保
持
椅

子
の

申
請

に
至

る
。

姿
勢

保
持

能
力
が
低

く
，

ま
た
基

準
内

製
品
で

対
応

出
来

な
い

こ
と

か
ら

自
家

用
車
及
び

ス
ク

ー
ル
バ

ス
で

の
安
全

な
通

園
・

通
院

等
に

必
要

と
判

断
し
，
支

給
可

と
し
た

。
 

5
 

京
都
府
京

都

市
 

1
7
4
 

児
童

 
座

位
保

持
椅

子
 

カ
ー

シ
ー

ト
 

き
さ

く
工

房
 

脳
性

麻
痺

 

姿
勢

保
持

に
必

要
な

パ
ー

ツ
を
取
り

付
け

る
と
基

準
額

を
超
え

る
た

め
。
 

5
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

1
7
5
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

車
載
用
座

位
保

持

装
置
 

き
さ

く
工

房
 

脳
性

麻
痺

 

座
位

保
持

装
置

の
車

載
用

で
あ
る
た

め
 

4
 

福
岡
県
北

九

州
市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
7
6 

児
童

 
座

位
保
持

装
置

（
車
載
用

）
 

キ
ャ
ロ
ッ

ト
Ⅲ

 
（

株
）

Ｓ
Ｅ

Ｅ

Ｄ
Ｓ
 

脳
性

麻
痺

。
寝

返
り

は
可

。
座

位
は

不
安

定
だ
が

可
能

。
立
位

・
歩

行
は

不
能

。
座

位
の

安
定

性
が

得
ら

れ
、

良
好
な

姿
勢

で
安
全

に
乗

車
・

移
動

す
る

た
め

に
は

、
現

行
の

補
装

具
費
支

給
基

準
に
よ

り
作

成
す

る
よ

り
、

型
式

・
価

格
に

お
い

て
、

障
害
状

況
に

合
わ
せ

た
作

成
が

可
能

で
あ

る
。

さ
ら

に
成

長
対

応
も

可
能
で

あ
る

。
 

6
 

青
森

県
 

1
7
7
 

児
童

 
座

位
保

持
椅

子
 

カ
ー

シ
ー

ト
 

キ
ャ

ロ
ッ

ト

３
・
S
E
ED
 

脳
性

麻
痺

 

姿
勢

保
持

に
必

要
な

パ
ー

ツ
を
取
り

付
け

る
と
基

準
額

を
超
え

る
た

め
。
 

1
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

1
7
8
 

成
人

 
座

位
保

持
椅

子
 

車
載

用
 

キ
ャ

ロ
ッ

ト

Ⅲ
・

シ
ー

ズ
社

疾
病

に
よ

る
四

肢
体

幹
の

機
能
障
害

自
力

坐
位
保

持
不

能
。
成

人
と

な
る

が
施

設
へ

の
通

所
及

び
病
院
へ

の
通

院
（
遠

方
）

等
自
動

車
で

の
拘

束
が

長
時

間
に

及
ぶ

た
め
障
害

児
に

限
る
補

装
具

で
は
あ

る
が

特
例

と
し

て
適

応
を

認
め

る
。
 

1
 

岐
阜

県
 

1
7
9 

児
童

 

座
位
保
持

装
置

 

（
特
例
附

属
品

の
ベ
ル
ト

・
ク

ッ
シ
ョ
ン

）
 

車
載
用
 

Ｓ
Ｅ

Ｅ
Ｄ

Ｓ
社

キ
ャ

ロ
ッ

ト
３

に
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

の
ベ

ル

ト
・

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

装
着

 

脳
性

麻
痺

に
よ

り
安

定
し

た
座

位
保

持
が

困
難
で

あ
る

。
養
護

学
校

へ
の

通
学

バ
ス

に
お

い
て

、
車

載
用

の
座

位
保
持

装
置

の
背
・

座
・

骨
盤

部
の

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

改
造

し
、

胸
部

に
シ
ー

ト
ベ

ル
ト
を

装
着

す
る

こ
と

で
、

長
時

間
の

安
全

な
移

動
が

可
能
と

な
る

こ
と
か

ら
申

請
に

至
る

。
 

1
 

滋
賀

県
 

1
8
0
 

児
童

 
座

位
保

持
椅

子
 

車
載

用
 

キ
ャ

ロ
ッ

ト
の

付
属

品
（

シ
ョ

ル
ダ

ー
ウ

イ
ン

グ
、

前
座

シ
ョ

ー
ト

）
・

シ
ー

ズ
 

脳
性

運
動

障
害

に
よ

る
四

肢
体
幹
の

著
し

い
障
害

に
よ

り
座
位

保
持

不
可

能
。

成
長

対
応

目
的

。
 

1
 

三
重

県
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
8
1 

児
童

 
座

位
保
持

装
置

（
車
載
用

）
 

ワ
ー
プ

C
S 

（
有

）
で

あ
い

工
房
 

レ
ッ

ト
症

候
群

に
よ

り
、

頸
定

、
腰

定
お

よ
び
座

位
が

不
安
定

。
全

身
の

筋
力

低
下

が
著

明
。

座
位

の
安

定
性

が
得
ら

れ
、

良
好
な

姿
勢

で
安

全
に

乗
車

・
移

動
す

る
た

め
に

は
、

現
行
の

補
装

具
費
支

給
基

準
に

よ
り

作
成

す
る

よ
り

、
型

式
・

価
格

に
お
い

て
、

障
害
状

況
に

合
わ

せ
た

作
成

が
可

能
で

あ
る

。
さ
ら
に

成
長
対

応
も

可
能
で

あ
る
。

4
 

青
森

県
 

1
8
2
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

車
載

用
 

 

で
あ

い
工

房
 

Ｗ
Ａ

Ｒ
Ｐ

 
Ｃ

Ｓ
 
（

立
体

ス

リ
ン

グ
式

）
 

脳
性

麻
痺

に
よ

り
、

体
幹

は
低
緊
張

、
四

肢
は
高

緊
張

で
あ
る

こ
と

か
ら

、
安

定
し

た
座

位
保

持
が
困
難

で
あ

る
。
養

護
学

校
へ
の

通
学

に
お

い
て

、
安

定
し

た
姿

勢
保
持
に

よ
り

、
安
全

な
移

動
が
可

能
と

な
る

こ
と

か
ら

申
請

に
至

る
。
 

1
 

滋
賀

県
 

1
8
3
 

児
童

 
座

位
保

持
い

す
 

座
位
保
持

い
す

（
車
載
用

）
 

不
明
 

上
下

肢
体

幹
機

能
障

害
で

、
独
力
で

の
持

続
的
な

座
位

保
持
，

頸
部

の
保

持
が

困
難

で
あ

り
、

車
で
の
移

動
時

の
安
全

の
た

め
、
各

所
を

固
定

す
る

部
品

付
き

の
座

位
保
持
い

す
を

交
付
 

4
 

福
岡
県
福

岡

市
 

1
8
4 

成
人

 
座

位
保
持

椅
子

(
車

載
用

) 
 
 

ボ
デ

ィ
サ

ポ
ー

ト
BS

C
10

セ
ッ

ト
・

ウ
ェ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

ズ
 

脳
損

傷
に

よ
る

四
肢

体
幹

機
能

障
害

１
種

１
級
。

気
管

切
開
、

経
管

栄
養
し
て

お
り

、
A
D
L
全
介

助
。
外

出
は

私
有
車

使
用

。
車
の

ト
ラ

ン
ク

に
車

椅
子

を
積

み
込

み
、

本
人

は
座

席
に
ク

ッ
シ

ョ
ン
や

枕
等

で
座

位
保

持
を

し
て

座
っ

て
い

た
が

、
緊

張
が
上

が
る

な
ど
す

る
と

姿
勢

が
崩

れ
て

し
ま

う
。

本
製

品
を

使
用

し
た
と

こ
ろ

、
安
定

し
た

座
位

保
持

が
可

能
と

な
る

た
め

、
今

回
の

申
請
と

な
っ

た
。
 

1
 

高
知

県
 

1
8
5
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

ク
ー
ル
フ

ァ
ン

付

き
 

 
 

疾
病

に
伴

う
体

温
調

節
機

能
障
害
が

あ
る

た
め
、

座
位

保
持
装

置
の

ク
ー

ル
フ

ァ
ン

を
搭

載
す

る
こ
と
に

よ
り

、
体
温

上
昇

を
抑
え

、
体

力
消

耗
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る
。
 

1
2
 

熊
本
県
 

1
8
6
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

ク
ー
ル
フ

ァ
ン

付

き
 

ク
ー

ル
フ

ァ
ン

株
式

会
社

 
ア

シ
ス

ト
 

製
作

す
る

座
位

保
持

装
置

の
支
持
部

が
モ

ー
ル
ド

型
で

あ
る
こ

と
や

使
用

者
自

ら
が

体
位

変
換

困
難
で
あ

る
こ

と
、
体

温
調

節
障
害

が
認

め
ら

れ
る

方
に

つ
い

て
、

ク
ー
ル
フ

ァ
ン

を
使
用

す
る

こ
と
で

う
つ

熱
防

止
に

効
果

が
あ

る
と

の
処
方
医

師
の

判
断
に

よ
り

、
ク
ー

ル
フ

ァ
ン

の
支

給
申

請
に

至
る

。
 

9
 

熊
本
県
熊

本

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
8
7
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

ク
ー
ル
フ

ァ
ン

付

き
 

 
 

疾
病

に
伴

う
体

温
調

節
機

能
障
害
が

あ
る

た
め
、

座
位

保
持
装

置
の

ク
ー

ル
フ

ァ
ン

を
搭

載
す

る
こ
と
に

よ
り

、
体
温

上
昇

を
抑
え

、
体

力
消

耗
を

防
ぐ

こ
と

が
で

き
る
。
 

8
 

熊
本

県
 

1
8
8
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

ク
ー
ル
フ

ァ
ン

付

き
 

ク
ー

ル
フ

ァ
ン

株
式

会
社

 
ア

シ
ス

ト
 

製
作

す
る

座
位

保
持

装
置

の
支
持
部

が
モ

ー
ル
ド

型
で

あ
る
こ

と
や

使
用

者
自

ら
が

体
位

変
換

困
難
で
あ

る
こ

と
、
体

温
調

節
障
害

が
認

め
ら

れ
る

方
に

つ
い

て
、

ク
ー
ル
フ

ァ
ン

を
使
用

す
る

こ
と
で

う
つ

熱
防

止
に

効
果

が
あ

る
と

の
処
方
医

師
の

判
断
に

よ
り

、
ク
ー

ル
フ

ァ
ン

の
支

給
申

請
に

至
る

。
 

3
 

熊
本
県
熊

本

市
 

1
8
9
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

ク
ッ
シ
ョ

ン
チ

ェ

ア
 

（
株

）
無

限
工

房
 

先
天

性
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル
ス
感

染
症

に
よ
る

四
肢

体
幹
麻

痺
。

痙
性

、
過

緊
張

、
筋

力
低

下
に
よ
り

四
肢

体
幹
の

自
動

運
動
を

認
め

ず
座

位
保

持
不

能
。

型
式

、
価
格
と

も
に

現
行
の

補
装

具
費
支

給
基

準
の

座
位

保
持

装
置

に
も

座
位
保
持

椅
子

に
も
寄

り
難

い
も
の

で
あ

っ
た

。
 

1
 

青
森

県
 

1
9
0
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

ク
ッ
シ
ョ

ン
チ

ェ

ア
 

（
株

）
無

限
工

房
 

脳
性

麻
痺

。
立

位
不

能
、

座
位
保
持

不
能

、
い
ざ

り
可

。
両
上

肢
拘

縮
・

側
彎

あ
り

。
型

式
、

価
格
と
も

に
現

行
の
補

装
具

費
支
給

基
準

の
座

位
保

持
装

置
に

も
座

位
保
持
椅

子
に

も
寄
り

難
い

も
の
で

あ
っ

た
。
 

2
 

青
森

県
 

1
9
1
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

ク
ッ
シ
ョ

ン
チ

ェ

ア
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

ク
ー

ル
・

無
限

工
房

 

重
度

の
四

肢
麻

痺
。

座
位

保
持
は
右

側
側

わ
ん
強

く
、

常
に
枕

等
で

の
補

正
が

必
要

。
ま

た
緊

張
す
る
と

左
側

の
体
幹

ね
じ

れ
が
よ

り
強

く
な

る
。
ベ

ッ
ド

上
ギ

ャ
ッ

ジ
ア

ッ
プ
で

は
体
が

下
方

に
ず
れ

落
ち

、

頸
部

伸
展

体
幹

右
側

側
わ

ん
が
あ
る

た
め

、
食
事

が
安

全
に
で

き
な

い
状

態
。

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア
を
使

用
す

る
こ
と

に
よ

り
、
食

事
中

や
食

後
の

誤
嚥

防
止

、
呼

吸
や
喀
痰

が
楽

に
な
る

と
の

こ
と
で

申
請

に
い

た
る

。
 

2
 

高
知

県
 

1
9
2
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

ク
ッ
シ
ョ

ン
チ

ェ

ア
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

ク
ー

ル

α
・

無
限

工
房

脳
性

小
児

麻
痺

に
よ

る
体

幹
機
能
障

害
。

座
っ
て

の
食

事
が
可

能
と

な
る

。
 

1
 

北
海

道
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
9
3
 

成
人

 
座

位
保

持
椅

子
 

ク
ッ
シ
ョ

ン
チ

ェ

ア
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
チ

ェ
ア

α
 

室
内

用
の

座
位

保
持

装
置

と
し
て
ク

ッ
シ

ョ
ン
チ

ェ
ア

の
申
請

を
し

た
。
 

1
 

香
川

県
 

1
9
4
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

 
 

無
限

工
房

・
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ
ェ

ア
α
 

レ
ッ

ト
症

候
群

に
よ

る
体

幹
機
能
障

害
。

座
位
保

持
困

難
。
屋

内
に

て
使

用
。

 
1
 

愛
知
県
名

古

屋
市

 

1
9
5
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

座
位

保
持

装
置

 
ク

ッ
シ

ョ
ン

チ

ェ
ア

α
 

脳
性

麻
痺

に
よ

り
、

右
半

身
に
麻
痺

が
あ

り
、
感

覚
障

害
が
あ

る
。

痩
せ

て
お

り
、

骨
の

突
出

あ
り
。
本

機
種

に
よ
り

安
定

し
た
座

位
が

可
能

と
な

り
、

ま
た

ラ
イ

ト
ボ
ー
ド

を
使

用
す
る

こ
と

で
、
上

肢
の

活
動

を
行

う
こ

と
が

可
能

と
な
る
。

身
体

形
状
に

合
わ

せ
た
ク

ッ
シ

ョ
ン

に
よ

り
身

体
の

フ
ィ

ッ
ト
感
が

よ
く

、
吸
水

・
蒸

発
性
の

よ
い

素
材

を
使

用
し

て
い

る
た

め
、
ベ
タ

つ
き

感
が
な

く
肌

に
優
し

い
。

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
で

製
作

す
る
よ
り

、
安

価
で
あ

る
。

安
定
し

た
座

位
時

間
と

日
中

の
活

動
時

間
を
を
長

く
保

つ
こ
と

が
可

能
に
な

る
た

め
申

請
に

至
る

。
 

1
 

静
岡

県
西

部
 

1
9
6
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

支
持

部
 

Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｎ

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
・

バ
リ

ラ
イ

ト
 

褥
瘡

を
発

症
し

や
す

い
た

め
、
ク
ッ

シ
ョ

ン
と
の

組
み

合
わ
せ

で
座

位
保

持
が

必
要

で
あ

る
。

 
2
 

神
奈

川
県

 

1
9
7
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

支
持

部
 

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ

 
Ｂ

Ａ
Ｃ
Ｋ

 Ｓ
Ｙ

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ

・
バ

リ
ラ

イ
ト

 

脊
柱

の
側

湾
な

ど
で

座
位

保
持
不
能

で
あ

り
、
座

位
の

安
定
の

た
め

に
し

っ
か

り
し

た
サ

ポ
ー

ト
が
必
要

で
あ

る
。
 

1
 

神
奈

川
県

 

1
9
8
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

完
成

用
部

品
 

P
A
N
ND

A
5 

ス
ト

ロ
ン

グ
ベ

ー
ス
 

（
テ

ク
ノ

グ
リ

ー
ン

）
 

体
重

が
８

０
Ｋ

ｇ
で

在
宅

で
の
生
活

上
昇

降
フ
レ

ー
ム

付
き
が

必
要

な
た

め
。

脳
性

麻
痺

 
1
 

相
模

原
市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

1
9
9 

成
人

 

座
位
保
持

装
置

モ
ー
ル
ド

型
、

車
椅
子
リ

ク
ラ

イ
ニ
ン
グ

・
テ

ィ
ル
ト
式

手
押

し
型
 

フ
レ
ー
ム

改
造

 

（
サ
イ
ド

フ
レ

ー

ム
拡
幅
）
 

 
 

溺
水

に
よ

る
低

酸
素

脳
症

後
遺

症
に

よ
る

四
肢
体

幹
機

能
障
害

。
再

作
製

。
本

人
に

あ
っ

た
座

位
保

持
装

置
を

載
せ
る

た
め

車
椅
子

を
改

造
。
 

1
 

埼
玉

県
 

2
0
0 

成
人

 

座
位
保
持

装
置

モ
ー
ル
ド

型
車

椅
子
修
理
 

背
パ
イ
プ

改
造

 
 
 

エ
ー

ラ
ス
・
ダ

ン
ロ

ス
症

候
群

。
脳

性
麻

痺
。
四

肢
体

幹
機
能

障
害
。

重
心

施
設

入
所

中
。

耐
用

年
数

内
の

車
椅

子
で
の

座
位

が
不
適

合
と

な
り

、
こ

の
車

椅
子

を
構

造
フ

レ
ー

ム
と

し
て
、
座
位

保
持
装

置
（
ﾓ

ｰ
ﾙ
ﾄ
ﾞ
型

）
を

追
加

す
る

た
め

改
造

。
 

1
 

埼
玉

県
 

2
0
1
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

新
リ
ク
ラ

イ
ニ

ン

グ
式
フ
レ

ー
ム

 
作

製
 

低
酸

素
性

虚
血

性
脳

障
害

に
よ
る
四

肢
機

能
障
害

。
座

位
保
持

を
目

的
と

し
て

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
機
構
と

テ
ィ

ル
ト
機

構
を

同
時
に

使
う

こ
と
が
で

き
る

た
め
、

自
宅

で
食
事

、
T
V
等
可
能

と
な

る
。
 

1
 

北
海

道
 

2
0
2
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

テ
ィ
ル
ト

式
手

押

し
型
 

車
い
す
フ

レ
ー

ム
 

川
村

義
肢

株
式

会
社
 

頭
部

に
側

彎
が

あ
り

、
安

定
し
た
座

位
を

図
る
た

め
支

持
部
の

改
造

を
行

っ
た

。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
 

2
0
3
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

座
位

保
持

装
置

 
Ｐ

ｉ
ｔ

 

脳
性

麻
痺

。
本

機
種

に
よ

り
伸
展
緊

張
を

抑
え
た

体
幹

挙
上
姿

勢
が

と
れ

る
こ

と
、

オ
ー

ダ
ー

メ
イ
ド
で

は
重

く
な
り

高
価

で
あ
る

こ
と

か
ら

、
本

機
種

の
申

請
に

至
る
。
 

1
 

静
岡

県
中

央
 

2
0
4
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

座
位

保
持

装
置

 
Ｐ

Ｉ
Ｔ

 

き
さ

く
工

房
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
、

四
肢

の
運
動
機

能
障

害
、
身

体
の

変
形
等

も
見

ら
れ

、
食

事
や

Ａ
Ｄ

Ｌ
で

の
座
位
姿

勢
の

安
定
の

た
め

に
、
施

設
用

や
自

宅
用

と
し

て
支

給
決

定
。
 

2
 

静
岡
県
静

岡

市
 

2
0
5
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

座
位

保
持

装
置

 
Ｌ

ｅ
ｅ

チ
ャ

ア

先
天

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
の
た
め

弛
緩

性
四
肢

麻
痺

で
終
始

臥
床

状
態

。
気

管
切

開
・

胃
ろ

う
栄
養
で

全
介

助
。
本

機
種

を
使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
体

幹
を

し
っ

か
り
つ
つ

み
こ

む
こ
と

が
で

き
、
本

人
が

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
食

事
等

可
能
に
な

る
こ

と
か
ら

、
本

機
種
の

申
請

に
至

る
。

 

1
 

静
岡

県
中

央
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
0
6
 

児
童

 
座

位
保

持
椅

子
 

 
 

川
村

義
肢

 

9
0
3
7-

S
IZ

E 

脳
性

麻
痺

 
重

度
の

運
動

機
能

障
害

、
強

度
の
円

背
を

有
す
る

。
通

院
、

通
学

に
自

宅
の

車
を

使
用
す
る

が
座

位
保
持

い
す

（
車
載

用
）

で
は

、
姿

勢
が

安
定

し
な

い
。
そ
の

た
め

、
自
宅

で
使

用
し
て

い
る

座
位
保
持

装
置

(
バ

ケ
ッ
ト
シ

ー
ト
タ

イ
プ
）
の
支
持
部

を
車
で

も
使

用
す

る
必

要
が

あ
り

、
車

の
シ

ー
ト

に
固

定
す
る

部
材

と
し
て

申
請

さ
れ

た
。

 

1
 

大
阪

府
堺

市
 

2
0
7
 

児
童

 
座

位
保

持
椅

子
 

 
 

バ
ン

ビ
ー

ナ
チ

ェ
ア

・
タ

カ
ノ

（
株

）
 

て
ん

か
ん

に
よ

る
不

随
意

運
動
等
に

よ
り

歩
行
が

不
可

能
な
移

動
機

能
障

害
１

種
１

級
。

座
位

保
持
椅
子

を
使

用
し
座

位
姿

勢
を
日

常
生

活
に

取
り

入
れ

る
こ

と
で

身
体
的
な

発
達

が
期
待

で
き

る
こ
と

が
う

か
が

わ
れ

、
バ

ン
ビ

ー
ナ

チ
ェ
ア
が

本
児

に
と
っ

て
適

切
で
あ

っ
た

た
め

適
当

と
意

見
し

た
。

 

1
 

高
知

県
 

2
0
8
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

木
製
フ
レ

ー
ム

 

栄
養
パ
ッ

ク
取

付

用
ガ
ー
ド

ル
架

 

体
温
調
整

用
冷

却

フ
ァ
ン
 

 
 

脳
原

性
上

肢
１

級
，

移
動

１
級
。
四

肢
・

体
幹
不

自
由

に
よ
り

自
力

座
位

が
と

れ
な

い
方

 

栄
養

パ
ッ

ク
取

付
用

ガ
ー

ド
ル
架
：

経
管

栄
養
に

て
食

事
を
摂

取
し

て
い

る
た

め
 

体
温

調
整

用
冷

却
フ

ァ
ン

：
放
熱
，

う
つ

熱
予
防

の
た

め
 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

2
0
9
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

（
構
造
フ

レ
ー

ム
：
リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ
・
テ

ィ
ル

ト

式
手
押
し

型
簡

易

型
電
動
車

椅
子

）
 

 
 

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

に
よ

る
四
肢
体

幹
機

能
障
害
。
脊

柱
側
弯

あ
り

、

座
位

保
持

困
難

。
骨

盤
・

体
幹
支
持

金
具

及
び
骨

盤
支

持
ベ
ル

ト
に

基
準

外
の

完
成

用
部

品
を

使
用
。
 

1
 

愛
知
県
名

古

屋
市

 

2
1
0
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

構
造
フ
レ

ー
ム

電

動
車
椅
子
 

 
 

デ
ュ

シ
ャ

ン
型

進
行

性
筋

ジ
ス

ト
ロ

フ
ィ

ー
1
9
歳

学
生

。
電

動
リ

フ

ト
式

普
通

型
車

椅
子

に
電

動
テ
ィ
ル

ト
機

能
（

㊕
）
を

付
け
た

も
の

。

学
校

生
活

で
必

要
と

判
断

し
た
。
 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
1
1
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

構
造
フ
レ

ー
ム

：

テ
ィ
ル
ト

式
普

通

型
電
動
車

椅
子

 

き
さ

く
工

房
 

ア
テ

ト
ー

ゼ
型

四
肢

麻
痺

で
リ
ク
ラ

イ
ニ

ン
グ
で

は
反

り
返
り

姿
勢

と
な

る
た

め
、
ア

テ
ト

ー
ゼ

が
増

強
し
、
安
楽

な
姿
勢

と
な
ら

な
い

。

介
護

施
設

入
所

者
で

あ
り

、
あ
ご
操

作
で

も
あ
る

た
め

、
テ
ィ

ル
ト

は
職

員
が

行
う

。
手

動
テ

ィ
ル
ト
式

電
動

車
椅
子

は
名

称
型
式

に
な

い
た

め
、

特
例

補
装

具
扱

い
と
な
っ

た
。
 

1
 

大
分

県
 

2
1
2
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

電
動
車
椅

子
付

 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗｲ

ﾆ
ﾝｸ
ﾞ
式

普
通
型
 

（
後
輪
駆

動
モ

ジ

ュ
ラ
ー
タ

イ
プ

）
 

ク
イ

ッ
キ

ー
 

S
6
4
6S

D 

株
式

会
社

 

ア
ク

セ
ス

イ
ン

タ
ー

ナ
シ

ョ
ナ

ル
 

頸
髄

損
傷

。
座

位
保

持
困

難
。
体
位

変
換

不
能
。

右
手

が
わ
ず

か
に

動
く

程
度

。
日

常
生

活
全

般
に

お
い

て
介

助
を
要

す
る

。
単

身
生
活
。

仕
事

内
容

は
，

パ
ソ

コ
ン

作
業
（
在

宅
ワ

ー
ク
，
約

8
時
間
）

。
腹

部
緊

張
高

い
。

室
内

外
パ

ワ
ー
変
換

が
必

要
。
単

身
生

活
・
現

在
宅

ワ
ー

ク
継

続
の

た
め

に
，

ﾘｸ
ﾗ
ｲ
ﾆﾝ
ｸ
ﾞ可

動
域

が
広

く
多

機
能

ｺ
ﾝ
ﾄﾛ
ｰ
ﾗ

ｰ
付

き
の

，
座

位
保

持
及

び
電

動
ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
機

能
等

を
要

す
る

電
動

車

椅
子

の
申

請
に

至
る

。
 

1
 

広
島

県
 

2
1
3
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

電
動
車
い

す
フ

レ

ー
ム
簡
易

電
動

（
電
動

ﾃｨ
ﾙ
ﾄ機

能

付
き
）
 

 
 

足
で

ｽ
ｲ
ｯ
ﾁ
操

作
を

す
る

の
で

姿
勢

が
く

ず
れ

や
す

く
座

位
が

安
定

し

な
い

。
電

動
ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ
機

能
を

付
加

す
る
こ

と
で

座
位
が

安
定

す
る
た

め

申
請

に
至

っ
た

。
 

1
 

香
川

県
 

2
1
4
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

電
動
テ
ィ

ル
ト

機

能
付
座
位

保
持

装

置
 

オ
ー

ダ
ー

 

多
系
統
萎

縮
症

の
方
で

，
座

位
時
に

頚
部

･
体

幹
前
屈
が

著
明

，
更
に

左
右

ど
ち

ら
か

に
傾

く
。

そ
の
た
め

，
息

苦
し
さ

と
首

の
痛
み

，
嚥

下
の

や
り

づ
ら

さ
等

を
訴

え
て
い
た
。
日

中
は
一

人
で

過
ご
す

た
め

，

電
動

に
よ

る
姿

勢
変

換
が

必
要
と
判

断
。

電
動
テ

ィ
ル

ト
機
能

つ
き

の
座

位
保

持
装

置
を

支
給

 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

2
1
5
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

座
位
保
持

装
置

（
特
例
骨

盤
大

腿

部
 

支
持

部
採

型

ﾓ
ｰ
ﾙ
ﾄﾞ

+
ﾛﾎ

ﾄ
ｲﾚ
ｯ
ﾄ
ｼ

ｰ
ﾄ
）
+普

通
型

車
椅

子
 

ﾛ
ﾎ
ﾄ
ｲﾚ

ｯ
ﾄｼ

ｰ
ﾄ 

胸
髄

損
傷

(
Th
1
2
)
、
完

全
麻

痺
。
座

位
ﾊ
ﾞ
ﾗﾝ

ｽ
不

良
、
骨
盤

傾
斜
あ

り
。

両
座

骨
に

褥
瘡

あ
り

手
術

施
行
。
そ

の
後

も
褥
瘡

を
繰

り
返
し

て
い

る
。
基
準

内
座

位
保
持

装
置

や
基
準

内
車

椅
子

ｸ
ｯ
ｼ
ｮ
ﾝ
を

試
し
た

が
、

そ
れ

で
は

対
応

で
き

な
い

た
め

、
特

例
ｸｯ
ｼ
ｮ
ﾝ（

ﾓｰ
ﾙ
ﾄﾞ
+
ﾛ
ﾎ
ﾄｲ
ﾚ
ｯﾄ
ｼ
ｰ

ﾄ
）

は
必

要
と

認
め

ら
れ

た
。

 

1
 

東
京

都
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
1
6 

成
人

 

座
位
保
持

装
置

付
き
手
押

し
型

車
椅
子
、

フ
ッ

ト
サ
ポ
ー

ト
 

フ
ッ
ト
サ

ポ
ー

ト

改
造
 

足
台

改
造

（
下

腿
イ

ン
セ

ッ
ト

仕
様

）
 

脳
性

麻
痺

。
脊

柱
側

彎
あ

り
。

膝
が

後
方

に
屈
曲

し
す

ぎ
る
の

を
防

ぐ
た

め
。

 
1
 

埼
玉

県
 

2
1
7
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

そ
の
他
 

足
部
保
護

バ
ン

パ

ー
 

 
 

脳
性

麻
痺

・
頭

部
外

傷
に

よ
る
両
上

下
肢

障
害
：

い
つ

の
間
に

か
足

部
へ

の
外

傷
が

あ
り

足
部

の
保
護
の

た
め

に
フ
ッ

ト
プ

レ
ー
ト

の
周

り
に

金
属

性
バ

ン
パ

ー
を

取
り
付
け

。
 

1
 

岡
山
県
岡

山

市
 

2
1
8
 

成
人

 
座

位
保

持
装

置
 

ス
ト
レ
ッ

チ
ャ

ー

型
 

作
製
 

滑
脳

症
に

よ
る

四
肢

麻
痺

。
座

位
保
持
が

が
出
来

ず
寝

た
き
り

状
態

。

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
型

に
よ

り
人
工
呼

吸
器

・
胃
瘻

管
理

が
容
易

と
な

る
。
 

1
 

北
海

道
 

2
1
9
 

児
童

 
座

位
保

持
装

置
 

（
構
造
フ

レ
ー

ム
：
普
通

型
車

椅

子
）
 

 
 

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

に
よ

る
体
幹
機

能
障

害
。
座

位
保

持
困
難

。
骨

盤
部

支
持

金
具

、
骨

盤
後

方
支
持
あ

わ
せ

ベ
ル
ト

及
び

胸
郭
下

部
支

持
ベ

ル
ト

に
基

準
外

の
完

成
用
部
品

を
使

用
。
 

1
 

愛
知
県
名

古

屋
市
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（
８

）
起

立
保

持
具
 

 
 
 
起

立
保

持
具
は

７
４

件
の
特

例
補

装
具

交
付

実
績

で
あ

た
。

う
ち

５
０

件
が

プ
ロ

ー
ン

ボ
ー

ド
で

あ
っ
た
。
 

N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
2
0
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
起

立
保

持
具

 
Ｂ

ｅ
ｅ

Ｐ
ｒ

ｏ
ｎ

ｅ
・
パ

シ

フ
ィ
ッ
ク

サ
プ

ラ
イ

(
株

)
 

脳
性

麻
痺

で
移

動
機

能
障

害
の
方
。

立
位

姿
勢
を

と
る

こ
と
に

よ
り

持
続

的
に

荷
重

を
か

け
る
こ
と

は
、

身
体
機

能
の

発
達
に

と
っ

て
欠

か
せ

な
い

と
考

え
ら
れ
、

Ｂ
ｅ

ｅ
Ｐ
ｒ

ｏ
ｎ

ｅ
は
本

児
に

と
っ

て
必

要
か

つ
十

分
な
機
能

を
有

し
て
い

る
 

1
 

山
口

県
 

2
2
1 

児
童

 
起

立
保

持
具

 
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾝﾎ
ﾞ
ｰﾄ
ﾞ式

 

B
e
e
 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｎ

ｅ
（

S
T
D
）

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

サ
プ

ラ
イ

株
式

会
社

 

ウ
ィ

ル
ス

性
脳

炎
後

遺
症

。
痙
性
四

肢
麻

痺
。
下

肢
緊

張
強
く

，

歩
行

不
能

。
体

幹
保

持
・

立
位
不
安

定
。

股
関
節

脱
臼

，
下
肢

関
節

軽
度

拘
縮
・
変

形
あ

り
。
抗
重
力
姿

勢
で
立

位
し
，
体
幹

，

股
・

膝
関

節
を

伸
展

位
に

保
つ
こ
と

で
上

肢
機
能

の
発

達
を
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
，
学
習

や
生

活
の
向

上
に

つ
な
が

る
こ

と
よ

り
B
e
e
 

Ｐ
ｒ

ｏ
ｎ

ｅ
の

申
請

に
至

る
。

 

1
 

広
島

県
 

2
2
2
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
起

立
保

持
具

 
B
e
e 

P
ro
n
e・

 

P
a
c
if

i
c 

Su
p
p
ly

社
 

市
町

村
か

ら
の

相
談

内
容

（
脳
性
麻

痺
に

よ
る
脳

原
性

運
動
機

能
障

害
。
基

本
動

作
部

分
介

助
、
A
D
L
は

全
介
助

。
本

人
の
心

身

の
発

達
面

か
ら

起
立

保
持

具
は
有
効

で
身

体
状
況

か
ら

も
ベ
ル

ト
固

定
や

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
機
能
は

必
要

と
考
え

る
が

、
申
請

補
装

具
が

基
準

額
を

大
幅

超
え
て
い

る
た

め
支
給

す
る

こ
と
が

適
当

か
ど

う
か

）
 

1
 

沖
縄

県
 

2
2
3
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 

体
幹
・
下

肢
支

持
パ
ッ
ド

、
テ

ー
ブ
ル
付

き
 

ハ
ー

ト
リ

ー
フ

 
ビ

ー
プ

ロ
ン
 

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

サ
プ

ラ
イ

 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
痙

性
四

肢
麻
痺
の

幼
児

。
体
幹

を
よ

り
安
定

さ
せ

る
こ

と
で

立
位

保
持

を
可
能
に

す
る

と
と
も

に
、
手
遊
び

、

食
事

な
ど

の
上

肢
動

作
を

行
い
易
く

す
る

。
 

2
 

広
島
県
広

島

市
 

2
2
4
 
児

童
 
立

位
保

持
具

 
 
 

Ｂ
e
e 

P
ro

n
e 

(
パ

シ
フ

ィ
ッ

ク
・

サ
プ

ラ

イ
）
 

学
校

の
授

業
中

に
使

用
す

る
と
い
う

こ
と

。
四
肢

体
幹

機
能
障

害
の

脳
性

麻
痺

。
 

3
 

相
模

原
市

 

2
2
5 

児
童

 
立

位
保
持

装

置
 

立
位
保
持

装
置

Ｂ
ｅ

ｅ
 

Ｐ
ｒ

ｏ
ｎ

ｅ
 

脳
性

麻
痺

に
よ

り
 
安

定
し

た
座
位

が
困

難
、
独

歩
不

可
、
自

力
で

の
立

位
不

可
。

 
体

幹
か
ら
下

肢
の

姿
勢
を

整
え

立
位
設

定
が

で
き

る
よ

う
に

、
最

適
な
部
品

を
選

択
し
成

長
に

あ
わ
せ

て
調

整
で

き
る

。
又

、
立

位
角
度
の

修
正

が
容
易

に
で

き
角
度

3
 

奈
良

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

調
整

機
構

造
も

兼
ね

添
え

て
る
こ
と

か
ら

申
請
さ

れ
る

。
 

2
2
6
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
 
 

川
村

義
肢

 
Ｂ

ｅ
ｅ

 
Ｐ

ｒ
ｏ

ｎ
ｅ

 

脳
性

麻
痺

に
よ

り
起

立
・

歩
行
が
困

難
で

あ
り
、

使
用

し
て
い

る
起

立
保

持
具

で
は

姿
勢

保
持
が
安

定
し

な
い
。

良
好

な
ア
ラ

イ
メ

ン
ト

で
の

安
定

し
た

立
位
保
持

に
よ

り
、
立

位
訓

練
が
可

能
と

な
る

こ
と

か
ら

申
請

に
至
る
。
 

1
 

滋
賀

県
 

2
2
7
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
前

傾
型

 立
位

保
持
装
置
 

Ｂ
ｅ

ｅ
 P

r
on
e
 

川
村

義
肢

株
式

会
社

 

脳
性

麻
痺

等
に

よ
り

四
肢

体
幹
機
能

障
が

い
と
な

っ
た

幼
児
及

び
児
童
に

対
し

、
立
位

訓
 
練

目
的
で

交
付

。
下
肢

の
支

持
性
の

向
上

が
見

込
ま

れ
た

。
 

7
 

大
阪
府
大

阪

市
 

2
2
8
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
前

傾
型

 立
位

保
持
装
置
 

プ
ロ
ン
ボ

ー
ド

 
川

村
義
肢

株
式

会
社

 

脳
性

麻
痺

等
に

よ
り

四
肢

体
幹
機
能

障
が

い
と
な

っ
た

学
齢
期

の
児
童
に

対
し

、
立
位

訓
 
練

目
的
で

交
付

。
障
が

い
状

況
や
成

長
に
対
応

す
る

構
造
に

な
っ

て
お
り

、
体

幹
及
び

下
 
肢

の
伸
展

支
持

能
力

の
向

上
が

見
込

ま
れ
た
。
 

8
 

大
阪
府
大

阪

市
 

2
2
9
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
起

立
保

持
具

 
プ

ロ
ン

ボ
ー

ド
・
有

園
製

作

所
 

脳
性

麻
痺

で
移

動
機

能
障

害
の
方
。

起
立

保
持
具

を
要

さ
な
け

れ
ば

、
正

常
立

位
を

保
つ

こ
と
が
難

し
く

、
変
形

や
股

関
節
脱

臼
と

い
っ

た
二

次
障

害
を

来
す
可
能

性
が

高
い
と

い
え

る
。
起

立
保

持
具

を
使

用
し

、
正

常
な
立
位

を
保

持
す
る

こ
と

が
成

長
・

発
達

に
お

い
て

必
要

で
あ
る
。
 

2
 

山
口

県
 

2
3
0
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
 
 

プ
ロ

ン
ボ

ー
ド
・
有

薗
製

作

所
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
不

随
意

運
動
等
に

よ
り

歩
行
が

不
可

能
な
移

動
機

能
障

害
。

基
準

内
で

対
応
で
き

る
も

の
を
作

れ
る

よ
う
な

業
者

が
県

内
に

は
い

な
い

こ
と
と
、

有
薗

製
作
所

製
プ

ロ
ン
ボ

ー
ド

は
実

用
性

が
高

く
（

構
造
が
シ

ン
プ

ル
で
使

用
が

容
易
、

身
体

状
況

に
対

し
て

調
整

が
可
能
）

、
障

害
者
に

と
っ

て
利
便

性
が

高
い

業
者

が
取

り
扱

っ
て
い
る

メ
ー

カ
ー
で

あ
る

こ
と

等
、

他
製

品
に

比
し

安
価

に
仕
上
が

る
と

い
っ
た

費
用

対
効
果

を
勘

案
し

適
当

と
意

見
し

た
。
 

1
 

高
知

県
 

71



  

 

 

N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
3
1
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
プ

ロ
ン

ボ
ー

ド
有

薗
製

作
所

 

脳
性

麻
痺

 

姿
勢

保
持

に
必

要
な

パ
ー

ツ
を
取
り

付
け

る
と
基

準
額

を
超
え

る
た

め
。

 

2
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

2
3
2
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
起

立
保

持
具

 
ニ

ュ
ー

プ
ロ

ン
・
有

園
製

作

所
 

片
側

巨
脳

症
で

右
下

肢
機

能
全
廃
の

方
。

下
肢
の

変
形

・
拘
縮

を
予

防
し

て
い

く
た

め
毎

日
立
位
を

と
る

こ
と
が

必
要

で
あ

る
。

脚
長

差
が

見
ら

れ
て

お
り
、
脚

長
差

へ
の
対

応
を

考
慮
で

き
、

成
長

対
応

可
能

で
あ

る
。

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

脳
性

麻
痺

で
移

動
機

能
障

害
の
方
。

起
立

保
持
具

を
要

さ
な
け

れ
ば

、
正

常
立

位
を

保
つ

こ
と
が
難

し
く

、
下
肢

の
変

形
と
い

っ
た

二
次

障
害

を
来

す
可

能
性
が
高

い
。

正
常
な

立
位

姿
勢
を

促
す

こ
と

が
成

長
・

発
達

に
必
要
で

あ
る

。
 

2
 

山
口

県
 

2
3
3
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
 
 

プ
ロ

ン
ボ

ー
ド

α
ー

２
 

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

サ
プ

ラ
イ

 

脳
性

マ
ヒ

に
よ

る
体

幹
機

能
障
害
，
運
動

失
調
。
支
え

立
位
可

。

保
育

園
に

在
園

し
て

い
る

。
体
幹
失

調
の

た
め
立

位
が

と
れ
な

い
。

立
位

時
間

，
機

会
を

増
や
す
こ

と
で

下
肢
の

支
持

性
を
向

上
さ

せ
る

た
め

，
立

位
を

安
定
さ
せ

て
机

上
操
作

を
行

い
や
す

く
す

る
た

め
起

立
保

持
具

の
申
請
に

至
る

。
体
幹

失
調

が
著
し

く
基

準
内

価
格

の
起

立
保

持
具
で
は

起
立

位
が
保

持
で

き
ず
，

ベ
ル

ト
，

パ
ッ

ト
，

カ
ッ

ト
ア
ウ
ト

テ
ー

ブ
ル
等

の
付

属
品
が

つ
い

た
基

準
外

の
起

立
保

持
具
が
必

要
と

の
こ
と

で
あ

っ
た
。

立
位

訓
練

で
身

体
機

能
の

改
善
が
期

待
で

き
る
た

め
，

支
給
可

と
し

た
。

 

1
 

京
都
府
京

都

市
 

2
3
4 

児
童

 
起

立
保

持
具

 
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾝﾎ
ﾞ
ｰﾄ
ﾞ式

 

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
 

株
式

会
社

 

松
永

製
作

所
 

低
酸

素
脳

症
。

四
肢

・
体

幹
弛
緩
性

失
調

麻
痺
。

立
位

・
座
位

保
持

要
介

助
。

股
関

節
屈

曲
・
外
旋

位
で

保
持
さ

れ
や

す
く
，

股
関

節
前

方
脱

臼
の

危
険

性
あ
り
。

自
力

歩
行
は

不
能

で
あ
る

が
，

歩
行

器
使

用
に

よ
り

腿
部
の
自

動
運

動
の
誘

発
が

可
能
と

な
っ

て
き

て
い

る
。

立
位

訓
練
を
伴

う
刺

激
療
法

が
有

効
と
考

え
ら

れ
る

こ
と

よ
り

，
起

立
保
持
具

の
申

請
に
至

る
。

幼
稚
園

に
お

い
て

も
使

用
希

望
。

 

1
 

広
島

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
3
5
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
な

し
 

プ
ロ

ン
ボ

ー
ド
・
松

本
義

肢

製
作
所
（
2
個
）
・
ア

ル
テ

ッ
ク

ブ
レ

ー
ス

（
1
個

）
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
四

肢
体

幹
機
能
障

害
。

筋
緊
張

亢
進

・
筋
力

低
下

あ
り

。
股

関
節

脱
臼

等
の
両
下

肢
変

形
及
び

座
位

・
立
位

障
害

あ
り

。
体

幹
・

骨
盤

・
下
肢
の

位
置

調
整
可

能
な

固
定
機

能
に

よ
り

立
位

の
安

定
性

向
上
を
図

る
目

的
。
 

3
 

三
重

県
 

2
3
6
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
プ

ロ
ン

ボ
ー

ド
 
 

起
座

困
難

な
体

幹
機

能
障

害
。
体
幹

の
角

度
調
節

が
可

能
な
も

の
が

必
要

な
た

め
。

 
1
0
 

名
古
屋
市
 

2
3
7
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
立

位
保

持
装

置
プ

ロ
ン

ボ
ー

ド
 
 

 
 

き
さ

く
工

房
 

脳
形

成
異

常
に

よ
る

両
上

肢
６
級
両

下
肢

体
幹
機

能
障

害
1
級

。

全
身

的
に

低
緊

張
で

持
続

的
な
筋
活

動
が

難
し
く

体
幹

の
安
定

性
も

乏
し

い
。

座
位

で
は

姿
勢
が
崩

れ
や

す
い
た

め
上

肢
操
作

の
円

滑
性

が
乏

し
い

。
立

位
で
は
体

幹
の

正
中
位

保
持

が
持
続

し
円

滑
な

上
肢

操
作

が
可

能
と
な
る

の
で

立
位
保

持
装

置
が
必

要
 

1
 

福
岡
県
福

岡

市
 

2
3
8
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
 
 

 
 

移
動

機
能

障
害

の
た

め
立

位
が
保
て

な
い

状
況
の

児
童

に
体

幹
、

骨
盤

・
大

腿
部

を
保

持
す
る
プ

ロ
ン

ボ
ー
ド

を
用

い
た
起

立
保

持
具

の
支

給
が

適
当

と
判
断
し

た
。

（
実
際

の
交

付
決
定

は
市

町
）

 

4
 

香
川

県
 

2
3
9
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
起

立
保

持
具

 
あ

み
の

工
房

 

基
準

内
の

補
装

具
で

は
、

本
児
の
骨

盤
か

ら
下
肢

を
支

え
き
れ

ず
、

機
能

的
な

立
位

姿
勢

を
と
る
こ

と
や

図
る
こ

と
が

困
難
で

あ
る

。
本

児
の

立
位

姿
勢

に
必
要
な

機
能

を
付
加

す
る

こ
と
で

、

機
能

的
な

立
位

姿
勢

の
保

持
が
可
能

と
な

り
、
関

節
可

動
域
制

限
の

悪
化

防
止

や
下

肢
の

支
持
性
の

向
上

に
役
立

つ
こ

と
が
期

待
で

き
、

立
位

姿
勢

で
の

両
手
動
作

が
可

能
と
な

る
。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
 

2
4
0
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 

オ
ー
ダ
ー

メ
イ

ド
 
 
 

起
立

保
持
具
 

シ
ー

テ
ィ

ン
グ

工
房

Ｈ
ａ

ｒ
ｕ
 

脳
性

麻
痺

で
移

動
障

害
の

方
。
起
立

保
持

具
を
要

さ
な

け
れ
ば

、

正
常

立
位

を
保

つ
こ

と
が

難
し
く
、

変
形

や
股
関

節
脱

臼
と
い

っ
た

二
次

障
害

を
来

す
可

能
性
が
高

い
と

い
え
る

。
起

立
保
持

具
を

使
用

し
、

正
常

な
立

位
を
保
持

す
る

こ
と
が

成
長

・
発
達

に
お

い
て

必
要

で
あ

る
。

 

1
 

山
口

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
4
1
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 

オ
ー
ダ
ー

メ
イ

ド
 
 
 

起
立

保
持
具
 

有
園

製
作

所
 

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

で
両

下
肢
機
能

障
害

の
方
。

骨
盤

帯
付
き

両
長

下
肢

装
具

を
装

着
し

た
上
で
、

立
位

保
持
を

と
ら

せ
る
こ

と
で

、
体

幹
・

下
肢

の
支

持
性
の
向

上
、

変
形
拘

縮
予

防
に
な

る
と

考
え

ら
れ

、
成

長
並

び
に
進
行

予
防

の
た
め

必
要

で
あ
る
。

1
 

山
口

県
 

2
4
2
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
起

立
保

持
具

 
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

 
児

童
で

訓
練

要
素

が
強

い
が

、
障
害

状
況

か
ら
必

要
と

認
め
ら

れ
た

た
め

 
6
 

長
野

県
 

2
4
3
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
 
 

昭
和

貿
易

 
ガ

ゼ
ル

 
サ

イ
ズ

２
 

脳
性

麻
痺

に
よ

り
下

肢
の

支
持
性
が

低
く

、
立
位

保
持

が
困
難

で
あ

る
。

安
定

し
た

立
位

保
持
で
の

訓
練

が
可
能

な
こ

と
か
ら

申
請

に
至

る
。

 

1
 

滋
賀

県
 

2
4
4
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
ス

ー
パ
イ

ン
ボ

ー
ド
 

有
薗

製
作

所
 

脳
性

麻
痺

 

姿
勢

保
持

に
必

要
な

パ
ー

ツ
を
取
り

付
け

る
と
基

準
額

を
超
え

る
た

め
。

 

3
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

2
4
5
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
ｽ
ｰ
ﾊ
ﾟｲ

ﾝ
ﾎﾞ

ｰ
ﾄﾞ

式
 

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
 

有
限

会
社

 

で
あ

い
工

房
 

低
酸

素
脳

症
。
四

肢
・
体

幹
の

痙
直

著
明

。
反

張
あ

り
。
立

位
・

座
位

保
持

不
安

定
に

て
介

助
を
要
す

る
。

起
立
・

歩
行

不
能
。

体
幹

の
支

持
性

高
く

良
肢

位
で
の
立

位
が

可
能
と

な
る

こ
と
に

よ
り

，
上

肢
機

能
の

向
上

(
両

手
動
作

の
拡

大
)
，
運
動
・

認
知

面
の

発
達

が
期

待
さ

れ
る

こ
と
か
ら

，
家

庭
内
で

の
日

常
的
な

リ
ハ

ビ
リ

を
目

的
と

し
起

立
保
持
具

の
申

請
に
至

る
。
 

1
広

島
県
 

2
4
6 

児
童

 
立

位
保
持

装

置
 

立
位
保
持

装
置

ポ
コ
・
ア
・
ポ

コ
（

ス
ー

パ

ー
Ｂ

Ｉ
Ｇ

）
 
 

ア
ス

ト
社

 

脳
原

性
移

動
機

能
障

害
１

級
、
脳
性

麻
痺

の
障
害

が
あ

る
１
４

歳
児

童
。
座

位
不

能
、
独

歩
不
可
で

自
力

で
の
立

位
不

可
。
 

前

傾
方

向
へ

の
角

度
調

整
機

能
が
あ
り

、
あ

ら
ゆ
る

場
面

で
ア
プ

ロ
－

チ
が

出
来

、
活

動
範

囲
が
広
く

な
る

。
又
、

本
児

の
身
体

状
態

（
成

長
対

応
）

の
変

化
に
伴
う

各
部

も
細
や

か
に

調
整
が

可
能

で
あ

る
こ

と
か

ら
申

請
さ
れ
る

。
 

1
 

奈
良

県
 

2
4
7 

児
童

 
立

位
保
持

装

置
 

立
位
保
持

装
置

 
 

脳
原

性
移

動
機

能
障

害
１

級
、
両
膝

屈
曲

変
形
に

対
す

る
両
ハ

ム
ス

ト
リ

ン
グ

ス
延

長
手

術
に
よ
り

起
立

し
や
す

く
な

り
、
体

幹
及

び
下

肢
機

能
の

維
持

・
改
善
が

見
込

ま
れ
生

活
の

行
動
範

囲
が

広
が

る
こ

と
か

ら
申

請
さ
れ
る

。
 

1
 

奈
良

県
 

2
4
8
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 
ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
 
 

起
座

困
難

な
体

幹
機

能
障

害
。

立
位

バ
ラ

ン
ス

獲
得

の
た

め
必

3
 

愛
知

県
名

古

74



  

 

 

N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

ー
 

要
。

 
屋

市
 

2
4
9
 
児

童
 
起

立
保

持
具

 

座
位
保
持

装
置

の
付
属
品

・
調

整
機
構
付

き
 

 
 

基
準

内
の

起
立

保
持

具
の

み
で
は
、

立
位

保
持
困

難
な

た
め
、

座
視

保
持

装
置

の
付

属
品

・
調
整
機

構
を

追
加
す

る
必

要
が
あ

る
た

め
。

 

1
 

熊
本

県
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（
９

）
歩

行
器
 

 
 
 
歩

行
器

の
特
例

補
装

具
交
付

は
４

０
件

で
あ

っ
た

。
Ｓ

Ｒ
Ｃ

ウ
ォ

ー
カ

ー
や

メ
イ

ウ
ォ

ー
ク

な
ど

、
特
定
の

品
目

が
多
く

交
付

さ
れ
て

い
る

結
果
で

あ
っ

た
。
 

 N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
5
0
 
児

童
 
歩

行
器

S
R
C
ウ

ォ
ー

カ
ー

 
あ

み
の

工
房

 

同
じ

姿
勢

で
い

る
と

股
関

節
の
脱
臼

が
起

こ
り
や

す
い

の
で
、

座

位
や

横
に

な
る

姿
勢

以
外

に
歩
行
能

力
の

向
上
と

し
て

立
位
歩

行

の
補

助
の

た
め

交
付

し
た

。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
 

2
5
1
 
児

童
 
歩

行
器

S
R
C
ウ

ォ
ー

カ
ー

 
有

薗
製

作
所

 

脳
性

麻
痺

 

姿
勢

保
持

の
た

め
必

要
な

オ
プ
シ
ョ

ン
を

追
加
す

る
と

、
基
準

額

を
超

え
る

た
め

。
 

3
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

2
5
2 

児
童

 
歩

行
器

四
輪
腰
掛

け
な

し
 

サ
ド
ル
テ

ー
ブ

ル
付

き
 

Ｓ
Ｒ

Ｃ
ウ

ォ
ー

カ
ー
・
有

園
製

作
所

 

脳
性

麻
痺

の
移

動
機

能
障

害
の
方
。
体
幹
・
上
下
肢
の

筋
力
強

化
・

支
持

生
の

向
上

を
図

る
こ

と
に
よ
り

立
位

・
歩
行

能
力

の
向
上

が

期
待

で
き

る
。

 

2
 

山
口

県
 

2
5
3 

児
童

 
歩

行
器

四
輪
型
（
腰
掛

つ
き

）

（
胸
郭
・

骨
盤

支
持

具
付
）
 

Ｓ
Ｒ

Ｃ
ウ

ォ
ー

カ
ー

 

有
薗

製
作

所
 

脳
性

マ
ヒ

に
よ

る
四

肢
体

幹
機
能
障

害
，

弛
緩
性

麻
痺

。
支
援

学

校
に

在
学

し
て

い
る

。
 

日
常

的
な

歩
行

の
継

続
の

た
め
歩
行

器
の

申
請
に

至
る

。
 

申
請

が
あ

っ
た

補
装

具
自

体
は
基
準

内
価

格
の
製

品
で

あ
っ
た

が
，

座
位

保
持

装
置

が
既

に
支
給
さ

れ
て

い
た
た

め
，

歩
行
器

の

支
給

対
象

と
し

て
適

当
か

判
断
す
る

必
要

が
あ
っ

た
。
 

歩
行

器
に

よ
る

訓
練

で
身

体
機
能
の

改
善

が
期
待

で
き

る
た
め

，

支
給

可
と

し
た

。
 

1
 

京
都
府
京

都

市
 

2
5
4 

児
童

 
歩

行
器

四
輪
型
（
腰
掛

な
し

）

サ
ド
ル
・
テ
ー

ブ
ル

、

胸
郭
支
持

具
付

き
 

足
部
交
差

防
止

仕
切

り
板
付
き
 

S
R
C
ウ

ォ
ー

カ
ー

 

有
薗

製
作

所
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
痙

性
四

肢
麻
痺
。
胸
郭

、
骨
盤

を
支

持
し
つ

つ
、

足
部

の
交

差
を

防
止

す
る

こ
と
で
、

よ
り

効
率
的

に
移

動
が
可

能

と
な

る
。

 

足
部

交
差

防
止

仕
切

り
板

を
特
例
付

属
品

と
し
て

交
付

し
た
。
 

1
 

広
島
県
広

島

市
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
5
5
 
児

童
 
歩

行
器

四
輪

型
 

S
R
C
ウ

ォ
ー

カ
ー

 

(
株

)有
薗

製
作

所
 

臀
部

、
体

幹
を

適
切

に
保

持
で
き
る

歩
行

器
で
あ

れ
ば

、
歩
行

器

歩
行

が
可

能
と

な
る

。
当

該
歩
行
器

で
あ

れ
ば
、

臀
部

、
体
幹

の

支
持

機
能

を
有

し
て

お
り

適
切
と
認

め
た

。
 

1
 

佐
賀

県
 

2
5
6 

児
童

 
歩

行
器

四
輪
型
（
腰
掛

な
し

）

サ
ド
ル
・

テ
ー

ブ
ル

付
き
の
も

の
又

は
胸

郭
支
持
具

若
し

く
は

骨
盤
支
持

具
付

き
の

も
の
 

S
R
C
ウ

ォ
ー

カ
ー

の
付

属

品
（

内
転

防
止

プ
レ

ー

ト
、
フ

レ
ー

ム
部

支
柱

延

長
、
ク

ッ
シ

ョ
ン

キ
ャ

ス

タ
ー

ブ
レ

ー
キ

付
）
・
有

薗
製

作
所

 

脳
性

運
動

障
害

に
よ

る
四

肢
体
幹
機

能
障

害
。
筋

緊
張

亢
進
・

筋

力
低

下
あ

り
。
両

下
肢

変
形

及
び
座

位
・
立
位
・
歩
行

障
害
あ

り
。

体
幹

・
股

関
節

等
の

固
定

を
工
夫
し

た
歩

行
器
に

よ
り

立
位
で

の

自
力

移
動

を
可

能
に

す
る

目
的
。
 

1
 

三
重

県
 

2
5
7
 
児

童
 
歩

行
器

メ
イ

ウ
ォ

ー
ク

 
株

式
会

社
 
ゼ

ッ
ト

本

社
 

基
準

内
装

具
で

は
、

U
字

型
の

手
す

り
に

上
腕
か

ら
手

部
に
至

る

部
分

を
か

け
る

こ
と

が
で

き
ず
に
介

助
立

位
・
歩

行
を

行
う
こ

と

が
で

き
な

か
っ

た
。

基
準

外
補
装
具

で
は

、
骨
盤

支
持

部
を
有

し

て
お

り
、

下
肢

に
適

度
の

過
重
負
荷

を
か

け
る
こ

と
が

可
能
で

あ

る
。

骨
盤

支
持

部
は

、
両

大
腿
前
内

側
か

ら
前
方

に
伸

び
る
棒

に

よ
っ

て
外

側
フ

レ
ー

ム
と

連
結
さ
れ

て
お

り
後
方

に
向

か
っ
て

傾

斜
を

有
し

て
い

る
こ

と
か

ら
骨
盤
が

前
方

・
後
方

に
逸

脱
す
る

の

を
防

止
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
 

2
5
8
 
児

童
 
歩

行
器

四
輪

型
 

メ
イ

ウ
ォ

ー
ク

M・
デ

ン

マ
ー

ク
メ

イ
ラ

ン
ド

ス

ミ
ス

社
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
体

幹
機

能
障
害
。

P
C
W
で
の
歩

行
を

行
っ
て

い

る
が
、
学

校
の

体
制

等
の

問
題
か
ら

で
歩

く
機
会

が
減

っ
た
た

め
、

歩
く

機
会

を
増

や
す

た
め

認
め
る
。
 

1
 

愛
知
県
名

古

屋
市

 

2
5
9 

児
童

 
歩

行
器

四
輪
型
 

腰
か

け
付

き
 

メ
イ

ラ
ン

ド
ス

ミ
ス

社
 

メ
イ

ウ
ォ

ー
ク

 
Ｍ

 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
ア

テ
ト

ー
ゼ
型
の

不
随

意
運
動

が
あ

り
、
立

位
・

歩
行

が
困

難
で

あ
る

。
下
肢
の

運
動

の
促
通

と
荷

重
が
可

能

な
歩

行
と

な
る

こ
と

か
ら

申
請
に
至

る
。
 

1
 

滋
賀

県
 

2
6
0
 
児

童
 
歩

行
器

歩
行

器
 

メ
イ

ウ
ォ

ー
ク

Ｌ
 

ミ
ニ

ウ
ォ

－
ク

Ｌ
 

脳
原

性
移

動
機

能
障

害
１

級
、
体
幹

機
能

障
害
２

級
 

ス
プ
リ

ン

グ
・

サ
ス

ペ
ン

シ
ョ

ン
サ

ポ
－
ト
機

能
の

効
用
に

よ
り

、
施
設

等

で
立

位
独

歩
す

る
こ

と
に

よ
り
本
人

の
行

動
範
囲

が
広

が
り
生

活

改
善

し
、

運
動

機
能

の
発

達
も
促
進

す
る

こ
と
が

容
易

に
な
る

。

2
 

奈
良

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
6
1 

児
童

 
歩

行
器

ｽ
ﾌ
ﾟ
ﾘﾝ
ｸ
ﾞ式

 

ｳ
ｫ
ｰ
ｷﾝ

ｸ
ﾞ･

ｻ
ﾎﾟ
ｰ
ﾄ 

ミ
ニ

ウ
ォ

ー
ク

（
L
）

 

デ
ン

マ
ー

ク
メ

イ
ラ

ン

ド
ス

ミ
ス

社
 

脳
性

麻
痺

。
右

片
麻

痺
に

て
立
位
・

歩
行

不
安
定

で
あ

る
が
，

起

立
保

持
具

・
両

短
下

肢
装

具
を
使
用

し
，

徐
々
に

立
位

姿
勢
や

蹴

り
出

し
が

可
能

と
な

っ
て

き
て
い
る

。
て

ん
か
ん

発
作

あ
り
。

主

に
学

校
で

の
移

動
手

段
や

体
育
の
授

業
な

ど
に
使

用
す

る
た
め

，

体
幹

の
支

持
性

が
高

く
，

直
立
位
に

近
い

姿
勢
を

保
持

し
な
が

ら

歩
行

で
き

る
ミ

ニ
ウ

ォ
ー

ク
の
申
請

に
至

る
。
 

1
 

広
島

県
 

2
6
2
 
児

童
 
歩

行
器

四
輪

型
 

ミ
ニ

ウ
ォ

ー
ク

L・
デ

ン

マ
ー

ク
メ

イ
ラ

ン
ド

ス

ミ
ス

社
 

染
色

体
異

常
に

よ
る

体
幹

機
能
障
害

。
起

立
位
姿

勢
で

の
移
動

能

力
向

上
の

た
め

学
校

で
使

用
。
 

1
 

愛
知
県
名

古

屋
市

 

2
6
3
 
児

童
 
歩

行
器

ミ
ニ

ウ
ォ

ー
ク

 
ミ

ニ
ウ

ォ
ー

ク
・
デ

ン
マ

ー
ク

メ
イ

ラ
ン

ド
社

 

脳
性

麻
痺

の
移

動
機

能
障

害
の
方
。

下
肢

の
過
緊

張
を

抑
制
す

る

こ
と

に
よ

り
下

肢
の

振
り

出
し
を
容

易
に

し
、
体

幹
・

頚
部
の

過

緊
張

に
伴

う
反

り
返

り
を

抑
制
で
き

る
こ

と
で
歩

行
が

可
能
と

な

る
可

能
性

は
高

い
。

 

2
 

山
口

県
 

2
6
4
 
児

童
 
歩

行
器

四
輪

型
 

ム
ス

タ
ン

グ
本

体
及

び

付
属
品
（

チ
ェ

ス
ト

サ
ポ

ー
ト

、
シ

ー
ト

、
ア

ー
ム

レ
ス

ト
、
ヒ

ッ
プ

サ
ポ

ー

ト
、
腹

部
サ

ポ
ー

ト
、
レ

ッ
グ

セ
パ

レ
ー

タ
ー

、
チ

ェ
ス

ト
サ

ポ
ー

ト
用

カ

バ
ー

、
ヘ

ッ
ド

サ
ポ

ー

ト
）

・
昭

和
貿

易
 

脳
性

運
動

障
害

に
よ

る
四

肢
体
幹
機

能
障

害
。
筋

緊
張

亢
進
・

不

随
意

運
動

・
筋

力
低

下
あ

り
。
両
下

肢
変

形
及
び

座
位

・
立
位

・

歩
行

障
害

あ
り

。
前

腕
・

体
幹
・
股

関
節

・
下
肢

等
の

固
定
を

工

夫
し

た
歩

行
器

に
よ

り
立

位
で
の
自

力
移

動
を
可

能
に

す
る
目

的
。
 

1
 

三
重

県
 

2
6
5
 
児

童
 
歩

行
器

四
輪

型
 

ペ
ー

サ
ー

ゲ
ー

ト
ト

レ

ー
ナ

ー
本

体
及

び
付

属

品
（

腕
支

え
、

胴
支

え
、

ヒ
ッ

プ
サ

ポ
ー

ト
、
ヒ

ッ

プ
サ

ポ
ー

ト
パ

ッ
ド

、
足

首
サ

ポ
ー

ト
）
・
共

に
生

き
る

た
め

に
 

脳
性

運
動

障
害

に
よ

る
四

肢
体
幹
機

能
障

害
。
筋

緊
張

亢
進
・

筋

力
低

下
あ

り
。
股

関
節

脱
臼

な
ど
両

下
肢

変
形
及

び
座

位
・
立
位
・

歩
行

障
害

あ
り

。
前

腕
・

体
幹
・
股

関
節

・
下
肢

等
の

固
定
を

工

夫
し

た
歩

行
器

に
よ

り
立

位
で
の
自

力
移

動
を
可

能
に

す
る
目

的
。
 

1
 

三
重

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
6
6
 
児

童
 
歩

行
器

四
輪

型
（
腰
掛

な
し

）

ペ
ー

サ
ー
・
ゲ

ー
ト

ト
レ

ー
ナ

ー
 

（
リ

フ
ト

ン
・
イ

ク
イ

ッ

プ
メ

ン
ト

社
）

 

脳
性

マ
ヒ

に
よ

る
脳

原
性

運
動
機
能

障
害

１
級
（

移
動

機
能
障

害
）

で
歩

行
が

不
可

能
で

あ
る

。
歩
行
器

に
よ

り
室
内

で
の

自
力
移

動

が
可

能
に

な
る

。
 

2
 

新
潟
県
新

潟

市
 

2
6
7
 
児

童
 
歩

行
器

歩
行

器
 

ペ
ー

サ
ー

ゲ
ー

ト
 
ト

レ
ー

ナ
ー

 

脳
性

麻
痺

に
よ

り
両

上
下

肢
機
能
障
害

2
級
。
基

準
内

の
歩
行

器

で
は

軽
量

す
ぎ

て
転

倒
し

た
こ
と
が

あ
り

、
今
後

も
転

倒
の
危

険

が
あ

る
。

調
査

の
上

、
実

際
試
用
し

、
他

機
種
と

比
較

し
有
用

性

が
認

め
ら

れ
た

こ
と

、
特

別
支
援
学

校
に

お
い
て

移
動

の
際
に

常

時
使

用
す

る
な

ど
、

調
査

か
ら
日
常

生
活

の
移
動

器
具

と
し
て

本

機
種

の
必

要
不

可
欠

性
が

確
認
で
き

た
こ

と
か
ら

交
付

は
適
当

と

し
て

町
に

助
言

し
て

い
る

。
 

1
 

静
岡

県
東

部
 

2
6
8 

児
童

 
歩

行
器

歩
行
器
 

 
 

 
 
 

Ｐ
．
Ｃ
．

Ｗ
 

有
薗

製
作

所
 

体
重

増
加

に
伴

い
、

体
幹

バ
ラ
ン
ス

が
不

安
定
な

た
め

サ
ポ
ー

ト

を
必

要
と

す
る

。
 

1
 

福
岡
県
福

岡

市
 

2
6
9 

児
童

 
歩

行
器

四
輪
型
（
腰
掛

な
し

）

酸
素
ボ
ン

ベ
固

定
装

置
付
 

P
C
W（

ﾎ
ﾟｽ

ﾁ
ｬｰ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾛｰ

ﾙ
ｳｫ

ｰ
ｶ
ｰ）

 

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

サ
プ

ラ

イ
株

式
会

社
 

二
分

脊
椎

。
両

下
肢

弛
緩

麻
痺
。
伝

い
歩

き
可
能

（
屋

内
は
四

つ

這
い

移
動

）
。

 

主
に

自
宅

で
使

用
し

，
移

動
範
囲
の

拡
大

・
身
体

機
能

の
維
持

に

役
立

て
る

た
め

，
後

方
支

持
性
が
高

く
，

立
位
・

歩
行

が
促
進

さ

れ
，

少
し

の
段

差
で

あ
れ

ば
乗
り
越

え
る

こ
と
が

で
き

，
方
向

転

換
可
能
な

P
C
W
の
申
請

に
至

る
。
ま

た
，

閉
塞
性

呼
吸

不
全
に

よ

る
運

動
制

限
を

回
避

す
る

た
め
，
酸

素
ボ

ン
ベ
固

定
装

置
を
装
着
。

1
 

広
島

県
 

2
7
0 

児
童

 
歩

行
器

四
輪
型
（
腰
掛

な
し

）

後
方
支
持

型
の

も
の

P
C
W
の

付
属

品
（

ヒ
ッ

プ

サ
ポ

ー
ト

、
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

）
・

昭
和

貿
易

 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
移

動
機

能
障
害
。

四
肢

体
幹
特

に
下

肢
の
筋

緊

張
亢

進
・

筋
力

低
下

に
よ

り
立
位
・

歩
行

障
害
あ

り
。

歩
容
改

善

目
的

。
 

3
 

三
重

県
 

2
7
1
 
児

童
 
歩

行
器

四
輪

型
（
腰
掛

な
し

）
ム

ス
タ

ン
グ

（
R
8
2
社

）
脳

原
性

運
動

機
能

障
害

が
あ

り
、
自

立
歩

行
困
難

で
体

幹
不
安

定

の
た

め
、

医
師

の
指

示
に

よ
り
必
要

と
み

と
め
ら

れ
た

。
 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

79



  

 

 

N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
7
2
 
成

人
 
歩

行
器

四
輪

型
（
腰
掛

な
し

）
ト

レ
ウ

ォ
ー

ク
ス

リ
ム

 

右
人

工
股

関
節

置
換

に
よ

る
右
下
肢

機
能

障
害
。

筋
力

の
低
下

と

右
下

肢
全

体
の

痛
み

，
尖

足
拘
縮
に

よ
る

足
関
節

随
意

性
の
低

下

が
あ

り
，

杖
歩

行
で

は
な

く
歩
行
器

歩
行

が
妥
当

と
判

断
し
た

。

ま
た

高
身

長
に

よ
り

上
肢

支
持

部
の

高
さ

が
1
0
5
c
m
必

要
で

あ
る

こ
と

，
室

内
の

環
境

に
合

わ
せ
ら
れ

る
こ

と
を
考

慮
し

た
。
 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

2
7
3
 
成

人
 
歩

行
器

四
輪

型
(
腰

掛
な

し
）

T
Y
1
6
0
M
-
N
W
2
＋

抵
抗

器
 

難
治

性
て

ん
か

ん
に

よ
る

両
上
肢
移

動
機

能
障
害

の
方

に
基
準

内

の
歩

行
器

で
は

あ
っ

た
が

歩
行
の
安

定
性

と
施
設

で
の

使
用
を

踏

ま
え

，
他

者
へ

の
安

全
性

も
考
慮
し

，
基

準
内
の

歩
行

器
に
オ

プ

シ
ョ

ン
と

し
て

抵
抗

器
を

処
方
 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

2
7
4 

児
童

 
歩

行
器

 
 

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
・
ジ

ャ

パ
ン

 
ヌ

ル
ミ

 
ネ

オ
 

拡
張

型
心

筋
症

に
お

け
る

治
療
継
続

中
で

あ
り
、

日
常

生
活
の

活

動
制

限
を

受
け

て
い

る
。

移
動
は
四

つ
這

い
に
て

実
施

し
て
い

る

が
、

心
機

能
へ

の
負

担
軽

減
が
必
要

な
こ

と
か
ら

申
請

に
至
る

。

1
 

滋
賀

県
 

2
7
5 

成
人

 
歩

行
器

四
輪
型
：

腰
掛

つ
き

（
抑
制
ブ

レ
ー

キ
つ

き
）
 

Ｋ
Ｗ

４
１
・
カ

ワ
ム

ラ
サ

イ
ク

ル
社

 

 
全

身
性

ジ
ス

ト
ニ

ア
に

よ
る

歩
行

障
害

。
四
肢

の
筋

力
低
下

に

目
立

っ
た

も
の

は
な

い
。

頚
部
ジ
ス

ト
ニ

ア
に
よ

り
下

方
視
が

し

づ
ら

い
状

態
に

あ
る

が
、
歩

行
障
害

の
主

た
る
原

因
は

前
方
突

進
。

施
設

内
の

移
動

に
お

い
て

駐
車
中
の

車
両

に
ぶ
つ

か
る

こ
と
が

あ

っ
た

と
い

う
。

立
ち

上
が

り
や
立
位

保
持

は
自
立

。
歩

行
は
見

守

り
・

軽
介

助
レ

ベ
ル

。
（

通
常
の
）

歩
行

器
歩
行

を
試

し
た
が

、

歩
行

を
続

け
て

い
る

と
前

方
突
進
が

出
現

し
て
く

る
。

突
進
を

生

じ
る

前
に

声
が

け
に

て
休

止
を
挟
む

と
防

げ
た
。

頚
部

ジ
ス
ト

ニ

ア
に

よ
り

頭
位

は
安

定
し

な
い
が
、

座
位

や
立
位

に
支

障
を
来

す

ほ
ど

で
は

な
い

。
施

設
内

に
お
い
て

車
椅

子
移
動

は
試

し
て
み

た

と
こ

ろ
、

特
に

問
題

は
な

か
っ
た
と

の
こ

と
。
 

 
最

新
の

抑
速

ブ
レ

ー
キ

が
付

い
た

歩
行

器
（
カ

ワ
ム

ラ
サ
イ

ク

ル
：

K
W
4
1
）

を
使

用
し

て
み

た
と

こ
ろ

、
突

進
を

呈
す

る
こ

と
な

く
安

全
に

歩
行

で
き

た
。

通
常

の
歩

行
器

(基
準

額
38
,
6
00

円
)

よ
り

高
価

(
5
9
,
8
0
0
円

)
で

特
例

補
装

具
と

し
て

の
支

給
を

要
す

る

1
 

宮
城

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

が
、
レ

デ
ィ

ー
メ

イ
ド

の
車

椅
子

(
基

準
額

7
5
,
0
0
0
円

)
よ

り
も

安

価
で

あ
り

、
歩

行
能

力
の

維
持
と
い

う
観

点
か
ら

も
車

椅
子
を

支

給
す

る
よ

り
適

切
で

あ
る

と
考
え
た

。
 

2
7
6
 
成

人
 
歩

行
器

四
輪

型
（
腰
掛

つ
き

）

K
W
2
0＋

呼
吸

器
搭

載
台

＋
ク

ッ
シ

ョ
ン

加
工

＋

背
パ

イ
プ

加
工

 

ミ
オ

パ
チ

ー
に

伴
う

続
発

性
肺
胞
低

換
気

症
候
群

に
よ

り
呼
吸

器

機
能

及
び

弛
緩

性
麻

痺
が

あ
る
方
に

室
内

用
の
歩

行
器

に
呼
吸

器

搭
載

台
を

加
工

し
，

移
動

途
中
に
休

め
る

よ
う
起

立
、

着
座
が

し

や
す

い
加

工
が

必
要

 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

2
7
7 

児
童

 
歩

行
器

サ
イ
ド
テ

ー
ブ

ル
付

四
輪
型
歩

行
器

の
修

理
（
報
告

）
 

川
村

義
肢

 

特
別

支
援

学
校

小
学

部
に

在
籍
。
進

行
性

疾
患
に

よ
る

四
肢
体

幹

機
能

障
害

と
、

重
度

精
神

遅
滞
あ
り

。
痙

性
麻
痺

あ
り

、
上
下

肢

は
緊

張
が

強
く

、
手

関
節

は
掌
屈
し

や
す

い
。
内

反
足

尖
足
が

あ

り
、

靴
型

装
具

を
使

用
。

体
幹
は
低

緊
張

で
丸
ま

り
や

す
い
。

屋

内
で

の
自

発
的

移
動

手
段

と
し
て
、

四
肢

の
筋
痙

性
を

抑
え
体

幹

を
支

持
し

、
下

肢
の

安
定

し
た

振
り

出
し

を
可
能

と
す

る
た
め

に
、

サ
ド

ル
・
テ

ー
ブ

ル
付

四
輪

型
歩
行

器
が

必
要
で

あ
る

。
今
回

は
、

休
憩

時
に

顎
が

乗
せ

ら
れ

る
よ
う
に

体
幹

サ
ポ
ー

ト
の

修
理
が

必

要
。
 

1
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

2
7
8 

児
童

 
歩

行
器

モ
ジ
ュ
ー

ル
型

歩
行

器
 

S
T
R
ID

E
R 

(
株

)有
薗

製
作

所
 

脳
性

麻
痺

に
よ

る
痙

性
麻

痺
の
た
め

、
上

肢
・
下

肢
・

体
幹
の

支

持
性

低
下

、
下

肢
の

振
り

出
し
困
難

、
不

随
意
運

動
等

が
認
め

ら

れ
、
歩
行

は
困

難
（

2
～
3
歩

の
介
助

歩
行

程
度
）
。
歩

行
の
た

め

に
は

適
切

な
骨

盤
・

体
幹

サ
ポ
ー
ト

や
上

肢
支
持

部
が

必
要
で

あ

る
。

ま
た

、
過

荷
重

・
過

緊
張
に
よ

り
股

関
節
脱

臼
の

危
険
性

が

あ
り

、
股

関
節

を
外

転
位

に
保
持
す

る
こ

と
が
必

要
で

あ
る
た

め

サ
ド

ル
で

の
調

整
が

必
要

で
あ
る
。

S
T
R
I
D
E
R
を
使
用
し

、
適
切

な
付

属
品

を
装

着
す

る
こ

と
で
学
校

等
で

の
移
動

に
使

用
す
る

こ

と
が

で
き

、
Q
O
L
の

向
上

に
も

効
果

が
見

込
ま

れ
る

。
 

1
 

熊
本
県
熊

本

市
 

2
7
9 

児
童

 
歩

行
器

体
幹
付
長

下
肢

付
 

歩
行
器
 

ハ
ー

ト
ウ

ォ
ー

カ
ー

 

（
ハ

ー
ト

ウ
ォ

ー
カ

ー

ジ
ャ

パ
ン

）
 

四
肢

に
痙

性
が

あ
り

，
坐

位
保
持
は

ど
う

に
か
可

能
で

あ
る
が

，

立
位
・
独

歩
は

不
能

。
移

動
も

含
め

て
日

常
生
活

は
ほ

ぼ
全
介

助
。

従
来

の
補

装
具

歩
行

器
で

は
サ
ド
ル

に
座

っ
て
し

ま
い

下
肢
の

力

1
 

新
潟
県
新

潟

市
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

を
使

っ
て

歩
行

す
る

こ
と

が
出
来
な

い
，

ハ
ー
ト

ウ
ォ

ー
カ
ー

で

は
し

っ
か

り
と

下
肢

で
支

え
左
右
交

互
に

下
肢
を

振
り

出
す
歩

行

が
可

能
と

な
り

良
好

な
歩

行
を
経
験

し
て

い
く
こ

と
が

出
来
る

た

め
申

請
に

至
る

。
 

2
8
0 

児
童

 
歩

行
器

歩
行
器

  
 
 

 
 

 

姿
勢
保
持

機
能

付
き

き
さ

く
工

房
 

四
肢

体
幹

マ
ヒ

の
た

め
、

立
位
・
座

位
・

歩
行
不

能
。

サ
ド
ル

付

の
歩

行
器

で
、

体
幹

を
支

え
て
歩
行

可
能

。
 

1
 

福
岡
県
福

岡

市
 

2
8
1 

児
童

 
歩

行
器

 
 

オ
ッ

ト
ー

ボ
ッ

ク
・
ジ

ャ

パ
ン

 
キ

ッ
ド

ウ
ォ

ー

ク
Ⅱ
 

先
天

性
の

小
脳

失
調

か
ら

、
立
位
保

持
は

不
安
定

で
、

独
歩
は

不

能
な

状
態

で
あ

る
。

保
育

園
の
移
動

に
お

い
て
、

骨
盤

と
体
幹

の

支
持

と
、

下
肢

の
蹴

り
だ

し
に
よ
る

自
立

歩
行
が

可
能

と
な
る

こ

と
か

ら
、

申
請

に
至

る
。

 

1
 

滋
賀

県
 

  （
１

０
）

歩
行

補
助
杖
 

 
 
 
歩

行
補

助
杖
の

特
例

補
装
具

交
付

は
３

件
で

あ
っ

た
。、

３
件

全
て

新
潟

県
で

の
交

付
で

あ
っ

た
。
 

 N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
8
2 

成
人

 
歩

行
補
助

つ
え
 

タ
ー
ゲ
ッ

ト
現

出
杖
 

 
 

耐
用

年
数

過
ぎ

た
特

殊
加

工
の

杖
（

特
例

補
装
具

と
し

て
支
給

歴

有
り

）
の

買
い

替
え

。
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

病
の

た
め

、
杖

を
つ

い
た

際
に
足

を
延

ば
す
位

置

を
示

す
杖

が
必

要
で

あ
っ

た
。

 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

2
8
3 

成
人

 
歩

行
補
助

杖
 

歩
行
補
助

杖

（
基
準
外

）
 

リ
ウ

マ
チ

杖
 

先
天

性
股

関
節

脱
臼

に
よ

り
左

右
下

肢
の

股
関
節

機
能

が
全
廃

し

て
い

る
。

家
事

、
介

護
を

行
う

上
で

、
基

準
内
の

杖
で

は
対
応

で

き
な

い
た

め
、

基
準

外
の

杖
を

交
付

し
た

。
 

2
 

新
潟

県
上

越
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（
１

１
）

補
聴

器
 

 
 
 
補

聴
器

は
１
０

４
件

の
特
例

補
装

具
交

付
実

績
で

あ
っ

た
。
最

も
多

い
機

種
は

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

で
あ
っ

た
。
次
い
で

、
重

度
難
聴

用
耳
か
け
型
、
骨
導
式
補

聴
器

が
多

く
交

付
さ
れ

て
い

る
状
況

で
あ

っ
た

。
 

 N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
8
4
 
児

童
 

補
聴

器
 

人
工

内
耳

用
F
M

補
聴
シ
ス

テ
ム

送
信

機
フ

ォ
ナ

ッ
ク

 
イ

ン
ス

パ
イ

ロ
 

ア
イ

・
ラ

ペ
ル

 
受

信
機

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

M
l
L1

4
i 

対
象

者
は

高
校

性
で

あ
る

た
め

、
授

業
中

の
聞
き

取
り

に
現
在

の

人
口

内
耳

だ
け

で
は

授
業

の
内

容
を

明
瞭

に
聞
き

取
れ

な
い
た

め
、

F
M
補

聴
シ

ス
テ

ム
の

申
請

と
な

っ
た

。
 

1
 

群
馬

県
 

2
8
5 

児
童

 
Ｆ

Ｍ
補
聴

器
 

人
工
内
耳

に
対

す
る
Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス
テ
ム
 

受
信

機
：

 

M
l
x
i 

送
信

機
：

 

ｲ
ｰ
ｼ
ﾞｰ

ﾘ
ﾝｸ

ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

感
音

性
難

聴
に

よ
る

聴
覚

障
害

2
級

。
右

に
人
工

内
耳

埋
め
こ

み

術
施

術
、
左

は
重

度
難

聴
用

耳
掛
け

型
補

聴
器
使

用
。
小

学
校
（

通

常
級

）
在

籍
。

週
1
日

難
聴

言
語
教

室
通

級
。
小

学
校

で
は

1
ク

ラ
ス

2
8
人

。
座

席
は

前
か

ら
２

列
目

。
補

聴
器

装
用

側
で

の
音

声

認
識

は
実

用
性

な
く

、
人

工
内
耳
か

ら
の

情
報
が

主
。

Ｆ
Ｍ
シ

ス

テ
ム

に
つ

い
て

は
学

校
に

相
談
済
み

。
通

常
級
で

の
在

籍
継
続

と
、

教
育

の
機

会
を

確
保

す
る

た
め
に
必

要
。
 

5
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

2
8
6 

児
童

 
F
M
補

聴
器

 

人
工
内
耳

に
対

す
る
Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス
テ
ム
 

受
信

機
：

 

M
l
x
i 

送
信

機
：

 

ｲ
ｰ
ｼ
ﾞｰ

ﾘ
ﾝｸ

ﾌ
ﾟﾗ
ｽ
 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

細
菌

性
髄

膜
炎

に
よ

る
両

側
重

度
難

聴
の

た
め
両

耳
人

工
内
耳

埋

め
込

み
施

行
し

て
い

る
。

異
年

齢
混

合
保

育
の
認

可
保

育
園
に

通

所
中

で
あ

り
、

雑
音

に
ま

ぎ
れ

て
先

生
の

指
示
が

入
ら

な
い
た

め

危
険

回
避

で
き

な
い

状
況

あ
り

、
保

育
園

の
安
全

な
生

活
の
た

め

に
FM

補
聴

器
が

有
効

で
あ

る
。
 

5
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

2
8
7 

児
童

 
Ｆ

Ｍ
補
聴

器
 

人
工
内
耳

に
対

す
る

F
M
補

聴
シ

ス
テ
ム
の

修
理

送
信

機
：
ｲﾝ

ｽﾊ
ﾟ
ｲ
ﾛ・

ｱ
ｲ
ﾗﾍ

ﾟ

ﾙ
 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

先
天

性
の

聴
覚

障
害

。
人

工
内
耳
埋

込
術

を
行
っ

て
い

る
児
童

。

特
例

で
認

め
ら

れ
F
M
補

聴
シ

ス
テ

ム
(
承

認
し

た
も

の
は

同
等

安

価
の

機
種

の
価

格
ま

で
と

し
て
い
る

）
の

基
盤
交

換
の

修
理
 

小
学

校
通

常
級

に
在

籍
し

て
お
り
、

教
育

上
必
要

と
判

断
 

5
 

神
奈
川
県

横

浜
市
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
8
8 

児
童

 
F
M
補

聴
器

 

人
工
内
耳

に
対

す
る

F
M
補

聴
シ

ス
テ
ム
の

修
理

受
信

機
：

 

ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛﾘ

ﾝ
ｸﾌ

ﾘ
ｰﾀ
ﾞ
ﾑ
 

 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

人
工

内
耳

埋
込

術
を

行
っ

て
い

る
児

童
。
 

特
例

補
装

具
と

し
て

交
付

し
た

F
M
補

聴
シ

ス
テ

ム
(
承

認
し

た
も

の
は

同
等

安
価

の
機

種
の

価
格

ま
で

と
し

て
い
る

）
の

修
理
。

受

信
機

の
基

盤
交

換
が

必
要

で
あ

っ
た

。
小

学
校
通

常
級

に
在
籍

を

し
て

お
り

、
教

育
上

の
理

由
に

よ
り

修
理

支
給
を

認
め

た
。
 

5
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

2
8
9
 
児

童
 
補

聴
器

 
F
M
補

聴
シ

ス
テ

ム
 

耳
掛
型

N
5
用
 

（
送

信
機

 
イ

ン
ス

パ
イ

ロ
 
ア

イ
・

ラ
ペ

ル
 

受
信

機
 

Ｍ
Ｌ

1
4
i
）

・
 

㈱
日

本
コ

ク
レ

ア
 

（
１

件
目

）
 

幼
稚

園
等

同
年
代
と

生
活

す
る
場

面
で

の
聞
き

取

り
を

可
能

に
す

る
こ

と
に

よ
り

児
童

の
発

達
を
促

進
す

る
こ
と

が

期
待

で
き

る
た

め
。

 

（
２

件
目

）
 

様
々

な
機

種
を
試
用

し
た

結
果
、

左
記

の
機
種

に

つ
い

て
最

も
聞

き
取

り
が

向
上

し
、

人
工

内
耳
と

の
併

用
効
果

が

あ
っ

た
た

め
。

 

2
 

岩
手

県
 

2
9
0
 
児

童
 
補

聴
器

 
F
M
補

聴
シ

ス
テ

ム
 

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

人
工

内
耳

で
は

一
対

一
の

会
話

に
は

効
果

が
大
き

い
が

、
複
数

の

音
源

や
雑

音
下

の
会

話
に

弱
い

の
で

、
教

育
上
必

要
な

た
め
。
 

1
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

2
9
1
 
児

童
 
補

聴
器

 
Ｆ

Ｍ
補
聴

シ
ス

テ
ム
 

送
信

機
 

Z
oo
m
L
i
nk
＋

 

受
信

機
 

M
ic
r
o
L
in
k 

F
r
e
ed

o
m 

Ｐ
Ｈ

Ｏ
Ｎ

Ａ
Ｋ

 

難
聴

学
級

在
籍

児
（

学
習

活
動

は
交

流
学

級
に
て

）
。

集
団
活

動

の
聞

き
取

り
に

困
難

を
示

し
て

お
り

、
試

聴
に
て

理
解

及
び
反

応

の
向

上
が

確
認

で
き

、
今

後
の

学
校

活
動

に
Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス
テ

ム

が
不

可
欠

な
状

態
。

右
耳

に
人

工
内

耳
、

左
耳
に

補
聴

器
を
装

用

し
て

お
り

、
人

工
内

耳
装

用
耳

へ
受

信
機

を
装
用

す
る

た
め
特

例

補
装

具
と

な
る

。
 

1
 

熊
本
県
熊

本

市
 

2
9
2
 
児

童
 
補

聴
器

 

人
工
内
耳

用
Ｆ

Ｍ
送
信
機

・
受

信
機
 

Ｆ
Ｍ

送
信

機
ｲﾝ
ｽ
ﾊ
ﾟｲ
ﾛ
ﾌﾟ
ﾚ

ﾐ
ｱ
ﾑ
ｱｲ
.
ﾗﾍ
ﾟ
ﾙ 

Ｆ
Ｍ

受
信

機
Ｍ

ｉ
ｃ

ｒ
ｏ

Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ

Ｆ
ｒ

ｅ
ｅ

ｄ
ｏ

ｍ
 
日

本

補
聴

器
九

州
 

感
音

性
難

聴
2
級

(
右

1
0
5
ｄ

Ｂ
、

左
1
0
1
ｄ

Ｂ
）

、
１

歳
半

で
人

工
内

耳
埋

込
術

を
受

け
る

。
来

年
度

就
学

す
る
た

め
、

騒
音
下

で

も
聞

き
取

り
が

良
い

基
準

外
Ｆ

Ｍ
補

聴
シ

ス
テ
ム

が
必

要
 

1
 

福
岡
県
福

岡

市
 

2
9
3
 
児

童
 
補

聴
器

 
人

工
内

耳
用

F
M

補
聴
シ
ス

テ
ム

 
 

先
天

性
難

聴
。

聴
覚

障
害

２
級

。
学

校
の

授
業
の

聞
き

取
り
改

善

の
た

め
。

 
1
 

愛
知
県
名

古

屋
市

 

2
9
4
 
児

童
 
補

聴
器

 
人

工
内

耳
用

F
M

受
信
機
 

コ
ク

レ
ア

社
・

M
L
1
4
i

（
N
uc
l
eu
s5

用
）

 

先
天

性
難

聴
。

聴
覚

障
害

２
級

。
学

校
の

授
業
の

聞
き

取
り
改

善

の
た

め
。

 
1
 

愛
知
県
名

古

屋
市
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

2
9
5
 
児

童
 
補

聴
器

 
F
M
補

聴
シ

ス
テ

ム
 

福
岡

補
聴

器
セ

ン
タ

ー
 

本
児

は
難

聴
学

校
に

通
学

す
る

た
め

、
多

人
数
で

の
授

業
や
話

し

合
い

で
F
M
補

聴
シ

ス
テ

ム
が

必
要
で

あ
る

。
 

1
 

福
岡
県
福

岡

市
 

2
9
6
 
児

童
 
補

聴
器

 

人
工
内
耳

に
対

す
る

F
M
補

聴
シ

ス
テ
ム
 

受
信

機
：

 

ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛﾘ

ﾝ
ｸﾌ

ﾘ
ｰﾀ
ﾞ
ﾑ
 

 

送
信

機
：

 

ｲ
ﾝ
ｽ
ﾊﾟ

ｲ
ﾛｱ

ｲ
ﾗﾍ
ﾟ
ﾙ 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

左
右

人
工

内
耳

埋
込

術
を

実
施

し
て

い
る

児
童
。
 

小
学

校
通

常
級

に
在

籍
。

教
育

上
の

理
由

か
ら
支

給
を

認
め
た

。

受
信

機
は

主
治

医
の

装
用

指
定

側
の

人
工

内
耳
に

合
う

機
種
を

認

め
た

。
送

信
機

は
、

同
等

安
価

の
機

種
の

価
格
ま

で
と

し
た
。
 

5
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

2
9
7
 
児

童
 
補

聴
器

 
Ｆ

Ｍ
人
工

内
耳

用
シ
ス
テ

ム
 

F
M
送

信
機

in
s
p
i
ro
 

F
M
受

信
機

Mi
c
r
o
Li

n
k 

F
r
e
ed

o
m 

平
成

２
２

年
に

右
人

工
内

耳
埋

め
込

み
術

を
受
け

る
。

現
在

4
歳

で
保

育
園

に
通

園
中

。
人

工
内

耳
は

雑
音

や
距
離

の
影

響
を
受

け

や
す
い
こ

と
か

教
育
上

の
理

由
、
就
学
に

臨
む
た

め
の

目
的
で

F
M

シ
ス

テ
ム

を
認

め
た

。
 

1
 

佐
賀

県
 

2
9
8
 
児

童
 
補

聴
器

 

高
度
難
聴

用
補

聴
器
に
対

す
る

F
M
シ

ス
テ

ム
 

送
信

機
：
ｲﾝ

ｽﾊ
ﾟ
ｲ
ﾛ・

ﾌ
ﾟ
ﾚﾐ

ｱ
ﾑ
・

ｱ
ｲ
ﾗﾍ
ﾟ
ﾙ 

受
信

機
：

M
l
ｘ

i 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

感
音

性
難

聴
に

よ
る

聴
覚

障
害

6
級

の
児

童
。
 

個
別

支
援

級
に

在
籍

し
て

お
り

、
教

師
の

話
に
集

中
し

て
聞
く

こ

と
が

で
き

な
い

 

障
害

特
性

か
ら

教
師

に
注

意
を

向
け

集
中

を
促
す

必
要

の
あ
る

こ

と
か

ら
教

育
上

の
理

由
で

高
度

難
聴

用
補

聴
器

に
対

し
、
F
M
補

聴

シ
ス

テ
ム

の
支

給
が

適
当

と
判

断
。

送
信

機
は
、

同
等

安
価
の

機

種
の

価
格

ま
で

と
制

限
し

た
。

 

1
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

2
9
9 

成
人

 
補

聴
器

 
Ｆ

Ｍ
型

受
信

機
M
L
x
i・

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

 
対

象
者

は
高

校
生

。
聴

力
障

害
（
右

1
0
0
．
0
0d

B
 左

1
0
5
.0

0
dB

）

が
あ

り
、

補
聴

器
と

人
工

内
耳
を
使

用
し

て
い
る

が
、

聴
力
が

悪

化
し

、
補

聴
器

だ
け

で
は

授
業
が
聴

こ
え

な
く
な

っ
た

。
授
業

の

声
を

聞
き

取
る

た
め

に
も

、
Ｆ
Ｍ
型

補
聴

シ
ス
テ

ム
が

必
要
に

な

り
、

ま
た

片
耳

だ
け

で
は

聞
き
逃
し

が
多

い
こ
と

か
ら

両
耳
装

用

の
必

要
性

が
あ

り
、
重

度
難

聴
用
耳

か
け

用
の
Ｆ

Ｍ
型

受
信
機

と
、

特
例

補
装

具
と

し
て

人
工

内
耳
用
の

Ｆ
Ｍ

型
受
信

機
の

申
請
に

至

る
。
 

1
 

福
島

県
 

3
0
0
 
成

人
 
補

聴
器

 
F
M
補

聴
器

、
F
M

補
聴
シ
ス

テ
ム

M
L
1
4i
（

N
u
cl
e
u
s
5）

 

市
町

村
か

ら
の

相
談

内
容

（
成

人
の

ケ
ー

ス
に

F
M
補
聴

器
・

F
M

シ
ス

テ
ム

が
該

当
す

る
か

）
 

専
門

学
校

で
の

講
義

と
就

労
移

項
支

援
訓

練
等

の
ﾐ
ｰﾃ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ・

会
議

1
 

沖
縄

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

で
の

活
用

を
目

的
 

3
0
1
 
成

人
 
補

聴
器

 

人
工
内
耳

接
続

F
M
補

聴
シ

ス
テ

ム
 

フ
ォ
ナ
ッ

ク
:
送

信
機

(ズ

ー
ム

リ
ン

ク
プ

ラ
ス

）
 

受
信

機
（

M
L1
4
i
）

 

小
児

期
よ

り
進

行
し

た
重

度
難

聴
の

方
。

補
聴
器

で
の

語
音
聴

取

が
難

し
く

、
人

工
内

耳
を

装
着

就
労

場
面

に
お
け

る
会

議
等
で

語

音
聴

取
環

境
改

善
の

た
め

に
支

給
 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

3
0
2
 
成

人
 
補

聴
器

 
人

工
内

耳
用

F
M

補
聴
シ
ス

テ
ム

受
信

機
M
l
xi
（

お
よ

び
ｱ
ﾀ
ﾞ

ﾌ
ﾟ
ﾀ、

ｹｰ
ﾌ
ﾞﾙ
）
、
ﾜｲ

ﾔ
ﾚｽ

ﾏ
ｲ

ｸ
は

基
準

額
ま

で
 

ﾌ
ｫ
ﾅ
ｯｸ
･
ｼﾞ
ｬ
ﾊﾟ
ﾝ
社

 

人
工

内
耳

装
用

者
。

大
学

生
で

あ
り

、
人

工
内
耳

の
み

で
は
講

義

等
の
聞
き

取
り

が
困
難

で
、
F
M
補
聴
シ
ス

テ
ム
使

用
に

よ
り
聴

取

が
改

善
す

る
た

め
、

適
当

と
判

断
し

た
。
 

1
 

東
京

都
 

3
0
3
 
成

人
 
補

聴
器

 
人

工
内

耳
用

F
M

補
聴
シ
ス

テ
ム

受
信

機
ﾏｲ

ｸ
ﾛﾘ
ﾝ
ｸ
ﾌ
ﾘｰ

ﾀ
ﾞﾑ

、

ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾚｽ
ﾏ
ｲｸ
は

基
準

額
ま

で

ﾌ
ｫ
ﾅ
ｯｸ
･
ｼﾞ
ｬ
ﾊﾟ
ﾝ
社

 

人
工

内
耳

装
用

者
。

大
学

生
で

あ
り

、
人

工
内
耳

の
み

で
は
講

義

等
の
聞
き

取
り

が
困
難

で
、
F
M
補
聴
シ
ス

テ
ム
使

用
に

よ
り
聴

取

が
改

善
す

る
た

め
、

適
当

と
判

断
し

た
。
 

1
 

東
京

都
 

3
0
4
 
成

人
 
補

聴
器

 
人

工
内

耳
用

F
M

補
聴
シ
ス

テ
ム

受
信

機
ﾏｲ

ﾘ
ﾝｸ
･
ﾌ
ﾟ
ﾗｽ
 

ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾚｽ

ﾏ
ｲｸ

 
ｽﾞ

ｰ
ﾑ
･ﾘ

ﾝ
ｸ･

ﾌ
ﾟ
ﾗ
ｽ 

ﾌ
ｫ
ﾅ
ｯｸ
･
ｼﾞ
ｬ
ﾊﾟ
ﾝ
社

 

人
工

内
耳

装
用

者
。

新
聞

社
に

勤
務

し
、

業
務
上

の
指

示
や
伝

達

に
FM

補
聴

シ
ス

テ
ム

を
使

わ
な
け
れ

ば
筆

談
を
併

用
す

る
必
要

が
あ
っ
た

が
、
F
M
補
聴
シ
ス

テ
ム
の

使
用

に
よ
り

上
司

や
同
僚

と

の
意

思
伝

達
が

向
上

し
た

た
め

、
適

当
と

判
断
し

た
。

一
側
は

人

工
内

耳
、
も

う
一

側
は

補
聴

器
を

装
用

し
、
両

側
に

F
M
補

聴
を

希

望
し

て
お

り
、

ル
ー

プ
型

の
受

信
機

が
適

当
と
判

断
し

た
。
 

1
 

東
京

都
 

3
0
5
 
成

人
 
補

聴
器

 
Ｆ

Ｍ
補
聴

シ
ス

テ
ム
 

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

受
信

機
（

M
lx

i）
･３

Ｇ
用

ア
ダ

プ
タ

ー
・

送
信

機
ｉ

ｎ
ｓ

ｐ
ｉ
ｒ
ｅ

 
ｉ
Ｌ

ａ
ｐ
ｅ

Ｉ
・

 
外

部
ピ

ン
マ

イ
ク

 

聴
覚
障
害

2
級

 
左

耳
:
1
0
0
ｄ

ｂ
人
工

内
耳

1
8
歳
大
学
生

、
大
学

講
義

受
講

の
た

め
 

1
 

奈
良

県
 

3
0
6
 
成

人
 
補

聴
器

 

人
工
内
耳
 

F
M
型

送
信

機
 

F
M
型

受
信

機
 

ズ
ー

ム
リ

ン
ク

・
プ

ラ
ス

エ
ス

プ
リ

３
G
[
コ

ク
レ

ア

社
] 

両
側

進
行

性
感

音
性

難
聴

の
方

で
人

工
内

耳
装
着

者
。

聴
力
レ

ベ

ル
は
右

9
2
dB
、
左

9
1
dB

。
大

学
病
院
で

治
験

事
務
を

行
っ

て
お
り

、

会
議

、
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
等

で
話
し
手

の
声

が
は
っ

き
り

聞
き
取

れ

な
い
た
め

、
F
M
補
聴
シ

ス
テ

ム
(
F
M
型
送

信
機
、

F
M
型

受
信
機

)

を
支

給
希

望
。

 

1
 

兵
庫

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
0
7
 
成

人
 
補

聴
器

 
人

工
内
耳
 

F
M
型

受
信

機
 

マ
イ

ク
ロ

リ
ン

ク
フ

リ
ー

ダ
ム
[
フ
ォ
ナ
ッ

ク
社

]
 

騒
音

性
難

聴
の

方
で

人
工

内
耳

装
着

者
。

聴
力
レ

ベ
ル

は
右

1
1
0
dB
、

左
10
2
d
B。

高
校

の
と

き
は

、
ル

ー
プ

型
FM

受
信

機
を

使
用

し
て

い
た

が
、

予
備

校
へ

通
う

よ
う

に
な
り

、
講

義
が
ほ

と

ん
ど
聞
き

取
れ

な
く
な

っ
た

た
め
、
F
M
型

受
信
機

(
フ
リ

ー
ダ
ム

)

を
支

給
希

望
。

 

1
 

兵
庫

県
 

3
0
8
 
成

人
 
補

聴
器

 

人
工
内
耳

用
ワ

イ
ヤ
レ
ス

補
聴

シ
ス
テ
ム
 

受
信

機
ﾛｼ

ﾞ
ｬｰ

X（
お

よ
び

ｱ
ﾀ
ﾞ
ﾌﾟ

ﾀ
ｰ）

、
ﾜｲ

ﾔ
ﾚ
ｽﾏ

ｲ
ｸ 

ﾛ

ｼ
ﾞ
ｬ
ｰｲ

ﾝ
ｽﾊ

ﾟ
ｲﾛ
 

ﾌ
ｫ
ﾅ
ｯｸ
･
ｼﾞ
ｬ
ﾊﾟ
ﾝ
社

 

人
工

内
耳

装
用

者
。

団
体

の
理

事
。

会
議

が
頻

繁
で

あ
り

、
ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾚ

ｽ
補

聴
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
を

使
用

し
な

け
れ

ば
聞

き
取

り
が

困
難

で
、

ﾜ
ｲ
ﾔ
ﾚ
ｽ
補

聴
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
使

用
に

よ
ち
聴

取
が

改
善
す

る
た

め
、
適

当
と

判
断
し
た
。

1
 

東
京

都
 

3
0
9
 
児

童
 
補

聴
器

 

重
度
難
聴

用
耳

か
け
 
型

補
聴

器
 Ｆ

Ｍ
補
聴

シ
ス
テ
ム

一
 

式
（
両

耳
装
用

）

Ｆ
Ｍ

シ
ス

テ
ム

 

（
i
ns

p
ir

o
 P
r
e
m
iu

m
 

i
L
a
pe
l、

MＬ
x
i
）

 
フ

ォ

ナ
ッ

ク
社

 

特
別

支
援

学
校

に
入

学
し

た
重

度
難

聴
児

で
、
人

工
内

耳
の
み

で

は
聞
き
取

り
が

困
難
で

 
あ
っ

た
た
め

、
教

育
上
の

観
点

か
ら
交

付
。

（
60
ｄ

Ｂ
肉

声
で

の
文

章
の

聞
き

取
り

が
、

Ｓ
Ｎ

 

1
0
ｄ
Ｂ
の

騒
音

下
に
お

い
て

人
工
内

耳
の

み
で
は

2
2
％

の
補
聴

に

対
し
、
人

工
内

耳
+
補
 
聴
器

+
両

耳
Ｆ
Ｍ
装

用
で
は

6
5
％

の
補
聴

効
果

が
得

ら
れ

た
。

）
 

1
 

大
阪
府
大

阪

市
 

3
1
0
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

掛
け
型
 

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

ナ
イ

ー
ダ

Q
5
0
 

U
P
（

両
耳

）
 

重
度

難
聴

の
た

め
会

話
を

聞
き

取
る

上
で

は
不
十

分
で

、
出
力

を

上
げ

る
と

ハ
ウ

リ
ン

グ
が

生
じ

る
た

め
、

高
出
力

で
ハ

ウ
リ
ン

グ

を
抑

制
す

る
機

能
が

付
い

て
い

る
本

機
の

申
請
と

な
っ

た
。
 

1
 

群
馬

県
 

3
1
1
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

掛
け
型
 

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

ナ
イ

ー
ダ

S
V
 

U
P 

重
度

難
聴

の
た

め
会

話
を

聞
き

取
る

上
で

は
不
十

分
で

、
出
力

を

上
げ

る
と

ハ
ウ

リ
ン

グ
が

生
じ

る
た

め
、

ハ
ウ
リ

ン
グ

キ
ャ
ン

セ

ル
機

能
及

び
周

波
数

圧
縮

機
能

が
あ

り
高

音
域
情

報
の

低
音
生

き

移
行

効
果

を
有

し
て

い
る

た
め

、
本

機
の

申
請
と

な
っ

た
。
 

1
 

群
馬

県
 

3
1
2
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

掛
け
型
 

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

ナ
イ

ー
ダ

Q
７

０
 
S
P
（

両
耳

）
 

重
度

難
聴

の
た

め
会

話
を

聞
き

取
る

上
で

は
不
十

分
で

、
出
力

を

上
げ

る
と

ハ
ウ

リ
ン

グ
が

生
じ

る
た

め
、

ハ
ウ
リ

ン
グ

キ
ャ
ン

セ

ル
機

能
及

び
周

波
数

圧
縮

機
能

が
あ

り
高

音
域
情

報
の

低
音
生

き

移
行

効
果

を
有

し
て

い
る

た
め

、
本

機
の

申
請
と

な
っ

た
。
 

1
 

群
馬

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
1
3
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

掛
け
型
 

ﾜ
ｲ
ﾃ
ﾞｯ
ｸ
ｽ社

製
 

 
 

 
 

ス
ー

パ
ー

４
４

０
 

S
4
-
V
S
（

両
耳

）
 

重
度

難
聴

の
た

め
会

話
を

聞
き

取
る

上
で

は
不
十

分
で

、
出
力

を

上
げ

る
と

ハ
ウ

リ
ン

グ
が

生
じ

る
た

め
、

ハ
ウ
リ

ン
グ

キ
ャ
ン

セ

ル
機

能
及

び
周

波
数

圧
縮

機
能

が
あ

り
高

音
域
情

報
の

低
音
生

き

移
行

効
果

を
有

し
て

い
る

た
め

、
本

機
の

申
請
と

な
っ

た
。
 

1
 

群
馬

県
 

3
1
4
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

か
け
型
 

ナ
イ

ー
ダ

・
フ

ォ
ナ

ッ
ク

社
 

高
音

域
が

聞
き

取
り

に
く

い
方

。
高

音
域

を
聞
き

取
り

や
す
い

音

域
に

変
換

す
る

周
波

数
圧

縮
機

能
を

持
つ

補
聴
器

の
使

用
に
よ

る

有
意

な
装

用
閾

値
の

差
が

認
め

ら
れ

る
こ

と
か
ら

、
就

学
上
有

効

で
あ

る
。

 

3
 

山
口

県
 

3
1
5
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
 

耳
か
け
型
 

N
a
i
da

 
Up
 

聴
覚

障
害

4
級

の
児

童
。

聴
力

検
査

で
は

、
5
0
0
Ｈ

ｚ
で

6
0
d
B
、

1
0
0
0
Ｈ

ｚ
で

は
9
5
.
1
d
B
,
2
0
0
0
Ｈ

ｚ
で

11
0
d
B
と

高
音

の
聞

き
取

り
が

悪
く

な
る

。
高

度
難

聴
用

の
補

聴
器

で
は
日

常
の

聞
き
取

り

が
不

良
の

た
め

重
度

難
聴

用
の

補
聴

器
が

申
請
さ

れ
た

。
 

1
 

大
阪

府
堺

市
 

3
1
6
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

掛
け
型
 

ナ
イ

ー
ダ

Ｑ
７

０
 

（
フ

ォ
ナ

ッ
ク

社
）

 

①
高

音
急

墜
型

の
難

聴
で

２
０

０
０

Ｈ
ｚ

以
上
の

周
波

数
は
両

耳

と
も

ス
ケ

ー
ル

ア
ウ

ト
で

あ
る

た
め

，
重

度
難
聴

対
応

か
つ
周

波

数
圧

縮
機

能
で

な
い

と
聞

き
取

り
効

果
が

な
い
た

め
。
 

②
就

学
に

伴
い

ナ
イ

ー
ダ

，
と

ウ
ナ

の
試

聴
，
音

場
聴

力
検
査

を

行
い

こ
の

機
種

で
効

果
を

認
め

る
た

め
申

請
に
至

る
。
 

2
 

新
潟
県
新

潟

市
 

3
1
7
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

掛
け
型
 

ナ
イ
ー
ダ

S
 

V
U
P
 

（
フ

ォ
ナ

ッ
ク

社
）

 

生
来

の
聴

覚
障

害
者

で
他

の
補

聴
器

と
比

べ
，
こ

と
ば

の
聞
取

り

検
査

で
の

正
答

率
は

高
く

，
高

音
域

の
会

話
音
域

帯
ま

で
よ
く

聞

こ
え

る
結

果
が

得
ら

れ
た

。
防

水
性

に
も

優
れ
，

今
ま

で
夏
場

の

汗
で

故
障

が
多

か
っ

た
た

め
，

故
障

の
軽

減
も
期

待
さ

れ
，
申

請

に
至

る
。

 

2
 

新
潟
県
新

潟

市
 

3
1
8
 
児

童
 
補

聴
器

 
補

聴
シ
ス

テ
ム

耳
掛
型

N
5
用
 

送
信

機
 

イ
ン

ス
パ

イ
ロ

ア
イ

・
ラ

ペ
ル

 
受

信
機

M
L
1
4i

 
 

 
 

 
 

 
 

（
株

）
日

本
コ

ク
レ

ア
 

１
１

才
児

童
。

左
人

工
内

耳
植

込
み

を
行

っ
て
お

り
補

聴
器
を

併

用
し

て
い

る
。
修

学
に

際
し

、
F
M
型
補
聴

シ
ス
テ

ム
が

必
要
と

さ

れ
た

。
 

1
 

青
森

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
1
9
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

か
け
型
（
両
耳

）

ナ
イ
ー
ダ

ｓ
 
Ｖ

/
1
6
ｃ
ｈ

Ｕ
Ｐ
 

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

５
歳

、
右

1
0
2
.
5
ｄ

Ｂ
、

左
1
0
6
.
2
ｄ
Ｂ

。
聴
力

の
悪

化
に
伴

い
、

自
立

支
援

法
対

応
の

補
聴

器
で

音
を

大
き

く
す
る

と
、

う
る
さ

が

っ
て

装
用

し
な

く
な

っ
た

が
、

本
補

聴
器

で
は
い

や
が

ら
ず
に

装

用
で

き
、

高
温

域
の

音
に

も
気

付
く

よ
う

に
な
っ

た
。

言
語
獲

得

の
た

め
必

要
が

あ
り

、
支

給
し

た
。
 

1
 

福
岡
県
福

岡

市
 

3
2
0
 
児

童
 
補

聴
器

 

重
度
難
聴

用
耳

か
け
型
 

イ
ヤ

ー
モ
ー
ル

ド
付

フ
ォ

ナ
ッ

ク
社

ナ
イ

ー
ダ

Ｓ
 
Ｉ

Ｘ
Ｕ

Ｐ
 

高
音

急
墜

と
い

う
特

殊
な

タ
イ

プ
で

あ
り

、
従
来

の
補

聴
器
で

は

フ
ィ

ッ
テ

ン
グ

が
難

し
い

。
実

際
に

補
聴

効
果
も

良
好

で
生
活

や

学
習

面
に

お
い

て
非

常
に

有
効

で
あ

る
と

判
断
し

た
た

め
。
 

1
 

長
野

県
 

3
2
1
 
児

童
 
補

聴
器

 

重
度
難
聴

用
耳

か
け
型
 

イ
ヤ

ー
モ
ー
ル

ド
付

ワ
イ

デ
ッ

ク
ス

 
Ｓ

４
－

Ｖ
Ｓ
 

最
重

度
難

聴
。

学
業

上
、

補
聴

器
が

必
要

と
認

め
ら

れ
た

た
め

 
1
 

長
野

県
 

3
2
2
 
児

童
 
補

聴
器

 
高

度
難
聴

耳
か

け
型
 

標
準

型
の

両
耳

装
用

 
幼

児
、

児
童

で
あ

り
、

教
育

上
の
理

由
に

よ
り
両

耳
装

用
を
認

め

た
。
 

3
 

佐
賀

県
 

3
2
3
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

か
け
型
 

標
準

型
の

両
耳

装
用

 
幼

児
、

児
童

で
あ

り
、

教
育

上
の
理

由
に

よ
り
両

耳
装

用
を
認

め

た
。
 

2
 

佐
賀

県
 

3
2
4
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

か
け
型
 

リ
オ

ネ
ッ

ト
 

ベ
ビ

ー
ク

ロ
ス

H
B
-
1
9
A
、

接
続
シ

ュ

ー
、

イ
ヤ

ホ
ン

コ
ー

ド
、

イ
ヤ

ホ
ン

 

0
才

の
乳

児
で

あ
り

、
言

語
習
得
の

た
め

に
両
耳

装
用

を
認
め

た
。

脱
落

防
止

の
た

め
ベ

ビ
ー

ク
ロ

ス
を

認
め

た
。
 

1
 

佐
賀

県
 

3
2
5
 
児

童
 
補

聴
器

 

重
度
難
聴

用
耳

か
け
型
 

F
M
シ

ス
テ

ム
 

ナ
イ

ー
ダ

 
FM

補
聴

器
一

式
 

か
な

り
高

額
の

補
聴

器
（

片
耳

4
0
万

、
ト

ー
タ

ル
で

1
0
0
万

）
で

あ
っ

た
た

め
、

い
く

つ
か

の
デ

モ
器

を
取

り
寄
せ

、
検

査
を
実

施

し
た

と
こ

ろ
、
前

回
と

同
程

度
（

片
耳

1
9
万

）
と

効
課

は
変

わ
ら

な
か

っ
た

た
め

、
前

回
同

様
の

両
耳

装
用

の
補
聴

器
を

認
め
た

。

（
教

育
上

の
理

由
）

 

1
 

佐
賀

県
 

3
2
6
 
成

人
 
補

聴
器

 

高
度
難
聴

用
 

耳
か
け
型

補
聴

器
 

（
防
塵
・

防
水

用
）
 

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

ダ
リ

ア
 

Ｍ
Ｈ

２
０

 

職
業

上
、

防
塵

、
防

水
の

補
聴

器
の

必
要

性
が
あ

っ
た

た
め
。
 

（
職

業
は

機
械

の
保

全
管

理
）

 
1
 

岡
山

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
2
7
 
成

人
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

耳
か

け
型
 

リ
オ

ネ
ッ

ト
H
B
-
G
7
P
A
 

標
準

型
で

は
語

音
明

瞭
度

が
フ

ル
ボ

リ
ュ

ー
ム
で

４
５

％
、
特

例

補
装

具
で

は
６

０
％

。
な

お
、

職
業

上
、

騒
音
下

で
の

作
業
に

つ

い
て

お
り

危
険

を
伴

う
と

の
就

業
上

の
理

由
か
ら

交
付

を
み
と

め

た
。
 

1
 

佐
賀

県
 

3
2
8
 
成

人
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

か
け
型
 

ﾅ
ｲ
ｰ
ﾀﾞ

SⅢ
UP
 

（
フ

ォ
ナ

ッ
ク

社
）

 

生
来
性
の

難
聴

に
よ
り

幼
少

期
か
ら

補
聴

器
使
用

。
1
9
歳
学
生

。

基
準

内
の

補
聴

器
で

は
聞

き
取

れ
な

い
音

を
，
ﾅ
ｲ
ｰ
ﾀ
ﾞ
Ｓ

で
は
正

し

く
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
た

め
。
 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

3
2
9
 
成

人
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
耳

か
け
型
補

聴
器

C
2
-
FS
 

ﾜ
ｲ
ﾃ
ﾞｯ
ｸ
ｽ社

 

聴
力

障
害

3
級

所
持

。
2
0
0
0
H
ｚ

以
上

の
聴

力
が

左
右

い
ず

れ
も

ス

ケ
ー
ル
ア

ウ
ト
。
I
T
関
連
会

社
の
営

業
職
。
判
定
時
点

で
は
、
基

準
額

で
購

入
可

能
は

機
種

に
高
音
を

加
工

す
る
機

能
を

有
す
る

機

種
が

な
く

、
基

準
内

の
機

種
で
は
業

務
を

遂
行
す

る
に

足
る
補

聴

効
果

が
得

ら
れ

な
か

っ
た

。
当
該
機

種
に

よ
り
、

装
用

閾
値
、

装

用
時

の
語

音
明

瞭
度

に
お

い
て
明
ら

か
な

効
果
を

確
認

し
、
適

当

と
判

断
し

た
。

 

1
 

東
京

都
 

3
3
0
 
成

人
 
補

聴
器

 

重
度
難
聴

用
耳

か
け
型
 

接
続
シ
ュ

ー
、

骨
導
レ
シ

ー
バ

ー
、
ヘ
ッ

ド
バ

ン
ド
付
き
 

H
B
-
19
 

接
続

シ
ュ

ー
CC
-
G
7 

リ
オ

ネ
ッ

ト
 

先
天

性
外

耳
道

閉
鎖

症
に

よ
る

混
合

性
難

聴
あ
り

。
手

術
を
行

う

も
外

耳
道

は
閉

塞
す

る
。

骨
導

式
補

聴
器

の
適
応

だ
が

耳
介
形

成

不
良

も
あ

り
眼

鏡
型

は
装

用
で

き
な

い
。

仕
事
は

自
動

車
部
品

組

立
の

た
め

ポ
ケ

ッ
ト

型
の

コ
ー

ド
は

邪
魔

に
な
る

。
 

装
用

可
能

と
な

る
本

体
、

付
属

品
の

組
み

合
わ
せ

で
交

付
し
た

。

1
 

広
島
県
広

島

市
 

3
3
1
 
児

童
 
補

聴
器

 

重
度
難
聴

用
耳

か
け
 
型

補
聴

器
（
両
耳

装
 

用
）
 

ナ
イ
ー
ダ

Ｓ
 
Ⅲ

U
P
 
フ
ォ

ナ
ッ

ク
社

 

基
準

内
補

聴
器

で
は

装
用

時
閾

値
の

改
善

が
見
ら

れ
な

か
っ
た

6

歳
の
重
度

難
聴

児
に

 
対
し
、
高
性
能
（
高

音
域
圧

縮
変

換
機
能

付

き
）
補
聴

器
を

試
用
し

た
と

こ
ろ
高

音
域

に
お

 
い
て
改

善
が
認

め

ら
れ

た
た

め
、

教
育

上
の

観
点

か
ら

交
付

。
 

1
 

大
阪
府
大

阪

市
 

3
3
2
 
児

童
 
補

聴
器

 

骨
導
型
耳

か
け

型
補
聴
器

C
R
O
SS

式
 

リ
オ

ネ
ッ

ト
骨

導
型

耳
か

け
式

補
聴

器
C
R
O
S
式

 

外
耳

、
耳

介
奇

形
あ

り
。

外
耳

道
閉

鎖
の

為
、
骨

導
補

聴
器
が

適

当
と

判
断

し
交

付
を

認
め

た
。

就
学

上
の

理
由
よ

り
、

C
R
O
S
S
式

を
認

め
た

。
 

2
 

佐
賀

県
 

3
3
3
 
児

童
 
補

聴
器

 
骨

導
式

補
聴

器
ス

タ
ー

キ
ー

ジ
ャ

パ
ン

 

m
i
n
i
デ

ジ
タ

ル
骨

導
補

聴

１
歳

未
満

の
児

童
で

あ
り

、
ま

た
、

耳
の

奇
形
及

び
変

形
が
存

在

し
た

た
め

、
骨

導
式

で
し

か
も

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
型
・

カ
チ

ュ
ウ
シ

ャ
2
 

群
馬

県
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

器
 

型
の

本
機

の
申

請
と

な
っ

た
。
 

3
3
4
 
児

童
 
補

聴
器

 
骨

導
補

聴
器

 
日

本
補

聴
器

九
州

 
外

耳
道

閉
鎖

と
小

耳
症

の
た

め
、
骨

導
型

補
聴
器

の
装

用
が
必

要

で
あ

る
。

 
1
 

福
岡
県
福

岡

市
 

3
3
5
 
児

童
 
補

聴
器

 

骨
導

m
i
ni

デ
ジ

タ
ル
 

補
聴
器
 

骨
導

m
i
n
i
デ

ジ
タ

ル
 

補
聴

器
 

（
ス

タ
ー

キ
ー

社
）

 

外
耳

道
閉

鎖
の

た
め

通
常

の
補

聴
器

は
使

用
で
き

な
い

。
骨
導

ポ

ケ
ッ

ト
型

は
学

校
生

活
上

ケ
ー

ブ
ル

が
危

険
で
あ

り
，

望
ま
し

く

な
い

た
め

申
請

に
至

る
。

 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
 

3
3
6
 
児

童
 
補

聴
器

 

骨
導
式
ヘ

ッ
ド

バ
ン
ド
一

体
型

補
聴
器
 

ス
タ

ー
キ

ー
ジ

ャ
パ

ン
株

式
会

社
 

ｍ
ｉ

ｎ
ｉ

デ
ジ

タ
ル

骨
導

式
ヘ

ッ
ド

バ
ン

ド
一

体
型

補
聴

器
 

年
齢
１
歳

１
か

月
、
 
両
側
外

耳
道
閉

鎖
、
両
側
小

耳
症

に
よ
る

聴

覚
障

害
（

６
級

）
障

害
状

況
よ

り
骨

導
式

補
聴
器

の
み

適
用
で

あ

る
。
乳

児
で

あ
り

体
が

小
さ

い
事
よ

り
基

準
内
の

骨
導

式
眼
鏡

型
、

及
び

ポ
ケ

ッ
ト

型
は

装
用

で
き

な
い

。
以

上
の
事

か
ら

骨
導
式

ヘ

ッ
ド

バ
ン

ド
ー

体
型

補
聴

器
の

申
請

に
至

る
。
 

1
 

神
奈
川
県

川

崎
市

 

3
3
7
 
成

人
 
補

聴
器

 

骨
導
式
補

聴
器

ヘ
ッ
ド
バ

ン
ド

一
体
型
（
両
耳

）

H
B
－

１
９

A
＋

シ
ュ

ー
 
 

リ
オ

ン
株

式
会

社
 

先
天

性
小

耳
症

及
び

外
耳

道
閉

鎖
症

の
た

め
，
骨

導
式

し
か
使

用

で
き

な
い

。
ま

た
乳

児
期

か
ら

両
耳

に
装

用
，
小

学
生

頃
か
ら

ヘ

ッ
ド

バ
ン

ド
一

体
型

の
補

聴
器

を
使

用
し

て
き
た

。
小

学
校
の

図

工
の

教
師

と
し

て
常

勤
で

勤
務

し
て

お
り

，
通
勤

は
電

車
に
よ

っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

，
職

業
上

，
危

険
防

止
上
，

骨
導

式
ヘ
ッ

ド

ホ
ン

一
体

型
補

聴
器

の
両

耳
装

用
が

必
要

で
あ
る

。
 

1
 

茨
城

県
 

3
3
8
 
児

童
 
補

聴
器

 
イ

ヤ
ホ
ン

ク
ロ

ス
補
聴
器
 

イ
ヤ

ホ
ン

ク
ロ

ス
補

聴
器

H
B
－

１
９

A
X
Ⅱ

 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

リ
オ

ネ
ッ

ト
 

外
耳

道
の

強
い

狭
さ

く
が

あ
る

た
め

イ
ヤ

モ
ー
ル

ド
の

作
成
が

で

き
な

い
。
厚

生
労

働
省

基
準

の
骨

導
式

ﾎ
ﾟ
ｹ
ｯ
ﾄ型

で
補

聴
器

の
認

証

を
取

得
し

た
製

品
が

存
在

し
な
い
こ

と
、

乳
幼
児

の
運

動
に
支

障

を
き

た
す

た
め

、
箱

型
、

眼
鏡

型
は

適
応

し
な

い
。

そ
の

た
め

ｲ
ﾔ

ﾎ
ﾝ
ｸ
ﾛ
ｽ
型

の
補

聴
器

の
ｺ
ｰ
ﾄ
ﾞ
を

ﾍ
ｯ
ﾄ
ﾞ
ﾊ
ﾞ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
に

固
定

し
、

骨
導

端
子

と
と

も
に

一
体

型
が

必
要

で
あ
る
。
 

2
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

3
3
9
 
児

童
 
補

聴
器

 
イ

ヤ
ホ
ン

ク
ロ

ス
補
聴
器
 

イ
ヤ

ホ
ン

ク
ロ

ス
補

聴
器

H
B
－

１
９

A
X
Ⅱ

 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

リ
オ

ネ
ッ

ト
 

難
聴

に
よ

り
聴

覚
障

害
3
級

を
所
持

。
他

疾
患
で

入
院

中
の
児

童
。

横
に

な
っ

て
す

ご
す

こ
と

が
多

く
、

耳
か

け
型
で

あ
る

と
横
に

な

っ
て

い
る

に
ハ

ウ
リ

ン
グ

が
お

き
や

す
く

適
さ
な

い
。

イ
ヤ
ホ

ン

ク
ロ

ス
補

聴
器

が
適

当
と

判
断

し
た

。
医

師
の
指

示
に

よ
り
交

互

装
用

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

た
め

、
イ

ヤ
モ
ー

ル
ド
は

2
つ

認

2
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

91



  

 

 

N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

め
た

。
 

3
4
0
 
成

人
 
補

聴
器

 
イ

ヤ
ホ
ン

ク
ロ

ス
補
聴
器
 

イ
ヤ

ホ
ン

ク
ロ

ス
補

聴
器

H
B
－

１
９

A
X
Ⅱ

 

ﾒ
ｰ
ｶ
ｰ：

リ
オ

ネ
ッ

ト
 

聴
覚

障
害

4
級

。
両

側
中

耳
手
術
後

、
難

知
性
耳

漏
、

耳
垢
の

た

め
気

道
式

補
聴

器
の

使
用

困
難

。
1
0
年

前
か

ら
医

師
の

指
導

の
下

で
イ

ヤ
ホ

ン
ク

ロ
ス

補
聴

器
（

骨
導

式
）

を
使
用

。
精

神
面
の

配

慮
が

必
要

な
状

況
で

あ
り

、
他

の
骨

導
補

聴
器
に

変
え

る
こ
と

は

適
当

で
は

な
い

と
判

定
医

の
判

定
が

あ
り

。
 

2
 

神
奈
川
県

横

浜
市

 

3
4
1
 
児

童
 
補

聴
器

 
デ

ジ
タ
ル

補
聴

器
 

フ
ォ

ナ
ッ

ク
 

教
育

上
デ

ジ
タ

ル
補

聴
器

が
必

要
な

た
め

。
 

4
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

3
4
2
 
成

人
 
補

聴
器

 
デ

ジ
タ
ル

補
聴

器
 

S
t
a
rk

e
y 

基
準

内
の

補
聴

器
で

は
装

用
効

果
が

低
く

、
身
体

状
況

、
生
活

環

境
か

ら
必

要
で

あ
る

た
め

。
 

1
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

3
4
3
 
成

人
 
補

聴
器

 
デ

ジ
タ
ル

補
聴

器
 

チ
リ

S
P
7
 

オ
チ

コ
ン

 

聴
覚

障
害

（
右

1
0
1
d
B
、

左
10
0
d
B
）

の
方

。
2
級

。
 

現
在

、
19

歳
で

大
学

に
通

学
し
て
い

る
。
大
学
で

の
授

業
を
受

け

る
た

め
に

、
基

準
内

の
デ

ジ
タ

ル
補

聴
器

で
は
聞

き
取

り
が
難

し

い
た

め
、

基
準

外
の

デ
ジ

タ
ル

補
聴

器
が

必
要
で

あ
る

と
の
申

請

で
あ

る
。

 

1
 

大
阪

府
 

3
4
4
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
耳

あ
な

型
フ

ォ
ナ

ッ
ク

 
耳

後
部

に
人

工
内

耳
の

ス
ピ

ー
チ

プ
ロ

セ
ッ

サ
ー

が
あ

る
た

め
 

1
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

3
4
5
 
児

童
 
補

聴
器

 
耳

穴
式
オ

ー
ダ

ー
 

イ
グ

ナ
イ

ト
３

０
 

外
耳

道
狭

小
に

よ
り

、
耳

穴
式

オ
ー

ダ
ー

を
認
め

た
。

児
童
の

為

教
育

上
の

理
由

に
よ

り
両

耳
装

用
を

認
め

た
。
 

1
 

佐
賀

県
 

3
4
6
 
成

人
 
補

聴
器

 
重

度
耳

あ
な

型
不

明
 

職
業

上
、

ヘ
ル

メ
ッ

ト
や

眼
鏡
着
用

の
た

め
耳
あ

な
型

が
必
要

な

た
め

。
 

2
 

福
岡
県
北

九

州
市

 

3
4
7
 
児

童
 
補

聴
器

 

高
度
難
聴

用
耳

か
け
型
補

聴
器

（
ベ
ビ
ー

型
）

九
州

リ
オ

ン
 

運
動

発
達

の
遅

れ
が

あ
り

独
座

が
で

き
な

い
た
め

、
耳

か
け
型

を

ベ
ビ

ー
型

と
し

て
装

用
す

る
必

要
あ

り
。
 

2
 

福
岡
県
福

岡

市
 

3
4
8
 
児

童
 
補

聴
器

 
重

度
難
聴

用
ベ

ビ
ー
型
補

聴
器

株
式

会
社

 
岡

野
電

気
 

０
歳

児
で

あ
り

、
耳

か
け

型
を

使
用

し
た

が
本
人

の
耳

に
合
わ

な

か
っ

た
為

、
医

師
に

よ
り

ベ
ビ

ー
型

補
聴

器
が
認

め
ら

れ
た
。
 

1
 

さ
い

た
ま

市
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N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
4
9
 
成

人
 
補

聴
器

 

音
声
拡
張

器

（
ヘ
ッ
ド

ホ
ン

タ
イ
プ
）
 

カ
ム

バ
ッ

ク
Ⅱ

 
 

 
 

伊
吹

電
子

 

右
感
音
性

難
聴

９
２
．

５
ｄ

B
，

左
混
合
性

難
聴
５

５
．

０
ｄ

B
。

同
時

に
視

覚
障

害
両

眼
失

明
で

人
工

透
析

も
行
っ

て
い

る
。
補

聴

器
に

よ
る

補
聴

効
果

は
認

め
ら

れ
る

が
，

イ
ヤ
ホ

ン
タ

イ
プ
で

は

耳
の

湿
疹

等
を

引
き

起
こ

す
た

め
，

通
常

の
補
聴

器
で

は
使
用

困

難
。

両
眼

の
失

明
も

あ
る

た
め

ヘ
ッ

ド
ホ

ン
型
の

当
該

機
種
が

必

要
で

あ
る

。
 

1
 

茨
城

県
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（
１

２
）

重
度

障
害
者

用
意

思
伝
達

装
置
 

 
 
 
重

度
障

害
者
用

意
思

伝
達
装

置
は

２
８

件
の

交
付

実
績

が
あ

り
、

う
ち

１
３

件
が

視
線

入
力

方
式

に
関
す
る

も
の

で
あ
っ

た
。
 

N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付

理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 

 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ

ー
名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
5
0 

成
人

 
重

度
障
害

者
用

意
思
伝
達

装
置
 

文
字
等
走

査
入
力
方

式
 

ト
ビ

―
PC

E
ye
 

固
定

台
遠

隔
制

御

装
置

[
ト

ビ
―
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ

ー
社

]
 

筋
委

縮
性

側
索

硬
化

症
に

よ
る

両
上

下
肢

機
能
全

廃
で

音
声
機

能
喪

失

の
方

。
ベ

ッ
ド

に
寝

た
き

り
で

日
常

生
活

は
全
介

助
。

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ

ン
の

手
段

と
し

て
様

々
な

入
力

装
置

を
試
し

た
結

果
、
視

線
入

力

型
の

意
思

伝
達

装
置

を
支

給
希

望
。
 

1
 

兵
庫

県
 

3
5
1 

成
人

 
重

度
意
思

伝
達

装
置
 

視
線
入
力

方
式
の
意

思
伝
達
装

置
 

ダ
ブ

ル
技

研
株

式

会
社

 
マ

イ
ト

ビ

ー
Ｃ

１
５

ｅ
ｙ

ｅ
 

多
系

統
委

縮
症

に
よ

る
四

肢
運

動
機

能
障

害
及
び

嚥
下

、
コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

障
害

著
明

。
日

常
生

活
動

作
全

介
助
の

状
態

で
あ
る

。
重

度

意
思

伝
達

装
置

伝
の

心
を

支
給
（

平
成

2
4
年

6
月

）
使

用
し

て
い

た
が

全
身

状
態

の
悪

化
に

よ
り

使
用

困
難

と
な

り
、
ピ

エ
ゾ

、
瞬
き

セ
ン

サ

ー
な

ど
試

す
も

使
用

困
難

で
あ

っ
た

。
視

線
入
力

の
重

度
意
思

伝
達

装

置
は

使
用

可
能

な
た

め
申

請
と

な
る

。
 

1
 

神
奈
川
県

川

崎
市

 

3
5
2 

成
人

 
重

度
障
害

者
用

意
志
伝
達

装
置
 

特
別
重
度

障
害
者
用

意
志
伝
達

装
置
 

ト
ビ

ー
 

マ
イ

ト
ビ

ー

C
1
5
Ey

e 

A
L
S
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

た
め

に
交

付
 

視
線

入
力

装
置

以
外

の
入

力
装

置
の

操
作

自
体
は

可
能

で
あ
っ

た
が

、

不
髄

意
運

動
、

疼
痛

、
易

疲
労

の
た

め
そ

の
操
作

が
持

続
的
に

使
用

可

能
と

判
断

で
き

な
か

っ
た

こ
と

と
、

マ
イ

ト
ビ
ー

の
操

作
性
を

確
認

し

た
と

こ
ろ

良
好

で
あ

り
、

実
用

性
が

確
認

さ
れ
た

た
め
 

1
 

北
海
道
札

幌

市
 

3
5
3 

成
人

 
重

度
障
害

者
用

意
思
伝
達

装
置
 

視
線
入
力

方
式
重
度

障
害
者
用

意
思
伝
達

装
置
 

マ
イ

ト
ビ

ー
Ｃ

１

５
E
y
e・

ク
レ
ア

ク

ト
 

く
も

膜
下

出
血

、
髄

膜
炎

に
よ

り
寝

た
き

り
状
態

に
な

り
、
四

肢
機

能

を
随

意
的

に
動

か
す

こ
と

は
ほ

ぼ
不

可
能

と
な
っ

た
。

ま
た
気

管
切

開

も
お

こ
な

わ
れ

て
お

り
、

発
声

・
発

語
は

で
き
な

い
。

い
く
つ

か
の

試

用
を

経
て

、
重

度
障

害
者

用
意

思
伝

達
装

置
の
基

準
内

に
あ
る

入
力

装

置
等

で
は

身
体

状
況

に
対

応
で

き
る

も
の

は
な
く

、
視

線
入
力

方
式

で

な
け

れ
ば

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
る

こ
と
が

で
き

な
い
と

考
え

ら

れ
、

視
線

入
力

方
式

の
意

思
伝

達
装

置
の

申
請
に

至
る

。
 

1
 

福
島

県
 

3
5
4 

成
人

 
重

度
障
害

者
用

意
思
伝
達

装
置
 

視
線
入
力

式
意
思
伝

達
装
置
 

マ
イ

ト
ビ

ー
・

ク

レ
ア

ク
ト

 

筋
萎

縮
側

索
硬

化
症

に
よ

る
両

上
下

肢
機

能
全
廃

。
視

線
入
力

に
よ

り

意
思

伝
達

が
可

能
と

な
る

。
 

2
 

北
海

道
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付

理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 

 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ

ー
名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
5
5 

成
人

 
重

度
障
害

者
用

意
思
伝
達

装
置
 

視
線
入
力

装
置
 

ﾏ
ｲ
ﾄ
ﾋﾞ

ｰ 
Ｃ

1
5
E
ye
 

（
ク

レ
ア

ク
ト

）
 

Ａ
Ｌ

Ｓ
、

四
肢

及
び

体
幹

筋
で

随
意

的
に

動
か
せ

る
部

位
が
な

く
、

基

準
内

の
入

力
装

置
の

使
用

が
不

可
な

た
め

、
視
線

入
力

装
置
で

あ
る

申

請
機

種
が

認
め

ら
れ

た
。

 

4
 

東
京

都
 

3
5
6 

成
人

 
重

度
障
害

者
用

意
思
伝
達

装
置
 

視
線
入
力

装
置
 

ﾏ
ｲ
ﾄ
ﾋﾞ

ｰ
P
C
Ey
e
 

 
（
ｸ
ﾚ
ｱｸ
ﾄ）

 

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
。

基
準

内
の

意
思

伝
達
装

置
を

左
手
指

の
わ

ず

か
な

動
き

で
操

作
を

し
て

い
た

が
、

手
指

の
痙
攣

に
よ

り
操
作

困
難

。

他
の

部
位

で
の

基
準

内
入

力
装

置
操

作
は

困
難
な

状
況

。
基
準

内
の

入

力
装

置
で

の
意

思
伝

達
操

作
が

困
難

な
た

め
、
視

線
入

力
で

あ
る

ﾏｲ
ﾄ
ﾋ
ﾞ

ｰ
P
C
E
y
e
は

必
要

と
認

め
ら

れ
た

。
 

1
 

東
京

都
 

3
5
7 

成
人

 
重

度
障
害

者
用

意
思
伝
達

装
置
 

視
線
入
力

方
式
 

マ
イ

ト
ビ

ー

C
1
5
ey

e 

大
脳

皮
質

基
底

核
変

性
症

に
よ

る
四

肢
拘

縮
性
機

能
障

害
、
発
声
障

害
。

本
人

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

意
欲

が
あ

り
、
定

型
文

以
上
の

会
話

を

希
望

し
て

い
る

と
の

こ
と

で
あ

っ
た

。
し

か
し
伝

の
心

で
は
ど

の
入

力

ス
イ

ッ
チ

、
ど

の
体

の
部

位
で

も
タ

イ
ミ

ン
グ
が

合
わ

ず
、
な

か
な

か

意
思

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
ず

、
実

用
的

で
は
な

か
っ

た
。
ま

た
、

失

敗
が

続
く

と
立

腹
し

た
り

、
疲

労
困

憊
し

て
し
ま

う
な

ど
コ
ミ

ュ
ニ

ケ

ー
シ

ョ
ン

意
欲

が
低

下
し

て
し

ま
う

状
態

に
あ
っ

た
。

マ
イ
ト

ビ
ー

を

使
用

す
る

こ
と

に
よ

り
円

滑
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ

ョ
ン

が
で
き

る
と

の

こ
と

で
申

請
さ

れ
た

。
 

2
 

高
知

県
 

3
5
8 

成
人

 
重

度
障
害

者
用

意
思
伝
達

装
置
 

 
 

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ

T
T
ソ

フ
ト

組
込

み

Ｐ
Ｃ

専
用

機
器

化
 

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
に

よ
る

四
肢

体
幹

の
筋
力

低
下

著
明
に

よ
り

寝

た
き

り
状

態
、

気
管

切
開

し
人

工
呼

吸
器

管
理
他

者
と

の
意
思

伝
達

が

困
難

。
認

定
製

品
等

試
使

用
の

結
果

、
使

用
効
果

の
認

め
ら
れ

た
オ

ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ
T
T
ソ

フ
ト

挿
入

Ｐ
Ｃ

の
専
用

機
器
化

を
特

例
と
し

て
認
め

る
。
 

5
 

岐
阜

県
 

3
5
9
 
成

人
 
意

思
伝

達
装

置
 

音
声
誘
導

式
文
字
走

査
式
入
力

方
式
 

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ
 

P
C
ト

ー
カ

ー
 

低
酸

素
脳

症
に

よ
る

上
下

肢
機

能
障

害
，

視
覚
障

害
，

音
声
言

語
機

能

障
害

(
構

音
障

害
）

の
方

に
オ

ペ
レ

ー
ト

ナ
ビ

と
P
C
ト

ー
カ

ー
を

組
み

合
わ

せ
た

意
思

伝
達

装
置

を
支

給
 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

3
6
0
 
成

人
 
意

思
伝

達
装

置
 

意
思
伝
達

装
置
 

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ
 

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ
の

更
新

。
 

1
 

新
潟
県
新

潟

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付

理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 

 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ

ー
名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
6
1 

成
人

 
重

度
障
害

用
意

思
伝
達
装

置
 

オ
ペ
レ
ー

ト
ナ
ビ
 

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ

T
T 

を
イ

ン
ス

ト
ー

ル

パ
ー

ソ
ナ

ル
コ

ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
 

 
筋

萎
縮

性
側

索
硬

化
症

の
方

。
前

回
の

処
方
は

、
基

本
構
造

が
基

準

に
合

致
し

て
い

る
「

日
立

 
伝

の
心

」
で

あ
っ
た

。
今

回
の
相

談
で
は
、

基
準

に
該

当
し

て
い

な
い

「
オ

ペ
レ

ー
ト

ナ
ビ
」

を
イ

ン
ス
ト

ー
ル

し

た
パ

ソ
コ

ン
機

器
の

必
要

性
が

認
め

ら
れ

た
。
理

由
と

し
て
、

①
視

力

低
下

の
た

め
画

面
の

大
き

さ
と

文
字

の
大

き
さ
、

文
字

盤
の
調

整
が

必

要
と

な
っ

た
こ

と
。

②
定

期
的

な
レ

ス
パ

イ
ト
入

院
を

行
っ
て

い
る

こ

と
も

あ
り

、
通

信
回

線
を

携
帯

端
末

を
介

し
て
確

保
し

て
い
る

が
、

伝

の
心

と
携

帯
端

末
の

互
換

性
が

な
く

、
使

用
上
の

不
具

合
が
頻

発
し

て

い
た

こ
と

。
③

使
用

継
続

の
支

援
に

つ
い

て
は
、

外
部

ス
タ
ッ

フ
等

の

支
援

を
受

け
ら

れ
る

環
境

に
あ

る
。
 

1
 

宮
城

県
 

3
6
2 

成
人

 
重

度
障
害

用
意

思
伝
達
装

置
 

オ
ペ
レ
ー

ト
ナ
ビ
 

オ
ペ

レ
ー

ト
ナ

ビ

T
T
優

待
版

、
ノ

ー

ト
型

パ
ソ

コ
ン

 

 
筋

萎
縮

性
側

索
硬

化
症

の
方

。
日

常
生

活
用
具

と
し

て
支
給

さ
れ

た

以
後

，
修

理
を

行
い

な
が

ら
こ

れ
ま

で
同

機
種
を

継
続

し
て
利

用
し

て

い
る

。
機

器
を

十
分

に
活

用
し

て
い

る
こ

と
、
使

用
頻

度
が
高

い
こ

と

か
ら

、
当

該
機

器
は

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
手
段

と
し

て
有
用

で
あ

る

と
認

め
ら

れ
、

ま
た

こ
の

状
況

を
維

持
す

る
た
め

に
は

現
在
使

用
中

の

も
の

と
同

様
機

種
を

支
給

す
る

こ
と

が
望

ま
し
い

と
判

断
し
た

も
の

。

機
器

の
使

用
に

関
し

て
は

、
外

部
ス

タ
ッ

フ
等
の

支
援

を
受
け

ら
れ

る

環
境

に
あ

る
。

 

2
 

宮
城

県
 

3
6
3
 
成

人
 
意

思
伝

達
装

置
 

文
字
等
走

査
式
入
力

方
式
 

伝
の

心
＋

２
２

型

液
晶

デ
ィ

ス
プ

レ

イ
 

多
系

統
萎

縮
症

の
方

に
，
ノ

ー
ト

P
C
の

画
面

で
は

文
字

が
小

さ
く

、
見

え
に

く
さ

を
生

じ
て

い
て

た
。

併
せ

て
複

視
も
あ

り
，

試
用
の

結
果

、

効
果

あ
り

と
判

断
。

２
２

型
画

の
デ

ィ
ス

プ
レ
イ

を
支

給
。
 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

3
6
4
 
成

人
 
意

思
伝

達
装

置
 

文
字
等
走

査
式
入
力

方
式
 

で
き

パ
ワ

ー
 

既
に

，
意

思
伝

達
装

置
を

使
用

し
て

い
る

A
L
S
の

方
に

日
中
一

人
で

い

る
時

間
帯

の
電

源
管

理
及

び
2
4
時

間
使

用
を

避
け

る
た

め
に

自
ら

電
源

管
理

が
で

き
る

よ
う

に
，

自
ら

電
源

を
入

れ
る
こ

と
が

で
き
る

で
き

パ

ワ
ー

を
支

給
 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

3
6
5
 
成

人
 
意

思
伝

達
装

置
 

入
力
反
転

装
置
 

入
力

反
転

装
置

(
機

器
ル

ー
ム

）
 

A
L
S
の

方
が

意
思

伝
達

装
置

の
操

作
を

す
る

た
め

，
右

小
指
で

接
点
ス
イ

ッ
チ

を
押

し
た

と
き

に
入

力
で

は
な

く
，

離
し
た

と
き

に
入
力

で
き

る
1
 

宮
城
県
仙

台

市
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N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交
付

し
た

補
装

具
 

交
付

理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 

 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ

ー
名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

反
転

装
置

を
支

給
 

3
6
6
 
成

人
 
意

思
伝

達
装

置
 

呼
び
鈴
＋

ス
イ
ッ
チ
 

 
 

操
作

入
力

方
式

を
使

用
し

て
意

思
を

綴
る

こ
と
は

で
き

な
い
が

，
ス

イ

ッ
チ

操
作

に
よ

り
介

護
者

を
呼

び
出

す
こ

と
は
で

き
る

。
ま
た

，
対

面

で
の

問
い

か
け

に
対

し
て

瞬
き

等
に

よ
り

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が

可

能
。
 

2
 

新
潟
県
新

潟

市
 

（
１

３
）

眼
鏡
 

 
 
 
眼

鏡
の

特
例
補

装
具

交
付
実

績
は

４
件

で
あ

っ
た

。
 

N
O 

区
分

 

特
例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 

目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的
で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
6
7 

成
人

 
眼

鏡
 

弱
視
眼
鏡
 

掛
け
め
が

ね
式

＋
焦

点
調
整
式

単
眼

鏡
 

ケ
プ

ラ
ー

シ
ス

テ
ム

遠

近
両

用
ル

ー
ペ
・
エ

ッ
シ

エ
ン

バ
ッ

ハ
 

視
神

経
萎

縮
に

よ
る

視
力

障
害
。
矯

正
眼

鏡
で
の

対
応

は
困
難

。

無
水

晶
体

眼
で

あ
り

拡
大

の
た
め
に

は
焦

点
調
整

機
能

が
必
要

。

ま
た

、
手

振
れ

防
止

の
た

め
に
眼
鏡

枠
に

固
定
す

る
こ

と
が
必

要

と
な

り
焦

点
調

整
式

単
眼

鏡
を
掛
け

め
が

ね
式
と

同
様

に
フ
レ

ー
ム

に
取

り
付

け
た

も
の

。
 

1
 

岡
山
県
岡

山

市
 

3
6
8
 
成

人
 
眼

鏡
 

遠
近

用
 

セ
イ

コ
ー

 
パ

シ
ュ

ー

ト
Ｃ

Ｖ
 

１
．
７

４
Ｕ

Ｕ

Ｒ
Ｃ

／
Ｓ

Ｓ
加

工
 

両
眼

網
膜

色
素

変
性

症
に

よ
る
視
力

障
害

。
主
治

医
よ

り
障
害

上
、
必

要
と

処
方

さ
れ

た
た

め
。
（
電
話

に
て
主

治
医

に
も
確

認

を
行

っ
た

）
 

1
 

長
野

県
 

3
6
9 

成
人

 
弱

視
眼

鏡
 

焦
点
調
整

式
 

遮
光
眼
鏡

(
屋
内

･屋

外
）
 

S
T
G
ベ

ル
ジ

ネ
 

ビ
ュ

ー
ナ

ル
 

エ
ュ

シ
ュ

バ
ッ

ハ
L
E
D
ワ

イ
ド

ラ
イ

ト
ル

ー
ペ

 

緑
内

障
に

よ
り

，
室

内
に

お
い
て
も

羞
明

感
が
強

く
，
遮

光
眼
鏡

が
屋

内
･屋

外
必

要
で

あ
る

方
に
室
内

で
も

外
出
先

で
も

弱
視
眼

鏡
を

併
用

す
る

こ
と

に
よ

り
文
字
の

判
読

が
可
能

と
な

る
と
判

断
し

同
時

に
3
具

支
給

。
 

1
 

宮
城
県
仙

台

市
 

3
7
0
 
成

人
 
眼

鏡
 

コ
ン

タ
ク

ト
レ

ン
ズ

フ
ォ

ー
カ

ス
２

Ｗ
Ｅ

Ｅ

Ｋ
・
㈱

ア
イ
・
リ

ッ
キ

ー

眼
表

面
が

乾
燥

す
る

こ
と

に
よ
り
生

ず
る

痛
み
を

抑
制

す
る
た

め
。
 

1
 

岩
手

県
 

 

97



  

 

 

（
１

４
）

排
便

補
助
具
 

 
 
 
排

便
補

助
具
の

特
例

補
装
具

交
付

は
１

件
の

実
績

で
あ

っ
た

。
 

N
O 

区
分

 
特

例
補
装

具
費

を
交

付
し

た
補

装
具

 
交

付
理
由
 

件
数

更
生
相
談

所
 

種
 
 
目
 

名
 
 
 

称
 

商
品

名
・

メ
ー

カ
ー

名
 

（
ど
の
よ
う
な
方
に
何
の
目
的

で
ど
の
よ
う
な
も
の
を
交
付
し
た
か
）
 

3
7
1
 
児

童
 
排

便
補

助
具

 

特
殊
便
座
 

折
り
た
た

み
機

構
付
 

N
e
w 

ﾄ
ｲﾚ

ｯ
ﾄﾁ
ｪ
ｱ
ｰ 

株
式

会
社

 

有
薗

製
作

所
 

低
酸

素
脳

症
。

四
肢

・
体

幹
弛
緩
性

失
調

麻
痺
。

立
位

・
座
位

保

持
要

介
助

。
歩

行
不

能
。

上
肢
機
能

は
，

食
事
時

に
ﾌ
ｫ
ｰ
ｸ
を

口
に

運
ぶ

動
作

が
可

能
と

な
っ

て
き
て
い

る
。

便
器
使

用
に

よ
る
排

泄

の
意

識
が

芽
生

え
始

め
て

い
る
こ
と

か
ら

，
座
位

保
持

機
能
の

付

い
た
，
日

常
的

に
使

用
可

能
な

N
e
w
 
ﾄ
ｲ
ﾚ
ｯ
ﾄ
ﾁ
ｪ
ｱ
ｰ
の

申
請

に
至

る
。

1
 

広
島

県
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９. 調査結果のまとめ 
 
○ 本調査は、昨年度に実施した「補装具費支給制度の施策検討に向けた実態把握に関する調

査研究事業」の結果、とりわけ多くの関係者から問題提起された、現行の補装具告示に規

定される種目及び構造等が、技術革新や障害者ニーズ等の変化に的確に対応したものとな

るよう、その見直し案の検討を行ったものである。 

 

○ また、平成１８年１０月の障害者自立支援法の全面施行以来、実施されていなかった特例

補装具費の具体的な交付状況についても今回実態把握することとした。 

 

○ 調査の実施にあたって、現行の告示等の見直しについては関係事業者団体へ、また特例補

装具の交付実態については、全国の更生相談所にご協力をいただき、その結果を取り纏め

ることとした。 

 

○ 本調査により、取り纏めた結果は、今後の補装具費支給制度のあり方の検討に際して役立

てられるものである。 

 

○ 「調査１」の告示等の見直しに関する調査結果については、回答された見直し案を必要と

する背景や根拠に基づき、主な論点毎に整理することとし、提起された具体的な課題を下

記に示す分類に分けて整理することとした。 

 

（課題の整理・分類） 

 ◎短期的課題 

早急な見直しの検討を要する事項 

 ○短・中期的課題 

早急に専門家等を交えた内容確認を行い、その上で見直しの検討を要する事項 

 ●中・長期的課題 

一定程度のニーズやケースを把握し、その結果を踏まえて再検討すべき事項 

◆価格に関する事項 

   ※価格は今回調査対象外であったが、改定等の要望があった項目のみ参考としてマークを付与することとした。 

 

○ 中でも、新たな素材の追加・修正等については、現状に沿った基準となるよう、◎短期

的課題として整理し、新たな型式や分類の追加、適用範囲の拡大や耐用年数の変更等に

ついては、○短・中期的課題として整理することとした。 

 

○ 一方、大幅な分類や項目の追加・修正、さらには使用材料・部品及び工作法の追加・修

正等については、●中・長期的課題として整理することとした。 

 

○ 「調査２」の補装具費支給制度の全般に係る課題については、①医療保険制度と補装具費

支給制度の関係、②種目・構造・価格等に関する事項、③補装具費支給制度の全般に係る

事項に区分し、主な論点毎にその修正提案として整理することとした。 
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○ 主な課題として、医療保険制度と合わせて基準価格の改定・見直しを行うこと。現行価格

が現状の実態と合っていない項目があること。種目によって定期点検やメンテナンス制度

の創設を求める意見、判定の地域格差の是正、技術開発が進んだ補装具について、現行基

準に採用されるまでのプロセスを明確化することなどの意見が出された。 

 

○ 「調査３」の特例補装具の交付状況については、以下のとおりであった。 

・調査対象 ７２ヶ所の更生相談所 

・回答数  ６９ヶ所（９５．８％） 

・交付件数 ６２４件 

 

○ 種目別では、車椅子、座位保持装置、補聴器がそれぞれ１００件以上であった。 

 

○ 「調査１」で告示等の見直しの指摘として挙げられた項目が、特例補装具として一定交付

されている実態があった。一方で特例補装具の交付に関しては、地域差もあることが伺え

る結果となった。 

 

○ 今回の調査では、主に事業者サイドの意向を取り纏めたところであるが、本調査結果によ

って整理した各種の論点を参考資料として、さらに補装具費支給制度に詳しい医師や専門

家、セラピストや行政等を交えて、その見直しの重要性・緊急性を再確認のうえ、早急に

見直しが可能な事項については、補装具評価検討会へご報告するとともに、その他の十分

な時間をかけて検討すべき事項については、種目毎に実務者レベルのワーキングなどを設

けるなどして、本調査結果をベースした継続的な検討が必要であり、本調査の結果が今後

の健全かつ適切な補装具費支給制度のあり方検討に役立てられることを期待するもので

ある。 
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・調査期間 平成２５年４月～９月の交付状況 



 
 

 
 

Ⅲ．研修の在り方に関する検討 

１. 目的 
   市町村等の障害者福祉の現場において、補装具費支給制度の適切な理解と運用の促進

を図るため、標準的な教材のあり方を検討・作成し、ヒアリング調査の手法を用いてそ

の教材案の評価を行い、最終的には、標準教材（補装具費支給事務ガイドブック）を作

成した。 

本事業により作成した標準教材については、全国の更生相談所及び市町村、その他作

成にご協力いただいた機関へ配付した。 

 

  

２. 市町村における補装具費給付制度に係わる知識について 
平成２４年に実施した「補装具費支給制度の施策検討に向けた実態把握に関する調査

研究事業」で実施したアンケートでは、市町村における補装具費給付制度担当者が制度

に係わる知識が蓄積しないため、補装具費支給に係るＱ＆Ａやガイドブックなどの作成

を要望する声が多い結果であった。 

 

＜平成２４年度実施調査からのコメント抜粋＞ 

 

 運用に関わる職員の人材育成については、現時点から改善することを目標とし、現

行制度の運用レベルを全国レベルで標準化する仕組みを作っていく。 

 市町村におけるローテーション人事の中では、一定以上の専門知識は蓄積しない。

更生相談所などが補装具に関する研修会を定期開催し、最低限の知識と補装具費を

支給する際の考え方や姿勢を身に付けてもらう（誰が見ても不適切な申請以外は門

前払いをせず、更生相談所などの意見を求めるようにするなど）。 

 申請者、中間ユーザー、医師、義肢装具士、市町村、更生相談所それぞれの立場に

おいて制度解釈の乖離がある。皆で共通理解が得られるようなマニュアル作成や研

修会等で改善を図る必要がある。. 

 支給決定にあたり、初任者にもわかりやすい支給決定の事務マニュアルやＱ＆Ａを

作成してほしい。また、補装具の中には、名称や部品名だけではどのような形態の

用具であるかイメージがしにくいため、補装具の図録のようなものを作成してほし

い。 

 
３. 標準教材作成にあたってのポイント 

上記を踏まえ、標準教材の作成にあたっては、下記の４点を主なポイントとした。 
 
● 主に市町村職員の知識の標準化を図り、補装具費に係わる意識を高めるもの 

● 制度の基礎的知識から、補装具の名称や部品等が一定程度、把握できるもの 

● 適切な制度理解に基づき、制度の運用・支給決定が図られるもの 

● 市町村と更生相談所、各関係機関等の連携を促すもの 
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４. 標準教材（補装具費支給事務ガイドブック）の作成手順 

平成２０年３月、当協会で発行した「補装具・日常生活給付等ガイドブック」の改訂

版を望む市町村が多くあることから、同ガイドブックの内容をベースにしつつ、委員等

より提供いただいた資料も参考のうえ、上記「標準教材作成にあたってのポイント」を

踏まえた内容構成となるよう検討をした。 

 

〔作成にあたっての手順〕 

（１）事務局において標準教材（案）の作成 ････････････   ～１０月 

 

（２）検討委員等による内容の確認と加筆 ･･････････････ １１月～１月 

第１章 補装具に関する制度（検討部会） 

第２章 補装具費支給制度の概要（厚生労働省） 

第３章 補装具費支給事務の適切な理解と運用に向けて 

（検討部会・樫本部会長・伊藤委員長） 

    ※事務局が提示した項目案に対して、新たに加える必要性のある項目の検討及び内

容を加筆することとした。 

※各項目に市町村向け（更生相談所向けも一部含む）Ｑ＆Ａも盛り込み、さらに、

特例補装具事例集より市町村向け事例を選定のうえ、掲載することと 

   第４章 補装具に関する基礎知識（検討部会・関係団体） 

   ※関係団体の皆様には、写真やイラスト、標準的な見積例の作成にあたって、協力

いただいた。 

    ・義肢、装具－日本義肢協会 

    ・座位保持装置、車椅子・電動車椅子－日本車椅子シーティング協会 

    ・視覚障害者のための補装具－日本盲人会連合 

    ・聴覚障害者のための補装具－日本補聴器工業会 

    ・重度障害者用意思伝達装置－日本リハビリテーション工学協会 

 

（３）ヒアリング調査による標準教材案の評価等 ･･････････ １月～２月 

昨年のアンケート調査の結果から、ガイドブックの作成に期待を寄せている全国

６か所の自治体を抽出し、作成中の標準教材案について評価いただいた。 

 

（４）ヒアリング結果のまとめ････････････････････････    ～ ２月 

  ６カ所の意見・要望等についてまとめ、その対応について検討部会の委員による検

討を行った。 

 

（５）ヒアリング結果を踏まえた検討部会での最終案の作成･･  ～ ３月 

   ヒアリング結果の対応及び、その他委員からのご意見を反映し、最終校正案を作成

した。 

 

 （６）第２回検討委員会に提出・発送  ････････････････   ～ ３月 
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５. 標準教材案の作成 

   標準教材の目次構成案については事務局で作成し、検討委員会及び検討部会において、

検討を行い、目次項目ごとに修正・加筆の執筆依頼をした。 

さらに、種目ごとのイラスト、写真の提供及び記載内容の修正等について、関係する

業界団体へ依頼を行った。 

事務局で作成した目次構成案及び、執筆依頼の詳細については以下の通り。 

 

 

補装具給付事務ガイドブック（仮称）目次構成案 執筆協力 

はじめに   

もくじ  事務局 

第１章 補装具に関する制度   

１ 補装具の定義   

２ 補装具費支給と他法による補装具給付等   

３ 福祉用具（補装具）支給選択のチャート   

第２章 補装具費支給制度の概要 

厚生労働省 

１ 障害者総合支援法の概要 

１－１  障害者総合支援法制定の背景 

１－２  障害者総合支援法施行経過 

１－３  障害者総合支援法による総合支援システム 

１－４  市町村等の役割 

１－５  障害者総合支援法による利用者負担 

１－６  利用者負担額の上限（障害福祉サービス） 

２ 補装具支給制度の概要 

２－１  補装具の定義 

２－２  補装具費の支給 

２－３  公費負担 

２－４  補装具種目一覧 

３ 難病等の範囲と取り扱い 

４ 補装具費支給事務の流れ 

４－１  償還払いの場合 

４－２  代理受領の場合（例示） 

４－３  費用の額の基準と消費税の関係 

５ 補装具費の支給実績 

５－１  Ｈ２３ 補装具費の支給実績（申請、決定、金額） 

５－２  Ｈ２３ 特例 〃 

第３章 補装具費支給事務の適切な理解と運用に向けて 

検討部会 

 

樫本部会長 

１ 補装具費支給にあたっての適切な理解 

１－１  他法優先 

１－２  特例補装具 

１－３  複数支給 

１－４  再支給 

１－５  耐用年数 

１－６  差額自己負担 
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補装具給付事務ガイドブック（仮称）目次構成案 執筆協力 

１－７  業者の情報提供 

１－８  介護保険による福祉用具貸与との適用関係 

１－９  引き渡し後、９ヶ月以内に生じた破損又は不適合 

１－１０  施設や病院への入所、入院中の補装具の取り扱い 

１－１１  児童補装具に関する助言 

２ 補装具費支給決定の円滑な実施に向けて 

伊藤委員長 

２－１  医師意見書作成にあたっての留意 

２－２  市町村に対する期待 

２－３  医師や専門職等との連携システムの構築 

２－４  更生相談所の役割と機能、今後のあり方 

第４章 補装具に関する基礎知識 

検討部会 

 

関係団体 

 

山﨑委員 

 

１ 義肢 

１－１  総論 

１－２  義手 

１－３  義足 

１－４  見積例 

２ 装具 

２－１  下肢装具 

２－２  靴型装具 

２－３  体幹装具 

２－４  上肢装具 

２－５  見積例 

３ 座位保持装置 

３－１  主な解説と適応例 

３－２  製作項目の適用例 

３－３  見積例 

４ 車椅子・電動車いす 

５ 視覚障害者のための補装具 

６ 聴覚障害者のための補装具 

７ 重度障害者用意思伝達装置 

８ 難病患者のための補装具 

９ その他の肢体不自由者用補装具 

資料編   

事務局 

参考１ 障害者総合支援法（第５節第７６条） 

参考２ 
障害者総合支援法施行令（第２条第４節 補装具費の支給 

第４３条の２及び３） 

参考３ 
障害者総合支援法施行規則（第２条第３節 補装具費の支給 

第６５条の３～９） 

参考４ 
障害者自立支援法に基づく自立支援給付と介護保険制度と

の適用関係等について 

参考５ 
補装具費支給事務取扱指針について（H25.3.15 障 0315 号第

４号） 

参考６ 
｢義肢、装具及び････事務取扱要領｣の制定について

（H25.3.29 障企自発第 0329 第１号） 

参考７ 非課税物品に関する告示 

参考８ 身体障害者用物品の非課税扱い 
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補装具給付事務ガイドブック（仮称）目次構成案 執筆協力 

参考９ 補装具費支給に係るＱ＆Ａ（平成２２年１０月２９日付） 

参考１０ 
難病患者等における地域生活支援事業等の取扱いに関する

Ｑ＆Ａ（平成２５年３月１５日現在） 

参考１１ 介護保険法における福祉用具貸与及び販売の種目 

参考１２ 連絡先一覧（厚労省、国リハ、更相、テクノ） 

 

６. ヒアリング調査による標準教材案の評価 

（１）目的 

   本調査では、検討部会等の意見を踏え作成した「補装具費支給事務ガイドブック（案）」

を、実際に市町村の補装具費支給事務担当者にご覧いただき、その評価を取りまとめ、

最終的な標準教材の在り方の検討を行うことを目的とした。 

 

 

（２）調査対象 

   市町村 補装具費支給事務担当者 

※ 調査対象先は昨年度調査において、補装具費支給に係る適正化を図るためのガイ

ドブックやＱ＆Ａ等の作成を強く期待することについて回答した市町村を６カ

所抽出した。 

（３）調査手法 

 各調査対象先へ当協会から２名調査員を派遣し聞き取り調査を実施した。 

 

（４）調査日時（訪問地域） 

１. ２０１４年１月１４日（火）１０：００－（東海地方） 

２. ２０１４年１月２１日（火）１３：００－（東北地方） 

３. ２０１４年１月２３日（木）０９：４５－（四国地方） 

４. ２０１４年１月２４日（金）１４：００－（甲信越地方） 

５. ２０１４年２月 ５日（水）１０：２０－（関東地方） 

 

（５）ヒアリング調査内容 

（ａ）補装具費支給事務を行うにあたって参考にしている資料、書籍等について 

（ｂ）補装具費支給事務ガイドブック（仮称）の構成内容について 

 ほしい内容は記載されているか 

 記載内容は理解しやすいか 

 追加してほしい記載内容 

 その他の要望 

 （ｃ）補装具費の支給決定にあたって特に苦慮している事項 

 （ｄ）その他 
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（４）ヒアリング調査結果 

 
（ａ）補装具費支給事務を行うにあたって参考にしている資料、書籍等について 

 

 

・補装具・日常生活用具ガイドブック（テクノエイド協会） 

・完成用部品データベースシステム（テクノエイド協会） 

・補装具費の支給基準（日本義肢協会） 

・補装具費支給事務Ｑ＆Ａ（中央出版） 

・補装具基準表（鉄道弘済会） 

・県からの情報提供（制度改定時、法律に関する連絡事項）、県で発行している判定の手

引き、書や県主催の研修時の配布資料 

・インターネットによる検索 

 

 

（ｂ）補装具費支給事務ガイドブックの構成内容について 

 

 

＜ほしい内容は記載されているか＞ 

 特例補装具に関する情報があれば判定時に使用できる。 

 完成用部品の詳細画像があれば参考になる。 

 例えば、下肢装具と靴型装具は業者によって見積りの記載が異なる場合がある

ので、チェック方法を明確にして欲しい。 

 着任当初は用具の内容自体分からなかったので、図やイラストが掲載されてい

ると参考になる。 

 イラストや写真が多いと申請者へ説明する際に活用できるので助かる。 

 機器の説明と判定で注意すべきことの記載は業務に有益である。 

 完成用部品の数量が多すぎるので、一覧が欲しい。 

 ガイドブックとしては今回の形式で良いと思う。 

 当初期待していたよりは詳しいという印象である。 

 完成品や部品がビジュアル化されているのは評価できる。 

 

  

106



 
 

 
 

 

＜記載内容は理解しやすいか＞ 

 事務取扱要領に沿って図表等の解説があると理解し易い。 

 法律関係はネットでも検索するが、資料で１冊にまとまっていると効率的に情

報が得られる。 

 わかりやすい。 

 補装具の部品や構造を知ることで、それがどうして必要かわからなかった。調

べることができればありがたい。 

 Ｑ＆Ａは別冊でもいいが、個々に入れるならＱ＆Ａのみの索引を作って欲しい。 

 初任者が概要を勉強するために読むものというより、詳細を知りたいときに使

う資料という印象である。 

 見積りや活字だとイメージがしづらいので、絵やイラストが多く掲載されてい

るのはわかり易い。 

 

 

＜追加してほしい記載内容＞ 

 難病に対する対応について、件数が少なすぎるので、ＤＢなどで検索できれば

いい。 

 入院中の利用者より車いすの申請が上がったが、不許可にあたり法的根拠を求

められた。すばやく検索できる仕組みがあれば、時間の節約になる。 

 用語の解説などは種目名から探すので、種目別に記載されていると便利。 

 車椅子の場合、状況調査を行うが、どのようなポイントを確認したらよいかが

分かる内容があるとよい。 

 難病が追加されたが、疾患についてイメージしづらいので、具体的な症状等の

解説を記載して欲しい。 

 支給にあたっての事例が記載されていると支給の判断に有益である。 

 介護保険の種目との考え方や区分けについて、記載されているとわかり易い。 

 盲人安全つえは全盲連の通販で購入しているが適合寸法が分からないので、記

載されているとありがたい。 

 法律は読みつらいのでガイドブックがあるとわかりやすい。 

 機器の種目、耐用年数、価格、介護保険の対象か否かといった情報が１ページ

で一覧できる表がぜひ欲しい。 

 標準的な事例よりレアな事例を掲載してほしい。 

 有り得ない（望ましくない）見積り例を示してほしい。 

 児童の見積もりについての、情報や解説がほしい。 

 児童に関わる記載を多くして欲しい。（例えば、特例補装具の事例やＱ＆Ａ） 
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＜その他の要望＞ 

 当県内では県や他の市町村と情報交換を行っているが、他県より転入したり、

他県のリハセンターにかかっていると、他県で認められている商品でも、当市

では認められない場合もあり、クレームとなってしまう。 

 資料の内容はネットでも検索できるようにしたい。 

 ガイドブックの不明点について、テクノエイド協会で相談窓口を設けて対応し

て欲しい。 

 標準的な価格の掲載があるとよい。初任者などは経験が無いので、見積もりが

来ても価格の評価ができない。 

 中央法規から出版されているＱ＆Ａの更新版がぜひ欲しい。 

 基準の文章では、他の条項の参照番号のみしか示していないので手間がかかる。

すぐその参照内容が分かるような構成だといい。 

 テクノエイド協会の資料に掲載されているということだけで、過剰に営業をか

ける事業者があるので、事例の掲載には注意（注記等）が必要。 

 イラストより写真の方が事務方としては分かり易い。 

 機能が同じようなものなのに価格が大きくことなるものがあるので、その違い

の説明が欲しい。 

 高額なものを選定する際には、真にそれが必要であるという判断の参考になる

情報が欲しい。 

 本の場合、新たな通知がどんどん出てくるので、内容がすぐ古くなってしまう、

ガイドブックを配布した機関には、随時差し替え情報を提供してほしい。 

 機器の説明はあるが機器の部分の名称が無い、修理の際は機器全体ではなく部

分の名称になるので、機器の部分の名称を示す情報を掲載してほしい。 

 索引はあった方が良い。例えば「片義足」とか「前腕義手」など。 

 日常生活用具は市で判断しなくてはならないので、補装具以上に市としてはガ

イドブックが欲しい。 

 住宅改造に関する情報も欲しい。 

 判定困難事例は考え方として活用できるが、利用頻度は低い。 

 Ｑ＆Ａは種目ごとに設けるとわかりやすい。 

 インターネットで随時情報を更新できるようにして欲しい。 
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（ｃ）補装具費の支給決定にあたって特に苦慮している事項 

 

 

 専門職がいないため、判断に苦慮する場合には更生相談所に相談する。 

 近隣の市町村との整合性を図るため、更生相談所に相談する場合がある。 

 見積りチェックを行い、業者に確認を取るケースは年間に数回程度である。 

 高額品など特例の依頼はほとんどなく、出せないという判定でも素直に納得さ

れる。 

 介護保険の利用者でも、補装具を支給して欲しいという希望がある。 

 児童に関する給付はほぼ認めているが、これでいいのかと思うときもある。 

 更生相談所経由だと一か月以上かかるので、利用者を待たせてしまい申し訳な

い。 

 座位保持装置と座位保持いすの違いを説明してほしいといわれると困惑する。 

 近隣の自治体では、児童の電動車いすは面談を行っているところが多い。安全

面での問題もあり、給付には慎重にならざるを得ない。 

 支給不相応の判断が出る場合には、最初から市で判断したほうがいい。 

 高額品などの場合、真に必要か否かの判断がむずかしい。 

 介護保険との切り分けの目安の判断に苦慮する。 

 市町村判定の児童に関する補装具の情報がもっとほしい。 

 児童の特例補装具への対応に苦慮している。（医師意見書の記入内容がバラバ

ラなので、判定に困惑することがある。） 

 事務所が複数あるので、組織的な判断が必要になる。（部会を設けて、困難事

例を共有するようにしている。） 

 事務方で、４年サイクルで入れ替わる為マニュアルの理解度も低い。したがっ

て、業者の言いなりになることもある。 
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（ｄ）その他 

 

 

 児童に対する申請は判定してくれるところがないので、基本的に申請があった

ものは給付している。楽といえば楽だが、児童から成年になった時に、そのギ

ャップが問題となってしまっている。 

 判定医の意見書について、あるべき姿についてマニュアル等で示したほうがい

い。現在はあまりにも何も記載されていない場合が多い。 

 県更生相談所にて、研修を実施するが、初任年度に１度研修を受けたのみ。 

 研修で補装具の話は１時間しか行われず、内容も事務手続きが主である。 

 他市は更生相談所の巡回相談が年に１度あり、そのきっかけで申請があがるこ

ともある。 

 市民病院で相談を受けて、申請するケースが多い。 

 加齢による視覚障害者で、白杖をシンボルに使われる方があり、T 字杖も 2-3

件給付した。 

 採用されていきなりこの仕事の担当になった。新人には困難な仕事と思う。 

 補聴器販売が増えてきているが、特に怪しい業者はいないと感じている。 

 近隣自治体と情報交換をしている。 

 判定のプロセスについての詳細な説明が求められている。 

 特例補装具や意思伝達装置などは実績が少ない。 

 担当課に理学療法士が在籍しているのは、県内で当市のみである。そのため、

近隣町村から相談を受けることが多い。 

 不明点がある場合には、更生相談所に問い合わせるが、最低限の情報の確認は

当市で行うようにしたい。 
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７. 市町村ヒアリング結果に基づく対応について 
   市町村ヒアリングの結果をもとに、主に（１）「追記を希望する記載内容」と、（２）

「支給決定にあたって特に苦慮している事項」についてまとめ、その対応について検討

部会で検討を行った。ガイドブックへの追記・修正事項の整理に関しては下記の対応を

行うこととし、標準教材の最終版作成を行った。 

 
（１）追加してほしい記載内容 

 
○ 盲人安全つえなどの適合寸法の記載があると助かる 

委員からの 

コメント 

 標準的な持ち方、その場合の長さなど、基本条件の下での長さを示すこと

はできるが、個人差が大きい。T 字つえや松葉つえなどのように、身体構

造との関係で適合寸法を示すことはよるバリエーショ難しい。数値例を掲

載してはどうか。 

 適合寸法に関しては、ある程度は分類化をすることは可能（検索であれば

足元から胸の高さ、シンボル用であれば腹部あたりなど）ではあるが、申

請者の利用用途・行動方法などによっては細かい調整・商品選定などが必

要で、適合寸法を掲載することで、深い知識を有しない自治体担当者が装

具の選定を行い、誤った装具を与えてしまう可能性がある。特に、近年は

使用方法の多様化が進み、利用者のニーズに合った内容を選定すること

は、視覚障害者の行動を理解し、深い商品知識が不可欠となり、装具を決

めることが更に難しくなっている。 

適合寸法が掲載されることは、的確な助言が出来る販売店などが全国的に

少ない観点から考えると大変有益であるが、明確な寸法基準がない以上、

記載をするのであれば「適合寸法は目安であり、内容によっては合わない

場合がある」「分からなければ専門店に相談をすること」などを記入する

必要がある。 

最終対応 
ご意見にもあるように明確な寸法基準がないとのことなので、記載はしないこ

とで整理した。 

 

○ 補装具種目の一覧に介護保険対象か否か確認ができると使い易い（たとえば、介護保険

の種目に印が付いているなど） 

委員からの 

コメント 

 自立支援給付とオーバーラップするもので、種目と付属品くらいであれば「介

護保険貸与の検討もあり」とすることは可能か 

 要求通りにしてはどうか。 

最終対応 
補装具種目一覧において、介護保険の対象種目について、印をつける対応を行っ

た。 
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○ 完成用部品の画像もあればさらに参考になる 

委員からの 

コメント 

 当所の所員は思っていますし、市町村担当者もそうでしょうが、結構な量にな

りそうなので、今後があれば別冊を考慮することになるのでしょうか（画像を

示しても分からない完成用部品もたくさんある→HCR や当該地域研修会、カタ

ログ、HP などで勉強してもらうべきもので、ガイドブックには適さない内容

かと思われる。 

最終対応 
巻末に完成用部品データベースの紹介ページを設けた。 
http://www1.techno-aids.or.jp/search/index.php 

 

○ 特に車いすの支給の際、利用者に対する状況調査の聞き取りでポイントとなる部分の解

説をしてほしい 

委員からの 

コメント 

 更生相談所が市町村担当者に「車いすの支給の際、利用者に対する状況調査に

ついてもっとポイントを聞き取りしてほしい」と思うことはあります。しかし

定型的な項目立てはできるかもしれませんが、詳細になると「支給事務ガイド」

の範疇を超えてしまうのではないかと思います。 

 主に電動車椅子と思われるが、一般の車いすを含め、状況調査票の例示とその

解説などを掲載してはどうか。 

最終対応 
様式の項目に対し解説するのは困難であるため、様式を掲載するに留めること

とした。 

 

○ 難病は疾患名だけでなく、具体的にどのような状態の人であるのか、わかりやすく解説

してほしい 

委員からの 

コメント 

 難病自体の解説はガイドブックの領域外でしょうか「難病情報センター」のリ

ンク掲載の方が確かでは？  

 医学事典などで調べるべきことであり、ガイドブックの使命ではない。＊掲載

するとすれば、難病の症状と補装具との関係の例示程度か。 

最終対応 難病の一覧ページに「難病情報センター」のリンクを掲載することとした。 

 

○ 申請から支給決定までの事務の流れを事例形式で記載してあると、イメージしやすい。 

委員からの 

コメント 

 ①先天障害、②中途障害、③難病、④高齢化障害（介護保険への移行）、高齢

障害者（６５歳以上の発病）などに分け、それぞれの典型例を掲載することは

可能と思われるが、事務の流れは何も事例形式で示す必要はないのではない

か。 

最終対応 ご意見の通り、ここでは必要性がないと判断し掲載しないこととした。 
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○ 例えば補聴器は外装の写真だけではなく、修理時に内部部品のチェックを行うため、内

部の構造図も追加してほしい。 

委員からの 

コメント 

 ガイドブックの役割か？とはいえ、構造図を示すことは何のマイナスもなく、

おかしなことではない。 

最終対応 
業界団体に対し、構造図について、提供の申し入れを行ったが、入手不可のた

め、記載は見送ることとした。 

 

○ 不適切な見積り例や組合せを示してほしい。 

委員からの 

コメント 

 きりがないが、適切なものと不適切なものなど、典型例を掲載することについ

ては要検討。 

最終対応 追記に係わる作業量や時間を鑑みて今回は記載しないことで整理した。 

 

○ 児童の判定について、種目ごとに検討すべきポイントがあれば示してほしい。 

○ 児童に関する情報がもっとほしい 

委員からの 

コメント 

 今回、可能か否か、要検討。 

 補装具・日常生活用具給付等ガイドブックに記載されている情報を記載しては

どうか。 

 そういえば、座位保持椅子・起立保持具・頭部保護帽・排便補助具の種目がガ

イドブックにない様です。入れた方がよいのでは？ 

最終対応 
「座位保持いす」、「起立保持具」、「頭部保持具」、「排便補助具」の障害児に係

わる補装具のイラスト及び、基本構造等について追記した。 

 

（２）補装具費の支給決定にあたって特に苦慮している事項 

 
○ 高額製品の場合、真に必要か否かの判断が難しい。 

委員からの 

コメント 
 補装具専門委員会の検討の積み重ねによる QA の蓄積に期待する。 

最終対応 ガイドブックで整理せず、ＱＡの蓄積により今後の課題とした。 
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○ 医師意見書の記入内容がバラバラなので、判定に困惑する。 

○ 判定医の意見書について、あるべき姿についてマニュアル等で示すべき。 

委員からの 

コメント 

 医師意見書の書き方を示すのは良いが、だからといって記入内容が統一さ

れるわけではない→医師に対する研修会などの教材として示すなら有効

か！本ガイドブックに掲載するとすれば、市町村が意見書の何処を見て、

どんな点を追記してもらいたいのかを示すことになるが、過去に「総合リ

ハビリテーション誌」などで取り上げたものもあるので、それを参照して

掲載するか要検討。 

最終対応 既に「医師意見書作成の留意点について」の記載がある。 
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８．標準教材 

（１）タイトル 

標準教材のタイトルは「補装具費支給事務ガイドブック」とした。 

  

（２）目次 

最終版の目次は下記の通り。 

 

はじめに  
もくじ   

 
   第１章 補装具に関する制度  

１ 補装具の定義と役割   
２ 障害者総合支援法による補装具費支給と他法による補装具給付等   
３ 福祉用具支給制度選択チャート   
Close Up Q&A   

 
   第２章 補装具費支給制度の概要  

１ 障害者総合支援法の概要   
１－１ 法律制定の趣旨   
１－２ 新たな障害福祉施策の要点   
１－３ 法律の主な内容   
１－４ 市町村等の役割   
１－５ 障害者総合支援法による利用者負担   
１－６ 利用者負担額の上限（障害福祉サービス）   
２ 補装具の定義について   
３ 補装具費支給制度について   
３－１ 補装具費の支給目的について   
３－２ 都道府県等の役割について   
３－３ 制度の具体的な取扱いについて   
３－４ 補装具費支給手続きの流れ等について   
３－５ 費用の額の基準と消費税の関係   
４ 難病等の範囲と取り扱い   
４－１ 難病患者等に対する補装具費の支給   
４－２ 難病患者等に対する補装具費支給の申請等   
４－３ 難病患者等に対する補装具の取扱いで配慮すべきこと   

 
   第３章 補装具費支給事務の適切な理解と運用に向けて  

１ 補装具費支給にあたっての適切な理解   
１－１ 他法優先   
１－２ 特例補装具   
１－３ 複数支給   
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１－４ 再支給   
１－５ 耐用年数 

１－６ 差額自己負担   
１－７ 高額な製品・部品への対応   
１－８ 業者の情報提供   
１－９ 介護保険による福祉用具貸与との適用関係   
１－10 引き渡し後、９ヶ月以内に生じた破損又は不適合   
１－11 施設や病院への入所、入院中の補装具の取扱い   
１－12 児童補装具に関する助言   
２ 補装具費支給事務の円滑な運用について  
２－１ 医師意見書作成の留意点  
２－２ 市町村に対する期待  
２－３ 医師・専門職等との連携システムの構築  
２－４ 更生相談所の役割と機能、今後のあり方  
３ 判定困難事例  
Close Up Q&A   

 
 第４章 補装具に関する基礎知識  
１ 義肢  
１－１ 総論  
１－２ 義手  
１－３ 義足  
１－４ 見積例  
２ 装具  
２－１ 下肢装具  
２－２ 靴型装具  
２－３ 体幹装具  
２－４ 上肢装具  
２－５ 見積例  
３ 座位保持装置  
３－１ 主な解説と適応例  
４ 車椅子・電動車椅子  
５ 視覚障害者のための補装具  
６ 聴覚障害者のための補装具  
７ 重度障害者用意思伝達装置  
８ その他の肢体不自由者用補装具  
９ 障害児に係る補装具  
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資料編  

参考１ 障害者総合支援法（第５節第７６条）  

参考２ 障害者総合支援法施行令（第２条第４節 補装具費の支給 第４３条の２及び３） 

参考３ 障害者総合支援法施行規則（第２条第３節 補装具費の支給 第６５条の３～９） 

参考４ 義肢等補装具支給要綱の改正等について  

参考５ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づく自立支援給

付と介護保険制度との適用関係等について  

参考６ 補装具費支給事務取扱指針について（H18.9.29 障発第 0929006 号）  

参考７ 「義肢、装具及び座位保持装置等に係わる事務取扱要領」の制定について（H18.3.29 

障地発第 0929002 号） 

参考８ 非課税物品に関する告示  

参考９ 身体障害者用物品の非課税扱い  

参考 10 補装具費支給に係わるＱ＆Ａ（平成２２年１０月２９日、平成２６年３月３１日付） 

参考 11 難病患者等における地域生活支援事業等の取扱いに関するＱ＆Ａ（平成２５年３月

１５日現在）  

参考 12 介護保険法における福祉用具貸与及び販売の種目  

参考 13 連絡先一覧  

       厚生労働省、国立障害者リハビリテーションセンター研究所、公益財団法人テクノ

エイド協会、全国の身体障害者更生相談所 

最新の施策や通知の情報＜ホームページのご案内＞  

  最新の施策や通知の情報＜ホームページのご案内＞ 



 
 

 
 

（３）標準教材イメージ 

   補装具費支給事務ガイドブックの表紙及び内容の一部は下記の通りである。 

   ＜表紙＞ 
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＜本文イメージ①＞ 
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＜本文イメージ②＞ 
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９．標準教材（補装具費支給事務ガイドブック）の配付 

   完成した最終版の標準教材は、２０１４年４月に、全国の市町村及び更生相談所等、

その他作成にご協力いただいた機関へ配付することとした。送付先の訳は以下の通り。 

 

補装具費支給事務ガイドブック 送付先内訳 

１． 市町村   1742 カ所 × 1 部 ＝ 1742 部 

２． 更生相談所   80 カ所 × 1 部 ＝ 80 部 

３． 都道府県・政令市 105 カ所 × 1 部 ＝ 105 部 

４． ヒアリング先  5 カ所 × 1 部   5 部 

        4 カ所 × 3 部 
 

12 部 

        1 カ所 × 5 部   5 部 

5． 委員・業界団体等 8 カ所 × 2 部 ＝ 16 部 

        5 カ所 × 10 部 ＝ 50 部 

        1 カ所 × 20 部 ＝ 20 部 

合 計 1951 カ所       2035 部 

 

 

   また、当協会ホームページ上（http://www.techno-aids.or.jp/）に掲載し、広く一般に 

情報提供を行う。 
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Ⅳ．本調査のまとめ 

本調査は、昨年度に実施した「補装具費支給制度の施策検討に向けた実態把握に関する

調査研究事業」の結果を踏まえ、大きく２つの課題を解決することを目的として調査を実

施したところである。 

 

① 多くの関係者から問題提起された、現行の補装具告示に規定される種目及び構造等が、

技術革新や障害者ニーズ等の変化に的確に対応したものとなるよう、事務取扱要領・

購入基準・修理基準の見直し案の検討すること。 

② 市町村及び更生相談所ともに、地域の核となる人材が数年で異動している現状から、

ノウハウの定着や蓄積が難しい状況にあるため、標準教材の作成を通じた知識の習得、

補装具費支給業務の効率化・平準化を図ること。 

 

要領・基準の見直し案の検討に関しては、主に事業者サイドの意向を取り纏めたところ

であるが、本調査結果によって整理した各種の論点を参考資料として、さらに補装具費支

給制度に詳しい医師や専門家、セラピストや行政等を交えて、その見直しの重要性・緊急

性を再確認のうえ、早急に見直しが可能な事項については、補装具評価検討会へ報告し、

今後に向けた検討を期待する。 

一方、その他の十分な時間をかけて検討すべき事項については、種目毎に実務者レベル

のワーキングなどを設けるなどして、本調査結果をベースとした継続的な検討が必要であ

る。 

 

 「補装具費支給事務ガイドブック」の作成にあたっては、Ｑ＆Ａや各種事例の掲載によ

る基礎的な知識の習得だけでなく、図解やイラストを多く取りれた補装具の解説や見積り

例の掲載等により、実務面においても活用できる豊富な情報を網羅的に補装具費支給事務

に係わる纏めることができた。さらに、参考資料編には最新の通知情報等を掲載し、障害

者福祉現場に携わる市町村職員が効率的かつ迅速に情報が得られるよう、まとめたところ

である。 

 一方、市町村ヒアリングで課題が多数見られた児童に係わる補装具の取り扱いについて、

今回のガイドブックにおいては、必ずしも十分に踏み込めておらず、児童特有の考え方や

主要な事項を本稿に追加などとして、本稿を早速改訂する期待も寄せられている。 

 今回作成したガイドブックが、補装具費支給事務の適切な理解と運用に向けて活用され

ると共に、都道府県や更生相談所等が市町村職員を対象に行う研修で大いに活用されるこ

とを期待するものである。 

 本書は、当協会のホームページからもダウンロードすることができる。 

http://www.techno-aids.or.jp/ 
 

 本調査の結果が今後の健全かつ適切な補装具費支給制度の運用と今後のあり方検討に

役立てられることを期待するものである。 
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

（
３
）
事
務
取
扱
要
領
結
果
取
り
纏
め
 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

義
肢
、
装
具
及
び
座
位
保
持
装
置
等
に
係
る
補
装
具
費
支
給
事
務
取
扱
要
領

 

 

 
障
害
者
自
立
支
援
法
第
５
条
第
２
４
項
及
び
第
７
６
条
第
２
項
に
基
づ
く
補
装
具
の
種
目
、
購
入
又
は
修
理
に
要
す
る
費
用
の

額
の
算
定
等
に
関
す
る
基
準
（
平
成
１
８
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
５
２
８
号
。
以
下
「
告
示
」
と
い
う
。）

中
の
別
表
の
１
の

(1
)
、

(
2
)、

(
3)
、
(
4
)及

び
（

5
）
の
車
椅
子
、
電
動
車
椅
子
及
び
歩
行
器
に
係
る
部
分
並
び
に
２
の

(
1
)、

(
2)
、
(
3
)、

(4
)及

び
（

5
）

の
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
第
１
の
１
、
２
、
３
、
４
、
第
３
及
び
第
５
並
び
に
第
２
の
１
、

２
、
３
、
４
及
び
第
４
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
。

 

 
な
お
、
完
成
用
部
品
は
義
肢
、
装
具
等
の
構
成
品
で
あ
っ
て
、
消
費
税
が
非
課
税
と
な
る
身
体
障
害
者
用
物
品
で
は
な
い
た
め
、

製
作
又
は
修
理
作
業
を
伴
わ
ず
完
成
用
部
品
の
み
を
交
付
の
購
入
に
係
る
補
装
具
費
を
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
告
示
に
よ

り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
補
装
具
の
購
入
又
は
修
理
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
補

装
具
の
購
入
又
は
修
理
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
以
下
「
基
準
額
」
と
い
う
。）

の
内
訳
に
消
費
税
相
当
額
を
含
む
こ
と
と
な

る
こ
と
。

 

 
ま
た
、
告
示
第
５
項
の
規
定
に
よ
り

10
0
分
の

95
を
乗
ず
る
こ
と
と
す
る
も
の
は
、
以
下
の
各
「
価
格
構
成
」
中
「
基
本
価
格
」

及
び
「
製
作
要
素
価
格
」
に
係
る
も
の
と
し
、
同
中
「
完
成
用
部
品
価
格
」
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
要
し
な
い
こ
と
。

 

 第
１

 
購
入
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
取
扱
い

 

  
１
 
殻
構
造
義
肢

 

 
(
1)

 
製
作
工
程

 

殻
構
造
義
肢
は
、
「
ア
の
基
本
工
作
法
」
に
よ
り
、
「
エ
の
製
作
要
素
価
格
」
及
び
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

必
要
な
材
料
・
部
品
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製
作
す
る
こ
と
。

 

(
2
) 

価
格
構
成

 

告
示
の
基
本
価
格
及
び
製
作
要
素
価
格
は
、「

使
用
材
料
費
」
及
び
「
製
作
加
工
費
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

○
使
用
材
料
費

 

 
素

 
材

 
費
：
義
肢
材
料
リ
ス
ト
に
よ
る
素
材
購
入
費

 

 
素

材
の

ロ
ス
：
素
材
の
正
味
必
要
量
に
対
す
る
割
増
分
（
ロ
ス
分
）

 

 
小

物
材

料
費
：
個
々
の
要
素
加
工
に
対
し
て
使
用
量
を
決
め
難
い
材
料
費

 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
糸
、
釘
、
ビ
ス
、
ナ
ッ
ト
、
油
脂
等
）

 

 
材

料
管

理
費
：
素
材
の
購
入
及
び
保
管
に
要
す
る
経
費

 

○
製
作
加
工
費

 

 
 
作

業
人

件
費
：
製
作
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
正
味
作
業
時
間
相
当
人
件
費

 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
給
与
、
賞
与
、
退
職
手
当
、
法
定
福
利
費
等
）

 

 
作
業

時
間
の

余
裕

割
増
：
製
作
の
準
備
、
段
取
り
、
清
掃
、
作
業
上
の
整
理
及
び
生
理
的
余
裕
等
の
作
業
時
間
相
当
人
件
費

 

 
製

造
間

接
費
：
光
熱
水
費
、
冷
暖
房
費
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
、
減
価
償
却
費
等

 

 
 
管
理
販
売
経
費
：
完
成
品
の
保
管
、
販
売
に
要
す
る
経
費

 

 

                                    

                                    

                                    

１．義肢、装具及び座位保持装置等に係る補装具費支給事務取扱要領 取り纏め
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

ま
た
、
殻
構
造
義
肢
の
価
格
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

 
 
 
殻
構
造
義
肢
の
価
格

 ＝
 基

本
価
格

 ＋
 製

作
要
素
価
格

 
＋
 
完
成
用
部
品
価
格

 

 
基

 
本

 
価

 
格

：
採
型
使
用
材
料
費
及
び
殻
構
造
義
肢
の
名
称
、
型
式
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
基
本
工
作
に
要
す

る

加
工
費
の
計

 

 
製
作
要
素
価
格
：
材
料
の
購
入
費
及
び
当
該
材
料
を
殻
構
造
義
肢
の
形
態
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
う
加
工
、
組
合
せ
、

結
合
の
各
作
業
に
よ
っ
て
発
生
す
る
価
格
の
計

 

 
完
成
用
部

品
価
格
：
完
成
用
部
品
の
購
入
費
及
び
当
該
部
品
の
管
理
等
に
要
す
る
経
費
の
計

 

し
た
が
っ
て
、
殻
構
造
義
肢
の
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」
に
よ
る
「
ウ
の
基
本
価
格
」
に
「
エ
の
製
作
要
素
価
格
」

及
び
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
の
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
材
料
、
部
品
の
価
格
を
合
算
し
た
額
の

10
0
分
の

1
0
3
に
相
当
す
る

額
を
上
限
と
す
る
こ
と
。（

図
－

1
参
照
）

 

 
な
お
、
義
肢
は
身
体
障
害
者
用
物
品
と
し
て
消
費
税
が
非
課
税
で
あ
る
た
め
、
基
準
額
の
内
訳
は
い
か
な
る
場
合
も
本

体
価
格
の
み
で
あ
る
。「

1
00

分
の

1
03

に
相
当
」
の
趣
旨
は
、
殻
構
造
義
肢
を
製
作
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
材
料
及
び

部
品
等
の
購
入
に
は
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
た
め
、
当
該
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
相
当
分
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

 
殻
構
造
義
肢
の
構
成
は
価
格
体
系
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
こ
と
。

 
（
図
－
２
、
３

 
参
照
）

 

 

図
－
１

 
殻
構
造
義
肢
の
価
格
体
系

 

 

         

                                     

                                     

                                     

作
業
用
義
手
の
場
合
（
幹
部
使
用
）

 

作
業
用
義
足
の
場
合
（
鉄
脚
使
用
）
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
２

 
殻
構
造
上
腕
義
手
の
構
成
例

 
 
 
図
－
３

 
殻
構
造
大
腿
義
足
の
構
成
例

 

 

  

(
3
) 

基
本
価
格

 

ａ
 
義
手

 

(
a
)
 
義
手
の
基
本
価
格
は
､
「
イ
の
採
型
区
分
」
（
図
－
４
参
照
）
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
製
作
す
る
義
手
の
型
式
ご
と
に

決
定
し
､「

ウ
の
基
本
価
格
」
か
ら
選
択
す
る
こ
と
｡
 

(
b
) 

採
型
区
分
と
名
称
の
関
係
は
､
 概

ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
｡ 

 
 
 
 

 
 

 Ａ
－
１

 
肩

 義
 手

 
 
Ａ
－
２

 
上
腕
義
手

 
 
Ａ
－
３

 
肘
 
義
 
手
 

 
 
 
 

 
 
Ａ
－
４

 
前
腕
義
手

 
 
Ａ
－
５

 
手

 義
 手

 
 
Ａ
－
６

 
手
部
義
手

 

 
 
 
 

 
 
Ａ
－
７

 
手
指
義
手

 

(
c
)
 
採
型
区
分
の
「
Ａ
－
７
」
は
、
手
指
５
本
以
内
の
切
断
を
対
象
と
し
、
多
指
切
断
で
あ
っ
て
も
基
本
価
格
は

多
指

切
断
で
連
続
し
て
い
る
指
を
採
型
す
る
場
合
は
一
単
位
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

(
d
)
 
顆
上
支
持
式
と
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
タ
イ
プ
及
び
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
タ
イ
プ
の
よ
う
に
上
腕
骨
顆
部
を
包
み
込

み
、
懸
垂
装
置
を
ソ
ケ
ッ
ト
自
体
が
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
e
)
 
ス
プ
リ
ッ
ト
式
と
は
、
前
腕
極
短
断
端
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
ソ
ケ
ッ
ト
と
前
腕
支
持
部
が
セ
パ
レ
ー
ツ
に
な
っ

て
お
り
、
倍
動
式
継
手
又
は
断
端
操
作
式
能
動
継
手
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
f
)
 
義
手
の
型
式
は
、
身
体
状
況
や
日
常
生
活
の
様
々
な
場
面
に
応
じ
て
選
択
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
支
持
部
や
完
成

用
部
品
の
肘
継
手
、
手
先
具
の
型
式
に
か
か
わ
ら
ず
取
り
扱
う
こ
と
。

 

        

 

                    連
続
し
て
い
な
い
場
合
は
１
本
１
本
分
け
て
採
型
を
行
う
。

 

                

                    義
肢
協
会

 

                

                    ○
適
用
範
囲
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
４

 
義
手
の
採
型
区
分

 

 

 

 

ｂ
 
義
足

 

(
a
)
 
義
足
の
基
本
価
格
は
、
「
イ
の
採
型
区
分
」
（
図
－
５
参
照
）
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
製
作
す
る
義
足
の
型
式
ご
と
に

決
定
し
、「

ウ
の
基
本
価
格
」
か
ら
選
択
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

採
型
区
分
と
名
称
の
関
係
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
１

 
股
 
義

 
足
 

 
Ｂ
－
２

 
大
腿
義
足

 
 
Ｂ
－
３

 
膝
 
義

 
足
 

Ｂ
－
４

 
下
腿
義
足

 
 

 
Ｂ
－
５

 
下
腿
義
足
（
サ
イ
ム
義
足
）、

果
義
足

 

Ｂ
－
６

 
果
義
足
､
 足

根
中
足
義
足

 
 
Ｂ
－
７

 
足
指
義
足

 

(
c
)
 
採
型
区
分
の
「
Ｂ
－
７
」
は
、
足
指
５
本
以
内
の
切
断
を
対
象
と
し
、
多
指
切
断
で
あ
っ
て
も
基
本
価
格
は
一
単

位
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

(
d
) 

義
足
の
型
式
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
の
機
能
型
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
常
用
と
作
業
用

 

と
は
、
足
部
の
違
い
に
よ
り
区
分
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
e
)
 
キ
ッ
プ
シ
ャ
フ
ト
（
短
断
端
切
断
用
）
は
、
大
腿
短
断
端
用
で
断
端
に
屈
曲
拘
縮
が
み
ら
れ
、
や
む
を
得
ず
断
端

末
近
く
に
継
手
装
置
を
取
り
付
け
た
座
位
姿
勢
が
で
き
る
よ
う
な
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
f
) 

Ｉ
Ｒ
Ｃ
ソ
ケ
ッ
ト
（
い
わ
ゆ
る
坐
骨
収
納
型
ソ
ケ
ッ
ト
）
は
、
坐
骨
結
節
か
ら
恥
骨
枝
の
一
部
（
骨
盤
の
一
部
分
）

と
大
転
子
（
大
腿
骨
）
を
ソ
ケ
ッ
ト
内
に
納
め
、
大
腿
骨
を
内
転
位
に
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
中
に
お
け
る

義
足
側
の
体
重
負
荷
に
対
す
る
安
定
性
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

(
g
) 

大
腿
支
柱
付
き
は
、
断
端
に
対
す
る
負
荷
を
軽
減
す
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
h
) 

Ｔ
Ｓ
Ｂ
ソ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
念
が
ソ
ケ
ッ
ト
適
合
の
一
要
素
で
あ
る
た
め
、
下
腿
義
足
の
型
式
の
範

囲
内
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

(
i
) 

大
腿
義
足
・
膝
義
足
に
、
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
シ
リ
コ
ー
ン
又
は
完
成
用
部
品
の
ラ
イ
ナ
ー
を
用
い
た
場
合
は
、

ラ
イ
ナ
ー
式
に
よ
り
取
り
扱
う
こ
と
。

 

 

図
－
５

 
義
足
の
採
型
区
分

 

 

   

(
4
) 

製
作
要
素
価
格

 

ａ
 
ソ
ケ
ッ
ト

 

(
a
) 

ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」
に
基
づ
き
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料
ご
と
に
「

(
ア

)の
ソ
ケ
ッ
ト
」
か
ら

選
択
す
る
こ
と
。

 

(
b
)
 
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
断
端
の
表
面
を
均
等
に
受
け
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
、
支
持
部
に
取
り
付
け
、
変
形
を

防
止
す
る
た
め
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
硬
質
の
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
。
な
お
、
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格
は
、
採
型

区
分
ご
と
に
外
ソ
ケ
ッ
ト
と
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
使
用
材
料
ご
と
の
価
格
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

 

(
c
) 

熱
硬
化
性
樹
脂
と
は
、
Ｆ

.Ｒ
.Ｐ

.（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
の
こ
と
で
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
。

 

(
d
) 

熱
可
塑
性
樹
脂
と
は
、
板
状
の
樹
脂
が
加
熱
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ｂ
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト

 

(
a
)
 

ソ
フ

ト
イ

ン
サ

ー
ト

の
価

格
は

、
ソ

ケ
ッ

ト
の

採
型

区
分

に
基

づ
き

ソ
フ

ト
イ

ン
サ

ー
ト

の
使

用
材

料
ご

と
に
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

「
(
ｲ)
の
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
」
か
ら
選
択
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

軟
性
発
泡
樹
脂
と
は
、
Ｐ
Ｅ
ラ
イ
ト
及
び
ス
ポ
ン
ジ
等
で
あ
る
こ
と
。

 

(
c
)
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
と
は
、
骨
突
起
部
、
断
端
末
等
の
除
圧
の
た
め
に
部
分
的
に
当
て
る
も
の
で
は
な
く
、
断
端

の
全
体
を
覆
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
d
) 

義
手
用
及
び
義
足
用
の
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
使
用
は
、
断
端
の
表
面
の
状
況
に
よ
り
ソ
ケ
ッ
ト
の
み
で
は
不
適

合
を
生
じ
る
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

(
e
) 

シ
リ
コ
ー
ン
と
は
、
Ｆ
．
Ｒ
．
Ｐ
．
同
様
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
完
成
用
部
品
の
ラ
イ
ナ
ー
を
加

え
ら
れ
な
い
こ
と
。

 

ｃ
 
支
 
持
 
部
 

(
a
) 

装
飾
用
又
は
能
動
式
義
手
及
び
常
用
義
足
の
場
合

 

ⅰ
 
支
持
部
の
価
格
は
、
各
部
位
の
組
立
て
、
切
削
等
の
加
工
費
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
材
料
ご
と
に
「

(
ｳ)
の
支
持

部
」
を
加
え
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
支
持
部
は
、
基
本
的
に
は
次
の
よ
う
な
方
式
に
よ
り
加
算
す
る
こ
と
。

 

 

名
 
 
称
 

加
 
算
 
部

 
位
 

肩
 
義
 
手
 

肩
部
・
上
腕
部
・
前
腕
部

 

上
 
腕
 
義
 
手
 

上
腕
部
・
前
腕
部

 

前
 
腕
 
義
 
手
 

前
腕
部

 

股
 
義
 
足
 

股
部
・
大
腿
部
・
下
腿
部

 

大
 
腿
 
義
 
足
 

大
腿
部
・
下
腿
部

 

下
 
腿
 
義
 
足
 

下
腿
部

 

 
 
 

 

ⅲ
 
サ
イ
ム
義
足
の
場
合
に
限
り
、
ソ
ケ
ッ
ト
自
体
が
支
持
部
と
な
る
こ
と
か
ら
下
腿
支
持
部
を
加
え
る
こ
と
｡
  

ⅳ
 
支
持
部
の
加
算
方
法

 

(
ⅰ

) 
図
－
６
及
び
図
－
７
の
よ
う
な
斜
線
の
部
分
を
も
つ
ソ
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
斜
線
部
分
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず

支
持
部
を
加
え
る
こ
と
。

 

(
ⅱ

) 
支
持
部
の
価
格
は
、
使
用
材
料
ご
と
に
「

(
ｳ)
の
支
持
部
」
を
加
え
る
こ
と
。

 

(
ⅲ

) 
支
持
部
に
熱
可
塑
性
樹
脂
を
使
用
す
る
場
合
は
、
セ
ル
ロ
イ
ド
に
準
じ
て
加
算
す
る
こ
と
。

 

(
ⅳ

) 
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
型
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
使
用
材
料
ご
と
に
支
持
部
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

(
ⅴ

) 
外
装
の
価
格
は
、
使
用
材
料
ご
と
に
「

(ｵ
)の

外
装
」
を
加
え
る
こ
と
。

 

(
ⅵ

) 
熱
可
塑
性
樹
脂
で
成
型
さ
れ
た
支
持
部
そ
の
も
の
が
外
装
と
な
る
場
合
は
、
外
装
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
加
算
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

(
ⅶ

) 
図
－
８
の
よ
う
な
斜
線
の
部
分
が
な
い
ソ
ケ
ッ
ト
の
場
合
は
、
支
持
部
を
加
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
外

装
を
行
う
場
合
は
、
使
用
材
料
ご
と
に
「

(
ｵ)
の
外
装
」
を
加
え
る
こ
と
。

 

   

                                     

                                     

                                     

128



  

＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
６

 
支
持
部
を
加
算
で
き
る
ソ
ケ
ッ
ト

 
 
図
－
７

 
支
持
部
を
加
算
で
き
る
ソ
ケ
ッ
ト

 

 

 

図
－
８

 
支
持
部
を
加
算
で
き
な
い
ソ
ケ
ッ
ト

 

 

 

(
b
) 

作
業
用
義
手
（
幹
部
）
及
び
作
業
用
義
足
（
鉄
脚
）
の
場
合

 

ⅰ
 
作
業
用
義
手
（
幹
部
）

 

(
ⅰ

) 
肩
義
手
作
業
用
及
び
上
腕
義
手
作
業
用
の
場
合
は
、「

(ｳ
)
の
支
持
部
」
の
作
業
用
・
上
腕
部
の
み
を
加
え
る
こ

と
。
 

(
ⅱ

) 
前
腕
義
手
作
業
用
の
場
合
は
、
「

(
ｳ
)の

支
持
部
」
の
作
業
用
・
前
腕
部
の
み
を
加
え
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
作
業
用
義
足
（
鉄
脚
）

  

(
ⅰ

) 
股
義
足
作
業
用
及
び
大
腿
義
足
作
業
用
の
場
合
に
は
、「

(
ｳ)
の
支
持
部
」
の
作
業
用
・
大
腿
部
の
み
を
加
え
る

こ
と
。

 

(
ⅱ

)下
腿
義
足
作
業
用
の
場
合
は
、「

(
ｳ)
の
支
持
部
」
の
作
業
用
・
下
腿
部
を
加
え
る
こ
と
。

 

(
c
) 

果
義
足
、
足
根
中
足
義
足
及
び
足
指
義
足
の
場
合

 

図
－
９
の
よ
う
に
ソ
ケ
ッ
ト
と
足
先
ゴ
ム
の
間
を
軟
性
発
泡
樹
脂
で
埋
め
た
場
合
に
「

(
ｳ)
の
支
持
部
」
の
足
部
を
加

え
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
９

 
支
持
部
を
加
算
で
き
る
足
部

 

 

  
 
ｄ
 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品

 

(
a
)義

手
用
ハ
ー
ネ
ス

 

ⅰ
 
各
義
手
に
用
い
ら
れ
る
ハ
ー
ネ
ス
の
例
を
、
以
下
の
図
－

1
0
か
ら
図
－

2
0
に
示
す
。

  

ⅱ
 
肘
義
手
用
は
上
腕
義
手
用
に
、
手
義
手
用
及
び
手
部
義
手
用
は
前
腕
義
手
用
に
、
そ
れ
ぞ
れ
準
じ
て
取
り
扱
う
こ

と
。
 

ⅲ
 
使
用
部
品
の
項
目
に
一
式
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
使
用
部
品
の
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る
こ
と
。
（
図

－
1
4、

15
、
1
8、

1
9、

20
 
参
照
）

 

ⅳ
 
能
動
式
に
用
い
ら
れ
る
ハ
ー
ネ
ス
で
、
他
の
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
の
組
み
合
せ
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。（

図
－

2
0
参
照
）

 

 

図
－
1
0 

肩
義
手
用
胸
郭
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
1
1 

肩
義
手
用
及
び
上
腕
義
手
用
肩
た
す
き
一
式

 

 

図
－
1
2 

上
腕
義
手
用
胸
郭
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式

  

 

図
－
1
3 

上
腕
義
手
用

8
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
1
4 

前
腕
義
手
用
胸
郭
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

（
胸
郭
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式
と
上
腕
カ
フ
の
組
み
合
わ
せ
）

 

 

 

図
－
1
5 

８
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式
と
上
腕
カ
フ
の
組
み
合
わ
せ
例

 

（
前
腕
義
手
用
）

 

 

図
－
1
6 

前
腕
義
手
用
９
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
1
7 

上
腕
カ
フ
（
装
飾
用
カ
フ
バ
ン
ド
）

 

 

図
－
1
8 

前
腕
義
手
用
９
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式
と

 

上
腕
カ
フ
の
組
合
せ

 

 

図
－
1
9 

上
腕
カ
フ
（
三
頭
筋
パ
ッ
ド
）

 

 

 

図
－
2
0 

肩
義
手
用
胸
郭
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式
と
前
腕
義
手
用

9
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式
の
組
合
せ
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

 

(
b
) 

義
足
懸
垂
用
部
品

 

ⅰ
 
膝
義
足
は
大
腿
義
足
用
に
、
サ
イ
ム
義
足
用
は
下
腿
義
足
用
に
そ
れ
ぞ
れ
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

  

ⅱ
 
使
用
部
品
の
項
目
に
一
式
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
大
腿
も
も
締
め
一
式
を
除
く
。）

は
、
他
の
義
足
懸
垂
部
品
を

加
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

 
（
図
－

21
 
参
照
）

 

ⅲ
 
使
用
部
品
の
項
目
に
一
式
と
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
使
用
部
品
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
加
算
す
る
こ
と
。
（
図
－

22
、
2
3 

参
照
）

 

ⅳ
 
義
足
用
股
吊
り
の
価
格
は
、
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅴ
 
軽
便
式
・
下
腿
義
足
常
用
普
通
用
の
懸
垂
用
膝
カ
フ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
膝
カ
フ
に
準
じ
て

取
り
扱
う
こ
と
。

 

 

図
－
2
1 

シ
レ
ジ
ア
バ
ン
ド
の
区
分

 

 

 

図
－
2
2 

大
腿
義
足
懸
垂
部
品
の
区
分

 
 
 
 

 
 
図
－
2
3 

下
腿
義
足
懸
垂
用
部
品
の
区
分

 

 

 

 
 
 
ｅ

 
外
装

 

 
外
装
部
位
と
使
用
材
料
に
よ
り
各
部
位
ご
と
に
加
算
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
肩
部
、
股
部
及
び
足
部
に
つ
い
て
は
、

次
に
よ
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

(
a
) 

肩
部
 

 
ソ
ケ
ッ
ト
自
体
が
外
装
を
兼
ね
る
場
合
は
、
外
装
を
加
算
で
き
な
い
こ
と
。

 
（
図
－

24
、
2
5 

参
照
）
 

図
－
2
4 

外
装
を
加
算
で
き
な
い
事
例

 
 
 
 

 
図
－

2
5 

外
装
を
加
算
で
き
る
事
例

  

(
b
) 

股
部
 

ソ
ケ
ッ
ト
自
体
が
外
装
を
兼
ね
る
場
合
は
、
外
装
を
加
算
で
き
な
い
こ
と
。

 
（
図
－

26
、
2
7 

参
照
）
 

図
－
2
6 

外
装
を
加
算
で
き
な
い
事
例

 
 
 
 

 
 
 

 
図
－

2
7 

外
装
を
加
算
で
き
る
事
例

 

 

(
c
) 

足
部
 

ⅰ
 
足
部
表
革
及
び
裏
革
に
つ
い
て
は
、
木
製
足
部
の
場
合
に
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
生
活
環

境
等
に
よ
り
、
特
に
足
部
の
耐
久
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
木
製
足
部
以
外
の
足
部
に
も

表
革
及
び
裏
革
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
足
部
の
外
装
に
リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス
を
使
用
す
る
場
合
は
、「
オ
の
完
成
用
部
品
」
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
 

(
5
) 

完
成
用
部
品

 

 
部
品
の
名
称
、
使
用
部
品
、
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
に
基
づ
く
補
装
具
の
種
目
、
購
入
又
は
修
理
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
基
準
に
係
る
完
成
用
部
品
の

指
定
に
つ
い
て

(平
成

25
年
３
月

29
日
障
発

0
32
9
第

11
号
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
長
通
知

)」
の

別
添

「
補
装

具
の

種
目
、

購
入
又

は
修

理
に

要
す

る
費
用

の
額
の

算
定

等
に

関
す

る
基
準

に
係
る

完
成

用
部

品
」
（

以
下
、

「
完
成
用
部
品
の
指
定
基
準
」
と
い
う
。）

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

 

 
た
だ
し
、
使
用
部
品
の
処
方
に
際
し
て
は
、
障
害
状
況
や
適
切
な
補
装
具
費
支
給
等
の
観
点
か
ら
の
妥
当
性
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
更
生
相
談
所
の
意
見
等
に
基
づ
き
決
定
す
る
こ
と
。

 

な
お
、
処
方
及
び
製
作
上
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
骨
格
構
造
義
肢
及
び
装
具
の
完
成
用
部
品
を
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

 

ａ
 
義
手
用
部
品
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

(
a
) 

肩
継
手
部
品
の
う
ち
筋
金
の
価
格
は
、
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
b
) 

肩
継
手
部
品
の
う
ち
筋
金
以
外
の
部
品
は
、
一
組
又
は
セ
ッ
ト
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。

 

(
c
) 

手
継
手
は
、
一
組
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。

 

(
d
) 

義
手
の
作
業
用
に
付
け
る
手
先
具
は
、
３
個
を
範
囲
と
し
て
必
要
な
数
だ
け
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

(
e
)
 
フ
ッ
ク
用
先
ゴ
ム
は
１
本
当
た
り
の
価
格
と
し
、
当
分
の
間
、
６
ヵ
月
分
を
限
度
と
し
て
必
要
な
数
だ
け
一
括
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

(
f
)
 
断
端
袋
は
、
年
間
の
上
限
額
の
み
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
特
性
、
数
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
額
の
範
囲
で

 

発
汗
量
等
の
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
枚
数
を

一
括
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

ｂ
 
義
足
用
部
品
 

(
a
) 

股
継
手
部
品
の
う
ち
筋
金
の
価
格
は
、
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
b
) 

股
継
手
部
品
の
う
ち
筋
金
以
外
の
部
品
は
、
一
組
又
は
セ
ッ
ト
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。

 

(
c
) 

次
に
掲
げ
る
部
品
に
つ
い
て
は
、
足
部
が
含
ま
れ
た
価
格
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 
（

KI
－
B
U－

B
19
－
1
, 

KI
－

BU
－
B
1
9－

2）
 

(
d
)
 
断
端
袋
は
、
年
間
の
上
限
額
の
み
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
特
性
、
数
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
額
の
範
囲
で

一
括
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 

（
参
考
）
殻
構
造
義
肢
の
基
本
工
作
法
か
ら
考
え
ら
れ
る
必
要
な
設
備
等

 

 
殻
構
造
義
肢
の
基
本
工
作
法
に
お
け
る
各
工
程
に
係
る
作
業
内
容
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
標
準
的
な
設
備
等
に
つ

い
て
は
、
以
下
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

工
 
 
程
 

作
業
の
内
容

 
設

 
 
備
 

（
ア
）
断
端
の
観
察

 

断
端
の
表
面
の
状
況
（
筋
収
縮
時
と
弛
緩
時
の
形
状
変
化
、
知
覚
の
状

況
等
）
、
関
節
の
運
動
機
能
の
状
況
（
屈
伸
、
内
転
、
外
転
等
の
関
節
可

動
域
や
筋
力
等
）
並
び
に
肢
位
の
観
察
及
び
特
徴
の
把
握
。

 

 

（
イ
）
採
寸
及
び
投
影
図
の

作
成
 

製
作
に
必
要
な
寸
法
（
断
端
の
周
径
、
断
端
長
）
及
び
角
度
を
測
定
及

び
情
報
カ
ー
ド
へ
の
記
録
と
投
影
図
の
作
成
。（

ト
レ
ー
ス
の
ほ
か
前
後

左
右
か
ら
の
写
真
撮
影
に
よ
る
断
端
形
状
の
正
確
な
把
握
も
必
要
。）

 

 

（
ウ
）
採
型

 

ギ
プ
ス
包
帯
法
に
よ
る
断
端
の
採
型
及
び
陰
性
モ
デ
ル
の
順
型
（
石
膏

の
盛
り
削
り
修
正
）、

陽
性
モ
デ
ル
の
注
型
及
び
取
出
し
並
び
に
陽
性
モ

デ
ル
の
修
正
。

 

※
断
端
の
採
型
に
当
た
っ
て
は
、
良
肢
位
を
保
つ
た
め
採
型
冶
具
や
補

助
具
を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
断
端
の
正
確
な
形
状
を
得
る
た

め
場
合
に
よ
っ
て
は
複
数
の
義
肢
装
具
士
が
行
う
必
要
が
あ
る
。

 

 

（
エ
）
適
合
の
チ
ェ
ッ
ク

 

チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
作
、
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
適
合
の
チ

ェ
ッ
ク
（
断
端
の
筋
、
軟
部
組
織
の
状
態
、
体
重
支
持
、
疼
痛
の
有
無
、

関
節
可
動
域
、
ト
リ
ミ
ン
グ
ラ
イ
ン
等
）
及
び
修
正
、
継
手
の
中
心
位

置
の
設
定
。

 

真
空
成
型
機

 

カ
ー

ビ
ン

グ
マ

シ
ー
ン

 

電
気
オ
ー
ブ
ン

 

（
オ
）
陽
性
モ
デ
ル
の
製
作

 
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
へ
の
ギ
プ
ス
の
注
型
、
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正
、
表

 

      発
汗
量
は

人
に
よ

り
異
な

る
た
め

、
年
間

の
上
限

を
決
め

な
く
て

も
よ
い

の
で
は

な
い
か

。
現
在

の

支
給
枚
数
で
は
不
足
す
る
場
合
が
多
い
。

 

                             

      義
肢
協
会

 

                   義
肢
協
会

 

          

      ○
対
象
の
修
正

 

                   ◎
製
作
方
法
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

面
の
仕
上
げ
及
び
乾
燥
。

 

（
カ
）
ソ
ケ
ッ
ト
製
作

 

陽
性

モ
デ

ル
へ

の
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

の
被

覆
、

強
化

材
の

付
加

、
P
V
A

ス
リ
ー
ブ
の
被
覆
、
樹
脂
の
注
型
、
取
外
し
及
び
ソ
ケ
ッ
ト
ト
リ
ミ
ン

グ
。
 

※
ソ
ケ
ッ
ト
構
造
に
よ
っ
て
は
、
完
成
用
部
品
の
コ
ネ
ク
タ
等
支
持
部

材
を
組
み
込
み
、
注
型
を
行
う
。
こ
の
際
、
強
度
を
確
保
す
る
た
め
に
、

ア
ラ
イ
メ
ン
ト
復
元
冶
具
を
用
い
て
位
置
設
定
を
行
う
。

 

真
空
ポ
ン
プ

 

（
キ
）
支
持
部
材
の
外
形
の

形
成
及
び
要
素
の
結
合

 

義
手
：
パ
ラ
フ
ィ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ム
ギ
プ
ス
等
に
よ
る
支

持
部
心
材
外
形
の
形
成
及
び
要
素
の
結
合
。

 

義
足
：
股
継
手
、
膝
継
手
、
足
部
等
の
機
能
部
品
の
支
持
部
材
に
よ
る

結
合
及
び
足
部
の
調
整
。

 

カ
ー

ビ
ン

グ
マ

シ
ー
ン

 

（
ク
）
組
立
て

 

義
手
：
継
手
等
各
部
の
組
み
合
わ
せ
及
び
結
合
、
ハ
ー
ネ
ス
の
取
付
け
。
 

足
部
：
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
取
付
け
、
ベ
ン
チ
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
設
定
、

各
部
の
組
み
合
わ
せ
及
び
結
合
、
懸
垂
装
置
の
取
付
け
並
び
に
角
度
調

整
。
 

ミ
シ
ン

 

（
ケ
）
仮
合
せ

 

義
手
：
ソ
ケ
ッ
ト
ト
リ
ミ
ン
グ
の
修
正
、
ハ
ー
ネ
ス
の
調
整
及
び
機
能

の
点
検
、
義
手
操
作
の
基
本
指
導
並
び
に
適
合
の
修
正
。

 

義
足
：
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
修
正
、
適
合
の
点
検
及
び
修
正
、
各
部
の
機

能
の
点
検
並
び
に
起
立
及
び
歩
行
の
基
本
動
作
の
指
導
。

 

※
義
肢
部
品
等
の
名
称
と
機
能
の
説
明
及
び
ソ
ケ
ッ
ト
等
の
装
着
方
法

の
指
導
、
留
意
事
項
の
説
明
。

 

※
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
調
整
の
後
、
安
定
し
た
歩
行
を
得

る
た
め
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を
決
定
す
る
。

 

 

（
コ
）
外
装
及
び
仕
上
げ

 

義
手
：
外
形
の
研
削
、
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
の
被
覆
及
び
ラ
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
。
 

義
足
：
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
取
外
し
、
外
形
の
形
成
、
内
部
余
肉
の
除
去
、

外
装
並
び
に
ソ
ケ
ッ
ト
の
適
合
及
び
機
能
の
最
終
点
検
。

 

 

（
サ
）
適
合
検
査

 
適
合
及
び
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
点
検
並
び
に
ユ
ー
ザ
に
対
す
る
義
肢
の
取

扱
い
方
法
の
説
明
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
断
端
の
衛
生
管
理
等
の
指
導
。

 

 

※
 
関
連
業
務

 

▪ 
義

肢
の
製

作
に
必

要
な

個
人
情
報

（
氏
名

、
年
齢

、
職

業
、
家
族

構
成

、
身

体
状
況

、
住

宅
環
境
、

生
活
様

式
、
ユ

ー
ザ

の
希
望
、

連
携

可
能

な
関
係

医
療

機
関
等
）

の
収
集

、
情
報

カ
ー

ド
へ
の
記

載
、
保
管
、
管
理
業
務
。

 

▪ 
初

期
段
階

で
、
ユ

ー
ザ

に
義
肢
を

装
着
す

る
ま
で

の
流

れ
に
つ
い

て
説
明
す
る
。

 

▪ 
処
方
医
と
連
携
し
、
最
適
な
部
品
等
の
選
択
を
行
う
。

 

▪ 
義

肢
の
引

渡
し
後

も
、

定
期
的
な

チ
ェ
ッ

ク
を
行

う
こ

と
が
望
ま
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

し
い
こ
と
を
ユ
ー
ザ
に
ご
理
解
い
た
だ
く
。

 

 

製
作
所
に
は
、
事
務
室
、
工
作
室
等
が
必
要
で
あ
り
、
設
備
を
配
置
し
た
上
で
十
分
に
動
け
る
面
積
が
あ
る
こ
と
。
具
体
例
と

し
て
は
、
以
下
に
示
す
「（

参
考
）
義
肢
製
作
所
の
面
積
例
」
を
参
照
す
る
こ
と
。（
「
２
骨
格
構
造
義
肢
」
、「

３
装
具
」
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
。）

 

設
備
欄
に
掲
げ
る
設
備
の
ほ
か
、
必
要
な
工
具
等
（
例
：
復
元
器
、
コ
ン
タ
ー
マ
シ
ン
、
集
塵
器
、
ボ
ー
ル
盤
、
グ
ラ
イ
ン
ダ

ー
、
バ
フ
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
、
溶
接
器
、
電
動
ド
リ
ル
、
パ
イ
プ
カ
ッ
タ
ー
、
万
力
、
八
方
ミ
シ
ン
、
特
殊
ミ
シ
ン
、
内
周
計
、
カ

ッ
プ
リ
ン
グ
、
ヒ
ー
ト
ガ
ン
等
）
を
備
え
て
い
る
こ
と
。
（
「
２
骨
格
構
造
義
肢
」
、
「
３
装
具
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
参
照
す
る

こ
と
。
）

 

 

（
参
考
）
義
肢
製
作
所
の
面
積
例

 

室
 
名
 
等
 

面
 
積
 
（
坪
数
）

 
備

 
 
 

 
 
考
 

事
務
室

 
1
6
.
5
㎡
 

５
坪
 

受
付
、
一
般
事
務
、
待
合
室

 

採
型
室

 
1
6
.
5
㎡
 

５
坪
 

測
定
、
仮
合
せ
、
試
歩
行

 

工
作
室

 
 

 
 

 
ギ
プ
ス
作
業
室

 
9
.
9
㎡
 

３
坪
 

型
流
し
、
陽
性
モ
デ
ル
修
正

 

 
機
械
室

 
9
.
9
㎡
 

３
坪
 

集
塵
設
備

 

 
一
般
組
立
室

 
1
9
.
8
㎡
 

６
坪
 

作
業
台
２
台
（
義
肢
装
具
士
２
名
以
上
）

 

 
倉
庫

 
9
.
9
㎡
 

３
坪
 

材
料
保
管

 

 ２
 
骨
格
構
造
義
肢

 

(
1
) 

製
作
工
程

 

 
骨
格
構
造
義
肢
は
、
「
ア
の
基
本
工
作
法
」
に
よ
り
、
「
エ
の
製
作
要
素
価
格
」
及
び
「
オ
の
完
成
用
部
品
」

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
材
料
・
部
品
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製
作
す
る
こ
と
。
 

(
2
) 

価
格
構
成

 

 
告
示
の
基
本
価
格
及
び
製
作
要
素
価
格
は
、「

使
用
材
料
費
」
及
び
「
製
作
加
工
費
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

○
使
用
材
料
費

 

素
 

材
 

費
：
義
肢
材
料
リ
ス
ト
に
よ
る
素
材
購
入
費

 

素
材

の
ロ

ス
：
素
材
の
正
味
必
要
量
に
対
す
る
割
増
分
（
ロ
ス
分
）

 

小
物

材
料

費
：
個
々
の
要
素
加
工
に
対
し
て
使
用
量
を
決
め
難
い
材
料
費

 

（
糸
、
釘
、
ビ
ス
、
ナ
ッ
ト
、
油
脂
等
）

 

材
料

管
理

費
：
素
材
の
購
入
及
び
保
管
に
要
す
る
経
費

 

○
製
作
加
工
費

 

作
業

人
件

費
：
製
作
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
正
味
作
業
時
間
相
当
人
件
費

 

（
給
与
、
賞
与
、
退
職
手
当
、
法
定
福
利
費
等
）

 

作
業
時
間
の
余
裕
割
増
：
製
作
の
準
備
、
段
取
り
、
清
掃
、
作
業
上
の
整
理
及
び
生
理
的
余
裕
等
の
作
業
時
間
相
当
人
件

費
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

製
造

間
接

費
：
光
熱
水
費
、
冷
暖
房
費
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
、
減
価
償
却
費
等

 

管
理

販
売

経
費
：
完
成
品
の
保
管
、
販
売
に
要
す
る
経
費

 

 
 
ま
た
、
骨
格
構
造
義
肢
の
価
格
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

骨
格
構
造
義
肢
の
価
格

 ＝
 基

本
価
格

 ＋
 製

作
要
素
価
格

 ＋
 完

成
用
部
品
価
格

 

基
本

価
格
：
採
型
使
用
材
料
費
及
び
骨
格
構
造
義
肢
の
名
称
、
型
式
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
基
本
工
作
に
要

す
る
加
工
費
の
計

 

製
作

要
素

価
格
：
材
料
の
購
入
費
及
び
当
該
材
料
を
骨
格
構
造
義
肢
の
形
態
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
う
加
工
、
組

合
せ
、
結
合
の
各
作
業
に
よ
っ
て
発
生
す
る
価
格
の
計

 

完
成
用
部
品
価
格
：
完
成
用
部
品
の
購
入
費
及
び
当
該
部
品
の
管
理
等
に
要
す
る
経
費
の
計
 

し
た
が
っ
て
、
骨
格
構
造
義
肢
の
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」
に
よ
る
「
ウ
の
基
本
価
格
」
に
「
エ
の
製
作
要
素
価

格
」
及
び
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
の
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
材
料
、
部
品
の
価
格
を
合
算
し
た
額
の

1
00

分
の

1
03

に
相
当

す
る
額
を
上
限
と
す
る
こ
と
。（

図
－

28
参
照
）
 

な
お
、
義
肢
は
身
体
障
害
者
用
物
品
と
し
て
消
費
税
が
非
課
税
で
あ
る
た
め
、
基
準
額
の
内
訳
は
い
か
な
る
場
合
も

本
体
価
格
の
み
で
あ
る
。「

10
0
分
の

10
3
に
相
当
」
の
趣
旨
は
、
骨
格
構
造
義
肢
を
製
作
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
材

料
及
び
部
品
等
の
購
入
に
は
消
費
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
相
当
分
を
考
慮
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。
骨
格
構
造
義
肢
の
構
成
は
価
格
体
系
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
こ
と
。（

図
－

2
9、

30
 
参
照
）

 

 

図
－
2
8 

骨
格
構
造
義
肢
の
価
格
体
系
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
2
9 

骨
格
構
造
義
手
の
構
成
例

 
 

 
 
 
図
－

30
 
骨
格
構
造
義
足
の
構
成
例

 

 

 

(
3
) 

基
本
価
格

 

ａ
 
義
手

 

(
a
)
 
義
手
の
基
本
価
格
は
、
「
イ
の
採
型
区
分
」
（
図
－

3
1
 
参
照
）
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
製
作
す
る
義
手
の
型
式
ご
と

に
決
定
し
、「

ウ
の
基
本
価
格
」
か
ら
選
択
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

採
型
区
分
と
名
称
の
関
係
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

 

Ａ
－
１

 
肩
義
手

 
  
 
  
 
 Ａ

－
２

 
 上

腕
義
手

 
 

  
 
 Ａ

－
３

 
 前

腕
義
手

 

(
c
) 

顆
上
支
持
式
と
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
タ
イ
プ
及
び
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
タ
イ
プ
の
よ
う
に
上
腕
骨
顆
部
を
包
み
込

み
、
懸
垂
装
置
を
ソ
ケ
ッ
ト
自
体
が
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
d
) 

ス
プ
リ
ッ
ト
式
と
は
、
前
腕
極
短
断
端
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
ソ
ケ
ッ
ト
と
前
腕
支
持
部
が
セ
パ
レ
ー
ツ
に
な
っ

て
お
り
、
倍
動
式
継
手
又
は
断
端
操
作
式
能
動
継
手
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 

図
－
3
1 

義
手
の
採
型
区
分
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

ｂ
 
義
足

 

(
a
)
 
義
足
の
基
本
価
格
は
、
「
イ
の
採
型
区
分
」
（
図
－

3
2
 
参
照
）
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
製
作
す
る
義
足
の
型
式
ご
と

に
決
定
し
、「

ウ
の
基
本
価
格
」
か
ら
選
択
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

採
型
区
分
と
名
称
の
関
係
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
１

 
股
義
足

 
  
 
  

Ｂ
－
２

 
大
腿
義
足

 
 
 
Ｂ
－
３

 
膝
義
足

 

Ｂ
－
４

 
下
腿
義
足

 
  

 Ｂ
－
５

 
下
腿
義
足
（
サ
イ
ム
義
足
）

 

(
c
) 

キ
ッ
プ
シ
ャ
フ
ト
は
、
大
腿
短
断
端
用
で
断
端
に
屈
曲
拘
縮
が
み
ら
れ
、
や
む
を
得
ず
断
端
末
近
く
に
継
手
装
置

を
取
り
付
け
た
座
位
姿
勢
が
で
き
る
よ
う
な
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
d
) 

Ｉ
Ｒ
Ｃ
ソ
ケ
ッ
ト
（
い
わ
ゆ
る
坐
骨
収
納
型
ソ
ケ
ッ
ト
）
は
、
坐
骨
結
節
か
ら
恥
骨
枝
の
一
部
（
骨
盤
の
一
部
分
）

と
大
転
子
（
大
腿
骨
）
を
ソ
ケ
ッ
ト
内
に
納
め
、
か
つ
大
腿
骨
を
内
転
位
に
保
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
行
中
に
お

け
る
義
足
側
の
体
重
負
荷
に
対
す
る
安
定
性
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
e
) 

大
腿
支
柱
付
き
は
、
断
端
に
対
す
る
負
荷
を
軽
減
す
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
f
) 

Ｔ
Ｓ
Ｂ
ソ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
念
が
ソ
ケ
ッ
ト
適
合
の
一
要
素
で
あ
る
た
め
、
下
腿
義
足
の
型
式
の
範

囲
内
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

(
g
) 

大
腿
義
足
・
膝
義
足
に
、
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
シ
リ
コ
ー
ン
又
は
完
成
用
部
品
の
ラ
イ
ナ
ー
を
用
い
た
場
合
は
、

ラ
イ
ナ
ー
式
に
よ
り
取
り
扱
う
こ
と
。

 

 

図
－
3
2 

義
足
の
採
型
区
分

 

 

                                     

                                     

                                     

141



  

＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

(
4
) 

製
作
要
素
価
格

 

ａ
 
ソ
ケ
ッ
ト

 

(
a
) 

ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」
に
基
づ
き
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料
ご
と
に
「

(
ｱ
)の

ソ
ケ
ッ
ト
」
か
ら

選
択
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
断
端
の
表
面
を
均
等
に
受
け
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
、
支
持
部
に
取
り
付
け
、
変
形
を

防
止
す
る
た
め
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
硬
質
の
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
。
な
お
、
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格
は
、
採
型

区
分
ご
と
に
外
ソ
ケ
ッ
ト
と
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
使
用
材
料
ご
と
の
価
格
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

 

(
c
) 

熱
硬
化
性
樹
脂
と
は
、
Ｆ

.Ｒ
.Ｐ

.
 の

こ
と
で
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
d
) 

熱
可
塑
性
樹
脂
と
は
、
板
状
の
樹
脂
が
加
熱
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ｂ
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト

 

(
a
)
 

ソ
フ
ト

イ
ン
サ

ー
ト

の
価

格
は

、
ソ
ケ

ッ
ト
の

採
型

区
分

に
基

づ
き
ソ

フ
ト
イ

ン
サ

ー
ト

の
使

用
材
料

ご
と
に

「
(
ｲ)
の
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
」
か
ら
選
択
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

軟
性
発
泡
樹
脂
と
は
、
Ｐ
Ｅ
ラ
イ
ト
及
び
ス
ポ
ン
ジ
等
で
あ
る
こ
と
。

 

(
c
) 

ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
と
は
、
骨
突
起
部
、
断
端
末
等
の
除
圧
の
た
め
に
部
分
的
に
当
て
る
も
の
で
は
な
く
、
断
端

の
全
体
を
覆
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
d
) 

義
手
用
及
び
義
足
用
の
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
使
用
は
、
断
端
の
表
面
の
状
況
に
よ
り
ソ
ケ
ッ
ト
の
み
で
は
不
適

合
を
生
じ
る
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

(
e
) 

シ
リ
コ
ー
ン
と
は
、
Ｆ

.Ｒ
.Ｐ

.
 同

様
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
完
成
用
部
品
の
ラ
イ
ナ
ー
を
加
え

ら
れ
な
い
こ
と
。

 

 

ｃ
 
支
持
部

 

(
a
) 

支
持
部
は
、
そ
れ
ぞ
れ
製
作
す
る
義
手
又
は
義
足
の
型
式
ご
と
に
「

(
ｳ
)の

支
持
部
」
か
ら
選
択
す
る
こ
と
。

 

 

名
 
 
 
称
 

適
 
 
用

 
 
例
 

肩
 
義
 
手
 
用
 

肩
義
手
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

上
 
腕
 
義
 
手

 
用
 

上
腕
義
手
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

前
 
腕
 
義
 
手

 
用
 

前
腕
義
手
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

股
 
義
 
足
 
用
 

股
義
足
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

大
 
腿
 
義
 
足

 
用
 

大
腿
義
足
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

下
 
腿
 
義
 
足

 
用
 

下
腿
義
足
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

 

ｄ
 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品

 

 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
１
の
殻
構
造
義
肢
に
準
ず
る
こ
と
。

 

ｅ
 
外
装

 

(
a
) 

外
装
は
、
フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
を
用
い
る
場
合
に
の
み
加
え
る
こ
と
。

 

(
b
) 

フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
は
、
股
部
、
膝
部
に
皮
革
を
当
て
る
又
は
補
強
材
を
塗
る
等
耐
久
性
を
持
た
せ
る
工
夫
を
施
す

こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

(
c
) 

フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
は
、
調
整
及
び
修
理
を
考
慮
し
て
簡
単
に
着
脱
で
き
る
構
造
に
す
る
こ
と
。

 

(
d
) 

足
部
の
外
装
に
リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス
を
使
用
す
る
場
合
は
、
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
を
加
え
る
こ
と
。

 

 

(
5
) 

完
成
用
部
品

 

部
品
の
名
称
、
使
用
部
品
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
完
成
用
部
品
の
指
定
基
準
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
使
用
部
品
の
処
方
に
際
し
て
は
、
障
害
状
況
や
適
切
な
補
装
具
費
支
給
等
の
観
点
か
ら
の
妥
当
性
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
更
生
相
談
所
の
意
見
等
に
基
づ
き
決
定
す
る
こ
と
。

 

ま
た
、
処
方
及
び
製
作
上
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
殻
構
造
義
肢
及
び
装
具
の
完
成
用
部
品
を
用
い
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
。

 

な
お
、
断
端
袋
は
、
年
間
の
上
限
額
の
み
が
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
特
性
、
数
量
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
額
の
範
囲

で
一
括
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 

（
参
考
）
骨
格
構
造
義
肢
の
基
本
工
作
法
か
ら
考
え
ら
れ
る
必
要
な
設
備
等

 

 
骨
格
構
造
義
肢
の
基
本
工
作
法
に
お
け
る
各
工
程
に
係
る
作
業
内
容
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
標
準
的
な
設
備
等
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

工
 
 
程
 

作
業
の
内
容

 
設

 
 
備
 

（
ア
）
断
端
の
観
察

 

断
端

の
表

面
の

状
況

（
筋

収
縮

時
と

弛
緩

時
の

形
状

変
化

、
知

覚
の

状
況

等
）
、
関
節
の
運
動
機
能
の
状
況
（
屈
伸
、
内
転
、
外
転
等
の
関
節
可
動
域

や
筋
力
等
）
並
び
に
肢
位
の
観
察
及
び
特
徴
の
把
握
。

 

 

（
イ

）
採

寸
及

び
投

影
図
の
作
成

 

製
作
に
必
要
な
寸
法
（
断
端
の
周
径
、
断
端
長
）
及
び
角
度
を
測
定
及
び
情

報
カ
ー
ド
へ
の
記
録
と
投
影
図
の
作
成
。
（
ト
レ
ー
ス
の
ほ
か
前
後
左
右
か

ら
の
写
真
撮
影
に
よ
る
断
端
形
状
の
正
確
な
把
握
も
必
要
。）

 

 

（
ウ
）
採
型

 

ギ
プ
ス
包
帯
法
に
よ
る
断
端
の
採
型
及
び
陰
性
モ
デ
ル
の
順
型
（
石
膏
の
盛

り
削
り
修
正
）
、
陽
性
モ
デ
ル
の
注
型
及
び
取
出
し
並
び
に
陽
性
モ
デ
ル
の

修
正
。

 

※
断
端
の
採
型
に
当
た
っ
て
は
、
良
肢
位
を
保
つ
た
め
採
型
冶
具
や
補
助
具

を
用
い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
断
端
の
正
確
な
形
状
を
得
る
た
め
場
合
に

よ
っ
て
は
複
数
の
義
肢
装
具
士
が
行
う
必
要
が
あ
る
。

 

 

（
エ

）
適

合
の

チ
ェ

ッ
ク
 

チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
作
、
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
適
合
の
チ
ェ
ッ

ク
（
断
端
の
筋
、
軟
部
組
織
の
状
態
、
体
重
支
持
、
疼
痛
の
有
無
、
関
節
可

動
域
、
ト
リ
ミ
ン
グ
ラ
イ
ン
等
）
及
び
修
正
、
継
手
の
中
心
位
置
の
設
定
。
 

真
空
成
型
機

 

カ
ー
ビ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
 

電
気
オ
ー
ブ
ン

 

（
オ

）
陽

性
モ

デ
ル

の
製
作

 

チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
へ
の
ギ
プ
ス
の
注
型
、
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正
、
表
面
の

仕
上
げ
及
び
乾
燥
。

 

 

（
カ

）
ソ

ケ
ッ

ト
の

製
作
 

陽
性
モ
デ
ル
へ
の
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
の
被
覆
、
強
化
材
の
付
加
、
P
VA

ス
リ

ー
ブ
の
被
覆
、
樹
脂
の
注
型
、
取
外
し
及
び
ソ
ケ
ッ
ト
ト
リ
ミ
ン
グ
。

 

※
ソ
ケ
ッ
ト
構
造
に
よ
っ
て
は
、
完
成
用
部
品
の
コ
ネ
ク
タ
等
支
持
部
材
を

真
空
ポ
ン
プ

 

                      現
在
は
ギ

プ
ス
包
帯
に
よ
る
採
型
法
以
外

に
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ム
を
使
用
す
る
方
法
や
、
ハ
ン

ド
ス
キ
ャ
ナ
ー
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
用
い
て
採
型
す
る
方
法
が
あ
る
の
で
削
除
す
る
。
 

             

                      義
肢
協
会

 

              

                      ◎
製
作
方
法
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

組
み
込
み
、
注
型
を
行
う
。
こ
の
際
、
強
度
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ア
ラ
イ

メ
ン
ト
復
元
冶
具
を
用
い
て
位
置
設
定
を
行
う
。

 

（
キ

）
支

持
部

材
の

外
形

の
形

成
及

び
要
素
の
結
合

 

義
手
：
パ
ラ
フ
ィ
ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ム
ギ
プ
ス
等
に
よ
る
支
持
部

心
材
外
形
の
形
成
及
び
要
素
の
結
合
。

 

義
足
：
股
継
手
、
膝
継
手
、
足
部
等
の
機
能
部
品
の
支
持
部
材
に
よ
る
結
合

及
び
足
部
の
調
整
。

 

カ
ー
ビ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
 

（
ク
）
組
立
て

 

義
手
：
継
手
等
各
部
の
組
み
合
わ
せ
及
び
結
合
、
ハ
ー
ネ
ス
の
取
付
け
。

 

足
部
：
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
取
付
け
、
ベ
ン
チ
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
設
定
、
各
部

の
組
み
合
わ
せ
及
び
結
合
、
懸
垂
装
置
の
取
付
け
並
び
に
角
度
調
整
。

 

ミ
シ
ン

 

（
ケ
）
仮
合
せ

 

義
手
：
ソ
ケ
ッ
ト
ト
リ
ミ
ン
グ
の
修
正
、
ハ
ー
ネ
ス
の
調
整
及
び
機
能
の
点

検
、
義
手
操
作
の
基
本
指
導
並
び
に
適
合
の
修
正
。

 

義
足
：
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
修
正
、
適
合
の
点
検
及
び
修
正
、
各
部
の
機
能
の

点
検
並
び
に
起
立
及
び
歩
行
の
基
本
動
作
の
指
導
。

 

※
義

肢
部

品
等

の
名

称
と

機
能

の
説

明
及

び
ソ

ケ
ッ

ト
等

の
装

着
方

法
の

指
導
、
留
意
事
項
の
説
明
。

 

※
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
調
整
の
後
、
安
定
し
た
歩
行
を
得
る
た

め
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
を
決
定
す
る
。
 

 

（
コ

）
外

装
及

び
仕

上
げ
 

義
手
：
フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
の
穴
堀
及
び
外
形
の
研
削
、
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
の

被
覆
。

 

義
足
：
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
取
外
し
、
外
形
の
形
成
、
内
部
余
肉
の
除
去
、
外

装
並
び
に
ソ
ケ
ッ
ト
の
適
合
及
び
機
能
の
最
終
点
検
。

 

カ
ー
ビ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
 

（
サ
）
適
合
検
査

 
適

合
及

び
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
の

点
検

並
び

に
ユ

ー
ザ

に
対

す
る

義
肢

の
取

扱

い
方
法
の
説
明
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
断
端
の
衛
生
管
理
等
の
指
導
。

 

 

※
 
関
連
業
務

 

▪ 
義
肢
の
製
作
に
必
要
な
個
人
情
報
（
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
家
族
構
成
、

身
体
状
況
、
住
宅
環
境
、
生
活
様
式
、
ユ
ー
ザ
の
希
望
、
連
携
可
能
な

関
係
医
療
機
関
等
）
の
収
集
、
情
報
カ
ー
ド
へ
の
記
載
、
保
管
、
管
理

業
務
。

 

▪ 
初
期
段
階
で
、
ユ
ー
ザ
に
義
肢
を
装
着
す
る
ま
で
の
流
れ
に
つ
い
て
説

明
す
る
。

 

▪ 
処
方
医
と
連
携
し
、
最
適
な
部
品
等
の
選
択
を
行
う
。

 

▪ 
義
肢
の
引
渡
し
後
も
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
を
ユ
ー
ザ
に
ご
理
解
い
た
だ
く
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

３
 
装
具
 

(
1
) 

製
作
工
程

 

装
具
は
、
「
ア
の
基
本
工
作
法
」
に
よ
り
、
「
エ
の
製
作
要
素
価
格
」
及
び
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
必
要

な
材
料
・
部
品
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製
作
す
る
こ
と
。

 

(
2
) 

価
格
構
成

 

告
示
の
基
本
価
格
及
び
製
作
要
素
価
格
は
、「

使
用
材
料
費
」
及
び
「
製
作
加
工
費
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

○
使
用
材
料
費

 

素
 
材
 
費
：
装
具
材
料
リ
ス
ト
に
よ
る
素
材
購
入
費

 

素
材
の
ロ
ス
：
素
材
の
正
味
必
要
量
に
対
す
る
割
増
分
（
ロ
ス
分
）

 

小
物
材
料
費
：
個
々
の
要
素
加
工
に
対
し
て
使
用
量
を
決
め
難
い
材
料
費

 

 
 
 
 

 
 
（
糸
、
釘
、
ビ
ス
、
ナ
ッ
ト
、
油
脂
等
）

 

材
料
管
理
費
：
素
材
の
購
入
及
び
保
管
に
要
す
る
経
費
 

 

○
製
作
加
工
費

 

作
業

人
件

費
：
製
作
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
正
味
作
業
時
間
相
当
人
件
費

 

 
 
 
 

 
 
 

 
（
給
与
、
賞
与
、
退
職
手
当
、
法
定
福
利
費
等
）

 

作
業
時
間
の
余
裕
割
増
：
製
作
の
準
備
、
段
取
り
、
清
掃
、
作
業
上
の
整
理
及
び
生
理
的
余
裕
等
の
作
業
時
間
相
当
人
件

費
 

製
造

間
接

費
：
光
熱
水
費
、
冷
暖
房
費
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
、
減
価
償
却
費
等

 

管
理

販
売

経
費
：
完
成
品
の
保
管
、
販
売
に
要
す
る
経
費

 

 

ま
た
、
装
具
の
価
格
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

装
具
の
価
格

 
＝
 
基
本
価
格

 ＋
 製

作
要
素
価
格

 ＋
 完

成
用
部
品
価
格

 

基
本

価
格
：
採
型
（
又
は
採
寸
）
使
用
材
料
費
及
び
装
具
の
名
称
、
採
型
区
分
別
に
設
け
ら
れ
て
い
る
基
本

工
作
に
要
す
る
加
工
費
の
計

 

製
作

要
素

価
格
：
材
料
の
購
入
費
及
び
当
該
材
料
を
身
体
の
形
態
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
う
加
工
、
組
合
せ
、
結
合

の
各
作
業
に
よ
っ
て
発
生
す
る
価
格
の
計
 

完
成
用
部
品
価
格
：
完
成
用
部
品
の
購
入
費
及
び
当
該
部
品
の
管
理
等
に
要
す
る
経
費
の
計
 

 

し
た
が
っ
て
、
装
具
の
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」
に
よ
る
「
ウ
の
基
本
価
格
」
に
「
エ

 
の
製
作
要
素
価
格
」
及
び

「
オ
の
完
成
用
部
品
」
の
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
材
料
、
部
品
の
価
格
を
合
算
し
た
額
の

1
00

分
の

1
0
3
に
相
当
す
る
額
を

上
限
と
す
る
こ
と
。（

図
－

33
参
照
）
 

な
お
、
装
具
は
身
体
障
害
者
用
物
品
と
し
て
消
費
税
が
非
課
税
で
あ
る
た
め
、
基
準
額
の
内
訳
は
い
か
な
る
場
合
も
本

体
価
格
の
み
で
あ
る
。「

1
00

分
の

1
03

に
相
当
」
の
趣
旨
は
、
装
具
を
製
作
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
材
料
及
び
部
品
等

の
購
入
に
は
消
費
税
が
課
税
さ
れ
る
た
め
、
当
該
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
相
当
分
を
考
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
3
3
  
装
具
の
価
格
体
系

 

○
下
肢
・
体
幹
・
上
肢
装
具

 

 

  
 
(
3
) 

基
本
価
格

 

 
 
 

 ａ
 
共
通
事
項

 

(
a
) 

装
具
の
基
本
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」
に
基
づ
き
採
寸
又
は
採
型
の
い
ず
れ
か
に
決
定
し
、「

ウ
の
基
本
価
格
」

か
ら
選
択
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

採
型
区
分
は
、
装
具
の
製
作
の
た
め
に
採
寸
又
は
採
型
を
必
要
と
す
る
最
小
限
の
区
分
を
選
択
す
る
こ
と
。

 

(
c
)
 
採
寸
と
は
、
「
ア
の
基
本
工
作
法
」
に
基
づ
い
た
採
寸
に
必
要
な
工
程
の
な
か
で
、
「

(
ｲ
)の

採
寸
及
び
投
影
図
の

作
成
」
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
d
)
 
採

型
と

は
、
「

ア
の

基
本
工

作
法
」

に
基

づ
い

た
採

型
に
必

要
な
工

程
の

な
か

で
、
「

(
ｳ
)
の

採
型
」

及
び

「
(
ｴ
)

の
陽
性
モ
デ
ル
の
製
作
」
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
な
お
、
実
際
に
採
型
を
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
「

(
ｴ
)
の
陽
性
モ
デ
ル
の
製
作
・
修
正
」
が
行
わ
れ
な
い
場
合

に
は
、
採
寸
の
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

(
e
)
 
２
種
類
以
上
の
装
具
を
組
み
合
わ
せ
た
装
具
の
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
価
格
を
加
算

で
き
な
い
こ
と

 で
き

る
こ
と
。
た
だ
し
、
右
及
び
左
を
製
作
す
る
場
合
に
は
、
下
肢
装
具
、
靴
型
装
具
及
び
上
肢
装
具
の
基
本
価
格
は
、

一
側
を
一
単
位
と
し
て
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
 
ｂ

 
下
肢
装
具

 

(
a
) 

下
肢
装
具
の
基
本
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」（

図
－

3
4
 参

照
）
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

採
型
区
分
と
名
称
の
関
係
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

 

Ａ
－
１

 
股
装
具

 
 
Ａ
－
２
 
長
下
肢
装
具
（
骨
盤
付
）

 
 Ａ

－
３

 
長
下
肢
装
具

 

Ａ
－
４

 
膝
装
具

 
 
Ａ
－
５
 
短
下
肢
装
具
（
顆
上
式
）

 
Ａ
－
６

 
短
下
肢
装
具

 

Ａ
－
７

 
足
底
装
具

 
 
Ａ
－
８

 
股
関
節
外
転
装
具
（
タ
イ
プ
１
）

 

  図
の
膝
サ
ポ
ー
タ
ー
の
名
称
を
「
膝
関
節
軟
性
装
具
」
に
変
え
る
。

 

膝
サ
ポ
ー

タ
ー
は

一
般
的

な
名
称

で
あ
り

、
薬
局

や
ス
ポ

ー
ツ
店

で
も
販

売
し
て

い
る
既

製
品
と

混

同
さ
れ
や
す
い
。

 

義
肢
製
作

所
が
製

作
し
て

い
る
膝

サ
ポ
ー

タ
ー
は

基
本
工

作
法
に

基
づ
い

て
製
作

さ
れ
る

も
の
で

あ

り
、「

膝
関
節
軟
性
装
具
」
と
い
う
名
称
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

                     2
種
類
以
上
の
装
具
を
組
み
合
わ
せ
る
場
合
、
個
々
に
モ
デ
ル
修
正
を
行
う
た
め
、
基
本
価
格
の
加
算

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

       

  義
肢
協
会

 

                         義
肢
協
会

 

        

  ○
定
義
の
修
正
・
追
加

 

                         ◆
製
作
方
法
毎
の
価
格

追
加

 

       

○
靴
型
装
具
（
患
足
の
場
合
）

 

膝
関
節
軟
性
装
具
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

Ａ
－
９

 
股
関
節
外
転
装
具
（
タ
イ
プ
２
）

 
 
Ａ
－

10
 
 両

長
下
肢
装
具
（
骨
盤
付
）

 

Ａ
－

1
1
 
大
腿
固
定
装
具

 
 
 
Ａ
－

1
2
 
下
腿
固
定
装
具

 

  

図
－

3
4
 
下
肢
装
具
の
採
型
区
分

 

 

 

      

 一
般
的
に
装
具
は
各
関
節
部
を
含
む
デ
ザ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
中
に
は
外
固
定

を
主
な
目
的
に
関
節
部
を
含
ま
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
る
装
具
も
あ
る
為
。
（
例
 
腫
瘍
に

よ
る
骨
折
・
難
病
に
よ
る
変
形
な
ど
）
 

ま
た
、
採
型
区
分
の
追
加
に
伴
い
図
―

3
4
の
下
肢
装
具
の
採
型
区
分
に
、
大
腿
部
の
み
、
下
腿
部
の

み
を
指
す
図
を

 

追
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 大
腿
部
の
み
の
装
具
の
処
方
も
現
実
的
に
は
あ
る
。

 

下
腿
部
の
み
の
装
具
の
処
方
も
現
実
的
に
は
あ
る
。

 

 

 
 
1
1 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

1
2 

                  

 義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

                                

 ○
分
類
の
修
正
・
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

ｃ
 
靴
型
装
具

 

(
a
) 

靴
型
装
具
の
基
本
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」（

図
－

3
5
 参

照
）
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

靴
型
装
具
の
基
本
価
格
は
、
右
又
は
左
の
一
側
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
c
) 

採
型
区
分
と
名
称
の
関
係
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
１

 
長
 
靴

 
 
 
Ｂ
－
２

 
半
長
靴
、
チ
ャ
ッ
カ
靴
、
短
靴

 
Ｂ
－
３

 
半
長
靴
 

(
d
) 

健
足
は
採
寸
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

 

図
－

3
5
 
靴
型
装
具
の
採
型
区
分

 

 

     ｄ
 
体
幹
装
具

 

(
a
) 

体
幹
装
具
の
基
本
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」（

図
－

3
6
 参

照
）
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

採
型
区
分
と
名
称
の
関
係
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

 

Ｃ
－
１

 
頸
椎
装
具
（
胸
椎
装
具
付
）

 
 
Ｃ
－
２

 
頸
椎
装
具

 

Ｃ
－
３

 
胸
椎
装
具
（
肩
バ
ン
ド
付
）

 
 
Ｃ
－
４

 
胸
椎
装
具

 

Ｃ
－
５

  
腰
椎
装
具
、
仙
腸
装
具

 

          

従
来
の
採
型
区
分
で
は
半
長
靴
・
チ
ャ
ッ
カ
靴
・
短
靴
は
同
じ
区
分
（

B
-2
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
半
長
靴
、
チ

ャ
ッ
カ
靴
・
短
靴
に
分
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
半
長
靴
は
従
来
の
採
型
区
分
（

B
-2
）

で
は
足
り
て
お
ら
ず
、
半
長
靴
の
製
作
は
技
術
的
に
も
難
し
い
た
め
に
新
規
に
区
分
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

ま
た
、
採
型
区
分
の
追
加
に
伴
い
の
靴
型
装
具
の
採
型
区
分
に
、
半
長
靴
を
指
す
図
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

   木
型
を
修
正
し
て
製
作
す
る
整
形
靴
は
、
下
腿

3
分
の
２
以
下
の
長
さ
ま
で
木
型
を
修
正
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

 

採
型
区
分
の
追
加
に
伴
い
図
―

3
5
の
靴
型
装
具
の
採
型
区
分
に
、
半
長
靴
を
指
す
図
を
追
加
す
る
必

要
が
あ
る
。

 

３
 

                  

義
肢
協
会

 

      義
肢
協
会

 

                             

○
分
類
の
修
正
・
追
加

 

      ○
分
類
の
修
正
・
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
3
6 

体
幹
装
具
の
採
型
区
分

 

 

  ｅ
 
上
肢
装
具

 

(
a
) 

上
肢
装
具
の
基
本
価
格
は
、「

イ
の
採
型
区
分
」（

図
－

3
7
 参

照
）
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
。

 

(
b
) 

採
型
区
分
と
名
称
の
関
係
は
、
概
ね
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

 

Ｄ
－
１

 
肩
装
具

 
 
 

 
 
 

 
 
 
Ｄ
－
２

 
 肘

装
具
（
タ
イ
プ
１
）

 

Ｄ
－
３

 
肘
装
具
（
タ
イ
プ
２
）

 
 
 
Ｄ
－
４

 
手
背
屈
装
具
、
長
対
立
装
具
、
把
持
装
具

 

Ｄ
－
５

  
短
対
立
装
具
、
Ｍ
Ｐ
屈
曲
・
伸
展
装
具

 
 
 
Ｄ
－
６

 
 指

装
具

 

            

 

           体
幹
装
具
Ｃ
５
の
採
型
区
分
の
図
で
、
上
の
ラ
イ
ン
が
高
い
の
で
下
に
下
げ
る
。

 

                         

           義
肢
協
会

 

                         

           ◎
適
用
範
囲
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
3
7 

上
肢
装
具
の
採
型
区
分

 

 

(
4
) 

装
具
の
製
作
要
素
価
格

 

ａ
 
下
肢
装
具

 

(
a
) 

継
手
 

ⅰ
 
固
定
継
手

 

(
ⅰ

)
 
固
定
継
手
と
は
、
固
定
式
の
継
手
で
あ
り
、
一
本
棒
状
の

金
属
支
柱
を
も
ち
、
全
く
動
き
の
な
い
継
手
で
あ

る
こ
と
。

 
（
図
－

38
 
参
照
）

 

(
ⅱ

) 
し
た
が
っ
て
、
固
定
継
手
は
、
継
手
の
な
い
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
の
み
加
算
す
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
遊
動
継
手

 

(
ⅰ

) 
遊
動
継
手
と
は
、
遊
動
式
の
継
手
で
あ
り
、
可
動
性
を
も
つ
継
手
で
あ
る
こ
と
。

 
（
図
－

39
 
参
照
）

 

(
ⅱ

)
 
し
た
が
っ
て
、
遊
動
継
手
は
、
継
手
の
あ
る
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
の
み
加
算
す
る
こ
と
。
な
お
、
遊
動
継

手
に
は
固
定
・
遊
動
切
替
式
の
継
手
も
含
ま
れ
る
こ
と
。

 

ⅲ
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手

 

(
ⅰ

)
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
と
は
、
継
手
部
品
と
し
て
独
立
し
た
形
状
を
有
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
継
手
で
あ
り
、

遊
動
式
の
も
の
と
可
撓
性
の
も
の
と
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
。

 

(
ⅱ

)
 
可
撓
性
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
を
用
い
る
場
合
の
価
格
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
の
価
格
（
価
格
×
１
）
と

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ヒ
ン
ジ
継
手
を
用
い
る
場
合
の
価
格
は
、
片
側
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

 
 

（
図
－

40
 
参
照
）

 

                        近
年
、
強
度
の
向
上
・
軽
量
化
等
を
目
的
に
強
度
の
高
い
樹
脂
繊
維
、

カ
ー
ボ
ン
支
柱
を
用
い
た
装
具
が

開
発
・
製
作
さ
れ
て
い
る
為
、
金
属
を
削
除
す
る
。

 

      （
ⅲ
）
の
解
説
と
矛
盾
す
る
の
で
削
除
す
る
。

 

    

                        義
肢
協
会

 

       義
肢
協
会

 

    

                        ◎
素
材
の
修
正

 

       ◎
適
用
範
囲
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

 (
ⅲ

)
 
継
手
部
品
と
し
て
独
立
し
て
い
な
い
形
状
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
に
つ
い
て
は
、
そ
の
形
状
の
如
何
を
問
わ

ず
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ア
ン
ク
ル
の
場
合
に
限
り
、
可
撓
性
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

(
ⅳ

) 
完
成
用
部
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
継
手
は
、
遊
動
継
手
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

ⅳ
 
そ
の
他

 

(
ⅰ

) 
鋼
線
支
柱
の
場
合
は
、
遊
動
の
価
格
と
し
、
片
側
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
。

 
（
図
－

41
 
参
照
）

 

(
ⅱ

) 
短
下
肢
装
具
用
の
板
バ
ネ
支
柱
の
場
合
は
、
足
継
手
の
遊
動
の
価
格
（
価
格
×
１
）
と
す
る
こ
と
。

 

 
 

（
図
－

42
 
参
照
）

 

 

図
－
3
8 

固
定
継
手
の
加
算
方
法

 
 
 

 
 
 

 
図
－

3
9 

遊
動
継
手
の
加
算
方
法

 

 

 

 
図
－

40
 プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
の
事
例

 
 
 
図
－

41
 鋼

線
支
柱
の
事
例

 
 
図
－

4
2 
板
バ
ネ
支
柱
の
事
例

 

 

 
 
 
 

 
 
（
遊
動
式
）

 
 
 
 
（
可
撓
式
）

 

 (
b
) 

支
持
部
 

ⅰ
 
支
持
部
と
は
、
肢
体
を
半
周
又
は
一
周
す
る
も
の
で
、
装
具
を
肢
体
に
固
定
し
、
支
柱
の
位
置
決
定
及
び
装
具

の
強
度
を
高
め
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
｡
 

ⅱ
 
半
月
及
び
皮
革
は
、
そ
れ
ぞ
れ
１
カ
所
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

ⅲ
 
熱
硬
化
性
樹
脂
と
は
、
Ｆ

.
Ｒ

.Ｐ
. 
の
こ
と
で
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅳ
 
熱
可
塑
性
樹
脂
と
は
、
板
状
の
樹
脂
が
加
熱
形
成
成
形
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅴ
 
Ｐ
Ｔ
Ｓ
式
及
び
Ｋ
Ｂ
Ｍ
式
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
支
持
式
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

ⅵ
 
あ
ぶ
み
と
は
、
足
板
又
は
靴
と
装
具
と
を
連
結
す
る
足
継
手
よ
り
遠
位
の
部
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、

歩
行
用
あ
ぶ
み
は
、
あ
ぶ
み
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

ⅶ
 
足
部
と
は
、
足
部
に
装
着
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
支
持
部
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
補
高
、
ヒ
ー
ル
の
補

正
及
び
足
底
の
補
正
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
靴
型
装
具
の
「
ｂ
の
付
属
品
等
の
加
算
要
素
」
に
準
じ
て
取
り

扱
う
こ
と
。

 

ⅷ
 
足
部
の
Ｂ
の
皮
革
の
『
大
』
と
は
、
足
部
の
半
分
以
上
を
覆
う
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
『
足
部
お
お
い
』

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、
『
小
』
と
は
、
『
足
部
お
お
い
以
外
の
も
の
』

で
あ
っ
て
通
常
の
足
底
板
は
こ
れ
に
含
ま
れ

る
こ
と
。

 

ⅸ
 
標
準
靴
と
は
、
一
般
の
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
の
靴
で
は
な
く
、
義
肢
装
具
材
料
メ
ー
カ
ー
が
製
作
販
売
し
て
い
る
半

完
成
品
の
靴
を
加
工
し
て
靴
付
き
の
下
肢
装
具
を
製
作
す
る
場
合
の
基
準
で
あ
り
、「

オ
の
完
成
用
部
品
」
を
加
算

す
る
こ
と
。

 

ⅹ
 
短
下
肢
装
具
の
「
Ｆ
硬
性
」
に
は
、
カ
フ
バ
ン
ド
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

(
c
) 

そ
の
他
の
加
算
要
素

 

ⅰ
 
キ
ャ
リ
パ
ー
及
び
ツ
イ
ス
タ
ー
を
用
い
る
場
合
は
、
完
成
用
部
品
を
加
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

 

ⅱ
 
ヒ
ー
ル
の
補
正
及
び
足
底
の
補
正
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
靴
型
装
具
の
「
ｂ
の
付
属
品
等
の
加
算
要
素
」

に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

ⅲ
 
膝
サ
ポ
ー
タ
ー

 膝
関
節
軟
性
装
具
の
み
を
製
作
す
る
場
合
は
、
基
本
価
格
に
製
作
要
素
価
格
の
「
ｃ
の
そ
の
他

の
加
算
要
素
の
価
格
」
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
遊
動
継
手
付
き
の
場
合
は
、
製
作
要
素
価
格
の

「
ａ
の
継
手
」
を
加
え
る
こ
と
。

 

ⅳ
 
体
幹
装
具
以
外
で
骨
盤
帯
を
用
い
る
場
合
は
、
す
べ
て
体
幹
装
具
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

ⅴ
 
懸
垂
帯
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
１
の
殻
構
造
義
肢
の
義
足
懸
垂
用
部
品
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と

。
 

ⅵ
 
補
高
用
足
部
と
は
、
脚
長
差
を
補
正
す
る
た
め
に
下
肢
装
具
の
足
部
の
下
方
に
取
り
付
け
る
義
足
型
足
部
で
あ

り
、
健
肢
と
大
幅
な
脚
長
差
が
生
じ
る
場
合
に
の
み
加
え
る
こ
と
。

 

ⅶ
 
フ
ァ
ン
ロ
ッ
ク
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
ロ
ッ
ク
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

ⅷ
 
膝
当
て
と
は
長
下
肢
装
具
や
膝
装
具
で
、
膝
継
手
の
前
方
に
取
り
付
け
て
膝
蓋
骨
周
囲
を
前
方
か
ら
押
さ
え
、

両
側
の
支
柱
に
固
定
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅸ
 
膝
パ
ッ
ド
と
は
長
下
肢
装
具
や
膝
装
具
で
、
膝
関
節
周
囲
を
部
分
的
に
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅹ
 
矯
正
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
は
膝
関
節
軟
性
及
び
足
関
節
軟
性
で
各
関
節
に
矯
正
力
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 

ｂ
 
靴
型
装
具

 

(
a
) 

製
作
要
素

 

ⅰ
 
靴
型
装
具
に
は
、
患
足
と
健
足
と
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
短
靴
、
チ
ャ
ッ
カ
靴
、
半
長
靴
及
び
長
靴
に
区
分
さ
れ

る
こ
と
。

 

ⅱ
 
短
靴
と
は
、
側
革
の
高
さ
が
果
部
よ
り
低
い
靴
で
あ
る
こ
と
。

 

「
成
形
」
に
変
え
る

 

        足
底
板
の

定
義
が

曖
昧
で

あ
り
、

足
底
部

の
補
正

を
す
る

装
具
を

定
義
と

す
る
な

ら
ば
足

部
を
半

分

以
上
覆
う
足
底
板
も
あ
る
た
め
、
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

 

        「
膝
関
節
軟
性
装
具
」
に
変
え
る
。

 

膝
サ
ポ
ー

タ
ー
と

い
う
名

称
は
一

般
的
に

既
製
品

で
薬
局

や
ス
ポ

ー
ツ
店

で
も
販

売
し
て

い
る
商

品

と
混
同
し

や
す
い

。
義
肢

製
作
所

が
製
作

し
て
い

る
膝
サ

ポ
ー
タ

ー
は
基

本
工
作

法
に
基

づ
い
て

製

作
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
「
膝
関
節
軟
性
装
具
」
と
い
う
名
称
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

    膝
疾
患
に
使
用
す
る
膝
装
具
に
は
患
部
の
状
態
に
合
わ
せ
、
矯
正
及
び
支
持
性
・
固
定
性
向
上
を
目
的
に
各
種
の

部
品
を
追
加
し
て
製
作
を
行
う
こ
と
が
あ
り
加
算
要
素
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

膝
当
て
、
膝
パ
ッ
ド
、
矯
正
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
説
明
文
を
追
加
す
る
。

 

       

義
肢
協
会

 

        義
肢
協
会

 

         義
肢
協
会

 

       義
肢
協
会

 

         

◎
誤
字
の
修
正

 

        ◎
項
目
の
修
正

 

         ○
定
義
の
修
正
・
追
加

 

       ○
分
類
の
修
正
・
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

ⅲ
 
チ
ャ
ッ
カ
靴
と
は
、
側
革
の
高
さ
が
果
部
ま
で
の
靴
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅳ
 
半
長
靴
と
は
、
側
革
の
高
さ
が
果
部
を
覆
う
靴
で
あ
る
こ
と
。

 

 ⅴ
 
長
靴
と
は
、
側
革
の
高
さ
が
概
ね
下
腿
の
２
／
３
ま
で
か
か
る
靴
で
あ
る
こ
と
。

 

(
b
) 

患
足
 

ⅰ
 
右
又
は
左
の
一
側
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
整
形
靴
と
は
、
医
師
の
処
方
に
基
づ
き
変
形
の
矯
正
、
疼
痛
の
な
い
圧
力
分
散
等
特
定
の
目
的
の
た
め
に
特
定

の
患
者
の
足
部
に
適
合
さ
せ
た
靴
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅲ
 
特
殊
靴
と
は
、
特
定
の
患
者
の
形
態
に
応
じ
て
靴
を
作
る
た
め
特
別
に
木
型
を
お
こ
し
作
ら
れ
た
靴
で
あ
る
こ

と
。
 

ⅳ
 
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
式
及
び
マ
ッ
ケ
イ
式
と
は
、
中
底
と
表
底
を
縫
い
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
製
作
要
素
の
価
格

は
、「

ａ
の
製
作
要
素
」
の
２
割
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

ⅴ
 
支
柱
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
「

(
ｱ
)
の
下
肢
装
具
の
製
作
要
素
価
格
」
と
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
を
加
え
る

こ
と
。

 

(
c
) 

健
足
 

ⅰ
 
右
又
は
左
の
一
側
が
健
足
で
あ
る
場
合
に
加
え
る
こ
と
。
 

ⅱ
 
健
足
は
、
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
を
加
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

 

(
d
) 

付
属
品
等
の
加
算
要
素

 

ⅰ
 
月
型
の
延
長
と
は
、
通
常
の
月
型
芯
を
足
先
方
向
又
は
足
継
手
よ
り
上
の
方
向
に
延
長
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
向
に
延
長
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
当
該
価
格
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

ⅱ
 
ス
チ
ー
ル
バ
ネ
入
り
と
は
、
足
関
節
の
側
方
安
定
性
を
向
上
さ
せ
る
目
的
で
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
使
用

本
数
に
か
か
わ
ら
ず
一
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

ⅲ
 
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
は
３
個
ま
で
を
本
体
に
含
む
も
の
と
し
、
３
個
を
超
え
る
場
合
に
、
超
え
る
分
に
つ
き
加
算

す
る
こ
と
。

 

ⅳ
 
補
高
 

(
ⅰ

) 
敷
き
革
式
と
は
、
靴
の
内
部
に
挿
入
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
ⅱ

)
 
靴
の
補
高
と
は
、
靴
の
表
底
に
補
高
を
張
り
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
健
足
補
高
も
こ
れ
に
準
じ
て
取
り
扱

う
こ
と
。

 

ｃ
 
体
幹
装
具

 

(
a
)
 
体
幹
装
具
の
価
格
は
、
基
本
価
格
と
支
持
部
ご
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
を
合
算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

他
の
装
具
と
組
み
合
わ
せ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
こ
と
。

 

(
b
) 

骨
盤
支
持
部
は
、
側
彎
矯
正
用
装
具
の
場
合
に
限
り
加
算
す
る
こ
と
。

 

(
c
) 

後
方
が
フ
レ
ー
ム
、
前
方
が
軟
性
の
場
合
は
、
支
持
部
ご
と
の
フ
レ
ー
ム
の
価
格
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

(
d
) 

ジ
ュ
エ
ッ
ト
型
の
場
合
は
、
支
持
部
ご
と
の
フ
レ
ー
ム
の
価
格
で
取
り
扱
う
こ
と
。

 

(
e
)
 
高
さ
調
整
と
は
、
容
易
に
調
整
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
頸
椎
装
具
に
つ
い
て
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
な

お
、
価
格
は
、
１
カ
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

(
f
)
 
バ
タ
フ
ラ
イ
、
会
陰
ひ
も
及
び
腹
圧
強
化
バ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
ル
ド
又
は
フ
レ
ー
ム
の
場
合
に
の
み
加
算

                                     

                                     

                                     

153



  

＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

す
る
こ
と
。

 

(
g
) 

側
彎
矯
正
用
装
具
付
属
品

 

 
 

 
体
幹
装
具
の
骨
盤
支
持
部
に
用
い
る
側
彎
矯
正
用
装
具
付
属
品
に
つ
い
て
は
、
完
成
用

部
品
を
加
算
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
。

 

(
h
) 

体
幹
装
具
軟
性
は
、
キ
ャ
ン
バ
ス
及
び
メ
ッ
シ
ュ
の
区
分
が
な
い
こ
と
。

 

 

ｄ
 
上
肢
装
具

 

(
a
) 

継
手
 

ⅰ
 
固
定
継
手

 

 
(
ⅰ

)
 
固
定
継
手
と
は
、
固
定
式
の
継
手
で
あ
り
、
一
本
棒
状
の
金
属
支
柱
を
も
ち
、
全
く
動
き
の
な
い
継
手
で
あ

る
こ
と
。

 

 
(
ⅱ
)
 し

た
が
っ
て
、
固
定
継
手
は
、
継
手
の
な
い
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
の
み
加
算
す
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
遊
動
継
手

 

 
(
ⅰ
)
 遊

動
継
手
と
は
、
遊
動
式
の
継
手
で
あ
り
、
可
動
性
を
も
つ
継
手
で
あ
る
こ
と
。

 

 
(
ⅱ

)
 
し
た
が
っ
て
、
遊
動
継
手
は
、
継
手
の
あ
る
支
柱
を
用
い
る
場
合
に
の
み
加
算
す
る
こ
と
。
な
お
、
遊
動
継

手
に
は
、
固
定
・
遊
動
切
替
式
の
継
手
も
含
ま
れ
る
こ
と
。

 

ⅲ
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手

 

 
(
ⅰ

)
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
と
は
、
継
手
部
品
と
し
て
独
立
し
た
形
状
を
有
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
継
手
で
あ
り
、

遊
動
式
の
も
の
と
可
撓
性
の
も
の
と
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
。

 

 
(
ⅱ

)
 
可
撓
性
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
を
用
い
る
場
合
の
価
格
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
の
価
格
（
価
格
×
１
）
と

す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ヒ
ン
ジ
継
手
を
用
い
る
場
合
の
価
格
は
、
片
側
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
。（

継
手
に
つ
い

て
は
、
下
肢
装
具
を
参
照
）

 

 
(
ⅲ
)
 プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
を
用
い
る
場
合
は
、
当
該
完
成
用
部
品
を
加
算
で
き
な
い
こ
と
。

 

(
b
) 

支
持
部
 

ⅰ
 
胸
郭
支
持
部
及
び
骨
盤
支
持
部
は
、
右
又
は
左
の
半
身
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
。
な
お
、
胸
郭
支
持
部
及
び
骨

盤
支
持
部
を
加
算
す
る
場
合
は
、
体
幹
装
具
に
関
す
る
他
の
も
の
を
加
え
ら
れ
な
い
こ
と
。
 
（

図
－

4
3
 

参

照
）
 

ⅱ
 
半
月
及
び
皮
革
の
価
格
は
、
１
ヵ
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
4
3 

支
持
部
の
区
分

 

 

(
c
) 

そ
の
他
の
加
算
要
素

 

ⅰ
 

基
節

骨
パ

ッ
ト

及
び

中
・

末
節

骨
パ

ッ
ト

は
、

背
側

及
び

掌
側

の
片

側
又

は
両

側
を

一
単

位
と

す
る

こ
と

。
  
 
  

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
（
図
－

44
 
参
照
）

 

ⅱ
 
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
価
格
は
、
１
ヵ
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 
（
図
－

45
 
参
照
）

 

ⅲ
 
伸
展
・
屈
曲
補
助
バ
ネ
の
価
格
は
、
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
な
お
、
肘
伸
展
・
屈
曲
補
助
バ
ネ
又

は
肘
伸
展
・
屈
曲
補
助
ゴ
ム
を
用
い
る
場
合
は
、
下
肢
装
具
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 
（
図
－

46
 
参
照
）

 

ⅳ
 
懸
垂
帯
を
用
い
る
場
合
は
、
殻
構
造
義
肢
の
購
入
基
準
の
懸
垂
用
部
品
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

 

図
－
4
4 

基
節
骨
パ
ッ
ド
等
の
加
算
要
素
区
分

 

 

        

                                     

                                     

                                     

A
 
基
節
骨
パ
ッ
ド

 
B
 
中
・
末
節
骨
パ
ッ
ド

 

Ａ
 
胸
郭
支
持
部

 

Ｂ
 
骨
盤
支
持
部
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
4
5 

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
の
加
算
要
素
区
分

 

 

 

図
－
4
6 

伸
展
・
屈
曲
補
助
バ
ネ
の
加
算
要
素
区
分

 

 

 

(
5
) 

完
成
用
部
品

 

部
品
の
名
称
、
使
用
部
品
、
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
完
成
用
部
品
の
指
定
基
準
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
使
用
部
品
の
処
方
に
際
し
て
は
、
障
害
状
況
や
適
切
な
補
装
具
費
支
給
等
の
観
点
か
ら
の
妥
当
性
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
生
相
談
所
の
意
見
等
に
基
づ
き
決
定
す
る
こ
と
。

 

な
お
、
処
方
及
び
製
作
上
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
殻
構
造
義
肢
及
び
骨
格
構
造
義
肢
の
完
成
用
部
品
を

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 

（
参
考
）
装
具
の
基
本
工
作
法
か
ら
考
え
ら
れ
る
必
要
な
設
備
等

 

 
装
具
の
基
本
工
作
法
に
お
け
る
各
工
程
に
係
る
作
業
内
容
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
標
準
的
な
設
備
等
に
つ
い
て
は
、

以
下
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

（
１
）
靴
型
装
具
以
外
の
装
具

 

工
 
 
程
 

作
業
の
内
容

 
設

 
 
備
 

（
ア
）
患
肢
及
び

 

患
部
の
観
察

 

患
部

の
表
面
の
状

況
（
知
覚
の
状
況

等
）
、
関

節
の
運
動
機

能
の

状

況
（
屈
伸
、
内
転
、
外
転
等
の
関
節
可
動
域
や
筋
力
等
）
並
び
に
肢

位
の
観
察
及
び
特
徴
の
把
握
。

 

 

（
イ
）
採
寸
及
び

 

投
影
図
の
作
成

 

製
作
に
必
要
な
寸
法
（
周
径
、
長
さ
）
及
び
角
度
の
測
定
及
び
情
報

カ
ー

ド
へ
の
記
録

と
投
影
図
の
作
成

。
（
ト
レ

ー
ス
の
ほ
か

前
後

左

右
か
ら
の
写
真
撮
影
に
よ
る
患
肢
形
状
の
正
確
な
把
握
も
必
要
。
）

 

 

                                     

                                     

                                     

Ｂ
 
伸
展
・
屈
曲
補
助
バ
ネ

 

A
 
ア
ウ
ト
リ
ガ
ー
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

（
ウ
）
採
型

 
ギ
プ
ス
包
帯
法
に
よ
る
採
型
及
び
陰
性
モ
デ
ル
の
順
型
。

 

※
 
採
型
に
当
た
っ
て
は
、
最
適
な
肢
位
を
保
持
す
る
。

 

 

（
エ
）
陽
性
モ
デ
ル

 

の
製
作

 

陰
性
モ
デ
ル
へ
の
ギ
プ
ス
泥
の
注
型
、
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正
（
石
膏

の
盛
り
削
り
修
正
）、

表
面
の
仕
上
げ
及
び
乾
燥
。

 

 

（
オ
）
組
立
て

 

陽
性
モ
デ
ル
に
デ
ザ
イ
ン
（
継
手
、
支
柱
、
半
月
の
位
置
、
外
形
ラ

イ
ン
）
の
記
入
。
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
確
認
。

 

フ
レ
ー
ム
：
曲
げ
加
工
、
組
み
立
て
及
び
調
整
。

 

モ
ー
ル
ド
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
切
断
、
加
熱
成
形
加
工
、
ト
リ
ミ
ン

グ
。
調
整
筋
金
、
締
め
革
、
足
部
覆
い
、
足
底
板
、
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
、

パ
ッ
ド
、
ベ
ル
ト
等
の
板
止
め
及
び
各
部
の
結
合
。

 

カ
ー
ビ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

 

ボ
ー

ル
盤

（
又

は
ハ

ン
ド

ド
リ
ル
）

 

ミ
シ
ン

 

電
気

オ
ー

ブ
ン

（
又

は
ガ

ス
バ
ー
ナ
ー
）

 

（
カ
）
仮
合
わ
せ

 

（
中
間
適
合
検
査
）

 

筋
金
、
締
め
革
、
足
部
覆
い
、
足
底
板
、
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
、
パ
ッ
ド
、

ベ
ル
ト
等
の
調
整
、
継
手
等
各
部
品
の
位
置
、
角
度
の
調
整
、
ア
ラ

イ
メ
ン
ト
の
調
整
、
試
し
使
用
及
び
仕
上
げ
。

 

 

（
キ
）
仕
上
げ

 

筋
金
、
締
め
革
、
足
部
覆
い
、
足
底
板
、
ネ
ッ
ク
リ
ン
グ
、
パ
ッ
ド
、

ベ
ル
ト
等
の
付
属
品
の
取
付
け
及
び
仕
上
げ
。

 

カ
ー
ビ
ン
グ
マ
シ
ー
ン

 

ボ
ー

ル
盤

（
又

は
ハ

ン
ド

ド
リ
ル
）

 

ミ
シ
ン

 

（
ク
）
適
合
検
査

 

装
具

の
適

合
の

最
終

検
査

並
び

に
装

着
及

び
使

用
に

よ
る

機
能

の

最
終
検
査
。

 

※
ユ

ー
ザ

に
対

す
る

装
具

の
取

扱
い

方
法

の
説

明
や

メ
ン

テ
ナ

ン

ス
、
装
着
部
の
衛
生
管
理
等
の
指
導
。

 

 

※
関
連
業
務

 

▪ 
装
具
の
製
作
に
必
要
な
個
人
情
報
（
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
家

族
構
成
、
身
体
状
況
、
住
宅
環
境
、
生
活
様
式
、
ユ
ー
ザ
の
希

望
、
連
携
可
能
な
関
係
医
療
機
関
等
）
の
収
集
、
情
報
カ
ー
ド

へ
の
記
載
、
保
管
、
管
理
業
務
。

 

▪ 
初
期
段
階
で
、
ユ
ー
ザ
に
装
具
を
装
着
す
る
ま
で
の
流
れ
に
つ

い
て
説
明
す
る
。

 

▪ 
処
方
医
と
連
携
し
、
最
適
な
部
品
等
の
選
択
を
行
う
。

 

▪ 
装
具
の
引
渡
し
後
も
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
望

ま
し
い
こ
と
を
ユ
ー
ザ
に
ご
理
解
い
た
だ
く
。

 

 

       

現
在
は
ギ

プ
ス
包
帯
に
よ
る
採
型
法
以
外

に
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ム
を
使
用
す
る
方
法
や
、
ハ
ン

ド
ス
キ
ャ
ナ
ー
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
用
い
て
採
型
す
る
方
法
が
あ
る
の
で
削
除
す
る
。
 

                                   

義
肢
協
会

 

 義
肢
協
会

 

                                  

◎
製
作
方
法
の
修
正

 

 ◎
製
作
方
法
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

（
２
）
靴
型
装
具

 

工
 
 
程
 

作
業
の
内
容

 
設

 
 
備
 

（
ア
）

 
患
肢
及
び
患
部

 

の
観
察

 

患
部

の
表

面
の

状
況

（
知

覚
の

状
況

等
）
、

関
節

の
運

動
機

能
の
状
況
（
屈
伸
、
内
転
、
外
転
等
の
関
節
可
動
域
や
筋
力

等
）
並
び
に
肢
位
の
観
察
及
び
特
徴
の
把
握
。

 

 

（
イ
）
採
寸
及
び
投
影
図

 

の
作
成

 

製
作
に
必
要
な
寸
法
（
周
径
、
長
さ
）
及
び
角
度
の
測
定
及

び
情

報
カ

ー
ド

へ
の

記
録

と
投

影
図

の
作

成
。
（

ト
レ

ー
ス

の
ほ

か
前

後
左

右
か

ら
の

写
真

撮
影

に
よ

る
患

肢
形

状
の

正
確
な
把
握
も
必
要
。
）

 

 

（
ウ
）
採
型
・
採
寸

 
ギ
プ
ス
包
帯
法
に
よ
る
採
型
及
び
陰
性
モ
デ
ル
の
順
型
。

 

※
 
採
型
に
当
た
っ
て
は
、
最
適
な
肢
位
を
保
持
す
る
。

 

 

（
エ
）
陽
性
モ
デ
ル
の

 

製
作
（
木
型
）

 

陰
性
モ
デ
ル
へ
の
ギ
プ
ス
泥
の
注
型
、
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正

（
石
膏
の
盛
り
削
り
修
正
）、

表
面
の
仕
上
げ
及
び
乾
燥
。

 

 

（
オ
）
足
底
板
の
製
作

 
 

ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー

 

（
カ
）
ア
ッ
パ
ー
の
製
作

 
 

ミ
シ
ン

 

（
キ
）
吊
り
込
み

 
 

 

（
ク
）
底
付
け

 
 

ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー

 

（
ケ
）
仕
上
げ

 
 

 

（
コ
）
適
合
検
査

 

装
具

の
適

合
の

最
終

検
査

並
び

に
装

着
及

び
使

用
に

よ
る

機
能
の
最
終
検
査
。

 

※
 
ユ
ー
ザ
に
対
す
る
装
具
の
取
扱
い
方
法
の
説
明
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
装
着
部
の
衛
生
管
理
等
の
指
導
。

 

 

※
 
関
連
業
務

 

▪ 
装
具
の
製
作
に
必
要
な
個
人
情
報
（
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
家
族
構
成
、
身
体
状
況
、
住
宅
環
境
、
生
活
様
式
、

ユ
ー
ザ
の
希
望
、
連
携
可
能
な
関
係
医
療
機
関
等
）
の

収
集
、
情
報
カ
ー
ド
へ
の
記
載
、
保
管
、
管
理
業
務
。

 

▪ 
初
期
段
階
で
、
ユ
ー
ザ
に
装
具
を
装
着
す
る
ま
で
の
流

れ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

 

▪ 
処
方
医
と
連
携
し
、
最
適
な
部
品
等
の
選
択
を
行
う
。

 

▪ 
装
具
の
引
渡
し
後
も
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
こ
と
を
ユ
ー
ザ
に
ご
理
解
い
た
だ
く
。

 

 

 

     

         現
在
は
ギ

プ
ス
包
帯
に
よ
る
採
型
法
以
外

に
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー

ム
を
使
用
す
る
方
法
や
、
ハ
ン

ド
ス
キ
ャ
ナ
ー
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
用
い
て
採
型
す
る
方
法
が
あ
る
の
で
削
除
す
る
。
 

                          

         義
肢
協
会

 

                           

         ◎
製
作
方
法
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

４
 
座
位
保
持
装
置

 

基
本
的
事
項

 

座
位
保
持
装
置
と
は
、
体
幹
及
び
四
肢
の
機
能
障
害
に
よ
り
座
位
姿
勢
を
保
持
す
る
能
力
に
障
害
が
あ
る
場
合
に
用
い
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
機
能
障
害
の
状
況
に
よ
り
、
座
位
に
類
似
し
た
姿
勢
（
い
わ
ゆ
る

立
位
姿
勢
、
膝
立
ち
姿
勢
及
び

臥
位
姿
勢
等
）
を
保
持
す
る
機
能
を
有
し
た
装
置
に
つ
い
て
も
、
座
位
保
持
装
置
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
 

た
だ
し
、
立
位
訓
練
を
目
的
と
す
る
も
の
は
、
座
位
保
持
装
置
の
購
入
に
係
る
補
装
具
費
の
支
給
目
的
に
馴
染
ま
な
い
た

め
、
起
立
保
持
具
の
特
例
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

(
1
) 

製
作
工
程

 

座
位
保
持
装
置
は
、「

ア
の
基
本
工
作
法
」
に
よ
り
、「

エ
の
製
作
要
素
価
格
」
及
び
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
必
要
な
材
料
・
部
品
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製
作
す
る
こ
と
。

 

(
2
) 

価
格
構
成

 

告
示
の
基
本
価
格
及
び
製
作
要
素
価
格
は
、「

使
用
材
料
費
」
及
び
「
製
作
加
工
費
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
 

○
使
用
材
料
費

 

素
 
材
 
費
：
座
位
保
持
装
置
材
料
リ
ス
ト
に
よ
る
素
材
購
入
費

 

素
材
の
ロ
ス
：
素
材
の
正
味
必
要
量
に
対
す
る
割
増
分
（
ロ
ス
分
）

 

小
物
材
料
費
：
個
々
の
要
素
加
工
に
対
し
て
使
用
量
を
決
め
難
い
材
料
費

 

（
糸
、
釘
、
ビ
ス
、
ナ
ッ
ト
、
油
脂
等
）

 

材
料
管
理
費
：
素
材
の
購
入
及
び
保
管
に
要
す
る
経
費

 

○
製
作
加
工
費

 

作
業

人
件

費
：
製
作
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
正
味
作
業
時
間
相
当
人
件
費

 

（
給
与
、
賞
与
、
退
職
手
当
、
法
定
福
利
費
等
）

 

作
業

時
間

の
余

裕
割

増
：
製
作
の
準
備
、
段
取
り
、
清
掃
、
作
業
上
の
整
理
及
び
生
理
的
余
裕
等
の
作
業
時
間
相
当
人
件

費
 

製
造

間
接

費
：
光
熱
水
費
、
冷
暖
房
費
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
費
、
減
価
償
却
費
等

 

管
理

販
売

経
費

：
完
成
品
の
保
管
、
販
売
に
要
す
る
経
費

 

 

ま
た
、
座
位
保
持
装
置
の
価
格
は
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

 

 
 
 
 
座
位
保
持
装
置
の
価
格

 ＝
 基

本
価
格

 ＋
 製

作
要
素
価
格

 ＋
 完

成
用
部
品
価
格

 

基
 
本

 
価

 
格
：
採
型
（
又
は
採
寸
）
使
用
材
料
費
及
び
基
本
工
作
に
要
す
る
加
工
費
の
計
 

製
作

要
素

価
格
：
材
料
の
購
入
費
及
び
当
該
材
料
を
座
位
保
持
装
置
の
形
態
に
適
合
す
る
よ
う
加
工
、
組
合
せ
、

結
合
の
各
作
業
に
よ
っ
て
発
生
す
る
価
格
の
計

 

完
成
用
部
品
価
格
：
完
成
用
部
品
の
購
入
費
及
び
当
該
部
品
の
管
理
等
に
要
す
る
経
費
の
計

 

し
た
が
っ
て
、
座
位
保
持
装
置
の
価
格
は
、「

イ
の
身
体
部
位
区
分
」
に
よ
る
「
ウ
の
基
本
価
格
」
に
「
エ
の
製
作
要

素
価
格
」
及
び
「
オ
の
完
成
用
部
品
」
の
そ
れ
ぞ
れ
使
用
す
る
材
料
、
部
品
の
価
格
を
合
算
し
た
額
の

10
0
分
の

1
03

に

相
当
す
る
額
を
上
限
と
す
る
こ
と
。（

図
－

47
 
参
照
）
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

な
お
、
座
位
保
持
装
置
は
身
体
障
害
者
用
物
品
と
し
て
消
費
税
が
非
課
税
で
あ
る
た
め
、
基
準
額
の
内
訳
は
い
か
な
る

場
合
も
本
体
価
格
の
み
で
あ
る
。
「

10
0
分
の

1
03

に
相
当
」
の
趣
旨
は
、
座
位
保
持
装
置
を
製
作
す
る
に
当
た
っ
て
必

要
な
材
料
及
び
部
品
等
の
購
入
に
は
消
費
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
た
め
、
当
該
仕
入
れ
に
係
る
消
費
税
相
当
分
を
考
慮
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 

図
－
4
7 

座
位
保
持
装
置
の
価
格
体
系

 

 

 

(
3
) 

基
本
価
格

 

ａ
 
座
位
保
持
装
置
の
基
本
価
格
は
、
身
体
支
持
を
必
要
と
す
る
身
体
部
位
を
「
イ
の
身
体
部
位
区
分
」
か
ら
選
択
し
、

部
位
の
区
分
ご
と
に
定
め
る
採
寸
又
は
採
型
の
価
格
を
「
ウ
の
基
本
価
格
」
か
ら
選
択
し
て
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
。
た

だ
し
、
下
腿
・
足
部
の
基
本
価
格
は
採
寸
の
み
と
し
、
採
型
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
採
寸
の
価
格
の
範
囲
内
で
対
応

す
る
こ
と
。

 

ｂ
 
身
体
部
位
区
分
は
、
装
置
を
製
作
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
最
小
限
の
区
分
を
選
択
す
る
こ
と
。

 

ｃ
 
採
寸
と
は
、「

ア
の
基
本
工
作
法
」
に
基
づ
く
工
程
の
中
で
、「

(
ｲ
)採

寸
、
(ｴ
)設

計
図
の
作
成
」
が
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

 

ｄ
 
採
型
と
は
、
「
ア
の
基
本
工
作
法
」
に
基
づ
く
工
程
の
中
で

、
「

(
ｳ
)
採
型
、

(
ｴ
)設

計
図
の
作
成
、

(
ｵ
)
陽
性
モ
デ
ル

の
製
作
・
修
正
」
が
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ｅ
 
採
型
器
に
よ
る
採
型
の
後
、
そ
の
三
次
元
形
状
を
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
化
し
て
製
作
す
る
場
合
は
、
採
型
と
し
て
取
り

扱
う
こ
と
。

 

ｆ
 
上
肢
及
び
下
腿
・
足
部
は
、
右
側
又
は
左
側
一
方
を
片
側
と
す
る
こ
と
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
4
8 

座
位
保
持
装
置
の
採
寸
・
採
型
に
係
る
身
体
部
位
区
分

 

 

 

 

図
－
4
9 

座
位
保
持
装
置
の
構
成
概
念
図

 

 

 

                             ※
「
構
成
の
概
念
図
」
に
「
支
持
部
フ
レ
ー
ム
」
と
い
う
要
素
を
追
加
す
る
。
 

現
行
の
構
成
で
は
「
支
持
部
フ
レ
ー
ム
」
と
い
う
概
念
が
無
い
た
め
、
支
持
部
を
「
支
持
部

の
連
結
」
で
接
続
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
支
持
部
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
の
も
の
が
多

い
の
で
そ
の
ク
ッ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
付
け
る
フ
レ
ー
ム
が
必
要
と
な
る
。
完
成
用
部
品
に
は

支
持
フ
レ
ー
ム
に
該
当
す
る
部
品
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
製
作
構
造
と
し
て
矛
盾
が
あ
る
。
 

   

                             J
A
W
S 

       

                             ●
分
類
の
修
正
・
追
加

 

       

装
置
全
体

 
支
持
部

 

支
持
部
の
連
結

 
構
造
フ
レ
ー
ム

 

頭
・
頸

 
部
 

体
 
幹
 
部
 

骨
盤
・
大
腿
部

 

下
腿
・
足
部

 

上
 
 
肢
 

支
持
部
フ
レ
ー
ム
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

(
4
) 

製
作
要
素
価
格

 

ａ
 
支
持
部

 

⒜
 
共
通
事
項

 

ⅰ
 
座

位
保
持
装
置
の
支
持

部
は
、
身

体
部
位
区
分
で
選
択

し
た
身
体

部
位
に
該
当
す
る
支

持
部
を
組

み
合
わ
せ

る
こ
と
。

 

ⅱ
 
支
持
部
カ
バ
ー
（
表
面
の
張
り
地
）
の
価
格
は
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
 

ⅲ
 
完
成
用
部
品
の
支
持
部
を
用
い
る
場
合
は
、
当
該
完
成
用
部
品
が
及
ぶ
部
位
の
製
作
要
素
価
格
の
支
持
部
を
加

算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

⒝
 
平
面
形
状
型

 

平
面
形
状
型
と
は
、
採
寸
で
製
作
さ
れ
る
も
の
で
、
平
面
を
主
体
と
し
て
構
成
さ
れ
た
支
持
面
を
持
ち
、
各
種

付
属
品
を
組
み
合
わ
せ
て
姿
勢
を
保
持
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 
（
図
－

50
 
参
照
）

 

な
お
、
(
ｴ
)付

属
品
の
体
幹
保
持
部
品
、
骨
盤
保
持
部
品
、
下
肢
保
持
部
品
等
を
内
蔵
し
て
一
体
型
と
し
て
製
作

す
る
場
合
は
、
そ
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

⒞
 
モ
ー
ル
ド
型

 

ⅰ
 
モ
ー
ル

ド
型
の
支
持
部
と
は
、
採
型

な
ら

び
に
採

寸
で
製
作
さ
れ
る
も

の
で
、
身
体
の
形
状
に
合
わ
せ

た
三

次
曲
面
で
構
成
さ
れ
た
支
持
面
を
持
ち
、
各
種
付
属
品
を
組
み
合
わ
せ
て
姿
勢
を
保
持
す
る
機
能
を
有
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

 
  

 
  
 
  
  
 
 
（
図
－

51
 
参
照
）

 

な
お
、
付
属
品
の
う
ち
体
幹
保
持
部
品
（
胸
パ
ッ
ド
及
び
胸
受
け
ロ
ー
ル
を
除
く
。
）
及
び
骨
盤
保
持
部
品
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

 

ⅱ
 
採
寸
で
モ
ー
ル
ド
型
を
製
作
す
る
場
合
は
、
モ
ー
ル
ド
型
の
価
格
の

8
0％

に
相
当
す
る
額
と
す
る
こ
と
。

 

 

図
－
5
0 

平
面
形
状
型
の
例

 
 

 
 
 

 
 
 

 
図
－

5
1 

モ
ー
ル
ド
型
の
例

 

 

⒟
 
シ
ー
ト
張
り
調
節
型

 

シ
ー
ト
張
り
調
節
型
と
は
、
支
持
面
の
シ
ー
ト
又
は
複
数
の
ベ
ル
ト
に
よ
る
た
わ
み
に
よ
っ
て
身
体
形
状
や
変

形
に
対
応
し
、
姿
勢
を
保
持
で
き
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

              モ
ー
ル
ド
型
の
場
合
に
お
い
て
も
、
骨
盤
パ
ッ
ド
な
ど
を
骨
盤
ベ
ル
ト
と
と
も
に
装
着
す
る

な
ど
、
必
要
な
場
合
が
あ
る
。

 

                     

              J
A
W
S 

  J
A
W
S 

                   

              ◎
項
目
の
修
正

 

  ○
製
作
方
法
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

⒠
 
フ
レ
ッ
ク
ス
構
造

 

フ
レ
ッ
ク
ス
構
造
と
は
、
身
体
支
持
部
が
二
つ
以
上
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
間
が
柔
軟
性
の
あ
る
部
材
で
連

結
さ
れ
、
可
動
す
る
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ｂ
 
支
持
部
の
連
結

 

⒜
 
共
通
事
項

 

ⅰ
 
支

持
部
の
連
結
と
は
、

各
支
持
部

を
一
定
の
位
置
関
係

に
保
つ
た

め
、
構
造
フ
レ
ー
ム

と
独
立
し

た
部
材
で

各
々
を
連
結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
完

成
用
部
品
の
各
種
継

手
を
使
用

す
る
場
合
は
、
各
支

持
部
の
連

結
の
価
格
を
加
算
す

る
こ
と
が

で
き
な
い

こ
と
。

 

ⅲ
 
固
定
と
は
、
角
度
調
節
機
能
の
な
い
一
定
の
角
度
で
連
結
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅳ
 
遊

動
と
は
、
多
少
に
か

か
わ
ら
ず

角
度
の
変
更
が
可
能

な
連
結
構

造
で
あ
り
、
可
動

軸
を
有
す
る

も
の
で
あ

る
こ
と
。

 

ⅴ
 
フ

レ
ッ
ク
ス
構
造
に
よ

り
連
結
を

行
っ
た
支
持
部
に
つ

い
て
、
さ

ら
に
固
定
又
は
遊
動

の
価
格
を

加
算
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。

 

ⅵ
 
殻

構
造
義
肢
又
は
装
具

の
完
成
用

部
品
を
使
用
す
る
場

合
は
、
殻

構
造
義
肢
又
は
装
具

の
購
入
基

準
に
準
じ

て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

⒝
 
角
度
調
整
用
部
品

 

ⅰ
 
支

持
部
の
連
結
・
遊
動

と
組
み
合

わ
せ
て
無
段
階
に
角

度
可
変
調

節
を
行
う
た
め
に
使

用
さ
れ
る

も
の
で
あ

る
こ
と
。

 

ⅱ
 
使
用
者
の
身
体
状
況
（
体
重
を
含
む
。
）
を
参
考
に
、
安
全
性
と
耐
久
性
を
考
慮
し
て
必
要
な
本
数
分
を
加
算

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

⒞
 
そ
の
他

 

ⅰ
 
体
幹
支
持
部
と
骨
盤
・
大
腿
支
持
部
間
の
角
度
可
変
機
構
（
い
わ
ゆ
る
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
）
は
、「

腰
部
・
遊

動
×
（
必
要
数
）」

＋
「
角
度
調
整
用
部
品
×
（
必
要
数
）」

で
取
り
扱
う
こ
と
。

 
(
図
－

5
2 

参
照
）
 

ⅱ
 
骨
盤
・
大
腿
支
持
部
と
下
腿
支
持
部
間
の
角
度
可
変
機
構
（
い
わ
ゆ
る
エ
レ
ベ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
は
、「

膝
部
・

遊
動
×
（
必
要
数
）」

＋
「
角
度
調
整
用
部
品
×
（
必
要
数
）」

で
取
り
扱
う
こ
と
。

 
(
図
－

5
3 

参
照
）
 

 

図
－
5
2 

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
の
概
念
図
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

図
－
5
3 

エ
レ
ベ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
概
念
図

 

 

 

 

ｃ
 
構
造
フ
レ
ー
ム

 

⒜
 
構
造
フ
レ
ー
ム
と
は
、
支
持
部
を
装
置
の
使
用
目
的
に
合
わ
せ
た
高
さ
や
角
度
に
保
持
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ

れ
を
「

支
持
部
」
及
び
「
支

持
部
の
連

結
」
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で

装
置
本
体
の
形
が
決

定
さ
れ
る

も
の
で
あ

る
こ
と
。

 

⒝
 
テ
ィ
ル
ト
機
構
と
は
、
体
幹
支
持
部
と
骨
盤
・
大
腿
支
持
部
が
一
定
の
角
度
を
維
持
し
た
状
態
で
支
持
部
全
体
を

傾
け
る
機
構
で
あ
る
こ
と
。

 
（
図
－

54
 
参
照
）

 

 

図
－
5
4 

テ
ィ
ル
ト
機
構
の
概
念
図

 

 

 

⒞
 
テ
ィ
ル
ト
機
構
を
有
す
る
装
置
の
「
支
持
部
の
連
結
」
、「

構
造
フ
レ
ー
ム
」
の
取
扱
い
は
、「

腰
部
・
固
定
×
（
必

要
数

）
」
＋
「
構
造
フ
レ

ー
ム
」
＋
「
テ

ィ
ル
ト
機
構
加
算
」
＋
「
角
度

調
整
用
部
品
×
（
必
要
数

）
」
で
取
り
扱

う
こ
と
。

 

⒟
 
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
と
し
て
の
機
能
を
付
加
す
る
場
合
は
、
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
購
入
基
準
（
普
通
型
、

リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
式
普
通
型

、
テ
ィ
ル

ト
式
普
通
型
、
リ
ク

ラ
イ
ニ
ン

グ
・
テ
ィ
ル
ト
式
普

通
型
、
手

押
し
型
、

リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
式
手
押
し

型
、
テ
ィ

ル
ト
式
手
押
し
型
又

は
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
・
テ
ィ
ル

ト
式
手
押

し
型
）
の

価
格
を
基
本
価
格
と
し
、
構
造
フ
レ
ー
ム
の
基
本
価
格
を
合
算
で
き
な
い

こ
と
。
 

⒠
 
座
位
保
持
装
置
と
し
て
製
作
す
る
部
分
が
、
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
に
備
わ
っ
て
い
る
た
め
重
複
す
る
こ
と
と

な
る
部

分
（
座
布
、
バ
ッ
ク

サ
ポ
ー
ト

、
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト

、
レ
ッ
グ

サ
ポ
ー
ト
、
フ
ッ
ト

サ
ポ
ー
ト

等
）
に
つ

い
て
は
、
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
修
理
基
準
の
各
部
位
の
交
換
価
格
の

9
5％

を
控
除
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
リ

ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
機
構
に
限
り

車
椅
子
及

び
電
動
車
椅
子
側
の

機
構
を
優

先
す
る
こ
と
と
し
、

座
位
保
持

装
置
側
の
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
構
の
製
作
加
算
は
行
わ
な
い
こ
と
。

 

⒡
 
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
フ
レ
ー
ム
に
支
持
部
を
直
接
取
り
つ
け
る
場
合
は
、
支
持
部
の
連
結
の
価
格
を
加
算
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。
 

⒢
 
完
成
用
部
品
を
使
用
す
る
場
合
は
、
構
造
フ
レ
ー
ム
の
基
本
価
格
を
合
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

ｄ
 
付
属
品

 

⒜
 
共
通
事
項

 

ⅰ
 
価
格
は
、
一
単
位
（
個
・
本
）
の
額
と
す
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
取
り
付
け
に
当
た
っ
て
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
使
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
価
格
を
含
む
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

⒝
 
カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
テ
ー
ブ
ル

 

ⅰ
 
カ

ッ
ト
ア
ウ
ト
テ
ー
ブ

ル
は
、
机

上
作
業
を
行
う
場
合

に
用
い
る

と
と
も
に
、
そ
の
カ

ッ
ト
部
に

お
い
て
体

幹
の
安
定
や
上
肢
の
保
持
を
図
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ⅱ
 
表

面
ク
ッ
シ
ョ
ン
張
り

は
、
緊
張

や
不
随
意
運
動
な
ど

に
よ
る
頭

部
、
上
肢
へ
の
保
護

を
目
的
と

す
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

 

⒞
 
上
肢
保
持
部
品
、
体
幹
保
持
部
品
、
骨
盤
保
持
部
品
、
下
肢
保
持
部
品
、
ベ
ル
ト
部
品
に
つ
い
て
は
、
次
表
に
示

す
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

な
お
、
そ
の
形
状
が
例
示
以
外
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
当
該
機
能
を
果
た
す
も
の
で
あ
れ
ば
、
取
り
扱
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。

 

図
－

5
5
 
付
属
品
の
例

 

 

                 左
図

A、
B
を
追
加
し
ま
し
た
。
 

（
現
在
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
基
準
に
無
い
パ
ー
ツ
）

 

                  

                 J
A
W
S 

                   

                 ●
分
類
の
修
正
・
追
加

 

                   

Ａ
 

Ｂ
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

 

        

           

名
 
 
称

 
種

 
 

 
 
 
類

 
機

 
 
 

 
 
 

 
 
 
能

 

頭
頸

部
保

持
部

品
 

 

１
 
ネ
ッ
ク
ロ
ー
ル

 

２
 
あ
ご
受
け
パ
ッ
ド

 

３
 
前
頭
部
パ
ッ
ド

 

４
 
頭
部
側
方
パ
ッ
ド

 

頭
部
の
倒
れ
防
止

(伸
展
保
持

) 

頭
部
の
前
倒
れ
防
止

 

頭
部
の
前
倒
れ
防
止

 

頭
部
の
横
倒
れ
防
止

 

上
肢
保
持
部
品

 

５
 
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト

 

６
 
肘
パ
ッ
ド

 

７
 
縦
型
グ
リ
ッ
プ

 

８
 
横
型
グ
リ
ッ
プ

 

９
 
角
度
調
整
グ
リ
ッ
プ

 

1
0
 
手
部
パ
ッ
ド

 

1
1
 
前
腕
パ
ッ
ド

 

1
2
 
肘
受
け
パ
ッ
ド

 

1
3
 
上
肢
側
方
ガ
ー
ド

 

上
肢
の
支
持

 

肩
甲
帯
の
リ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
抑
制
、
不
随
意
運
動
の
抑
制

 

手
の
不
随
意
運
動
の
抑
制
、
体
幹
の
正
中
保
持

 

同
 
上

 

７
、
８
で
角
度
を
可
変
で
き
る
も
の

 

手
部
お
よ
び
手
首
の
固
定
、
不
随
意
運
動
の
抑
制

 

前
腕
部
の
固
定
、
不
随
意
運
動
の
抑
制

 

上
肢
の
支
持

(
置
い
て
使
用
す
る
も
の

) 

上
肢
の
保
護

 

体
幹
保
持
部
品

 

1
4
 
肩
パ
ッ
ド

 

1
5
 
胸
パ
ッ
ド

 

1
6
 
胸
受
け
ロ
ー
ル

 

肩
の
挙
上
防
止
、
肩
甲
帯
の
リ
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
抑
制

 

体
幹
の
前
傾
防
止

 

同
 
上

 

     ←
A、

B
を
追
加
し
た
の
で
、
従
来
図
の
番
号
を
変
更
し
ま
し
た
。
 

               ※
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
基
準
に
な
い
部
品
を
左
表
に
追
加
し
ま
し
た
。
 

               

     J
A
W
S 

               J
A
W
S 

               

     ●
分
類
の
修
正

 

               ●
分
類
の
修
正
・
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

1
7
 
体
幹
パ
ッ
ド

 

1
8
 
腰
部
パ
ッ
ド

 

1
9
 
背
パ
ッ
ド

 

2
0
 
腹
部
パ
ッ
ド

 

体
幹
の
横
ず
れ
防
止

 

腰
椎
の
支
持

 

体
幹
前
傾
位
の
保
持

 

腹
部
を
支
え
と
す
る
体
幹
伸
展
位
保
持

 

骨
盤
保
持
部
品

 

2
1
 
骨
盤
パ
ッ
ド

 

2
2
 
臀
部
パ
ッ
ド

 

2
3
 
腸
骨
パ
ッ
ド

 

骨
盤
の
固
定

(
後
方
・
側
方

) 

臀
部
の
後
ろ
ず
れ
防
止

 

骨
盤
の
固
定

 
(
前
方
・
側
方

) 

下
肢
保
持
部
品

 

2
4
 
内
転
防
止
パ
ッ
ド

 

2
5
 
外
転
防
止
パ
ッ
ド

 

2
6
 
膝
パ
ッ
ド

 

2
7
 
下
腿
保
持
パ
ッ
ド

 

2
8
 
足
部
保
持
パ
ッ
ド

 

2
9
 
大
腿
保
持
パ
ッ
ド

 

3
0
 
下
肢
側
方
ガ
ー
ド

 

3
1
 
足
台
上
面
パ
ッ
ド

 

股
関
節
の
内
転
防
止

 

股
関
節
の
外
転
防
止

 

前
ず
れ
防
止
、
膝
の
伸
展
防
止
、
骨
盤
の
固
定

 

下
腿
の
交
差
防
止

 

足
部
の
保
持

 

下
肢
の
固
定
、
不
随
意
運
動
の
抑
制

 

下
肢
の
保
護

 

側
部
の
保
護

 

ベ
ル
ト
部
品

 

3
2
 
腕
ベ
ル
ト

 

3
3
 
手
首
ベ
ル
ト

 

3
4
 
肩
ベ
ル
ト

 

3
5
 
胸
ベ
ル
ト

 

3
6
 
骨
盤
ベ
ル
ト

 

3
7
 
股
ベ
ル
ト

 

3
8
 
大
腿
ベ
ル
ト

 

3
9
 
膝
ベ
ル
ト

 

4
0
 
下
腿
ベ
ル
ト

 

4
1
 
足
首
ベ
ル
ト

 

4
2
 

H
型
・

X
型
ベ
ル
ト

 

手
の
不
随
意
運
動
の
抑
制
、
体
幹
の
正
中
保
持

 

同
 
上

 

体
幹
の
正
中
保
持
、
前
傾
防
止

 

体
幹
の
前
傾
防
止

 

骨
盤
の
保
持

 

骨
盤
の
前
ず
れ
防
止

 

大
腿
部
の
保
持

 

前
ず
れ
防
止
、
膝
の
伸
展
防
止
、
骨
盤
の
固
定

 

下
腿
部
の
保
持

 

膝
の
伸
展
防
止
、
足
の
横
ず
れ
防
止

 

骨
盤
か
ら
肩
ま
で
の
固
定

 

⒟
 
ベ
ル
ト
部
品
は
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
素
材
を
取
り
付
け
た
場
合
を
含
む
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

⒠
 
支
持
部
カ
バ
ー
と
は
、
支
持
部
の
表
面
を
覆
う
も
の
で
、
ビ
ニ
ー
ル
レ
ザ
ー
、
布
地
な
ど
の
素
材
を
用
い
た
も
の

で
あ
る
こ
と
。

 

な
お
、
上
肢
支
持
部
カ
バ
ー
は
、
支
持
部
が
上
肢
支
え
及
び
前
腕
・
手
部
支
え
に
分
離
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
も
、

ま
た
、
脱
着
式
の
加

算
は
、
支

持
部
カ
バ
ー
が
左
右

両
側
分
で

あ
っ
て
も
、
一
単
位

と
し
て
取

り
扱
う
こ

と
。
 

⒡
 
内
張
り
と
は
、
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
や
テ
ー
ブ
ル
の
裏
側
に
腕
や
膝
が
当
た
る
こ
と
に
よ
る
怪
我
の
防
止
を
目
的
と

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

⒢
 
体
圧
分
散
補
助
素
材
と
は
、
低
い
反
発
力
又
は
衝
撃
を
吸
収
す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

⒣
 
キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
１
個
当
た
り
の
価
格
と
し
、
屋
内
で
使
用
さ
れ
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
な

お
、
多
機
能
キ
ャ
ス
タ
ー
と
は
、
車
輪
の
動
き
（
方
向
と
回
転
）
を
同
時
に
固
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

                          ←
ク
ッ
シ
ョ
ン
素
材
を
取
り
付
け
た
ベ
ル
ト
は
「
含
む
」
価
格
で
は
無
く
、
内
張
り
の
加
算

が
で
き
る
よ
う
に
。
 

         

                          J
A
W
S 

          

                          ○
適
用
範
囲
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

 

(i
)
 
 
完
成
用
部
品
が
付
属
品
を
有
し
て
い
る
場
合
は
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

ｅ
 
調
節
機
構

 

⒜
 
脱
着
・
開
閉
機
構
は
、
そ
の
機
能
の
固
定
・
解
除
が
確
実
に
行
え
る
構
造
の
も
の
で
あ
り
、
蝶
番
の
み
や
マ
ジ
ッ

ク
バ
ン
ド
な
ど
の
簡
便
な
方
法
に
よ
る
も
の
は
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

⒝
 
完
成
用
部
品
（
支
持
部
、
継
手
部
品
、
構
造
フ
レ
ー
ム
、
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
に
係
る
も
の
）
が
調
節
機
構
を
有

し

て
い
る
場
合
は
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

 

(
5
) 

完
成
用
部
品

 

部
品
の
名
称
、
使
用
部
品
、
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
完
成
用
部
品
の
指
定
基
準
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
た
だ
し
、
使
用
部
品
の
処
方
に
際
し
て
は
、
障
害
状
況
や
適
切
な
補
装
具
費
支
給
等
の
観
点
か
ら
の
妥
当
性
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
更
生
相
談
所
の
意
見
等
に
基
づ
き
決
定
す
る
こ
と
。

 

 

（
参
考
）
座
位
保
持
装
置
の
基
本
工
作
法
か
ら
考
え
ら
れ
る
必
要
な
設
備
等

 

 
座
位
保
持
装
置
の
基
本
工
作
法
に
お
け
る
各
工
程
に
係
る
作
業
内
容
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
、
標
準
的
な
設
備
等
に

つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
す
る
こ
と
。

 

工
 
 
程
 

作
業
の
内
容

 
設

 
備
 

（
ア
）
身
体
状
況
の

 

観
察
と
評
価

 

身
体

変
形

の
状
況

及
び

痙
直

、
緊

張
、

不
随

意
運

動
等

の
観

察
並

び
に

こ
れ
ら
の
特
徴
の
把
握
並
び
に
姿
勢
の
決
定
及
び
使
用
目
的
の
確
認
。

 

 

（
イ
）
採
寸

 
製

作
に

必
要

な
寸

法
及

び
角

度
の

測
定

並
び

に
情

報
カ

ー
ド

へ
の

記

録
。
 

 

（
ウ
）
採
型

 
採

型
器

に
よ

る
陽

性
モ

デ
ル

又
は

ギ
プ

ス
包

帯
法

に
よ

る
陰

性
モ

デ
ル

の
採
型
。
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
計
測
に
よ
る
測
定
。

 

採
型
器

 

（
エ
）
設
計
図
の
作
成

 
製
作
に
必
要
な
設
計
図
の
作
成
。

 
 

（
オ
）
陽
性
モ
デ
ル
の

 

製
作
・
修
正

 

陰
性

モ
デ

ル
へ
の

ギ
プ

ス
の

注
型

並
び

に
支

持
部

の
製

作
に

必
要

な
陰

性
モ
デ
ル
の
製
作
、
修
正
、
表
面
の
仕
上
げ
。

 

 

（
カ
）
加
工
・
組
立
て

 
陽
性
モ
デ
ル
及
び
設
計
図
に
基
づ
く
加
工
並
び
に
組
立
て
。

 
 

（
キ
）
仮
合
せ

 

（
中
間
適
合
検
査
）

 

身
体
へ
の
適
合
並
び
に
装
置
の
各
機
能
の
検
査
及
び
修
正
。

 
 

（
ク
）
仕
上
げ

 
各
部
品
の
取
付
け
及
び
仕
上
げ
等
。

 
ミ
シ
ン

 

（
ケ
）
適
合
検
査

 

最
終
的
な
身
体
へ
の
適
合
及
び
装
置
の
各
機
能
の
検
査
。

 

※
ユ

ー
ザ

に
対
す

る
座

位
保

持
装

置
の

取
扱

い
方

法
の

説
明

や
メ

ン
テ

ナ
ン
ス
、
接
触
面
の
衛
生
管
理
等
の
指
導
。

 

 

※
 
関
連
業
務

 

▪ 
製
作
に
必
要
な
個
人
情
報
（
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
家
族
構
成
、
身

体
状
況
、
住
宅
環
境
、
生
活
様
式
、
ユ
ー
ザ
の
希
望
、
連
携
可
能
な

関
係
医
療
機
関
等
）
の
収
集
、
情
報
カ
ー
ド
へ
の
記
載
、
保
管
、
管

理
業
務
。

 

 

                      陽
性
モ
デ
ル
や
ギ
ブ
ス
包
帯
を
用
い
な
い
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
計
測
に
よ
る
作
製
が
一
般
的

に
な
っ
て
い
る
た
め
。
 

             

                      J
A
W
S 

              

                      ◎
製
作
方
法
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

▪ 
初
期
段
階
で
、
ユ
ー
ザ
が
座
位
保
持
装
置
を
入
手
す
る
ま
で
の
流
れ

に
つ
い
て
説
明
す
る
。

 

▪ 
処
方
医
と
連
携
し
、
最
適
な
部
品
等
の
選
択
を
行
う
。

 

▪ 
座
位
保
持
装
置
の
引
渡
し
後
も
、
定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と

が
望
ま
し
い
こ
と
を
ユ
ー
ザ
に
ご
理
解
い
た
だ
く
。

 

※
 
事
務
室
、
工
作
室
が
必
要
で
あ
り
、
設
備
を
配
置
し
た
上
で
十
分
に
動
け
る
面
積
（
例
：
６
坪
以
上
）
が
あ
る
こ
と
。

 

※
 
設
備
欄
に
掲
げ
る
設
備
の
ほ
か
、
必
要
な
工
具
等
（
例
：
ボ
ー
ル
盤
、
ジ
グ
ソ
ー
、
エ
ア
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
、
電
動
ド
リ
ル
、

万
力
、
ハ
ン

ド
リ
ベ
ッ
タ
ー
、
ト
ル
ク
レ
ン
チ

、
パ
イ
プ
カ
ッ
タ
ー
、
ノ
ギ
ス

、
ウ
レ
タ
ン
カ
ッ
タ
ー
、
デ
ィ

ス
ク
グ
ラ
イ

ン
ダ
ー
等
）
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

 

 第
２

 
修
理
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
等
に
関
す
る
取
扱
い

 

 １
 
殻
構
造
義
肢

 

殻
構
造
義
肢
の
修
理
に
つ
い
て
は
、「

購
入
基
準
」
と
同
様
に
加
算
方
式
で
そ
の
合
算
し
た
額
の

10
0
分
の

10
3
に
相
当

す
る
額
を
上
限
と
し
、
次
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 

修
 
理
 
項
 
目

 
価

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
格

 

ア
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換

 
 

採
型

区
分

ご
と

の
基

本
価

格
又

は
複

製
価

格
に

ソ
ケ

ッ
ト

の
価

格
を

加

算
し
た
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

イ
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト

 

の
交
換

 

 
採

型
区

分
ご

と
の

ソ
ケ

ッ
ト

の
交

換
に

よ
り

付
随

す
る

価
格

又
は

単
独

の
場
合
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

ウ
 
 
支
持
部
の
交
換

 
 
交
換
し
た
支
持
部
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

エ
 

義
手

用
ハ

ー
ネ

ス
及

び

義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換

 

 
交

換
し

た
義

手
用

ハ
ー

ネ
ス

及
び

義
足

懸
垂

用
部

品
の

基
本

価
格

を
も

っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

オ
 
外
装
の
交
換

 
 
交
換
し
た
外
装
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

カ
 
 
完
成
用
部
品
の
交
換

 
 
完
成
用
部
品
の
交
換
に
係
る
基
本
価
格
に
、「

購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」

に
掲
げ
る
価
格
を
加
算
し
た
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

キ
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
調
整

 
 
断
端
の
変
化
に
対
し
ソ
ケ
ッ
ト
を
調
整
し
た
場
合
に
「
修
理
基
準
の
キ
の

ソ
ケ
ッ
ト
の
調
整
」
に
定
め
る
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

（
注
）
１

 
ア
又
は
ウ
の
修
理
で
完
成
用
部
品
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、「

購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」

に
掲
げ
る
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
２
 
ア
、
ウ
及
び
カ
の
修
理
に
つ
い
て
、
他
の
修
理
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
当
該
他
の
修
理

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

 

(
1
) 

ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換

 

ａ
 
基
本
価
格
及
び
複
製
価
格

 

⒜
 
基
本
価
格
は
、
採
寸
又
は
採
型
と
仮
歩
行
を
含
み
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
行
う
場
合
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

⒝
 
 複

製
価
格
は
、
使
用
中
の
義
足
か
ら
ソ
ケ
ッ
ト
を
復
元
し
、
仮
歩
行
を
含
む
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
行
う
場
合
の
価
格

で
あ
る
こ
と
。

 

⒞
 
上
記
⒜
又
は
⒝
の
工
程
に
よ
り
、
大
幅
に
支
持
部
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
支
持
部
の
使
用
材
料

ご
と
に
支
持
部
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

ｂ
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格

 

⒜
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
の
基
本
価
格
又
は
複
製
価
格
の
採
型
区
分
に
基
づ
き
使
用
材
料
ご
と
に
加
算
す

る
こ
と
。

 

 ⒝
 
 二

重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
採
型
区
分
ご
と
に
外
ソ
ケ
ッ
ト
と
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
使
用
材
料
ご
と
の
価
格
を
合

算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

 

⑵
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
交
換

 

ａ
 
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
に
付
随
す
る
場
合
の
価
格
と
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
行
う
時
に
付
属
的
に
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
を
製

作
す
る
場
合
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。

 

ｂ
 
単
独
の
場
合
の
価
格
と
は
、
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
交
換
の
み
を
行
う
場
合
で
あ
り
、
使
用
中
の
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト

か
ら
陽
性
モ
デ
ル
を
作
り
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
を
製
作
す
る
場
合
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
皮
革
、
皮
革
・
フ

ェ
ル
ト
の
材
料
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
陽
性
モ
デ
ル
を
作
ら
な
く
て
も
よ
い
こ
と
。

 

⑶
 
支
持
部
の
交
換

 

ａ
 
支
持
部
交
換
を
行
う
場
合
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
、
継
手
交
換
、
ア
ン
ク
ル
ブ
ロ
ッ
ク
交
換
、
幹
部
交
換
、
鉄
脚
交
換
、

高
さ
修
正
及
び
長
さ
修
正
等
の
修
理
に
お
い
て
支
持
部
に
手
を
加
え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
に
、
そ
の
修
理

箇
所
の
支
持
部
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

ｂ
 
支
持
部
交
換
に
伴
い
、
外
装
を
新
し
く
行
う
場
合
は
、
外
装
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
残
存
の
皮
革
を

使
用
す
る
場
合
は
、
外
装
を
加
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

 

ｃ
 
熱
可
塑
性
樹
脂
を
用
い
る
場
合
の
価
格
は
、
セ
ル
ロ
イ
ド
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

ｄ
 
幹
部
、
鉄
脚
及
び
足
部
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
第
１
の
１
の
殻
構
造
義
肢
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
。

 

⑷
 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換

 

ａ
 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換
は
、
当
該
基
本
価
格
に
購
入
基
準
の
使
用
部
品
価
格
を
加
算
す
る

こ
と
。

 

ｂ
 
修
理
項
目
の
中
で
購
入
基
準
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
修
理
に
つ
い
て
は
、
当
該
基
本
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す

る
こ
と
。

 

ｃ
 
金
具
部
品
交
換
の
基
本
価
格
に
は
、
美
錠
等
の
金
具
部
品
の
価
格
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

 

ｄ
 
義
足
用
股
吊
り
交
換
の
価
格
は
、
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

ｅ
 
軽
便
式
・
下
腿
義
足
常
用
普
通
用
の
懸
垂
用
膝
カ
フ
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
膝
カ
フ
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ

と
。

 

⑸
 
外
装
の
交
換

 

ａ
 
新
た
に
外
装
を
行
う
場
合
に
の
み
加
算
す
る
こ
と
。

 

ｂ
 
足
部
の
表
革
及
び
裏
革
の
交
換
に
つ
い
て
は
、
木
製
足
部
の
場
合
に
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
た
だ
し
、
職

業
上
・
生
活
環
境
等
に
よ
り
、
特
に
足
部
の
耐
久
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
木
製
足
部
以
外
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

の
足
部
に
も
表
革
及
び
裏
革
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

ｃ
 
リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、「

購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」
に
掲
げ
る
価
格
に
、「

修
理
基
準
の
オ
の

外
装
」
に
定
め
る
額
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

⑹
 
完
成
用
部
品
の
交
換

 

ａ
 
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
を
必
要
と
す
る
も
の

 

⒜
 
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
を
必
要
と
す
る
も
の
と
は
、
支
持
部
に
手
を
加
え
な
い
と
修
理
で
き
な
い
完
成
用
部
品
の
交

換
で
あ
る
こ
と
。

 

⒝
 
前
留
金
具
部
品
交
換
は
、
全
体
の
交
換
と
し
、
支
持
部
の
価
格
を
加
算
で
き
な
い
こ
と
。

 

⒞
 
溶
接
は
、
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
修
正
及
び
支
持
部
修
正
を
必
要
と
す
る
溶
接
で
あ
る
こ
と
。

 

⒟
 
外
装
を
必
要
と
す
る
修
理
は
、
外
装
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

ｂ
 
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
を
必
要
と
し
な
い
も
の

 

⒜
 
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
は
、
支
持
部
、
外
装
に
手
を
加
え
る
こ
と
な
く
修
理
が
で
き
る
完

成
用
部

品
の
交
換
で
あ
り
、

各
パ
ー
ツ

の
小
部
品
の
交
換
と

す
る
こ
と

。
た
だ
し

、
ネ
ジ
類

の
交
換
は

、
部
品
交

換
と
し
て
加
算
で
き
な
い
こ
と
。

 

⒝
 
溶
接
は
、
外
装
交
換
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
支
持
部
修
正
を
必
要
と
し
な
い
溶
接
で
あ
る
こ
と
。

 

⒞
 
吸
着
バ
ル
ブ
の
交
換
は
、
単
独
の
場
合
と
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
に
付
随
す
る
場
合
と
に
区
分
さ
れ
、
単
独
の
場
合
に
の

み
部
品
交
換
の
基
本
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

⒟
 
そ
の
他
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
を
必
要
と
す
る
も
の
以
外
の
修
理
で
あ
る
こ
と
。

 

 

２
 
骨
格
構
造
義
肢

 

骨
格
構
造
義
肢
の
修
理
に
要
す
る

費
用
の
額
の
算
定
等
に
つ
い
て
は
、
「
購
入
基
準
」
と
同
様
に
加
算
方
式
で
そ
の
合
算

し
た
額
の

1
00

分
の

1
03

に
相
当
す
る
額
を
上
限
と
し
、
次
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 

修
 
理
 
項
 
目

 
価

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
格

 

ア
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換

 
 

採
型

区
分

ご
と

の
基

本
価

格
又

は
複

製
価

格
に

ソ
ケ

ッ
ト

の
価

格
を

加

算
し
た
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

イ
 
 
ソ

フ
ト

イ
ン

サ
ー

ト
の

交
換

 

 
採

型
区

分
ご

と
の

ソ
ケ

ッ
ト

の
交

換
に

よ
り

付
随

す
る

価
格

又
は

単
独

の
場
合
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

ウ
 
 
支
持
部
の
交
換

 
 
交
換
し
た
支
持
部
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

エ
 

義
手

用
ハ

ー
ネ

ス
及

び

義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換

 

 
交

換
し

た
義

手
用

ハ
ー

ネ
ス

及
び

義
足

懸
垂

用
部

品
の

価
格

を
も

っ
て

修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

オ
 
外
装
の
交
換

 
 
交
換
し
た
外
装
の
価
格
に
、
完
成
用
部
品
の
外
装
用
部
品
を
加
算
し
た
額

を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

カ
 
 
完
成
用
部
品
の
交
換

 

 
使
用
部
品
ご
と
に
「
購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」
に
掲
げ
る
額
に
、

2
,5

0
0

円
を
加
算
し
た
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ス
ト
ッ
キ

ネ
ッ
ト
、
吸
着
バ
ル
ブ
、
懸
垂
ベ
ル
ト
、
Ｋ
Ｂ
Ｍ
ウ
ェ
ッ
ジ
、
断
端
袋
、
ラ

イ
ナ
ー
ロ
ッ
ク
ア
ダ
プ
タ
、
ラ
イ
ナ
ー
、
ラ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ス
ト
、
エ
ア

コ
ン

タ
ク

ト
キ

ッ
ト

及
び

エ
ア

パ
イ

ロ
ン

ポ
ン

プ
の

交
換

の
場

合
に

は
、

                                   部
品
と
し
て
本
体
か
ら
取
り
外
せ
な
い
部
品
が
あ
る
の
で
削
除
す
る
。

 

 

                                   義
肢
協
会

 

 

                                   ◎
項
目
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

「
購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」
に
掲
げ
る
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る

こ
と
。

 

キ
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
調
整

 
 
 
断
端
の
変
化
に
対
し
ソ
ケ
ッ
ト
を
調
整
し
た
場
合
に
「
修
理
基
準
の
キ
の

ソ
ケ
ッ
ト
の
調
整
」
に
定
め
る
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

（
注
）
１

 
ア
又
は
ウ
の
修
理
で
完
成
用
部
品
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、「

購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」

に
掲
げ
る
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
 
２
 
ア
、
ウ
又
は
カ
の
修
理
に
つ
い
て
、
他
の
修
理
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
当
該
他
の
修
理

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

 
 
 
３
 
外
装
の
交
換
は
、
フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
を
交
換
す
る
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

 

⑴
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換

 

ａ
 
基
本
価
格
及
び
複
製
価
格

 

⒜
 
基
本
価
格
は
、
採
寸
又
は
採
型
と
仮
歩
行
を
含
み
、
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
行
う
場
合
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。

 

⒝
 
 複

製
価
格
は
、
使
用
中
の
義
足
か
ら
ソ
ケ
ッ
ト
を
復
元
し
、
仮
歩
行
を
含
む
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
行
う
場
合
の
価
格

で
あ
る
こ
と
。

 

⒞
 
上
記
⒜
又
は
⒝
の
工
程
に
よ
り
、
大
幅
に
支
持
部
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
当
該
支
持
部
の
使
用
材
料

ご
と
に
支
持
部
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

ｂ
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格

 

⒜
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
の
基
本
価
格
又
は
複
製
価
格
の
採
型
区
分
に
基
づ
き
使
用
材
料
ご
と
に
加
算
す

る
こ
と
。

 

⒝
 
 二

重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
採
型
区
分
ご
と
に
外
ソ
ケ
ッ
ト
と
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
使
用
材
料
ご
と
の
価
格
を
合

算
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

 

⑵
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
交
換

 

ａ
 
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
に
付
随
す
る
場
合
の
価
格
と
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
行
う
時
に
付
属
的
に
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
を
製

作
す
る
場
合
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。

 

ｂ
 
単
独
の
場
合
の
価
格
と
は
、
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
交
換
の
み
を
行
う
場
合
で
あ
り
、
使
用
中
の
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト

か
ら
陽
性
モ
デ
ル
を
作
り
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
を
製
作
す
る
場
合
の
価
格
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
皮
革
、
皮
革
・
フ

ェ
ル
ト
の
材
料
を
使
用
す
る
場
合
に
は
、
陽
性
モ
デ
ル
の
製
作
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

⑶
 
支
持
部
の
交
換

 

支
持
部
交
換
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
行
う
場
合
に
の
み
加
算
す
る
こ
と
。

 

⑷
 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換

 

義
手
用

ハ
ー

ネ
ス
及

び
義

足
懸
垂

用
部

品
の

交
換
の

取
扱

い
に
つ

い
て

は
、

第
１
の

１
の

殻
構
造

義
肢

に
準

ず
る
こ

と
。
 

⑸
 
外
装
の
交
換

 

ａ
 
フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
の
交
換
を
行
う
場
合
に
の
み
加
算
す
る
こ
と
。

 

ｂ
 
リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、「

購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」
に
掲
げ
る
価
格
に
、「

修
理
基
準
の
オ
の

外
装
の
交
換
」
に
定
め
る
額
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

⑹
 
完
成
用
部
品
の
交
換
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
、
吸
着
バ
ル
ブ
、
エ
ア
パ
イ
ロ
ン
ポ
ン
プ
等
の
交
換
及
び
断
端
袋
の
購
入
（
交
換
を
含
む
。）

に
つ

い
て
は
、「

購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」
に
掲
げ
る
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 具
 

装
具
の
修
理
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
等
に
つ
い
て
は
、
「
購
入
基
準
」
と
同
様
に
加
算
方
式
で
そ
の
合
算
し
た
額
の

1
0
0
分
の

1
03

に
相
当
す
る
額
を
上
限
と
し
、
次
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 

修
 
理
 
項
 
目

 
価

 
 
 

 
 
 
格

 

ア
 
継
手
及
び
支
持
部
の
交
換

 

 
修

理
項

目
ご

と
に

「
購

入
基
準

の
製

作
要

素
価

格
」

に
掲

げ
る

価
格

に
、
「

修
理

基
準

の
ア

の
継

手
及

び
支

持
部

の
交

換
」

に
定

め
る

額
を

加
算

し
た
額

を
も

っ
て

修
理

価
格

と
す

る
こ
と
。

 

イ
 
 
完
成
用
部
品
の
交
換

 
 

修
理

項
目

ご
と

に
「

購
入

基
準

の
完

成
用

部
品

」
に

掲
げ

る
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

ウ
 
 
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
交
換

 

 
修
理
箇
所
ご
と
に

2
5
ｍ
ｍ
幅
の
も
の
及
び
、
3
0
ｍ
ｍ
幅
の

も
の

、
4
0
ｍ

ｍ
幅
の

も
の

、
5
0
ｍ

ｍ
幅
の

も
の
は

「
修
理

基

準
の

ウ
の

マ
ジ

ッ
ク

バ
ン

ド
の
交

換
」

に
定

め
る

額
と

す
る

こ
と

。
た

だ
し

、
裏

付
き

の
場
合

に
は

、
当

該
価

格
を

２
倍

し
た
額
を
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

エ
 
溶
接

 
 

修
理

箇
所

ご
と

に
「

修
理

基
準

の
エ

の
溶

接
」

に
定

め
る

額
と
す
る
こ
と
。

 

オ
 
 
そ
の
他
の
交
換
・
修
理

 
 

 
(ア

) 

 修
理

部
位

 

下
肢
装
具

 
足

底
革

交
換

又
は

足
底
ゴ
ム
交
換

 

 
修

理
項

目
ご

と
に

「
修

理
基

準
の

エ
の

そ
の

他
の

交

換
・
修
理
の

(
ア

)
の
修
理
部
位
」
に
定
め
る
額
と
す
る
こ

と
。

 

靴
型
装
具

 

本
底
交
換

 

足
底
挿
板
交
換

 

半
張
交
換

 

踵
交
換

 

積
上
交
換

 

底
張
か
け
交
換

 

フ
ァ
ス
ナ
ー
交
換

 

細
革
交
換

 

体
幹
装
具

 

硬
性
コ
ル
セ
ッ
ト

 

筋
金
交
換

 

軟
性
コ
ル
セ
ッ
ト

 

筋
金
交
換

 

 
(
イ
)
 
 
(
ア
)
以
外
の
部
位

 
 
修
理
項
目
ご
と
に
「
購
入
基
準
の
製
作
要
素
価
格
」
に

掲
げ
る
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

(注
) 
１

 
採
型
又
は
採
寸
を
必
要
と
す
る
修
理
に
つ
い
て
は
、「

購
入
基
準
の
ウ
の
基
本
価
格
」
に
掲
げ
る

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 

 
２

 
ア
又
は
オ
（
(イ

)に
係
る
も
の
に
限
る
。）

の
修
理
で
完
成
用
部
品
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、「

購

入
基
準
の
完
成
用
部
品
」
に
掲
げ
る
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 

 
３

 
靴
型
装
具
は
、
右
又
は
左
の
一
側
を
一
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

 
 

 
４

 
本
底
交
換
の
価
格
は
、
踵
部
品
の
価
格
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 

 
５

 
革
底
の
細
革
交
換
は
、
革
底
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

             マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
は

30
ｍ
ｍ
幅
、
4
0ｍ

ｍ
幅
の
も
の
が
あ
り
、
修
理
基
準
に
な
い
た
め
修
理
が
困
難
な
状

況
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
価
格
の
掲
載
が
必
要
で
あ
る
。

 

                       

             義
肢
協
会

 

                       

             ◎
項
目
の
修
正
・
追
加

 

◆
製

作
方

法
毎

の
価

格
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

 

完
成
用
部
品
の
交
換
に
お
い
て
、
２
つ
一
組
の
完
成
用
部
品
を
１
つ
用
い
る
修
理
の
場
合
は
、
「
購
入
基
準
の
完
成
用
部

品
」
に
掲
げ
る
価
格
に
対
し
て
１
／
２
を
乗
じ
た
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
標
準
靴
を
除
く
も
の
と

す
る
こ
と
。

 

 ４
 
座
位
保
持
装
置

 

座
位
保
持
装
置
の
修
理
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
等
に
つ
い
て
は
、
「
購
入
基
準
」
と
同
様
に
加
算
方
式
で
そ
の
合
算

し
た
額
の

1
0
0
分
の

1
0
3
に
相
当
す
る
額
を
上
限
と
し
、
次
に
よ
り
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

 

 

修
理

項
目

 
価

 
 

 
 

 
格

 

ア
 
支
持
部
の
交
換

 

 
「
購
入
基
準
の
エ
の
製
作
要
素
価
格
の

(ア
)の

支
持
部
」
に
掲
げ
る
価
格
に
、

「
修
理
基
準
の
ア
の
支
持
部
の
交
換
」
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
を
も
っ
て

修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

イ
 
支
持
部
の
調
整

 
寸

 
法
 
調
 
整
 

形
 
状
 
調
 
整
 

 

頭
 
 
部
 

上
 
腕

 
部
 

前
腕
・
手
部

 

体
 
幹

 
部
 

骨
盤
・
大
腿
部

 

下
 
腿

 
部
 

足
 
 
部
 

 
修
理
項
目
ご
と
に
「
修
理
基
準
の
イ
の
支
持
部
の
調
整
」
に
定
め
る
額
と
す

る
こ
と
。

 

 

ウ
 

支
持

部
の

連
結

、
連

結

角
度
調
整
用
部
品
の
交
換

 

 
修
理
項
目
ご
と
に
「
購
入
基
準
の
製
作
要
素
価
格
の
支
持
部
の
連
結
」
に
掲

げ
る
価
格
に
、「

修
理
基
準
の
ウ
の
支
持
部
の
連
結
、
連
結
角
度
調
整
用
部
品
の

交
換
」
に
定
め
る
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

エ
 
構
造
フ
レ
ー
ム
の
交
換

 

 
購
入
基
準
の
製
作
要
素
価
格
の
構
造
フ
レ
ー
ム
に
掲
げ
る
基
本
価
格
に
、「

修

理
基
準
の
エ
の
構
造
フ
レ
ー
ム
の
交
換
」
に
定
め
る
額
を
加
算
し
た
額
を
も
っ

て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
と
し
て
の
機
能
を
付
加
し
た
場
合
は
、
当
該
機
能

の
み
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
の
修
理
基
準
に
準

ず
る
こ
と
。

 

オ
 
付
属
品
の
交
換

 
 
修
理
項
目
ご
と
に
「
購
入
基
準
の
製
作
要
素
価
格
の
付
属
品
」
に
掲
げ
る
価

格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

カ
 
調
節
機
構
の
交
換

 
 
修
理
項
目
ご
と
に
「
購
入
基
準
の
製
作
要
素
価
格
の
調
節
機
構
」
に
掲
げ
る

価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

キ
 

マ
ジ

ッ
ク

バ
ン

ド
の

交

換
 

 
2

5
m

m
幅
の
も
の
及
び

5
0
m

m
幅
の
も
の
は
「
修
理
基
準
の
キ
の
マ
ジ
ッ
ク

バ
ン
ド
の
交
換
」
に
定
め
る
額
と
し
、
裏
付
き
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
当

該
価
格
を
２
倍
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

 

ク
 
完
成
用
部
品
の
交
換

 
 
修
理
項
目
ご
と
に
「
購
入
基
準
の
完
成
用
部
品
」
に
掲
げ
る
価
格
を
も
っ
て

修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

（
注
）

 
採
寸
又
は
採
型
を
必
要
と
す
る
修
理
に
つ
い
て
は
、
「
購
入
基
準
の
ウ
の
基
本
価
格
」
に
掲
げ
る
価
格

を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

継
手
の
交
換
に
お
い
て
、
２
つ
一
組
の
義
肢
・
装
具
の
完
成
用
部
品
を
１
つ
用
い
る
場
合
は
、
「
購
入
基
準
の
殻
構
造
義

肢
の
完
成
用
部
品
」
、「

購
入
基
準
の
装
具
の
完
成
用
部
品
」
に
掲
げ
る
価
格
に
対
し
て
１
／
２
を
乗
じ
た
額
を
も
っ
て
修
理

価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 第
３

 
モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
車
椅
子
に
関
す
る
取
扱
い
 

 
モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
車
椅
子
と
は
、
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
立
て
る
こ
と
に
よ
り
製
作
で
き
、
完
成
後
の
微
調
整
機
能
を
有

す
る
も

の
と
す
る
。

一
方

、
「
レ
デ

ィ
ー
メ
イ
ド
品
」

と
は
成
長

や
状
態
の
変
化
に

対
応
し
た

部
品
の
選
択
・
交

換
や

各

部
の
調
整
（
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
の
高
さ
調
節
構
造
を
除
く
）
が
で
き
な
い
量
産
品
と
す
る
。

 

  
 
モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
の
車
椅
子
を
構
成
す
る
部
品
は
、
別
表
「
モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
車
椅
子
の
構
成
」
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
こ

と
。
 

 別
表
 

モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
車
椅
子
の
構
成
 

 

名
 
 
称
 

構
成
内
容

 
構

 
成
 
部
 
品
 

フ
レ
ー
ム

 
サ
イ
ド
フ
レ
ー
ム

 
サ
イ
ド
ベ
ー
ス
フ
レ
ー
ム
，
サ
イ
ド
拡
張
フ
レ
ー
ム
（
一
体

型
も
同
じ
）

 

ク
ロ
ス
フ
レ
ー
ム

 
折
り
た
た
み
フ
レ
ー
ム
（
固
定
連
結
フ
レ
ー
ム
も
含
む
）

 

身
体
支
持
ユ
ニ
ッ
ト

 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト

 
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
，

 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ

 

座
 

座
布
（
座
シ
ー
ト
も
同
じ
）

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト

 
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
，
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
取
付
部
品
，
サ
イ
ド

ガ
ー
ド

 

フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト

 

フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
（
フ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
（
パ
イ
プ
状
プ
レ
ー

ト
も
同
じ
），

ス
テ
ッ
プ
ポ
ス
ト
を
含
む
），

レ
ッ
グ
サ
ポ
ー

ト
 

大
車
輪

 
駆
動
輪

 
ハ
ブ
取
付
部
品
，
ハ
ブ
，
ハ
ブ
軸
，
ス
ポ
ー
ク
，
リ
ム
，
タ

イ
ヤ
，
チ
ュ
ー
ブ
，
ハ
ン
ド
リ
ム

 

キ
ャ
ス
タ
ー

 
キ
ャ
ス
タ
ー

 

キ
ャ
ス
タ
ー
（
キ
ャ
ス
タ
ー
フ
ォ
ー
ク
，
キ
ャ
ス
タ
ー
ス
テ

ム
，
キ
ャ
ス
タ
ー
取
付
部
品
，
キ
ャ
ス
タ
ー
ホ
イ
ー
ル
，
キ

ャ
ス
タ
ー
タ
イ
ヤ
を
含
む
）

 

ブ
レ
ー
キ

 
ブ
レ
ー
キ

 
ブ
レ
ー
キ
，
ブ
レ
ー
キ
取
付
部
品

 

  

  

     モ
ジ
ュ
ラ
ー
方
式
の
定
義
が
無
い
の
で
、
判
断
が
煩
雑
に
な
っ
て
い
る
。
 

Q
＆
A
に
添
っ
て
定
義
し
た
文
章
を
追
記
し
た
も
の
。
 

                              

     J
A
W
S 

                               

     ○
定
義
の
修
正
・
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

第
４

 
車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
に
関
す
る
取
扱
い
 

 車
椅
子
及
び
電
動
車
椅
子
に
、
障
害
状
況
等
に
応
じ
た
部
品
等
を
追
加
す
る
場
合
の
対
象
者
例
及
び
構
造
は
次
の
と
お
り
。

 

項
 
目
 

１
台
分

又
は
 

１
個
分
 

対
 
象
 
者
 
例
 

構
 
造
 

ク
ッ
シ
ョ
ン
 

個
 

座
布
の
み
で
は
発
赤
や
痛
み
が
生
じ
る

場
合
で
、
シ
ー
ト
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
。

 

身
体
各
部
の
局
部
的
な
支
持
の
た
め
に

用
い
る
パ
ー
ツ
で
、
支
持
の
補
足
や
安
全

性
の
確
保
な
ど
の
目
的
で
必
要
な
場
合
。
 

ウ
レ
タ
ン
等
を
主
材
料
と
す
る
。
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
（

ウ
レ

タ
ン

フ
ォ

ー
ム

多
層

構
造
の
も
の
）
 

個
 

座
布
や
背
布
の
み
で
は
発
赤
や
痛
み
が

生
じ
る
場
合
で
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
確
保

す
る
こ
と
が
適
切
な
場
合
。
 

性
質
の
異
な
る
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
等

を
組
合
せ
た
も
の
。
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
(
ゲ

ル

と
ウ

レ
タ

ン
フ

ォ
ー

ム
の

組
み

合
わ

せ
の

も
の
)
 

個
 

ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
で

は
発
赤
や
痛
み
が
生
じ
る
場
合
で
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
適
切
な

場
合
。

 

ゲ
ル
と
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
の
組
み
合

わ
せ
た
も
の
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
（

特
殊

な
空

気
室

構
造

の
も

の
）
 

個
 

褥
瘡
発
生
の
可
能
性
の
あ
る
場
合
。
 

空
気
層
を
構
造
の
中
に
組
み
入
れ
た
も

の
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
（

立
体

編
物
構
造
の
も
の
）
 

個
 

座
布
や
背
布
の
み
で
は
発
赤
や
痛
み
が

生
じ
る
場
合
で
、
通
気
性
を
有
し
た
も
の

で
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
確
保
す
る
こ
と
が

適
切
な
場
合
。
 

立
体
編
物
構
造
の
生
地
を
主
素
材
と
し

た
も
の

 

フ
ロ

ー
テ

ー
シ

ョ
ン

パ
ッ
ド
 

個
  

ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
で

は
発
赤
や
痛
み
が
生
じ
る
場
合
で
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
適
切
な

場
合
。

 

除
圧
効
果
の
高
い
素
材
を
使
用
し
た
も

の
。

 

  

ク
ッ

シ
ョ

ン
（

バ
ル

ブ
を

開
閉

す
る

だ
け

で
空

気
量

を
調

整
す

る
も
の
）
 

個
  

座
布
や
背
布
の
み
で
は
発
赤
や
痛
み
が

生
じ
る
場
合
で
、
空
気
層
を
有
し
た
も
の

で
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
確
保
す
る
こ
と
が

適
切
な
場
合
。
 

空
気
層
を
構
造
の
中
に
組
み
入
れ
た
も

の
 

  

背
ク
ッ
シ
ョ
ン
 

個
 

背
部
の
褥
瘡
危
険
性
が
あ
る
者
。
軽
度
の

座
位
困
難
性
が
あ
り
、
座
位
保
持
に
必
要

な
場
合
。
 

背
布
の
み
、
も
し
く
は
張
り
調
整
式
バ
ッ

ク
サ
ポ
ー
ト
で
、
発
赤
や
痛
み
が
生
じ
る

場
合
で
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
を
確
保
す
る
こ

と
が
必
要
な
場
合
。
 

ウ
レ
タ
ン
等
を
主
材
料
と
す
る
。
 

       ←
要
綱
に
説
明
文
が
無
か
っ
た
も
の
で
、
説
明
を
加
え
た
方
が
良
い
部
品
。
 

    ←
要
綱
に
説
明
文
が
無
か
っ
た
も
の
で
、
説
明
を
加
え
た
方
が
良
い
部
品
。
 

   ←
要
綱
に
説
明
文
が
無
か
っ
た
も
の
で
、
説
明
を
加
え
た
方
が
良
い
部
品
。
 

  ←
要
綱
に
説
明
文
が
無
か
っ
た
も
の
で
、
説
明
を
加
え
た
方
が
良
い
部
品
。
 

  ※
左
記
「
ク
ッ
シ
ョ
ン
（
立
体
編
物
素
材
の
も
の
）」

は
現
行
制
度
の
部
品
に
無
い
も
の
。

 

近
年
、
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
 

  ←
要
綱
に
説
明
文
が
無
か
っ
た
も
の
で
、
説
明
を
加
え
た
方
が
良
い
部
品
。
 

  ←
要
綱
に
説
明
文
が
無
か
っ
た
も
の
で
、
説
明
を
加
え
た
方
が
良
い
部
品
。
 

    ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
 

  

       J
A
W
S 

                             

       ●
項
目
の
修
正
・
追
加

 

    ●
項
目
の
修
正
・
追
加

 

   ●
項
目
の
修
正
・
追
加

 

  ●
項
目
の
修
正
・
追
加

 

  ●
項
目
の
修
正
・
追
加

 

   ●
項
目
の
修
正
・
追
加

 

  ●
項
目
の
修
正
・
追
加

 

    ○
対
象
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

特
殊

形
状

ク
ッ

シ
ョ

ン
（

骨
盤

・
大

腿
部

サ
ポ
ー
ト
）
 

個
 

座
位
保
持
が
困
難
で
臀
部
・
大
腿
形
状
に

沿
っ
た
形
状
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
必
要
な

者
。（

座
位
保
持
装
置
の
モ
ー
ル
ド
型
ま

で
は
必
要
な
い
者
。）

 

座
位
保
持
能
力
が
低
く
、
骨
盤
・
大
腿
部

の
形
状
に
沿
っ
た
形
状
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

に
て
、
骨
盤
・
大
腿
部
の
安
定
を
図
る
こ

と
が
必
要
な
場
合
 

ウ
レ
タ
ン
を
主
材
料
と
し
、
座
位
保
持

機
能
を
高
め
た
も
の
。
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
カ

バ
ー

（
防

水
・

給
水

加
工

を
施
し
た
も
の
）
 

個
 

失
禁
が
頻
回
等
の
理
由
か
ら
防
水
用
ク

ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
を
必
要
と
す
る
者
。
 

防
水
ま
た
は
、
吸
水
加
工
を
施
し
た
も

の
。
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
滑

り
止

め
部
品
 

台
 

足
こ
ぎ
操
作
や
、
移
乗
動
作
に
よ
り
ク
ッ

シ
ョ
ン
の
ズ
レ
が
頻
繁
に
生
ず
る
者
。
 

身
体
の
動
き
や
、
移
乗
動
作
に
よ
り
ク
ッ

シ
ョ

ン
の

ズ
レ

を
防

止
す

る
必

要
が

有

る
場
合
 

座
面
に
ベ
ル
ク
ロ
や
滑
り
止
め
効
果
の

あ
る
素
材
を
縫
製
し
た
も
の
。
 

延
長
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー

ト
 

台
 

体
幹
の
筋
力
低
下
に
よ
り
、
背
当
て
の
延

長
が
必
要
な
者
。
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
テ

ィ
ル
ト
機
構
を
有
す
る
車
椅
子
に
は
必

要
。
 

体
幹
の
支
持
性
が
弱
い
、
も
し
く
は
安
全

確
保
の
た
め
に
背
当
て
の
延
長
が
必
要

な
者
。
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
テ
ィ
ル
ト
機

構
を
有
す
る
車
い
す
等
に
必
要
。
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
を
延
長
し
、

背
当
て
シ
ー
ト
を
張
っ
た
タ
イ
プ
。
枕

を
含
ま
な
い
。
 

枕
（
オ
ー
ダ
ー
）
 

台
 

体
幹
筋
、
頭
部
筋
の
麻
痺
等
に
よ
り
頭
部

の
位
置
を
微
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
者
。
 

頭
部
・
体
幹
部
の
支
持
性
が
低
く
、
頭
部

の
位
置
な
ら
び
に
頭
頸
部
の
支
持
に
個

別
の
設
定
を
要
す
る
場
合
。
 

利
用
者
の
頭
頸
部
に
適
合
さ
せ
た
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
の
枕
。
カ
バ
ー
含
む
。（

レ

デ
ィ
メ
イ
ド
（
カ
バ
ー
含
む
）
の
価
格

は
５
０
％
）
 

張
り

調
整

式
バ

ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
 

台
 

体
幹

の
筋

力
低

下
や

脊
柱

変
形

等
に

よ

り
、
一
枚
も
の
の
背
当
て
シ
ー
ト
で
は
座

位
の
安
定
性
確
保
が
困
難
な
者
。
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
間
に
５
㎝
幅

程
度
の
ベ
ル
ト
を
数
本
張
り
、
ク
ッ
シ

ョ
ン
入
り
カ
バ
ー
で
覆
う
調
節
で
き
る

構
造
。（

背
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
同
時
加
算
は

不
可
。）

 

高
さ

調
整

式
バ

ッ
ク

サ
ポ
ー
ト
 

台
 

成
長
期
の
児
童
。
最
初
の
１
台
目
の
車
椅

子
で
、
使
用
の
慣
れ
等
に
よ
り
背
当
て
高

さ
変
更
が
あ
り
得
る
者
。
 

成
長
期
の
児
童
の
成
長
対
応
な
ら
び
に
、

使
用

状
況

や
障

害
状

況
の

変
化

に
よ

っ

て
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

の
高

さ
変

更
が

必

要
な
場
合
。
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
の
長
さ
が
可

変
で
き
る
構
造
。
 

       ←
吸
水
素
材
を
使
用
し
た
も
の
が
普
及
し
て
い
る
た
め
 

  ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
 

     ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
 

   

 

  ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
 

   ←
修
理
の
際
、
ベ
ル
ト
ご
と
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
併
給
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
 

    ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
 

   

J
A
W
S 

                                    

○
対
象
の
修
正

 

      ◎
素
材
の
修
正
・
追
加

 

  ○
対
象
の
修
正

 

     ○
対
象
の
修
正

 

     ○
対
象
の
修
正

 

    ○
製
作
方
法
の
修
正

 

    ○
対
象
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

後
彎

対
応

調
整

式
バ

ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
 

台
 

背
張

り
調

整
の

み
で

は
対

応
で

き
な

い

場
合
（
高
度
後
彎
の
場
合
等
）
に
は
必
要
。

（
特
例
補
装
具
の
取
扱
い
）
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
の
途
中
に
角

度
可
変
部
品
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

構
造
。
 

骨
盤
サ
ポ
ー
ト
 

台
 

脊
柱

の
変

形
等

に
よ

り
骨

盤
部

を
支

持

す
る
必
要
が
あ
る
者
。
（
特
例
補
装
具
の

取
扱
い
）
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
の
骨
盤
部
に

部
品
が
取
り
付
け
ら
れ
、
張
り
調
整
が

可
能
な
ベ
ル
ト
を
通
し
て
い
る
構
造
。
 

背
折
れ
機
構
 

台
 

背
当
て
が
高
く
、
自
動
車
の
ト
ラ
ン
ク
等

へ
の

収
納

が
頻

繁
に

あ
る

場
合

等
に

必

要
。
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
の
途
中
か
ら

折
り
た
た
み
可
能
な
構
造
。
 

背
座

間
角

度
調

整
機

構
 

台
 

成
長
期
の
児
童
。
最
初
の
１
台
目
の
車
椅

子
で
、
使
用
の
慣
れ
等
に
よ
り
背
当
て
角

度
の
変
更
が
あ
り
得
る
者
。
 

股
関

節
に

お
け

る
可

動
域

制
限

や
脱

臼

な
ど
の
問
題
や
、
過
緊
張
の
抑
制
程
度
の

調
整
な
ど
の
理
由
、
な
ら
び
に
そ
の
他
の

障
害
状
況
の
変
化
な
ど
で
、
背
座
間
角
度

の
変
更
が
必
要
な
場
合
。
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
と
座
ベ
ー
ス

パ
イ
プ
の
交
点
付
近
に
角
度
可
変
部
品

を
取
り
付
け
た
構
造
。
 

高
さ

角
度

調
整

式
ア

ー
ム
サ
ポ
ー
ト
 

個
 

成
長

期
の

児
童

等
で

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト

の
高
さ
の
変
更
の
必
要
が
あ
る
者
。
上
肢

筋
力
低
下
、
可
動
域
制
限
等
に
よ
り
ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト
の

高
さ

調
整

を
要

す
る

者

で
、
か
つ
、
上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
テ

ィ
ル
ト
時
に
肘
が
落
ち
る
場
合
に
必
要
。
 

下
記
の
、
高
さ
調
整
式
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト

(
段

階
調

整
式

) 
と

 
角

度
調

整
式

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト
の

両
方

の
要

件
に

該
当

す

る
場
合
。
 

肘
を
乗
せ
る
部
分
が
上
下
に
可
動
（
複

数
の
穴
に
ネ
ジ
等
で
固
定
）
す
る
構
造
、

か
つ
、
肘
を
乗
せ
る
部
分
の
角
度
が
可

変
す
る
構
造
。
 

高
さ

調
整

式
ア

ー
ム

サ
ポ
ー
ト
（
段
階
調
整

式
）
 

個
 

成
長

期
の

児
童

等
で

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト

の
高
さ
の
変
更
の
必
要
が
あ
る
者
。
上
肢

筋
力
低
下
、
可
動
域
制
限
等
に
よ
り
ア
ー

ム
サ
ポ
ー
ト
の
高
さ
調
整
を
要
す
る
者
。
 

成
長
期
の
児
童
の
成
長
対
応
と
し
て
、
ア

ー
ム

サ
ポ

ー
ト

の
高

さ
の

変
更

の
必

要

が
あ
る
者
。
上
肢
筋
力
低
下
、
可
動
域
制

限
等

な
ら

び
に

使
用

状
況

や
障

害
状

況

の
変

化
に

よ
っ

て
ア

ー
ム

サ
ポ

ー
ト

の

高
さ
調
整
を
要
す
る
場
合
。
 

肘
を
乗
せ
る
部
分
が
上
下
に
可
動
（
複

数
の
穴
に
ネ
ジ
等
で
固
定
）
す
る
構
造
。 

角
度

調
整

式
ア

ー
ム

サ
ポ
ー
ト
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
テ
ィ
ル
ト
時
に

肘
が
落
ち
る
場
合
に
必
要
。
 

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト
な

ら
び

テ
ー

ブ
ル

の

角
度
の
変
更
が
あ
り
得
る
者
。
リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ
、
テ
ィ
ル
ト
操
作
に
伴
い
肘
が
落

ち
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
ア
ー
ム
サ
ポ

ー
ト

な
ら

び
テ

ー
ブ

ル
の

角
度

の
調

整

を
要
す
る
場
合
。
 

肘
を
乗
せ
る
部
分
の
角
度
が
可
変
す
る

構
造
。
 

           ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
 

     ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
 

        ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
 

       ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

  

           J
A
W
S 

                         

           ○
対
象
の
修
正

 

     ○
対
象
の
修
正

 

        ○
対
象
の
修
正

 

       ○
対
象
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

跳
ね

上
げ

式
ア

ー
ム

サ
ポ
ー
ト
 

個
 

移
乗
動
作
時
に
必
要
な
者
。
 

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト
な

ら
び

テ
ー

ブ
ル

使

用
場
面
と
、
車
椅
子
駆
動
操
作
場
面
と
の

使
用
状
況
の
違
い
か
ら
、
跳
ね
上
げ
機
構

を
必
要
と
す
る
者
。
 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
を
フ
レ
ー
ム
に
連
結

す
る
部
品
に
可
動
性
を
持
た
せ
跳
ね
上

げ
を
可
能
と
す
る
構
造
。
 

脱
着

式
ア

ー
ム

サ
ポ

ー
ト
 

個
 

移
乗
動
作
時
に
必
要
な
者
。
 

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト
な

ら
び

テ
ー

ブ
ル

使

用
場
面
と
、
車
椅
子
駆
動
操
作
場
面
と
の

使
用
状
況
の
違
い
か
ら
、
ア
ー
ム
サ
ポ
ー

ト
の

脱
着

機
構

又
は

収
納

機
構

を
必

要

と
す
る
場
合
。
 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
を
フ
レ
ー
ム
に
差
し

込
む
構
造
等
。
 

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト
拡

幅
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
肘
が
落
ち
や
す

い
者
。
 

使
用
状
況
や
障
害
状
況
か
ら
、
上
肢
に
よ

る
支

持
を

よ
り

的
確

に
行

う
為

な
ど

の

目
的

で
ア

ー
ム

サ
ポ

ー
ト

を
延

長
す

る

必
要
が
あ
る
者
 

肘
当
て
の
幅
を
６
㎝
以
上
の
幅
広
タ
イ

プ
と
し
た
も
の
。
 

ア
ー

ム
サ

ポ
ー

ト
延

長
 

個
 

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
時
に
肘
が
落
ち
る
者
。
 

使
用
状
況
や
障
害
状
況
か
ら
、
上
肢
に
よ

る
支

持
を

よ
り

的
確

に
行

う
為

な
ど

の

目
的

で
ア

ー
ム

サ
ポ

ー
ト

を
延

長
す

る

必
要
が
あ
る
者
 

肘
当
て
の
長
さ
を
後
方
に
延
長
し
た
も

の
。
 

脱
着

式
レ

ッ
グ

サ
ポ

ー
ト
 

個
 

足
こ
ぎ
が
主
な
操
作
手
段
の
者
。
移
乗
動

作
時
に
必
要
な
者
。
 

足
こ
ぎ
が
主
な
操
作
手
段
の
者
。
 

移
乗
動
作
時
に
必
要
な
者
。
 

自
動

車
の

ト
ラ

ン
ク

等
へ

の
収

納
に

脱

着
式
と
す
る
こ
と
が
必
要
な
者
。
 

フ
レ
ー
ム
パ
イ
プ
に
部
品
を
取
り
付

け
、
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
を
差
し
込
む
等

の
構
造
。
 

挙
上

式
レ

ッ
グ

サ
ポ

ー
ト
（
パ
ッ
ド
形
状
） 

個
 

膝
関
節
の
屈
曲
制
限
が
あ
る
者
。
 

膝
関
節
の
屈
曲
制
限
が
有
り
、
レ
ッ
グ
サ

ポ
ー

ト
を

適
切

な
角

度
に

設
定

し
て

下

肢
を
支
持
す
る
こ
と
が
必
要
な
者
。
 

下
肢
に
浮
腫
が
お
き
や
す
く
、
随
時
、
角

度
を
変
更
し
て
予
防
・
回
復
を
は
か
る
必

要
が
あ
る
者
。
 

歯
形
の
形
状
又
は
メ
カ
ニ
カ
ル
ロ
ッ
ク

で
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト

を
挙
上
で
き
る
構
造
。
 

開
閉

挙
上

式
レ

ッ
グ

サ
ポ
ー
ト
（
パ
ッ
ド
形

状
）
 

個
 

膝
関
節
の
屈
曲
制
限
が
あ
る
者
。
 

脱
着
式
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
の
要
件
に
該

当
し
、
か
つ
、
移
乗
動
作
時
等
に
開
閉
機

構
が
必
要
な
者
。
 

歯
形
の
形
状
又
は
メ
カ
ニ
カ
ル
ロ
ッ
ク

で
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト

を
挙
上
で
き
る
構
造
、
か
つ
、
フ
レ
ー

ム
パ
イ
プ
に
部
品
を
取
り
付
け
、
レ
ッ

グ
サ
ポ
ー
ト
を
差
し
込
む
等
の
構
造
。
 

開
閉

・
脱

着
式

レ
ッ

グ
サ
ポ
ー
ト
 

個
 

移
乗
動
作
時
に
必
要
な
者
。
 

脱
着

式
レ

ッ
グ

サ
ポ

ー
ト

の
要

件
に

該

当
し
、
か
つ
、
移
乗
動
作
時
等
に
開
閉
機

構
が
必
要
な
者
。
 

フ
レ
ー
ム
パ
イ
プ
に
部
品
を
取
り
付

け
、
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
を
差
し
込
む
等

の
構
造
。
 

フ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
前

後
・
角
度
・
左
右
調
整
 

個
 

成
長
期
の
児
童
。
足
関
節
の
可
動
域
制
限

が
あ
る
者
。
下
肢
装
具
を
つ
け
た
ま
ま
車

椅
子
に
乗
車
す
る
者
等
。
 

複
数
の
穴
を
持
つ
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
を

ク
ラ
ン
プ
で
挟
む
構
造
等
。
 

 ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

   ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

    ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

    ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

    ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

   ※
「
パ
ッ
ド
形
状
」
で
は
な
く
、
シ
ー
ト
の
も
の
も
あ
る
為
。
 

←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

   ※
「
パ
ッ
ド
形
状
」
で
は
な
く
、
シ
ー
ト
の
も
の
も
あ
る
為
。
 

←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

  ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

  ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

 J
A
W
S 

                                   

 ○
対
象
の
修
正

 

   ○
対
象
の
修
正

 

    ○
対
象
の
修
正

 

    ○
対
象
の
修
正

 

    ○
対
象
の
修
正

 

  ◎
素
材
の
修
正
・
追
加

 

○
対
象
の
修
正

 

    ◎
素
材
の
修
正
・
追
加

 

○
対
象
の
修
正

 

  ○
対
象
の
修
正

 

  ○
対
象
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

・
前
後
調
整
 
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
の
前
後

位
置
調
整
が
必
要
な
者
。
 

・
角
度
調
整
 
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
の
角
度

調
整
が
必
要
な
者
 

・
左
右
調
整
 
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
の
左
右

位
置
調
整
が
必
要
な
者
。
 

ヘ
ッ

ド
サ

ポ
ー

ト
ベ

ー
ス

（
マ

ル
チ

タ
イ

プ
）
 

台
 

体
幹
筋
、
頭
部
筋
の
麻
痺
等
に
よ
り
頭
部

の
位
置
を
微
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
者
。

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
テ
ィ
ル
ト
機
構
を
有

す
る
車
椅
子
に
は
必
要
。
 

頭
部
・
体
幹
部
の
支
持
性
が
低
く
、
頭
部

の
位

置
な

ら
び

に
頭

頸
部

の
支

持
を

微

調
節
す
る
必
要
が
あ
る
者
 

頭
頸
部
を
支
持
す
る
た
め
に
バ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
パ
イ
プ
に
取
り
付
け
ら
れ
る
ベ

ー
ス
部
品
。
高
さ
・
前
後
・
角
度
調
整

が
可
能
な
も
の
。
枕
を
含
む
。
 

座
張
り
調
整
機
構
 

台
 

成
長

期
の

児
童

で
座

の
奥

行
き

の
変

更

の
必
要
が
あ
る
者
。
下
肢
、
体
幹
筋
の
麻

痺
等

に
よ

り
座

面
を

調
整

す
る

必
要

が

あ
る
者
。
 

座
の
奥
行
き
の
変
更
の
必
要
が
あ
る
者
。

骨
盤
・
大
腿
部
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
変
更
・

調
整
の
必
要
が
あ
る
者
。
 

座
の
ベ
ー
ス
パ
イ
プ
間
に
５
㎝
幅
程
度

の
ベ
ル
ト
を
数
本
張
り
、
カ
バ
ー
で
覆

う
構
造
。
 

座
奥

行
き

調
整

(
ス

ラ
イ
ド
式
）
 

台
 

成
長

期
の

児
童

で
座

の
奥

行
き

の
変

更

の
必
要
が
あ
る
者
。
下
肢
、
体
幹
筋
の
麻

痺
等

に
よ

り
座

面
を

調
整

す
る

必
要

が

あ
る
者
。
 

長
期
の
児
童
の
成
長
対
応
な
ら
び
に
、
使

用
状

況
や

障
害

状
況

の
変

化
に

よ
っ

て

座
の
奥
行
き
の
変
更
が
あ
り
得
る
者
。
 

座
の
ベ
ー
ス
パ
イ
プ
の
長
さ
が
可
変
で

き
る
構
造
。
 

座
板
 

台
 

ス
リ

ン
グ

式
の

シ
ー

ト
で

は
座

位
保

持

が
困
難
な
者
。
 

フ
レ
ー
ム
構
造
と
し
て
、
座
板
が
適
当
で

あ
る
場
合
。
 

硬
度
が
高
い
板
。
材
質
は
木
材
又
は
樹

脂
。
 

延
長

用
ブ

レ
ー

キ
ア

ー
ム
 

個
 

片
麻
痺
者
の
麻
痺
側
等
に
必
要
。
 

障
害
状
況
か
ら
、
ブ
レ
ー
キ
に
手
が
届
か

な
い
も
し
く
は
、
筋
力
低
下
で
操
作
が
困

難
な
場
合
等
に
必
要
。
 

介
助
者
の
操
作
の
為
必
要
な
場
合
。
 

ネ
ジ
等
で
延
長
棒
を
取
り
付
け
る
構

造
。
 

ノ
ブ

付
き

ハ
ン

ド
リ

ム
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
駆
動
に
ノ
ブ
が

必
要
な
者
。
 

駆
動
に
ノ
ブ
が
必
要
な
者
。
 

ハ
ン
ド
リ
ム
に
複
数
の
ノ
ブ
を
溶
接
し

た
構
造
。
 

車
軸
位
置
調
整
 

台
 

成
長

期
の

児
童

で
車

軸
の

位
置

の
変

更

の
必
要
が
あ
る
者
。
最
初
の
一
台
目
の
車

椅
子

の
場

合
等

で
購

入
後

に
車

軸
位

置

の
変
更
が
あ
り
得
る
者
. 

身
体
状
況
や
障
害
状
況
の
変
化
か
ら
、
操

作
性

お
よ

び
後

方
安

定
性

の
面

か
ら

車

軸
の
位
置
の
変
更
・
調
整
の
必
要
が
予
見

さ
れ
る
者
。
 

車
軸
取
り
付
け
位
置
を
複
数
の
穴
又
は

ス
ラ
イ
ド
可
能
な
プ
レ
ー
ト
等
で
調
整

可
能
な
構
造
。
 

      ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

     ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

     ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

    ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

  ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

   ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

   ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

  

      J
A
W
S 

                              

      ○
対
象
の
修
正

 

     ○
対
象
の
修
正

 

     ○
対
象
の
修
正

 

    ○
対
象
の
修
正

 

   ○
対
象
の
修
正

 

   ○
対
象
の
修
正

 

   ○
対
象
の
修
正

 

 

180



  

＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

大
車

輪
脱

着
ハ

ブ

（
ク

イ
ッ

ク
リ

リ
ー

ス
）
 

個
 

車
載
な
ど
の
際
、
簡
単
に
取
り
外
せ
る
こ

と
で
車
椅
子
を
小
さ
く
、
ま
た
持
ち
運
び

や
す
く
す
る
た
め
。
車
軸
位
置
調
整
構
造

の
際
必
要
。
 

車
輪
中
心
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ

り
脱
着
可
能
な
構
造
。
 

ノ
ー

パ
ン

ク
タ

イ
ヤ

（
車
椅
子
用
）
 

個
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
希
望
す
る
者
。
 
ハ
イ
ポ
リ
マ
ー
製
の
も
の
又
は
こ
れ
に

準
ず
る
も
の
。
 

転
倒

防
止

装
置

（
キ

ャ
ス

タ
ー

付
き

折
り

た
た
み
式
）
 

個
 

頻
繁
に
段
差
を
介
助
す
る
際
等
に
必
要
。
 
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
折
り
た
た
み
可
能
な
構

造
。
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
。
 

ガ
ス
ダ
ン
パ
ー
 

個
 

使
用

者
の

体
重

が
重

い
場

合
の

テ
ィ

ル

ト
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
構
に
必
要
。
 

使
用
者
の
体
重
が
重
い
場
合
や
、
重
量
バ

ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
テ
ィ
ル
ト
や
、
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン
グ
の
操
作
が
困
難
な
場
合
 

ガ
ス
圧
式

の
ダ

ン
パ
ー

。
テ
ィ

ル
ト

機

構
等
に
取
り
付
け
。
 

幅
止
め
 

個
 

体
重

が
重

い
方

等
で

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト

パ
イ
プ
等
の
た
わ
み
防
止
に
必
要
な
者
 

体
重
が
重
い
方
、
緊
張
の
強
い
方
等
で
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

パ
イ

プ
等

の
た

わ
み

防

止
に
必
要
な
者
。
張
り
調
整
式
バ
ッ
ク
サ

ポ
ー
ト
と
す
る
場
合
に
は
、
張
り
調
整
を

適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
。
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
、
テ
ィ
ル
ト
機
構
を
有
す
る
車
い
す

に
必
要
。
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
間
又
は
ベ
ー

ス
パ
イ
プ
間
の
芯
張
り
。
 

高
さ

調
整

式
手

押
し

ハ
ン
ド
ル
 

台
 

テ
ィ
ル
ト
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
時
に
介
助

す
る
場
合
に
必
要
。
 

複
数
の
介
助
者
を
対
象
に
、
手
押
し
ハ
ン

ド
ル

の
高

さ
を

変
え

る
必

要
が

あ
る

場

合
。
 

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
、
テ
ィ
ル
ト
機
構
を
有

す
る
車
い
す
で
、
手
押
し
ハ
ン
ド
ル
の
高

さ
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
場
合
。
 

収
納
時
に
必
要
な
場
合
。
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
に
沿
っ
て
押

し
手
が
ス
ラ
イ
ド
可
能
な
構
造
。
 

車
載

時
固

定
用

フ
ッ

ク
 

個
 

車
載
固
定
等
 

フ
ッ
ク
を
フ
レ
ー
ム
に
溶
接
さ
れ
た
構

造
等
。
４
個
ま
で
。
 

日
よ
け
（
雨
よ
け
）

部
品
 

  

個
     

雨
天
外
出
が
多
い
者
。
直
射
日
光
に
弱
い

者
。
傘
ホ
ル
ダ
ー
等

。（
雨
天
走
行
時
は

取
扱
説
明
書
の
注
意
事
項
を
参
照
す
る

こ
と
。）

 

直
射
日
光
に
よ
り
体
調
不
良
を
引
き
起

こ
す
者
。
雨
天
外
出
が
多
い
者
。
紫
外
線

を
避
け
る
必
要
が
あ
る
者
。
リ
ク
ラ
イ
ニ

ン
グ
、
テ
ィ
ル
ト
操
作
時
に
視
線
が
上
向

傘
の
持
ち
手
を
挟
ん
で
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー

ト
パ
イ
プ
等
に
取
り
付
け
る
構
造
の
も

の
や
、
車
椅
子
の
フ
レ
ー
ム
に
取
り
付

け
る
も
の
。
 

  

         ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

    ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

        ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

        ←
雨
よ
け
は
別
項
目
に
 

    

         J
A
W
S 

                           

         ○
対
象
の
修
正

 

    ○
対
象
の
修
正

 

        ○
対
象
の
修
正

 

       ○
対
象
の
修
正
・
追
加

 

○
分
類
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

き
に
な
り
、
日
光
が
直
接
目
に
当
た
る
場

合
 

雨
よ
け
部
品
 

 

個
  

雨
天
外
出
が
必
要
な
者
 

 

ポ
ン
チ
ョ
タ
イ
プ
や
、
 

日
よ
け
に
被
せ
て
使
用
す
る
も
の
等
 

６
輪
構
造
 

台
 

職
場
や
家
屋
が
狭
隘
な
場
合
 

職
場

や
家

屋
が

狭
隘

な
場

合
や

、
操

作

上
、
中
心
部
に
大
車
輪
を
配
置
す
る
こ
と

が
必
要
な
者
 

フ
レ
ー
ム
中
心
部
に
大
車
輪
が
あ
り
、

後
輪
キ
ャ
ス
タ
ー
を
２
個
有
す
る
も

の
。
前
輪
キ
ャ
ス
タ
ー
上
げ
も
可
能
な

構
造
。
 

成
長

対
応

型
加

算

（
電
動
車
椅
子
）
 

台
 

成
長
期
の
児
童
、
そ
の
他
購
入
後
に
大
幅

な
変
更
が
見
込
ま
れ
る
者
等
。
 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
高
さ
、
座
奥
行
き
、

背
・
座
張
り
調
整
、
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト

前
後
調
整
、
そ
の
他
成
長
対
応
に
必
要

な
構
造
を
有
す
る
こ
と
。
 

痰
吸
引
器
搭
載
台
 

台
 

痰
吸
引
器
を
常
時
使
用
す
る
必
要
が
あ

る
者
。
 

車
椅
子
フ
レ
ー
ム
下
部
等
に
台
を
取
り

付
け
た
構
造
。
 

前
方

オ
フ

セ
ッ

ト
フ

レ
ー
ム
 

個
 

装
具

を
付

け
た

方
の

た
め

な
ど

通
常

の

フ
レ

ー
ム

で
は

他
の

福
祉

機
器

と
の

併

用
が
不
可
能
な
場
合
。
（
特
例
補
装
具
の

取
扱
い
）
 

レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
の
斜
め
パ
イ
プ
を
後

方
に
オ
フ
セ
ッ
ト
し
た
構
造
 

。
 

フ
レ
ー
ム
補
強
 

台
 

体
重
１
０
０
ｋ
ｇ
以
上
の
者
。
不
随
意
運

動
や

緊
張

が
激

し
い

者
な

ど
補

強
を

必

要
と
認
め
た
場
合
。
（
特
例
補
装
具
の
取

扱
い
）
 

三
角
プ
レ
ー
ト
等
を
溶
接
、
又
は
二
重

パ
イ
プ
に
す
る
等
、
強
度
を
高
め
る
構

造
。
 

背
パ
ッ
ド
座
パ
ッ
ド
 

個
 

軽
度
の
座
位
困
難
性
が
あ
り
、
保
持
に
必

要
な
場
合
。（

特
例
補
装
具
の
取
扱
い
と

し
、
価
格
は
座
位
保
持
装
置
の
付
属
品
を

参
考
と
す
る
。）

 

ウ
レ
タ
ン
等
を
主
材
料
と
し
、
背
当
て

や
座
ク
ッ
シ
ョ
ン
面
に
装
着
す
る
も

の
。
 

電
動

ス
イ

ン
グ

チ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
一
式
 

台
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
あ
ご
で
操
作
が
可
能
な

者
。
 

下
記
パ
ー
ツ
か
ら
構
成
さ
れ
た
構
造
。
 

（
パ

ー
ツ

）
パ

ワ
ー

ス
イ

ン
グ

チ
ン

ア
ー

ム
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
 

電
動
に
よ
り
可
動
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
取
り
付
け
ア
ー
ム
。
 

（
パ

ー
ツ

）
チ

ン
操

作
ボ
ッ
ク
ス
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
 

あ
ご
操
作
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
。
 

（
パ

ー
ツ

）
セ

レ
ク

タ
ー
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
 

走
行
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
等
の
操
作
切

り
替
え
用
の
ス
イ
ッ
チ
。
 

（
パ

ー
ツ

）
液

晶
モ

ニ
タ
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
 

操
作
切
り
替
え
の
状
況
等
を
表
示
す
る

た
め
の
液
晶
モ
ニ
タ
。
 

   ←
「
日
よ
け
」
と
「
雨
よ
け
」
は
別
の
も
の
な
の
で
、
区
別
し
た
扱
い
に
。
 

    ←
対
象
品
が
限
定
さ
れ
や
す
い
為
。
 

                            

                                     

   ●
分
類
の
修
正
・
追
加

 

    ○
対
象
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

（
パ

ー
ツ

）
頭

部
ス

イ
ッ
チ
・
取
付
金
具
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
 

頭
部
で
走
行
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
等
の

操
作
切
り
替
え
を
行
う
た
め
の
ス
イ
ッ

チ
と
フ
レ
ー
ム
に
取
り
付
け
る
た
め
の

金
具
。
 

手
動

ス
イ

ン
グ

チ
ン

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
一
式
 

台
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
ス
イ
ン
グ
ア
ー
ム
の
位

置
調
整
は
介
助
者
が
行
う
場
合
。
 

下
記
パ
ー
ツ
か
ら
構
成
さ
れ
た
構
造
。
 

（
パ

ー
ツ

）
手

動
ス

イ
ン
グ
チ
ン
ア
ー
ム
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
ス
イ
ン
グ
ア
ー
ム
の
位

置
調
整
は
介
助
者
が
行
う
場
合
。
 

手
動
に
よ
り
可
動
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

ー
取
り
付
け
ア
ー
ム
。
 

（
パ

ー
ツ

）
チ

ン
操

作
ボ
ッ
ク
ス
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
に
よ
り
、
上
肢
で
の
操
作

が
不
可
能
な
者
。
 

あ
ご
操
作
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク

ス
。
 

手
動

ス
イ

ン
グ

ア
ー

ム
 

個
 

上
肢
の
可
動
域
制
限
等
に
よ
り
、
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
位
置
が
、
身
体
の
中
央
に
な
る

よ
う
な
場
合
必
要
。
 

操
作
ボ
ッ
ク
ス
を
任
意
の
場
所
に
取
付

が
可
能
な
ア
ー
ム
。
 

多
様

入
力

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
非

常
停

止
ス

イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
）
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

非
常
停
止
ス
イ
ッ
チ
付
き
の
多
様
入
力

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
。
 

多
様

入
力

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
４

方
向

ス
イ

ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
）
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

十
字
配
列
型
の
４
ボ
タ
ン
。
 

多
様

入
力

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
４

方
向

ス
イ

ッ
チ
ボ
ー
ド
）
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

並
列
配
置
の
４
ボ
タ
ン
。
 

多
様

入
力

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
８

方
向

ス
イ

ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
）
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

円
形
配
置
の
８
ボ
タ
ン
。
 

多
様

入
力

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
８

方
向

ス
イ

ッ
チ
ボ
ー
ド
）
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

楕
円
形
配
置
の
８
ボ
タ
ン
。
 

多
様

入
力

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
小

型
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
ボ

ッ
ク

ス
）
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

小
型
の
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
。
 

多
様

入
力

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
フ

ォ
ー

ス
セ

ン
サ
）
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

フ
ォ
ー
ス
セ
ン
サ
内
蔵
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
。
 

多
様

入
力

コ
ン

ト
ロ

ー
ラ

（
足

用
ボ

ッ
ク

ス
）
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

足
指
や
足
底
で
の
操
作
に
耐
え
る
よ
う

耐
久
性
の
高
い
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
。
 

簡
易
１
入
力
一
式
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
入
力
装
置
が
必
要
な
者
。
 

ス
キ
ャ
ン
式
で
、
１
ボ
タ
ン
で
走
行
操

作
が
可
能
な
仕
様
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

延
長
式
ス
イ
ッ
チ
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
可
動
域
制
限
等
に
よ

り
、
ス
イ
ッ
チ
の
延
長
が
必
要
な
者
。
 

材
料
－
樹
脂
 

レ
バ

ー
ノ

ブ
各

種
形

状
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
不
随
意
運
動
等
に
よ

り
、
特
殊
な
ノ
ブ
が
必
要
な
者
。
 

材
料
－
樹
脂
 

感
度

調
整

式
ジ

ョ
イ

ス
テ
ィ
ッ
ク
 

台
 

上
肢
筋
力
低
下
や
病
状
進
行
等
に
よ
り
 

、
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
傾
倒
感
度
を
 

、
前
・
後
・
左
・
右
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
変

更
す
る
こ
と
が
必
要
な
者
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
に
よ
り
、
ジ
ョ
イ
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
傾
倒
感
度
を
、
前
・
後
・

左
・
右
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
変
更
調
整
が

可
能
な
も
の
。
 

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

の
バ
ネ
圧
変
更
 

台
 

上
肢
筋
力
低
下
等
に
よ
り
、
バ
ネ
圧
を
低

く
す
る
等
の
対
応
が
必
要
な
者
。
 

バ
ネ
の
変
更
に
よ
る
操
作
力
調
整
 

。
(弱

く
し
す
ぎ
る
と
事
故
に
つ
な
が
る

た
め
注
意
を
要
す
る
。
) 

前
輪

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン
グ
 

台
 

悪
路
で
の
使
用
が
多
い
場
合
。
不
随
意
運

動
等
に
よ
る
操
作
不
安
定
が
、
こ
れ
に
よ

り
解
消
す
る
場
合
。
 

前
輪
を
自
在
輪
と
せ
ず
、
電
動
で
操
作

す
る
構
造
の
も
の
。
 

前
輪

駆
動

後
輪

自
在

輪
式
 

台
 

悪
路
で
の
使
用
が
多
い
場
合
。
不
随
意
運

動
等
に
よ
る
操
作
不
安
定
が
、
こ
れ
に
よ

り
解
消
す
る
場
合
。
ベ
ッ
ド
、
机
等
へ
寄

り
付
き
や
す
く
な
る
場
合
等
。
 

前
輪
を
駆
動
輪
、
後
輪
を
自
在
輪
と
し

た
も
の
。
加
算
額
は
設
け
な
い
。
 

簡
易

型
電

動
装

置
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
ー
式
 

台
 

一
回
充
電
の
航
続
距
離
を
長
く
必
要
と
す

る
者
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
希
 

望
す
る
者
。
 

駆
動
方
式
と
し
て
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

ー
を
採
用
し
た
も
の
。
 

ノ
ー

パ
ン

ク
タ

イ
ヤ

（
電

動
車

椅
子

前

輪
）
 

個
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
希
望
す
る
者
。
 
ホ
イ
ー
ル
付
き
。
 

ノ
ー

パ
ン

ク
タ

イ
ヤ

（
電

動
車

椅
子

後

輪
）
 

個
 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
を
希
望
す
る
者
。
 
ホ
イ
ー
ル
付
き
。
 

手
動

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
装
置
交
換
 

台
 

手
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
式
電
動
車
椅
子
の

修
理
時
交
換
価
格
 

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
構
が
手
動
の
も

の
。
 

ス
イ

ッ
チ

ボ
ッ

ク
ス

別
箱
 

個
 

上
肢
筋
力
低
下
や
可
動
域
制
限
等
に
よ
り

ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
別
箱
で
必
要
と
す

る
場
合
は
特
例
対
応
。
 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
い

る
ス
イ
ッ
チ
を
別
箱
に
よ
り
任
意
の
場

所
に
取
り
付
け
る
構
造
。
 

         

                           ←
利
用
者
の
２
０
％
が
別
箱
を
必
要
と
し
て
い
る
（
今
仙
技
研
デ
ー
タ
）
の
で
、
特
例
→
修

理
項
目
へ
移
行
す
る
。
 

        

                           J
A
W
S 

         

                           ◎
適
用
範
囲
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞

 
◎
＝
短
期
的
課
題

 
 
○
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案

 
見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）

 
回
答
者
 

主
な
論
点

 

第
５

 
歩
行
器
に
関
す
る
取
扱
い
 

 

歩
行
器
の
う
ち
、
下
記
の
項
目
の
支
給
を
行
う
場
合
の
対
象
者
例
及
び
構
造
は
次
の
と
お
り
。

 

 

項
 
目
 

１
台
分

又
は
 

１
個
分
 

対
 
象
 
者
 
例
 

構
 
造
 

歩
行
器
（
後
方
支

持
型
）
 

台
 

前
方

支
持

型
の

も
の

で
は

歩
行

姿
勢
が

前
傾
し
や
す
い
者
で
あ
っ
て
、
後
方
支
持

型
で
あ
っ
て
も
転
倒
危
険
性
が
な
い
者
、

か
つ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
実
用
的
な
歩
行
が

可
能
と
な
る
者
。
 

基
本
構
造
は
四
輪
歩
行
器
（
腰
掛

け
な
し
）
に
準
じ
、
フ
レ
ー
ム
が

側
方
及
び
後
方
に
あ
り
、
上
肢
及

び
骨
盤
後
方
を
支
持
す
る
構
造
。
 

歩
行

器
（

サ
ド

ル
・
テ
ー
ブ
ル
付

き
の

も
の

又
は

胸
郭

支
持

具
若

し
く

は
骨

盤
支

持
具

付
き

の
も

の
）
 

台
 

成
長
期
の
児
童
等
で
、
上
肢
支
持
の
み
の

自
力
立
位
が
困
難
で
あ
る
が
、
臀
部
の
わ

ず
か

な
支

持
が

あ
れ

ば
実

用
歩

行
が

可
能
に
な
る
者
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
歩
行
器

の
握

り
を

把
持

す
る

こ
と
が
困

難
等

の
理

由
か

ら
テ

ー
ブ

ル
面

に
上
肢

を
支

持
す

る
こ

と
で

実
用

歩
行

が
可
能

に
な

る
者
。
 

基
本
構
造
は
四
輪
歩
行
器
（
腰
掛

け
な
し
）
に
準
じ
、
サ
ド
ル
・
テ

ー
ブ
ル
等
を
有
す
る
構
造
。
 

 

           ←
対
象
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
て
、
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め

 

 

           J
A
W
S 

     

           ○
対
象
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

（
４
）
購
入
基
準
結
果
取
り
纏
め

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

別
 
表

 

１
 
購

入
基

準
 

 
（
１
）

 義
肢

 ―
 
殻
構
造
義
肢

 

名
 

 称
 

型
 

 
 
式

 
使
用
材
料
・
部
品
及
び
工
作
法

 
価

 
 
 
格

 
備

 
 
 
考

 

上
腕
義
手

 
装

飾
用

 
 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
断
端
と

の
適
合
に

注
意
し
、

装
着
感
を

良
く

す
る
と
と

も
に
安
定

性
の
確
保

に
留
意
し

、
残
存
運

動
力
を
有
効
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

 

 
肩

吊
り
バ
ン

ド
は
、
使

用
中
容
易

に
変
形
し

な
い
織
物

を
用

い
、
腋
窩

部
に
不
快

感
、
疼
痛

、
皮
膚
の

損
傷
を
生

じ
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

 

イ
の

採
型

区
分

に

よ
る

ウ
の

基
本

価

格
に

エ
及

び
オ

の

そ
れ

ぞ
れ

使
用

す

る
材

料
・

部
品

の

価
格

を
合

算
し

た

額
と
す
る
こ
と
。

 

 

作
業

用
 
 
ソ

ケ
ッ
ト
の

工
作
及
び

幹
部
の
取

付
け
に
際

し
て
は
、

作
業

中
の
繰
返

し
荷
重
、

振
動
荷
重

、
衝
撃
に

耐
え
ら
れ

る
よ
う
留
意
し
、
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
装
飾
用
と
同
じ
。

 
 

能
 

 動
 

 式
 

 

ハ
 

ン
 

ド
 

型
 

手
 

部
 

付
 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
断
端
と

の
適
合
に

留
意
し
、

装
着
感
の

良
さ

、
安

定
性

、
運

動
の

伝
達

性
を

確
保

す
る

と
と

も

に
、
ト
ー
タ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
（
全
面
接
触
型

）
を
原
則
と

す
る
こ
と
。

 

 
コ

ン
ト
ロ
ー

ル
ケ
ー
ブ

ル
（
伝
導

索
）
は
、

可
撓
性
の

大
き

い
滑
ら
か

な
鋼
製
ケ

ー
ブ
ル
又

は
ナ
イ
ロ

ン
単
繊
維

を
ハ

ウ
ジ
ン
グ

（
ケ
ー
ブ

ル
鞘
）
と

と
も
に
用

い
、
摩
擦

に
よ

る
ケ
ー
ブ

ル
の
損
耗

と
力
の
伝

達
効
率
の

低
下
を
防

ぐ
こ
と
。

 

 
肩

吊
り
バ
ン

ド
は
、
肘

継
手
、
手

部
の
作
動

力
源
で
、

そ
の

適
合
は
コ

ン
ト
ロ
ー

ル
ケ
ー
ブ

ル
の
ア
ラ

イ
メ
ン
ト

と
と

も
に
義
手

の
機
能
を

左
右
す
る

こ
と
か
ら

適
合
と
取

付
け

に
細
心
の

注
意
を
払

い
、
ま
た

、
腋
窩
部

を
過
度
に

圧
迫
し
な
い
こ
と
。

 

 
肘

継
手
及
び

手
部
は
、

繰
返
し
使

用
に
対
し

機
能
の
低

下
を
来
た
さ
ず
信
頼
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

フ
 
手

 

ッ
 
部

 

ク
 
付

 

型
 

 
 

 
手

部
は
、
使

用
中
変
形

を
来
た
さ

ず
信
頼
性

の
高
い
も

の
で
あ
る
こ
と
。

 
 

 
そ
の
他
は
ハ
ン
ド
型
手
部
付
と
同
じ
。

 

 
筋

電
・

電
動

式
 
 

 

肩
義

手
 
 

 
 

 

 

装
飾

用
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
肩

継
手
は
、

可
動
で
外

転
式
、
屈

曲
－
伸
展

式
又
は
複

合
運

動
式
と
し

、
衣
服
の

損
耗
を
防

ぐ
た
め
に

突
起
部
の

な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
ハ

ー
ネ
ス
（

胸
郭
帯
）

は
、
義
手

を
肩
部
に

よ
く
落
ち

着
か

せ
る
よ
う

そ
の
取
付

位
置
を
注

意
し
て
選

び
、
着
脱

に
便
利
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
上
腕
義
手
装
飾
用
と
同
じ
。

 

 

作
業

用
 
 
肩
継
手
は
、
必
要
に
応
じ
固
定
で
き
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
上
腕
義
手
作
業
用
と
同
じ
。

 

能
 

動
 

式
 

普
 

通
 

用
 

 

ハ
 
手

 

ン
 
部

 

ド
 
付

 

型
 

 

 
肩
継
手
は
、
装
飾
用
と
同
じ
。

 

 
コ

ン
ト
ロ
ー

ル
ケ
ー
ブ

ル
の
取
付

け
に
は
そ

の
位
置
に

留
意

し
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル

ケ
ー
ブ
ル

に
引
張
力

が
働
く
と

き
肩
継
手
が
動
か
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

 
外

観
を
良
く

す
る
た
め

、
肩
幅
の

復
元
に
留

意
す
る
こ

と
。

 

 
そ
の
他
は
上
腕
義
手
能
動
式
と
同
じ
。

 

フ
 
手

 

ッ
 
部

 

ク
 
付

 

型
 

 
 

 
手

部
は
、
使

用
中
変
形

を
来
た
さ

ず
信
頼
性

の
高
い
も

の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
ハ
ン
ド
型
手
部
付
と
同
じ
。

 

能
 

動
 

式
 

肩
 

甲
 

鎖
 

骨
 

切
 

除
 

用
 

 

ハ
 
手

 

ン
 
部

 

ド
 
付

 

型
 

 
ソ

ケ
ッ
ト
の

支
持
性
を

増
す
た
め

、
反
対
側

の
肩
部
ま

で
ソ

ケ
ッ
ト
後

壁
部
を
延

長
す
る
等

特
別
の
配

慮
が
必
要

で
あ

る
と
と
も

に
、
疼
痛

、
不
快
感

の
な
い
よ

う
適
合
に

留
意
す
る
こ
と
。

 

 
肩

吊
り
バ
ン

ド
の
工
作

に
際
し
て

は
、
反
対

側
の
肩
運

動
を

有
効

に
利

用
す

る
た

め
運

動
量

増
幅

機
構

等
を

用

い
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ケ
ー
ブ
ル
の
ア
ラ
イ
メ

ン
ト
に
際
し

て
は
、
機
能
の
向
上
に
特
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
能
動
式
普
通
用
と
同
じ
。

 

フ
 
手

 

ッ
 
部

 

ク
 
付

 

型
 

 
 

 
手

部
は
、
使

用
中
変
形

を
来
た
さ

ず
信
頼
性

の
高
い
も

の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
ハ
ン
ド
型
手
部
付
と
同
じ
。

 

    今
後
筋
電
義
手
の
普
及
が
見
込
ま
れ
、
完
成
用
部
品
と
整
合
性
が
取
れ
な
い
た
め

 

                                

    義
肢
協
会

 

                                

    ○
分
類
の
追
加
・
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
筋

電
・

電
動

式
 
 

 

肘
義

手
 

 
 

 
 

装
飾

用
 
 
 

 
 
 
 

 
 
上
腕
義
手
装
飾
用
と
同
じ
。

 
 

作
業

用
 
 
幹
部
は
、
作
業
種
目
を
考
慮
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
上
腕
義
手
作
業
用
と
同
じ
。

 

能
動

式
 
 
 

 
 
 
 

 
 
上
腕
義
手
能
動
式
と
同
じ
。

 
 

 
筋

電
・

電
動

式
 
 

 

前
腕
義
手

 
装

飾
用

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
断
端
と

の
適
合
に

注
意
し
、

装
着
感
を

良
く

す
る
と
と

も
に
残
存

運
動
力
を

有
効
に
伝

え
る
よ
う

注
意
す
る
こ
と
。

 
 

 
切

断
面
に
回

旋
能
力
が

残
っ
て
い

な
い
場
合

に
は
、
手

継
手
部
で
回
旋
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

 

 

作
業

用
 
 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
必

要
に
応
じ

て
上
腕
カ

フ
（
締
革

）
に
ハ
ー

ネ
ス
を
付

け
る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
、

幹
部
及
び

肘
継
手
は

、
作
業
中

の
繰
返
し

荷
重

、
振
動
荷

重
、
衝
撃

荷
重
に
耐

え
ら
れ
る

よ
う
材
質

及
び
工
作
法
を
十
分
吟
味
す
る
こ
と
。

 

能
 

  動
 

  式
 

 

長
 
ハ

 

断
 
ン

 

端
 
ド

 

用
 
型

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
切
断
端

の
運
動
を

忠
実
に
伝

え
る
た
め

及
び

装
着
感
を

良
く
す
る

た
め
、
採

型
に
細
心

の
注
意
を

払
う

こ
と
。
ま

た
、
断
端

長
の
許
す

限
り
二
重

ソ
ケ
ッ
ト

を
原
則
と
す
る
こ
と
。

 

 
・

 
長
断
端

用
に
は
、

前
腕
の
回

内
外
運
動

を
で
き
る

だ
け
良
く

伝
え

る
よ
う

に
ソ
ケ
ッ

ト
先
端

部
の
適

合

に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
・

 
中
断
端
用

に
は
、
肘
の
屈
曲

 
－

 
伸
展
運

動
を
忠

実
に
伝
え

る
と

と
も
に

、
１
３
５

°
の
屈

曲
を
妨

げ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
・

 
短
断
端

用
に
は
、

ソ
ケ
ッ
ト

及
び
前
腕

部
が

別
個

に
動
く
構

造
、

い
わ
ゆ

る
ス
プ
リ

ッ
ト
ソ

ケ
ッ
ト

構

造
と
し
、

屈
曲

時
に
切

断
端
の
脱

落
を
防

止
す
る

た

長
 
フ

 

断
 
ッ

 

端
 
ク

 

用
 
型

 

中
 
ハ

 

断
 
ン

 

端
 
ド

 

用
 
型

 

中
 
フ

 

断
 
ッ

 

端
 
ク

 

用
 
型

 

今
後
筋
電
義
手
の
普
及
が
見
込
ま
れ
、
完
成
用
部
品
と
整
合
性
が
取
れ
な
い
た
め

 

    今
後
筋
電
義
手
の
普
及
が
見
込
ま
れ
、
完
成
用
部
品
と
整
合
性
が
取
れ
な
い
た
め

 

                               

義
肢
協
会

 

    義
肢
協
会

 

                               

○
分
類
の
追
加
・
修
正

 

    ○
分
類
の
追
加
・
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

短
 
ハ

 

断
 
ン

 

端
 
ド

 

用
 
型

 

め
、
ソ
ケ

ッ
ト

は
肘
頭

ま
で
包
含

す
る
構

造
と
す

る

こ
と
。

 

 
コ

ン
ト
ロ
ー

ル
ケ
ー
ブ

ル
は
、
可

撓
性
の
大

き
い
平
滑

な
鋼

製
ケ
ー
ブ

ル
又
は
ナ

イ
ロ
ン
単

繊
維
を
ハ

ウ
ジ
ン
グ

と
と

も
に
用
い

、
ケ
ー
ブ

ル
の
摩
擦

を
少
な
く

す
る
と
と

も
に

、
摩
耗
に

よ
る
ケ
ー

ブ
ル
の
損

傷
を
極
力

少
な
く
す

る
こ
と
。

 

 
肩

吊
り
バ
ン

ド
の
適
合

及
び
ア
ラ

イ
メ
ン
ト

は
、
コ
ン

ト
ロ

ー
ル
ケ
ー

ブ
ル
の
ア

ラ
イ
メ
ン

ト
と
と
も

に
能
動
義

手
の

機
能
を
左

右
す
る
こ

と
か
ら
、

適
合
と
取

付
け
に
は

特
に

留
意
し
、

腋
輪
は
、

腋
窩
部
の

疼
痛
、
不

快
感
、
皮

膚
の

損
傷
を
生

じ
な
い
よ

う
適
切
な

保
護
用
被

覆
を
行
う

こ
と
。

 
 

短
 
フ

 

断
 
ッ

 

端
 
ク

 

用
 
型

 

 

 
筋

電
・

電
動

式
 
 

 

手
義

手
 
 

 
 

 

 

装
飾

用
 
 
 

 
 
 
 

 
 
前
腕
義
手
装
飾
用
と
同
じ

 
 

作
業

用
 
 
 

 
 
 
 

 
 
前
腕
義
手
作
業
用
と
同
じ
。

 

能
動

式
 
 
 

 
 
 
 

 
 
前
腕
義
手
能
動
式
長
断
端
用
と
同
じ
。

 

筋
電

・
電

動
式

 
 

手
部
義
手

 

 

装
飾

用
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
手
袋
型
と
す
る
こ
と
。

 

 

作
業

用
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
手
部
又
は
前
腕
部
に
固
定
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

 
手
部
に
は
、
作
業
に
必
要
な
装
置
を
付
け
る
こ
と
。

 

筋
電

・
電

動
式

 
 

手
指
義
手

 

 

装
飾

用
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
キ
ャ
ッ
プ
式
又
は
手
袋
型
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
。

 

 

作
業

用
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
指
部
は
、
作
業
に
適
す
る
よ
う
形
成
す
る
こ
と
。

 
 

 

股
義

足
 
 

 
 

 

 

常
  
用

 

 

普
  
通

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

大
腿

短
断

端
を

含

む
。

 

            今
後
筋
電
義
手
の
普
及
が
見
込
ま
れ
、
完
成
用
部
品
と
整
合
性
が
取
れ
な
い
た
め

 

   今
後
筋
電
義
手
の
普
及
が
見
込
ま
れ
、
完
成
用
部
品
と
整
合
性
が
取
れ
な
い
た
め

 

         今
後
筋
電
義
手
の
普
及
が
見
込
ま
れ
、
完
成
用
部
品
と
整
合
性
が
取
れ
な
い
た
め

 

          

            義
肢
協
会

 

   義
肢
協
会

 

         義
肢
協
会

 

          

            ○
分
類
の
追
加
・
修
正

 

   ○
分
類
の
追
加
・
修
正

 

         ○
分
類
の
追
加
・
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
装
着
感

を
良
く
す

る
と
と
も

に
完
全
に

適
合

し
、
か
つ

、
腸
骨
稜

ま
で
収
納

す
る
こ
と

に
よ
り
、

義
足

を
懸
垂
す

る
よ
う
に

す
る
こ
と

。
革
ソ
ケ

ッ
ト
の
場

合
は

、
ソ
ケ
ッ

ト
の
内
側

を
牛
ク
ロ

ム
革
で
内

張
り
す
る

こ
と
。

 
 

 
回

転
台
付
の

場
合
、
皮

革
絞
り
の

ソ
ケ
ッ
ト

は
、
変
形

防
止

の
た

め
帯

鋼
で

補
強

枠
を

組
み

、
取

り
付

け
る

こ

と
。

 

 
大

腿
部
及
び

下
腿
部
は

、
木
製
内

部
の
水
分

を
一
定
に

保
つ
た
め
の
配
慮
を
必
要
と
す
る
こ
と
。

 
 

 
ア

ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
の

場
合
に
は

、
防
蝕
処

理
を
施
す

こ
と
。

 

 
運

動
部
分
の

継
手
に
つ

い
て
は
、

防
音
と
減

摩
に
十
分

留
意
す
る
こ
と
。

 
 

 

 
 カ

 

 
 ナ

 

 
 デ

 

 
 ィ

 

 
 ア

 

 
 ン

 

 
 式

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
義
足
の

懸
垂
、
体

重
支
持
及

び
運
動
性

を
確
保
す
る
こ
と
。

 

 
歩

容
に
重
要

な
影
響
を

及
ぼ
す
の

で
、
ア
ラ

イ
メ
ン
ト

は
特
に
精
密
に
決
定
す
る
こ
と
。

 

 
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
軸
位
調
整
装
置
）
を
用
い
て
必
ず
試

 

歩
行
を
行
う
こ
と
。

 

 
両
脚
の
歩
長
を
そ
ろ
え
る
た
め
、
股
屈
曲
角
制
限
装
置

 

を
取
り
付
け
る
こ
と
。

 

作
業

用
 
 
耐
水
性
及
び
防
蝕
性
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
足
部
を
除
き
、
常
用
普
通
と
同
じ
。

 

大
腿
義
足

 

 

常
用

 
 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
装
着
感

、
体
重
支

持
及
び
運

動
性
を
良

く
す

る
た
め
、

適
合
に
留

意
し
四
辺

型
ソ
ケ
ッ

ト
と
す
る

こ
と
。

 
 

 
ソ

フ
ト
イ
ン

サ
ー
ト
は

、
皮
革
、

軟
性
発
泡

樹
脂
等
の

い
ず

れ
で
も
よ

い
こ
と
。

た
だ
し
、

状
況
に
応

じ
て
ソ
フ

ト
イ
ン
サ
ー
ト
を
省
い
て
も
よ
い
こ
と
。

 

 
ア

ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
を

使
用
す
る

場
合
は
、

防
蝕
処
理

を
施
す
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

吸
着

式
常

用
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
切
断
端

の
解
剖
、

生
理
学
的

特
性
に
適

合
し

た
最

適
形

状
と

軽
度

の
圧

迫
に

よ
っ

て
、

体
重

支

持
、
懸
垂
力
を
生
じ
る
の
で
、
適
合
に
は
特

に
留
意
し
、

装
着

感
、
切
断

端
の
変
色

、
肉
の
盛

り
上
が
り

、
坐
骨
結

節
の
位
置
等
を
、
十
分
吟
味
す
る
こ
と
。

 
 

 
義

足
の

組
立

て
に

際
し

て
は

、
試

歩
行

に
よ

り
装

着
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

感
、

安
定
性
及

び
運
動
性

を
確
保
す

る
た
め
の

歩
行
分
析

を
行

い
、
ソ
ケ

ッ
ト
適
合

の
場
合
の

修
正
、
ア

ラ
イ
メ
ン

ト
の

調
整
を
行

い
、
正
常

歩
行
に
近

づ
け
る
よ

う
努
め
る

こ
と
。

 
 

 
膝

継
手

の
運

動
を

制
御

す
る

た
め

の
ブ

レ
ー

キ
装

置
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

は
、

そ
の
機
能

が
確
実
で

信
頼
性
の

あ
る
も
の

を
用
い
、

使
用

中
の
緩
み

、
か
じ
り

つ
き
の
な

い
も
の
を

用
い
る
こ

と
。

 

 
切

断
端
の
状

況
に
応
じ

て
、
懸
垂

補
助
、
歩

容
の
改
善

の
た

め
、
シ
レ

ジ
ア
バ
ン

ド
（
懸
垂

帯
）
を

用
い
て
も
よ

い
こ
と
。

 

 
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｈ
足

部
は
、
体

重
、
健
肢

の
足
の
寸

法
、
常
用

す
る

履
物
、
装

着
者
の
活

動
性
を
考

慮
し
て
、

適
切
な
寸

法
、

性
状

 
形

状
で

、
か

つ
、

信
頼

性
の

高
い

も
の

を
使

用
す
る
こ
と
。

 
 

 
切

断
端
の
状

況
の
許
す

限
り
、
ト

ー
タ
ル
コ

ン
タ
ク
ト

を
原

則
と
し
、

や
む
を
得

な
い
場
合

に
は
切
断

端
末
部
に

空
気
室
を
設
け
て
も
よ
い
こ
と
。

 

差
込

吸
着

式
を

含

む
。

 

 

作
業

用
 
 
耐
水
性
及
び
防
蝕
性
を
与
え
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も

 

に
、
十
分
な
強
度
を
も
た
せ
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
常
用
と
同
じ
。

 

 

膝
義

足
 

 
 

 
 

 

常
用

 
 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
の

適
合
に
は

綿
密
な
注

意
を
払
い

、
装
着
感

を
良
く
す
る
と
と
も
に
運
動
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

 

 
ソ

フ
ト

イ
ン

サ
ー

ト
は

、
必

ず
し

も
必

要
と

し
な

い
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

が
、
断
端
末
支
持
に
は
断
端
末
受
を
入
れ
る
こ
と
。

 

 
下

腿
部
に
強

化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を

用
い
る
場

合
は
、
変

形
を
防
止
す
る
よ
う
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

 

 

                     形
状
に
直
す

 

               

                     義
肢
協
会

 

               

                     ◎
誤
字
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
膝

継
手
が
遊

動
式
の
場

合
に
は
、

膝
関
節
の

運
動
を
コ

ン
ト

ロ
ー
ル
す

る
構
造
又

は
装
置
を

必
要
と
す

る
ほ
か
、

防
音
、
運
動
部
の
減
摩
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
膝

継
手
は
、

衣
服
の
損

耗
を
防
止

す
る
た
め

皮
革
で
包

む
こ
と
。

 

作
業

用
 
 
耐
水
性
及
び
防
蝕
性
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
足
部
を
除
き
、
常
用
に
同
じ
。

 

下
腿
義
足

 

 

常
  
用

 

 

普
  
通

 

（
軽

便

式
を

含

む
) 
 

 
ア
の
基
本
工
作
法
に
よ
り
、
エ
及
び
オ
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

 

必
要
な
材
料
・
部
品
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製
作
す

 

る
こ
と
。

 

 
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
体
重
支
持
と
義
足
の
運
動
性
の
た
め
、

 

採
型
に
特
に
留
意
す
る
こ
と
。

 
 

 
膝
継
手
軸
の
取
付
位
置
は
、
椅
座
時
の
快
さ
、
歩
行
時

 

の
ピ
ス
ト
ン
運
動
及
び
遊
脚
時
の
義
足
の
動
き
に
重
大
な

 

影
響
を
与
え
る
の
で
、
入
念
に
そ
の
位
置
を
決
定
す
る
こ

 

と
。

 

 
ア

ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
を

使
用
す
る

場
合
は
、

防
蝕
処
理

を
施
す
こ
と
。

 

 
大

腿
も
も
締

め
の
筋
金

は
、
歩
容

、
義
足
の

懸
垂
及
び

安
定

性
に
影
響

が
あ
る
の

で
、
筋
金

の
く
せ
と

り
、
長
さ

の
決

定
並
び
に

も
も
締
革

の
製
作
及

び
取
付
け

に
は
十
分

な
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

 
 

        

Ｐ
 

Ｔ
 

Ｂ
 

式
 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
は

、
体
重
支

持
、
安
定

性
及
び
運

動
性
を
良

く
す

る
た
め
、

適
合
に
留

意
し
、
カ

ッ
プ
リ
ン

グ
を
用
い

て
試
歩
行
を
行
っ
た
上
で
組
み
立
て
る
こ
と
。

 

 
精

密
な
適
合

に
よ
つ
て

ソ
ケ
ッ
ト

の
み
を
用

い
、
ソ
フ

ト
イ

ン
サ
ー
ト

を
省
い
て

も
よ
い
こ

と
。
そ
の

場
合
、
切

断
端
末
部
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
で
支
持
す
る
こ
と
。

 

 
外

装
は

、
強

化
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
仕

上
げ

と
す

る
こ

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

と
。

 

 
膝

カ
フ
を
皮

革
で
作
る

場
合
に
は

、
使
用
中

に
懸
垂
バ

ン
ド

が
伸
び
る

の
を
防
止

す
る
た
め

、
表
革
と

裏
打
と
の

間
に
伸
び
の
な
い
ベ
ル
ト
等
を
は
さ
む
こ
と
。

 

 
膝

継
手
金
具

及
び
大
腿

も
も
締
革

は
、
用
い

な
い
こ
と

を
原

則
と
す
る

が
、
切
断

端
の
状
況

に
よ
り
や

む
を
得
な

サ
イ

ム
切

断
を

含

む
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

い
場

合
は
、
膝

継
手
金
具

又
は
大
腿

も
も
締
革

を
用
い
て

も
よ
い
こ
と
。

 

 
適

合
判
定
は

、
試
歩
行

の
段
階
及

び
義
足
完

成
時
に
行

う
こ
と
。

 

                  

Ｐ
 

Ｔ
 

Ｓ
 

式
 

 

 
ソ

ケ
ッ
ト
上

部
の
適
合

に
は
、
細

心
の
注
意

を
払
い
、

特
に

膝
関
節
付

近
の
解
剖

学
的
構
造

に
よ
く
合

わ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
義
足
を
懸
垂
さ
せ
る
こ
と
。

 

 
採

型
後

ギ
プ

ス
ソ

ケ
ッ

ト
に

よ
っ

て
適

合
を

よ
く

吟
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

味
、
修
正
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
Ｐ
Ｔ
Ｂ
式
と
同
じ
。

 

Ｋ
 

Ｂ
 

Ｍ
 

式
 

 

 
義

足
の
懸
垂

は
、
内
顆

部
の
解
剖

学
的
構
造

に
よ
く
適

合
し

た
く
さ
び

又
は
Ｆ
Ａ

Ｊ
Ａ
Ｌ
の

方
法
に
よ

っ
て
行
わ

れ
、

膝
蓋
骨
部

は
露
出
す

る
た
め
、

特
に
採
型

時
及
び
仮

合
わ
せ
時
の
適
合
は
、
綿
密
に
吟
味
す
る
こ
と
。

 

 
膝

蓋
靭
帯
よ

り
上
部
の

ソ
ケ
ッ
ト

は
、
左
右

方
向
に
変

形
し

や
す
い
も

の
と
な
る

傾
向
が
あ

る
の
で
、

ソ
ケ
ッ
ト

形
成

に
際
し
て

は
、
補
強

材
の
種
類

、
量
、
樹

脂
の
強
度

を
十

分
吟
味
し

て
、
強
度

、
剛
性
を

減
少
さ
せ

ぬ
よ
う
留

意
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
Ｐ
Ｔ
Ｓ
式
と
同
じ
。

 

作
業

用
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
耐
水
性
及
び
防
蝕
性
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
常
用
普
通
と
同
じ
。

 

果
義

足
 

 
 

 
 

 

 
 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

  
義

足
の
懸
垂

は
、
切
断

端
の
形
状

を
利
用
し

、
ソ
ケ
ッ

ト
を

切
断

端
に

固
定

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

行
わ

れ
る

の
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

で
、
適
合
に
十
分
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
足

部
は
、
遊

動
足
部
又

は
Ｓ
Ａ
Ｃ

Ｈ
足
部
の

構
造
特
性

を
利
用
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 
特

に
ソ
ケ
ッ

ト
と
足
部

と
の
結
合

部
の
強
度

を
保
つ
よ

う
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

ピ
ロ

ゴ
フ

切
断

を

含
む
。

 

 

足
根
中
足

 

義
足

 
 

 

 

鋼
板

入
り

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
切

断
端
の
骨

突
出
部
を

損
傷
し
な

い
よ
う
ソ

ケ
ッ
ト
の

適
合
と
ソ
ケ
ッ
ト
構
造
に
特
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
足

底
は
、
鋼

板
、
ゴ
ム

ベ
ル
ト
等

を
挿
入
し

て
弾
性
と
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

強
度
を
も
た
せ
る
こ
と
。

 

 
足

の
形
態
の

復
元
の
た

め
、
ス
ポ

ン
ジ
で
形

成
し
、
足

底
は
牛
な
め
し
革
を
張
り
付
け
る
こ
と
。

 

        

足
袋

型
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
足

底
は

、
ゴ

ム
ベ

ル
ト

を
入

れ
足

部
の

変
形

を
防

止
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

し
、
か
つ
、
耐
久
性
を
増
加
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

 
断
端
か
ら
踵
ま
で
を
包
み
足
袋
型
と
す
る
こ
と
。

 

 
締
付
け
は
、
前
後
い
ず
れ
で
も
よ
い
こ
と
。

 

 
足
部
は
、
牛
な
め
し
革
を
張
り
付
け
る
こ
と
。

 

足
指
義
足

 

 

 
 
ア

の
基
本
工

作
法
に
よ

り
、
エ
及

び
オ
よ
り

そ
れ
ぞ
れ

必
要

な
材
料
・

部
品
を
選

択
し
、
組

み
合
わ
せ

て
製
作
す

る
こ
と
。

 

 
踵

部
に

ゴ
ム

バ
ン

ド
で

引
き

掛
け

、
又

は
足

袋
型

に

し
、
足
部
を
包
ん
で
装
着
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 
 

 

 
(注

)
  

１
 
義
手
の
作
業
用
に
付
け
る
手
先
用
具
は
、
３
個
を
範
囲
と
し
て
必
要
な
数
だ
け
オ
の
完
成
用
部
品
を
加
え
る
こ
と
。

 

２
 
手
先
用
具
の
取
付
部
は
、
ピ
ン
固
定
法
又
は
溝
固
定
法
に
よ
り
、
太
さ
は
９
ｍ
ｍ
と
す
る
こ
と
。

 
 

 
 

３
 
二
重
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
断
端
の
表
面
を
均
等
に
受
け
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
、
支
持
部
に
取
り
付
け
、
変
形
を
防
止
す
る

た

め
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

等
硬
質
の
材
料
を
使
用
す
る
こ

と
。
な
お
、
皮
膚
接
触
面
に
は

、
軟
性
の
材
料
を
付
加
す
る
こ

と
が
あ
る

こ
と
。

 

４
 
障
害
者
の
殻
構
造
義
肢
の
耐
用
年
数
は
、
カ
の
耐
用
年
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

５
 
障
害
児
の
殻
構
造
義
肢
の
使
用
年
数
は
、
キ
の
使
用
年
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
ア

 
基
本
工
作
法

 

工
 

 
 
 
 
程

 
作

 
 
 
業

 
 

 
の

 
 

 
内

 
 
 
容

 

 
(ア

)
  
断
端
の
観
察

 
 
 
断
端

の
表
面

の
状
況

、
関
節
の

運
動

機
能

（
屈

伸
、
内

転
、
外

転
等

）
の

状
況

並
び
に

肢
位
の

観
察
及
び
特
徴
の
把
握

 

 
(イ

)
  
採
寸
及
び
投
影
図
の

 

 
 

 作
成

  
 

 
 
情
報

カ
ー
ド

の
記
録

、
製
作
に

必
要

な
寸

法
及

び
角
度

の
測
定

並
び

に
記

録
並

び
に
投

影
図
の

作
成

 

 
(ウ

)
  
採

  
型

 
 
 
ギ
プ

ス
包
帯

法
に
よ

る
陰
性
モ

デ
ル

の
採

型
及

び
順
型

、
陽
性

モ
デ

ル
の

注
型

及
び
取

出
し
並

び
に
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正

 

 
(エ

)
  
適
合
の
チ
ェ
ッ
ク

 
 
 
チ
ェ

ッ
ク
ソ

ケ
ッ
ト

の
製
作
、

チ
ェ

ッ
ク

ソ
ケ

ッ
ト
に

よ
る
適

合
の

チ
ェ

ッ
ク

及
び
修

正
並
び

に
継
手
の
中
心
位
置
の
設
定

 

 
(オ

)
  
陽
性
モ
デ
ル
の
製
作

  

 

 
 チ

ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
へ
の
ギ
プ
ス
の
注
型
、
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正
、
表
面
の
仕
上
げ
及
び
乾
燥

 

 

 
(カ

)
  
ソ
ケ
ッ
ト
製
作

  
 
 
ス
ト

ッ
キ
ネ

ッ
ト
の

被
覆
、
強

化
材

の
付

加
、

Ｐ
Ｖ
Ａ

ス
リ
ー

ブ
の

被
覆

、
樹

脂
の
注

型
、
取

外
し
及
び
ソ
ケ
ッ
ト
ト
リ
ミ
ン
グ

 

 
(キ

)
  
支
持
部
材
の
外
形
の

 

 
 

 形
成
及
び
要
素
の
結
合

 

 
義

手
：

パ
ラ
フ

ィ
ン

、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

フ
ォ
ー

ム
ギ

プ
ス
等
に

よ
る
支

持
部
芯

材
外

形
の
形
成

及
び
要
素
の
結
合

 

 
義
足
：
股
継
手
、
膝
継
手
、
足
部
等
の
機
能
部
品
の
支
持
部
材
に
よ
る
結
合
及
び
足
部
の
調
整

 

 
(ク

)
  
組
立
て

 

 

 
義
手
：
継
手
等
各
部
の
組
合
せ
及
び
結
合
並
び
に
ハ
ー
ネ
ス
の
取
付
け

 

 
義

足
：

カ
ッ
プ

リ
ン

グ
の
取
付

け
、
ベ

ン
チ
ア

ラ
イ

メ
ン
ト
の

設
定
、

各
部
の

組
合

せ
及
び
結

合
、
懸
垂
装
置
の
取
付
け
並
び
に
角
度
調
整

 
 

 

 
(ケ

)
  
仮
合
わ
せ

 

 

 
義

手
：

ソ
ケ
ッ

ト
ト

リ
ミ
ン
グ

の
修
正

、
ハ
ー

ネ
ス

の
調
整
及

び
機
能

の
点
検

、
義

手
操
作
の

基
本
の
指
導
並
び
に
適
合
の
修
正

 

 
義

足
：

ア
ラ
イ

メ
ン

ト
の
修
正

、
適
合

の
点
検

及
び

修
正
、
各

部
の
機

能
の
点

検
並

び
に
起
立

及
び
歩
行
の
基
本
動
作
の
指
導

 

 
(コ

)
  
外
装
及
び
仕
上
げ

 

 

 
義
手
：
外
形
の
研
削
、
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
の
被
覆
及
び
ラ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

 

 
義

足
：

カ
ッ
プ

リ
ン

グ
の
取
外

し
、
外

形
の
形

成
、

内
部
余
肉

の
除
去

、
外
装

並
び

に
ソ
ケ
ッ

ト
の
適
合
及
び
機
能
の
最
終
点
検

 

 
(サ

)
  
適
合
検
査

 
 
 適

合
及
び
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
点
検
並
び
に
操
作
の
指
導
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
ウ

 
基
本
価
格

 

名
 

 
 称

 
採
型
区
分

 
型

 
 
 
式

 
価

 
 
格

 
円

 
備

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
考

 

義
手

用
 
 

 
 
 

 

                

Ａ
－
１

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
  

 
 

3
3,
4
00
 

 
 
  
 
  
 3

3,
4
00
 

 
 
  
 
  
 4

4,
5
00
 

肩
甲
胸
郭
間
切
断
用
は
、

1
3,
0
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

 

Ａ
－
２

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  
 3

5,
6
00
 

 
 
  
 
  
 3

5,
6
00
 

 
 
  
 
  
 4

1,
8
00
 

吸
着
式
は
、

2
5
,9
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
３

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  
 3

2,
5
00
 

 
 
  
 
  
 3

2,
5
00
 

 
 
  
 
  
 3

7,
6
00
 

吸
着
式
は
、

2
5
,9
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

有
窓
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
４

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  
 3

1,
5
00
 

 
 
  
 
  
 3

1,
5
00
 

 
 
  
 
  
 3

3,
1
00
 

顆
上
支
持
式
は
、

12
,
90
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

ス
プ
リ
ッ
ト
式
は
、

1
9,
40
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

吸
着
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
５

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  
 2

8,
6
00
 

 
 
  
 
  
 2

8,
6
00
 

 
 
  
 
  
 3

2,
6
00
 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

吸
着
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

顆
上
支
持
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

有
窓
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
６

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  
 1

1,
0
00
 

 
 
  
 
  
 1

1,
0
00
 

 
 
  
 
  
 1

6,
5
00
 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
７

 

 

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

 
 
  
 
  
  

8,
7
50
 

 
 
  
 
  
 1

2,
8
00
 

 

義
足

用
 
 

 
 
 

 

 

Ｂ
－
１

 

 

受
 

 
皿

 
 
式

 

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
式

 

 
 
  
 
  
 8

6,
3
00
 

 
 
  
 
  
 8

6,
3
00
 

片
側
骨
盤
切
断
用
は
、

1
7,
60
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 

Ｂ
－
２

 

 

差
 

 
込

 
 
式

 

ラ
 イ

 ナ
 ー

 式
 

吸
 

 
着

 
 
式

 

 
 
  
 
  
 5

4,
0
00
 

 
 
  
 
  
 9

7,
8
00
 

 
 
  
 
  

14
0,
8
00
 

短
断

端
切

断
用

キ
ッ

プ
シ

ャ
フ

ト
は

、
49
,
50
0
円

増
し

と
す

る
こ
と
。

 

Ｉ
Ｒ
Ｃ
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

5
4,
20
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
３

 

 

差
 

 
込

 
 
式

 

ラ
 イ

 ナ
 ー

 式
 

吸
 

 
着

 
 
式

 

 
 
  
 
  
 5

2,
3
00
 

 
 
  
 
  
 7

2,
4
00
 

 
 
  
 
  

11
5,
4
00
 

大
腿
支
柱
付
き
は
、

2
3,
80
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 

Ｂ
－
４

 

 

差
 

 
込

 
 
式

 

Ｐ
 
Ｔ

 
Ｂ

 
式

 

Ｐ
 
Ｔ

 
Ｓ

 
式

 

 
 
  
 
  
 4

0,
5
00
 

 
 
  
 
  
 6

3,
0
00
 

 
 
  
 
  
 7

8,
1
00
 

大
腿
支
柱
付
き
は
、

2
3,
80
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 
 

 

       義
足
の
ソ
ケ
ッ
ト
同
様
に
ソ
ケ
ッ
ト
の
形
状
の
違
い
で
採
型
、
モ
デ
ル
修
正
、
製
作
方

法
、
適
合
に
時
間
が
か
か
る
た
め
。

 

                            

       義
肢
協
会

 

                             

       ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

Ｋ
 
Ｂ

 
Ｍ

 
式

 
 
 
  
 
  
 8

0,
7
00
 

Ｂ
－
５

 

 

差
 

 
込

 
 
式

 

有
 

 
窓

 
 
式

 

 
 
  
 
  
 4

3,
2
00
 

 
 
  
 
  
 6

5,
1
00
 

 

Ｂ
－
６

 
 

 
 
  
 
  
 2

2,
6
00
 

 

Ｂ
－
７

 
 

 
 
  
 
  
 1

7,
4
00
 

 

 
(注

) １
 
顆
上
支
持
式
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
タ
イ
プ
及
び
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
タ
イ
プ
と
す
る
こ
と
。

 

２
 

ソ
フ
ト

イ
ン
サ

ー
ト

の
シ
リ

コ
ー

ン
又

は
、
完

成
用

部
品
の

ラ
イ

ナ
ー

を
使
用

し
て

仮
合
わ

せ
専

用
の

チ
ェ
ッ

ク
ソ

ケ
ッ

ト
を
用
い
る
場
合
に
限
り
、

4
4
,2
0
0 
円
加
算
で
き
る
こ
と
。

 

３
 

I
RC
ソ
ケ
ッ
ト
を
除
く
吸
着
式
、
顆
上
支
持
式
、
ス
プ
リ
ッ
ト
式
の
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
の
材
料
に
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

使
用
し
た
場
合
は
、

7,
5
00
円
加
算
で
き
る
こ
と
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
製
作
工
程
に
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
を
用
い
た
場
合

で
あ

っ
て
、

透
明
プ

ラ
ス
チ

ッ
ク

を
材

料
と

し
た
場

合
に
限

り
、

同
様

に
加

算
で
き

る
こ
と

。
な

お
、

上
記

２
と
の

併
用

加

算
は
で
き
な
い
こ
と
。

 

４
 
筋
電
義
手
で
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
を
使
用
し
た
場
合
は
、
○
円
加
算
で
き
る
こ
と
。

 

  
 
エ

 
製
作
要
素
価
格

 

 
 

 
 (
ア

) 
 ソ

ケ
ッ
ト

 

名
 

 
 
称

 
採
型
区
分

 
使

 
 
 
用

 
 

 
材

 
 

 
料

 
価

 
 
 格

 円
 

備
 

 
 
 
考

 

 
義

手
用

 
 

 
 

 

 

Ａ
－
１

 

   

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
 1

0,
80
0
 

 
 
  
 
  

8,
80
0 

 
 
  
 
 1

9,
80
0
 

 
 
  
 
  

5,
00
0 

 

Ａ
－
２

 

   

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
  

9,
55
0 

1
1
,6
0
0
 

 
 
  
 
 1

3,
60
0
 

 
 
  
 
  

6,
55
0 

 

Ａ
－
３

 

   

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
  

9,
55
0 

 
 
  
 
 1

2,
60
0
 

 
 
  
 
 1

3,
60
0
 

 
 
  
 
  

4,
65
0 

 

Ａ
－
４

 

   

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
  

8,
40
0 

 
 
  
 
 1

1,
50
0
 

 
 
  
 
 1

3,
30
0
 

 
 
  
 
  

4,
60
0 

 

Ａ
－
５

 

  

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
 1

0,
10
0
 

 
 
  
 
  

8,
70
0 

 
 
  
 
 1

2,
60
0
 

 

             電
極
位
置
の
設
定
な
ど
手
間
の
か
か
る
作
業
が
多
い
た
め
（
P1
2に

掲
載
さ
れ
た
場
合
は
不

要
）

 

                      

             義
肢
協
会

 

                       

             ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 
 
  
 
  

6,
60
0 

Ａ
－
６

 

   

セ
ル
ロ
イ
ド

 
 

 
 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
  

8,
25
0 

 
 
  
 
  

8,
45
0 

 
 
  
 
 1

0,
20
0
 

 
 
  
 
  

6,
40
0 

 

Ａ
－
７

 

  

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
  

3,
80
0 

 
 
  
 
  

3,
85
0 

 
 
  
 
  

3,
30
0 

 

 
義

足
用

 
 

 
 

 

 

Ｂ
－
１

 

  

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
 2

1,
40
0
 

 
 
  
 
 3

4,
80
0
 

 
 
  
 
 1

4,
70
0
 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
素

材
を

用
い

樹
脂

注
型

を
行

う
場

合
は

、
○

円
増

し
と

す
る

こ
と

。
 

Ｂ
－
２

 

     

木
 

 
 
 
製

 
 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

  

 
 
  
 
 4

7,
40
0
 

 
 
  
 
 1

4,
20
0
 

 
 
  
 
 1

8,
60
0
 

 
 
  
 
 2

7,
10
0
 

 
 
  
 
 1

5,
90
0
   

エ
ア

ク
ッ

シ
ョ

ン
ソ

ケ
ッ

ト
は
、

1
5
,
0
0
0
円

増

し
と
す
る
こ
と
。

 

二
重

式
ソ

ケ
ッ

ト
は

、
内

ソ
ケ

ッ
ト

の
使

用
材

料
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

素
材

を
用

い
樹

脂
注

型
を

行
う
場

合
は

、
1
6
,
2

0
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
３

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 

 
 
  
 
 1

4,
50
0
 

 
 
  
 
 2

4,
00
0
 

 
 
  
 
 4

0,
10
0
 

 
 
  
 
 1

8,
10
0
  

エ
ア

ク
ッ

シ
ョ

ン
ソ

ケ
ッ

ト
は
、

1
5
,
0
0
0
円

増

し
と
す
る
こ
と
。

 

二
重

式
ソ

ケ
ッ

ト
は

、
内

ソ
ケ

ッ
ト

の
使

用
材

料
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

素
材

を
用

い
樹

脂
注

型
を

行
う
場

合
は

、
1
6
,
0

0
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
４

 

      

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

   

 
 
  
 
 1

1,
40
0
 

 
 
  
 
 1

6,
90
0
 

 
 
  
 
 2

4,
60
0
 

 
 
  
 
 1

2,
80
0
    

エ
ア

ク
ッ

シ
ョ

ン
ソ

ケ
ッ

ト
は
、

1
3
,
6
0
0
円

増

し
と
す
る
こ
と
。

 

二
重

式
ソ

ケ
ッ

ト
は

、
内

ソ
ケ

ッ
ト

の
使

用
材

料
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

素
材

を
用

い
樹

脂
注

型
を

行
う
場

合
は

、
6
,
3
0

0
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
５

 

    

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 

 
 
  
 
 1

1,
80
0
 

 
 
  
 
 1

7,
20
0
 

 
 
  
 
 2

3,
30
0
 

 
 
  
 
 1

0,
10
0
  

エ
ア

ク
ッ

シ
ョ

ン
ソ

ケ
ッ

ト
は
、

1
2
,
5
0
0
円

増

し
と
す
る
こ
と
。

 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

素
材

を
用

い
樹

脂
注

型
を

行
う
場

合
は

、
8
,
8
0

0
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

        カ
ナ
ダ
式
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
作
に
お
い
て
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
強
度
を
増
し
軽
量
化
の
た
め
に
カ

ー
ボ
ン
素
材
を
使
用
す
る
の
で
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
の

必
要
量
は
大
腿
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
の
２
倍
の
量
が
必
要
で
あ
る
。

 

    カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
を
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
と
す
る
。
カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
は

筒
状
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
シ
－
ト
状
の
カ
ー
ボ
ン
素
材
も
使
用
し
て
い
る
た
め
に
名

称
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

 

                   

        義
肢
協
会

 

      義
肢
協
会

 

                     

        ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

     ◎
素
材
の
追
加
・
変
更

 

      ◎
素
材
の
追
加
・
変
更

 

      ◎
素
材
の
追
加
・
変
更

 

    ◎
素
材
の
追
加
・
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

Ｂ
－
６

 

    

セ
ル
ロ
イ
ド

 
 

 
 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 

 
 
  
 
 1

1,
70
0
 

 
 
  
 
 1

0,
10
0
 

 
 
  
 
 2

1,
50
0
 

 
 
  
 
  

9,
95
0  

エ
ア

ク
ッ

シ
ョ

ン
ソ

ケ
ッ

ト
は
、

1
1
,
8
0
0
円

増

し
と
す
る
こ
と
。

 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

素
材

を
用

い
樹

脂
注

型
を

行
う
場

合
は

、
5
,
4
0

0
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
７

 

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
  

8,
85
0 

 
 
  
 
 1

9,
60
0
 

 
 
  
 
  

9,
50
0 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
素

材
を

用
い

樹
脂

注
型

を
行

う
場

合
は

、
○

円
増

し
と

す
る

こ
と

。
 

 
 

 
 (
イ

) 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト

 

名
 

 
 
称

 
採
型
区
分

 
使

 
 用

 
 材

 
 料

 
価

 
 
格

 円
 

備
 

 
 
 
考

 

 
義

手
用

 
 

 
 

 

 

Ａ
－
１

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
 
  
 4

,3
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,4
5
0 

 
 
  
 
  
 7

,4
5
0 

 

Ａ
－
２

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
 
  
 3

,8
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,2
0
0 

 

Ａ
－
３

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
 
  
 3

,8
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,2
0
0 

 

Ａ
－
４

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
 
  
 3

,7
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 6

,9
5
0 

 

Ａ
－
５

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
  

 3
,7
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 6

,9
5
0 

 

Ａ
－
６

 

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 

 
義

足
用

 
 

 
 

 

 

Ｂ
－
１

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
 
  
 6

,4
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 9

,7
0
0 

 

     足
根
中
足
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
作
に
お
い
て
は
強
度
を
増
す
た
め
に
カ
ー
ボ
ン
素
材
を
使

用
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

                       手
部
義
手
の
製
作
に
お
い
て
は
ソ
ケ
ッ
ト
の
内
貼
り
や
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
皮

革
や
軟
性
発
泡
樹
脂
を
使
用
し
て
製
作
を
行
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
の
項
目
が

必
要
で
あ
る
。

 

    

     義
肢
協
会

 

                        義
肢
協
会

 

      

  ◎
素
材
の
追
加
・
変
更

 

  ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

                       ●
分
類
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

Ｂ
－
２

 

    

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革
・
フ
ェ
ル
ト

 

シ
 リ

 コ
 ー

 ン
 

 
 
  
 
  
 4

,9
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,5
5
0 

 
 
  
 
  
 6

,4
5
0 

 
 
  
 
  
 8

,9
5
0 

 
 
  
 
  

40
,4
0
0 

 

Ｂ
－
３

 

    

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革
・
フ
ェ
ル
ト

 
 

 

シ
 リ

 コ
 ー

 ン
 

 
 
  
 
  
 5

,5
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,7
0
0 

 
 
  
 
  
 8

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 9

,8
5
0 

 
 
  
 
  

43
,5
0
0 

 

Ｂ
－
４

 

    

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革
・
フ
ェ
ル
ト

 
 

 

シ
 リ

 コ
 ー

 ン
 

 
 
  
 
  
 4

,1
0
0 

  
 
  
 
  
 4

,3
5
0 

 
 
  
 
  
 6

,6
5
0 

 
 
  
 
  
 7

,7
0
0 

 
 
  
 
  

34
,8
0
0 

 

Ｂ
－
５

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
 
  
 4

,3
5
0 

 
 
  
 
  
 7

,0
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,6
0
0 

 

Ｂ
－
６

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
 
  
 2

,7
5
0 

 
 
  
 
  
 3

,1
5
0 

 
 
  
 
  
 5

,5
0
0 

 

Ｂ
－
７

 

  

皮
 

 
 

 
 

 
 

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂
 

皮
革

・
軟

性
発

泡
樹

脂
 

 
 
  
  

 2
,1
0
0 

 
 
  
  

 2
,5
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,2
5
0 

 

(
注

) １
 
軟
性
発
泡
樹
脂
と
は
、
Ｐ
Ｅ
ラ
イ
ト
及
び
ス
ポ
ン
ジ
で
あ
る
こ
と
。

 

２
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
は
、
骨
突
起
部
等
に
部
分
的
に
当
て
る
も
の
で
は
な
く
、
断
端
の
全
体
を
覆
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 (
ウ

) 
支
持
部

 

名
 

 
称

 
型

 
 
式

 
部

 
 
位

 
 

 
使

 
用

 
材

 
料

 
価

 
 
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
考

 

義
手

用
 
 

 
 

 

  

装
飾

用
 
 

 
 

 

能
動

式
 
 

 
 

 

 

肩
部

 
 

 
 

 
 

 
 
  
 
  

8,
35
0 

 

上
腕

部
 
 

 
 

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

木
製

 

 
 
  
 
  

7,
45
0 

 
 
  
 
 
2
3,
20
0 

 

前
腕

部
 
 

 
 

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

木
製

 
 

 
 
  
 
  

9,
50
0 

 
 
  
 
 
1
9,
00
0 

 

能
動

式
 

 
 

 
 

 

肩
部

 
 
 

 
 
 

 
筋

電
・

電
動

式
の

場
合

は
○

円
増

し

と
す
る
こ
と

 

上
腕

部
 

 
 

 
 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

 
筋

電
・

電
動

式
の

場
合

は
○

円
増

し

と
す
る
こ
と

 

前
腕

部
 

 
 

 
 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

 
筋

電
・

電
動

式
の

場
合

は
○

円
増

し

と
す
る
こ
と

 

義
足

用
 
 

 
 

 

 

常
用

 
 

 
 

 

 

股
部

 
 

 
 

 
 

 
 
  
 
 
1
0,
20
0 

 

大
腿

部
 
 

 
 

 

  

木
製

 
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
 
3
0,
30
0 

 
 
  
 
 
3
0,
60
0 

 
 
  
 
 
3
1,
60
0 

 

下
腿

部
 
 

 
 

 

 

木
製

 
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

 
 
  
 
 
2
6,
40
0 

 
 
  
 
 
2
7,
70
0 

 
 
  
 
 
3
1,
10
0 

 

足
部

 
 

 
 

 
軟
性
発
泡
樹
脂

 
 

 
 
 
  
 
 
1
4,
20
0 

 

作
業

用
 
 

 
 

 

 

大
腿

部
 
 

 
 

 

 

 
 
 
  
 
 
5
8,
30
0 

 

股
義

足
用

及
び

大
腿

義
足

用
に

鉄
脚

を
使
用
す
る
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

下
腿

部
 
 

 
 

 

 

 
 
 
  
 
 
2
7,
70
0 

下
腿

義
足

用
に

鉄
脚

を
使

用
す

る
場

合
に
限
る
こ
と
。

 

 
(注

)
  

１
 
義
手
用
及
び
義
足
用
の
支
持
部
そ
の
も
の
が
外
装
と
な
る
場
合
は
、
支
持
部
に
外
装
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

２
 
果
義
足
用
、
足
根
中
足
義
足
用
及
び
足
指
義
足
用
の
場
合
に
限
り
、
足
部
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

３
 

肩
義
手

で
、
ソ

ケ
ッ

ト
に
続

く
部

分
の

形
状
を

健
側

の
よ
う

に
整

え
る

た
め
又

は
上

腕
部
と

の
接

続
の

た
め
に

修
正

を
行

う
場
合
は
、

 
8
,6
50
 円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

４
 

股
義
足

で
、
ソ

ケ
ッ

ト
に
続

く
部

分
の

形
状
を

健
側

の
よ
う

に
整

え
る

た
め
又

は
股

継
手
の

土
台

を
積

層
す
る

た
め

に
大

幅
な
修
正
を
行
う
場
合
は
、

1
0
,2
0
0 
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

５
 
熱
可
塑
性
樹
脂
に
つ
い
て
は
、
セ
ル
ロ
イ
ド
に
準
ず
る
こ
と
。

 

  

   装
飾
用
と
能
動
式
の
項
目
を
別
に
す
る
。

 

能
動
式
は
肩
部
、
上
腕
部
、
前
腕
部
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
や
リ
ス
ト
メ
タ
ル
取
付
け
、
ア

ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
装
飾
用
と
比
較
し
て
支
持
部
の
製
作
に
時
間
が
か
か

る
た
め
項
目
を
別
に
す
る
。

 

    能
動
式
は
肩
部
、
上
腕
部
、
前
腕
部
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル
や
リ
ス
ト
メ
タ
ル
取
付
け
、
ア

ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
装
飾
用
と
比
較
し
て
支
持
部
の
製
作
に
時
間
が
か
か

る
た
め
項
目
を
別
に
す
る
。

 

 今
後
筋
電
義
手
の
普
及
が
見
込
ま
れ
、
完
成
用
部
品
と
の
整
合
性
を
取
る
た
め
に
新
た
な

項
目
が
必
要
で
あ
る
。

 

                    

   義
肢
協
会

 

       義
肢
協
会

 

   義
肢
協
会

 

                     

   ○
素
材
の
追
加
・
修
正

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
 

  ※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
 

 ●
分
類
の
追
加
・
修
正

 

◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

 ●
分
類
の
追
加
・
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 (
エ

) 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品

 

区
 
分

 
名

 
 称

 
使

用
部

品
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

価
 

 
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
考

 

義
 

手
 

用
 

ハ
 

｜
 

ネ
 

ス
  

肩
義

手
用

 
 

 
 
 

 

 

胸
郭
用
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

肩
た
す
き
一
式

 

 
 
  
 
 2

0,
80
0
 

 
 
  
 
 1

0,
40
0
 

 

上
腕
義
手
用

 

  

胸
郭
用
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

肩
た
す
き
一
式

 

８
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

 
 
  
 
 2

0,
60
0
 

 
 
  
 
 1

0,
50
0
 

 
 

 
  

9,
50
0 

 

前
腕
義
手
用

 

     

胸
郭
用
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

８
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

９
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

た
わ
み
継
手
（
一
組
）

 

前
方
支
持
バ
ン
ド

 

上
腕
カ
フ
（
三
頭
筋
パ
ッ
ド
）

 

 
 
  
 
 1

7,
60
0
 

 
 

 
  

7,
70
0 

 
 

 
  

4,
95
0 

 
 

 
  

2,
35
0 

 
 
  

  
2,
35
0 

 
 

  
5,
00
0 

 

義
 

足
 

懸
 

垂
 

用
 

部
 

品
  

股
義

足
用

 
 

 
 
 

 
懸
垂
帯
一
式

 
 
 

 
 1
4,
80
0
 

 

大
腿
義
足
用

 

    

シ
レ
ジ
ア
バ
ン
ド
一
式

 

肩
吊
帯

 

腰
バ
ン
ド

 

横
吊
帯

 

義
足
用
股
吊
帯

 

 
 
  
 
  

7,
20
0 

 
 
  
 
  

6,
25
0 

 
 
  
 
  

8,
60
0 

 
 

 
  

1,
60
0 

 
 

 
  

2,
05
0 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

価
格
は
、
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

下
腿
義
足
用

 

   

腰
バ
ン
ド

 

横
吊
帯

 

大
腿
も
も
締
め
一
式

 

Ｐ
Ｔ
Ｂ
膝
カ
フ
一
式

 

 
 
  
 
  

8,
60
0 

 
 

 
  

2,
20
0 

 
 
  
 
 1

1,
10
0
 

 
 
  
  

8,
55
0 

 

 
(注

)
  

 
 
１

 
肘
義
手
用
は
、
上
腕
義
手
用
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
手
義
手
用
及
び
手
部
義
手
用
は
、
前
腕
義
手
用
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
膝
義
足
用
は
、
大
腿
義
足
用
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
４

 
サ
イ
ム
義
足
用
は
、
下
腿
義
足
用
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
５

 
下
腿
義
足
常
用
軽
便
式
の
懸
垂
用
膝
カ
フ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
膝
カ
フ
に
準
ず
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
(オ

) 
外

 
装

 

名
 

 
称

 
外

装
部

位
 
 

 
 
 

 
使

用
材

料
等

 
 

 
 
 

  
価

格
 
 

 
 

 円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

義
手

用
 
 

 
 
 

 

 

肩
部

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  

 
 
5,
45
0 

 
 
  

 
1
5,
00
0 

 
 
  

 
 
1,
95
0 

 

上
腕

部
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  

 
 
5,
55
0 

 
 
  

 
1
4,
50
0 

 
 
  

 
 
1,
70
0 

 

前
腕

部
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  

 
 
5,
45
0 

 
 
  

 
1
1,
40
0 

 
 
  

 
 
1,
80
0 

 

手
部

 
皮

革
 

 
 

 
 

 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 
 

 
 

 
 

 

塗
装

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

義
足

用
 
 

 
 
 

 

     

股
部

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

9,
90
0 

 
 
  
 
 1

6,
50
0 

 
 
  

 
 
3,
20
0 

 

大
腿

部
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  

 
 
8,
15
0 

 
 
  
 
 1

4,
70
0 

 
 
  
 
  

2,
85
0 

 

下
腿

部
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

7,
40
0 

 
 
  

 
1
2,
80
0 

 
 
  

 
 
2,
55
0 

 

足
部

 
 

 
 
 
 

 

 

表
革

 
 

 
 
 
 
 

 

裏
革

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス

 

 

 
 

 
  

5,
00
0 

 
 
  

 
 
3,
45
0 

 
 
  

 
 
3,
30
0 

 
 
  
  

1,
05
0 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

リ
ア

ル
ソ

ッ
ク

ス
は

、
完

成
用

部
品

を
加

え
る

こ
と

が
で

き
る
こ
と
。

 

  
 
オ

 
完
成
用
部
品

 

 
 

 
 
義
手
用
部
品
及
び
義
足
用
部
品
の
名
称
、
使
用
部
品
、
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

 

              手
部
義
手
に
お
い
て
ソ
ケ
ッ
ト
を
塩
ビ
又
は
シ
リ
コ
ン
以
外
で
製
作
し
た
場
合
に
は
、
仕

上
げ
方
法
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

                     

              義
肢
協
会

 

                      

              ●
分
類
の
追
加
・
修
正

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
カ

 
耐
用
年
数

 

 
 

 
 (
ア

) 
義
肢
本
体

 

区
 

 
分

 
名

 
 
 
称

 
型

 
 
 
 
式

 
耐
用
年
数

 年
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
義

 
 
手

 

            

上
腕

義
手

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

肩
義

手
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

肘
義

手
 
 

 
 
 
 
 

 

前
腕

義
手

 
 

 
 
 
 
 

 

手
義

手
 
 

 
 
 
 
 

 

手
部

義
手

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

手
指

義
手

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

装
飾

用
 
 

 
 
 
 

 

作
業

用
 
 

 
 
 
 

 

能
動

式
 
 

 
 
 
 

 

装
飾

用
 
 

 
 
 
 

 

作
業

用
 
 

 
 
 
 

 

能
動

式
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

装
飾

用
 
 

 
 
 
 

 

作
業

用
 
 

 
 
 
 

 

装
飾

用
 
 

 
 
 
 

 

作
業

用
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
４

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
４

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
１

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
１

 
 

 
 

 
 
２

 
 

耐
用

年
数

以
内

の
破

損
及

び
故

障
に

際
し

て

は
、

原
則

と
し

て
修

理
又

は
調

整
を

行
う

こ
と

。
 

 

 
義

 
 
足

 

     

股
義

足
 
 

 
 
 
 
 

 

大
腿

義
足

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

膝
義

足
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

下
腿

義
足

 
 

 
 
 
 
 

 

果
義

足
 
 

 
 
 
 
 

 

足
根

中
足

義
足

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

足
指

義
足

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

常
用

 
 

 
 
 
 

 

吸
着

式
 
 

 
 
 
 

 

作
業

用
 
 

 
 
 
 

 

常
用

 
 

 
 
 
 

 

作
業

用
 
 

 
 
 
 

 

  鋼
板
入
り

 
 

足
袋
型

 

 
 

 
 
４

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
５

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
１

 
 

 
 

 
 
１

 
 

    
 

(イ
) 

完
成
用
部
品

 

材
料

・
部

品
名

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

耐
用
年
数

 年
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

継
手

類
 
 

 
 
 
 
 

 

リ
ス

ト
メ

タ
ル

 
 

 
 
 
 
 

 

手
部

 
 

 
 
 
 
 

 

手
袋

 
 

 
 
 
 
 

 

足
部

 
 

 
 
 
 
 

 

そ
の
他
の
小
部
品
（
消
耗
品
）

 

 
 

 
 
３

 

 
 

 
 
３

 

 
 

 
 
１

 

 
 

 
 
１

 

 
 

 
 
１

 

 
 

 
１

 
0
.
5
 

 
耐

用
年

数
以

内
の

故
障

に
際

し
て

は
、

原
則

と
し

て
小

部
品

の
取

替
え

に
よ
り
修
理
又
は
調
整
を
行
う
こ
と
。

 

 

  

                                  ラ
イ

ナ
－

や
膝

ス
リ

－
ブ

は
、
半

年
で

破
損

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
0
.5
年

が
適

正
で

あ
る

と
思
わ
れ
る
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
キ

 
使
用
年
数

 

 

年
齢

 
 

 
 

 
使
用
年
数

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

0
 

 
歳

 

1
～

 
2歳

 

3
～

 
5歳

 

6
～

1
4歳

 

４
 

 
月

 

６
 

 
月

 

1
0 

 
月

 

１
 

 
年

 

 
使

用
年

数
は

、
年

齢
に

よ
る

児
童

の
特

殊
性

を

考
慮

し
て

定
め

た
も

の

で
あ

る
が

、
使

用
年

数

以
内

の
故

障
に

際
し

て

は
、

原
則

と
し

て
小

部

品
の

取
替

え
に

よ
り

修

理
又

は
調

整
を

行
う

こ

と
。

 

1
5～

1
7歳

 

 

１
年
６
月

 

  

 
次
に
つ
い
て
は
、
左
記
使
用
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
１
年
と
す
る
こ
と
。

 

１
 
義
肢
本
体
の
う
ち
「
手
部
義
手
」
の
「
装
飾
用
」
、
「
手
指
義
手
」
の

「
装
飾
用
」
、
「
足
根
中
足
義
足
」
の
「
足
袋
型
」
及
び
「
足
指
義
足
」

 

２
 
完
成
用
部
品
の
う
ち
「
手
部
（
手
袋
以
外
の
手
先
具
）
」
、
「
手
袋
」

及
び
「
足
部
」

 

３
 
完
成
用
部
品
を
構
成
す
る
「
小
部
品
（
消
耗
品
）
」

 

備
 

 
考

 

 
 
１

 
本
表
の
価
格
は
、
医
師
の
採
型
技
術
料
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 

２
 

耐
用

年
数
は

、
通

常
の

装
用
状

態
に

お
い
て

、
当

該
材

料
・
部

品
が

修
理
不

能
と

な
る

ま
で
の

予
想

年
数
を

示
し

た
も

の
で
あ

る
こ
と
。

 

                  

         成
長
期
に
伴
い
ソ
ケ
ッ
ト
が
不
適
合
と
な
り
義
足
長
や
足
部
、
義
手
長
や
手
掌
サ
イ
ズ
が

変
化
し
や
す
い
。
ま
た
学
内
外
で
の
活
動
も
活
発
と
な
る
た
め
、
現
状
の
修
理
状
況
を
見

る
と
１
年
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

（
２
）

 義
肢

 ―
 骨

格
構
造
義
肢

 

名
 

 称
 

型
 

 
 式

 
使

用
材

料
・

部
品

及
び

工
作

法
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
価

 
 
 
格

 
備

 
 
 
 
 
考

 

上
腕
義
手

 
装

飾
用

 
 

ア
の

基
本

工
作

法
に

よ
り

、
エ

及
び

オ
よ

り
そ

れ

ぞ
れ

必
要

な
材

料
・

部
品

を
選

択
し

、
組

み
合

わ
せ

て
製
作
す
る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ

ト
は

、
断

端
と

の
適

合
に

注
意

し
、

装
着

感
を

良
く

す
る

と
と

も
に

安
定

性
の

確
保

に
留

意

し
、

残
存

運
動

力
を

有
効

に
伝

え
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ
と
。

 

 
肩

吊
り

バ
ン

ド
は

、
使

用
中

容
易

に
変

形
し

な
い

織
物

を
用

い
、

腋
窩

部
に

不
快

感
、

疼
痛

、
皮

膚
の

損
傷
を
生
じ
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
イ

の
採

型
区

分

に
よ

る
ウ

の
基

本

価
格

に
エ

及
び

オ

の
そ

れ
ぞ

れ
使

用

す
る

材
料

・
部

品

の
価

格
を

合
算

し

た
額

と
す

る
こ

と
。

 

 

作
業

用
 
 

ソ
ケ

ッ
ト

の
工

作
及

び
幹

部
の

取
付

け
に

際
し

て

は
、

作
業

中
の

繰
返

し
荷

重
、

振
動

荷
重

、
衝

撃
に

耐
え

ら
れ

る
よ

う
留

意
し

、
信

頼
性

を
高

め
る

こ

と
。

 

 
そ
の
他
は
装
飾
用
と
同
じ
。

 
 

能
 

 動
 

 式
 

 

ハ
 

ン
 

ド
 

型
 

手
 

部
 

付
  

ア
の

基
本

工
作

法
に

よ
り

、
エ

及
び

オ
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
必

要
な

材
料

・
部

品
を

選
択

し
、

組
み

合
わ

せ
て

製
作
す
る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ

ト
は

、
断

端
と

の
適

合
に

留
意

し
、

装
着

感
の
良

さ
、

安
定

性
、

運
動

の
伝

達
性

を
確

保
す

る

と
と

も
に

、
ト

ー
タ

ル
コ

ン
タ

ク
ト

（
全

面
接

触

型
）
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

 

 
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ケ

ー
ブ

ル
（

伝
導

索
）

は
、

可
撓

性
の

大
き

い
滑

ら
か

な
鋼

製
ケ

ー
ブ

ル
又

は
ナ

イ
ロ

ン
単

繊
維

を
ハ

ウ
ジ

ン
グ

（
ケ

ー
ブ

ル
鞘

）
と

と
も

に
用

い
、

摩
擦

に
よ

る
ケ

ー
ブ

ル
の

損
耗

と
力

の
伝

達
効
率
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
。

 

 
肩

吊
り

バ
ン

ド
は

、
肘

継
手

、
手

部
の

作
動

力
源

で
、

そ
の

適
合

は
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ケ

ー
ブ

ル
の

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

と
と

も
に

義
手

の
機

能
を

左
右

す
る

こ
と

か
ら

適
合

と
取

付
け

に
細

心
の

注
意

を
払

い
、

ま

た
、
腋
窩
部
を
過
度
に
圧
迫
し
な
い
こ
と
。

 

 
肘
継
手
及
び
手
部
は
、
繰
返
し
使
用
に
対
し
機
能

の
低
下
を
来
た
さ
ず
信
頼
性
の
高
い
も
の
で
あ
る
こ

と
。

 
 

 

  骨
格
構
造
義
肢
で
も
能
動
式
や
作
業
用
を
実
際
に
製
作
し
て
い
る
の
で
、
装
飾
用
、
作
業

用
、
能
動
式
の
区
分
が
必
要
で
あ
る
（

P
1
～

P
3
と
同
様
の
区
分
）
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
フ

 
手

 

ッ
 
部

 

ク
 
付

 

型
 

 
 

 
手

部
は

、
使

用
中

変
形

を
来

た
さ

ず
信

頼
性

の
高

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 
 

 
そ
の
他
は
ハ
ン
ド
型
手
部
付
と
同
じ
。

 

肩
義

手
 
 

 
 

 

 

装
飾

用
 
 

 
 
 

 

 

 
ア
の
基
本
工
作
法
に
よ
り
、
エ
及
び
オ
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
必
要
な
材
料
・
部
品
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製

作
す
る
こ
と
。

 

 
外
形
カ
バ
ー
は
、
容
易
に
着
脱
で
き
る
よ
う
に
製
作

す
る
こ
と
。

 

肩
継

手
は

、
可

動
で

外
転

式
、

屈
曲

－
伸

展
式

又

は
複

合
運

動
式

と
し

、
衣

服
の

損
耗

を
防

ぐ
た

め
に

突
起
部
の
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
ハ

ー
ネ

ス
（

胸
郭

帯
）

は
、

義
手

を
肩

部
に

よ
く

落
ち

着
か

せ
る

よ
う

そ
の

取
付

位
置

を
注

意
し

て
選

び
、
着
脱
に
便
利
な
構
造
と
す
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
上
腕
義
手
装
飾
用
と
同
じ
。

 

 

 
作

業
用

 
 
肩
継
手
は
、
必
要
に
応
じ
固
定
で
き
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
上
腕
義
手
作
業
用
と
同
じ
。

 

 

能
 

動
 

式
 

普
 

通
 

用
 

 

ハ
 
手

 

ン
 
部

 

ド
 
付

 

型
 

 

 
肩
継
手
は
、
装
飾
用
と
同
じ
。

 

 
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ケ

ー
ブ

ル
の

取
付

け
に

は
そ

の
位

置
に

留
意

し
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ケ
ー

ブ
ル

に
引

張
力

が
働
く
と
き
肩
継
手
が
動
か
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
。

 

 
外

観
を

良
く

す
る

た
め

、
肩

幅
の

復
元

に
留

意
す

る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
上
腕
義
手
能
動
式
と
同
じ
。

 

フ
 
手

 

ッ
 
部

 

ク
 
付

 

型
 

 
 

 
手

部
は

、
使

用
中

変
形

を
来

た
さ

ず
信

頼
性

の
高

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
ハ
ン
ド
型
手
部
付
と
同
じ
。

 

能
 

動
 

式
 

肩
 

甲
 

鎖
 

骨
 

切
 

除
 

用
 

ハ
 
手

 

ン
 
部

 

ド
 
付

 

型
 

 
ソ

ケ
ッ

ト
の

支
持

性
を

増
す

た
め

、
反

対
側

の
肩

部
ま

で
ソ

ケ
ッ

ト
後

壁
部

を
延

長
す

る
等

特
別

の
配

慮
が

必
要

で
あ

る
と

と
も

に
、

疼
痛

、
不

快
感

の
な

い
よ
う
適
合
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
肩

吊
り

バ
ン

ド
の

工
作

に
際

し
て

は
、

反
対

側
の

肩
運
動

を
有

効
に

利
用

す
る

た
め

運
動

量
増

幅
機

構

等
を

用
い

、
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ケ

ー
ブ

ル
の

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

に
際

し
て

は
、

機
能

の
向

上
に

特
に

留
意

す
る

こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
能
動
式
普
通
用
と
同
じ
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
フ

 
手

 

ッ
 
部

 

ク
 
付

 

型
 

 
 

 
手

部
は

、
使

用
中

変
形

を
来

た
さ

ず
信

頼
性

の
高

い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
そ
の
他
は
ハ
ン
ド
型
手
部
付
と
同
じ
。

 

前
腕
義
手

 
装

飾
用

 
 

 
 
 

 
 
肩
義
手
と
同
じ
。

 

ア
の

基
本

工
作

法
に

よ
り

、
エ

及
び

オ
よ

り
そ

れ

ぞ
れ

必
要

な
材

料
・

部
品

を
選

択
し

、
組

み
合

わ
せ

て
製
作
す
る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ

ト
は

、
断

端
と

の
適

合
に

注
意

し
、

装
着

感
を

良
く

す
る

と
と

も
に

残
存

運
動

力
を

有
効

に
伝

え
る
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

 
 

 
切

断
面

に
回

旋
能

力
が

残
っ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
手

継
手

部
で

回
旋

で
き

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
こ

と
。

 

 

 
作

業
用

 
 

ア
の

基
本

工
作

法
に

よ
り

、
エ

及
び

オ
よ

り
そ

れ

ぞ
れ

必
要

な
材

料
・

部
品

を
選

択
し

、
組

み
合

わ
せ

て
製
作
す
る
こ
と
。

 

 
必

要
に

応
じ

て
上

腕
カ

フ
（

締
革

）
に

ハ
ー

ネ
ス

を
付
け
る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ

ト
、

幹
部

及
び

肘
継

手
は

、
作

業
中

の
繰

返
し

荷
重

、
振

動
荷

重
、

衝
撃

荷
重

に
耐

え
ら

れ
る

よ
う
材
質
及
び
工
作
法
を
十
分
吟
味
す
る
こ
と
。

 

 

 
能

 

  動
 

  式
 

 

長
 
フ

 

断
 
ッ

 

端
 
ク

 

用
 
型

 

ア
の

基
本

工
作

法
に

よ
り

、
エ

及
び

オ
よ

り
そ

れ
ぞ

れ
必

要
な

材
料

・
部

品
を

選
択

し
、

組
み

合
わ

せ
て

製
作
す
る
こ
と
。

 

 
ソ

ケ
ッ

ト
は

、
切

断
端

の
運

動
を

忠
実

に
伝

え
る

た
め

及
び

装
着

感
を

良
く

す
る

た
め

、
採

型
に

細
心

の
注

意
を

払
う

こ
と

。
ま

た
、

断
端

長
の

許
す

限
り

二
重
ソ
ケ
ッ
ト
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

 

 
・

 
長

断
端

用
に

は
、

前
腕

の
回

内
外

運
動

を
で

き
る

だ
け

良
く

伝
え

る
よ

う
に

ソ
ケ

ッ
ト

先
端

部
の
適
合
に
留
意
す
る
こ
と
。

 

 
・

 
中

断
端

用
に

は
、

肘
の

屈
曲

 
－

 
伸

展
運

動

を
忠

実
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

１
３

５
°

の
屈

曲
を

妨
げ

る
こ

と
の

な
い

よ
う

に
留

意
す

る
こ

と
。

 

 
・

 
短

断
端

用
に

は
、

ソ
ケ

ッ
ト

及
び

前
腕

部
が

別
個

に
動

く
構

造
、

い
わ

ゆ
る

ス
プ

リ
ッ

ト
ソ

ケ
ッ

ト
構

造
と

し
、

屈
曲

時
に

切
断

端
の

脱
落

 

中
 
ハ

 

断
 
ン

 

端
 
ド

 

用
 
型

 

中
 
フ

 

断
 
ッ

 

端
 
ク

 

用
 
型

 

短
 
ハ

 

断
 
ン

 

端
 
ド

 

用
 
型

 

短
 
フ
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

断
 
ッ

 

端
 
ク

 

用
 
型

 

 

を
防

止
す

る
た

め
、

ソ
ケ

ッ
ト

は
肘

頭
ま

で
包

含
す
る
構
造
と
す
る
こ
と
。

 

 
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ケ

ー
ブ

ル
は

、
可

撓
性

の
大

き
い

平
滑

な
鋼

製
ケ

ー
ブ

ル
又

は
ナ

イ
ロ

ン
単

繊
維

を
ハ

ウ
ジ

ン
グ

と
と

も
に

用
い

、
ケ

ー
ブ

ル
の

摩
擦

を
少

な
く

す
る

と
と

も
に

、
摩

耗
に

よ
る

ケ
ー

ブ
ル

の
損

傷
を
極
力
少
な
く
す
る
こ
と
。

 

 
肩

吊
り

バ
ン

ド
の

適
合

及
び

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

は
、

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ケ
ー

ブ
ル

の
ア

ラ
イ

メ
ン

ト
と

と
も

に
能

動
義

手
の

機
能

を
左

右
す

る
こ

と
か

ら
、

適
合

と
取

付
け

に
は

特
に

留
意

し
、

腋
輪

は
、

腋
窩

部
の

疼
痛

、
不

快
感

、
皮

膚
の

損
傷

を
生

じ
な

い
よ

う
適

切
な
保
護
用
被
覆
を
行
う
こ
と
。

 
 

長
 
フ

 

断
 
ッ

 

端
 
ク

 

用
 
型

 

中
 
ハ

 

断
 
ン

 

端
 
ド

 

用
 
型

 

股
義

足
 
 

 
 

 

 

カ
ナ
デ
ィ
ア

 

ン
式

 

 
ア
の
基
本
工
作
法
に
よ
り
、
エ
及
び
オ
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
必
要
な
材
料
・
部
品
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製

作
す
る
こ
と
。

 

 
外
形
カ
バ
ー
は
、
断
端
の
状
態
、
職
業
等
を
考
慮
し

て
、
一
体
的
又
は
膝
上
下
分
離
式
及
び
軟
性
又
は
硬
性

の
選
択
を
行
い
、
容
易
に
着
脱
で
き
る
よ
う
に
製
作
す

る
こ
と
。

 

片
側

骨
盤

切
除

用
を

含
む

も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 

大
腿
義
足

 

 

差
込

式
 
 

 
 
 

 

 

 
股
義
足
と
同
じ
。

 
キ

ッ
プ

シ
ャ

フ
ト

（
短

断

端
切

断
用

）
を

含
む

も
の

で
あ
る
こ
と
。

 

吸
着

式
に

は
、

差
込

吸
着

式
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

吸
着

式
 
 

 
 
 

 

 

 
股
義
足
と
同
じ
。

 

 

膝
義

足
 
 

 
 

 

 

常
用

 
 

 
 
 

 

     

 
ア
の
基
本
工
作
法
に
よ
り
、
エ
及
び
オ
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
必
要
な
材
料
・
部
品
を
選
択
し
、
組
み
合
わ
せ
て
製

作
す
る
こ
と
。

 

 
外
形
カ
バ
ー
は
、
断
端
の
状
態
、
職
業
等
を
考
慮
し

て
、
軟
性
又
は
硬
性
の
選
択
を
行
い
、
容
易
に
着
脱
で

き
る
よ
う
に
製
作
す
る
こ
と
。

 

 

下
腿
義
足

 

 

Ｐ
Ｔ

Ｂ
式

 
 

 
 
 

 
 
膝
義
足
と
同
じ
。

 
 

Ｐ
Ｔ

Ｓ
式

 
 

 
 
 

 
 
膝
義
足
と
同
じ
。

 
 

Ｋ
Ｂ

Ｍ
式

 
 

 
 
 

 
 
膝
義
足
と
同
じ
。

 
 

長
断

端
用

 
 

 
 
 

 

 

 
膝
義
足
と
同
じ
。

 
サ

イ
ム

義
足

を
含

む
も

の

で
あ

る
こ

と
。

た
だ

し
、

こ
の

場
合

外
形

カ
バ

ー
は

加
算
で
き
な
い
こ
と
。

 

（
注
）

 

 
 
  
１

 
二
重
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
断
端
の
表
面
を
均
等
に
受
け
る
よ
う
に
す
る
も
の
と
し
、
支
持
部
に
取
り
付
け
、
変
形
を
防
止
す
る
た
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

め
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
硬
質
の
材
料
を
使
用
す
る
こ
と
。
な
お
、
皮
膚
接
触
面
に
は
、
軟
性
の
材
料
を
付
加
す
る
こ
と
が
あ

る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
障
害
者
の
骨
格
構
造
義
肢
の
材
料
・
部
品
の
耐
用
年
数
は
、
カ
の
耐
用
年
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
障
害
児
の
骨
格
構
造
義
肢
の
材
料
・
部
品
の
使
用
年
数
は
、
キ
の
使
用
年
数
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
  
４

 
肩
義
手
、
上
腕
義
手
及
び
前
腕
義
手
に
つ
い
て
は
、
６
歳
以
上
を
対
象
と
す
る
も
の
に
限
る
こ
と
。

 

  
 
ア

 
基
本
工
作
法

 

工
程

 
 

 
 
 
 
 
 

 
作

業
の

内
容

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

（
ア
）

 
断
端
の
観
察

 
 

断
端

の
表

面
の

状
況

、
関

節
の

運
動

機
能

（
屈

伸
、

内
転

、
外

転
等

）
の

状
況

並
び

に
肢

位
の

観
察
及
び
特
徴
の
把
握

 

（
イ
）

 
採
寸
及
び
投
影
図
の

 

 
 

 
作
成

 
 

 

 
情

報
カ

ー
ド

の
記

録
、

製
作

に
必

要
な

寸
法

及
び

角
度

の
測

定
並

び
に

記
録

並
び

に
投

影
図

の

作
成

 

（
ウ
）

 
採
型

 

 

 
ギ

プ
ス

包
帯

法
に

よ
る

陰
性

モ
デ

ル
の

採
型

及
び

順
型

、
陽

性
モ

デ
ル

の
注

型
及

び
取

出
し

並

び
に
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正

 
 

（
エ
）

 
適
合
の
チ
ェ
ッ
ク

 

 

 
チ

ェ
ッ

ク
ソ

ケ
ッ

ト
の

製
作

、
チ

ェ
ッ

ク
ソ

ケ
ッ

ト
に

よ
る

適
合

の
チ

ェ
ッ

ク
及

び
修

正
並

び

に
継
手
の
中
心
位
置
の
設
定

 

（
オ
）

 
陽
性
モ
デ
ル
の
製
作

 

 

 
チ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト

 
チ

ェ
ッ
ク
ソ

ケ
ッ
ト

へ
の
ギ
プ
ス
の
注
型
、
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正

、
表
面
の

仕
上
げ
及
び
乾
燥

  

（
カ
）

 
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
作

 

 

 
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

の
被

覆
、

強
化

材
の

付
加

、
Ｐ

Ｖ
Ａ

ス
リ

ー
ブ

の
被

覆
、

樹
脂

の
注

型
、

取

外
し
及
び
ソ
ケ
ッ
ト
ト
リ
ミ
ン
グ

 
 
 

 

（
キ
）

 
支
持
部
材
の
外
形
の

 

 
 
  
形
成
及
び
要
素
の
結
合

 

 

 
義

手
：

パ
ラ

フ
ィ

ン
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

フ
ォ

ー
ム

ギ
プ

ス
等

に
よ

る
支

持
部

芯
材

外
形

の
形

成

及
び
要
素
の
結
合

 

 
義
足
：
股
継
手
、
膝
継
手
、
足
部
等
の
機
能
部
品
の
支
持
部
材
に
よ
る
結
合
及
び
足
部
の
調
整

 
 
 

 

（
ク
）

 
組
立
て

 

 

 
義
手
：
継
手
等
各
部
の
組
合
せ
及
び
結
合
並
び
に
ハ
ー
ネ
ス
の
取
付
け

 

 
義
足
：
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
の
取
付
け
、
ベ
ン
チ
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
設
定
、
各
部
の
組
合
せ
及
び
結

 

合
、
懸
垂
装
置
の
取
付
け
並
び
に
角
度
調
整

 

（
ケ
）

 
仮
合
わ
せ

 

 

 
義

手
：

ソ
ケ

ッ
ト

ト
リ

ミ
ン

グ
の

修
正

、
ハ

ー
ネ

ス
の

調
整

及
び

機
能

の
点

検
、

義
手

操
作

の

基
本
の
指
導
並
び
に
適
合
の
修
正

 

 
義

足
：

ア
ラ

イ
メ

ン
ト

の
修

正
、

適
合

の
点

検
及

び
修

正
、

各
部

の
機

能
の

点
検

並
び

に
起

立

及
び
歩
行
の
基
本
動
作
の
指
導

 

 

                  チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
に
変
更
す
る

 

                  

                  義
肢
協
会

 

                  

                  ◎
誤
字
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

（
コ
）

 
外
装
及
び
仕
上
げ

 

 

 
義

手
：

フ
ォ

ー
ム

ラ
バ

ー
フ

ォ
ー

ム
カ

バ
ー

の
穴

掘
り

及
び

外
形

の
研

削
、

ス
ト

ッ
キ

ネ
ッ

ト

の
被
覆

 

 
義

足
：

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

の
取

外
し

、
外

形
の

形
成

、
内

部
余

肉
の

除
去

、
外

装
並

び
に

ソ
ケ

ッ

ト
の
適
合
及
び
機
能
の
最
終
点
検

 

（
サ
）

 
適
合
検
査

 
 
適
合
及
び
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の
点
検
並
び
に
操
作
の
指
導

 

 

     

フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
と
す
る

 

                                    

義
肢
協
会

 

                                    

◎
素
材
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
ウ

 
基
本
価
格

 

名
 

 
称

 
採
型
区
分

 
型

 
 
 
式

 
価

 
 
格

 円
 

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
義

手
用

 
 

 
 

 

 

Ａ
－
１

 
装

飾
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 

 
3
3,
40
0 

肩
甲
胸
郭
間
切
断
用
は
、

1
3,
0
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
２

 
装

飾
用

 
 

 
 
 
 
 

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
 3

5,
60
0 

吸
着
式
は
、

2
5
,9
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
３

 

 

装
飾

用
 
 

 
 
 
 
 

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 

 
 
  
 
 3

1,
60
0
  
  
 
  
  
  
 
 

顆
上
支
持
式
は
、

12
,
90
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

ス
プ
リ
ッ
ト
式
は
、

1
9,
40
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

吸
着
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

 
義

足
用

 
 

 
 

 

 

Ｂ
－
１

 
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
式

 
 
 
  
 
 8

6,
30
0 

片
側
骨
盤
切
断
用
は
、

1
7,
60
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
２

 

 

差
込

式
 
 

 
 
 
 
 

 

ラ
 イ

 ナ
 ー

 式
 

吸
着

式
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 5

4,
00
0 

 
 
  
 
 9

7,
80
0 

 
 
  
 
14
0,
80
0 

短
断

端
切

断
用

キ
ッ

プ
シ

ャ
フ

ト
は

、
4
9,
80
0
円

増
し

と
す

る

こ
と
。
Ｉ
Ｒ
Ｃ
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

54
,
20
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

  

Ｂ
－
３

 
差

込
式

 
 

 
 
 
 
 

 

ラ
 イ

 ナ
 ー

 式
 

吸
着

式
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 5

2,
30
0 

 
 
  
 
 7

2,
40
0 

 
 
  
 
11
5,
40
0 

 

Ｂ
－
４

 
差

込
式

 
 

 
 
 
 
 

 

Ｐ
Ｔ

Ｂ
式

 
 

 
 
 
 
 

 

Ｐ
Ｔ

Ｓ
式

 
 

 
 
 
 
 

 

Ｋ
Ｂ

Ｍ
式

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 4

0,
50
0 

 
 
  
 
 6

3,
00
0 

 
 
  
 
 7

8,
10
0 

 
 
  
 
 8

0,
70
0 

大
腿
支
柱
付
き
は
、

2
3,
80
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 

Ｂ
－
５

 
差

込
式

 
 

 
 
 
 
 

 

有
窓

式
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 4

3,
20
0 

 
 
  
 
 6

5,
10
0 

 

 
(注

)
  

１
 
顆
上
支
持
式
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
タ
イ
プ
及
び
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
タ
イ
プ
と
す
る
こ
と
。

 

２
 

ソ
フ
ト

イ
ン
サ

ー
ト
の

シ
リ

コ
ー

ン
又

は
、
完

成
用
部

品
の

ラ
イ

ナ
ー

を
使
用

し
て
仮

合
わ

せ
専

用
の

チ
ェ
ッ

ク
ソ
ケ

ッ

ト
を
用
い
る
場
合
に
限
り
、

4
4
,2
0
0円

加
算
で
き
る
こ
と
。

 

３
 

I
RC
ソ
ケ
ッ
ト
を
除
く
吸
着
式
、
顆
上
支
持
式
、
ス
プ
リ
ッ
ト
式
の
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
の
材
料
に
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

使
用
し
た
場
合
は
、

7,
50
0
円
加
算
で
き
る
こ
と
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
製
作
工
程
に
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
を
用
い
た
場
合

で
あ

っ
て

、
透

明
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
材

料
と
し

た
場
合

に
限

り
、

同
様

に
加
算

で
き
る

こ
と

。
な

お
、

上
記
２

と
の
併

用
加

   義
足
同
様
に
ソ
ケ
ッ
ト
形
状
の
違
い
で
修
正
、
適
合
に
時
間
を
要
す
る
た
め
に
項
目
の
追

加
が
必
要
で
あ
る
。

 

 義
足
同
様
に
ソ
ケ
ッ
ト
形
状
の
違
い
で
修
正
、
適
合
に
時
間
を
要
す
る
た
め
に
項
目
の
追

加
が
必
要
で
あ
る
。

 

  義
足
同
様
に
ソ
ケ
ッ
ト
形
状
の
違
い
で
修
正
、
適
合
に
時
間
を
要
す
る
た
め
に
項
目
の
追

加
が
必
要
で
あ
る
。

 

                         

   義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

   義
肢
協
会

 

                          

   ○
項
目
の
追
加
・
修
正

 

◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

算
は
で
き
な
い
こ
と
。

 

  
 
エ

 
製
作
要
素
価
格

 

 
 

 
 (
ア

) 
ソ
ケ
ッ
ト

 

名
  

 称
 

採
型
区
分

 
使

用
材

料
 
 

 
 
 
 
 
 

  
価

 
 
格

 円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

義
手

用
 
 

 
 

 

 

Ａ
－
１

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

1
0
,8
0
0 

8
,
80
0 

1
9
,8
0
0 

5
,
00
0 

 

Ａ
－
２

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

9
,
55
0 

1
1
,6
0
0 

1
3
,6
0
0 

6
,
55
0 

 

Ａ
－
３

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

8
,
40
0 

1
1
,5
0
0 

1
3
,3
0
0 

4
,
60
0 

 

義
足

用
 
 

 
 

 

 

Ｂ
－
１

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

2
1
,4
0
0 

3
4
,8
0
0 

1
4
,7
0
0 

主
た
る
積
層
材
に
カ
ー
ボ
ン
素
材
を
用
い
樹
脂
注

型
を
行
う
場
合
は
、
○
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
２

 

 

木
 

 
 
 
製

 
 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

  

4
7
,4
0
0 

1
4
,2
0
0 

1
8
,6
0
0 

2
7
,1
0
0 

1
5
,9
0
0 

 

エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

1
5,
0
00
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 

二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料

の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

 

素
材

を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

16
,
2
00

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
３

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

   

1
4
,5
0
0 

2
4
,0
0
0 

4
0
,1
0
0 

1
8
,1
0
0  

エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

1
5,
0
00
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 
 

二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料

の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

主
た
る
積
層
材
に
カ
ー
ボ
ン
ス
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト

 

素
材

を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

16
,
0
00

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
４

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

1
1
,4
0
0 

1
6
,9
0
0 

2
4
,6
0
0 

1
2
,8
0
0  

エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

1
3,
6
00
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 

二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料

の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

 

素
材

を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

 6
,3
0
0

                カ
ナ
ダ
式
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
作
に
お
い
て
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
強
度
を
増
し
軽
量
化
の
た
め
に
カ

ー
ボ
ン
素
材
を
使
用
す
る
の
で
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
の

必
要
量
は
大
腿
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
の
２
倍
の
量
が
必
要
で
あ
る
。

 

   カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
を
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
と
す
る
。
カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
は

筒
状
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
シ
－
ト
状
の
カ
ー
ボ
ン
素
材
も
使
用
し
て
い
る
た
め
に
名

称
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

 

            

                義
肢
協
会

 

     義
肢
協
会

 

              

                ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

    ◎
素
材
の
修
正

 

     ◎
素
材
の
修
正

 

      ◎
素
材
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
５

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 

1
1
,8
0
0 

1
7
,2
0
0 

2
3
,3
0
0 

1
0
,1
0
0 

 

エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

1
2,
5
00
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

 

素
材

を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

 8
,8
0
0

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

  

 
 

 
(イ

) 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト

 

名
 

 
 称

 
採
型
区
分

 
使

用
材

料
 
 

 
 
 
 

 
価

 
 
格

 
円

 
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

義
手

用
 
 

 
 

 

 

Ａ
－
１

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  

4,
35
0 

 
 
  
 
  

4,
45
0 

 
 
  
 
  

7,
45
0 

 

Ａ
－
２

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
  

 
  

3,
85
0 

 
  

 
  

4,
30
0 

 
  

 
  

7,
20
0 

Ａ
－
３

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
  

3,
70
0 

 
 
  
  

4,
30
0 

 
 

 
 
  

6,
95
0 

義
足

用
 
 

 
 

 

 

Ｂ
－
１

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  

6,
40
0 

 
 
  
 
  

4,
90
0 

 
 
  
 
  

9,
70
0 

 

Ｂ
－
２

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革
・
フ
ェ
ル
ト

 

シ
リ

コ
ー

ン
 
 

 
 
 
 

  

 
  

 
  

4,
95
0 

 
 
  
 
  

4,
55
0 

 
 
  
 
  

6,
45
0 

 
 
  
 
  

8,
95
0 

 
 
  
 
 4

0,
40
0 

Ｂ
－
３

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革

・
フ

ェ
ル

ト

シ
リ

コ
ー

ン
 
 

 
 
 
 

  

 
 
  
 
  

5,
55
0 

 
 
  
 
  

4,
70
0 

 
 
  

 
 
8,
90
0 

 
 
  
 
  

9,
85
0 

 
 
  
 
 4

3,
50
0 

Ｂ
－
４

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革
・
フ
ェ
ル
ト

 

シ
リ

コ
ー

ン
 
 

 
 
 
 

  

 
  

 
  

4,
10
0 

 
 
  

  
4,
35
0 

 
 
  

  
6,
65
0 

 
 
  
 
  

7,
70
0 

 
 
  
 
 3

5,
00
0 

Ｂ
－
５

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
  
 
  

4,
35
0 

 
 
  
 
  

6,
95
0 

                                     

                                     

   ◎
素
材
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 
 
 
  
 
  

7,
55
0 

 
(注

)
  

 
 
１

 
軟
性
発
泡
樹
脂
と
は
、
Ｐ
Ｅ
ラ
イ
ト
及
び
ス
ポ
ン
ジ
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
は
、
骨
突
起
部
等
に
部
分
的
に
当
て
る
も
の
で
は
な
く
、
断
端
の
全
体
を
覆
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

        
 

 
(ウ

) 
支
持
部

 

名
称

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

価
 

 
格

 円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

肩
義

手
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

  
 

1
3,
40
0 

 

上
腕

義
手

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
  

 
1
0,
70
0 

 

前
腕

義
手

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

0,
60
0 

 

股
義

足
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

6,
10
0 

 

大
腿

義
足

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

  
 

1
6,
00
0 

 

下
腿

義
足

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

0,
60
0 

 

 
(注

)
  

１
 

肩
義

手
、

上
腕

義
手

で
、
ソ

ケ
ッ

ト
に

続
く

部
分

の
形

状
を

健
側

の
よ

う
に

整
え

る
た

め
又

は
上

腕
部

や
前

腕
部

と
の

接

続
の
た
め
に
修
正
を
行
う
場
合
は
、

8
,6
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

２
 
股
義
足
で
、
ソ
ケ
ッ
ト
に
続
く
部
分
の
形
状
を
健
側
の
よ
う
に
整
え
る
た
め
又
は
股
継
手
の
土
台
を
積
層
す
る
た
め
に
大
幅

な
修
正
を
行
う
場
合
は
、

1
0,
2
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

            

                                     

                     義
肢
協
会

 

               

                     ○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
(エ

) 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品

 

区
 分

 
名

 
 称

 
使

用
部

品
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

価
 

 
格

 円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

義
 

手
 

用
 

ハ
 

｜
 

ネ
 

ス
 

肩
義

手
用

 
 

 
 
 

 
胸
郭
用
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

肩
た
す
き
一
式

 

 
 
  
 
 2

0,
80
0 

 
 

 
 1
0,
40
0 

 

上
腕
義
手
用

 
胸
郭
用
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

肩
た
す
き
一
式

 

８
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

 
 

 
 2
0,
60
0 

 
 
  
 
 1

0,
40
0 

 
  

 
 
9,
50
0 

 

前
腕
義
手
用

 

 

胸
郭
用
ベ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

８
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

９
字
ハ
ー
ネ
ス
一
式

 

上
腕
カ
フ
（
三
頭
筋
パ
ッ
ド
）

 

た
わ
み
継
手
（
一
組
）

 

前
方
支
持
バ
ン
ド

 

 
  

 
1
7,
60
0 

 
 
  
 
  

7,
65
0 

 
  

 
 
4,
95
0 

 
  

 
 
5,
00
0 

 

義
 

足
 

懸
 

垂
 

用
 

部
 

品
 

股
義

足
用

 
 

 
 
 

 
懸
垂
帯
一
式

 
 
 
  
 
 1

4,
80
0 

 

大
腿
義
足
用

 
シ
レ
ジ
ア
バ
ン
ド
一
式

 

肩
吊
帯

 

腰
バ
ン
ド

 

横
吊
帯

 

義
足
用
股
吊
帯

 

 
 
  
 
  

7,
15
0 

 
 
  
 
  

6,
20
0 

 
 
  
 
  

8,
55
0 

 
  

 
 
1,
60
0 

 
  
  

2,
05
0 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

価
格
は
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

下
腿
義
足
用

 
腰
バ
ン
ド

 

横
吊
帯

 

大
腿
も
も
締
め
一
式

 

Ｐ
Ｔ
Ｂ
膝
カ
フ
一
式

 

 
 

 
  

8,
60
0 

 
 

 
  

2,
20
0 

 
 
  
 
 1

1
,
1
0
0

 
 

  
8,
55
0 

 

 
(注

)
  

 
 
１

 
肘
義
手
用
は
、
上
腕
義
手
用
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
手
義
手
用
及
び
手
部
義
手
用
は
、
前
腕
義
手
用
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
膝
義
足
用
は
、
大
腿
義
足
用
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
４

 
サ
イ
ム
義
足
用
は
、
下
腿
義
足
用
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
５

 
下
腿
義
足
差
込
式
用
軽
便
式
の
懸
垂
用
膝
カ
フ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｂ
膝
カ
フ
に
準
ず
る
こ
と
。

 

    

             骨
格
構
造
義
手
で
も
取
り
付
け
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 

                       

             義
肢
協
会

 

                       

             ○
項
目
の
追
加

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
(オ

) 
外

 
装

 

名
称

 
 

 
 
 
 
 
 

  
価

 
 
格

 円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

肩
義

手
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
1
0,
60
0 

 

上
腕

義
手

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
8,
40
0 

 

前
腕

義
手

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
  

7,
50
0 

 

股
義

足
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 2

6,
70
0 

 

大
腿

義
足

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 2

1,
40
0 

 

膝
義

足
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

9,
10
0 

 

下
腿

義
足

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
1
6,
80
0 

 

 
(注

)
  

 
 

 
リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
オ
の
完
成
用
部
品
の
価
格
を

1,
0
50
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

   
 
オ

 
完
成
用
部
品

 

  
 

 
 
義
手
用
部
品
及
び
義
足
用
部
品
の
名
称
、
使
用
部
品
、
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
カ

 
耐
用
年
数

 

材
料

・
部

品
名

 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

耐
用
年
数

 
年

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

パ
イ
プ
（
チ
ュ
ー
ブ
ア
ダ
プ
タ
ー
）

 

継
手

類
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

リ
ス
ト
メ
タ
ル

 
 

 
 

手
部

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

タ
ー
ン
テ
ー
ブ
ル

 
 

 

手
袋

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

足
部

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
（
義
手
用
）

 

フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
（
義
足
用
）

 

そ
の
他
小
部
品
（
消
耗
品
）

 

 
 

 ５
 

 
  

 ３
 

 

 
  

 ３
 

 

 
  

 ３
 
１

 

 
  

 ３
 

 

 
  

 １
．
５
１

 

 
  

 １
．
５
１

 

 
  

 １
．
５
１

 

 
  

 ０
．
５

 

 
  

 １
 
0
.
5
 

 
耐

用
年

数
以

内
の
故

障
に

際
し

て
は

、
原

則
と

し
て

小
部

品
の

取
替

え
に
よ
り
修
理
又
は
調
整
を
行
う
こ
と
。

 

    

  

キ
 
使
用
年
数

 

年
齢

 
 

 
 

 
使
用
年
数

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
0～

14
歳

 

 

１
 

 
年

 

 

 
「

フ
ォ
ー

ム
カ

バ
ー

（
義
足
用

）
」

に
つ

い
て

は
、

左
記
使
用

年
数

に
か
か
わ
ら
ず
６
月
と
す
る
こ
と
。

 

使
用

年
数

は
、

年
齢

に
よ

る
児

童
の

特
殊

性
を

考
慮

し
て

定
め

た
も

の
で

あ
る

が
、

使
用

年
数

以
内

の
故

障
に

際
し

て
は

、
小

部
品

の
取

替
え

に
よ

り
修

理
又

は
調
整
を
行
う
こ
と
。

 

 
1
5～

17
歳

 

 

１
年
６
月

 

 

１
 

完
成
用

部
品

を
構

成
す
る
「

小
部

品
（

消
耗

品
）

」
に
つ
い

て
は

、
左
記
使
用
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
１
年
と
す
る
こ
と
。

 

２
 

「
フ
ォ

ー
ム

カ
バ

ー
（
義
足

用
）

」
に

つ
い

て
は

、
左
記
使

用
年

数
に
か
か
わ
ら
ず
６
月
と
す
る
こ
と
。

 

 備
 

 
考

 

 
 
１

 
本
表
の
価
格
は
、
医
師
の
採
型
技
術
料
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
耐

用
年
数

は
、

通
常
の

装
用

状
態

に
お

い
て
、

当
該
材

料
・

部
品

が
修

理
不
能

と
な
る

ま
で

の
予

想
年

数
を
示

し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
。

 

        

      実
際
の
修
理
の
状
況
か
ら
見
て
も
現
在
の
対
応
年
数
は
不
適
切

 

  殻
構
造
の
耐
用
年
数
は
１
年
で
あ
る
の
で
骨
格
構
造
も
同
じ
耐
用
年
数
と
す
べ
き
で
あ

る
。

 

  ラ
イ

ナ
－

や
膝

ス
リ

－
ブ

は
、
半

年
で

破
損

す
る

こ
と

が
あ

る
の

で
0
.5
年

が
適

正
で

あ
る

と
思
わ
れ
る
。

 

    成
長
期
に
伴
い
ソ
ケ
ッ
ト
が
不
適
合
と
な
り
義
足
長
や
足
部
、
義
手
長
や
手
掌
サ
イ
ズ
が

変
化
し
や
す
い
。
ま
た
学
内
外
で
の
活
動
も
活
発
と
な
る
た
め
、
現
状
の
修
理
状
況
を
見

る
と
１
年
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

 

               

      義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

   義
肢
協
会

 

     義
肢
協
会

 

                 

      ○
耐
用
年
数
の
修
正

 

  ○
耐
用
年
数
の
修
正

 

   ○
耐
用
年
数
の
修
正

 

     ○
耐
用
年
数
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

（
３
）

 装
 
具

 

区
  
分

 
名

 
 
 称

 
基

本
構

造
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

  
使
用
材
料
・
部

品
及
び
工
作
法

 
価

 
 
格

 
備

考
 
 

 
 
 

 

下
肢
装
具

 
股

装
具

 
 

 
 
 

 

 

 
骨
盤
か
ら
大
腿
下
部
に
及
ぶ
も
の

 

Ａ
 
金
属
枠

 

骨
盤

部
が

金
属

枠
で

作
ら

れ
て

い
る

も

の
。

Ｓ
型

支
柱

の
も

の
も

含
ま

れ
る

こ

と
。

 

Ｂ
 
硬

 
性

 

骨
盤

及
び

大
腿

部
が

陽
性

モ
デ

ル
に

よ

っ
て

モ
ー

ル
ド

さ
れ

た
も

の
。

補
強

用
の

支
柱
付
き
の
も
の
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

 

１
 
不
燃
性
セ
ル
ロ
イ
ド

 

２
 
皮

 
革

 

３
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

Ｃ
 
軟

 
性

 

 
 
布
を
主
材
料
と
し
た
も
の

 

ア
の

基
本

工
作

法
に

よ
り

、
エ

及
び

オ
に

よ
り

そ
れ

ぞ
れ

必
要

な
材

料
・

部
品

を
選

択
し

、
組

み
合

わ
せ

て
製

作
す
る
こ
と
。

 

イ
の

採
型

区
分

に
よ

る
ウ

の
基

本
価

格
に

エ
及

び
オ

の
そ

れ
ぞ

れ
使

用
す

る
材

料
・

部
品

の
価

格
を

合
算

し
た

額
と

す
る

こ

と
。

 

  

先
天

性
 
 

 
 
 
 

 

股
脱

装
具

 
 

 
 
 
 

 

 

 
先

天
性

股
脱

に
用

い
ら

れ
る
装

具
で

、
両

側
下
肢
に
及
ぶ
も
の
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

 

Ａ
 

リ
ー

メ
ン

ビ
ュ

ー
ゲ

ル
型
（

パ
ブ

リ
ッ

ク
帯
）

 

布
又

は
皮

革
の

帯
に

よ
っ

て
股

関
節

を

屈
曲
位
に
保
つ
も
の

 

Ｂ
 
ホ
ン
ロ
ー
ゼ
ン
型

 

三
本

の
金

属
板

の
組

合
せ

で
、

股
関

節
 

を
開
排
位
に
保
つ
も
の

 

Ｃ
 
バ
チ
ェ
ラ
ー
型

 

両
大

腿
及

び
下

腿
コ

ル
セ

ッ
ト

を
金

属

支
柱

で
つ

な
ぎ

、
股

関
節

を
外

転
、

内

旋
、
屈
曲
位
に
保
つ
も
の

 

Ｄ
 
ロ
ー
レ
ン
ツ
型

 

股
関

節
を

開
排

位
に

固
定

保
持

す
る

も

の
 

Ｅ
 
ラ
ン
ゲ
型

 
 

 

股
関

節
を

外
転

位
、

軽
度

屈
曲

位
、

強

い
内
旋
位
に
固
定
保
持
す
る
も
の

 

 

障
害
児
に
限
る
。

 

 

                 対
象

者
が

障
害

児
だ

け
と

は
限

ら
な

い
為

、
現

状
で

は
本

文
言

は
不

要
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

 

障
害
児
と
確
定
で
き
な
い
為
削
除

 

                 

                 義
肢
協
会

 

                   

                 ◎
対
象
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

内
反
足
装
具

 

 

Ａ
 
短
下
肢
装
具
型

 

 
 
 下

腿
の
上
部
か
ら
足
底
に
及
ぶ
も
の
。

 

 
 詳

細
は
、
短
下
肢
装
具
に
準
ず
る
こ
と
。

 

Ｂ
 
靴
型
装
具
型

 
 

 
 
  
詳
細
は
、
靴
型
装
具
に
準
ず
る
こ
と
。

 

Ｃ
 
デ
ニ
ス
ブ
ラ
ウ
ン
副
子

 

 
 
  
両

側
の

足
部

を
横

棒
に

よ
っ

て
結

ぶ
も

の
 

 
１

 
足
底
板
型

 
 

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

に
フ

ェ
ル

ト
の

内
張

り

を
し
た
も
の
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

 

 
２

 
足
部
お
お
い
型

 

 
３

 
靴
型
装
具
型

 

障
害
児
に
限
る
。

 

外
反

足
装

具
も

こ

れ
に

準
ず

る
こ

と
。

 

 

長
下
肢
装
具

 
 

 
大
腿
上
部
よ
り
足
底
に
及
ぶ
も
の

 
 

 
 

Ａ
 
両
側
支
柱

 
 

 

下
肢

の
長

軸
に

沿
っ

て
内

外
の

両
側

に

金
属

ま
た

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の
支

柱
を

も

ち
、

大
腿

部
と

下
腿

部
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
両

支
柱

を
結

ぶ
一

つ
以

上
の

金
属

ま
た

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
半
月
を
も
つ
も
の

 

 
１

 
高
力
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

 

 
２

 
鋼

 
 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 
４

 
カ
ー
ボ
ン
素
材

 

 
 

Ｂ
 
片
側
支
柱

 
 

 

下
肢

の
長

軸
に

沿
っ

て
内

外
の

ど
ち

ら
 
 

か
一

方
に

金
属
ま

た
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の

支
柱
を
も
つ
も
の

 

 
１

 
高
力
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

 

 
２

 
鋼

 
 

 
 

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 
４

 
カ
ー
ボ
ン
素
材

 

 Ｃ
 
硬

 
性

 
 

 
 

陽
性

モ
デ

ル
を

用
い

て
モ

ー
ル

ド
さ

れ

た
も

の
。

内
外

の
両

側
に

金
属

ま
た

は
プ

 

                近
年
、
強
度
の
向
上
・
軽
量
化
等
を
目
的
に
カ
ー
ボ
ン
支
柱
を
用
い
た
装
具
が
開
発
・
製
作

さ
れ
て
い
る
為
、
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

強
度
の
高
い
樹
脂
繊
維
、
（
カ
ー
ボ
ン
等
）
を
素
材
と
し
た
支
柱
及
び
半
月
も
存
在
す
る

為
。

 

                 

                義
肢
協
会

 

                    

◎
対
象
の
修
正

 

               ◎
素
材
の
追
加
・
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

支
柱

と
両

支
柱
を

結
ぶ

金

属
ま

た
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
半
月

で
補

強

さ
れ
て
い
る
も
の
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

 

 
１

 
不
燃
性
セ
ル
ロ
イ
ド

 
 

 
２

 
皮

 
革

 
 

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

４
 
カ
ー
ボ
ン
素
材

 

Ｄ
 
Ｘ
脚
又
は
Ｏ
脚

(障
害
児
に
限
る
。

) 

大
腿

部
固

定
装

具
 

大
腿
上
部
よ
り
大
腿
下
部
に
及
ぶ
も
の

 

Ａ
 
硬
性

 

 
 

陽
性

モ
デ

ル
を

用
い

て
モ
ー

ル
ド

さ
れ

た
も
の
。

 

Ｂ
 
軟
性

 

 
 

 

 

膝
装

具
 
 

 
 
 

 
 
大
腿
か
ら
下
腿
に
及
ぶ
も
の

 

Ａ
 
両
側
支
柱

 
 

 

内
外

側
に

金
属

支
柱

ま
た

は
プ

ラ
ス

チ

ッ
ク

支
柱

を
も

ち
、

両
支

柱
を
結

ぶ
金

属

ま
た

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の
半

月
を

大
腿

部

及
び

下
腿

部
で

そ
れ

ぞ
れ

一
つ

以
上

も
つ

も
の

 

Ｂ
 
硬

 
性

 
 

 
 

陽
性

モ
デ

ル
を

用
い

て
モ

ー
ル

ド
さ

れ

た
も

の
。

金
属
ま

た
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

支

柱
付

き
の

も
の

及
び

平
ば

ね
の

入
っ

た
も

の
も
含
ま
れ
る
こ
と
。

 

 
１

 
不
燃
性
セ
ル
ロ
イ
ド

 
 

 
２

 
皮

 
革

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

４
 
カ
ー
ボ
ン
素
材

 

 Ｃ
 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式

 

Ｄ
 
軟

 
性

 

 
 
布
を
主
材
料
と
し
た
も
の

 

 

下
腿

部
固

定
装

具
 

下
腿
上
部
よ
り
下
腿
下
部
に
及
ぶ
も
の

 

Ａ
 
硬
性

 

 
 

陽
性

モ
デ

ル
を

用
い

て
モ
ー

ル
ド

さ
れ

 

       Ｘ
脚
、
Ｏ
脚
は

障
害
児
だ
け
と
は
限
ら
な
い
為
、
削
除
す
べ
き
で
あ
る

 

 一
般
的
に
装
具
は
各
関
節
部
を
含
む
デ
ザ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
中

に
は
外
固
定
を
主
な
目
的
に
関
節
部
を
含
ま
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
る
装
具
も

あ
る
為

追
加
が
必
要
で

あ
る
。
（
例

 
腫
瘍
に
よ
る

骨
折
・
難
病

に
よ
る
変
形
な

ど
）

 

   金
属
の
支
柱
と
は
限
ら
な
い

 

強
度
の
高
い
樹
脂
繊
維
、
（
カ
ー
ボ
ン
等
）
、
を
素
材
と
し
た
支
柱
及
び
半
月
も
存
在
す

る
為
。

 
        近
年
、
強
度
の
向
上
・
軽
量
化
等
を
目
的
に
カ
ー
ボ
ン
支
柱
及
び
支
持
部
に
も
カ
ー
ボ
ン
素

材
を
用
い
た
装
具
が
開
発
・
製
作
さ
れ
て
い
る
為
、
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

  ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
は
装
具
の
名
称
で
、
分
類
の
名
称
で
は
な
い
た
め
削
除
す
る
。

 

  一
般
的
に
装
具
は
各
関
節
部
を
含
む
デ
ザ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
中
に
は
外

固
定
を
主
な
目
的
に
関
節
部
を
含
ま
な
い
デ
ザ
イ
ン
で
製
作
さ
れ
る
装
具
も
あ
る
為
追
加
が

必
要
で
あ
る
。
（
例

 
下
腿
骨
疲
労
骨
折
、
病
的
変
形
、
循
環
障
害
な
ど
）

 

 

       義
肢
協
会

 

 義
肢
協
会

 

      義
肢
協
会

 

          義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

   義
肢
協
会

 

  

       ◎
対
象
の
修
正

 

 ●
分
類
の
追
加
・
修
正

 

      ◎
素
材
の
追
加
・
修
正

 

          ◎
素
材
の
追
加
・
修
正

 

  ◎
項
目
の
削
除

 

   ●
分
類
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

た
も
の
。

 

Ｂ
 
軟
性

 
 

短
下
肢
装
具

 

 

 
下
肢

 下
腿
上
部
よ
り
足
底
に
及
ぶ
も
の

 

Ａ
 
両
側
支
柱

 

下
腿

の
長

軸
に

沿
っ

て
内

外
の

両
側

に

金
属

ま
た

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の
支

柱
を

も

ち
、

両
支

柱
を

結
ぶ

一
つ

以
上

の
金

属
ま

た
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
半
月
を
も
つ
も
の

 

 
１

 
高
力
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

 

 
２

 
鋼

 

３
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 
４

 
カ
ー
ボ
ン
素
材

 

 
 

Ｂ
 
片
側
支
柱

 

下
肢

の
長

軸
に

沿
っ

て
内

外
の

ど
ち

ら

か
一

方
に

金
属
ま

た
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の

支
柱
を
も
つ
も
の

 
 

 
１

 
高
力
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

 

 
２

 
鋼

 
 

 
 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

４
 
カ
ー
ボ
ン
素
材

 

 
 

Ｃ
 
Ｓ
型
支
柱

 
 

 

下
腿

の
周

囲
を

ら
せ

ん
状

に
走

る
金

属

の
支
柱
を
も
つ
も
の

 
 

 
 

 
１

 
高
力
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

 
 
 

 

 
２

 
鋼

 
 

 
 

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 Ｄ
 
鋼
線
支
柱

 
 

 

下
腿

の
長

軸
に

沿
っ

て
走

る
鋼

線
の

支

柱
と

両
支

柱
を

結
ぶ

金
属

ま
た

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

半
月

を
も

つ
も

の
。
鋼

線
の

支

柱
は

、
足

関
節

の
高

さ
付

近
で

円
形

に
曲

げ
ら

れ
て

、
コ

イ
ル

ば
ね

の
機

能
を

も
た

せ
て
あ
る
こ
と
。

 
 

Ｅ
 
板
ば
ね

 
 

 
 

下
腿

の
後

方
に

長
軸

に
沿

っ
て

走
る

金

顆
上

部
型

プ
ラ

ス

チ
ッ

ク
短

下
肢

装

具
（

Ｎ
Ｙ

Ｕ
型

）

及
び

Ｓ
型

プ
ラ

ス

チ
ッ

ク
短

下
肢

装

具
は

、
硬

性
短

下

肢
装

具
（

支
柱

付

き
）

に
含

ま
れ

る

こ
と
。

 

   金
属
の
支
柱
と
は
限
ら
な
い
。
チ
タ
ン
合
金
、
カ
ー
ボ
ン
支
柱
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。

 

強
度
の
高
い
樹
脂
繊
維
、
（
カ
ー
ボ
ン
等
）
、
を
素
材
と
し
た
支
柱
及
び
半
月
も
存
在
す

る
為
。

 

  近
年
、
強
度
の
向
上
・
軽
量
化
等
を
目
的
に
カ
ー
ボ
ン
支
柱
を
用
い
た
装
具
が
開
発
・
製
作

さ
れ
て
い
る
為
、
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

 強
度
の
高
い
樹
脂
繊
維
、
（
カ
ー
ボ
ン
等
）
、
を
素
材
と
し
た
支
柱
及
び
半
月
も
存
在
す

る
為
。

 

      現
実
的
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
の
装
具
が
主
流
で
あ
る
た
め
、
金
属
と
限
定
す
る
の
は
無

意
味
で
あ
り
削
除
す
る
。

 

                

   義
肢
協
会

 

    義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

       義
肢
協
会

 

                 

  ◎
誤
字
の
修
正

 

◎
素
材
の
修
正
・
追
加

 

               ◎
素
材
の
修
正
・
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

属
又

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

ば
ね

を
も

つ
も

の
。

ば
ね

の
上

端
は

、
金

属
又

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

半
月

に
つ

な
が

る
も

の
と

す
る

こ
と
。

 

Ｆ
 
硬

 
性

 
 

 
 

陽
性

モ
デ

ル
を

用
い

て
モ

ー
ル

ド
さ

れ

た
も

の
（

材
料

は
不

燃
性

セ
ル

ロ
イ

ド
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
皮
革
等
）

 

 
１

 
支
柱
付
き

 
 

金
属

ま
た

は
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の
支

柱
と

半
月
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
も
の

 

 
２

 
支
柱
な
し

 
 

 
 

 
金
属
支
柱
の
な
い
も
の

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

４
 
カ
ー
ボ
ン
素
材

 

 Ｇ
 
軟

 
性

 
 

 
 

ゴ
ム

ひ
も

を
用

い
て

足
関

節
を

背
屈

位

に
保
つ
も
の

 

軟
性

素
材

を
用

い
て

足
関

節
の

固
定

を

す
る
物

 
 

ツ
イ
ス
タ
ー

 

 

 
骨

盤
帯

と
足

部
を

布
ひ

も
、
ゴ

ム
ひ

も
又

は
鋼

製
ケ

ー
ブ

ル
に

よ
っ

て
結
び

、
下

肢
の

内
外
旋
を
制
御
す
る
も
の

 

Ａ
 
軟

 
性

 

 
 
  
布

ひ
も

又
は

ゴ
ム

ひ
も

を
用

い
た

も
の

Ｂ
 
鋼
製
ケ
ー
ブ
ル

 

 
 
  
鋼
製
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
た
も
の

 
 

 

足
底

装
具

 
 

 
 
 

 
 

足
部

に
対

す
る

装
具

で
あ

っ
て

、
靴

型
装

具
以
外
の
も
の

 

Ａ
 
ア
ー
チ
サ
ポ
ー
ト
（
ふ
ま
ず
支
え
）

 

足
の

縦
ア

ー
チ

を
支

え
る

も
の

で
、

中

足
支

え
を

含
む

も
の

を
基

本
と

す
る

こ

と
。

 

１
 

陽
性

モ
デ

ル
を

用
い

て
モ

ー
ル

ド
さ

れ
た
も
の

 

２
 
採
寸
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
も
の

 

Ｂ
 

メ
タ

タ
ル

ザ
ル

サ
ポ

ー
ト

（
中

足
支

踵
骨

棘
用

装
具

は
、

補
高

に
含

ま

れ
る
こ
と
。

 

ス
ピ

ッ
ツ

イ
及

び

ト
ム

ゼ
ン

ラ
イ

ン

（
ふ

ま
ず

支
え

）

は
、

Ａ
－

２
に

含

ま
れ
る
こ
と
。

 

ラ
ン

ゲ
（

ふ
ま

ず

                足
関
節
の
固
定
を
す
る
た
め
に
用
い
る
軟
性
素
材
は
ゴ
ム
だ
け
で
は
無
く
布
、
皮
革
、
ゴ

ム
材
等
の
軟
性
素
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 

            足
の
研
究
が
進
み
現
在
で
は
、
足
底
装
具
を
製
作
す
る
際
に
立
体
的
な
陽
性
モ
デ
ル
を
製

作
す
る
の
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
Ａ
－
２
の
採
寸
に
限
定
す
る
の
は
実
態
に
合
っ

て
い
な
い
。

 

    

                義
肢
協
会

 

             義
肢
協
会

 

      

                ◎
素
材
の
修
正
・
追
加

 

             ◎
項
目
の
修
正
・
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

え
）
足
の
中
足
ア
ー
チ
を
支
え
る
も
の

 

Ｃ
 
補

 
高

 
 

 
 

 
１

 
２
ｃ
ｍ
未
満

 

 
２

 
２
ｃ
ｍ
以
上

 

Ｄ
 
内
側
及
び
外
側
楔

 
 

 

支
え

）
は

、
Ａ

－

２
に

含
ま

れ
る

こ

と
。

 

靴
型
装
具

 
 

 
医

師
の

処
方

の
も

と
に

治
療
に

用
い

ら
れ

る
靴

で
あ

つ
て

、
ふ

ま
ず

鋼
の
入

っ
て

い
る

も
の
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

 

 
皮
革
又
は
布
を
主
材
料
と
し
た
も
の

 

Ａ
 
長

 
靴

 

 
 
下
腿
の
上
部
に
及
ぶ
も
の

 

Ｂ
 
半
長
靴
（
編
上
靴
）

 

 
 
側
革
が
果
部
よ
り
高
い
も
の

 

Ｃ
 
チ
ャ
ッ
カ
靴

 

 
 
側
革
が
果
部
に
及
ぶ
も
の

 

Ｄ
 
短

 
靴

 

 
 
側
革
が
果
部
よ
り
低
い
も
の

 

靴
型
装
具
の
要
素

 

 
 ・

整
形

靴
（

陽

性
モ

デ
ル

か

ら
作

成
し

た

特
別

製
の

木

型
を

用
い

る

も
の
）

 

（
標

準
木

型
に

皮
革

フ
ェ

ル

ト
等

を
張

っ

て
、

作
ら

れ

る
も
の
）
 

・
特

殊
靴

（
陽

性

モ
デ

ル
か

ら
作

成

し
た

特
殊

木
型

を

用
い

て
作

ら
れ

る

も
の
）

 

・
矯

正
靴

（
内

・
外

反

足
の

矯
正

用
）

 

体
幹
装
具

 

 

頸
椎

装
具

 
 

 
 
 

 

 

 
肩

甲
骨

か
ら

頭
蓋

に
及

ぶ
も
の

を
基

本
と

す
る
こ
と
。

 

Ａ
 
金
属
枠

 
 

 
 

Ｂ
 

硬
 

性
（

 
ス

ポ
ン

ジ
ラ

バ
ー

を
含

む
。
）

 

 
 
  
陽

性
モ

デ
ル

を
用

い
て

モ
ー

ル
ド

さ
れ

た
も
の

 

 
１

 
不
燃
性
セ
ル
ロ
イ
ド

 
 

 
２

 
皮

 
革

 
 

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 
 

 

Ｃ
 
カ
ラ
ー

 
 

 
 

高
さ

調
整

は
、

カ

ラ
ー

の
場

合
に

は

適
用

し
な

い
こ

と
。

 

 

       整
形
靴
は
標
準
木
型
に
皮
革
、
フ
ェ
ル
ト
等
を
張
っ
て
、
作
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

 

       特
殊
靴
は
、
陽
性
モ
デ
ル
か
ら
作
成
し
た
特
殊
木
型
を
用
い
て
作
ら
れ
る
も
の
。

 

                    

       義
肢
協
会

 

        義
肢
協
会

 

                    

       ◎
項
目
の
修
正
・
追
加

 

        ◎
項
目
の
修
正
・
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
１

 
あ
ご
受
け
の
あ
る
も
の

 

 
２

 
あ
ご
受
け
の
な
い
も
の

 

Ｄ
 
斜
頸
矯
正
用
枕

(障
害
児
に
限
る
。

) 

胸
椎

装
具

 
 

 
 
 

 

 

 
骨
盤
か
ら
胸
背
部
に
及
ぶ
も
の

 
 
 
 

 

Ａ
 
金
属
枠

 
 

 
 

Ｂ
 
硬

 
性
（
頸
椎
装
具
に
準
ず
る
。
）

 
 

Ｃ
 
軟

 
性

 
 

 

 

腰
椎

装
具

 
 

 
 
 

 

 

 
骨
盤
か
ら
腰
部
に
及
ぶ
も
の

 

Ａ
 
金
属
枠

 
 

 
 

Ｂ
 
硬

 
性
（
頸
椎
装
具
に
準
ず
る
。
）

 
 

Ｃ
 
軟

 
性

 

ナ
イ

ト
ブ

レ
イ

ス

は
、
金
属
枠
腰
椎
装

具
に

含
ま

れ
る

こ

と
。
 

ウ
イ

リ
ア

ム
ブ

レ

イ
ス

、
前

屈
ブ

レ

イ
ス

は
、

金
属

枠

腰
椎

装
具

・
腰

部

継
手

付
に

含
ま

れ

る
こ
と
。

 

仙
腸

装
具

 
 

 
 
 

 

 

 
骨
盤
を
含
む
も
の

 

Ａ
 
金
属
枠

 

Ｂ
 
硬

 
性
（
頸
椎
装
具
に
準
ず
る
。
）

 

Ｃ
 
軟

 
性

 

 
 
  
布

を
主

材
料

に
し

、
板

ば
ね

で
補

強
し

た
も
の

 

Ｄ
 
骨
盤
帯

 

 
 
  
骨
盤
を
帯
状
に
一
周
す
る
も
の

 

 
１

 
芯
の
あ
る
も
の

 

 
２

 
芯
の
な
い
も
の

 

オ
ス

グ
ッ

ド
ブ

レ

イ
ス

、
コ

ー
ル

ド

ウ
ェ

イ
ト

ブ
レ

ス

は
、

金
属

枠
仙

腸

装
具

に
含

ま
れ

る

こ
と
。

 

側
彎
矯
正
装
具

 
 
 側

彎
症

の
矯

正
に

用
い

る
も

の
。

原
則

と

し
て

２
４

時
間

の
連

続
装

着
し
う

る
も

の
で

あ
る
こ
と
。

 

Ａ
 
ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
ブ
レ
イ
ス

 

 
 
骨
盤
か
ら
頭
部
に
及
ぶ
も
の

 

Ｂ
 
頭
部
に
及
ば
な
い
も
の

 

 
１

 
金
属
枠

 

 
 ２

 
硬

 
性
（
仙
腸
装
具
に
準
ず
る
。
）

 

 
 ３

 
軟

 
性
（
帯
状
の
も
の
を
含
む
。
）

 

 

上
肢
装
具

 
肩

装
具

 
 

 
 
 

 
 

肩
関

節
を

外
点

 
外

転
位

に
保

持
す

る
も

 

 対
象

者
が

障
害

児
だ

け
と

は
限

ら
な

い
為

、
現

状
で

は
本

文
言

は
不

要
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

 

障
害
児
と
確
定
で
き
な
い
為
削
除

 

             こ
の
装
具
の
名
称
は
現
在
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で
削
除
す
る
。

 

                  外
転
に
変
更

 

 義
肢
協
会

 

               義
肢
協
会

 

                  義
肢
協
会

 

 ◎
対
象
の
修
正
・

 

               ◎
項
目
の
削
除

 

                  ◎
誤
字
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

の
で

、
骨

盤
か

ら
前

腕
に

及
ぶ
も

の
を

基
本

と
す
る
こ
と
。

 

Ａ
 
金
属
枠

 

 
 
  
体
幹
の
部
分
が
金
属
枠
の
も
の

 
 

Ｂ
 
硬

 
性

 
 

 
 

 
 
  
陽

性
モ

デ
ル

に
よ

つ
て

モ
ー

ル
ド

さ
れ

た
も
の
。
金
属
支
柱
に
よ
り
補
強
さ
れ
た

 

 
も
の
も
含
ま
れ
る
こ
と
。

 
 

 
１

 
不
燃
性
セ
ル
ロ
イ
ド

 
 

 
２

 
皮

 
革

 
 

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

Ｃ
 
分
娩
麻
痺
用

(障
害
児
に
限
る
。

) 

Ｄ
 
軟

 
性

 

肘
装

具
 
 

 
 
 

 
 
上
腕
か
ら
前
腕
に
及
ぶ
も
の

 

Ａ
 
両
側
支
柱

 
 

 

 
 
  
両

側
に

金
属

支
柱

を
も

ち
、

金
属

の
半

月
を
も
つ
も
の

 
 

Ｂ
 
硬

 
性

 
 

 
 

 
 
  
陽

性
モ

デ
ル

を
用

い
て

モ
ー

ル
ド

さ
れ

た
も

の
。

金
属

支
柱

に
よ

り
補

強
さ

れ
た

も
の
も
含
ま
れ
る
こ
と
。

 

 
１

 
不
燃
性
セ
ル
ロ
イ
ド

 

 
２

 
皮

 
革

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

Ｃ
 
軟

 
性

 

 

手
背
屈
装
具

 

       

 
前

腕
か

ら
手

部
に

及
ぶ

も
の
で

、
手

関
節

を
背
屈
位
に
保
持
す
る
も
の

 

Ａ
 
バ
ネ
ル
型

 

 
 
  
前

腕
部

と
手

部
を

板
ば

ね
に

よ
っ

て
結

ぶ
も
の

 

Ｂ
 
ト
ー
マ
ス
型

 

 
 
  
ゴ

ム
に

よ
っ

て
手

関
節

を
背

屈
位

に
、

母
指
を
外
転
位
に
保
つ
も
の

 

Ｃ
 
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
型

 
 

 
 
  
鋼

線
を

主
材

料
と

し
て

、
手

関
節

背

屈
、

Ｍ
Ｐ

伸
展

、
母

指
外

転
位

を
と

ら
せ

る
も
の

 

     

           対
象

者
が

障
害

児
だ

け
と

は
限

ら
な

い
為

、
現

状
で

は
本

文
言

は
不

要
で

あ
る

と
思

わ
れ

る
。

 

 皮
革
等
に
よ
る
作
成
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
追
加
す
る
。

 

                      

           義
肢
協
会

 

                         

           ◎
対
象
の
修
正

 

  ◎
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

Ｄ
 
硬

 
性

 
 

 
 

 
１

 
不
燃
性
セ
ル
ロ
イ
ド

 
 

 
２

 
皮

 
革

 
 

 

 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 
 

Ｅ
 
軟
性

 

長
対
立
装
具

 

 

 
前

腕
か

ら
手

部
に

及
ぶ

も
の
で

、
手

関
節

を
背

屈
位

に
保

持
し

、
母

指
を
対

立
位

に
保

つ
も

の
。

高
力

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム
合

金
等

に
フ

ェ
ル

ト
の

内
張

り
し

た
構

造
を
基

本
と

す
る

こ
と
。

 

 

短
対
立
装
具

 

 

 
母

指
を

対
立

位
に

保
つ

も
の
。

高
力

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

合
金

等
に

フ
ェ

ル
ト
の

内
張

り
し

た
構
造
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

 

 

把
持

装
具

 
 

 
 
 

 

 

 
前

腕
か

ら
手

部
に

及
ぶ

も
の
で

、
母

指
と

示
中

指
間

に
お

け
る

つ
ま

み
を
可

能
に

す
る

も
の

。
通

常
は

高
力

ア
ル

ミ
ニ
ウ

ム
合

金
等

に
フ

ェ
ル

ト
の

内
張

り
し

た
も
の

を
基

本
と

す
る

が
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

を
主
材

料
と

し
た

も
の
も
含
ま
れ
る
こ
と
。

 

Ａ
 
手
関
節
駆
動
式

 

 
 
  
手

関
節

の
運

動
に

よ
っ

て
つ

ま
み

を
可

能
に
す
る
も
の

 
 

Ｂ
 
ハ
ー
ネ
ス
駆
動
式

 
 

 
 

 
 
  
ハ
ー
ネ
ス
を
力
源
と
す
る
も
の

 
 

 

Ｍ
Ｐ

屈
曲

装
具

（
ナ

ッ
ク

ル
ベ

ン
ダ

ー
）

及
び

Ｍ
Ｐ

伸
展

装
具

（
逆

ナ
ッ

ク
ル

ベ
ン
ダ
ー
）

 

 
手

部
か

ら
示

指
よ

り
小

指
の
基

節
に

及
ぶ

も
の

で
、

Ｍ
Ｐ

関
節

を
屈

曲
又
は

伸
展

さ
せ

る
も
の

 

Ａ
 
バ
ネ
ル
型

 
 

 

 
 
ゴ
ム
を
用
い
る
も
の

 
 

 

Ｂ
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 
 

 
 

Ｃ
 
軟

 
性

 
 

 

 

指
装

具
（

指
用

ナ
ッ

ク
ル

ベ
ン

ダ
ー

及
び

指
用

逆
ナ

ッ
ク

ル
ベ

ン
ダ
ー
）

 
 

 
 Ｐ

Ｉ
Ｐ

及
び

Ｄ
Ｉ

Ｐ
関

節
を

伸
展

位
又

は

屈
曲

位
、

あ
る

い
は

内
外

反
位
に

保
持

す
る

も
の

 

 

Ｂ
.
Ｆ

.
Ｏ

 
 

 
 
 
 

 
 

前
腕

を
平

衡
を

と
っ

た
状

態
で

支
え

、
ボ

付
属

品
と

し
て

車

    皮
革
等
に
よ
る
作
成
も
行
わ
れ
て
い
る
の
で
追
加
す
る
。

 

                                

    義
肢
協
会

 

                                

    ◎
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

（
食

事
動

作
補

助
器
）

 

ー
ル

ベ
ア

リ
ン

グ
を

利
用

し
て
わ

ず
か

な
力

で
運
動
を
可
能
に
し
た
も
の

 

い
す

を
加

え
る

こ

と
が

で
き

る
こ

と
。

 

  
 
ア

 
基
本
工
作
法

 

工
程

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

作
業

の
内

容
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

 
(ア

)
  
患
肢
及
び
患
部
の
観
察

 

 

 
 
患

部
の

表
面

の
状

況
、

関
節

の
運

動
機

能
(
 
屈

伸
、

内
転

、
外

転
等

）
の

状
況

並
び

に

肢
位
の
観
察
及
び
特
長
の
把
握

 

 
(イ

)
  
採
寸
及
び
投
影
図
の
作
成

 

 

 
 
情

報
カ

ー
ド

の
記

録
、

製
作

に
必

要
な

寸
法

及
び

角
度

の
測

定
並

び
に

記
録

並
び

に
投

影
図
の
作
成

 

 
(ウ

)
  
採

  
型

 

 

 
 ギ

プ
ス
包
帯
法
に
よ
る
陰
性
モ
デ
ル
の
採
型

 

イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ム
に
よ
る
陰
性
モ
デ
ル
の
採
型

 

デ
ジ
タ
ル
機
器
に
よ
る
陰
性
モ
デ
ル
の
採
型

 

 
(エ

)
  
陽
性
モ
デ
ル
の
製
作

 

 

 
 陰

性
モ
デ
ル
へ
の
ギ
プ
ス
の
注
型
、
陽
性
モ
デ
ル
の
修
正
、
表
面
の
仕
上
げ
及
び
乾
燥

 

 

 
(オ

)
  
組
立
て

 

 

 
 陽

性
モ
デ
ル
に
デ
ザ
イ
ン
の
記
入
（
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
）

 

 
 
フ
レ
ー
ム
：
曲
げ
加
工
、
組
立
て
及
び
調
整

 

 
 
  
モ
ー
ル
ド
：
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
板
切
断
、
加
熱
成
形
加
工
、
ト
リ
ミ
ン
グ
及
び
調
整

 

 
筋

金
、

締
め

革
、

足
部

覆
い

、
足

底
板

、
ネ

ッ
ク

リ
ン

グ
、

パ
ッ

ド
、

ベ
ル

ト
等

の
仮

止
め
及
び
各
部
の
結
合

 

 
(カ

)
  
仮
合
わ
せ

(
中
間
適
合
検
査

) 

 

 
 
筋

金
、

締
め

革
、

足
部

覆
い

、
足

底
板

、
ネ

ッ
ク

リ
ン

グ
、

パ
ッ

ド
、

ベ
ル

ト
等

の
調

整
、
試
し
使
用
及
び
仕
上
げ

 

 
(キ

)
  
仕
上
げ

 

 

 
 
筋

金
、

締
め

革
、

足
部

覆
い

、
足

底
板

、
ネ

ッ
ク

リ
ン

グ
、

パ
ッ

ド
、

ベ
ル

ト
等

の
付

属
品
の
取
付
け
及
び
仕
上
げ

 

 
(ク

)
  
適
合
検
査

 

 

 
 装

具
の
適
合
の
最
終
検
査
並
び
に
装
着
及
び
使
用
に
よ
る
機
能
の
最
終
検
査

 

 

           ギ
プ
ス
包
帯
に
よ
る
採
型
法
以
外
に
も
足
底
面
の
正
確
な
形
状
の
把
握
、
製
作
上
の
便
宜
を

目
的
に
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
用
い
た
採
型
を
行
う
こ
と
が
あ
る
た
め
に
追
加
が

必
要
で
あ
る
。

 

近
年
、
ギ
プ
ス
包
帯
に
よ
る
採
型
法
以
外
に
も
ハ
ン
ド
ス
キ
ャ
ナ
ー
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を

用
い
た
方
法
な
ど
が
あ
る
た
め
追
加
が
必
要
で
あ
る
。
使
用
す
る
理
由
と
し
て
、
身
体
的
・

精
神
的
理
由
に
よ
り
ギ
プ
ス
採
型
が
困
難
な
状
態
の
場
合
に
装
着
者
の
身
体
的
・
精
神
的
負

担
の
軽
減
及
び
安
全
面
・
衛
生
面
に
も
配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
 

補
装
具
費
支
給
事
務
取
扱
要
領
の

P
２
０
５
、
（

3
）
基
本
価
格
ｅ
の
項
目
も
参
考
と
す

る
。
 

                 

           義
肢
協
会

 

                         

           ◎
製
作
方
法
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 

 

     装
具
名
称
の
追
加
（
大
腿
部
固
定
装
具
・
下
腿
部
固
定
装
具
）
に
伴
う
採
型
区
分
の
追
加
が
必
要

で
あ
る
。
 

ま
た
、
採
型
区
分
の
追
加
に
伴
い
下
肢
装
具
の
採
型
区
分
に
、
大
腿
部
の
み
、
下
腿
部
の
み
を
指

す
図
を
追
加
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

大
腿
部
の
み
の
装
具
の
処
方
も
現
実
的
に
は
あ
る
。

 

下
腿
部
の
み
の
装
具
の
処
方
も
現
実
的
に
は
あ
る
。

 
  

 
 

 
 

 
 
1
1 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
1
2 

                

     義
肢
協
会

 

                               

     ○
分
類
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 

 

 従
来
の
採
型

区
分
で
は

半
長
靴
・
チ

ャ
ッ
カ
靴

・
短
靴
は

同
じ
区
分
（

B
-2
）
で
あ
る

が
、
こ
れ

を
半
長
靴
、
チ
ャ
ッ
カ
靴
・
短
靴
に
分
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
半
長
靴

は
従
来
の
採

型
区
分
（

B
-2
）
で
は

足
り
て
お

ら
ず
、
半

長
靴
の
製
作

は
技
術
的

に
も
難
し

い
た

め
に
新
規
に
区
分
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

ま
た
、
採
型
区
分
の
追
加
に
伴
い
の
靴
型
装
具
の
採
型
区
分
に
、
半
長
靴
を
指
す
図
を
追
加
す
る

必
要
が
あ
る
。

 

           
 
 

3
 

           体
幹
装
具
Ｃ
５
の
採
型
区
分
の
図
で
、
上
の
ラ
イ
ン
が
高
い
の
で
下
に
下
げ
る
。

 

       

 義
肢
協
会

 

                           義
肢
協
会

 

       

 ○
分
類
の
修
正
・
追
加

 

                           ◎
適
用
範
囲
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
ウ

 
基
本
価
格

 

名
 

 称
 

採
型

区
分

 
 

 
 
 
 

 

価
格

 
 

 
 
 
 
 
 

  
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  
採

 
 
型

 
採

 
 
寸

 

下
肢
装
具
用

 

         

Ａ
－

１
 
 

 
 

 

Ａ
－

２
 
 

 
 

 

Ａ
－

３
 
 

 
 

 

Ａ
－

４
 
 

 
 

 

Ａ
－

５
 
 

 
 

 

Ａ
－

６
 
 

 
 

 

Ａ
－

７
 
 

 
 

 

Ａ
－

８
 
 

 
 

 

Ａ
－

９
 
 

 
 

 

Ａ
－

1
0

 
 

 
 

 

 
 
  
 
  

24
,7
0
0 

 
 
  
 
  

31
,4
0
0 

 
 
  
 
  

21
,4
0
0 

 
 
  
 
  

18
,1
0
0 

 
 
  
 
  

16
,6
0
0 

 
 
  
 
  

15
,1
0
0 

 
 
  
 
  

11
,0
0
0 

 
 
  
 
  

20
,9
0
0 

 
 
  
 
  

22
,5
0
0 

 
 
  
 
  

47
,6
0
0 

 
 

 
 

 7
,7
0
0 

 
 

 
 
 8
,4
0
0 

 
 

 
 
 7
,8
0
0 

 
 

 
 
 7
,3
5
0 

 
 

 
 
 7
,1
0
0 

 
 

 
 
 7
,0
0
0 

 
 

 
 
 6
,0
0
0 

 
 

 
 
 7
,6
0
0 

 
 

 
 
 7
,7
0
0 

 
 

 
 
14
,1
0
0 

 

靴
型
装
具
用

 

 

Ｂ
－

１
 
 

 
 

 

Ｂ
－

２
 
 

 
 

 

 
 
  
 
  

15
,1
0
0 

 
 

 
 
11
,0
0
0 

 
  

 
 
 7
,0
0
0 

 
 

 
 

6
,0
0
0 

 

体
幹
装
具
用

 

          

Ｃ
－

１
 
 

 
 

 

Ｃ
－

２
 
 

 
 

 

Ｃ
－

３
 
 

 
 

 

（
金
属
枠
、
硬
性
）

 

（
軟
性
）

 

Ｃ
－

４
 
 

 
 

 

（
金
属
枠
、
硬
性
）

 

（
軟
性
）

 

Ｃ
－

５
 
 

 
 

 

（
金
属
枠
、
硬
性
）

 

（
軟
性
、
骨
盤
帯
）

 

 
 
  
 
  

29
,0
0
0 
 

 
 
  
 
  

22
,7
0
0 
 

  
 
  
 
  

22
,1
0
0 
 

 
 
  
 
  

 7
,0
0
0 
 

  
 
  
 
  

19
,0
0
0 
 

 
 
  
 
  

 6
,9
0
0 
 

  
 
  
 
  

16
,7
0
0 
 

 
 
  
 
  

 6
,6
5
0 
 

 
 

 
 

8
,0
5
0 

 
 

 
 

7
,4
5
0 

  
 

 
 

7
,0
0
0 

 
 

 
 

7
,0
0
0 

  
 

 
 

6
,8
5
0 

 
 

 
 

6
,8
5
0 

  
 

 
 

6
,6
5
0 

 
 

 
 

6
,6
5
0 

 

上
肢
装
具
用

 

     

Ｄ
－

１
 
 

 
 

 

Ｄ
－

２
 
 

 
 

 

Ｄ
－

３
 
 

 
 

 

Ｄ
－

４
 
 

 
 

 

Ｄ
－

５
 
 

 
 

 

Ｄ
－

６
 
 

 
 

 

 
 
  

  
30
,2
0
0 

 
 
  
 
  

16
,5
0
0 

 
 
  
 
  

15
,0
0
0 

 
 
  
 
  

13
,4
0
0 

 
 
  
 
  

10
,8
0
0 

 
 
  
 
  
 8

,1
0
0 

 
 

 
 

 8
,2
0
0 

 
 

 
 

7
,1
0
0 

 
 

 
 

6
,9
0
0 

 
 

 
 

6
,7
0
0 

 
 

 
 

6
,1
0
0 

 
 

 
 

4
,3
5
0 
 

 

 
(注

)
  

 
 
１

 
２
種
類
以
上
の
装
具
を
組
み
合
わ
せ
た
装
具
の
場
合
は
、
個
々
の
価
格
の
う
ち
、
最
も
高
い
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
個
々
の
価
格
を
取
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
補
高
用
足
部
（
脚
長
差
を
補
正
す
る
た
め
に
使
用
す
る
義
足
用
足
部
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
場
合
は
、

 

3
2
,2
0
0
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

                                 短
下
肢
装
具
付
き
靴
型
装
具
な
ど
を
製
作
す
る
場
合
、
別
々
の
陽
性
・
陰
性
モ
デ
ル
や
寸
法
及
び

投
影
図
を
使
用
し
製
作
す
る
為
、
個
々
の
基
本
価
格
は
独
立
し
て
お
り
そ
れ
ぞ
れ
算
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

 

 

                                 義
肢
協
会

 

   

                                 ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

  

236



 

 
 

 

＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
３

 
補
高
用
足
部
は
、
健
肢
と
に
大
幅
な
脚
長
差
が
生
じ
る
場
合
に
の
み
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 
 

 
 
  
４

 
補
高
用
足
部
の
場
合
は
、
エ
の

(イ
)
の
ｂ
の
付
属
品
等
の
加
算
要
素
と
し
て
補
高
の
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
。

 

  
 
エ

 
製
作
要
素
価
格

 

 
 

 
(ア

) 
下
肢
装
具

 

 
 

 
 
ａ

 
継

 
手

 

名
  
 称

 
種

類
 
 

 
 
 
 

  
価

  
 
  
格

 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

股
継

手
 
 

 
 
 

 

 

固
  
 
 定

 
 

 
 

遊
  
 
 動

 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

5,
9
50
 

 
 
  
 
  
  

7,
0
50
 

 

膝
継

手
 
 

 
 
 

 

(
片

 
側

) 

 

固
  
 
 定

 
 

 
 

遊
  
 
 動

 
 

 
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手

 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

5,
8
00
 

 
 
  
 
  
  

6,
3
00
 

 
 
  
 
  
 1

3,
2
00
 

 

足
継

手
 
 

 
 
 

 

(
片

 
側

) 

 

固
  
 
 定

 
 

 
 

遊
  
 
 動

 
 

 
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手

 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

4,
8
50
 

 
 
  
 
  
  

5,
7
50
 

 
 
  
 
  
  

9,
9
00
 

 

 
(注

)
  

 
 
１

 
固
定
継
手
は
、
継
手
の
な
い
支
柱
を
使
用
す
る
場
合
に
の
み
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
遊

動
継

手
は

、
継

手
の

あ
る

支
柱

を
使
用

す
る

場
合
に

の
み

用
い

る
こ
と

が
で

き
、
固

定
・

遊
動

切
替
式

の
も

の
も
含

ま

れ
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
鋼
線
支
柱
は
、
遊
動
の
価
格
と
し
、
片
側
を
１
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
４

 
短
下
肢
装
具
用
の
板
バ
ネ
支
柱
は
、
足
継
手
の
遊
動
の
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
  
５

 
可

撓
性

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
継

手
（

継
手
部

分
と

し
て
独

立
し

た
形

状
を
有

す
る

も
の
に

限
る

。
）

の
場
合

は
、

プ
ラ
ス

チ

ッ
ク
継
手
の
価
格
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ヒ
ン
ジ
継
手
の
場
合
は
、
片
側
を
１
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

  
 

 
 
ｂ

 
支
持
部

 

名
 

 称
 

種
類

 
 

 
 
 
 
 
 

  
価

 
 

 格
 円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

大
腿
支
持
部

 
Ａ

 
半
月

 
 

 Ｂ
 
皮
革
等

 
 

 
１

 
カ
フ
バ
ン
ド

 
 

 

 
２

 
大
腿
コ
ル
セ
ッ
ト

 

 

4
,
30
0   

7
,
40
0 

1
4
,7
0
0  

 モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

○
円

増
し

と
す

る
こ

と
 

   

                        シ
ュ

ー
ホ

ン
型

の
短

下
肢

装
具

な
ど

一
体

型
の

デ
ザ

イ
ン

で
製

作
さ

れ
て

い
る

装
具

も
可

撓
性

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
に
含
ま
れ
る
為
、
独
立
し
た
形
状
を
有
す
る
も
の
に
限
る
と
は
言
え

な
い
為
削
除
す
る
。

 

     体
幹
装
具
・
上
肢
装
具
同
様
に
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
構
造
を
有
す
る
装
具
が
あ
る
。

 

装
具
の
支
持
性
及
び
剛
性
向
上
を
図
り
、
患
部
の
固
定
性
の
向
上
を
目
的
に
使
用
す
る
こ
と

も
多
く
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

  

                        義
肢
協
会

 

       義
肢
協
会

 

    

                        ◎
素
材
の
修
正

 

       ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

Ｃ
 
モ
ー
ル
ド

 

 
１

 
熱
硬
化
性
樹
脂

 

 
 

 
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 
２

 
熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト

 

 

2
3
,8
0
0  

1
0
,0
0
0  

主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
素

材
を

用
い

樹
脂

注
型

を
行

う
場
合
は
、
○
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 

下
腿
支
持
部

 
Ａ

 
半
月

 
 

Ｂ
 
皮
革
等

 
 

 
１

 
カ
フ
バ
ン
ド

 
 

 

 
２

 
下
腿
コ
ル
セ
ッ
ト

 

Ｃ
 
モ
ー
ル
ド

 

 
１

 
熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 
２

 
熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト

 

  

4
,
15
0  

6
,
35
0 

1
1
,4
0
0  

 
 

 
2
2,
20
0 

 
 

 
 

 
8
,4
5
0 

 モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

○
円

増
し

と
す

る
こ

と
 

  主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
素

材
を

用
い

樹
脂

注
型

を
行

う
場
合
は
、
○
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

   

足
 

 
 
部

 
Ａ

 
あ
ぶ
み

 
 

Ｂ
 
足
部

 
 

 
１

 
皮
革
等

 

 
 

 
 
大

 
 

 
 

 
 
小

 
 

 
 ２

 
モ
ー
ル
ド
（
熱
硬
化
性
樹
脂
）
 

（
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

 

 
 ３

 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）
 

 
 

 
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
シ
ー
ト
）

 

 Ｃ
 
標
準
靴

 
 

 

2
,
35
0   

1
2
,9
0
0 

6
,
70
0 

1
3
,2
0
0 

7
,
35
0 

  

 

8
0
0 

 

歩
行
用
あ
ぶ
み
は
、
あ
ぶ
み
に
準
ず
る
こ
と
。

 

足
底
装
具
は
、
Ｂ
の
足
部
に
準
ず
る
こ
と
。

 

モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

○
円

増
し

と
す

る
こ

と
 

  主
た

る
積

層
材

に
カ

ー
ボ

ン
素

材
を

用
い

樹
脂

注
型

を
行

う
場
合
は
、
○
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

  標
準

靴
は

、
完

成
用

部
品

を
加

え
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

。
 

 

 
(注

)
  

 
 
１

 
半
月
及
び
皮
革
の
価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
  

２
 
補
高
、
ヒ
ー
ル
の
補
正
及
び
足
底
の
補
正
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

(イ
)
の
靴
型
装
具
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 ポ
リ
オ
そ
の
他
高
齢
の
装
着
者
に
対
し
て
下
肢
装
具
が
製
作
さ
れ
る
が
破
損
し
な
い
よ
う
に

強
度
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
り
こ
の
為
重
量
が
重
く
な
る
。
装
着
者
か
ら
は
軽
量
で
破
損
が

少
な
い
装
具
の
要
望
が
あ
り
、
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
を
使
用
し
て

製
作
す
る
こ
と
が
多
い
。
積
層
材
と
し
て
カ
ー
ボ
ン
素
材
を
使
用
す
る
の
で
こ
れ
に
対
す
る

追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

ま
た
カ
ー
ボ
ン
素
材
を
用
い
た
長
下
肢
装
具
の
場
合
、
後
で
修
正
が
で
き
な
い
た
め
、
仮
合

せ
用
チ
ェ
ッ
ク
装
具
が
必
要
で
あ
る
。

 

   Ｆ
Ｒ
Ｐ
に
は
、
熱
硬
化
性
樹
脂
・
熱
可
塑
性
樹
脂
両
方
が
存
在
す
る
為
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
）

こ
の
表
現
は
不
適
切
で
あ
り
変
更
が
必
要
で
あ
る
。
本
項
目
は
、
シ
ー
ト
材
の
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
熱
加
工
す
る
物
で
あ
り
、
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
区
別
す
る
為
に
変
更
が
必

要
で
あ
る
。
（
義
肢
や
体
幹
、
上
肢
装
具
の
項
目
も
同
様
）
。

 

                      

 義
肢
協
会

 

         義
肢
協
会

 

                         

 ◎
素
材
の
修
正

 

◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

       ◎
素
材
の
修
正

 

◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

       ◎
素
材
の
修
正

 

◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
３

 
大
腿
支
持
部
の
坐
骨
支
持
式
は
、

1
9
,6
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
４

 
下
腿
支
持
部
の
Ｐ
Ｔ
Ｂ
支
持
式
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
支
持
式
及
び
Ｋ
Ｂ
Ｍ
支
持
式
は
、

1
3,
60
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
  
５

 
足
板
の
補
強
を
行
っ
た
場
合
は
、

9
,
15
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

   
 

 
 
ｃ

 
そ
の
他
の
加
算
要
素

 

名
 

 
 
 
 
 
称

 
種

類
 
 

 
 
 

  
価

 
 
格

 円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

膝
サ
ポ
ー
タ
ー

 膝
関
節
軟
性

 

 足
関
節
軟
性

 

 キ
ャ
リ
パ
ー

 

ツ
イ
ス
タ
ー

 

 
 

デ
ニ
ス
ブ
ラ
ウ
ン

 

膝
当
て

 
 

 

膝
パ
ッ
ド

 

矯
正
ス
ト
ラ
ッ
プ

 

 Ｔ
・
Ｙ
ス
ト
ラ
ッ
プ

 
 

 

ス
タ
ビ
ラ
イ
ザ
ー

 
 
 

 

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル

 
 
 

 

ダ
イ
ヤ
ル
ロ
ッ
ク

 
 
 

 

伸
展
・
屈
曲
補
助
装
置

 
 

補
高
用
足
部

 

足
底
裏
革
（
す
べ
り
止
め
用
）

 

高
さ
調
整

 
 

内
張
り

 
 

 

 
 

 

支
柱
付
き

 

支
柱
な
し

 

支
柱
付
き

 

支
柱
な
し

 

 軟
 
性

 
 

鋼
製
ケ
ー
ブ
ル

 
 

 
 

              大
腿
部

 

下
腿
部

 
 

 
 
  
 
15
,0
00
 

 
 
  
 
 6

,9
00
 

   
 
  
 
17
,5
00
 

 
 
  
 
 5

,0
00
 

 
 
  
 
 3

,1
00
 

 
 
  
 
 2

,4
50
 

 
 
  
 
 4

,1
50
 

   4
,
75
0 

 
 
  
 
16
,1
00
 

 
 
  
 
 5

,4
00
 

 
 
  
 
 7

,8
50
 

 
 
  
 
 4

,2
50
 

 
 
  
 
45
,2
00
 

 
 
  
 
 1

,7
50
 

 
 
  
 
  

3,
45
0 

 
 
  
 
 1

,9
50
 

 
 
  
 
 1

,5
50
 

 
 
  
 
 1

,1
50
 

  
 

        矯
正

ス
ト

ラ
ッ

プ
は

膝
関

節
軟

性
及

び
足

関
節

軟
性

に
加
算
で
き
る
こ
と
。

 

   フ
ァ

ン
ロ

ッ
ク

は
、

ダ
イ

ヤ
ル

ロ
ッ

ク
に

含
ま

れ
る

こ
と

。
バ

ネ
式

又
は

ゴ
ム

式
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 
 

 
 

     

       膝
サ
ポ
ー
タ
ー
は
一
般
的
な
名
称
で
あ
り
、
薬
局
や
ス
ポ
ー
ツ
店
で
も
販
売
し
て
い
る

既
製
品
と
混
同
さ
れ
や
す
い
。

 

義
肢
製
作
所
が
製
作
し
て
い
る
膝
サ
ポ
ー
タ
ー
は
基
本
工
作
法
に
基
づ
い
て
製
作
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、「

膝
関
節
軟
性
装
具
」
と
い
う
名
称
が
適
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

膝
関
節
軟
性
装
具
と
同
様
に
需
要
も
多
く
数
多
く
製
作
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
項
目
の
追
加

が
必
要
で
あ
る
。

 

例
）
変
形
性
足
関
節
症
・
関
節
リ
ウ
マ
チ
・
足
関
節
捻
挫
・
足
関
節
靭
帯
損
傷
な
ど

 

      膝
疾
患
に
使
用
す
る
膝
装
具
に
は
患
足
の
状
態
に
合
わ
せ
、
矯
正
及
び
支
持
・
固
定
力
の
向

上
を
目
的
に
各
種
の
部
品
を
追
加
し
て
製
作
を
行
う
こ
と
が
あ
り
加
算
要
素
の
追
加
が
必
要

で
あ
る
。

 

膝
パ
ッ
ド
と
は
長
下
肢
装
具
や
膝
装
具
に
装
具
と
患
足
の
ず
れ
の
防
止
・
膝
関
節
周
囲
で
の
部
分

支
持
を
目
的
に
取
り
付
け
る
パ
ッ
ド
で
あ
る
こ
と
。

 

矯
正
ス
ト
ラ
ッ
プ
と
は
膝
関
節
軟
性
及
び
足
関
節
軟
性
で
、
各
関
節
に
矯
正
力
を
加
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

 

          

       義
肢
協
会

 

            義
肢
協
会

 

                

       ○
定
義
の
変
更

 

            ○
項
目
の
追
加

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

足
 
部

 
 

 
(注

)
  

 
 
１

 
キ
ャ
リ
パ
ー
及
び
ツ
イ
ス
タ
ー
を
使
用
す
る
場
合
は
、
オ
の
完
成
用
部
品
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

 
 
２

 
ヒ
ー
ル
の
補
正
及
び
足
底
の
補
正
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

(イ
)の

靴
型
装
具
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
骨
盤
帯
を
使
用
す
る
場
合
は
、

(ウ
)の

体
幹
装
具
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
４

 
懸
垂
帯
を
使
用
す
る
場
合
は
、

(１
)の

エ
の

(エ
)の

義
足
懸
垂
用
部
品
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
５

 
補
高
用
足
部
と
は
、
健
肢
と
に
大
幅
な
脚
長
差
が
生
じ
る
場
合
に
の
み
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
６

 
補
高
用
足
部
は
、
完
成
用
部
品
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
７

 
高
さ
調
整
の
価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 
８

 
内
張
り
は
、
モ
ー
ル
ド
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

 
 
９

 
デ
ニ
ス
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
６
歳
未
満
を
対
象
と
す
る
も
の
に
限
る
こ
と
。

 

     
 

 
 
ｄ

 
先
天
性
股
脱
装
具
用
の
加
算
要
素

 

名
 

 
 

 
 称

 
種

 
 
 

 
  
 類

 
価

 
 

 格
 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

リ
ー
メ
ン
ビ
ュ
ー
ゲ
ル

 

ホ
ン
ロ
ー
ゼ
ン
型

 
 

 

バ
チ
ェ
ラ
ー
型

 
 

 
 

ロ
ー
レ
ン
ツ
型

 
 

 
 

   ラ
ン
ゲ
型

 

   Ａ
 
モ
ー
ル
ド

 
 

 
 

Ｂ
 
モ
ー
ル
ド
フ
レ
ー
ム

 

 
１

 
固

定
式

 
 

 
 

 
 

 

 
２

 
調

節
式

 
 

 
 

 
 

 

 

9
,
50
0 

1
3
,3
0
0 

2
8
,1
0
0 

1
5
,3
0
0  

2
3
,3
0
0 

2
5
,0
0
0 

3
4
,0
0
0 

 

 
(注

)
  

 
 

 
継
手
を
使
用
し
た
場
合
は
、
ａ
の
継
手
及
び
オ
の
完
成
用
部
品
の
価
格
を
加
算
で
き
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
(イ

) 
靴
型
装
具

 

 
 

 
 
ａ

 
製
作
要
素

 

 
 

 
 

(ａ
) 

患
 
足

 

名
 

 
  

称
 

種
 

 
 類

 
価

 
 

 格
 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

 
短

 
 

 
 

 靴
 

 
整

形
靴

 
 

 
 
 

 
 

 
  

 
 

 
39
,
00
0 

 

 
特

殊
靴

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

48
,
40
0 

 
チ

ャ
ッ

カ
靴

 
 

 
 
 
 

  

 

 
整

形
靴

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

40
,
30
0 

 

 
特

殊
靴

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

50
,
30
0 

 
半

長
靴

 
 

 
 
 
 

  

 

 
整

形
靴

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

41
,
50
0 

 

 
特

殊
靴

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

52
,
20
0 

 
長

 
 

 
 

 靴
 

 

 
整

形
靴

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

44
,
10
0 

 

 
特

殊
靴

 
 

 
 
 

 
 

 
 
  
 
  
  

57
,
60
0 

 
(注

)
  

 
 
１

 
靴
型
装
具
は
、
右
又
は
左
の
一
側
を
１
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
整
形
靴
は
、
標
準
木
型
に
皮
革
、
フ
ェ
ル
ト
等
を
張
っ
て
、
補
正
し
て
作
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
特
殊
靴
は
、
陽
性
モ
デ
ル
か
ら
作
成
し
た
特
殊
木
型
を
用
い
て
作
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
４

 
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
式
及
び
マ
ッ
ケ
イ
式
の
価
格
は
、
２
割
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
  
５

 
靴

型
装

具
に

支
柱
を
必

要
と
す

る
場

合
は
、

(
ア

)
の
下

肢
装
具

の
基

本
価

格
及

び
製
作

要
素
と

オ
の

完
成
用

部
品

を
加

え

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
６

 
靴
型
装
具
の
木
型
に
木
型
用
発
泡
剤
を
使
用
し
た
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

   
 

 
 

(ｂ
) 

健
 
足

 

名
 

 
  

称
 

価
 

 
 
 格

 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
短

 
 

 
 

 靴
 

 
 

 
 

 2
4,
0
00
 

 

 
チ

ャ
ッ

カ
靴

 
 

 
 
 
 

  
 
 

 
 

 2
4,
9
00
 

 

 
半

長
靴

 
 

 
 
 
 

  
 
 
  
 
  
 2

5,
8
00
 

 

 
長

靴
 
 

 
 
 
 

  
 
 

 
 

 2
7,
6
00
 

 

（
注

)
  

 
 
１

 
右
又
は
左
の
一
側
が
健
足
で
あ
る
場
合
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
オ
の
完
成
用
部
品
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

 

 
 
３

 
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
式
及
び
マ
ッ
ケ
イ
式
の
価
格
は
、
２
割
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

                    短
下
肢
装
具
付
き
靴
型
装
具
を
製
作
す
る
場
合
、
別
々
の
陽
性
・
陰
性
モ
デ
ル
や
寸
法
・
投
影
図

を
使
用
し
て
製
作
を
行
う
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
価
格
を
算
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

変
更
が
必
要
で
あ
る
。
（

P４
７
の
注
１
の
修
正
と
同
様
）

 

 靴
型
装
具
の
木
型
に
つ
い
て
、
木
型
用
発
泡
剤
を
使
用
し
て
製
作
す
る
場
合
は
材
料
費
の
加

算
が
必
要
で
あ
る
。

 

           

                    義
肢
協
会

 

                

                    ◆
価
格
の
変
更

 

○
項
目
の
追
加

 

  ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 
ｂ

 
付
属
品
等
の
加
算
要
素

 

名
称

 
 

 
 
 
 
 
 

 
種

類
 
 

 
 
 
 

 
価

格
 
 

 
 

 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

月
型
の
延
長

 
 

 
 

 
 
 
  
 
  

3,
95
0 

カ
ー

ボ
ン

素
材

を
用

い
た

場
合

は
、

○
円

増
し

と
す
る
こ
と
。

 

ス
チ
ー
ル
バ
ネ
入
り

 
 

 
 
  
 
  

4,
95
0 

足
底

よ
り

近
位

へ
延

長
す

る
場

合
に

限
る

こ
と

。
 

ト
ウ
ボ
ッ
ク
ス
補
強

 

靴
底
の
補
強

 

 
 
 
  
 
  

2,
45
0 

 

鉛
板
の
挿
入

 
 

 
 

 
  

 
 
2,
50
0 

 

足
背
バ
ン
ド

 
 

 
 
  
 
  

2,
05
0 

 

マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
（
裏
付
き
）

 
 

 
 
  
 
  

1,
45
0 

３
個

を
超

え
る

場
合

の
超

え
る

分
１

個
当

た
り

と
す
る
こ
と
。

 
 

補
高

 
 

 

敷
き
革
式

 
 

 
 

 
 
  
 
  

7,
10
0
  

 

補
高

が
２

ｃ
ｍ

を
超

え
る

場
合

は
、

超
え

る
部

分
に

つ
き

２
ｃ

ｍ
単

位
で

 
1
,
5
5
0
円

を
加

算
す

る
こ
と
。

 
 

靴
の
補
高

 
 

 
 

 
 
  
 
  

3,
35
0 

 

補
高

が
２

ｃ
ｍ

を
超

え
る

場
合

は
、

超
え

る
部

分
に

つ
き

２
ｃ

ｍ
単

位
で

 
1
,
0
0
0
円

を
加

算
す

る
こ
と
。

 

ヒ
ー
ル
の
補
正

 

 

ト
ル
ク
ヒ
ー
ル

 
 
 
  
 
  

5,
45
0 

 

ウ
ェ
ッ
ジ
・
ヒ
ー
ル

 
 

 

カ
ッ
ト
オ
フ
・
ヒ
ー
ル

 
 

キ
ー
ル
・
ヒ
ー
ル

 
 
 

 

サ
ッ
チ
・
ヒ
ー
ル

 
 
 

 

ト
ー
マ
ス
・
ヒ
ー
ル

 
 

 

逆
ト
ー
マ
ス
・
ヒ
ー
ル

 
 

フ
レ
ア
・
ヒ
ー
ル

 
 
 

 

階
段
状
ヒ
ー
ル

 

 
 
  
 
  

3,
35
0
  

 

 

足
底
の
補
正

 
内
側
ソ
ー
ル
・
ウ
ェ
ッ
ジ

 

外
側
ソ
ー
ル
・
ウ
ェ
ッ
ジ

 

 
 
  
 
  

4,
35
0 

 

 

デ
ン
バ
ー
・
バ
ー

 
 
 

 

ト
ー
マ
ス
・
バ
ー

 
 
 

 

メ
イ
ト
ー
・
半
月
バ
ー

 
 

 
 
  
 
  

3,
35
0 

 
 

 

   靴
の
芯
材
に
軽
量
、
高
剛
性
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
モ
ー
ル
ド
や
カ
ー
ボ
ン
素
材
を
用
い
る
場
合

が
あ
る

 

  Ｒ
Ａ
、
Ｄ
Ｍ
，
シ
ャ
ル
コ
ー
関
節
な
ど
踏
み
返
し
時
の
靴
の
た
わ
み
を
減
ず
る
必
要
が

あ
る
場
合
に
、
靴
底
に
軽
量
で
高
剛
性
の
カ
ー
ボ
ン
製
シ
ャ

ン
ク
を
用
い

る
の
で
靴
底

の
補
強
の
項
目
が
必
要
で
あ
る
。

 

                           

   義
肢
協
会

 

   義
肢
協
会

 

                             

   ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加

 

  ◎
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

メ
タ
タ
ル
ザ
ル
・
バ
ー

 
 

ハ
ウ
ザ
ー
・
バ
ー

 
 
 

 

ロ
ッ
カ
ー
・
バ
ー

 
 
 

 

蝶
型
踏
み
返
し

 

   
 

 
(ウ

) 
体
幹
装
具

 

 
 

 
 
ａ

 
支
持
部

 

名
 

 
 称

 
種

類
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
価

 
 

 格
 円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

頸
椎
支
持
部

 
Ａ

 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 
 

 

 
１

 
支
柱
付
き

 

 
２

 
支
柱
な
し

 

Ｂ
 
フ
レ
ー
ム

 
 

Ｃ
 
カ
ラ
ー

 
 

 

 
１

 
あ
ご
受
け
あ
り

 
 

 

 
２

 
あ
ご
受
け
な
し

 
 

 

 

3
7
,4
0
0 

2
8
,8
0
0 

2
7
,9
0
0  

1
3
,4
0
0 

1
0
,9
0
0 

モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

、
1
7
,
7
0
0
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 

胸
椎
支
持
部

 
Ａ

 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 

 
１

 
支
柱
付
き

 

 
２

 
支
柱
な
し

 

Ｂ
 
フ
レ
ー
ム

 
 

Ｃ
 
軟

 
性

 
 

 

 

3
7
,6
0
0 

2
7
,3
0
0 

3
9
,3
0
0 

2
3
,0
0
0 

モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

、
1
4
,
4
0
0
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 

腰
椎
支
持
部

 
Ａ

 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 

 
１

 
支
柱
付
き

 

 
２

 
支
柱
な
し

 

Ｂ
 
フ
レ
ー
ム

 
 

Ｃ
 
軟

 
性

 
 

 

 

2
5
,2
0
0 

1
8
,6
0
0 

3
1
,8
0
0 

1
7
,9
0
0 

モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

、
1
0
,
8
0
0
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

仙
腸
支
持
部

 
Ａ

 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 

 
１

 
支
柱
付
き

 

 
２

 
支
柱
な
し

 

Ｂ
 
フ
レ
ー
ム

 
 

Ｃ
 
軟

 
性

 
 

 

Ｄ
 
骨
盤
帯

 
 

 

 

2
0
,3
0
0 

1
4
,9
0
0 

2
7
,8
0
0 

1
6
,1
0
0  

モ
ー

ル
ド
の
サ

ン
ド
イ
ッ

チ
構
造
は

、
9
,
3
5
0
円
増

し
と
す
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
１

 
芯
の
あ
る
も
の

 

 
２

 
芯
の
な
い
も
の

 

1
5
,5
0
0 

1
0
,2
0
0 

骨
盤
支
持
部

 
Ａ

 
皮

 
革
（
補
強
材
を
含
む
。
）

 
 

 

Ｂ
 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 
 

 

 
 
  
ペ
ル
ビ
ッ
ク
ガ
ー
ド
ル

 
 

4
0
,6
0
0 

2
9
,2
0
0 

 

側
彎
矯
正
装
具
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

、
2
0
,
5
0
0
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

   
 

 
 
ｂ

 
そ
の
他
の
加
算
要
素

 

名
称

 
 

 
 
 
 

 
種

類
 
 

 
 
 
 
 
 

  
価

 
 

 格
 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

体
幹

装
具

付
属

品
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

   

胸
椎
パ
ッ
ド

 
 

 

腰
椎
パ
ッ
ド

 

高
さ
調
整

 
 

 
 

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル
式

 

腰
部
継
手

 
 

 
 

バ
タ
フ
ラ
イ

 
 

 

肩
バ
ン
ド

 

会
陰
ひ
も

 

腹
圧
強
化
バ
ン
ド

 

  

3
,
45
0 

5
,
40
0 

5
,
90
0 

9
,
20
0 

2
,
90
0 

2
,
15
0 

2
,
90
0 

 

側
彎
矯
正
装
具
付
属
品

 

         

胸
椎
パ
ッ
ド

 
 

 

腰
椎
パ
ッ
ド

 
 

 

シ
ョ
ル
ダ
ー
リ
ン
グ

 

腋
窩
パ
ッ
ド

 
 

 

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー

 
 

前
方
支
柱

 
 

 
 

後
方
支
柱

 
 

 
 

側
方
支
柱

 
 

 
 

ネ
ッ
ク
リ
ン
グ

 
 

胸
郭
バ
ン
ド
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
）

 

 
 
  
 
  
  

5,
2
50
 

 
 
  
 
  
  

4,
7
50
 

 
 
  
 
  
 1

4,
6
00
 

 
 
  
 
  
  

3,
8
00
 

 
 
  
 
  
  

2,
8
50
 

 
 
  
 
  
 1

1,
5
00
 

 
 
  
 
  
 1

2,
8
00
 

 
 
  
 
  
  

5,
2
00
 

 
 
  
 
  
  

2,
1
50
 

 
 
  
 
  
 1

6,
8
00
 

 

内
張

り
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

   

頸
椎
支
持
部

 
 

 

胸
椎
支
持
部

 
 

 

腰
椎
支
持
部

 
 

 

仙
腸
支
持
部

 
 

 

3
,
15
0 

3
,
80
0 

3
,
50
0 

2
,
10
0 

    

           乳
房
切
除
な
ど
に
よ
り
、
胸
椎
パ
ッ
ド
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
の
で
項
目
の
追
加
が

必
要
で
あ
る
。

 

円
背
な
ど
で
骨
突
起
部
を
除
圧
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
使
用
す
る
の
で

項
目
の
追
加
が
必

要
で
あ
る
。

 

                      

           義
肢
協
会

 

 義
肢
協
会

 

                       

           ◎
項
目
の
追
加

 

 ◎
項
目
の
追
加

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

（
注
）

 

 
 
１

 
高
さ
調
整
の
価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
り
、
頸
椎
装
具
に
つ
い
て
の
み
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
バ
タ
フ
ラ
イ
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
ル
ド
又
は
フ
レ
ー
ム
の
場
合
に
の
み
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 

   
 

 
(エ

) 
上
肢
装
具

 

 
 

 
 
ａ

 
継

 
手

 

名
 

 称
 

種
類

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

価
 

 
 格

 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

  

肩
継

手
 
 

 
 
 

 

  

Ａ
 
固

 
定
（
片
側
）

 
 

 

Ｂ
 
遊

 
動
（
片
側
）

 
 

 

Ｃ
 
肩
回
旋
装
置

 

 
 
  
 
  
  

5,
7
50
 

 
 
  
 
  
  

9,
0
00
 

 
 
  
 
  
 2

0,
1
00
 

 

肘
継

手
 
 

 
 
 

 

 
(片

 
 側

) 

 

Ａ
 
固

 
定

 
 

 

Ｂ
 
遊

 
動

 
 

 

Ｃ
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手

 

 
 
  
 
  
  

4,
1
00
 

 
 
  
 
  
  

4,
2
00
 

 
 
  
 
  
 1

0,
7
00
 

 

手
継

手
 
 

 
 
 

 

 
(片

 
 側

) 

  

Ａ
 
固

 
定

 
 

 

Ｂ
 
遊

 
動

 
 

 

Ｃ
 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手

 

Ｄ
 
鋼
線
支
柱

 
 

 
 
  
 
  
  

3,
4
00
 

 
 
  
 
  
  

6,
7
00
 

 
 
  
 
  
  

9,
5
00
 

 
 
  
 
  
  

6,
4
50
 

 

Ｍ
Ｐ

継
手

 
 

 
 
 

 

 

Ａ
 
固

 
定

 
 

 

Ｂ
 
遊

 
動

 
 

 

 
 
  
 
  
  

4,
1
50
 

 
 
  
 
  
  

4,
6
50
 

 

Ｉ
Ｐ

継
手

 
 

 
 
 

 

    

Ａ
 
固

 
定

 
 

 

 
 １

 
金
属
（
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
）

 

 
 ２

 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 

Ｂ
 
遊

 
動

 
 

 

Ｃ
 
鋼
線
支
柱

 
 

 
 
  
 
  
  
  
 
  
 

 
 
  
 
  
  

2,
5
50
 

 
 
  
 
  
  

2,
0
50
 

 
 
  
 
  
  

3,
5
00
 

 
 
  
 
  
  

1,
8
00
 

 

 
(注

)
  

 
 
１

 
固
定
継
手
は
、
継
手
の
な
い
支
柱
を
使
用
す
る
場
合
に
の
み
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 

２
 

遊
動
継

手
は

、
継

手
の

あ
る
支

柱
を
使

用
す

る
場

合
に

の
み
用

い
る
こ

と
が

で
き

、
固

定
・
遊

動
切
替

式
の

も
の

も
含

ま

れ
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
継
手
は
、
オ
の
完
成
用
部
品
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 
ｂ

 
支
持
部

 

名
 

  
称

 
種

類
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

価
 

 
 格

 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

胸
郭

支
持

部
 
 

 
 
 
 
 

 

(
半

 
 身

) 

Ａ
 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 
 

Ｂ
 
フ
レ
ー
ム

 

Ｃ
 
皮
革
等

 

 
 
  
 
  
 1

3,
7
00
 

 
 
  
 
  
  

9,
2
50
 

 

骨
盤

支
持

部
 
 

 
 
 
 
 

 

(
半

 
 身

) 

Ａ
 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 
 

Ｂ
 
フ
レ
ー
ム

 

Ｃ
 
皮
革
等

 

 
 
  
 
  
 1

5,
1
00
 

 
 
  
 
  
 1

5,
0
00
 

 

上
腕

支
持

部
 
 

 
 
 
 
 

 

     

Ａ
 
半
月

 
 

Ｂ
 
皮
革
等

 
 

 
１

 
カ
フ
バ
ン
ド

 
 

 

 
２

 
上
腕
コ
ル
セ
ッ
ト

 

Ｃ
 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 
 

 

 
 
  
 
  
  

3,
8
50
 

 
 
  
 
  
  
  
 
  
 

 
 
  
 
  
  

5,
4
00
 

 
 
  
 
  
  

8,
8
00
 

 
 
  
 
  
  

8,
3
50
 

 

    モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

、
6
,
7
0
0

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

前
腕

支
持

部
 
 

 
 
 
 
 

  

     

Ａ
 
半
月

 
 

Ｂ
 
皮
革
等

 
 

 
１

 
カ
フ
バ
ン
ド

 
 

 

 
２

 
前
腕
コ
ル
セ
ッ
ト

 

Ｃ
 
モ
ー
ル
ド
（
熱
可
塑
性
樹
脂
）

 
 

 

 
 
  
 
  
  

4,
0
00
 

 
 
  
 
  
  
  
 
  
 

 
 
  
 
  
  

5,
5
00
 

 
 
  
 
  
  

7,
0
50
 

 
 
  
 
  
  

8,
0
00
 

 

    モ
ー

ル
ド

の
サ

ン
ド

イ
ッ

チ
構

造
は

、
6
,
9
0
0

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

手
部
背
側
パ
ッ
ド

 
Ａ

 
モ
ー
ル
ド

 

Ｂ
 
フ
レ
ー
ム

 

 
 
  
 
  
  

2,
4
00
 

 
 
  
 
  
  

2,
2
50
 

 

手
掌

パ
ッ

ド
 
 

 
 
 
 
 

 

 

Ａ
 
モ
ー
ル
ド

 

Ｂ
 
フ
レ
ー
ム

 

 
 
  
 
  
  

3,
7
00
 

 
 
  
 
  
  

4,
3
00
 

 

（
注
）

 

 
 

 
半
月
及
び
皮
革
の
価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

       

     肩
装
具
の
製
作
に
お
い
て
、
支
持
部
に
皮
革
な
ど
の
軟
性
素
材
を
用
い
て
製
作
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

  骨
盤
部
分
の
製
作
に
お
い
て
支
持
部
に
皮
革
な
ど
の
軟
性
素
材
を
用
い
て
製
作
す
る
場
合

が
あ
る
の
で
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る

 

                          

     義
肢
協
会

 

   義
肢
協
会

 

                           

     項
目
の
追
加

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
 

 ◎
項
目
の
追
加

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 
ｃ

 
そ
の
他
の
加
算
要
素

 

名
 

 
 

 
 称

 
種

 
 類

 
価

 
 

 格
 円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

基
節
骨
パ
ッ
ド

 
 

 
 

 

モ
ー
ル
ド

 
 

フ
レ
ー
ム

 
 

2
,
60
0 

3
,
80
0 

価
格

は
、

背
側

若
し

く
は

掌
側

又
は

そ
の

両
方

を
１

単
位

と
す

る
こ

と

。
 

 

中
・
末
節
骨
パ
ッ
ド

 
 

 

モ
ー
ル
ド

 
 

フ
レ
ー
ム

 
 

2
,
20
0 

1
,
75
0 

価
格

は
、

背
側

若
し

く
は

掌
側

又
は

そ
の

両
方

を
１

単
位

と
す

る
こ

と

。
 

 

対
立
バ
ー

 
 

5
,
05
0 

 

Ｃ
バ
ー

 
 

 
3
,
90
0 

 

ア
ウ
ト
リ
ガ
ー

 
 

 
 

 
2
,
50
0 

 

伸
展
・
屈
曲
補
助
バ
ネ

 
 

2
,
50
0 

価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
と
す
る
こ
と
。

 

肘
当
て

 
 

 
 

肘
パ
ッ
ド

 
 

3
,
30
0 

 

肘
関
節
軟
性

 
支
柱
付

 

支
柱
な
し

 

 
 

タ
ー
ン
バ
ッ
ク
ル

 
 

 
 

5
,
40
0 

 

ダ
イ
ヤ
ル
ロ
ッ
ク

 
 

 
 

7
,
85
0 

 

内
張
り

 
 

  

上
腕
部

 

前
腕
部

 

手
 
部

 

1
,
15
0 

1
,
00
0 

9
0
0 

 

 
(注

)
  

 
 
  
１

 
肘
伸
展
・
屈
曲
補
助
バ
ネ
又
は
肘
伸
展
・
屈
曲
補
助
ゴ
ム
を
使
用
す
る
場
合
は
、

(
ア

)
の
下
肢
装
具
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
懸
垂
帯
を
使
用
す
る
場
合
は
、

(１
)の

エ
の

(エ
)の

義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
に
準
ず
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
内
張
り
は
、
モ
ー
ル
ド
の
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

  
 
オ

 
完
成
用
部
品

 

 
 

 
 
部
品
の
名
称
、
使
用
部
品
、
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

 

  

                 肘
パ
ッ
ド
は
変
形
の
矯
正
や
固
定
力
の
向
上
、
ず
れ
の
防
止
を
目
的
に

肘
関
節
周
囲
に
取
り
付

け
る
パ
ッ
ド
で
あ
る
の
で
、
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

 肘
関
節
用
軟
性
装
具
も
数
多
く
製
作
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
新
た
な
項
目
の
追
加

が
必
要
で
あ
る
。

 

               

                 義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

                

                 ○
項
目
の
追
加

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
 

 ○
項
目
の
追
加

 

※
項

目
追

加
の

価
格

検

討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
カ

 
耐
用
年
数

 

 
 

 
(ア

) 
装
具
本
体

 

区
 

 分
 

名
 

 
称

 
型

 
 
 
 
 
式

 
耐
用
年
数

 年
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

下
肢
装
具

 

                  

股
装

具
 
 

 
 
 
 

 

  

長
下

肢
装

具
 
 

 
 
 
 

 

膝
装

具
 
 

 
 
 
 

 

   

短
下

肢
装

具
 
 

 
 
 
 

 

       

ツ
イ

ス
タ

ー
 
 

 
 
 
 

 

 

足
底

装
具

 
 

 
 
 
 

 

金
属

枠
 
 

 
 
 

 
 

硬
性

 
 

 
 
 

 
 

軟
性

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

両
側

支
柱

 
 

 
 
 

 
 

硬
性

 
 

 
 
 

 
 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式

 

軟
性

 
 

 
 
 

 
 

両
側

支
柱

 
 

 
 
 

 
 

片
側

支
柱

 
 

 
 
 

 
 

Ｓ
型

支
柱

 
 

 
 
 

 
 

鋼
線

支
柱

 
 

 
 
 

 
 

板
ば

ね
 
 

 
 
 

 
 

硬
性

 
 

 
 
 
（
支
柱
あ
り
）

 

硬
性

 
 

 
 
 
（
支
柱
な
し
）

 

軟
性

 
 

 
 
 

 

軟
性

 
 

 
 
 

 
 

鋼
索

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 ２
 

1 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
 ３

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
２

 
１

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
 ３

 
 

 
 
１
．
５

 
 

 
 

 
２

 
１

 

 
 

 
 

 

 
 

 ２
 

 1
 

 
 
３

 
 ２

 

 
１
．
５

 
１

 

耐
用

年
数

以
内

の
破

損
及

び
故

障
に

際
し

て

は
、

原
則

と
し

て
修

理
又

は
調

整
を

行
う

こ

と
。

 

靴
型
装
具

 
 

 
 

 
１
．
５

 
 

体
幹
装
具

 

      

頸
椎

装
具

 
 

 
 
 
 

 

  

胸
椎

装
具

 
 

 
 
 
 

 

  

腰
椎

装
具

 
 

 
 
 
 

 

金
属

枠
 
 

 
 
 

 
 

硬
性

 
 

 
 
 

 
 

カ
ラ

ー
 
 

 
 
 

 
 

金
属

枠
 
 

 
 
 

 
 

硬
性

 
 

 
 
 

 
 

軟
性

 
 

 
 
 

 
 

金
属

枠
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
  
１
．
５

 
 

 
 

 
 
３

 
 

      軟
性
素
材
で
製
作
さ
れ
た
装
具
は
日
常
の
使
用
に
お
い
て
硬
性
よ
り
傷
み
が
早
い
の
で
、

耐
用
年
数
の
短
縮
が
必
要
で
あ
る
。

 

  ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
式
は
装
具
の
名
称
で
、
分
類
の
名
称
で
は
な
い
た
め
削
除
す
る
。

 

軟
性
素
材
で
製
作
さ
れ
た
装
具
は
日
常
の
使
用
に
お
い
て
硬
性
よ
り
傷
み
が
早
い
の
で
、

耐
用
年
数
の
短
縮
が
必
要
で
あ
る
。

 

        軟
性
素
材
で
製
作
さ
れ
た
装
具
は
日
常
の
使
用
に
お
い
て
硬
性
よ
り
傷
み
が
早
い
の
で
、

耐
用
年
数
の
短
縮
が
必
要
で
あ
る
。

 

 ツ
イ
ス
タ
ー
は
主
に
小
児
に
使
用
す
る
が
、
成
長
に
伴
い
摩
耗
も
多
く
再
作
成
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
耐
用
年
数
の
短
縮
が
必
要
で
あ
る
。

 

 足
底
装
具
は
足
底
部
に
装
着
す
る
も
の
で
、
日
常
の
使
用
に
お
い
て
摩
耗
す
る
度
合
い
が

高
く
傷
み
が
早
い
の
で
耐
用
年
数
の
短
縮
が
必
要
で
あ
る
。

 

        

      義
肢
協
会

 

   義
肢
協
会

 

義
肢
協
会

 

         義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

         

      ○
耐
用
年
数
の
変
更

 

   ◎
項
目
の
削
除

 

○
耐
用
年
数
の
変
更

 

         ○
耐
用
年
数
の
変
更

 

  ○
耐
用
年
数
の
変
更

 

  ○
耐
用
年
数
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

         

  

仙
腸

装
具

 
 

 
 
 
 

 

   

側
彎
矯
正
装
具

 

   

硬
性

 
 

 
 
 

 
 

軟
性

 
 

 
 
 

 
 

金
属

枠
 
 

 
 
 

 
 

硬
性

 
 

 
 
 

 
 

 軟
性

 
 

 
 
 

 
 

骨
盤

帯
 
 

 
 
 

 
 

ミ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ー
ブ
レ
イ
ス

 

金
属

枠
 
 

 
 
 

 
 

硬
性

 
 

 
 
 

 
 

軟
性

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
  
１
．
５

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
２

 
 

  
  
１
．
５

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
１

 
 

 
 

 
 
１

 
 

上
肢
装
具

 

           

肩
装

具
 
 

 
 
 
 

 

肘
装

具
 
 

 
 
 
 

 

  

手
背

屈
装

具
 
 

 
 
 
 

 

長
対

立
装

具
 
 

 
 
 
 

 

短
対

立
装

具
 
 

 
 
 
 

 

把
持

装
具

 
 

 
 
 
 

 

Ｍ
Ｐ
屈
曲
装
具

 

Ｍ
Ｐ
伸
展
装
具

 

指
装

具
 
 

 
 
 
 

 

Ｂ
．
Ｆ
．
Ｏ
．

 

 
 

 

両
側

支
柱

 
 

 
 
 

 
 

硬
性

 
 

 
 
 

 
 

軟
性

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
２

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

 
 

 
 
３

 
 

   
 

 
(イ

) 
完
成
用
部
品

 

材
料

・
部

品
名

 
 

 
 
 
 
 
 

  
耐
用
年
数

 年
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

継
手

類
 
 

 
 
 
 
 

 

手
部

 
 

 
 
 
 
 

 

足
部

 
 

 
 
 
 
 

 

そ
の
他
の
小
部
品

 (
消
耗
品

) 

 
 

 
１
．
５

 

 
 

 
１
．
５

 

 
 

 
１

 
 

 
 

 
１

 
 

耐
用

年
数

以
内
の

故
障

に
際

し
て

は
、

原
則

と
し

て
小

部
品

の
取

替
え

に
よ

り

修
理
又
は
調
整
を
行
う
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
キ

 
使
用
年
数

 

年
齢

 
 

 
 

 
使
用
年
数

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  

 
 
0 

 
歳

 

 
 
1～

 2
歳

 

 
 
3～

 5
歳

 

 
 
6～

14
歳

 

 
４

 
 
月

 

 
６

 
 
月

 

 
1
0 

 
月

 

 
１

 
  

年
 

 
使

用
年

数
は

、
年

齢
に

よ

る
児

童
の

特
殊

性
を

考
慮

し
て

定
め

た
も

の
で

あ
る

が
、

使
用

年
数

以
内

の
故

障
に

際
し

て
は

、
原

則
と

し
て

小
部

品
の

取
替

え
に

よ
り

修
理

又
は

調
整

を
行

う
こ
と
。

 

 
1
5～

17
歳

 

   

 
１
年
６
月

 

   

 
次
に
つ
い
て
は
、
左
記
使
用
年
数
に
か
か
わ
ら
ず
１
年
と
す
る
こ
と
。

 

１
 
装
具
本
体
の
う
ち
「
側
彎
矯
正
装
具
」
の
「
硬
性
」
及
び
「
軟
性
」

 

２
 
完
成
用
部
品
の
う
ち
「
足
部
」

 

３
 
完
成
用
部
品
を
構
成
す
る
「
小
部
品
（
消
耗
品
）
」

 

 備
 

 
考

 

 
 
１

 
本
表
の
価
格
は
、
医
師
の
採
型
技
術
料
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
耐

用
年
数

は
、

通
常
の

装
用

状
態

に
お

い
て
、

当
該
材

料
・

部
品

が
修

理
不
能

と
な
る

ま
で

の
予

想
年

数
を
示

し
た
も

の
で
あ

る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
（
４
）

 座
位
保
持
装
置

 

種
目

 
 

  
使

用
要

素
・

部
品

及
び

工
作

法
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

  
価

格
 
 

 
 
 

  
耐
用
年
数

 
年

 
備

考
 
 

 
 

 

座
 

位
 

保
 

持
 

装
 

置
 

 
座

位
保

持
装

置
と

し
て

製
作

さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
機

能

障
害

の
状

況
に

よ
り

、
座

位
に

類
似

し
た

姿
勢

を
保

持
す

る
機

能

を
有
す
る
装
置
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
ア

の
基

本
工

作
法

に
よ

り
、

エ
及

び
オ

よ
り

そ
れ

ぞ
れ

必
要

な

要
素
・
部
品
を
組
み
合
わ
せ
て
製
作
す
る
こ
と
。

 

 
成

長
、

発
達

及
び

姿
勢

保
持

能
力

の
状

況
に

適
合

さ
せ

る
こ

と

。
 

 
過
度
の
圧
迫
等
に
よ
る
不
快
感
を
生
じ
さ
せ
な
い
こ
と
。

 

 
イ
の
身
体
部
位
区
分

に
従
い
ウ
に
よ
り
算
定

し
た
基
本
価
格
に
、
エ

及
び
オ
の
そ
れ
ぞ
れ
使

用
す
る
要
素
・
部
品
の

価
格
を
合
算
し
た
価
格

と
す
る
こ
と
。

 

３
 
 

耐
用

年
数

以
内

の
破

損

及
び

故
障

に

際
し

て
は

、

原
則

と
し

て

修
理

又
は

調

整
を

行
う

こ

と
。

 

   
 
ア

 
基
本
工
作
法

 

工
 

 
 
 
 
 
程

 
作

業
の

内
容

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

（
ア
）
身
体
状
況
の
観
察
と
評
価

 

 

 
身
体
変
形
の
状
況
及
び
痙
直
、
緊
張
、
不
随
意
運
動
等
の
観
察
並
び
に
こ
れ
ら
の
特
徴
の

把
握
並
び
に
姿
勢
の
決
定
及
び
使
用
目
的
の
確
認

 

（
イ
）
採

 
寸

  
 
 製

作
に
必
要
な
寸
法
及
び
角
度
の
測
定
並
び
に
情
報
カ
ー
ド
へ
の
記
録

  

（
ウ
）
採

 
型

 
 
採
型
器
に
よ
る
陽
性
モ
デ
ル
又
は
ギ
プ
ス
包
帯
法
に
よ
る
陰
性
モ
デ
ル
の
採
型

 

（
エ
）
設
計
図
の
作
成

 
 
製
作
に
必
要
な
設
計
図
の
作
成

 

（
オ
）
陽
性
モ
デ
ル
の
製
作
・
修
正

 
 

陰
性

モ
デ

ル
へ

の
ギ

プ
ス

の
注

型
並

び
に

支
持

部
の

製
作

に
必

要
な

陽
性

モ
デ

ル
の

製

作
、
修
正
、
表
面
の
仕
上
げ

 

（
カ
）
加
工
・
組
立
て

 
 
陽
性
モ
デ
ル
及
び
設
計
図
に
基
づ
く
加
工
並
び
に
組
立
て

 

（
キ
）
仮
合
わ
せ
（
中
間
適
合
検
査
）

 
 
身
体
へ
の
適
合
並
び
に
装
置
の
各
機
能
の
検
査
及
び
修
正

 

（
ク
）
仕
上
げ

 
 
各
部
品
の
取
付
け
及
び
仕
上
げ
等

 

（
ケ
）
適
合
検
査

 
 
最
終
的
な
身
体
へ
の
適
合
及
び
装
置
の
各
機
能
の
検
査
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
イ

 
身
体
部
位
区
分

 

 

 

 
 
ウ

 
基
本
価
格

 

身
体

部
位

 
 

 
 
 
 
 

 

価
 

 
 
 
 
 
格

 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  
採

寸
 
 

 
 

 
採

型
 
 

 
 

 

 
頭

・
頸

部
 
 

 
 
 
 

 
 
  

 
  

2
,5
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,5
0
0 

 

 
上

 
肢
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  
 1

,2
5
0 

 
 
  
 
  
 3

,2
0
0 

 

 
体

幹
部

 
 

 
 
 
 

 
 
 
  
 
  

11
,0
0
0 

 
 
  
 
  

21
,0
0
0 

 

 
骨
盤
・
大
腿
部

 
 
 
  
 
  

11
,0
0
0 

 
 
  
 
  

21
,0
0
0 

 

 
下
腿
・
足
部
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  
 1

,5
0
0 

 
 

（
注
）

 

 
 

 
身
体
部
位
の
区
分
ご
と
に
定
め
る
採
寸
又
は
採
型
の
価
格
を
組
み
合
わ
せ
て
基
本
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

                                     

                                     

                                     

頭
 ・

 頸
部

 

体
 
幹

 
部

 
上

 
 
肢

 

骨
盤
・
大
腿
部

 

下
腿
・
足
部
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
エ

 
製
作
要
素
価
格

 

 
 

 
(ア

) 
支
持
部

 

部
位

 
 

 
 
 

 
名

称
 
 

 
 
 
 
 

  
価

格
 
 

 
  

円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
頭
・
頚
部
 

 
頭
部
支
え

 
 
 
  
 
  
 7

,1
5
0 

 

頸
部
支
え

 
 

 
 
（

7
.1
5
0）

 
 

 
上
肢

 
 
上
肢

 腕
支
え
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  
 2

,7
5
0 
 

 

 
前
腕
・
手
部
支
え
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  
 3

,0
5
0 

 

 
体
幹
部

 
 
平
面
形
状
型

 
 
 
  
 
  
 5

,7
5
0 

 

 
モ
ー
ル
ド
型

 
 
 
  
 
  

39
,9
0
0 

 
採

寸
で

製
作

す
る

場
合

は
8
0
％

の
価

格
と

す
る

こ
と

。
 

 
シ
ー
ト
張
り
調
節
型

 
 
 
  
 
  

11
,9
0
0 

 

 
骨
盤
・
大
腿
部

 
 
平
面
形
状
型

 
 
 
  
 
  
 5

,7
5
0 

 

 
モ
ー
ル
ド
型

 
 
 
  
 
  

39
,9
0
0 
 

 
採

寸
で

製
作

す
る

場
合

は
8
0
％

の
価

格
と

す
る

こ
と

。
 

 
シ
ー
ト
張
り
調
節
型

 
 
 
  
 
  

11
,9
0
0 

 

 
下
腿
部

 
 
下
腿
支
え
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  
 2

,2
0
0 

 

 
足
部

 
 
足
台
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  
 2

,2
0
0 

 

（
注
）

 

 
 

 
フ
レ
ッ
ク
ス
構
造
を
持
た
せ
る
場
合
は
、
１
か
所
に
つ
き

5,
0
00
円
加
算
で
き
る
こ
と
。

 

          

     ←
該
当
項
目
が
な
く
製
作
が
困
難
（
価
格
は
暫
定
）

 

 「
上
肢
」
に
は
肘
か
ら
手
先
ま
で
含
ま
れ
る
と
し
て
、
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
と
上
肢

支
え
は
二
重
取
り
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

(現
行
制
度
で
修
理
基

準
に
は
調
整
項
目
と
し
て
「
上
腕
部
」
あ
り

) 

原
稿
作
成
時
の
間
違
い
で
は
？

 

                          

     J
A

W
S

 

 J
A

W
S

 

                             

     ○
項
目
の
追
加
・
修
正

 

 ○
適
用
範
囲
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

（
以
下
を
追
加
）

 

（
イ
）
支
持
部
フ
レ
ー
ム

 

部
位

 
 
 

 
 

 
名

称
 

 
 

 
 

 
 

  
価

格
 

 
 

  
円

 
備

考
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
体
幹
部

 
 

（
2
0
,
0
0
0）

 
※
価
格
は
暫
定

 

 
骨
盤
・
大
腿
部

 
 

（
2
0
,
0
0
0）

 
 

 
下
腿
部

 
 
下
腿
支
え
（
片
側
）

 
 
（

5
,
0
0
0）

 
 

 
足
部

 
 
足
台
（
片
側
）

 
 
 
 
 
 （

5
,
0
0
0）

 
 

※
支
持
部
を
取
り
付
け
る
た
め
の
支
持
フ
レ
ー
ム
。
木
材
、
金
属
、
樹
脂
な
ど
。

 

    
 

 
(イ

) 
支
持
部
の
連
結

 

名
称

 
 

 
 
 

  
種

類
 
 

 
 

  
価

格
 
 

 
  

円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

 
固

 
 
定

 

 

 
頸
部

 
 
 
  
 
  
 2

,7
0
0 

 

 
腰
部
（
片
側
）

 

 
膝
部
（
片
側
）

 

 
足
部
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  
 1

,9
5
0 

 

 

 
遊

 
 
動

 
 
腰
部
（
片
側
）

 

 
膝
部
（
片
側
）

 

 
足
部
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  
 2

,9
0
0 

 

 

 
角
度
調
整
用
部
品

 

 

 
機
械
式

 
 
 
  
 
  
 8

,1
5
0 

 

 
ガ
ス
圧
式

 
 
 
  
 
  
 9

,3
0
0 

 

 
電
動
式

 
 
 
  
 
  

64
,5
0
0 

ス
イ

ッ
チ

、
バ

ッ
テ

リ
ー

、
充

電
器

等
が

必
要

な
場

合
は

、

電
動
車
椅
子
の
修
理
項
目
を
用
い
る
。

 

（
注
）

 

 
 
１

 
固
定
と
は
、
角
度
調
節
機
能
の
な
い
一
定
の
角
度
で
連
結
す
る
構
造
を
い
う
。

 

 
 

２
 

遊
動
と

は
、

多
少

に
か

か
わ
ら

ず
角
度

の
変

更
が

可
能

な
連
結

構
造
で

あ
り

、
角

度
調

整
用
部

品
を
用

い
る

場
合

は
、

使

用
本
数
分
の
価
格
を
加
算
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
固
定
又
は
遊
動
に
つ
い
て
、
完
成
用
部
品
の
継
手
を
使
用
す
る
場
合
は
、
当
該
完
成
用
部
品
の
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 
 

４
 

１
の

(
１

)
又

は
(
３

)
の

各
オ
に

掲
げ

る
殻

構
造

義
肢
又

は
装
具

の
完

成
用

部
品

を
使
用

す
る
場

合
は

、
殻

構
造

義
肢
又

は

装
具
の
基
準
に
準
ず
る
こ
と
。

 

※
「
構
成
の
概
念
図
」
に
「
支
持
部
フ
レ
ー
ム
」
と
い
う
要
素
を
追
加
す
る
。
 

現
行
の
構
成
で
は
「
支
持
部
フ
レ
ー
ム
」
と
い
う
概
念
が
無
い
た
め
、
支
持
部

を
「
支
持
部
の
連
結
」
で
接
続
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
実
際
の
支
持
部
は
ク
ッ

シ
ョ
ン
材
の
も
の
が
多
い
の
で
、
そ
の
ク
ッ
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
付
け
る
フ
レ
ー

ム
が
必
要
と
な
る
。
完
成
用
部
品
に
は
支
持
フ
レ
ー
ム
に
該
当
す
る
部
品
が
認

め
ら
れ
て
お
り
、
製
作
構
造
と
し
て
矛
盾
が
あ
る
。
 

 

図
－
4
9 

座
位
保
持
装
置
の
構
成
概
念
図

 

 

    ←
該
当
項
目
が
な
く
製
作
が
困
難

 

        

J
A

W
S

 

                           J
A

W
S

 

        

●
分
類
の
追
加

 

                           ○
適
用
範
囲
の
修
正

 

        

装
置
全
体

 
支
持
部

 

支
持
部
の
連
結

 
構
造
フ
レ
ー
ム

 

支
持
部
フ
レ
ー
ム
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
(ウ

) 
構
造
フ
レ
ー
ム

 

使
用

材
料

 
 

 
 
 

 
基
本
価
格

 
 

 
 

 
円

 
備

考
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  

 
木
材
・
金
属

 
 
 
  
 
 2

5,
20
0 

 

（
注
）

 

 
 
１

 
テ
ィ
ル
ト
機
構
を
付
加
す
る
場
合
は
、

4,
7
50
円
加
算
し
、
必
要
数
の
角
度
調
整
用
部
品
を
加
算
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
昇
降
機
構
を
付
加
す
る
場
合
は
、

6
,
55
0円

加
算
し
、
必
要
数
の
角
度
調
整
用
部
品
を
加
算
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
  
３

 
完
成
用
部
品
の
構
造
フ
レ
ー
ム
を
使
用
す
る
場
合
は
、
当
該
完
成
用
部
品
の
価
格
を
基
本
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 
 

４
 

車
椅

子
及

び
電
動

車
椅

子
と
し

て
の

機
能

を
付
加

す
る

場
合
は

、
１

の
(
５

)
に

定
め
る

車
椅
子

及
び

電
動

車
椅
子

の
価

格

を
基

本
価

格
と
す

る
こ

と
。
た
だ

し
、
座

位
保
持

装
置

と
し
て
製

作
す
る

部
分
と

重
複

す
る
こ
と

と
な
る

部
分
に

つ
い

て
は

、
２

の
(
５

)
に
定

め
る

車
椅

子
及

び
電
動

車
椅

子
の

各
部

位
の
交

換
価
格

の
9
5
％

に
相

当
す

る
価

格
と
み

な
し

、
こ

れ
を

控

除
す

る
こ

と
。
ま

た
、

リ
ク
ラ
イ

ニ
ン
グ

、
テ
ィ

ル
ト

、
リ
ク
ラ

イ
ニ
ン

グ
・
テ

ィ
ル

ト
に
限
り

車
椅
子

及
び
電

動
車

椅
子

側
の
機
構
を
優
先
す
る
こ
と
と
し
、
座
位
保
持
装
置
側
の
機
構
の
製
作
要
素
加
算
は
行
わ
な
い
こ
と
。

 

  
 

 
(エ

) 
付
属
品

 

名
称

 
 

 
 
 
 
 

 
種

類
 
 

 
 
 
 
 

  
価

 
 
格

 円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

カ
ッ
ト
ア
ウ
ト
テ
ー
ブ
ル
 

 
 
 
  
 
 1

1,
30
0 

表
面

ク
ッ

シ
ョ

ン
張

り
は

3,
5
00

円
加

算
で

き
る

こ
と

。
 

頭
・
頸
部
保
持
部
品

 

 

１
.
ネ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト

 
（

3,
8
00
）

  
 
  
 
 

 

２
.
あ
ご
受
け

 
（

3,
8
00
）

 
 

３
.
前
頭
部
パ
ッ
ド

 
（

3,
4
00
）

 
 

４
.
側
方
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
（

1,
5
00
）

 
 

上
肢
保
持
部
品

 

 

ア
ー
ム
レ
ス
ト
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

3,
50
0 

 

肘
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

2,
15
0 

 

縦
型
グ
リ
ッ
プ
（
片
側
）

 

横
型
グ
リ
ッ
プ
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  

2,
55
0  

 

9
.
角

度
調

整
グ

リ
ッ

プ
（

片

側
）
 

（
4,
5
00
）

 
 

1
0
.
手
部
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
（

2,
1
50
）

 
 

 構
造
フ
レ
ー
ム
の
価
格
に
つ
い
て
は
安
す
ぎ
る
た
め
、
改
定
し
て
頂
き
た
い
で

す
。

 

（
完
成
用
部
品
登
録
さ
れ
て
い
る
フ
レ
ー
ム
と
の
価
格
差
が
非
常
に
大
き
い
）

 

                 ←
該
当
項
目
が
な
く
製
作
が
困
難
（
価
格
は
暫
定
）

 

 

 

 J
A

W
S

 

                   J
A

W
S

 

               

 ◆
価
格
の
修
正

 

                   ●
分
類
の
追
加

 

           ●
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

1
1
.
前
腕
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
（

2,
1
50
）

 
 

1
2
.
肘

受
け

パ
ッ

ド
（

片

側
）
 

（
2,
1
50
）

 
 

1
3
.
上

肢
側

方
ガ

ー
ド

(
片

側

)
 

（
2,
1
50
）

 
 

体
幹
保
持
部
品

 

  

肩
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

3,
40
0 

 

胸
パ
ッ
ド

 
 
 
  
 
  

3,
80
0 

 

胸
受
け
ロ
ー
ル

 
 
 
  
 
  

5,
30
0 

 

体
幹
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

2,
95
0 

 

腰
部
パ
ッ
ド

 
 
 
  
 
  

3,
40
0 

 

1
9
.
背
パ
ッ
ド

 
（

4,
2
00
）

 
 

2
0
.
腹
部
パ
ッ
ド

 
（

3,
4
00
）

 
 

骨
盤
保
持
部
品

 

 

骨
盤
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

2,
10
0 

 

臀
部
パ
ッ
ド

 
 
 
  
 
  

3,
45
0 

 

2
3
 
腸
骨
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
（

3,
4
00
）

 
 

下
肢
保
持
部
品

 

 

内
転
防
止
パ
ッ
ド

 
 
 
  
 
  

3,
70
0 

 

外
転
防
止
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

2,
10
0 

 

膝
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 

下
腿
保
持
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  

3,
20
0 

 

 

足
部
保
持
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

2,
45
0 

 

2
9
 

大
腿

保
持

パ
ッ

ド
（

片

側
）
 

（
2,
4
50
）

 
 

3
0
 

下
肢

側
方

ガ
ー

ド
（

片

側
）
 

（
2,
4
50
）

 
 

3
1
 

足
台

上
面

パ
ッ

ド
（

片

側
）

 

（
2,
4
50
）

 
 

ベ
ル
ト
部
品

 
肩
ベ
ル
ト
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

1,
90
0 

 

       

                    

  ←
該
当
項
目
が
な
く
製
作
が
困
難
（
価
格
は
暫
定
）

 

       

      J
A

W
S

 

                      J
A

W
S

 

       

      ●
項
目
の
追
加

 

                      ●
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
腕
ベ
ル
ト
（
片
側
）

 

手
首
ベ
ル
ト
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  

1,
60
0 

 

 

胸
ベ
ル
ト

 

骨
盤
ベ
ル
ト

 

 
 
  
 
  

3,
30
0 

 

 

股
ベ
ル
ト

 
 
 
  
 
  

3,
45
0 

 

大
腿
ベ
ル
ト
（
片
側
）

 

膝
ベ
ル
ト
（
片
側
）

 

下
腿
ベ
ル
ト
（
片
側
）

 

足
首
ベ
ル
ト
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  

1,
75
0 

 

 

4
2
 

H
型
・

X
型
ベ
ル
ト

 
（

7,
8
00
）

 
 

支
持
部
カ
バ
ー

 
頭
部

 
 
 
  
 
  

2,
25
0 

脱
着
式
は

2
,6
0
0円

加
算
で
き
る
こ
と
。

 

  
上
肢
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

1,
25
0
  

体
幹
部

 

 

平
面
形
状
型

 
 
 
  
 
  

2,
70
0 

モ
ー
ル
ド
型

 
 
 
  
 
  

7,
85
0 

シ
ー
ト
張
り
調
節
型

 
 
 
  
 
  

3,
15
0 

骨
盤
・

 

大
腿
部

 

 

平
面
形
状
型

 
 
 
  
 
  

2,
70
0 

モ
ー
ル
ド
型

 
 
 
  
 
  

7,
85
0
  

シ
ー
ト
張
り
調
節
型

 
 
 
  
 
  

3,
15
0 

下
腿
部
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

1,
25
0 

足
 
部
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

1,
25
0 

内
張
り

 

 

ア
ー
ム
レ
ス
ト
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

1,
35
0 

 

テ
ー
ブ
ル

 
 
 
  
 
  

3,
50
0 

 

ベ
ル
ト

 
（

1,
3
50
）

 
※
価
格
は
暫
定
。
１
本
あ
た
り
の
価
格
。

 

体
圧
分
散
補
助
素
材

 

（
立

体
編

物
素

材
を

含

め
る
）

 

 

頭
部

 
 
 
  
 
  

3,
45
0 

 

上
肢
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

1,
70
0 

 

体
幹
部

 
 
 
  
 
  

7,
85
0 

 

           ←
該
当
項
目
が
な
く
製
作
が
困
難
（
価
格
は
暫
定
）

 

                  ←
ベ
ル
ト
に
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
付
け
る
場
合
へ
の
対
応
。
（
「
要
領
」
と
の
整

合
性
が
必
要
と
な
る
）

 

     

           J
A

W
S

 

                  J
A

W
S

 

      

           ●
項
目
の
追
加

 

                  ○
項
目
の
追
加

 

◎
素
材
の
追
加

 

     

257



 

 
 

 

＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

骨
盤
・
大
腿
部

 
 
 
  
 
  

7,
85
0 

 

下
腿
部
（
片
側
）

 

足
部
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  

1,
70
0 

 

 

ベ
ル
ト

 
（

1,
7
00
）

 
※
価
格
は
暫
定
。
１
本
あ
た
り
の
価
格
。

 

キ
ャ
ス
タ
ー

 
 

 
 
  
 
  

1,
40
0 

多
機
能
キ
ャ
ス
タ
ー
は

8
50
円
加
算
で
き
る
こ
と
。

 

そ
の
他

 

 

介
助
用
グ
リ
ッ
プ
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

2,
55
0 

 

ス
ト
ッ
パ
ー

 
 
 
  
 
  

3,
85
0 

 

高
さ
調
整
用
台
座

 
 
 
  

 
 1
5,
50
0 

 

体
温
調
節
用

換
気
フ
ァ
ン
・
ヒ

ー
タ
ー

 

（
25
,
00
0）

 
価
格
は
暫
定
。

 

人
工
呼
吸
器
搭
載
台

 
2
5
,
0
0
0  

価
格
は
車
椅
子
付
属
品
と
同
じ

 

痰
吸
引
器
搭
載
台

 
2
5
,
0
0
0 

価
格
は
車
椅
子
付
属
品
と
同
じ

 

栄
養
パ
ッ
ク

取
り
付
け
用
ガ
ー

ト
ル
架

 

9
,
0
0
0  

価
格
は
車
椅
子
付
属
品
と
同
じ

 

（
注
）

 

 
 
１

 
各
種
類
１
個
（
本
）
当
た
り
の
額
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
取
付
け
に
当
た
っ
て
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
使
用
す
る
場
合
は
、
そ
の
価
格
を
含
む
も
の
と
す
る
。

 

  
 

 
(オ

) 
調
節
機
構

 

名
 称

 
種

類
 
 

 
 
 
 

  
価

格
 
 

 
  

円
 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

  

高  さ  調  節  

頭
部
支
持
部

 

体
幹
支
持
部

 

骨
盤
・
大
腿
支
持
部

 

 
 
  
 
  

2,
55
0 

 

足
部
支
持
部
（
片
側
）

 

ア
ー
ム
レ
ス
ト
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  

1,
60
0 

 

前 後 調 節  

頭
部
支
持
部

 

骨
盤
・
大
腿
支
持
部

 

 
 
  
 
  

2,
60
0 

 

足
部
支
持
部
（
片
側
）

 
 
 
  
 
  

1,
60
0
  

 

    ←
ベ
ル
ト
に
耐
圧
分
散
素
材
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
取
り
付
け
る
場
合
へ
の
対
応
。

 

       「
体
温
調
節
用
換
気
フ
ァ
ン
・
ヒ
ー
タ
ー
」
は
体
温
調
節
が
困
難
な
対
象
者
に
用

い
る
も
の
。

 

←
「
人
工
呼
吸
器
搭
載
台
」
「
痰
吸
引
器
搭
載
台
」
「
痰
吸
引
器
搭
載
台
」
「
栄

養
パ
ッ
ク
取
り
付
け
用
ガ
ー
ト
ル
架
」
に
つ
い
て
は
、
車
椅
子
の
修
理
基
準
に
あ

る
項
目
で
、
座
位
保
持
装
置
に
な
い
も
の
で
す
。
座
位
保
持
装
置
に
も
同
じ
ニ
ー

ズ
が
あ
り
ま
す
。

 

                   

    J
A

W
S

 

       J
A

W
S

 

 J
A

W
S

 

                      

    ○
項
目
の
追
加

 

       ●
項
目
の
追
加

 

 ●
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

角 度 調
節  

頭
部
支
持
部

 
 
 
  
 
  

3,
00
0 

 

テ
ー
ブ
ル

 
 
 
  
 
  

6,
55
0
  

 

脱 着 機 構  

体
幹
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 

骨
盤
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 

膝
パ
ッ
ド
（
片
側
）

 

ア
ー
ム
レ
ス
ト
（
片
側
）

 

 
 
  
 
  

2,
00
0 

 

 

内
転
防
止
パ
ッ
ド

 
 
 
  
 
  

5,
65
0
  

 

開 閉 機 構  

ア
ー
ム
レ
ス
ト
（
片
側
）

 

足
部
支
持
部
（
片
側
）

 

 

 
 
  
 
  

2,
00
0 

 

（
注
）

 

 
 
１

 
そ
れ
ぞ
れ
を
１
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
脱
着
・
開
閉
機
構
で
、
蝶
番
の
み
や
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
な
ど
の
簡
便
な
方
法
に
よ
る
も
の
は
、
加
算
で
き
な
い
こ
と
。

 

   
 
オ

 
完
成
用
部
品

 

  
 

 
 
座
位
保
持
装
置
用
部
品
の
名
称
、
使
用
部
品
、
価
格
等
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
。

 

  備
 

 
考

 
 

 
 
１

 
本
表
の
価
格
は
、
医
師
の
採
型
技
術
料
を
含
ま
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 

２
 

耐
用

年
数

は
、

通
常

の
使

用
状

態
に

お
い

て
、

当
該

装
置

が
修

理
不

能
と

な
る

ま
で

の
予

想
年

数
を

示
し

た
も

の
で

あ
る

こ

と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
（
５
）

 そ
の
他

 

種
目

 
 

 
  

名
称

 
 

 
 

 
基

本
構

造
 
 

 
 
 
 
 

 
付

属
品

 
 

 
 
 
 
 

 

 

価
格

 
 

 
 

円
 

耐 用
 

年 数
 

年
 

備
考

 
 

 
 
 

 

  
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 

  
 

 
 

 

  盲
人

 
 

 
 

 

 安
全
つ
え

 

 （
白
杖
）

 

 

普
通

用
 
 

 
 
 

 

             

主
体
―
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

 

 
 

 
繊

維
強

化
プ

ラ
ス

チ

ッ
ク
各
種

 

石
突

―
耐

摩
耗

性
合

成
樹

脂
 
 
  
 
 

又
は

高
力

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

合
金

（
回

転

式
、

滑
走

式
を

含

む
）

 

外
装

―
白

色
又

は
黄

色
の

塗

装
若

し
く

は
加

工
各

種
夜

間
用

加
工

を
含

む
。

 

グ
リ

ッ
プ

ー
ゴ

ム
製

、
木

製
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
な
ど

 

形
状
―
直
式

 
 

夜
光
装
置

 
 

 

ベ
ル

 

ゴ
ム
グ
リ
ッ
プ

 

 

 
 
 3
,
55
0 

1
0
,
8
0
0 

  
 

 
 

    
 

 
 

２
    

1
 
 夜

光
装
置

 

夜
間
用
視
認
装
備

 

(
1
) 

夜
光

材
付

と
し

た
場

合
は

4
10

円
増

し
と

す

る
こ
と
。

 

(
2
) 

全
面

夜
光

材
付

と
し

た
場

合
は

1,
20
0
円

増

し
と
す
る
こ
と
。

 

(
3
) 

フ
ラ

ッ
シ

ュ
ラ

イ
ト

付
と

し
た

場
合

は

1
,
65
0
円

増
し

と
す

る

こ
と
。

 

2
 
 
 
ベ

ル
付

と
し

た
場

合

は
1,
6
50

円
増

し
と

す

る
こ
と
。

 

3
 
 

主
体

木
材

で
ポ

リ
カ

ー
ボ

ネ
ー

ト
樹

脂
被

覆

付
と

し
た

場
合

は
 

1
,
45
0
円

増
し

と
す

る

こ
と
。

 

主
体
―
木
材

 

そ
の
他
は
上
と
同
じ
。

 

上
と
同
じ
。

 

 

1
,
65
0 

8
,
3
0
0 

 盲
人
安
全
つ
え

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
 

（
１
）
名
称
変
更

 

１
、

盲
人
安
全
つ
え

 
→
盲
人
安
全
つ
え
（
白
杖
）

 

 
 

 
一
般
的
な
認
知
度
と
し
て
「
盲
人
安
全
つ
え
」
と
い
う
名
称
が
認
知
さ
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
、
補
足
と
し
て
認
知
度
の
高
い
「
白
杖
」
と
記
入
す
べ
き
。

 

２
、
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

 
→
 
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
各
種

 

 
 

グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー
以
外
の
同
系
統
素
材
（
カ
ー
ボ
ン
フ
ァ
イ
バ
ー
、
ア
ラ
ミ
ド

な
ど

）
が

普
及

し
、

名
称

の
混

同
が

あ
る

た
め

、
素

材
は

広
義

の
名

称
に

す
べ

き
。

 

３
、
軽
金
属
 
→
 
金
属

 

 
 

 
使
用
さ
れ
る
金
属
も
多
様
化
し
（
ア
ル
ミ
、
ジ
ェ
ラ
ル
ミ
ン
な
ど
）
、
軽
金
属

と
い

う
名

称
で

想
定

さ
れ

る
金

属
（

比
重

４
～

５
）

以
外

を
使

用
す

る
こ

と
も

あ
る
た
め
、
素
材
は
広
義
の
名
称
に
す
べ
き
。

 

４
、

夜
光
装
置

 
→

 
夜
間
用
視
認
装
備

 

 
 

 
一
部
自
治
体
で
は
、
夜
光
装
置
の
意
味
合
い
を
「
自
発
的
に
光
る
部
材
」
と
考

え
、
現
在
の
主
軸
素
材
で
あ
る
「
反
射
材
」
を
認
め
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
混
乱

を
招
い
て
い
る
た
め
、
反
射
材
も
内
包
で
き
る
名
称
に
す
べ
き
。

 

（
２
）
削
除

 

１
、
生
産
さ
れ
て
い
な
い
付
属
品
の
削
除
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
イ
ト
、
ベ
ル
、
ポ
リ
カ
ー
ボ

ネ
ー
ト
）

 

 
 
 
付
属
品
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
３
品
は
、
現
在
生
産
を
さ
れ
て
お
ら
ず
、
掲
載

が
あ
る
こ
と
で
混
同
を
招
い
て
い
る
の
で
削
除
す
べ
き
。

 

（
３
）
変
更

 

１
、
付
属
品
・
限
度
額
 

 

付
属

品
「

夜
間
用

視
認

装
置
」

「
ゴ
ム

グ
リ
ッ

プ
」

を
基
本

構
造
に

組
込
み

、

「
石
突
」
は
多
様
性
を
持
た
せ
、
実
際
の
取
り
付
け
の
有
無
は
利
用
者
の
選
択
制
に

す
る
。

そ
し

て
、

限
度
額

は
ど

の
付

属
品

が
取

り
付
け

ら
れ

る
よ

う
に

増
大
を

す

る
。

 

 
 
 
 
 
ま
ず
、
白
杖
の
使
用
方
法
は
、
基
準
制
定
時
よ
り
も
多
様
化
し
、
そ
れ
に
伴

い
付
属
品
も
多
様
化
し
て
い
る
が
、
現
制
度
で
は
反
映
が
無
く
、
実
質
的
に
自

己
負
担
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
一
部
自
治
体
の
補
装
具
決
定
に

お
い
て
、
付
属
品
の
メ
リ
ッ
ト
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
付
属
品
を

「
後
付
部
品
」
の
意
味
合
い
で
考
え
、
決
定
金
額
に
付
属
品
を
認
め
な
い
こ
と

が
あ
り
、
付
属
品
に
関
す
る
基
準
整
理
に
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。

 

 
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
利
用
者
に
公
正
で
負
担
の
無
い
基
準
で
、
自
治
体
担

 日
盲
連

 

                                   

   ◎
名
称
・
定
義
の
修
正

 

   ◎
素
材
の
修
正

 

   ◎
素
材
の
修
正

 

   ◎
名
称
・
定
義
の
修
正

 

    ◎
項
目
の
削
除

 

    ○
適
用
範
囲
の
修
正

 

◆
価
格
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

          

主
体
―
軽
金
属

 

そ
の
他
は
上
と
同
じ
。

 
 

 

 

上
と
同
じ
。

 

 
 

 

 
 
 2
,
20
0 

9
,
0
0
0 

５
 

 

 

4
 
 
 
ゴ

ム
グ

リ
ッ

プ
付

と

し
た

場
合

は
66
0
円

増
し

と
す
る
こ
と
。

 

 再
交
付
規
定

 

修
理

が
出

来
な

い
盲

人

安
全

つ
え

は
再

給
付

が

可
能
 

 利
用

者
の

必
要

性
に

応

じ
て

２
本

の
給

付
も

可

能
 

 

携
帯

用
 
 

 
 
 

 

         

主
体
―
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

 

 
 

 
繊

維
強

化
プ

ラ
ス

チ

ッ
ク
各
種

 

石
突
及
び
外
装
、
グ
リ
ッ
プ

 

 
  
―
普
通
用
と
同
じ
。

 

形
状
―
折
た
た
み
式
若
し
く

 

 
 

 
は
ス
ラ
イ
ド
式
。

 
 

 

上
と
同
じ
。

 

 
 

 

 
 
 4
,
40
0 

1
1
,
9
0
0 

 
 

 
 

 

    
 

 
 

 
 

２
 

 

 
 

 
 

 

主
体
―
木
材

 

そ
の
他
は
上
と
同
じ
。

 
 

 

 

上
と
同
じ
。

 

 
 

  

 
 
 3
,
70
0 

1
1
,
0
0
0 

 

主
体
―
軽
金
属

 

そ
の
他
は
上
と
同
じ
。

 
 

 

上
と
同
じ
。

 

 
 

 

 
 
 3
,
55
0 

 

1
0
,
8
0
0 

 

４
  

 

身
体

支
持

併

用
 

 

主
体
―
軽
金
属

 

石
突

―
ゴ

ム
又

は
普

通
用

と

同
じ
。

 

外
装

及
び

グ
リ

ッ
プ

―
普

通

用
と
同
じ
。

 

形
状

―
直

式
又

は
折

り
た

た

み
式

若
し

く
は

ス
ラ

イ
ド

式
。

 

上
と
同
じ
。

 

 

 
 
 3
,
80
0 

1
1
,
1
0
0 

 

 
 
 

４
   

当
者
が
理
解
し
易
い
基
準
は
、
現
状
の
付
属
品
と
さ
れ
る
部
材
・
部
品
を
基
本

構
造
に
盛
り
込
み
、
連
動
し
て
限
度
額
を
増
や
し
、
幅
の
あ
る
限
度
額
の
中
か

ら
利
用
者
が
必
要
と
す
る
付
属
品
を
選
択
し
、
白
杖
を
給
付
す
る
方
法
に
変
更

を
す
べ
き
。

 

 
限
度
額
は
、
現
基
準
金
額
に
以
下
の
付
属
品
・
部
品
を
全
て
加
算
し
た
金
額

に
、

基
準

の
変

更
が

３
０

年
以

上
根

本
的

に
行

わ
れ

て
い

な
い

点
を

考
慮

し

て
、

1
.3
倍
を
乗
算
す
る
。

 

【
限
度
額
＋
夜
間
用
認
識
装
置
（

1
2
0

0
円
）
＋
ゴ
ム
グ
リ
ッ
プ

(6
6
0
円

)＋
滑

走
式
石
突

(2
9
0
0
円

)】
×

1
.3

 

な
お
、
身
体
支
持
併
用
に
関
し
て
は
、
普
通
用
・
携
帯
用
で
使
用
さ
れ
る
付

属
品
・
部
品
で
取
り
付
け
が
出
来
な
い
部
品
が
あ
る
も
の
の
、
伸
縮
構
造
、
加

重
耐
性
構
造
な
ど
の
加
工
が
あ
る
の
で
同
程
度
の
増
額
が
望
ま
し
い
。

 

２
、
対
応
年
数

 

 
 
 
対
応
年
数
を
撤
廃
し
、
修
理
が
出
来
な
い
盲
人
安
全
つ
え
は
円
滑
に
再
給
付
が
行

え
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
 
 
 
 
視
覚
障
害
者
の
社
会
進
出
が
広
ま
り
、
外
出
時
に
盲
人
安
全
つ
え
を
使
用
す

る
視
覚
障
害
者
が
増
え
た
こ
と
で
、
盲
人
安
全
つ
え
の
利
用
頻
度
は
格
段
に
増

え
、
盲
人
安
全
つ
え
自
体
が
消
耗
品
と
し
て
利
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
白
杖
の
対

応
年
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
外
出
時
に
歩
行
者
と
の
接
触
な
ど
で
破

損
を
す
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
お
り
、
対
応
年
数
は
更
に
減
少
を
し
、
現
実
的
な

対
応
年
数
と
、
基
準
表
の
対
応
年
数
が
合
致
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。

 

 
 
 
 
 
そ
し
て
、
盲
人
安
全
つ
え
に
関
す
る
修
理
規
定
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大

半
の
修
理
が
自
費
対
応
に
な
る
こ
と
と
、
一
部
の
自
治
体
に
お
い
て
は
基
準
表

の
対
応
年
数
に
こ
だ
わ
り
、
再
申
請
を
認
め
な
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
、
利
用

者
に
対
し
て
適
切
な
補
装
具
給
付
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

 

 
 
 
 
 
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
盲
人
安
全
つ
え
を
消
耗
材
と
し
て
位
置
づ
け
、
対
応

年
数
を
撤
廃
し
、
原
則
と
し
て
修
理
が
出
来
な
い
盲
人
安
全
つ
え
に
関
し
て
は

再
給
付
が
容
易
に
行
え
る
基
準
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
自
治
体
担
当
者
が
再
申

請
の
判
断
を
し
や
す
く
す
る
為
、
備
考
欄
に
「
再
交
付
規
定
 
修
理
が
出
来
な

い
盲
人
安
全
つ
え
は
再
給
付
が
可
能
」
と
い
う
一
文
を
追
加
す
る
。

 

（
４
）
追
加

 

１
、
２
本
給
付

 

 
 
 
利
用
者
の
必
要
性
に
応
じ
て
２
本
の
給
付
を
認
め
る
こ
と
を
明
記
す
る
。

 

 
 
 
 
 
平
成
２
５
年
２
月
２
５
日
に
行
わ
れ
た
障
害
保
健
福
祉
関
係
主
管
課
長
会
議

に
て
再
確
認
さ
れ
た
盲
人
安
全
つ
え
の
２
本
給
付
は
、
自
治
体
担
当
者
が
認
知

を
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
事
実
上
、
対
応
を
し
て
い
な
い
自
治
体
が
多

い
。

 

日
盲
連

 

                                    

            ○
耐
用
年
数
の
変
更

 

                 ●
基
準
の
取
扱
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 

 
空
間
認
知
用

 
超

音
波

等
で

障
害

物
を

検
知

す
る
電
子
型

 

内
容

 
－

 
一

体
型

又
は

セ

パ
レ
ー
ト
型

 

確
認

方
法

 
-
 
振

動
、

音
声

案
内
な
ど

 

 
1
0
0
,
0
0
0 

 
 

義
眼

 
 

 
 

 

普
通

義
眼

 
 

 
 
 

 

  

主
材
料
―
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 
 

 
 
又
は
ガ
ラ
ス

 
 

既
製
品

 
 

 
 

 
 
 
17
,
00
0 

 

 
 

 

 

 

特
殊

義
眼

 
 

 
 
 

 

 

主
材
料
―
上
と
同
じ
。

 
 

 

特
殊
加
工
を
施
し
た
も
の
。

 

 
 
 
60
,
00
0 

 

２
 

コ
ン
タ
ク
ト

 

義
 

 
 
眼

 

主
材
料
―
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 

 
 
 
60
,
00
0 

 

 

       

矯
正

眼
鏡

 
 

 
 
 

 
レ

ン
ズ

―
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク

又
は
ガ
ラ
ス

 

 
 

枠
―

セ
ル

ロ

イ
ド

 
金

属

又
は

プ
ラ

ス

 
６
Ｄ
未
満

 
 

 
17
,
60
0 
 

  
 

  
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  

価
格

は
レ

ン
ズ

２
枚

１
組

の
も

の
と

し
、

枠
を

含
む

も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

乱
視

を
含

む
場

合
は

片
眼

又
は

両
眼

に
か

か
わ

ら

ず
、

4
,2
00
 

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 

 
６
Ｄ
以
上

 

１
０
Ｄ
未
満

 

 
 
 
20
,
20
0 

 

１
０
Ｄ
以
上

 

２
０
Ｄ
未
満

 

 
 
 
24
,
00
0 

 

 
 
 
 
 
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
２
本
給
付
が
出
来
る
こ
と
を
明
記
し
、
自
治
体
で
の

給
付
作
業
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な
お
、
２
本
の
給
付
に
お
い
て

は
、
利
用
者
が
使
用
し
や
す
い
盲
人
安
全
つ
え
を
選
択
す
べ
き
で
、
普
通
用
と

携
帯
用
に
限
定
す
る
の
は
現
実
的
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
ど
の
内
容
の
白
杖
で

も
給
付
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

 

   ２
、
空
間
認
知
用
の
追
加

 

 
 
 
 
 
超
音
波
等
を
用
い
て
、
障
害
物
の
有
無
を
判
断
す
る
機
器
は
、
近
年
、
利
用

者
か
ら
の
要
望
か
ら
発
展
を
し
、
様
々
な
機
器
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者

と
し

て
は
、
盲
人

安
全
つ
え
で
の
検

知
が
難
し
い

体
よ
り
上
部
の
安

全
確
認

や
、
空
席
確
認
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
盲
人
安
全
つ
え
の
補
助
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。

 

 
 
 
 
 
自
治
体
で
の
給
付
に
お
い
て
も
特
例
給
付
な
ど
で
実
績
が
あ
り
、
利
用
者
か

ら
の
要
望
も
多
い
点
を
考
慮
す
る
と
、
項
目
に
追
加
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

な
お
、
２
本
給
付
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、
通
常
の
盲
人
安
全
つ
え
と
空
間
認

知
用
が
同
時
購
入
で
き
る
基
準
に
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
使
用
状
況
に
応
じ

た
使
い
分
け
が
出
来
る
よ
う
に
配
慮
を
し
た
い
。

 

       眼
鏡
 

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

--
--

 

（
１
）
変
更

 

１
、
枠
の
素
材
 
セ
ル
ロ
イ
ド

  
→
 
金
属
又
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
現
在
の
主
要
材
料
に
名
称
を
変
更
す
る
。

 

２
、
遮
光
眼
鏡
 
限
度
額

 

 
 
 
 
度
数
に
応
じ
て
の
限
度
額
の
設
定
が
必
要
。
改
定
案
は
主
軸
の
６
Ｄ
以
上
は
限

度
額
を
増
や
す
べ
き
。

 

３
、
弱
視
眼
鏡
 
限
度
額

 

 
 
 
 
レ
ン
ズ
の
高
性
能
化
に
伴
い
、
製
造
価
格
が
上
昇
し
て
お
り
、
限
度
額
が
見
合

っ
て
い
な
い
。

 

 
 
 
 
主
流
の
価
格
帯
に
変
更
す
べ
き

 

日
盲
連

 

                         日
盲
連

 

          

        ○
項
目
の
追
加

 

                    ◎
素
材
の
変
更

 

 ◆
価
格
の
変
更

 

  ◆
価
格
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

    

眼
鏡

 
 

 
 

 

チ
ッ

ク
製

を

原
則

と
す

る
。

 

２
０
Ｄ
以
上

 
 

 
 
24
,
00
0 
 

    
 

４
          

 
 

 

 プ
リ

ズ
ム

加
工

を
行

っ
た

場
合

は
4
,2
0
0
円

増
し

と

す
る
。

 

 利
用

者
が

条
件

の
異

な
る

使
用

方
法

を
行

う
場

合

は
、

条
件

に
あ

っ
た

眼
鏡

を
最

大
２

本
ま

で
申

請
が

出
来
る
。

 

     

遮
光

眼
鏡

 
 

 
 
 

 

 

主
材
料
は
上

 

と
同
じ
。

 

  

前
掛

式
 
 

 
 
 

 
 

 
 
21
,
50
0 
 

 
６
Ｄ
未
満

 
 

 
 
30
,
00
0 

 
６
Ｄ
以
上

 

１
０
Ｄ
未
満

 

 
 
3
0,
0
00
 

3
5
,
0
0
0 

１
０
Ｄ
以
上

 

２
０
Ｄ
未
満

 

 
3
0
,0
0
0 

 
3
5
,
0
0
0 

２
０
Ｄ
以
上

 
 

 
3
0,
0
00
 

 3
5
,
0
0
0
 

コ
ン
タ
ク
ト

 

レ
ン

ズ
 
 

 
 
 

 

 

主
材
料
―
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

 

 

 
 
 
15
,
40
0 

 

  

価
格

は
レ

ン
ズ

１
枚

の
も

の
で
あ
る
こ
と
。

 

弱
視

眼
鏡

 
 

 
 
 

 

       

掛
け
め
が
ね
式

 
 

 
 
36
,
70
0 

 

6
0
,
0
0
0 

高
倍

率
（

３
倍

率
以

上
）

の
主

鏡
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
2
1,
80
0
円

増
し

と

す
る
。

 

 

焦
点
調
整
式

 
 

 

 
 
 
17
,
90
0 

 

ル
ー
ペ
式

 
 

 
1
2
,
0
0
0 

 
 

 （
２
）
追
加

 

１
、
加
工
加
算
 
プ
リ
ズ
ム
加
工

 

２
重
に
見
え
る
こ
と
を
防
止
す
る
加
工
を
追
加
す
る

 

２
、
弱
視
眼
鏡
 
ル
ー
ペ
式
を
追
加

 

 
 
 
 
焦
点
調
整
式
（
単
眼
鏡
）
は
遠
方
向
け
の
ル
ー
ペ
と
考
え
る
と
、
手
元
を
見
る

た
め
の
ル
ー
ペ
の
項
目
が
な
い
。

 

 
 
 
 
利
用
者
の
視
力
や
視
野
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
手
元
を
見
る
た
め
の
ル
ー
ペ
も

選
択
肢
に
入
れ
る
べ
き
。

 

３
、
条
件
に
応
じ
て
の
２
本
給
付

 

 
 
 
 
屋
内
用
と
屋
外
用
、
パ
ソ
コ
ン
目
視
用
と
書
物
目
視
用
で
内
容
が
異
な
る
こ
と

が
あ
り
、
利
用
者
が
必
要
で
あ
れ
ば
最
大
２
本
ま
で
の
給
付
を
認
め
る
点
を
明
記
す
る
。

 

                         

日
盲
連

 

                                    

   ◎
製
作
方
法
の
追
加

 

 ○
項
目
の
追
加

 

     ●
基
準
の
取
扱
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

            
 

 
 

 

補
聴

器
 
 

 
 

 

        

高
度

難
聴

用

ポ
ケ
ッ
ト
型

 

  

J
I
S 

C
 
5
51
2
-
2
00
0 

に
よ

る
。

 

9
0
デ

シ
ベ

ル
最

大
出

力
音

圧

の
ピ

ー
ク

値
の

表
示

値
が

1
4
0
デ

シ
ベ

ル
未

満
の

も

の
。

 

9
0
デ

シ
ベ

ル
最

大
出

力
音

圧

の
ピ

ー
ク

値
が

 
1
2
5
デ

シ
ベ

ル
以

上
に

及
ぶ

場
合

は
出

力

制
限
装
置
を
付
け
る
こ
と
。

 

   

電
池

 
 

 
 

 
 

イ
ヤ
モ
ー
ル
ド

 

 

 
 
34
,
20
0 

 

  
 

 
 

 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

        
 

５
 

 

           

価
格

は
電

池
、

骨
導

レ
シ

ー
バ

ー
又

は
ヘ

ッ
ド

バ
ン

ド
を

含
む

も
の

で
あ

る
こ

と
。

 

身
体

の
障

害
の

状
況

に
よ

り
、

イ
ヤ

モ
ー

ル
ド

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

修
理

基
準

の
表

に
掲

げ
る

交
換

の
額

の
範

囲
内

で
必

要
な

額
を
加
算
す
る

 

こ
と
。

 

ダ
ン

パ
ー

入
り

フ
ッ

ク
と

し
た

場
合

は
、

 
2
4
0
円

増

し
と
す
る

 

こ
と
。

 

平
面

レ
ン

ズ
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
交

換
の

額
の

範
囲

 

内
で

必
要

な
額

を
、

ま

た
、

矯
正

用
レ

ン
ズ

又
は

遮
光

矯
正

用
レ

ン
ズ

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

眼
鏡

の
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
交

換
の

額
の

範
囲

内
で

必
要

な
額

を
加

算
す

る
こ

と
。

 

高
度

難
聴

及
び

重
度

難
聴

用
の

耳
か

け
型

及
び

ポ
ケ

高
度

難
聴

用

耳
か
け
型

 

 

 
 
43
,
90
0 

 

重
度

難
聴

用

ポ
ケ
ッ
ト
型

 

   

9
0
デ

シ
ベ

ル
最

大
出

力
音

圧

の
ピ

ー
ク

値
の

表
示

値
が

1
4
0
デ

シ
ベ

ル
以

上
の

も

の
。

そ
の

他
は

高
度

難
聴

用

ポ
ケ

ッ
ト

型
及

び
高

度
難

聴

用
耳
か
け
型
に
準
ず
る
。

 

   

電
池

 

イ
ヤ
モ
ー
ル
ド

 

   

 
 
55
,
80
0 

    

重
度

難
聴

用

耳
か
け
型

 

 

 
 
67
,
30
0 

  

耳
あ
な
型

 

(
ﾚ
ﾃﾞ
ｨ
ﾒｲ
ﾄﾞ

) 

  

高
度

難
聴

用
ポ

ケ
ッ

ト
型

及

び
高

度
難

聴
用

耳
か

け
型

に

準
ず

る
。

た
だ

し
、

オ
ー

ダ

ー
メ

イ
ド

の
出

力
制

限
装

置

は
内
蔵
型
を
含
む
こ
と
。

 

 

電
池

 

イ
ヤ
モ
ー
ル
ド

 

  

 
 
87
,
00
0 

   

耳
あ
な
型

 
電
池

 
 
1
37
,
00
0 

 

                                現
状
と
し
て
は
、
高
度
難
聴
の
児
童
も
Ｆ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

く
、
高
度
難
聴
の
場
合
、
単
純
な
補
装
具
で
な
く
“
特
例
補
装
具
”
と
い
う
も
の
で
交
付

申
請
す
る
こ
と
が
あ
る
。
“
特
例
補
装
具
”
で
の
交
付
申
請
に
な
る
と
、
単
純
な
補
装
具

申
請
よ
り
手
間
が
か
か
り
、
現
場
か
ら
改
善
し
て
ほ
し
い
旨
の
連
絡
を
い
た
だ
く
こ
と
が

多
く
あ
る

 

                                補
聴
器

 

    

                                ○
対
象
の
変
更

 

○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

           

（
オ
ー
ダ
ー

 

 
 メ

イ
ド
）

 

 

   

 
 

 

 
 

 

 

  

        

ッ
ト

型
で

Ｆ
Ｍ

型
受

信

機
、

オ
ー

デ
ィ

オ
シ

ュ

ー
、

Ｆ
Ｍ

型
用

ワ
イ

ヤ
レ

ス
マ

イ
ク

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

修
理

基
準

の
表

に
掲

げ
る

交
換

の
額

の
範

囲
内

で
必

要
な

額
を

加
算

す
る
こ
と
。

  

 

骨
導

式
ポ

ケ

ッ
ト
型

 

   

I
E
C
 
P
u
b
1
1
8
-
9
（

1
9
8
5
）

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

に
よ
る
。

9
0
デ
シ
ベ
ル
最
大

フ
ォ

ー
ス

レ
ベ

ル
の

表
示

値

が
 1
10

デ
シ
ベ
ル
以
上
の
も

の
。

 
 

 

 
 

 

 

電
池

 

骨
導
レ
シ
ー
バ
ー

 

ヘ
ッ
ド
バ
ン
ド

 

  

 
 
70
,
10
0 

    

骨
導

式
眼

鏡

型
 

電
池

 

平
面
レ
ン
ズ

 
 

 
 

 
1
20
,
00
0 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

普
通

型
 
 

 
 
 

 

            

原
則

と
し

て
折

り
た

た
み

式

で
大

車
輪

が
後

方
に

あ
る

も

の
。

 
 

J
I
S 

T
 
9
20
1
-
1
99
8 

又
は

 

J
I
S 

T 
9
20
1
-
20
0
6
に

よ

る
。

 

駆
動
輪
が
後
方
に
あ
る
も
の

 
 

     

身
体

の
障

害
の

状
況

に
よ

り
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
、

そ
の

他
の

付
属

品
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
も

の
を

付
属
品
と
す
る
。

 

       

 
1
00
,
00
0 

 
 

 
 

           

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

価
格

は
、

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
に

よ
る

製
品

及
び

モ
ジ

ュ
ラ

ー
方

式
に

よ
る

製
品

（
モ

ジ
ュ

ー
ル

を
組

み
立

て
る

こ
と

に
よ

り
製

作
で

き
、
完
成
後
の

 

微
調

整
機

能
を

有
す

る
も

の
。

）
に

適
用

す
る

も
の

と
し

、
レ

デ
ィ

メ
イ

ド
に

よ
る

製
品

に
つ

い
て

は
、

価
格
欄
の
額
の

75
％

 

の
範
囲
内
の
額
と
す

 

る
こ
と
。

 

じ
ょ
く
そ
う

褥
瘡
の
あ
る
者
、

じ
ょ
く
そ
う

褥
瘡

の
発

生
の

危
険

性
の

あ
る

リ
ク
ラ
イ
ニ

 
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

の
角

度
を

上
と
同
じ
。

 
 

 
1
20
,
00
0 

 

                   ←
「
折
り
た
た
み
」
で
な
い
フ
レ
ー
ム
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

 

←
「
大
車
輪
」
と
い
う
表
現
が
誤
解
さ
れ
や
す
い

 

 ←
普
通
型
車
椅
子
に
つ
い
て
の
み
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
品
の
基
準
に

J
IS

9
2
0
1
を

規
定
す
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。

 

          。
 

  

                   J
A

W
S

 

                 

                   ○
名
称
・
定
義
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

車
 椅

 子
 

 
 

 
 

       
 

 
 

 

                   

ン
グ
式
普
通

 

型
 

 
 
 

 

 

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他
は

普
通

型
と

同

じ
。

 

 
 

 

 
 

 

 

   

  
 

６
                           

者
等

が
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

修
理

基
準

の
表

に
掲

げ
る

ク
ッ

シ
ョ

ン
等

の
額

の
範

囲
内

で
必

要
な

額
を

加
算

す
る

こ
と
。

 

体
幹

筋
力

の
低

下
等

に
よ

り
、

座
位

保
持

装
置

の
完

成
用

部
品

（
支

持
部

（
骨

盤
・

大
腿

部
）

）
を

ク
ッ

シ
ョ

ン
と

し
て

用
い

る
必

要
が

あ
る

場
合

に
は

、
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

身
体

の
障

害
の

状
況

に
よ

り
、

そ
の

他
の

付
属

品
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
交

換
の

額
の

範
囲

内
で

必
要

な
額
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

折
り

た
た

み
の

で
き

な
い

固
定

フ
レ

ー
ム

に
つ

い
て

は
（

2
0
,
00
0
円
）
加
算
。

 

      

テ
ィ

ル
ト

式

普
通
型

 

   

座
席

と
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

が

一
定

の
角

度
を

維
持

し
た

状

態
で

角
度

を
変

え
る

こ
と

が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他
は

普

通
型
と
同
じ
。

 

上
と
同
じ
。

 

    

 
1
48
,
00
0 
 

    

リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ

・
テ

ィ

ル
ト

式
普

通

型
 

   

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
の

角
度

を

変
え

る
こ

と
が

で
き

、
座

席

と
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

が
一

定

の
角

度
を

維
持

し
た

状
態

で

角
度

を
変

え
る

こ
と

が
で

き

る
も

の
。

そ
の

他
は

普
通

型

と
同
じ
。

 

 

上
と
同
じ
。

 

      

 
1
73
,
00
0 

 

      

手
動
リ
フ
ト

 

式
普

通
型

 
 

 
 
 

 

 

座
席
の
高
さ
を
変
え
る
こ
と

 

が
で
き
る
も
の
。

 
 
 
 

 

そ
の
他
は
普
通
型
と
同
じ
。

 

上
と
同
じ
。

 

 

 
2
32
,
00
0 

 

  

前
方

 
 

 
 
 

 

大
車

輪
型

 
 

 
 
 

 

 

原
則

と
し

て
折

り
た

た
み

式

で
前

方
に

大
車

輪
の

あ
る

も

の
。

 
 

 
 

上
と
同
じ
。

 
 
1
00
,
00
0 

  

リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ
式
前
方

 

大
車
輪
型

 
 

 
 

 

 

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
の

角
度

を

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他
は

前
方

大
車

輪

型
と
同
じ
。

 
 

 
 

上
と
同
じ
。

 
1
2
0,
0
00
 

   

                         ←
固
定
フ
レ
ー
ム
で
の
製
作
の
場
合
、
立
体
構
造
の
溶
接
治
具
が
必
要
と
な
り
、

製
作
に
手
間
が
か
か
る
た
め
。

 

          

                         J
A

W
S

 

           

                         ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格

追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                            

 
                            

                            

片
手
駆
動
型

 

    

原
則

と
し

て
折

り
た

た
み

式

で
片

側
に

ハ
ン

ド
リ

ム
を

二

重
に

装
着

し
て

、
片

側
上

肢

障
害

者
等

が
使

用
で

き
る

も

の
。

 
 

上
と
同
じ
。

 
 
1
17
,
00
0 

 

    

リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ
式
片
手

 

駆
動
型

 

 

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
の

角
度

を

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他
は

片
手

駆
動

型

と
同
じ
。

 

上
と
同
じ
。

 

 

 
1
33
,
60
0 

   

レ
バ

ー
駆

動

型
 

  

レ
バ
ー
１
本
で
駆
動
操
舵
が

 

で
き

、
片

側
上

肢
障

害
者

等

が
使
用
で
き
る
も
の
。

 

上
と
同
じ
。

 
 
1
60
,
50
0 

  

手
押

し
型

 
 

 
 
 

 

     

原
則
と
し
て
介
助
者
が
押
し

 

て
駆
動
す
る
も
の
。
（
折
り

 

た
た

み
式

又
は

非
折

り
た

た

み
式
）

 

Ａ
 
大
車
輪
の
あ
る
も
の

 

Ｂ
 
小
車
輪
だ
け
の
も
の

 
 

 

上
と
同
じ
。

 
 

 

Ａ
 

 
 
82
,
70
0 

 Ｂ
 

 
 
81
,
00
0 

リ
ク
ラ
イ
ニ

 

ン
グ
式
手
押

 

し
型

 

 

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
の

角
度

を

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他
は

手
押

し
型

Ａ

と
同
じ
。

 
 

 

上
と
同
じ
。

 
 

 

 
1
14
,
00
0 

 

   

                          ←
大
車
輪
、
小
車
輪
の
区
別
が
明
確
で
な
く
、
価
格
と
の
対
応
に
現
在
で
は
根
拠

が
な
い
。

 

     ←
現
在
で
は
、
小
車
輪
で
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
能
が
あ
る
も
の
が
数
多
く
使
用
さ

れ
て
い
る
。
（
手
押
し
型
の

A
,B
区
別
が
無
く
な
れ
ば
問
題
が
な
い
）

 

  

                          J
A

W
S

 

      J
A

W
S

 

   

                          ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

      ○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

             

テ
ィ

ル
ト

式

手
押
し
型

 

    

座
席

と
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

が

一
定

の
角

度
を

維
持

し
た

状

態
で

角
度

を
変

え
る

こ
と

が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他
は

手

押
し
型
Ａ
と
同
じ
。

 

 

上
と
同
じ
。

 

 

 
1
28
,
00
0 

     

         

         

リ
ク

ラ
イ

ニ

ン
グ

・
テ

ィ

ル
ト

式
手

押

し
型

 

   

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
の

角
度

を

変
え

る
こ

と
が

で
き

、
座

席

と
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

が
一

定

の
角

度
を

維
持

し
た

状
態

で

角
度

を
変

え
る

こ
と

が
で

き

る
も

の
。

そ
の

他
は

手
押

し

型
Ａ
と
同
じ
。

 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
機

構
と

テ

ィ
ル

ト
機

構
が

連
動

す
る

場

合
を
含
め
る

 

上
と
同
じ
。

 

      

 
1
53
,
00
0 

      

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

普
通

型
 
 

 
 
 

 

(
4
.5
K
m/
h)
 

   

J
I
S 

T
 
9
20
3
-
1
99
9 

又
は

 

J
I
S 

T 
9
20
3
-
20
0
6
に

よ

る
。

 

駆
動

輪
の

配
置

に
つ

い
て

は
、

前
輪

駆
動

、
後

輪
駆

動
、

中
輪

駆
動

が
あ

り
、

い

ず
れ
も
該
当
す
る
。

 

  

外
部
充
電
器

 

バ
ッ
テ
リ
ー

 

身
体

の
障

害
の

状
況

に
よ

り
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
、

そ
の

他
の

付
属

品
を

必
要

と
す

る
場

合
は

、
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
も

の
を

付
属
品
と
す
る
。

 

  

 
3
14
,
00
0 

 

    

  
 

 
 

 

 
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 

 
 

 

   

じ
ょ
く
そ
う

褥
瘡
の
あ
る
者
、

じ
ょ
く
そ
う

褥
瘡

の
発

生
の

危
険

性
の

あ
る

者
等

が
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

車
椅

子
の

修
理

基
準

の
表

に
掲

げ
る

ク
ッ

シ
ョ

ン
等

及
び

ク
ッ

シ
ョ

ン
カ

バ
ー

の
交

換
の

額
の

範
囲

内
で

必
要

な
額
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

体
幹

筋
力

の
低

下
等

に
よ

り
、

座
位

保
持

装
置

の
完

普
通

型
 
 

 
 
 

 

 
(
6K
m
/h
) 
 

  

 
3
29
,
00
0 

   

                 ←
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
し
な
が
ら
テ
ィ
ル
ト
す
る
、
連
動
式
の
も
の
が
あ
る
。

 

     ←
前
輪
駆
動
、
中
輪
駆
動
（
６
輪
構
造
）
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。

 

             

                 J
A

W
S

 

     J
A

W
S

 

             

                 ◎
適
用
範
囲
の
変
更

 

     ◎
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

          電
動

 
 

 
 

 

 車
 椅

 子
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

  

簡
易
型

 

             

車
椅

子
に

電
動

駆
動

装
置

や

制
御

装
置

を
取

り
付

け
た

簡

便
な
も
の
。

 

Ａ
 
切
替
式

 

 
 

電
動

力
走

行
・

手
動

力
 

走
行

を
切

り
替

え
可

能
な

も
の
。

 

Ｂ
 
ア
シ
ス
ト
式

 

 
 

駆
動

人
力

を
電

動
力

で

補
助

す
る

こ
と

が
可

能
な

も
の
。

 

そ
の

他
は

車
椅

子
の

普
通

型

に
準
ず
る
。

 

 

電
動

装
置

以
外

の
車

椅
子

部
分

は
購

入
基

準
に

掲
げ

る
額

の
範

囲
内

で
必

要
な

額
を

加
算
す
る
こ
と
。

 

外
部
充
電
器

 

バ
ッ
テ
リ
ー

 

電
動

装
置

以
外

は
、

車
椅

子
の

普
通

型
に

準
ず
る
。

 

    

Ａ
 

 
1
57
,
50
0 

 Ｂ
 

 
2
12
,
50
0 

        

  
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

６
                  

成
用

部
品

（
支

持
部

（
骨

盤
・

大
腿

部
）

）
を

ク
ッ

シ
ョ

ン
と

し
て

用
い

る
必

要
が

あ
る

場
合

に
は

、
別

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
る

も
の
を
加
算
す
る
こ
と
。

 

外
部

充
電

器
を

必
要

と
せ

ず
当

該
機

能
を

内
蔵

す
る

場
合

は
 
 

 
 
 
 
 
 

 

3
0
,0
00

円
を

、
外

部
充

電

器
を
必
要
と
す

 

る
場
合
は
修
理
基
準

 

の
表
に
掲
げ
る
交
換

 

の
額
の
範
囲
内
で
必

 

要
な

額
を

加
算

す
る

こ

と
。

 

バ
ッ

テ
リ

ー
の

価
格

は
、

修
理

基
準

の
表

に
掲

げ
る

バ
ッ

テ
リ

ー
交

換
（

マ
イ

コ
ン

内
蔵

型
に

係
る

も
の

を
含

む
。

）
の

額
の

範
囲

内
で

必
要

な
額

を
加

算
す

る
こ
と
。

 

ま
た

、
Ａ

Ｃ
サ

ー
ボ

モ
ー

タ
ー

式
を

必
要

と
す

る
場

合
は

20
,
00
0
円

増
し

と
す

る
こ
と
。

 

身
体

の
障

害
の

状
況

に
よ

り
、

そ
の

他
の

付
属

品
を

リ
ク
ラ
イ
ニ

 

ン
グ
式
普
通

 

型
 

 

バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
の

角
度

を

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他
は

普
通

型
と

同

じ
。

 

普
通
型
と
同
じ
。

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 
3
43
,
50
0 

 

   

 電
動
リ
ク
ラ

 

イ
ニ
ン
グ
式

 

普
通
型

 

 

 電
気

で
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

の

角
度

を
変

え
る

こ
と

が
で

き

る
も

の
。

そ
の

他
は

普
通

型

と
同
じ
。

 

 上
と
同
じ
。

 

 

  
4
40
,
00
0 

5
0
0
,
0
0
0 

   

電
動
リ
フ
ト

 

式
普
通
型

 

 

電
気

で
座

席
の

高
さ

を
変

え

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
。

そ

の
他
は
普
通
型
と
同
じ
。

 

上
と
同
じ
。

 

 

 
7
01
,
40
0 

7
2
9
,
0
0
0 

 

          ←
手
押
し
型
に
取
り
付
け
る
場
合
が
該
当
し
な
い
た
め
。

 

               ←
実
勢
価
格
と
合
わ
ず
、
差
額
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
（
国
内
メ
ー
カ
ー
）

 

（
特
例
扱
い
の
海
外
品
と
の
価
格
差
が
大
き
い
）

 

      ←
実
勢
価
格
と
合
わ
ず
、
差
額
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
（
国
内
メ
ー
カ
ー
）

 

（
特
例
扱
い
の
海
外
品
と
の
価
格
差
が
大
き
い
）

 

 

          J
A

W
S

 

               J
A
W
S 

       J
A

W
S

 

  

          ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

               ◆
価
格
の
変
更

 

       ◆
価
格
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 

 

   
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

     

 
            

必
要

と
す

る
場

合
は

、
電

動
車

椅
子

の
修

理
基

準
の

表
に

掲
げ

る
交

換
の

額
の

範
囲

内
で

必
要

な
額

を
加

算
す
る
こ
と
。

 

   

電
動

テ
ィ

ル

ト
式
普
通
型

 

  

電
気

で
座

席
と

バ
ッ

ク
サ

ポ

ー
ト

が
一

定
の

角
度

を
維

持

し
た

状
態

で
角

度
を

変
え

る

こ
と
が
で
き
る
も
の
。

 

そ
の
他
は
普
通
型
と
同
じ
。

 

上
と
同
じ

 
5
8
0,
0
00
 

   

電
動

リ
ク

ラ

イ
ニ

ン
グ

・

テ
ィ

ル
ト

式

普
通
型

 

   

電
気

で
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

の

角
度

を
変

え
る

こ
と

が
で

き
、

座
席

と
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー

ト
が

一
定

の
角

度
を

維
持

し

た
状

態
で

角
度

を
変

え
る

こ

と
が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他

は
普
通
型
と
同
じ
。

 
 

 
 

上
と
同
じ
。

 

      

 
9
82
,
00
0 

      

 
電

動
リ

フ

ト
・

テ
ィ

ル

ト
式
普
通
型

 

電
気

で
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

の

角
度

を
変

え
る

こ
と

が
で

き

る
も

の
で

、
電

気
で

座
席

の

高
さ

を
変

え
る

こ
と

が
で

き

る
も

の
。

そ
の

他
は

普
通

型

と
同
じ
。

 
 
 

 

 
(
9
82
,
00
0)
 

 

 
 

 
電

動
リ

フ

ト
・

リ
ク

ラ

イ
ニ

ン
グ

・

テ
ィ

ル
ト

式

普
通
型

 

電
気

で
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

の

角
度

を
変

え
る

こ
と

が
で

き
、

座
席

と
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー

ト
が

一
定

の
角

度
を

維
持

し

た
状

態
で

角
度

を
変

え
る

こ

と
が

で
き

る
も

の
で

、
電

気

で
座

席
の

高
さ

を
変

え
る

こ

 
（

1,
6
00
,0
00
）

 
 
 

                   ←
海
外
品
を
含
め
、
近
年
需
要
が
増
え
て
い
る
為
（
価
格
は
暫
定
）
。

 

        ←
海
外
品
を
含
め
、
近
年
需
要
が
増
え
て
い
る
為
（
価
格
は
暫
定
）
。

 

        

                   J
A
W
S 

        J
A
W
S 

        

                   ●
項
目
の
追
加

 

        ●
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

と
が

で
き

る
も

の
。

そ
の

他

は
普
通
型
と
同
じ
。

 
 
 

 

   座
位
保
持

 

椅
 

 
子

 

     

          

機
能

障
害

の
状

況
に

適
合

さ

せ
る
こ
と
。

 

主
材
料
―
木
材

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

 

管
 

ス
ポ

ン
ジ

又
は

ウ

レ
タ
ン

 

人
工

皮
革

又
は

布
 
 

 
 

製
の
カ
バ
ー

 

外
 
装
―
ニ
ス
塗
装

 

          

 
 
24
,
30
0 

         

 
 
 

３
            

障
害
児
に
限
る
。

 

机
上

用
の

盤
を

取
り

付
け

る
場

合
は

5,
6
00

円
増

し

と
す
る
こ
と
。

 

座
面

に
軟

性
の

内
張

り
を

付
し

た
場

合
は

5,
00
0
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

車
載

用
の

も
の

は
40
,7
0
0

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

必
要

な
場

合
は

、
座

位
保

持
装

置
の

付
属

品
項

目
を

使
用
で
き
る
。

 

 起
 

 
立

 

保
持

具
 
 

 
 

 

  

     

機
能

障
害

の
状

況
に

適
合

さ

せ
る
こ
と
。

 

箱
形
と
す
る
こ
と
。

 

主
材
料
―
木
材

 

外
 
装
―
ニ
ス
塗
装

 

 

     

 
 
27
,
40
0 

    

 
 
 

３
     

障
害
児
に
限
る
。

 

必
要

な
場

合
は

、
座

位
保

持
装

置
の

付
属

品
項

目
を

使
用
で
き
る
。

 

  

      
 

 
 

 

六
 
輪

 
型

 

  

前
二

輪
、

中
二

輪
、

後
二

輪

の
六

輪
車

と
し

、
前

輪
を

自

在
車
輪
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
 
63
,
10
0 

  

      
 

 
 

 

サ
ド

ル
・

テ
ー

ブ
ル

付
き

の
も

の
又

は
胸

郭
支

持
具

若
し

く
は

骨
盤

支
持

具
付

き
の

も
の

は
6
1
,0
00

円
増

し
と
す
る
こ
と
。

 

後
方

支
持

型
の

も
の

は

四
輪

型
 
 

 
 
 

 

（
腰
掛

つ
き）

 

 

前
二
輪
、
後
二
輪
の
四
輪
車

 

と
し
、
前
輪
を
自
在
車
輪
と

 

す
る
こ
と
。

 
 

 
 
 
39
,
60
0 

  

    ←
１
８
歳
以
降
も
使
用
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
。

 

          「
座
位
保
持
装
置
」
の
付
属
品
と
は
共
通
性
が
あ
る
の
で
、
項
目
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
修
理
基
準
も
含
め
て
別
途
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
な
く
対
応
で
き
る
。

 

    ←
１
８
歳
以
降
も
利
用
し
て
い
る
対
象
者
が
居
る
た
め
。

 

 「
起
立
保
持
具
」
は
廃
止
し
て
、
「
起
立
保
持
装
置
」
の
基
準
を
策
定
す
る
。

 

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
下
記
の
通
り
特
例
交
付
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

 

H
2
1
 
全
国
交
付
数
 

8
5
7
 
う
ち
特
例
交
付
数
 

5
0
9
（

5
9
.3
％
）

 

H
2
2
 
全
国
交
付
数
 

8
0
7
 
う
ち
特
例
交
付
数
 

4
8
3
（

5
9
.8
％
）

 

「
起
立
保
持
装
置
」
の
基
準
案
に
つ
い
て
は
、
別
紙
資
料
参
照
の
こ
と
。

 

 ※
諸
外
国
の
姿
勢
保
持
具
と
比
較
し
て
、
日
本
の
座
位
保
持
装
置
以
外
の

「
姿

勢
保

持
具

」
や

「
歩

行
器

」
の

種
類

や
価

格
は

非
常

に
貧

弱
で

あ

る
。
（
現
在
で
も
特
例
補
装
具
と
し
て
支
給
さ
れ
る
海
外
の
製
品
は
価
格

的
に

も
保

障
さ

れ
て

お
り

、
基

準
と

の
乖

離
が

大
き

い
）

「
起

立
保

持

具
」
「
臥
位
保
持
具
」
「
排
泄
補
助
具
」
「
歩
行
器
」
の
制
度
の
改
正
が

期
待
さ
れ
る
。

 

 前
輪
が
固
定
輪
の
歩
行
器
も
使
わ
れ
て
い
る
た
め

 

    J
A

W
S

 

          J
A

W
S

 

     J
A

W
S

 

               

    ◎
対
象
の
変
更

 

  ◎
素
材
の
変
更

 

       ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

     ◎
対
象
の
変
更

 

◎
素
材
の
変
更

 

 ●
分
類
の
廃
止
・
策
定

 

           ○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

      
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

歩
行

器
 
 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

   

四
輪

型
 
 

 
 
 

 

（
腰
掛

な
し）

 

 

上
と
同
じ
。

 
 

 

 
3
9
,6
0
0 

 

 
 

 
 

 

        
 

 
 

 
 

 

 
 

５
  
 

 
 

          

2
1
,0
00

円
増

し
と

す
る

こ

と
。

 

支
持

部
が

必
要

な
場

合

は
、

「
座

位
保

持
装

置
」

の
付

属
品

の
該

当
項

目
を

使
用
で
き
る
。

 

三
輪

型
 
 

 
 
 

 

  

前
一
輪
、
後
二
輪
の
三
輪
車

 

と
し
、
前
輪
を
自
在
車
輪
と

 

す
る
こ
と
。

 
 

 
 
 
34
,
00
0 

  

 

二
輪

型
 
 

 
 
 

 

 

前
二
輪
、
後
固
定
式
の
脚
を

 

有
す
る
こ
と
。

 

 
 
 
27
,
00
0 

 

固
定

型
 
 

 
 
 

 

 

四
脚

を
有

し
、

使
用

時
に

持

ち
上

げ
て

移
動

さ
せ

る
も

の
。

 

 
 
 
22
,
00
0 

 
 

 

 

交
互

型
 
 

 
 
 

 

 

四
脚
を
有
し
、
両
二
脚
を
交

 

互
に
移
動
さ
せ
る
も
の
。

 
 

 
 

30
,
00
0 

 

頭
 

 
部

 

保
持

具
 
 

 
 

 

 

   

座
位

保
持

椅
子

等
に

装
着

し

て
用

い
る

も
の

で
、

頭
部

を

固
定

す
る

機
能

を
有

す
る

も

の
。

 

 
 
 
 7
,
10
0 

 
 
  

 

 
 
 

３
   

障
害
児
に
限
る
。

 

  

排
 

 
便

 
普

通
便

所
ま

た
は

ポ
ー

タ
ブ

 
 
 
10
,
00
0 

 
 
 障
害
児
に
限
る
。

 

 「
座
位
保
持
装
置
」
の
付
属
品
と
は
共
通
性
が
あ
る
の
で
、
項
目
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
修
理
基
準
も
含
め
て
別
途
基
準
を
策
定
す
る
こ
と
な
く
対
応
で
き
る
。

 

←
腰
掛
あ
り
、
な
し
の
区
別
を
削
除
す
る
。

 

価
格
も
同
じ
で
あ
り
、
腰
掛
あ
り
・
な
し
の
区
別
が
不
要
に
な
っ
て
い
る
為

 

                         ←
１
８
歳
以
降
も
利
用
し
て
い
る
対
象
者
が
居
る
た
め
。

 

     ←
１
８
歳
以
降
も
利
用
し
て
い
る
対
象
者
が
居
る
た
め
。

 

 J
A
W
S 

                            J
A

W
S

 

      

 ○
分
類
の
変
更

 

                            ◎
対
象
の
変
更

 

     ◎
対
象
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

補
助

具
 
 

 
 

 
     

ル
ト

イ
レ

で
排

便
が

困
難

な

場
合

に
用

い
、

座
位

排
便

が

容
易

と
な

る
よ

う
機

能
障

害

の
状

況
に

適
合

さ
せ

る
こ

と
。

 

主
材
料
―
木
材

 

外
 
装
―
ペ
ン
キ
塗
装

 

     

     

２
      

座
位

保
持

装
置

の
基

準
に

準
ず
る
。

 

     

  
 

 
 

 

           歩
行
補
助

 

 つ
え

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

松
葉

づ
え

 
 

 
 
 

 

               

主
体
―
木
材
（
十
分
な
強
度

 

 
 

 
を
有
す
る
も
の
）

 
 

脇
当

―
ス

ポ
ン

ジ
又

は
ウ

レ

タ
ン
製
の
枕

 

皮
革

、
人

工
皮

革
又

は
布
製
の
カ
バ
ー

 

外
装
―
ニ
ス
塗
装

 

Ａ
 
普
通
型

 

Ｂ
 
伸
縮
型

 
 

 

夜
光
材

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

      

Ａ
 

 
 
 

 

 
 
 3
,
30
0 

Ｂ
 

 
 
 

 

 
 
 3
,
30
0 

      

  
 

 
 

  
 

２
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

夜
光

材
付

と
し

た
場

合

は
、

4
10

円
（

全
面

夜
光

材
付

と
し

た
場

合
1,
2
0
0

円
）
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

価
格

は
１

本
当

た
り

の
も

の
で
あ
る
こ
と
。

 

外
装

に
白

色
又

は
黄

色
ラ

ッ
カ

ー
を

使
用

し
た

場
合

は
 
2
60

円
増

し
と

す
る

こ

と
。

 

 
 

      

主
体
―
軽
金
属

 

脇
当
―
合
成
軟
質
樹
脂

 

握
り
部
分
―
合
成
軟
質
樹
脂

 

外
装
―
塗
装
な
し

 

Ａ
 
普
通
型

 

Ｂ
 
伸
縮
型

 

Ａ
 

 
 4
,
00
0 

 Ｂ
 

 
 4
,
50
0 

   
 
 

４
    

←
座

位
保

持
要

素
が

多
い

場
合

、
「

座
位

保
持

装
置

」
の

制
度

を
利

用
す

る
場

合
が

多
い

が
、
自
立
性
を
高
め
る
た
め
に
重
要
な
用
具
な
の
で
、
座
位
保
持
装
置
の
基
準
を
使
用
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

 

                                  

                                     

○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

カ
ナ
デ
ィ
ア

 

ン
・
ク
ラ
ッ

 

チ
 

 
 
 

 

          

主
体
―
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、

 

 
 

 
鋼
管

 

上
部

４
段

間
隔

以
上

、
下

部

９
段

間
隔

以
上

の
調

節
装

置

を
付
け
る
も
の
と
す
る
。

 

腕
支
持
器

 

 
 

―
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
鋳

物

及
び
ス
テ
ン
レ
ス

 

鋼
板

 

握
り
部
分

 

 
 

―
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
鋳

物
 

 
 

及
び
ゴ
ム

 

外
装
―
塗
装
な
し

 

夜
光
材

 

 

 
 8
,
00
0 

 

４
           

ロ
フ
ス
ト
ラ

 

ン
ド

・
ク

ラ

ッ
チ

 
 

カ
ナ

デ
ィ

ア
ン

・
ク

ラ
ッ

チ

に
準
ず
る
。

 

 

夜
光
材

 
 
 
 8
,
00
0 

 

 

４
  

多
点

杖
 
 

 
 
 

 

 

つ
え

の
下

部
に

三
本

以
上

の

脚
を
有
す
る
も
の
。

 

主
体
―
軽
金
属

 

外
装
―
塗
装
な
し

 
 
 
 

 

夜
光
材

 

 

 
 
 6
,
60
0 

 

 

４
  

プ
ラ

ッ
ト

ホ

ー
ム
杖

 

カ
ナ

デ
ィ

ア
ン

・
ク

ラ
ッ

チ

に
準
ず
る
。

 

夜
光
材

 
 
 
24
,
00
0 

 
 
 

４
 

重
度

障
害

者
用
意
思

 

伝
達
装
置

 

   

文
字

等
走

査

入
力
方
式

 

    

意
思

伝
達

機
能

を
有

す
る

ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
が

組
み

込
ま

れ

た
専

用
機

器
で

あ
る

こ
と

。

文
字

盤
又

は
シ

ン
ボ

ル
等

の

選
択

に
よ

る
意

思
の

表
示

等

の
機

能
を

有
す

る
簡

易
な

も

プ
リ
ン
タ

 
 印

字
装

置
お

よ
び

身

体
の

障
害

の
状

況
に

よ
り

、
そ

の
他

の
付

属
品

を
必

要
と

す
る

場
合

は
、

修
理

基
準

1
4
3,
0
00
 

1
3
1
,
0
0
0 

    

 
 
 

５
     

ひ
ら

が
な

等
の

文
字

綴
り

選
択

に
よ

る
文

章
の

表
示

や
発

声
、

要
求

項
目

や
シ

ン
ボ

ル
等

の
選

択
に

よ
る

伝
言

の
表

示
や

発
声

等
を

行
う

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

が
組
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                              

                              

の
。

 

  

の
表

に
掲

げ
る

も
の

を
付
属
品
と
す
る
。

 

 

   

                              

み
込

ま
れ

た
専

用
機

器
及

び
プ

リ
ン

タ
と

し
て

構
成

さ
れ

た
も

の
。

そ
の

他
、

印
字

装
置

お
よ

び
障

害
に

応
じ

た
付

属
品

を
修

理
基

準
の

中
か

ら
加

え
て

加
算

す
る

こ
と

が
で

き
る

こ

と
。

 

簡
易

な
環

境
制

御
機

能
が

付
加

さ
れ

た
も

の
と

は
、

１
つ

の
機

器
操

作
に

関
す

る
要

求
項

目
を

、
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
を

通
し

て
機

器
に

送
信

す
る

こ
と

で
、

当
該

機
器

を
自

ら
操

作
で

き
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
に

組
み

込
ん

で
い

る
も

の
で

あ
る

こ

と
。

 

高
度

な
環

境
制

御
機

能
が

付
加

さ
れ

た
も

の
と

は
、

複
数

の
機

器
操

作
に

関
す

る
要

求
項

目
を

、
イ

ン
タ

フ
ェ

ー
ス

を
通

し
て

機
器

に
送

信
す

る
こ

と
で

、
当

該
機

器
を

自
ら

操
作

す
る

こ
と

が
で

き
る

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

を
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
に

組
み

込
ん

で
い

る
も

の
で

あ
る
こ
と
。

 

                           

簡
易

な
環

境
制

御
機

能

が
付
加
さ
れ
た
も
の

 

上
と
同
じ
。

  

   

1
9
1,
0
00
 

1
7
9
,
0
0
0 

高
度

な
環

境
制

御
機

能

が
付
加
さ
れ
た
も
の

 

       

遠
隔
制
御
装
置

 

そ
の

他
は

上
と

同

じ
。

 

       

4
5
0,
0
00
 

4
3
8
,
0
0
0 

                     

通
信

機
能

が
付

加
さ

れ

た
も
の

 

          

上
と

同
じ

。
遠

隔
制

御
装

置
を

除
き

上
と

同
じ
。

 

         

 プ
リ
ン
タ
は
購
入
基
準
付
属
品
で
は
な
く
、
修
理
基
準
に
掲
げ
る
付
属
品
と
す
る
。

 

（
修
理
基
準
額
と
し
て
、
1
2,
0
0
0
円
を
想
定
す
る
が
、
価
格
調
査
に
よ
り
決
定
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。
）

 

 
こ
れ

に
伴
い
、
本
体

価
格
は
下
げ

る
こ
と
に
な
る

が
、
修
理
基

準
の
印
字
装
置

（
プ
リ
ン
タ
）
交
換
費
用
と
の
合
算
で
、
現
状
価
格
は
維
持
さ
れ
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

 

※
専
用
機
器
の
解
釈
に
つ
い
て
、
「
補
装
具
費
事
務
取
扱
指
針
」
に
て
注
釈
を
付
記

す
る
。

 

「
専
用
機
器
」
の
解
釈
に
つ
い
て

 

「
意
思
伝
達
装
置
だ
け
の
た
め
に
製
造
さ
れ
た
機
器
」
の
み
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
く
、
「
重
度
障
害
者
用
意
思
伝
達
装
置
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
機
能
の
み
に
（
専

用
に
）
用
い
る
機
器
で
あ
る
。

 

こ
れ
は
、
「
意
思
伝
達
装
置
と
し
て
の
機
能
を
有
し
、
そ
れ
以
外
に
利
用
し
な
い
限

り
、
安
定
し
た
動
作
お
よ
び
そ
の
連
続
稼
動
を
供
給
事
業
者
（
メ
ー
カ
）
が
保
障
す

る
機
器
」
で
あ
る
こ
と
が
、
当
該
機
器
に
は
必
要
十
分
条
件
で
あ
り
、
そ
の
構
成
要

素
（
部
品
）
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
否
か
は
重
要
な
論
点
と
す
べ

き
で
は
な
い
。

 

 ※
耐
用
年
数
に
関
す
る
扱
い
（
留
意
事
項
）
に
つ
い
て
、
「
補
装
具
費
事
務
取
扱
指

針
」
に
て
注
釈
を
付
記
す
る
。

 

 難
病
患
者
等
が
利
用
す
る
補
装
具
に
お
け
る
「
耐
用
年
数
」
に
対
す
る
に
配
慮
つ
い

て
 

 

耐
用
年
数
は
装
置
が
壊
れ
ず
に
利
用
で
き
る
期
間
の
目
安
で
あ
り
、
身
体
状
況
の
変

化
が
あ
っ
て
も
利
用
を
強
制
す
る
も
の
で
は
な
い
。

進
行
性

疾
患

（
難
病

）
の
場

合
、
耐
用
年
数
を
経
過
し
て
な
く
て
も
、
身
体
機
能
の
変
化
に
よ
り
、
当
該
装
置
に

替
え
て
異
な
る
名
称
（
形
式
）
の
同
一
種
目
の
装
置
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
る
。

こ
の
場
合
に
お
け
る
再
支
給
に
際
し
て
は
、
柔
軟
に
対
応
す
る
よ
う
配
慮
が
必
要
で

あ
る
。

 

      

 リ
ハ
工
学
協
会

 

                 リ
ハ
工
学
協
会

 

                 

 ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

◆
価
格
の
変
更

 

      ●
定
義
の
変
更
・
解
釈

 

         ○
耐

用
年

数
の

変
更

・

配
慮

 

    ○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

            

      

       

  

   

 
           

 

通
信

機
能

が
付

加
さ

れ
た

も
の

と
は

、
文

章
表

示
欄

が
多

く
、

定
型

句
、

各
種

設
定

等
の

機
能

が
豊

富
な

特
徴

を
持

ち
、

生
成

し
た

伝
言

を
、

メ
ー

ル
等

を
用

い
て

、
遠

隔
地

の
相

手
に

対
し

て
伝

達
す

る
こ

と
が

で
き

る
専

用
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

ハ
ー

ド
ウ

ェ
ア

に
組

み
込

ん
で

い
る

も
の

で
あ

る
こ
と
。

 

生
体

現
象

方
式

と
は

、
生

体
現

象
（

脳
波

や
脳

の
血

液
量
等
）
を
利
用
し
て

 

「
は

い
・

い
い

え
」

を
判

定
す

る
も

の
で

あ
る

こ

と
。

 

生
体

現
象

方

式
 

  

生
体

信
号

の
検

出
装

置
及

び

解
析
装
置

 

   

プ
リ

ン
タ

及
び

遠
隔

制
御

装
置

を
除

き
上

と
同
じ
。

 

  

 
4
50
,
00
0 

   

 
視

線
入

力
方

式
 

視
線

の
検

出
装

置
お

よ
び

解

析
機

能
に

よ
る

意
思

伝
達

機

能
を

有
す

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア

が
組

み
込

ま
れ

た
専

用
機

器

で
あ

る
こ

と
。

文
字

盤
又

は

シ
ン

ボ
ル

等
の

注
視

に
よ

る

意
思

の
表

示
等

の
機

能
を

有

す
る
も
の

 

遠
隔

制
御

装
置

を
除

き
上
と
同
じ
。

 

1
,
3
9
0
,
0
0
0 

5
 

視
線

検
出

装
置

に
よ

り
注

視
方

向
の

検
出

を
行

う
こ

と
で

、
ひ

ら
が

な
等

の
文

字
綴

り
選

択
し

、
文

章
の

表
示

や
発

声
、

要
求

項
目

や
シ

ン
ボ

ル
等

の
選

択
に

よ
る

伝
言

の
表

示
や

発
声

等
を

行
う

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

が
組

み
込

ま
れ

た
専

用
機

器
と

し
て

構
成

さ
れ

た
も

の
。

そ
の

他
、

印
字

装
置

を
修

理
基

準
の

中
か

ら
加

え
て

加
算

す
る

こ
と

が
で

き
る
こ
と
。

 
 

                       ※
視
線
入
力
方
式
は
、
特
例
補
装
具
と
し
て
複
数
地
域
、
複
数
台
の
判
定
・
納
入
実

績
が
あ
る
の
で
、
購
入
基
準
に
い
れ
る
こ
と
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

 

し
か
し
、
他
の
方
式
と
比
べ
る
と
高
額
で
あ
る
こ
と
も
ふ
ま
え
、
利
用
状
況
の
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
供
給
事
業
者
に
お
い
て
も
適
用
例
（
対
象
者
と
し
て
の
必
要
条

件
）
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
対
象
と
し
て
の
提
案

に
留
め
る
。

 

 
ま
た
、
付
加
機
能
や
、
文
字
等
走
査
入
力
方
式
の
機
能
を
併
せ
持
つ
装
置
の
扱
い

に
つ
い
て
も
検
討
を
要
す
る
。

 

  
な
お
、
特
定
補
装
具
費
の
現
状
は
、
別
添
資
料
と
す
る
。

 

  

          リ
ハ
工
学
協
会

 

            リ
ハ
工
学
協
会

 

 

          ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

            ●
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

（
５
）
修
理
基
準
結
果
取
り
纏
め

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

２
 修

理
基
準

 

（
１
）

 義
肢

 ―
 殻

構
造
義
肢

 

修
 

 
理

 
 
項

 
 
目

 
価

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
格

 

ア
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換

 

 

 
１
の

(
１

)
の
イ
の
採
型
区
分
ご
と
の
基
本
価
格
又
は
複
製
価
格
に
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格
を
加
算
し
た
額

を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

イ
  
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
交
換

 

 

 
１
の

(
１

)
の
イ
の
採
型
区
分
ご
と
の
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換
に
よ
り
付
随
す
る
価
格
又
は
単
独
の
場
合
の

価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

ウ
  
支
持
部
の
交
換

 
 
交
換
し
た
支
持
部
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 

エ
 
 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足

懸
垂
用
部
品
の
交
換

 

 
交
換
し
た
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 

オ
  
外
装
の
交
換

 
 
交
換
し
た
外
装
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 

カ
  
完
成
用
部
品
の
交
換

 

 

 
２
の

(
１

)
の
カ
に
掲
げ
る
基
本
価
格
に
、
１
の

(
１

)
の
オ
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
を
も
っ
て
修

理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

キ
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
調
整

 

 

 
 
断
端
の
変
化
に
対
し
ソ
ケ
ッ
ト
を
調
整
し
た
場
合
に

7
,0
00
円
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 

ク
 
筋
電
義
手
の
電
子
部
品
の
調

 
 

 

 
整

 

 

 
(注

) 

 
  

１
 
ア
又
は
ウ
の
修
理
で
完
成
用
部
品
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
１
の

(
１

)の
オ
に
掲
げ
る
額
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
  

２
 
ア
、
ウ
及
び
カ
の
修
理
に
つ
い
て
、
他
の
修
理
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
当
該
他
の
修
理
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

 

           

                   筋
電
義
手
の
調
整
に
お
い
て
は
部
品
の
脱
着
、
電
極
調
整
等
に
手
間
が
か
か
る
の
で
新
規
に

項
目
が
必
要
で
あ
る
。

 

               

                   義
肢
協
会

 

                

                   ○
項
目
の
追
加

 

                

３．修理基準 補装具告示に規定される種目及び構造等 取り纏め
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
ア

 
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換

 

 
 

 
(ア

) 
基
本
価
格
及
び
複
製
価
格

 

名
 

 
称

 
採
型
区
分

 
型

 
 
 
式

 

価
 

 
 
 
 
 
格

 
円

 
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
考

 

基
本
価
格

 
複
製
価
格

 

義
 
手

 
用

 
Ａ
－
１

 
装

 
 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  

38
,2
0
0 

 
 
  
 
  

38
,2
0
0 

 
 
  
 
  

49
,0
0
0 

 
 
  
 
 2

3,
90
0
 

 
 
  
 
 2

3,
90
0
 

 
 
  
 
 3

2,
50
0
 

 
肩

甲
胸

郭
間

切
断

用
は

、
1
3,
0
0
0
円

増
し

と
す

る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
２

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  

40
,6
0
0 

 
 
  
 
  

40
,6
0
0 

 
 
  
 
  

46
,8
0
0 

 
 
  
 
 2

7,
10
0
 

 
 
  
 
 2

7,
10
0
 

 
 
  
 
 3

0,
40
0
 

 
吸
着
式
は
、

25
,8
0
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
３

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  

38
,4
0
0 

 
 
  
 
  

38
,4
0
0 

 
 
  
 
  

43
,3
0
0 

 
 
  
 
 2

4,
70
0
 

 
 
  
 
 2

4,
70
0
 

 
 
  
 
 2

8,
00
0
 

 
吸
着
式
は
、

25
,8
0
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

有
窓
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

  

Ａ
－
４

 

  

装
 

 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

能
 

 
動

 
 
式

 

 
 
  
 
  

39
,5
0
0 

 
 
  
 
  

39
,5
0
0 

 
 
  
 
  

41
,0
0
0 

 
 
  
 
 2

2,
00
0
 

 
 
  
 
 2

2,
00
0
 

 
 
  
 
 2

4,
20
0
 

 
顆
上
支
持
式
は
、

1
2
,9
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
｡ 

  
 
  
  
  
 
 

 
ス
プ
リ
ッ
ト
式
は
､
1
9,
40
0円

増
し
と
す
る
こ
と
｡ 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

吸
着
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
５

 

  

装
飾

用
 

作
業

用
 

能
動

式
 

 

 
 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

吸
着
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

顆
上
支
持
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

有
窓
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
６

 
装

飾
用
 

作
業

用
 

能
動

式
 

 
 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
￥
○
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
７

 
装

 
 
飾

 
 
用

 

作
 

 
業

 
 
用

 

 
 

 

義
 
足

 
用

 
Ｂ
－
１

 
受

 
 
皿

 
 
式

 

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
式

 

 
 
  
 
  

88
,5
0
0 

 
 
  
 
  

88
,5
0
0 

 
 
  
 
 6

0,
30
0
 

 
 
  
 
 6

0,
30
0
 

 
片

側
骨

盤
切

断
用

は
、

17
,6
00
円

増
し

と
す

る

こ
と
。

 

Ｂ
－
２

 
差

 
 
込

 
 
式

 

ラ
 イ

 ナ
 ー

 式
 

吸
 

 
着

 
 
式

 

 
 
  
 
  

56
,3
0
0 

 
 
  
 
  

99
,0
0
0 

 
 
  
 
 1

41
,9
0
0 

 
 
  
 
 4

2,
00
0
 

 
 
  
 
 6

6,
90
0
 

 
 
  
 
 6

8,
00
0
 

 
短

断
端

切
断

用
キ

ッ
プ

シ
ャ
フ

ト
は
、

49
,8
0
0

円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 
Ｉ

Ｒ
Ｃ

ソ
ケ

ッ
ト

は
、

54
,1
00
円

増
し

と
す

る

       義
足
の
ソ
ケ
ッ
ト
同
様
に
ソ
ケ
ッ
ト
の
形
状
の
違
い
で
採
型
、
モ
デ
ル
修
正
、
製
作
方
法
、

適
合
に
時
間
が
か
か
る
た
め
。

 

             実
際
に
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
が
あ
る
た
め

 

              

       義
肢
協
会

 

              義
肢
協
会

 

              

       ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格
追

加
 

             ●
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

こ
と
。

 

Ｂ
－
３

 
差

 
 
込

 
 
式

 

ラ
 イ

 ナ
 ー

 式
 

吸
 

 
着

 
 
式

 

 
 
  
 
  

56
,3
0
0 

 
 
  
 
  

75
,6
0
0 

 
 
  
 
 1

18
,5
0
0 

 
 
  
 
 4

0,
90
0
 

 
 
  
 
 6

0,
40
0
 

 
 
  
 
 6

1,
60
0
 

 

Ｂ
－
４

 
差

 
 
込

 
 
式

 

Ｐ
 
Ｔ

 
Ｂ

 
式

 

Ｐ
 
Ｔ

 
Ｓ

 
式

 

Ｋ
 
Ｂ

 
Ｍ

 
式

 

 
 
  
 
  

43
,4
0
0 

 
 
  
 
  

65
,5
0
0 

 
 
  
 
  

80
,5
0
0 

 
 
  
 
  

83
,1
0
0 

 
 
  
 
 3

7,
10
0
 

 
 
  
 
 4

0,
40
0
 

 
 
  
 
 4

9,
00
0
 

 
 
  
 
 4

9,
00
0
 

 
大

腿
支

柱
付

き
は

、
2
3,
80
0
円

増
し
と

す
る
こ

と
。

 

 
(注

) 

 
  
１

 
顆
上
支
持
式
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
タ
イ
プ
及
び
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
タ
イ
プ
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
 
２

 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
シ
リ
コ
ー
ン
又
は
完
成
用
部
品
の
ラ
イ
ナ
ー
を
使
用
し
て
仮
合
わ
せ
専
用
の
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
を
用
い

る
場
合
の
基
本
価
格
に
限
り
、

44
,
10
0円

加
算
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
I
RC
ソ
ケ
ッ
ト
を
除
く
吸
着
式
、
顆
上
支
持
式
、
ス
プ
リ
ッ
ト
式
の
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
の
材
料
に
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用

し
た

場
合
は
、

7,
5
00
円

加
算
で
き
る

こ
と
。
そ
の

他
に
つ
い

て
は
、

製
作
工
程
に

チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ

ト
を
用
い
た

場
合
で
あ
っ

て
、
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
材
料
と
し
た
場
合
に
限
り
、
同
様
に
加
算
で
き
る
こ
と
。
な
お
、
上
記
２
と
の
併
用
加
算
は
で
き
な
い

こ
と
。

 

  
 

 
(イ

) 
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格

 

名
 

 称
 

採
型
区
分

 
使

用
材

料
 
 

 
 
 
 
 

 
価

 
 
格

 

 
 

 
 
 
円

 

備
考

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

義
 手

 用
 
 

 
 

 
Ａ
－
１

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 1

0,
80
0 

 
 
  
 
  

8,
80
0 

 
 
  
 
 1

9,
70
0 

 
 
  
 
  

5,
00
0 

 

Ａ
－
２

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

9,
55
0 

 
 
  
 
 1

1,
60
0 

 
 
  
 
 1

3,
50
0 

 
 
  
 
  

6,
55
0 

 

Ａ
－
３

 

   

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

9,
55
0 

 
 
  
 
 1

2,
60
0 

 
 
  
 
 1

3,
50
0 

 
 
  
 
  

4,
65
0 

 

Ａ
－
４

 

   

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

8,
40
0 

 
 
  
 
 1

1,
50
0 

 
 
  
 
 1

3,
20
0 

 
 
  
 
  

4,
55
0 
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

Ａ
－
５

 

   

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 
 

 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 

Ａ
－
６

 
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 
 

 
 
革

 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 

 
 

義
 足

 用
 

Ｂ
－
１

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
 2

1,
30
0 

 
 
  
 
 3

4,
80
0 

 
 
  
 
 1

4,
60
0 

主
た
る
積
層
材
に
カ
ー
ボ
ン
素
材
を
用
い
樹
脂
注

型
を
行
う
場
合
は
、
○
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
２

 
木

 
 
 
 
製

 
 

 
 
 
 
 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
  
 
 4

7,
40
0 

 
 
  
 
 1

4,
20
0 

 
 
  
 
 1

8,
60
0 

 
 
  
 
 2

7,
00
0 

 
 
  
 
 1

5,
80
0 

 

 
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

15
,0
00
円
増
し
と

す
る
こ
と
。

 

 
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料
の

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
主

た
る

積
層

材
に

カ
ー

ボ
ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

 
素

材
を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

16
,2
00
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
３

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 
 
  
 
 1

4,
50
0 

 
 
  
 
 2

4,
00
0 

 
 
  
 
 4

0,
00
0 

 
 
  
 
 1

8,
10
0 

 

 
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

15
,0
00
円
増
し
と

す
る
こ
と
。

 

 
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料
の

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
主

た
る

積
層

材
に

カ
ー

ボ
ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

 
素

材
を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

16
,0
00
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
４

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 
 

 
 
 
 
 

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
 1

1,
40
0 

 
 
  
 
 1

6,
90
0 

 
 
  
 
 2

4,
50
0 

 
 
  
 
 1

2,
80
0 

 
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

13
,6
00
円
増
し
と

す
る
こ
と
。

 

 
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料
の

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
主

た
る

積
層

材
に

カ
ー

ボ
ン
ス

ト
ッ

キ
ネ

ッ
ト

 
素

材
を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

 
6,
30
0
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 

 
 

 
 
イ

 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
交
換

 

名
 

 
 称

 
採
型
区
分

 
使

 
用

 
材

 
料

 

価
 

 
 
 
 
 
格

 
円

 
備

 
 
 
 
 
 
 

 
考

 
ソ

ケ
ッ

ト
 

交
換
に
付
随

 

す
る

場
合

 

単
独
の
場
合

 

義
 手

 用
 

Ａ
－
１

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,4
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,4
5
0 

 
 
  
 
  

11
,4
0
0 

 
 
  
 
  

15
,2
0
0 

 
 
  
 
  

18
,7
0
0 

 

カ
ナ
ダ
式
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
作
に
お
い
て
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
強
度
を
増
し
軽
量
化
の
た
め
に
カ
ー

ボ
ン
素
材
を
使
用
す
る
の
で
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
の
必
要

量
は
大
腿
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
の
２
倍
の
量
が
必
要
で
あ
る
。

 

      カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
を
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
と
す
る
。
カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ

ト
は
筒
状
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
シ
－
ト
状
の
カ
ー
ボ
ン
素
材
も
使
用
し
て
い
る

た
め
に
名
称
の
変
更
が
必
要
で
あ
る
。

 

                         

義
肢
協
会

 

        義
肢
協
会

 

     義
肢
協
会

 

                     

●
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討

 

       ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格
追

加
 

    ◎
素
材
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

Ａ
－
２

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 3

,8
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,1
5
0 

 
 
  
 
  

10
,2
0
0 

 
 
  
 
  

14
,6
0
0 

 
 
  
 
  

16
,2
0
0 

Ａ
－
３

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 3

,8
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,1
5
0 

 
 
  
 
  

10
,2
0
0 

 
 
  
 
  

14
,4
0
0 

 
 
  
 
  

16
,1
0
0 

Ａ
－
４

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 3

,7
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 6

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 
9
,4
0
0 

 
 
  
 
  

13
,5
0
0 

 
 
  
 
  

15
,4
0
0 

Ａ
－
５

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 3

,7
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 6

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 
9
,8
0
0 

 
 
  
 
  

14
,5
0
0 

 
 
  
 
  

16
,7
0
0 

Ａ
－
６

 
皮

革
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 

 

義
足

用
 
 

 
 

 
Ｂ
－
１

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 6

,4
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 9

,7
0
0 

 
 
  
 
  

13
,6
0
0 

 
 
  
 
  

19
,8
0
0 

 
 
  
 
  

23
,1
0
0 

 

 

Ｂ
－
２

 

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革

・
フ

ェ
ル

ト
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

シ
リ

コ
ー

ン
 
 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
  
 
  
 4

,9
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,5
5
0 

 
 
  
 
  
 6

,4
5
0 

 
 
  
 
  
 8

,9
5
0 

 
 
  
 
  

40
,4
0
0 

 
 
  
 
  

12
,4
0
0 

 
 
  
 
  

19
,9
0
0 

 
 
  
 
  

22
,8
0
0 

 
 
  
 
  

15
,5
0
0 

 
 
  
 
  

40
,4
0
0 

Ｂ
－
３

 

    

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革

・
フ

ェ
ル

ト
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

シ
リ

コ
ー

ン
 
 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
  
 
  
 5

,5
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,7
0
0 

 
 
  
 
  
 8

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 9

,8
0
0 

 
 
  
 
  

43
,5
0
0 

 
 
  
 
  

11
,1
0
0 

 
 
  
 
  

19
,2
0
0 

 
 
  
 
  

23
,0
0
0 

 
 
  
 
  

16
,3
0
0 

 
 
  
 
  

43
,5
0
0 

Ｂ
－
４

 

    

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革

・
フ

ェ
ル

ト
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

シ
リ

コ
ー

ン
 
 

 
 
 
 
 
 

  

 
 
  
 
  
 4

,1
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
5
0 

 
 
  
 
  
 6

,6
5
0 

 
 
  
 
  
 7

,7
0
0 

 
 
  
 
  

34
,7
0
0 

 
 
  
 
  

10
,3
0
0 

 
 
  
 
  

15
,3
0
0 

 
 
  
 
  

16
,7
0
0 

 
 
  
 
  

14
,2
0
0 

 
 
  
 
  

34
,7
0
0 

Ｂ
－
５

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,0
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,6
0
0 

 
 
  
 
  
 
9
,3
5
0 

 
 
  
 
  

15
,6
0
0 

 
 
  
 
  

16
,8
0
0 

Ｂ
－
６

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 2

,7
5
0 

 
 
  
 
  
 3

,1
5
0 

 
 
  
 
  
 5

,5
0
0 

 
 
  
 
  
 
7
,9
0
0 

 
 
  
 
  

13
,9
0
0 

 
 
  
 
  

15
,4
0
0 

Ｂ
－
７

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 2

,1
0
0 

 
 
  
 
  
 2

,4
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,2
5
0 

 
 
  
 
  
 
6
,6
0
0 

 
 
  
 
  

12
,5
0
0 

 
 
  
 
  

14
,1
0
0 

(
注

) １
 
軟
性
発
泡
樹
脂
と
は
、
Ｐ
Ｅ
ラ
イ
ト
及
び
ス
ポ
ン
ジ
で
あ
る
こ
と
。

 

２
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
は
、
骨
突
起
部
等
に
部
分
的
に
当
て
る
も
の
で
は
な
く
、
断
端
の
全
体
を
覆
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 

  

         手
部
義
手
の
製
作
に
お
い
て
は
ソ
ケ
ッ
ト
の
内
貼
り
や
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
、
皮
革

や
軟
性
発
泡
樹
脂
を
使
用
し
て
製
作
を
行
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
の
場
合
の
項
目
が
必
要

で
あ
る
。

 

                         

         義
肢
協
会

 

                           

         ●
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
ウ

 
支
持
部
の
交
換

 

名
 

 称
 

型
 

 
式

 
部

 
 
位

 
使

 
用

 
材

 
料

 
価

 
 
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
考

 

義
手

用
 
 

 
 

 

 

装
飾

用
 
 

 
 

 

 

能
動

式
 
 

 
 

 

 

肩
部

 
 

 
 

 
 

8
,
35
0 

 

上
腕

部
 
 

 
 

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

木
製

 

7
,
45
0 

2
3
,0
0
0 

 

前
腕

部
 
 

 
 

 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

木
製

 

9
,
50
0 

1
9
,0
0
0 

 

能
動
式

 
肩

部
 

 
 

 
 
 

 
筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る

こ
と

 

上
腕

部
 

 
 

 
 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

木
製

 
 

 
筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る

こ
と

 

 

前
腕

部
 

 
 

 
 

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

木
製

 
 

 
筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る

こ
と

 

 

作
業

用
 
 

 
 

 

 

上
腕

部
 
 

 
 

 

 

 
7
,
45
0 

 
肩
義
手
用
及
び
上
腕
義
手
用
に
幹
部
を
使

用
す
る
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

前
腕

部
 
 

 
 

 

 

 
9
,
50
0  

 
前
腕
義
手
用
に
幹
部
を
使
用
す
る
場
合
に

限
る
こ
と
。

 

義
足

用
 
 

 
 

 

 

常
用

 
 

 
 

 
股

部
 
 

 
 

 
 

1
0
,0
0
0 

 

大
腿

部
 
 

 
 

 

 

木
製

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

3
1
,3
0
0 

2
9
,9
0
0 

3
1
,3
0
0 

 

下
腿

部
 
 

 
 

 

 

木
製

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

3
0
,7
0
0 

2
7
,6
0
0 

3
0
,7
0
0 

 

足
部

 
 

 
 

 
軟
性
発
泡
樹
脂

 
1
4
,1
0
0 

 

作
業

用
 
 

 
 

 

 

大
腿

部
 
 

 
 

 
 

5
8
,1
0
0 

 
股
義
足
用
及
び
大
腿
義
足
用
に
鉄
脚
を
使

用
す
る
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

下
腿

部
 
 

 
 

 
 

2
7
,6
0
0 

 
下
腿
義
足
用
に
鉄
脚
を
使
用
す
る
場
合
に

限
る
こ
と
。

 

(
注

) 

     装
飾
用
と
能
動
式
で
は
ハ
ー
ネ
ス
の
調
整
な
ど
手
間
が
違
う
た
め

 

 実
際
に
木
製
で
の
製
作
事
例
が
あ
る
た
め

 

                             

     義
肢
協
会

 

  義
肢
協
会

 

                            

     ◎
素
材
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討

 

 ●
分
類
の
追
加

 

◆
価
格
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

１
 
果
義
足
用
、
足
根
中
足
義
足
用
及
び
足
指
義
足
用
の
場
合
に
限
り
、
足
部
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

２
 
義
手
用
及
び
義
足
用
の
支
持
部
そ
の
も
の
が
外
装
と
な
る
場
合
は
、
支
持
部
に
外
装
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

３
 
肩
義
手
で
、
ソ
ケ
ッ
ト
に
続
く
部
分
の
形
状
を
健
側
の
よ
う
に
整
え
る
た
め
又
は
上
腕
部
と
の
接
続
の
た
め
に
修
正
を
行
う
場
合

は
、

 
8,
65
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

４
 
股
義
足
で
、
ソ
ケ
ッ
ト
に
続
く
部
分
の
形
状
を
健
側
の
よ
う
に
整
え
る
た
め
又
は
股
継
手
の
土
台
を
積
層
す
る
た
め
に
大
幅
な
修

正
を
行
う
場
合
は
、

1
0,
20
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

５
 
熱
可
塑
性
樹
脂
に
つ
い
て
は
、
セ
ル
ロ
イ
ド
に
準
ず
る
こ
と
。

 

６
 
支
持
部
の
長
さ
及
び
高
さ
修
正
を
行
う
場
合
は
、
支
持
部
の
修
理
部
位
の
使
用
材
料
の
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。
た

だ
し
、
外
装
を
行
う
場
合
は
、
外
装
交
換
の
額
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

７
 
ブ
ロ
ッ
ク
継
手
交
換
は
、
支
持
部
の
修
理
部
位
の
使
用
材
料
の
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
外
装
を
行
う
場

合
は
、
外
装
交
換
の
額
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

８
 
ソ
ケ
ッ
ト
交
換
を
行
う
場
合
は
、
取
り
外
す
部
位
の
使
用
材
料
の
額
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

  
 
エ

 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換

 

区
 分

 
交

 
 
換

 
 
部

 
 
品

 
 

基
本
価
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
考

 

義 手 用 ハ ー ネ ス  

一
式
交
換

 

美
錠
締
革
交
換

 

美
錠
留
革
交
換

 

た
わ
み
継
手
交
換

 

前
方
支
持
バ
ン
ド
交
換

 

上
腕
カ
フ
（
三
頭
筋
パ
ッ
ド
）

 

 
 
  
 
  

4,
35
0 

 
 
  
 
  

1,
70
0 

 
 
  
 
  

1,
75
0 

 
 
  
 
  

1,
60
0 

 
 
  
 
  

1,
60
0 

 
 
  
 
  

3,
10
0 

 

 

義
 

足
 

懸
 

垂
 

用
 

部
 

品
  

一
式
交
換

 

肩
吊
帯
交
換

 

義
足
用
股
吊
帯
交
換

 

位
置
革
交
換

 

腰
バ
ン
ド
交
換

 

横
吊
帯
交
換

 

美
錠
締
革
交
換

 

美
錠
留
革
交
換

 

金
具
部
品
交
換

 

 
 
  
 
  

4,
35
0 

 
 
  
 
  

4,
20
0 

 
 
  
 
  

1,
80
0 

 
 
  
 
  

2,
95
0 

 
 
  
 
  

3,
35
0 

 
 
  
 
  

3,
55
0 

 
 
  
 
  

2,
40
0 

 
 
  
 
  

2,
15
0 

 
 
  
 
  

2,
80
0 

  価
格
は
、
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

     価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
(注

) 

 
 

 
１

 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換
の
価
格
は
、
基
本
価
格
に
、
使
用
部
品
ご
と
に
１
の

(１
)
の
エ
の

(エ
)
に
掲
げ

る
額
を
加
算
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
１
の

(
１

)の
エ
の

(
エ

)に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
修
理
は
、
基
本
価
格
を
も
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
金
具
部
品
交
換
の
基
本
価
格
は
、
美
錠
等
金
具
部
品
の
価
格
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

  
 
オ

 
外
装
の
交
換

 

名
 

 
 称

 
外

装
部

位
 

使
用
材
料
等

 
 

価
 

 
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
考

 

義
手

用
 
 

 
 
 

 
肩

部
 
 

 
 
 
 

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

6,
60
0 

 
 
  
 
 1

8,
60
0 

 
 
  
 
  

3,
90
0 

 

上
腕

部
 
 

 
 
 
 

 
皮

革
 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

7,
10
0 

 
 
  
 
 1

8,
60
0 

 
 
  
 
  

3,
90
0 

 

前
腕

部
 
 

 
 
 
 

 

 

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

7,
10
0 

 
 
  
 
 1

5,
00
0 

 
 
  
 
  

3,
90
0 

 

手
 

 
部

 
皮

革
 

 
 

 
 

 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 
 

 
 

 
 

 

塗
装

 
 
 

 
 

 
 

 

 
 

義
足

用
 
 

 
 
 

 
股

部
 
 

 
 
 
 

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

9,
75
0 

 
 
  
 
 1

7,
90
0 

 
 
  
 
  

4,
40
0 

 

大
腿

部
 
 

 
 
 
 

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

7,
90
0 

 
 
  
 
 1

7,
90
0 

 
 
  
 
  

4,
40
0 

 

下
腿

部
 
 

 
 
 
 

 

  

皮
革

 
 

 
 
 
 
 

 

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

 
 
  
 
  

8,
60
0 

 
 
  
 
 1

6,
00
0 

 
 
  
 
  

4,
40
0 

 

足
部

 
 

 
 
 
 

 
表

革
 
 

 
 
 
 
 

 

裏
革

 
 

 
 
 
 
 

 

塗
装

 
 

 
 
 
 
 

 

リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス

 

 
 
  
 
  

6,
65
0 

 
 
  
 
  

5,
45
0 

 
 
  
 
  

5,
50
0 

 
 
  
 
  

2,
15
0 

    
リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス
は
、
完
成
用
部
品
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
。

 

 

                手
部
義
手
に
お
い
て
ソ
ケ
ッ
ト
を
塩
ビ
又
は
シ
リ
コ
ン
以
外
で
製
作
し
た
場
合
に
は
、
仕
上

げ
方
法
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 

                   

                義
肢
協
会

 

                    

                ●
分
類
の
追
加
・
修
正

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
カ

 
完
成
用
部
品
の
交
換

 

 
 

 
(ア

) 
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
を
必
要
と
す
る
も
の

 

名
 

 
 称

 
交

 
換

 
部

 
品

 
 

基
本
価
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
考

 

義
手

用
 
 

 
 
 

 

  

肩
継
手
部
品

 

肘
継
手
部
品

 

手
継
手
部
品

 

 
 
  
 
 1

5,
60
0 

 
 
  
 
  

9,
35
0 

 
 
  
 
  

3,
55
0 

 

義
足

用
 
 

 
 
 

 

   

股
継
手
部
品

 

膝
継
手
部
品

 

足
継
手
部
品

 

前
留
金
具
部
品

 

 
 
  
 
 1

8,
20
0 

 
 
  
 
 1

5,
80
0 

 
 
  
 
  

3,
55
0 

 
 
  
 
  

9,
05
0 

 

溶
 

 
 
接

 
 

 
 
  
 
  

9,
25
0 

価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
(注

)
  

 
 
１

 
筋
金
交
換
は
、
右
又
は
左
の
一
側
を
１
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
ブ
ロ
ッ
ク
継
手
交
換
は
、
ウ
の
支
持
部
交
換
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

  
 

 
(イ

) 
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
調
整
を
必
要
と
し
な
い
も
の

 

名
 

 
 称

 
交

 
換

 
部

 
品

 
 

基
本
価
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
考

 

義
手

用
 
 

 
 
 

 

     

肩
義
手
部
品

 

肘
ブ
ロ
ッ
ク
継
手
部
品

 

肘
筋
金
部
品

 

手
継
手
部
品

 

手
先
具
部
品

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ケ
ー
ブ
ル
部
品

 

筋
電
電
動
義
手
用
接
続
ケ
ー
ブ
ル

及
び
部
品
交
換

 

 
 
  
 
  

4,
35
0 

 
 
  
 
  

5,
80
0 

 
 
  
 
  

3,
30
0 

 
 
  
 
  

3,
15
0 

 
 
  
 
  

2,
65
0 

 
 
  
 
  

2,
80
0 

 

義
足

用
 
 

 
 
 

 

       

股
継
手
部
品

 

膝
ブ
ロ
ッ
ク
部
品

 

膝
筋
金
部
品

 

足
部
部
品

 

作
業
用
ス
プ
リ
ン
グ

 

作
業
用
足
部
裏
ゴ
ム

 

吸
着
式
バ
ル
ブ

 

前
留
金
具
部
品

 

 
 
  
 
  

4,
50
0 

 
 
  
 
  

6,
00
0 

 
 
  
 
  

2,
65
0 

 
 
  
 
  

2,
85
0 

 
 
  
 
  

1,
75
0 

 
 
  
 
  

2,
50
0 

 
 
  
 
  

5,
55
0 

 
 
  
 
  

3,
90
0 

 

溶
 

 
 
接

 
 

 
 
  
 
  

1,
85
0 

価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

                         今
後
筋
電
義
手
の
普
及
が
見
込
ま
れ
、
完
成
用
部
品
と
整
合
性
が
取
れ
な
い
た
め
新
た
な
項

目
が
必
要
で
あ
る
。

 

          

                         義
肢
協
会

 

           

                         ○
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
(注

) 

 
 
１

 
本
表
の
部
品
交
換
に
つ
い
て
は
、
ネ
ジ
等
の
交
換
は
適
用
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
部
品
交
換
の
基
本
価
格
に
、
外
装
の
額
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。

 

  

 
（
２
）

 義
肢

 ―
 
骨
格
構
造
義
肢

 

修
 

 
理

 
 
項

 
 
目

 
価

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
格

 

ア
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換

 
 

 

 
１
の

(２
)の

イ
の
採
型
区
分
ご
と
の
基
本
価
格
又
は
複
製
価
格
に
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格
を
加
算
し
た
額

を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

イ
  
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
交
換

 

 

 
１
の

(２
)の

イ
の
採
型
区
分
ご
と
の
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換
に
よ
り
付
随
す
る
価
格
又
は
単
独
の
場
合
の

価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

ウ
  
支
持
部
の
交
換

 
 

 
 

 

 
交
換
し
た
支
持
部
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 

エ
 
 
義

手
用

ハ
ー

ネ
ス

及
び

義
足

懸
垂
用
部
品
の
交
換

 

 
交
換
し
た
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 

オ
  
外
装
の
交
換

 

 

 
交
換
し
た
外
装
の
価
格
に
、
１
の

(
２

)
の
オ
に
掲
げ
る
額
を
加
算
し
た
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す

る
こ
と
。

 

カ
  
完
成
用
部
品
の
交
換

 
 
使
用
部
品
ご
と
に
１
の

(２
)の

オ
に
掲
げ
る
額
に
、

 
2
,5
00
円
を
加
算
し
た
額
を
も
っ
て
修
理
価
格

と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
、
吸
着
バ
ル
ブ
、
懸
垂
ベ
ル
ト
、
Ｋ
Ｂ
Ｍ
ウ
ェ
ッ
ジ
、
断

端
袋
、
ラ
イ
ナ
ー
ロ
ッ
ク
ア
ダ
プ
タ
、
ラ
イ
ナ
ー
、
ラ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ス
ト
、
エ
ア
コ
ン
タ
ク
ト
キ

ッ
ト
及
び
エ
ア
パ
イ
ロ
ン
ポ
ン
プ
の
交
換
の
場
合
に
は
、
１
の

(２
)の

オ
に
掲
げ
る
額
を
も
っ
て
修
理

価
格
と
す
る
こ
と
。

 

キ
 
ソ
ケ
ッ
ト
の
調
整

 

 

 
断
端
の
変
化
に
対
し
ソ
ケ
ッ
ト
を
調
整
し
た
場
合
に

7
,0
00
円
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 

（
注
）

 

 
 
  
１

 
ア
又
は
ウ
の
修
理
で
完
成
用
部
品
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
１
の

(
２

)の
オ
に
掲
げ
る
額
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
ア
、
ウ
又
は
カ
の
修
理
に
つ
い
て
、
他
の
修
理
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
当
該
他
の
修
理
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
。

 

３
 
外
装
の
交
換
は
、
フ
ォ
ー
ム
カ
バ
ー
を
交
換
す
る
場
合
に
限
る
こ
と
。

 

    

                      部
品
と
し
て
本
体
か
ら
取
り
外
せ
な
い
部
品
が
あ
る
の
で
削
除
す
る
。

 

              

                      義
肢
協
会

 

              

                      ◎
項
目
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
 
ア

 
ソ
ケ
ッ
ト
の
交
換

 

 
 

 
 (
ア

) 
基
本
価
格
及
び
複
製
価
格

 

名
 

 
称

 
採
型
区
分

 
型

 
 
 
式

 

 
価

 
 
 
 
 
 
格

 
円

 
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
考

 

基
本
価
格

 
複
製
価
格

 

義
 手

 用
 

Ａ
－
１

 

 

装
飾

用
 
 

 
 
 

 

作
 
業

 
用

 

能
 
動

 
式

 
 

 
 

 
 

3
8
,2
0
0  

2
3
,9
0
0
  

肩
甲

胸
郭
間

切
断

用
は
、

13
,
00
0
円

増
し
と

す
る

こ

と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
２

 
装

飾
用

 
 

 
 
 

 

作
 
業

 
用

 

能
 
動

 
式

 

4
0
,6
0
0 

2
7
,1
0
0
 

吸
着
式
は
、

2
5
,8
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
｡ 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

Ａ
－
３

 
装

飾
用

 
 

 
 
 

 

作
 
業

 
用

 

能
 
動

 
式

 

3
9
,5
0
0 

2
2
,0
0
0
  

 
顆
上
支
持
式
は
、

1
2
,9
00
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

ス
プ
リ
ッ
ト
式
は
、

1
9,
40
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

筋
電
・
電
動
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

ラ
イ
ナ
ー
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

有
窓
式
の
場
合
は
○
円
増
し
と
す
る
こ
と

 

義
 足

 用
 

Ｂ
－
１

 
カ
ナ
デ
ィ
ア

 

ン
式

 

8
8
,5
0
0  

6
0
,3
0
0
  

片
側

骨
盤

切
断

用
は

、
17
,6
00

円
増

し
と

す
る

こ

と
。

 

Ｂ
－
２

 

 

差
込

式
 
 

 
 
 

 

ラ
イ
ナ
ー
式

 

吸
着

式
 
 

 
 
 

 

5
6
,3
0
0 

9
9
,0
0
0 

1
4
1,
9
00
 

4
2
,0
0
0
 

6
6
,9
0
0
 

6
8
,0
0
0
 

 
短

断
端
切

断
用

キ
ッ
プ

シ
ャ
フ

ト
は

、
4
9,
80
0
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 
Ｉ

Ｒ
Ｃ
ソ

ケ
ッ

ト
は
、

54
,
10
0
円

増
し
と

す
る

こ

と
。

 

Ｂ
－
３

 

 

差
込

式
 
 

 
 
 

 

ラ
イ
ナ
ー
式

 

吸
着

式
 
 

 
 
 

 

5
6
,3
0
0 

7
5
,6
0
0 

1
1
8,
5
00
 

4
0
,9
0
0
 

6
0
,4
0
0
 

6
1
,6
0
0
 

 

Ｂ
－
４

 

 

差
込

式
 
 

 
 
 

 

Ｐ
Ｔ

Ｂ
式

 
 

 
 
 

 

Ｐ
Ｔ

Ｓ
式

 
 

 
 
 

 

Ｋ
Ｂ

Ｍ
式

 
 

 
 
 

 

4
3
,4
0
0 

6
5
,5
0
0 

8
0
,5
0
0 

8
3
,1
0
0 

3
7
,1
0
0
 

4
0
,4
0
0
 

4
9
,0
0
0
 

4
9
,0
0
0
 

 
大
腿
支
柱
付
き
は
、

2
3,
80
0円

増
し
と
す
る
こ

 

と
。

 

Ｂ
－
５

 

 

差
込

式
 
 

 
 
 

 

有
窓

式
 
 

 
 
 

 

4
5
,7
0
0 

6
7
,4
0
0 

3
8
,8
0
0
 

4
2
,1
0
0
 

 

 
(注

) 

１
 
顆
上
支
持
式
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
タ
イ
プ
及
び
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
タ
イ
プ
と
す
る
こ
と
。

 

                                     

       義
肢
協
会

 

                             

       ○
項
目
の
追
加

 

◆
価
格
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

２
 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
シ
リ
コ
ー
ン
又
は
完
成
用
部
品
の
ラ
イ
ナ
ー
を
使
用
し
て
仮
合
わ
せ
専
用
の
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
を
用
い

 
  
 

 

る
場
合
の
基
本
価
格
に
限
り
、

44
,
10
0円

加
算
で
き
る
こ
と
。

 

３
 

I
R
C
ソ
ケ
ッ
ト
を
除
く
吸
着
式
、
顆
上
支
持
式
、
ス
プ
リ
ッ
ト
式
の
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
の
材
料
に
透
明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し

た
場
合
は
、

7,
5
00
円
加
算
で
き
る
こ
と
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
製
作
工
程
に
チ
ェ
ッ
ク
ソ
ケ
ッ
ト
を
用
い
た
場
合
で
あ
っ
て
、
透

明
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
材
料
と
し
た
場
合
に
限
り
、
同
様
に
加
算
で
き
る
こ
と
。
な
お
、
上
記
２
と
の
併
用
加
算
は
で
き
な
い
こ
と
。

 

   
 

 
(イ

) 
ソ
ケ
ッ
ト
の
価
格

 

名
 

 
 称

 
採
型
区
分

 
使

 
 
 
用

 
 

 
材

 
 

 
料

 
 

価
 
格

 円
 

 
備

 
 
 
 
 
 
 

 
 
考

 

義
手

用
 
 

 
 

 
Ａ
－
１

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
 1

0,
80
0 

 
 
  
 
  

8,
80
0 

 
 
  
 
 1

9,
70
0 

 
 
  
 
  

5,
00
0 

 

Ａ
－
２

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
  

9,
55
0 

 
 
  
 
 1

1,
60
0 

 
 
  
 
 1

3,
50
0 

 
 
  
 
  

6,
55
0 

 

Ａ
－
３

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
  

8,
40
0 

 
 
  
 
 1

1,
50
0 

 
 
  
 
 1

3,
20
0 

 
 
  
 
  

4,
55
0 

 

義
足

用
 
 

 
 

 
Ｂ
－
１

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
 2

1,
30
0 

 
 
  
 
 3

4,
80
0 

 
 
  
 
 1

4,
60
0 

主
た
る
積
層
材
に
カ
ー
ボ
ン
素
材
を
用
い
樹
脂
注
型
を

行
う
場
合
は
、
○
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
２

 
木

 
 
 
 
製

 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
 4

7,
40
0 

 
 
  
 
 1

4,
20
0 

 
 
  
 
 1

8,
60
0 

 
 
  
 
 2

7,
00
0 

 
 
  
 
 1

5,
80
0 

 
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

15
,0
0
0
円
増
し
と

す
る
こ
と
。

 

 
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料
の

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
主
た
る

積
層
材

に
カ
ー

ボ
ン

ス
ト
ッ
キ

ネ
ッ
ト

 
素

材
を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

1
6,
20
0
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
３

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
 1

4,
50
0 

 
 
  
 
 2

4,
00
0 

 
 
  
 
 4

0,
00
0 

 
 
  
 
 1

8,
10
0 

 
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

15
,0
0
0
円
増
し
と

す
る
こ
と
。

 

 
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料
の

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

                              カ
ナ
ダ
式
ソ
ケ
ッ
ト
の
製
作
に
お
い
て
は
、
ソ
ケ
ッ
ト
強
度
を
増
し
軽
量
化
の
た
め
に
カ
ー

ボ
ン
素
材
を
使
用
す
る
の
で
項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
の
必
要

量
は
大
腿
義
足
ソ
ケ
ッ
ト
の
２
倍
の
量
が
必
要
で
あ
る
。

 

    

                        義
肢
協
会

 

     義
肢
協
会

 

      

                        ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格
追

加
 

    ◎
素
材
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 
主
た
る

積
層
材

に
カ
ー

ボ
ン

ス
ト
ッ
キ

ネ
ッ
ト

 
素

材
を
用
い
樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

1
6,
00
0
円
増
し

と
す
る
こ
と
。

 

Ｂ
－
４

 
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
、

セ
ル

ロ
イ

ド
 

皮
 

 
 
 
革

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
 1

1,
40
0 

 
 
  
 
 1

6,
90
0 

 
 
  
 
 2

4,
50
0 

 
 
  
 
 1

2,
80
0 

 
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

13
,6
0
0
円
増
し
と

す
る
こ
と
。

 

 
二
重
式
ソ
ケ
ッ
ト
は
、
内
ソ
ケ
ッ
ト
の
使
用
材
料
の

価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
主
た
る

積
層
材

に
カ
ー

ボ
ン

ス
ト
ッ
キ

ネ
ッ
ト

 
素

材
を
用

い
樹

脂
注

型
を
行

う
場
合

は
、

6,
30
0
円

増
し

と
す
る
こ
と
。

 

 
Ｂ
－
５

 
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、
セ
ル
ロ
イ
ド

 

皮
 

 
 
 
革

 

熱
硬
化
性
樹
脂

 

熱
可
塑
性
樹
脂

 

 
 
  
 
 1

1,
80
0 

 
 
  
 
 1

7,
20
0 

 
 
  
 
 2

3,
30
0 

 
 
  
 
 1

0,
10
0 

 
エ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
ソ
ケ
ッ
ト
は
、

12
,5
0
0
円
増
し
と

す
る
こ
と
。

 

 
主
た
る

積
層
材

に
ス
ト

ッ
キ
ネ

ッ
ト

 
素

材
を
用
い

樹
脂
注
型
を
行
う
場
合
は
、

 
8
,8
0
0
円
増
し
と
す
る
こ

と
。

 

  
 
イ

 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
の
交
換

 

名
 

 称
 

採
型
区
分

 
使

 
用

 
材

 
料

 

 
価

 
 
 
 
 
 
格

 
円

 
備

 
 
 
 
 
 
 

 
考

 
ソ

ケ
ッ

ト
 

交
換
に
付
随

 

す
る

場
合

 

単
独
の
場
合

 

義
手

用
 
 

 
 

 
Ａ
－
１

 
皮

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,4
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,4
5
0 

 
 
  
 
  

11
,4
0
0 

 
 
  
 
  

15
,2
0
0 

 
 
  
 
  

18
,7
0
0 

 

Ａ
－
２

 
皮

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 3

,8
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,1
5
0 

 
 
  
 
  

10
,2
0
0 

 
 
  
 
  

14
,6
0
0 

 
 
  
 
  

16
,2
0
0 

Ａ
－
３

 
皮

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 3

,7
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 6

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 
9
,3
5
0 

 
 
  
 
  

13
,5
0
0 

 
 
  
 
  

15
,4
0
0 

義
足

用
 
 

 
 

 
Ｂ
－
１

 
皮

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 6

,4
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 9

,7
0
0 

 
 
  
 
  

13
,6
0
0 

 
 
  
 
  

19
,8
0
0 

 
 
  
 
  

23
,1
0
0 

 

カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト
を
、
カ
ー
ボ
ン
素
材
と
す
る
。
カ
ー
ボ
ン
ス
ト
ッ
キ
ネ
ッ
ト

は
筒
状
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
シ
－
ト
状
の
カ
ー
ボ
ン
素
材
も
使
用
し
て
い
る
た
め

に
名
称
の
変
更
が
必
要
で
あ
る

 

                                  

義
肢
協
会

 

                                    

◎
素
材
の
修
正
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

Ｂ
－
２

 
皮

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革

・
フ

ェ
ル

ト
 

シ
リ

コ
ー

ン
 

 
 
  
 
  
 4

,9
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,5
5
0 

 
 
  
 
  
 6

,4
5
0 

 
 
  
 
  
 8

,9
5
0 

 
 
  
 
  

40
,4
0
0 

 
 
  
 
  

12
,4
0
0 

 
 
  
 
  

19
,9
0
0 

 
 
  
 
  

22
,8
0
0 

 
 
  
 
  

15
,5
0
0 

 
 
  
 
  

40
,4
0
0 

Ｂ
－
３

 
皮

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革

・
フ

ェ
ル

ト
 

シ
リ

コ
ー

ン
 

 
 
  
 
  
 5

,5
5
0 

 
 
  
 
  
 4

,7
0
0 

 
 
  
 
  
 8

,9
0
0 

 
 
  
 
  
 9

,8
0
0 

 
 
  
 
  

43
,5
0
0 

 
 
  
 
  

11
,1
0
0 

 
 
  
 
  

19
,2
0
0 

 
 
  
 
  

23
,0
0
0 

 
 
  
 
  

16
,3
0
0 

 
 
  
 
  

43
,5
0
0 

Ｂ
－
４

 
皮

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

皮
革

・
フ

ェ
ル

ト
 

シ
リ

コ
ー

ン
 

 
 
  
 
  
 4

,1
0
0 

 
 
  
 
  
 4

,3
5
0 

 
 
  
 
  
 6

,6
5
0 

 
 
  
 
  
 7

,7
0
0 

 
 
  
 
  

34
,7
0
0 

 
 
  
 
  

10
,3
0
0 

 
 
  
 
  

15
,3
0
0 

 
 
  
 
  

16
,7
0
0 

 
 
  
 
  

14
,2
0
0 

 
 
  
 
  

34
,7
0
0 

Ｂ
－
５

 
皮

革
 

軟
性

発
泡

樹
脂

 

皮
革
・
軟
性
発
泡
樹
脂

 

 
 
  
 
  
 4

,3
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,0
0
0 

 
 
  
 
  
 7

,6
0
0 

 
 
  
 
  
 
9
,3
5
0 

 
 
  
 
  

15
,6
0
0 

 
 
  
 
  

16
,8
0
0 

 
(注

)
  

 
 
１

 
軟
性
発
泡
樹
脂
と
は
、
Ｐ
Ｅ
ラ
イ
ト
及
び
ス
ポ
ン
ジ
で
あ
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
ソ
フ
ト
イ
ン
サ
ー
ト
は
、
骨
突
起
部
等
に
部
分
的
に
当
て
る
も
の
で
は
な
く
、
断
端
の
全
体
を
覆
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

  
 
ウ

 
支
持
部
の
交
換

 

名
 

 
 
 
 
 
 
称

 
 

価
 

 
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
考

 

肩
義

手
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

3,
40
0 

 

上
腕

義
手

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

0,
70
0 

 

前
腕

義
手

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

0,
50
0 

 

股
義

足
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

6,
00
0 

 

大
腿

義
足

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

6,
00
0 

 

下
腿

義
足

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

0,
50
0 

 

 
(注

)
  

 
 
  
１

 
肩
義
手
及
び
上
腕
義
手
で
、
ソ
ケ
ッ
ト
に
続
く
部
分
の
形
状
を
健
側
の
よ
う
に
整
え
る
た
め
又
は
上
腕
部
及
び
前
腕
部
と
の
接
続

                                     

                                   義
肢
協
会

 

 

                                   ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格
追

加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

の
た
め
に
修
正
を
行
う
場
合
は
、

 8
,
65
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
股
義
足
で
、
ソ
ケ
ッ
ト
に
続
く
部
分
の
形
状
を
健
側
の
よ
う
に
整
え
る
た
め
又
は
股
継
手
の
土
台
を
積
層
す
る
た
め
に
大
幅
な
修

正
を
行
う
場
合
は
、

1
0,
20
0円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

  
 
エ

 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換

 

区
 分

 
交

 
 換

 
 部

 
 品

 
 

基
本
価
格

 
 
 

 
 
 
円

 
備

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
考

 

義
 

手
 

用
 

ハ
 

｜
 

ネ
 

ス
 

一
式
交
換

 

美
錠
締
革
交
換

 

美
錠
留
革
交
換

 

上
腕
カ
フ
（
三
頭
筋
パ
ッ
ド
）

 

た
わ
み
継
手
（
一
組
）

 

前
方
支
持
バ
ン
ド

 

 
 
  
 
  

4,
35
0 

 
 
  
 
  

1,
70
0 

 
 
  
 
  

1,
75
0 

 
 
  
 
  

3,
10
0 

 

義
 

足
 

懸
 

垂
 

用
 

部
 

品
 

一
式
交
換

 

肩
吊
帯
交
換

 

義
足
用
股
吊
帯
交
換

 

位
置
革
交
換

 

腰
バ
ン
ド
交
換

 

横
吊
帯
交
換

 

美
錠
締
革
交
換

 

美
錠
留
革
交
換

 

金
具
部
品
交
換

 

 
 
  
 
  

4,
35
0 

 
 
  
 
  

4,
20
0 

 
 
  
 
  

1,
80
0 

 
 
  
 
  

2,
95
0 

 
 
  
 
  

3,
35
0 

 
 
  
 
  

3,
55
0 

 
 
  
 
  

2,
40
0 

 
 
  
 
  

2,
15
0 

 
 
  
 
  

2,
80
0 

  価
格
は
、
１
本
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

     価
格
は
、
１
か
所
当
た
り
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

 
(注

) 

 
 
 
１

 
義
手
用
ハ
ー
ネ
ス
及
び
義
足
懸
垂
用
部
品
の
交
換
の
価
格
は
、
基
本
価
格
に
、
使
用
部
品
ご
と
に
１
の

(
２

)
の
エ
の

(エ
)
に
掲
げ

る
額
を
加
算
し
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
１
の

(
２

)の
エ
の

(
エ

)に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
修
理
は
、
基
本
価
格
を
も

っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
２

 
金
具
部
品
交
換
の
基
本
価
格
は
、
美
錠
等
金
具
部
品
の
価
格
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

  
 
オ

 
外
装
の
交
換

 

名
 

 
 
 
 
 
称

 
価

 
 
格

 円
 

備
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
考

 

肩
義

手
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
1
0,
60
0 

 

上
腕

義
手

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
  

8,
40
0 

 

前
腕

義
手

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
  

7,
50
0 

 

            骨
格
構
造
義
手
で
も
取
り
付
け
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 

                        

            義
肢
協
会

 

                        

            ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

股
義

足
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 2

6,
60
0 

 

大
腿

義
足

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 2

1,
30
0 

 

膝
義

足
用

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

9,
10
0 

 

下
腿

義
足

用
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 1

6,
80
0 

 

 
(注

)
  

 
 
フ
ッ
ト
カ
バ
ー
又
は
リ
ア
ル
ソ
ッ
ク
ス
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
１
の

(
２

)
の
オ
の
完
成
用
部
品
の
価
格
を

1
,0
5
0
円
増
し
と
す
る
こ

  
 
 

と
。

 

 
（
３
）

 装
 
具

 

 
修

 
 
理

 
 
項

 
 
目

 
 

 
価

 
 
 
 
 
 
格

 
 
 
  
 
  
  
  
 
  
  

 
 

 
  
 
  
 
 
円

 

 
備

 
 
 
 
 
 
 

 
 
考

 
 

ア
 
継
手
及
び
支
持
部
の
交
換

 
 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
３

)
の
エ
に

掲
げ

る
価

格
に

、
1,

15
0
円

を
加

算
し

た
額

を
も

っ
て

修
理

価
格

と
す

る
こ

と
。

 

 

イ
  
完
成
用
部
品
の
交
換

 
 

 
 

 

  

 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
３

)
の
オ
に

掲
げ
る
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す

る
こ
と
。

 

 

ウ
  
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
交
換

 
 
修
理
箇
所
ご
と
に

2
5
ｍ
ｍ
幅
の
も
の

は
80
0
円

、
3
0
ｍ

ｍ
幅

の
も

の
は

○

円
、

40
ｍ
ｍ
幅
の
も
の
は
○
円
、

50
ｍ

ｍ
幅

の
も

の
は

 
1
,1
00

円
と

す
る

こ

と
。
た
だ
し
、
裏
付
き
の
場
合
に
は
、

当
該
価
格
を
２
倍
し
た
額
を
修
理
価
格

と
す
る
こ
と
。

 

 

エ
 
溶
接

 

   

 
修
理
箇
所
ご
と
に
ア
ラ
イ
メ
ン
ト
の

調
整

を
必

要
と

す
る

も
の

は
8
,
75
0

円
、
必
要
と
し
な
い
も
の
は

 
1
,8
0
0
円

と
す
る
こ
と
。

 

 

オ
  
そ
の
他
の
交
換
・
修
理

 
 

 

           

(
ア

) 

 
  

 
修

 

 
理

 

 
部

 

 
位

 

     

下
肢
装
具

 

 

足
底

革
交

換
又

は

足
底
ゴ
ム
交
換

 

5
,
20
0
  

 

靴
型
装
具

 

        

本
底
交
換

 
7
,
40
0
 

踵
部
品
の
価
格
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

足
底
挿
板
交
換

 

 

6
,
70
0
  

踏
ま

ず
支

え
等

の
機

能
を

有
し

、
取

外
し

が
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

で
き
る
構
造
の
も
の
に
限
る
。

 

半
張
交
換

 

踵
交
換

 

積
上
交
換

 

底
張
か
け
交
換

 

フ
ァ
ス
ナ
ー
交
換

 

3
,
10
0
 

1
,
50
0
 

1
,
15
0
 

1
,
85
0
 

2
,
75
0
 

     

細
革
交
換

 
6
5
0 

革
底
の
場
合
は
、

1,
2
50
円
増
し
と
す
る
こ
と
。

 

                  マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
は

3
0
ｍ
ｍ
幅
、

4
0ｍ

ｍ
幅
の
も
の
が
あ
り
、
修
理
基
準
に
な
い
た
め
修
理
が

困
難
な
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
価
格
の
掲
載
が
必
要
で
あ
る
。

 

        本
項
目
で
は
「
交
換
・
修
理
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
「
交
換
」
の
み

で
あ
る
。
現
実
的
に
は
、
部
品
の
交
換
は
せ
ず
（
構
造
的
に
交
換
で
き
な
い
な
ど
）
、
破
損

部
の
補
強
や
摩
耗
部
の
修
理
を
行
う
事
が
あ
る
が
本
項
目
で
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
本
来

の
「
修
理
」
項
目
の
規
定
が
必
要
で
あ
る
。

 

 下
肢
装
具
 
股
・
膝
・
足
継
手
ネ
ジ
交
換
、

 
ク
レ
ン
ザ
ッ
ク
、
ダ
ブ
ル
ク
レ
ン
ザ
ッ
ク
部
品
交
換
（
止
め
ネ
ジ
、
ス
プ
リ
ン

グ
、
ベ
ア
リ
ン
グ
、
ス
チ
ー
ル
ロ
ッ
ド
棒
交
換
な
ど
）
、

 
 
 
 
 
 
角
か
ん
交
換
 
（
２
５
、
３
０
、
４
０
、
５
０
㎜
）
の
項
目
の
追
加
が
必
要
で

あ
る
。

 

 靴
型
装
具

 
靴
ひ
も
交
換
、
引
掛
ホ
ッ
ク
交
換
、
押
ホ
ッ
ク
交
換
、
尾
錠
（
靴
用
）
交
換
の

項
目
の
追
加
が
必
要
で
あ
る
。

 

                  義
肢
協
会

 

        義
肢
協
会

 

         

                  ○
項
目
の
追
加

 

◆
製
作
方
法
毎
の
価
格

 

       ●
基
準
の
取
扱
い
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

     

   

体
幹
装
具

 

  

硬
性

コ
ル

セ
ッ

ト

筋
金
交
換

 

軟
性

コ
ル

セ
ッ

ト

筋
金
交
換

 

2
,
75
0
  

1
,
20
0
  

 

(
イ

)
 
 (
ア

)以
外
の
部
位

 

 

 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
３

)
の
エ
に

掲
げ
る
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

 

 
(注

)
  

 
 
  
１

 
採
型
又
は
採
寸
を
必
要
と
す
る
修
理
に
つ
い
て
は
、
１
の

(３
)の

ウ
に
掲
げ
る
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
  
２

 
ア
又
は
オ
（

(
イ

)
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
修
理
で
完
成
用
部
品
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
１
の

(
３

)
の
オ
に
掲
げ
る
価
格
を

 
 
 

加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 
 
３

 
靴
型
装
具
は
、
右
又
は
左
の
一
側
を
１
単
位
と
す
る
こ
と
。

 

 
 

 （
４
）

 座
位
保
持
装
置

 

 
修

理
項

目
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
価

格
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

  
 
 
  
 
  
  
  
 
  
  
 
  
  
  
 
  
 
  
 
  
  
  
 
  
  
 
  
  
  
 
  
 
  

 
円

 

ア
 
支
持
部
の
交
換

 
 
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
ア

)
に
掲
げ
る
価
格
に
、

1
,
15
0
円
を
加
算
し
た
額
を

も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

イ
 
支
持
部
の
調
整

 
 
 
  
 寸

法
調

整
 
 

 
 
 
 
 
 

  
 
 
  
 形

状
調

整
 
 

 
 
 
 
 
 

  

    

 
頭

 
 
部

 
2
,
45
0 

3
,
35
0 

 
上

 
腕

 部
 

1
,
45
0  

2
,
25
0  

 
前
腕
・
手
部

 

 
体

 
幹

 部
 

2
,
85
0  

7
,
75
0  

 
骨
盤
・
大
腿
部

 

 
下

 
腿

 部
 

1
,
45
0  

2
,
25
0  

 
足

 
 
部

 

ウ
 
支
持
部
の
連
結
、
連
結
角
度
調
整
用
部
品
の
交
換

 
 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
イ

)
に
掲
げ
る
価
格
に
、

1
,1
5
0
円

を
加
算
し
た
額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 
  
  
  
 
  
 
 

エ
 
構
造
フ
レ
ー
ム
の
交
換

 

 

 
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
ウ

)
に
掲
げ
る
基
本
価
格
に
、

1,
15
0
円
を
加
算
し
た

額
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 
  
  
 
  
  
 
 

 
車
椅
子
と
し
て
の
機
能
を
付
加
し
た
場
合
は
、
当
該
機
能
の
み
に
係
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
車
椅
子
の
修
理
基
準
に
準
ず
る
こ
と
。

 

オ
 
付
属
品
の
交
換

  
 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
エ

)
に
掲
げ
る
価
格
を
も
っ
て
修
理

価
格
と
す
る
こ
と
。

 

カ
 
調
節
機
構
の
交
換

 

 

 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
オ

)
に
掲
げ
る
価
格
を
も
っ
て
修
理

価
格
と
す
る
こ
と
。

 

キ
 
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
交
換

 

 

 
2
5m
m
幅
の
も
の
は

 
8
00
円
、

50
m
m
幅
の
も
の
は

 
1
,1
0
0
円
と
し
、
裏
付
き

を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
価
格
を
２
倍
し
た
額
と
す
る
こ
と
。
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

ク
 
完
成
用
部
品
の
交
換

 

 

 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
４

)
の
オ
に
掲
げ
る
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と

す
る
こ
と
。

 

（
注
）

 

 
 

 
採
寸
又
は
採
型
を
必
要
と
す
る
修
理
に
つ
い
て
は
、
１
の

(４
)の

ウ
に
掲
げ
る
価
格
を
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

 （
５
）

 そ
の
他

 

 種
 

目
 

 

 型
 

式
 

 

 
修

 
 
 
 
理

 
 

 
 
部

 
 
 

 
位

 
 

 

 
価

 
格

 
 
 

 
円

 

 
備

 
 
 
 
 
考

 
 

 

盲
人

安
全

つ
え

 

 

 
 マ
グ
ネ
ッ
ト
付
き
石
突
交
換

 

石
突
交
換

 

シ
ャ
フ
ト
交
換

 

中
ゴ
ム
交
換

 

外
装
塗
り
替
え

 

グ
リ
ッ
プ
交
換

 

 

 
 
  

7
60
 

3
,
2
0
0 

2
,
5
0
0 

2
,
8
0
0 

2
,
5
0
0 

3
,
5
0
0 

 合
計

修
理

金
額

が
新

規
購

入
代

金
の

７
割

を
超

え
た

場
合

、
修

理
を

行
う

白
杖

は
修

理
不

能
と

み
な

し
、

希
望

者
に

は
再

交
付

を
行

う
こ

と
が

可

能
。

 

 

 眼
 

  鏡
 

 

 
枠
交
換

 

  矯
正
用
レ
ン
ズ
（
６
Ｄ
未
満
）
交
換

 

矯
正
用
レ
ン
ズ
（
６
Ｄ
以
上
１
０
Ｄ
未
満
）
交
換

 

矯
正
用
レ
ン
ズ
（
１
０
Ｄ
以
上
）
交
換

 

遮
光
矯
正
用
レ
ン
ズ
（
６
Ｄ
未
満
）
交
換
 

遮
光
矯
正
用
レ
ン
ズ
（
６
Ｄ
以
上
１
０
Ｄ
未
満
）
交
換

 

遮
光
矯
正
用
レ
ン
ズ
（
１
０
Ｄ
以
上
）
交
換

 

 

 
 
 8
,
00
0 

1
5
,
0
0
0  

 
  

5
,
10
0 

 
 
 6
,
45
0 

 
 
 8
,
40
0 

 

 
 
11
,
10
0 

1
3
,
6
0
0 

1
3
,
6
0
0 

枠
は

セ
ル

ロ
イ

ド
製

 

金
属

又
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
を

原
則

と
す

る
こ
と
。

 

価
格
は
レ
ン
ズ
１
枚

 

矯
正

用
レ

ン
ズ

、
遮

光
矯

正
用

レ
ン

ズ
に

乱
視

矯
正

を
含

む
場

合
は

、
片

眼
又

は
両

眼
に

か
か

わ
ら

ず
、

4
,
20
0
円

増
し

と
す

る

こ
と
。

 

プ
リ

ズ
ム

加
工

を
行

っ
た

場
合

は
4
,
2
0
0
円

増
し
と
す
る

 

         全
て
の
部
位
の
修
理
項
目
を
明
確
化
す
る
。
再
交
付
の
基
準
を
明
確
化
す
る
。

 

現
状
の
修
理
規
定
は
、
石
突
の
み
が
規
定
さ
れ
、
修
理
の
大
半
で
あ
る
破
損
シ
ャ
フ
ト
の
交

換
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
者
の
実
質
的
な
負
担
に
加
え
、
自
治
体
担
当
者
の
認
識

間
違
い
も
多
い
。
こ
の
限
り
に
お
い
て
、
修
理
箇
所
別
の
規
定
を
設
け
る
べ
き
。

 

価
格
は
、
現
状
で
必
要
に
な
る
部
材
代
、
作
業
代
を
考
慮
し
て
選
定
。

 

ま
た
、
盲
人
安
全
つ
え
が
消
耗
材
と
い
う
側
面
が
あ
る
の
で
、
消
耗
し
た
杖
を
修
理
し
て
使

用
す
る
よ
り
も
、
新
し
い
杖
を
作
る
方
が
安
全
性
を
保
て
る
観
点
か
ら
、
合
計
修
理
金
額
が

新
品
杖
購
入
代
金
の
７
割
を
超
え
た
ら
修
理
不
能
と
み
な
し
、
新
し
い
杖
の
再
交
付
が
出
来

る
条
件
も
明
記
し
た
い
。

 

 枠
交
換
 
 
主
流
部
品
に
名
称
を
変
更
、
限
度
額
も
現
状
価
格
に
連
動
す
る
。

 

眼
鏡
レ
ン
ズ
 
 
価
格
が
レ
ン
ズ
１
枚
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る

 

遮
光
レ
ン
ズ
 
 
度
数
別
に
価
格
設
定
を
行
う

 

プ
リ
ズ
ム
加
工
を
追
加
す
る

 

              

         日
盲
連

 

                           

         ●
定
義
の
修
正
・
追
加

 

○
項
目
の
追
加

 

        ◎
項
目
の
追
加
・
修
正

 

◎
素
材
の
変
更

 

◆
価
格
の
修
正

 

◆
製

作
方

法
毎

の
価

格
追

加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

 補
 

    聴
 

    器
 

                  

 
耳
あ
な
型
シ
ェ
ル
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
シ
ェ
ル
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
ス
イ
ッ
チ
交
換

 

耳
あ
な
型
テ
レ
ホ
ン
コ
イ
ル
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
テ
レ
ホ
ン
コ
イ
ル
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
極
板
交
換

 

耳
あ
な
型
極
板
交
換
（
両
極
板
ユ
ニ
ッ
ト
交
換
）

 

耳
あ
な
型
ボ
リ
ュ
ー
ム
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
ボ
リ
ュ
ー
ム
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

 耳
あ
な
型
レ
シ
ー
バ
ー
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
レ
シ
ー
バ
ー
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
抵
抗
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
抵
抗
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
コ
ン
デ
ン
サ
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
コ
ン
デ
ン
サ
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
電
池
ホ
ル
ダ
ー
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
電
池
ホ
ル
ダ
ー
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
ト
リ
マ
ー
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
ト
リ
マ
ー
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
交
換

 

耳
あ
な
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）（

ア
ナ
ロ
グ
）

 

耳
あ
な
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
レ
デ
ィ
メ
イ
ド
）（

デ
ジ
タ
ル
）

 

耳
あ
な
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）（

ア
ナ
ロ
グ
）
 

耳
あ
な
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）
（
デ
ジ
タ
ル
）

 

耳
あ
な
型
ダ
ン
パ
ー
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
マ
イ
ク
チ
ュ
ー
ブ
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
イ
ヤ
ホ
ン
チ
ュ
ー
ブ
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

6
,
30
0 

2
6
,4
0
0 

3
,
15
0 

8
,
40
0 

1
2
,7
0
0 

1
,
05
0 

2
,
0
0
0 

8
,
40
0 

1
1
,6
0
0 

1
3
,5
0
0 

1
5
,9
5
0 

2
0
,
0
0
0 

1
4
,2
0
0 

2
0
,0
0
0 

2
,
10
0 

8
,
90
0 

2
,
10
0 

8
,
90
0 

1
,
05
0 

1
,
55
0 

6
,
30
0 

9
,
50
0 

8
9
0 

3
1
,7
0
0 

4
2
,
0
0
0 

4
2
,2
0
0 

5
2
,
0
0
0 

2
,
0
0
0 

3
,
0
0
0 

3
,
0
0
0 

        指
向

性
・

無
指

向
性

を
問
わ
ず

 

指
向

性
・

無
指

向
性

を
問
わ
ず

 

                  

 現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
陰
極
と
陽
極
が
一
体
に
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ
れ
て
き
て
い
る
為
に
両
極
同
時
交
換

 

  (備
考
欄
に
「
指
向
性
・
無
指
向
性
を
問
わ
ず
」
を
追
記

 
 現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
(備

考
欄
に
「
指
向
性
・
無
指
向
性
を
問
わ
ず
」
を
追
記

 

                 現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
二
種
の
修
理
価
格
設
定
で
運
用
で
き
れ
ば
，
よ
り
良
い

 
 現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
二
種
の
修
理
価
格
設
定
で
運
用
で
き
れ
ば
，
よ
り
良
い

 
  現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
 現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
 現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
 現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
 現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
 現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
  現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
 

 補
聴
器

 

  補
聴
器

 

                  補
聴
器

 

             

 ○
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討

 

 ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

                  ○
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討

 

○
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討

 

         ◆
価
格
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                              

耳
あ
な
型
フ
ェ
ー
ス
プ
レ
ー
ト
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ
な
型
取
り
出
し
ワ
イ
ヤ
ー
交
換
（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
）

 

耳
あ

な
型

耳
あ

か
防

止
チ

ッ
プ

ホ
ル

ダ
ー

交
換

（
オ

ー
ダ

ー
メ

イ

ド
）

 

耳
か
け
型
ケ
ー
ス
組
立
交
換

 

 耳
か
け
型
ス
イ
ッ
チ
交
換

 

耳
か
け
型
テ
レ
ホ
ン
コ
イ
ル
交
換

 

耳
か
け
型
極
板
交
換

 

耳
か
け
型
極
板
交
換
（
両
極
板
ユ
ニ
ッ
ト
交
換
）

 

耳
か
け
型
ボ
リ
ュ
ー
ム
交
換

 

耳
か
け
型
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
交
換

 

耳
か
け
型
レ
シ
ー
バ
ー
交
換

 

耳
か
け
型
ト
リ
マ
ー
交
換

 

 耳
か
け
型
フ
ッ
ク
交
換

 

耳
か
け
型
フ
ッ
ク
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
交
換

 

耳
か
け
型
電
池
ホ
ル
ダ
ー
交
換

 

耳
か
け
型
耳
栓
組
立
交
換

 

耳
か
け
型
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
交
換

 

耳
か
け
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
ア
ナ
ロ
グ
）

 

耳
か
け
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
デ
ジ
タ
ル
）

 

耳
か
け
型
外
部
入
力
端
子
交
換

 

耳
か
け
型
外
部
入
力
端
子
カ
バ
ー
交
換

 

重
度
難
聴
用
ポ
ケ
ッ
ト
型
ス
イ
ッ
チ
交
換

 

重
度
難
聴
用
ポ
ケ
ッ
ト
型
テ
レ
ホ
ン
コ
イ
ル
交
換

 

重
度
難
聴
用
ポ
ケ
ッ
ト
型
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
交
換

 

重
度
難
聴
用
ポ
ケ
ッ
ト
型
ア
ン
プ
組
立
交
換

 

重
度
難
聴
用
イ
ヤ
ホ
ン
交
換

 

重
度
難
聴
用
耳
か
け
型
レ
シ
ー
バ
ー
交
換

 

1
0
,
0
0
0 

4
,
0
0
0 

5
,
0
0
0  

2
,
50
0 

5
,
0
0
0 

3
,
00
0 

2
,
55
0 

9
8
0 

2
,
0
0
0 

4
,
30
0 

8
,
92
0 

8
,
90
0 

1
,
90
0 

5
,
0
0
0 

4
1
0 

5
0
0
 

1
,
00
0 

4
0
0 

6
4
0 

2
0
,2
0
0 

3
5
,
0
0
0 

3
,
0
0
0 

3
0
0
 

3
,
15
0 

1
,
35
0 

8
,
30
0 

2
5
,
0
0
0 

4
,
70
0 

1
5
,0
0
0 

                              

            現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
陰
極
と
陽
極
が
一
体
に
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ
れ
て
き
て
い
る
為
に
両
極
同
時
交
換

 
    現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
       現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
       現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
二
種
の
修
理
価
格
設
定
で
運
用
で
き
れ
ば
，
よ
り
良
い

 
  現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
 現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
       現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
     現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
   現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル
の
二
種
の
修
理
価
格
設
定
で
運
用
で
き
れ
ば
，
よ
り
良
い

 
 

       補
聴
器

 

                             

       ○
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討

 

       ○
項
目
の
追
加

 

    ○
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討

 

 ○
項
目
の
追
加

 

○
項
目
の
追
加

 

   ○
項
目
の
追
加

 

  ○
項
目
の
追
加

 

  ○
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                              

重
度
難
聴
用
耳
か
け
型
フ
ッ
ク
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
交
換

 

重
度
難
聴
用
コ
ー
ド
交
換

 

重
度
難
聴
用
耳
か
け
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
ア
ナ
ロ
グ
）

 

重
度
難
聴
用
耳
か
け
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
デ
ジ
タ
ル
）

 

眼
鏡
型
ケ
ー
ス
組
立
交
換

 

眼
鏡
型
ス
イ
ッ
チ
交
換

 

眼
鏡
型
テ
レ
ホ
ン
コ
イ
ル
交
換

 

眼
鏡
型
極
板
交
換

 

眼
鏡
型
極
板
交
換
（
両
極
板
ユ
ニ
ッ
ト
交
換
）

 

眼
鏡
型
ボ
リ
ュ
ー
ム
交
換

 

眼
鏡
型
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
交
換

 

眼
鏡
型
骨
導
子
交
換

 

眼
鏡
型
ア
ン
プ
組
立
交
換

 

眼
鏡
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
送
信
用
）

 

眼
鏡
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
受
信
用
）

 

眼
鏡
型
ブ
ラ
ン
ク
（
空
つ
る
）
交
換

 

眼
鏡
型
テ
ン
プ
ル
（
補
助
つ
る
）
交
換

 

眼
鏡
型
フ
ロ
ン
ト
（
前
枠
）
交
換

 

眼
鏡
型
平
面
レ
ン
ズ
交
換

 

ポ
ケ
ッ
ト
型
ケ
ー
ス
組
立
交
換

 

ポ
ケ
ッ
ト
型
ク
リ
ッ
プ
交
換

 

ポ
ケ
ッ
ト
型
ス
イ
ッ
チ
交
換

 

ポ
ケ
ッ
ト
型
テ
レ
ホ
ン
コ
イ
ル
交
換

 

ポ
ケ
ッ
ト
型
極
板
交
換

 

ポ
ケ
ッ
ト
型
ボ
リ
ュ
ー
ム
交
換

 

ポ
ケ
ッ
ト
型
マ
イ
ク
ロ
ホ
ン
交
換

 

ポ
ケ
ッ
ト
型
ア
ン
プ
組
立
交
換

 

骨
導
式
ポ
ケ
ッ
ト
型
レ
シ
ー
バ
ー
交
換

 

骨
導
式
ポ
ケ
ッ
ト
型
ヘ
ッ
ド
バ
ン
ド
交
換

 

ダ
ン
パ
ー
入
り
耳
か
け
型
フ
ッ
ク
交
換

 

2
,
0
0
0 

1
,
20
0 

3
6
,7
0
0 

4
7
,
0
0
0 

9
,
40
0 

3
,
45
0 

3
,
30
0 

1
,
40
0 

2
,
8
0
0 

3
,
90
0 

1
3
,9
0
0 

1
6
,4
0
0 

2
3
,1
0
0 

3
5
,2
0
0 

5
4
,7
0
0 

4
,
35
0 

3
,
10
0 

9
,
50
0 

3
,
60
0 

5
,
40
0 

1
,
20
0 

3
,
50
0 

1
,
35
0 

1
,
35
0 

3
,
05
0 

5
,
40
0 

1
8
,
0
0
0 

1
0
,5
0
0 

3
,
15
0 

6
4
0 

         
 

  
 

 
 

 
旧
周

波
数
帯

用
の
も

の
。

 

  
旧
周

波
数
帯

用
の
も

の
。

 

 
旧
周

波
数
帯

用
の
も

の
。

 

  
旧
周

波
数
帯

用
の
も

の
。

 

 
旧
周

波
数
帯

用
の
も

の
。

 

 
旧
周

波
数
帯

用
の
も

の
。

 

 
旧
周

波
数
帯

用
の
も

の
。

 

  

         現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
陰
極
と
陽
極
が
一
体
に
ユ
ニ
ッ
ト
化
さ
れ
て
き
て
い
る
為
に
両
極
同
時
交
換

 
                                    現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
             

     補
聴
器

 

                      補
聴
器

 

        

     ○
項
目
の
追
加

 

※
項
目
追
加
の
価
格
検
討

 

                     ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

    

Ｆ
Ｍ
型
受
信
機
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
操
作
用
基
板
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
交
換
（
充
電
池
を
含
む
。）

 

Ｆ
Ｍ
型
ト
リ
マ
ー
基
板
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
ア
ン
プ
組
立
交
換
（
受
信
用
）

 

Ｆ
Ｍ
型
受
信
回
路
組
立
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
ア
ン
テ
ナ
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
水
晶
振
動
子
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
発
振
回
路
組
立
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
Ｉ
Ｄ
基
板
組
立
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
受
信
機
ケ
ー
ス
（
端
子
）
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
受
信
機
ス
イ
ッ
チ
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
ア
ン
テ
ナ
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
基
板
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
ケ
ー
ス
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
充
電
池
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
充
電
用
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
交
換

 

Ｆ
Ｍ
型
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
外
部
入
力
コ
ー
ド
交
換

 

イ
ヤ
モ
ー
ル
ド
交
換

 

コ
ン
セ
ン
ト
交
換

 

Ｉ
Ｃ
回
路
交
換

 

イ
ヤ
ホ
ン
交
換

 

コ
ー
ド
交
換

 

 ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
又
は
ダ
イ
オ
ー
ド
交
換

 

抵
抗
交
換

 

コ
ン
デ
ン
サ
交
換

 

ト
ラ
ン
ス
交
換

 

オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ュ
ー
交
換

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
メ
モ
リ
ー
切
替
ス
イ
ッ
チ
交
換

 

8
0
,0
0
0 

6
,
00
0 

9
8
,0
0
0 

6
,
00
0 

4
8
,0
0
0 

4
6
,0
0
0 

5
,
00
0 

6
,
00
0 

2
7
,0
0
0 

1
4
,0
0
0 

5
,
00
0 

4
,
00
0 

1
0
,0
0
0 

6
4
,0
0
0 

8
,
00
0 

5
,
00
0 

3
,
50
0 

2
,
00
0 

9
,
00
0 

8
3
0 

4
,
55
0 

3
,
17
0 

6
8
0 

1
,
0
0
0 

2
,
05
0 

2
,
05
0 

2
,
05
0 

1
,
90
0 

5
,
00
0 

3
,
0
0
0 

                

                                     現
行
機
種
に
合
わ
せ
て
改
正
が
必
要

 
           現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
 現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 
 現
行
機
種
で
、
新
た
に
修
理
部
位
の
設
定
が
必
要

 

    

                      補
聴
器

 

              

                      ◆
価
格
の
変
更

 

      ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ド
接
続
端
子
交
換

 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
コ
ー
ド
接
続
端
子
カ
バ
ー
交
換

 

 

3
,
5
0
0 

3
0
0
 

 車
 

    椅
 

    子
 

                

                            

ク
ッ
シ
ョ
ン
交
換

 

ク
ッ
シ
ョ
ン
（
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
繊
維
、
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
等
の

 

多
層
構
造
の
も
の
及
び
立
体
編
物
構
造
の
も
の
）
交
換

 

ク
ッ
シ
ョ
ン
（
ゲ
ル
と
ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
の
組
合
せ
の
も
の
）
交

換
 

ク
ッ
シ
ョ
ン
（
バ
ル
ブ
を
開
閉
す
る
だ
け
で
空
気
量
を
調
整
す
る
も

の
）
交
換

 

ク
ッ
シ
ョ
ン
（
特
殊
な
空
気
室
構
造
の
も
の
）
交
換

 

フ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ド
交
換

 

 背
ク
ッ
シ
ョ
ン
交
換

 

特
殊
形
状
ク
ッ
シ
ョ
ン
（
骨
盤
・
大
腿
部
サ
ポ
ー
ト
）
交
換

 

ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
（
防
水
加
工
を
施
し
た
も
の
）
交
換

 

ク
ッ
シ
ョ
ン
滑
り
止
め
部
品
交
換

 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

延
長
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

枕
（
オ
ー
ダ
ー
）
交
換

 

 バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
交
換

 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
取
付
部
品
交
換

 

張
り
調
整
式
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

高
さ
調
整
式
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

背
折
れ
機
構
部
品
交
換
（
片
側
）

 

背
座
間
角
度
調
整
部
品
交
換

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
（
肘
当
て
部
分
）
交
換

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
（
フ
レ
ー
ム
）
交
換

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

高
さ
角
度
調
整
式
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

 

3
,
40
0 

1
0
,0
0
0  

1
7
,0
0
0  

3
0
,0
0
0  

4
5
,0
0
0 

3
0
,0
0
0  

1
0
,0
0
0 

2
0
,7
9
0 

7
,
46
0 

1
,
58
0 

7
,
50
0 

8
,
75
0 

1
0
,3
3
0  

2
,
55
0 

3
,
70
0 

1
5
,0
8
0 

1
2
,0
8
0 

5
,
84
0 

8
,
10
0 

3
,
90
0 

4
,
60
0 

9
,
01
0  

        三
重

構
造

と
す

る
場

合
は
、

 

1
,
30
0
円

増
し

と
す

る

こ
と
。

 

     枕
は

含
め

な
い

こ

と
。

 

レ
デ

ィ
メ

イ
ド

は
５

０
％
と
す
る
こ
と
。

 

  （
※

修
理

時
は

「
バ

ッ
ク

サ
ポ

ー
ト

」
分

を
加
算
）

 

  

                        ←
金
額
は
製
作
時
の
見
積
額
（
重
複
部
分
が
控
除
さ
れ
た
額
）
で
あ
り
、
修
理
の
際
に
は
重

複
す
る
部
品
を
加
算
す
る
。

 

 片
側
だ
け
修
理
す
る
可
能
性
の
高
い
部
品
で
、
価
格
が
乖
離
し
て
い
る
の
で
、
原
稿
作
成
時
の

間
違
い
と
思
わ
れ
る
。

 

    ←
金
額
は
製
作
時
の
見
積
額
（
重
複
部
分
が
控
除
さ
れ
た
額
）
で
あ
り
、
修
理
の
際
に
は
重

複
す
る
部
品
を
加
算
す
る

 

  

                        J
A

W
S

 

        J
A

W
S

 

   

                        ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

  ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

     ○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                               

                               

高
さ
調
整
式
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
（
段
階
調
整
式
）
交
換

（
※
製
作

時

の
加
算
額
）

 

角
度
調
整
式
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

跳
ね
上
げ
式
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

脱
着
式
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
拡
幅
部
品
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
延
長
部
品
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

脱
着
式
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

 挙
上
式
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト

（
パ
ッ
ド
形
状
）
交
換
（
※
製
作
時
の
加

算
額
）

 

開
閉
挙
上
式
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
（
パ
ッ
ド
形
状
）
交
換
（
※
製
作

時

の
加
算
額
）

 

開
閉
・
脱
着
式
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

      ヘ
ッ
ド
サ
ポ
ー
ト
ベ
ー
ス
（
マ
ル
チ
タ
イ
プ
）
交
換

 

座
布
交
換

 

座
張
り
調
整
部
品
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

 座
奥

行
き

調
整

（
ス

ラ
イ

ド
式

）
部

品
交

換
（

※
製

作
時

の
加

算

額
）

 

座
板
交
換

 

座
席
昇
降
ハ
ン
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
交
換

 

座
席
昇
降
チ
ェ
ー
ン
交
換

 

 

3
,
31
0  

7
,
05
0 

4
,
68
0 

4
,
68
0 

3
,
61
0 

3
,
61
0 

1
,
80
0 

5
,
78
 

0
 

6
,
39
0  

9
,
29
0  

6
,
79
0 

3
,
00
0       

2
7
,0
8
0 

7
,
30
0 

1
0
,0
0
0  

1
6
,9
7
0  

6
,
80
0 

1
5
,8
0
0 

 
 

 （
※

修
理

時
は

「
ア

ー
ム

サ
ポ

ー
ト

（
フ

レ
ー

ム
）
」

分
を

加

算
）

 

〃
 

 〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

 （
※

修
理

時
は

「
レ

ッ
グ

サ
ポ

ー
ト

」
分

を
加
算
）

 〃
 

    前
後

調
整

の
構

造
を

有
す

る
場

合
は

4,
16
0

円
増

し
、

角
度

調

整
、

左
右

調
整

の
各

構
造

を
有

す
る

場
合

は
、

各
1
,5
00
円

増
し

と
す
る
こ
と
。
（

た
だ

し
、

修
理

時
は

「
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

交

         ←
金
額
は
製
作
時
の
見
積
額
（
重
複
部
分
が
控
除
さ
れ
た
額
）
で
あ
り
、
修
理
の
際
に
は
重

複
す
る
部
品
を
加
算
す
る
。

 

パ
ッ
ド
形
状
で
な
く
、
シ
ー
ト
の
場
合
が
あ
る
。

 

              金
額
的
に
「
枕
は
含
め
な
い
」
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
ま
す

 

 ←
金
額
は
製
作
時
の
見
積
額
（
重
複
部
分
が
控
除
さ
れ
た
額
）
で
あ
り
、
修
理
の
際
に
は
重
複

す
る
部
品
を
加
算
す
る

 

       

         J
A

W
S

 

                J
A

W
S

 

 J
A

W
S

 

        

         ○
製

作
方

法
毎

の
価

格
追

加
 

               ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

 ○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                               

                               

座
席
昇
降
メ
カ
ユ
ニ
ッ
ト
交
換

 

フ
レ
ー
ム
（
サ
イ
ド
ベ
ー
ス
）
交
換

 

フ
レ
ー
ム
（
サ
イ
ド
拡
張
）
交
換

 

フ
レ
ー
ム
（
サ
イ
ド
拡
張
）
取
付
部
品
交
換

 

フ
レ
ー
ム
（
折
り
た
た
み
）
交
換

 

ブ
レ
ー
キ
交
換

 

キ
ャ
リ
パ
ー
ブ
レ
ー
キ
交
換

 

フ
ッ
ト
ブ
レ
ー
キ
（
介
助
者
用
）
交
換

 

延
長
用
ブ
レ
ー
キ
ア
ー
ム
交
換

 

リ
フ
レ
ク
タ
（
反
射
器
－
夜
光
材
）
交
換

 

リ
フ
レ
ク
タ
（
反
射
器
－
夜
光
反
射
板
）
交
換

 

ハ
ン
ド
リ
ム
交
換

 

滑
り
止
め
ハ
ン
ド
リ
ム
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

 ノ
ブ
付
き
ハ
ン
ド
リ
ム
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

  キ
ャ
ス
タ
ー
（
大
）
交
換

 

キ
ャ
ス
タ
ー
（
小
）
交
換

 

屋
外

用
キ

ャ
ス

タ
ー

（
エ

ア
ー

式
等

）
交

換
（

※
製

作
時

の
加

算

額
）

 

リ
ー
ム
交
換

 

車
軸
位
置
調
整
部
品
交
換

 

大
車
輪
脱
着
ハ
ブ
交
換

 

サ
イ
ド
ガ
ー
ド
交
換

 

タ
イ
ヤ
交
換

 

ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
交
換

 

  チ
ュ
ー
ブ
交
換

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
交
換

 

8
,
40
0 

2
2
,1
0
0 

1
0
,7
0
0 

8
,
50
0 

3
,
20
0 

1
5
,6
0
0 

9
,
10
0 

8
,
00
0 

6
,
00
0 

1
,
45
0 

4
3
0 

6
7
0 

4
,
35
0 

7
,
00
0  

4
,
47
0   

8
,
00
0 

5
,
80
0 

7
,
50
0  

5
,
50
0 

1
6
,1
2
0 

5
,
00
0 

6
,
82
0 

4
,
27
0 

3
,
69
0   

2
,
45
0 

換
」
分
を
加
算
）

 

枕
は
含
め
る

 
な
い

こ

と
。

 

 （
修

理
時

は
「

座

布
」
分
を
加
算
）

 

              １
回

当
た

り
と

す
る

こ
と
。

 

  （
※

修
理

時
は

「
ハ

ン
ド

リ
ム

」
分

を
加

算
）

 

購
入

後
に

後
付

け
す

る
場

合
は

、
4,
3
50
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

 

               ←
金
額
は
製
作
時
の
見
積
額
（
重
複
部
分
が
控
除
さ
れ
た
額
）
で
あ
り
、
修
理
の
際
に
は
重

複
す
る
部
品
を
加
算
す
る

 

    ←
キ
ャ
ス
タ
ー
（
大
）
（
小
）
の
区
別
を
無
く
す
。
実
勢
価
格
に
差
が
無
く
、
区
別
す
る
根

拠
が
な
い
。
（
事
務
椅
子
に
使
っ
て
い
る
よ
う
な
市
販
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
車
椅
子
に
付
け
る

こ
と
は
無
い
た
め
）

 

←
金
額
は
製
作
時
の
見
積
額
（
重
複
部
分
が
控
除
さ
れ
た
額
）
で
あ
り
、
修
理
の
際
に
は
重

複
す
る
部
品
を
加
算
す
る

 

           

               J
A

W
S

 

     J
A

W
S

 

               

               ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

     ◎
項
目
の
削
除

 

◆
価
格
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                     

                     

テ
ー
ブ
ル
交
換

 

「
表
面
ク
ッ
シ
ョ
ン
張
り
」
は

35
0
0
円
加
算

 

 
「
透
明
テ
ー
ブ
ル
」
は

9
1
00
円
加
算

 

ス
ポ
ー
ク
カ
バ
ー
交
換

 

塗
装

 

  ハ
ブ
取
付
部
品
交
換

 

キ
ャ
ス
タ
ー
取
付
部
品
交
換

 

ハ
ブ
用
ス
プ
リ
ン
グ
交
換

 

ス
テ
ッ
キ
ホ
ル
ダ
ー
（
杖
た
て
）
交
換

 

泥
よ
け
交
換

 

転
倒
防
止
装
置
交
換

 

転
倒
防
止
装
置
（
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
折
り
た
た
み
式
）
交
換

 

携
帯
用
会
話
補
助
装
置
搭
載
台
交
換

 

酸
素
ボ
ン
ベ
固
定
装
置
交
換

 

人
工
呼
吸
器
搭
載
台
交
換

 

栄
養
パ
ッ
ク
取
り
付
け
用
ガ
ー
ト
ル
架
交
換

 

点
滴
ポ
ー
ル
交
換

 

シ
リ
ン
ダ
ー
用
レ
バ
ー
交
換

 

メ
カ
ロ
ッ
ク
交
換

 

テ
ィ
ル
ト
用
ガ
ス
ダ
ン
パ
ー
交
換

 

ワ
イ
ヤ
ー
交
換

 

ガ
ス
ダ
ン
パ
ー
交
換

 

幅
止
め
交
換

 

 高
さ
調
整
式
手
押
し
ハ
ン
ド
ル
交
換

 

車
載
時
固
定
用
フ
ッ
ク
交
換

 

日
よ
け
（
雨
よ
け
）
部
品
交
換

 

雨
よ
け
部
品
交
換

 

６
輪
構
造
部
品
交
換

 

3
,
50
0 

1
0
,9
0
0   

4
,
10
0 

1
7
,9
0
0   

6
,
10
0 

7
,
00
0 

1
6
,0
0
0 

3
,
00
0 

5
,
00
0 

3
,
75
0 

7
,
74
0 

3
0
,0
0
0 

1
3
,0
0
0 

2
5
,0
0
0 

9
,
00
0 

9
,
00
0 

2
,
50
0 

1
0
,0
0
0 

1
5
,0
0
0 

1
,
20
0 

1
5
,0
0
0 

3
,
75
0  

7
,
84
0 

3
,
00
0 

(
2
0
,
0
0
0
）

 

8
,
00
0 

 （
※

修
理

時
は

「
キ

ャ
ス

タ
ー

」
分

を
加

算
）

 

     購
入

後
に

後
付

け
す

る
場

合
は

、
1,
7
40
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

      １
回

当
た

り
と

す
る

こ
と

。
総

塗
り

替
え

の
場

合
に

限
る

こ

と
。

 

         

←
「
表
面
ク
ッ
シ
ョ
ン
張
り
」
は
車
椅
子
に
も
よ
く
使
用
す
る
も
の
な
の
で
、
座
位
保
持
装

置
と
共
通
の
扱
い
と
す
る
。
「
透
明
テ
ー
ブ
ル
」
は
足
元
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
、
自
走
式
の
場
合
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
。

 

                             ←
「
日
よ
け
」
と
「
雨
よ
け
」
は
別
項
目
に
。

 

実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
車
椅
子
の
フ
レ
ー
ム
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
の
フ

ー
ド
状
の
日
よ
け
と
、
そ
れ
に
被
せ
る
レ
イ
ン
カ
バ
ー
で
、
現
状
と
の
乖
離
が
大
き

い
た
め
。

 

 

J
A

W
S

 

                                    

○
項
目
の
追
加

 

                                ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

成
長
対
応
型
部
品
交
換

 

     痰
吸
引
器
搭
載
台
交
換

 

･
ス
ポ
ー
ク

 

･
折
込
式
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
※

 

･
押
し
手
グ
リ
ッ
プ
※

 

･
ヒ
ー
ル
ル
ー
プ

 

･
ア
ン
ク
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ

 

･
足
台
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
※

 

･
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
付
キ
ャ
ス
タ
ー

 

･
タ
イ
ヤ
カ
バ
ー
（
屋
内
で
使
用
す
る
時
の
生
地
の
カ
バ
ー
）

 

･
体
温
調
整
用
換
気
フ
ァ
ン
・
ヒ
ー
タ
ー

 

･
電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
構

(バ
ッ
テ
リ
ー
・
充
電
器
を
含
む

)※
 

･
人
工
呼
吸
器
付
属
品
等
取
り
付
け
部
品
※

 

･
パ
ン
ク
修
理

 

･
パ
イ
プ
カ
バ
ー
（
パ
イ
プ
に
身
体
が
あ
た
る
の
を
保
護
す
る
為
の
部

品
）
※

 

･
雪
上
補
助
用
具
（
キ
ャ
ス
タ
ー
ス
キ
ー
な
ど
）

 

･
泥
除
け
（
タ
イ
ヤ
カ
バ
ー
タ
イ
プ
）
※

 

･
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
用
金
属
バ
ッ
ク
ル

 

･
テ
ー
ブ
ル
差
し
込
み
金
具

 
（
受
け
、
差
込
ス
テ
イ
）
※

 

･
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
全
面
張
り

 

･
フ
ッ
ト
ブ
レ
ー
キ
部
品

 

･
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
（
防
水
加
工
を
施
し
て
い
な
い
も
の
）
※

 

･
夜
間
照
明
用
ラ
イ
ト
※

 

･
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
拡
幅
部
品
交
換
※

 

･
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
延
長
部
品
交
換
※

 

3
4
,7
2
0 

5
6
,0
2
0      

2
5
,0
0
0 

        購
入

後
に

後
付

け
す

る
場
合
は

、
7
5
0
円
増

し
と
す
る
こ
と
。

 

     バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
高

さ
及

び
張

り
調

整
、

座
奥

行
き

及
び

張
り

調
整

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

前
後

調
整

、
車

軸
位

置
調

整
及

び
脱

着
ハ

ブ
、

そ
の

他
成

長
対

応
に

必
要

な
構

造
を
有
す
る
こ
と
。

 

 

      ←
現
在
修
理
項
目
に
無
い
も
の
で
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
項
目
で
す
。

 

（
※
印
は
特
に
重
要
な
も
の
）

 

                            

       J
A

W
S

 

                             

       ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

･
サ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
ニ
タ
ー
取
り
付
け
部
品

 

･
部
分
塗
装
※

 

･
溶
接
修
理
※

 

 

  電
 

    動
 

    車
 

    椅
 

    子
 

     

                            

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
交
換

 

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
部
品
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
部
品
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
部
品
交
換

 

操
作
制
御
部
交
換

 

操
作
制
御
部
部
品
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
操
作
制
御
部
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
操
作
制
御
部
部
品
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
制
御
部
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
制
御
部
部
品
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
自
動
停
止
制
御
部
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
自
動
停
止
制
御
部
部
品
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
自
動
停
止
部
品
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
自
動
停
止
制
御
部
部
品
交
換

 

ハ
ー
ネ
ス
及
び
リ
レ
ー
交
換

 

ハ
ー
ネ
ス
及
び
リ
レ
ー
部
品
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
ハ
ー
ネ
ス
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
ハ
ー
ネ
ス
交
換

 

モ
ー
タ
ー
交
換

 

モ
ー
タ
ー
部
品
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
モ
ー
タ
ー
部
品
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
モ
ー
タ
ー
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
モ
ー
タ
ー
部
品
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
モ
ー
タ
ー
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
モ
ー
タ
ー
部
品
交
換

 

8
4
,3
0
0 

9
,
50
0 

4
0
,6
0
0 

1
0
,2
0
0 

9
4
,5
0
0 

1
0
,2
0
0 

2
4
,3
0
0 

5
,
80
0 

3
0
,5
0
0 

5
,
10
0 

3
0
,5
0
0 

5
,
10
0 

1
5
,2
0
0 

5
,
10
0 

1
5
,2
0
0 

5
,
10
0 

9
,
00
0 

3
,
40
0 

1
5
,2
0
0 

1
5
,2
0
0 

2
8
,5
0
0 

7
,
20
0 

1
7
,0
0
0 

8
,
1
0
0 

6
0
,9
0
0 

8
,
10
0 

1
7
,0
0
0 

8
,
10
0 

                            

                               ←
該
当
項
目
が
無
か
っ
た
（
価
格
は
今
仙
技
研
参
照
）

 

     

                                J
A

W
S

 

    

                                ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                               

                               

ギ
ヤ
ー
ボ
ッ
ク
ス
交
換

 

ギ
ヤ
ー
ボ
ッ
ク
ス
部
品
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
装
置
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
装
置
部
品
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
操
作
制
御
部
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
操
作
制
御
部
部
品
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
自
動
停
止
制
御
部
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
自
動
停
止
制
御
部
部
品
交
換

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ハ
ー
ネ
ス

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
フ
レ
ー
ム

 

電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ス
ラ
イ
ド
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
装
置
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
装
置
部
品
交
換

 

電
動
又
は
電
磁
式
ブ
レ
ー
キ
（
簡
易
型
用
を
除
く
。）

交
換

 

電
動
又
は
電
磁
式
ブ
レ
ー
キ
（
簡
易
型
用
に
限
る
。）

交
換

 

手
動
ブ
レ
ー
キ
交
換

 

手
動
ブ
レ
ー
キ
部
品
交
換

 

ク
ラ
ッ
チ
交
換

 

フ
レ
ー
ム
交
換

 

フ
レ
ー
ム
部
品
交
換

 

シ
ー
ト
フ
レ
ー
ム
交
換

 

シ
ー
ト
フ
レ
ー
ム
部
品
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
シ
ー
ト
フ
レ
ー
ム
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
シ
ー
ト
フ
レ
ー
ム
交
換

 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
交
換

 

 延
長
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

枕
（
オ
ー
ダ
ー
）
交
換

 

 張
り
調
整
式
バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

ヘ
ッ
ド
サ
ポ
ー
ト
ベ
ー
ス
（
マ
ル
チ
タ
イ
プ
）
交
換

 

4
5
,1
0
0 

9
,
70
0 

5
3
,3
0
0 

2
2
,2
0
0 

3
0
,
5
0
0 

5
,
1
0
0 

1
5
,
2
0
0 

5
,
1
0
0 

1
5
,
2
0
0 

8
1
,
2
0
0 

4
0
,
0
0
0 

5
3
,3
0
0 

2
2
,2
0
0 

1
7
,4
0
0 

1
2
,5
0
0 

1
2
,2
0
0 

7
,
20
0 

8
,
60
0 

3
8
,3
0
0 

8
,
90
0 

1
5
,1
0
0 

6
,
40
0 

8
1
,2
0
0 

1
0
1,
5
00
 

8
1
,2
0
0 

8
,
80
0  

9
,
30
0 

1
0
,3
3
0  

1
5
,0
8
0 

1
6
,9

5
0 

                           枕
は

含
め

な
い

こ

と
。

 

レ
デ

ィ
メ

イ
ド

は
５

０
％
と
す
る
こ
と
。

 

 

    ←
該
当
項
目
が
無
か
っ
た
（
価
格
は
今
仙
技
研
参
照
）

 

                              車
椅
子
同
じ
部
品
に
も
関
わ
ら
ず
、
価
格
が
異
な
っ
て
い
た
（

1
6
,9

5
0
→

2
7
,0

8
0
）

 

金
額
的
に
「
枕
は
含
め
な
い
」
が
適
当
だ
と
思
わ
れ
ま
す

 

    J
A

W
S

 

                               J
A

W
S

 

    ○
項
目
の
追
加

 

                               ○
適
用
範
囲
の
変
更
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                               

                               

 高
さ
調
整
式
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

跳
ね
上
げ
式
ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
拡
幅
部
品
交
換

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
延
長
部
品
交
換

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
パ
イ
プ
交
換

 

ア
ー
ム
サ
ポ
ー
ト
ク
ッ
シ
ョ
ン
交
換

 

サ
イ
ド
ガ
ー
ド
交
換

 

バ
ッ
ク
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

シ
ー
ト
交
換

 

フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

      フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
部
品
交
換

 

開
閉
・
脱
着
式
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
交
換

 

 開
閉
挙
上
式
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
交
換
（
※
製
作
時
の
加
算
額
）

 

キ
ャ
ス
タ
ー
交
換

 

キ
ャ
ス
タ
ー
部
品
交
換

 

フ
ロ
ン
ト
ホ
イ
ー
ル
交
換

 

リ
ヤ
ー
ホ
イ
ー
ル
交
換

 

タ
イ
ヤ
交
換

 

ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
（
前
輪
）
交
換

 

  ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
（
後
輪
）
交
換

 

 

2
7
,
0
8
0 

3
,
31
0 

4
,
68
0 

3
,
61
0 

3
,
61
0 

4
,
15
0 

3
,
45
0 

5
,
00
0 

6
,
90
0 

7
,
50
0 

1
1
,5
0
0       

5
,
20
0 

6
,
79
0 

1
5
,
0
0
0 

1
3
,
0
0
0 

9
,
60
0 

3
,
90
0 

4
,
30
0 

5
,
20
0 

8
,
10
0 

5
,
00
0   

5
,
00
0  

枕
は
含
め
る

 
な
い

こ

と
。

 

          前
後

調
整

の
構

造
を

有
す

る
場

合
は

4
,
1
6
0

円
増

し
、

角
度

調

整
、

左
右

調
整

の
各

構
造

を
有

す
る

場
合

は
、

各
1
,5
00
円

増
し

と
す
る
こ
と
。
（

た
だ

し
、

修
理

時
は

「
フ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

交

換
」
分
を
加
算
）

 

         

            ←
車
椅
子
と
同
じ
部
品
だ
が
、
価
格
が
異
な
っ
て
い
た
（
設
定
時
の
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
）

 

         車
椅
子
と
同
じ
価
格
と
な
っ
て
お
り
、
電
動
の
場
合
は
構
造
が
異
な
る
（
強
度
が
必
要
）
。

 

 車
椅
子
に
は
あ
る
が
、
電
動
車
椅
子
に
無
い
項
目
（
価
格
は
今
仙
技
研
参
照
）

 

            

            J
A

W
S

 

         J
A

W
S

 

              

            ○
適
用
範
囲
の
変
更

 

         ◆
価
格
の
変
更

 

 ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                               

                               

 リ
ヤ
シ
ャ
フ
ト
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
シ
ャ
フ
ト
交
換

 

電
動
テ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
チ
ェ
ー
ン
交
換

 

電
動
リ
フ
ト
チ
ェ
ー
ン
ア
ジ
ャ
ス
タ
ー
交
換

 

 簡
易
型
電
動
装
置
交
換

 

    簡
易
型
ホ
イ
ー
ル
交
換

 

 簡
易
型
ホ
イ
ー
ル
部
品
交
換

 

簡
易
型
右
側
駆
動
装
置
交
換

 

    簡
易
型
左
側
駆
動
装
置
交
換

 

    簡
易
型
駆
動
装
置
部
品
交
換

 

バ
ッ
テ
リ
ー
交
換

 

 バ
ッ
テ
リ
ー
（
マ
イ
コ
ン
内
蔵
型
ニ
ッ
カ
ド
電
池
）
交
換

 

バ
ッ
テ
リ
ー
（
マ
イ
コ
ン
内
蔵
型
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池
）
交
換

 

バ
ッ
テ
リ
ー
部
品
交
換

 

 

6
,
70
0 

5
0
,8
0
0 

5
8
,0
0
0 

5
0
,8
0
0 

2
5
,4
0
0  

1
5
7,
5
00
     

2
7
,7
3
0  

3
,
90
0 

1
1
4,
8
50
     

8
4
,8
5
0     

2
3
,4
0
0 

2
5
,8
0
0  

3
1
,0
0
0 

5
4
,0
0
0 

2
,
30
0 

購
入

後
に

後
付

け
す

る
場

合
は

、
1
2,
40
0

円
増

し
と

す
る

こ

と
。

 

購
入

後
に

後
付

け
す

る
場

合
は

、
1
3,
30
0

円
増

し
と

す
る

こ

と
。

 

      ア
シ

ス
ト

式
は

、

5
5
,0
0
0
円

増
し

と
す

る
こ

と
。

Ａ
Ｃ

サ
ー

ボ
モ

ー
タ

ー
式

を
必

要
と

す
る

場
合

は

2
0
,0
0
0
円

増
し

と
す

る
こ
と
。

 

ア
シ

ス
ト

式
は

、
 

6
,
00
0
円

増
し

と
す

る

こ
と
。

 

 ア
シ

ス
ト

式
は

、

2
1
,9
0
0
円

増
し

と
す

る
こ

と
。

Ａ
Ｃ

サ
ー

ボ
モ

ー
タ

ー
式

を
必

要
と

す
る

場
合

は

1
0
,0
0
0
円

増
し

と
す
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

                               

                               

内
蔵
充
電
器
交
換

 

外
部
充
電
器
交
換

 

 充
電
器
部
品
交
換

 

オ
イ
ル
又
は
グ
リ
ス
交
換

 

ス
テ
ッ
キ
ホ
ル
ダ
ー
（
杖
た
て
）
交
換

 

転
倒
防
止
装
置
交
換

 

転
倒
防
止
装
置
（
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
折
り
た
た
み
式
）
交
換

 

転
倒
防
止
装
置
安
全
装
置
（
簡
易
型
電
動
用
）

 

ク
ラ
イ
マ
ー
セ
ッ
ト
（
段
差
乗
り
越
え
補
助
装
置
）
交
換

 

フ
ロ
ン
ト
サ
ブ
ホ
イ
ー
ル
（
溝
脱
輪
防
止
装
置
）
交
換

 

携
帯
用
会
話
補
助
装
置
搭
載
台
交
換

 

酸
素
ボ
ン
ベ
固
定
装
置
交
換

 

人
工
呼
吸
器
搭
載
台
交
換

 

栄
養
パ
ッ
ク
取
り
付
け
用
ガ
ー
ト
ル
架
交
換

 

点
滴
ポ
ー
ル
交
換

 

背
座
間
角
度
調
整
部
品
交
換

 

座
奥
行
き
調
整
（
ス
ラ
イ
ド
式
）
部
品
交
換

 

電
動
ス
イ
ン
グ
チ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
一
式
交
換

 

（
以
下
パ
ー
ツ
）

 

 
パ
ワ
ー
ス
イ
ン
グ
チ
ン
ア
ー
ム
交
換

 

 
チ
ン
操
作
ボ
ッ
ク
ス
交
換

 

 
セ
レ
ク
タ
ー
交
換

 

 
液
晶
モ
ニ
タ
ー
交
換

 

 
頭
部
ス
イ
ッ
チ
・
取
付
金
具
交
換

 

手
動
ス
イ
ン
グ
チ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
一
式
交
換

 

（
以
下
パ
ー
ツ
）

 

 
手
動
ス
イ
ン
グ
チ
ン
ア
ー
ム
交
換

 

 
チ
ン
操
作
ボ
ッ
ク
ス
交
換

 

手
動
ス
イ
ン
グ
ア
ー
ム
交
換

 

多
様
入
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
非
常
停
止
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
）
交
換

 

4
7
,6
0
0 

2
0
,0
0
0  

1
1
,8
0
0 

2
,
70
0 

3
,
00
0 

3
,
75
0 

7
,
74
0 

7
,
2
6
0 

1
8
,0
0
0 

1
1
,2
0
0 

3
0
,0
0
0 

1
3
,0
0
0 

2
5
,0
0
0 

9
,
00
0 

9
,
00
0 

8
,
10
0 

1
2
,0
8
0 

2
1
3,
0
00
  

6
8
,2
5
0 

1
5
,2
5
0 

8
8
,0
0
0 

5
2
,0
0
0 

2
0
,0
0
0 

3
5
,0
0
0  

1
9
,7
5
0 

1
5
,2
5
0 

1
0
,0
0
0 

2
0
,0
0
0 

る
こ
と
。

 

ア
シ

ス
ト

式
は

、

3
9
,9
0
0
円

増
し

と
す

る
こ

と
。

Ａ
Ｃ

サ
ー

ボ
モ

ー
タ

ー
式

を
必

要
と

す
る

場
合

は

1
0
,0
0
0
円

増
し

と
す

る
こ
と
。

 

 密
閉

型
は

、
 
3,
00
0

円
増

し
と

す
る

こ

と
。

 

    簡
易

型
は

、
 
5,
00
0

円
増

し
と

す
る

こ

と
。

 

            

          ←
転
倒
防
止
の
操
作
忘
れ
防
止
の
た
め
の
警
告
セ
ン
サ
ー
（
価
格
は
今
仙
技
研
参
照
）

 

                          

          J
A

W
S

 

                          

          ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

        

       

 多
様
入
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
４
方
向
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
）
交
換

 

多
様
入
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
４
方
向
ス
イ
ッ
チ
ボ
ー
ド
）
交
換

 

多
様
入
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
８
方
向
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
）
交
換

 

多
様
入
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
８
方
向
ス
イ
ッ
チ
ボ
ー
ド
）
交
換

 

多
様
入
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
小
型
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
）

交
換

 

多
様
入
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
フ
ォ
ー
ス
セ
ン
サ
）
交
換

 

多
様
入
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
（
足
用
ボ
ッ
ク
ス
）
交
換

 

簡
易
１
入
力
一
式
交
換

 

延
長
式
ス
イ
ッ
チ
交
換

 

電
源
ス
イ
ッ
チ
及
び
速
度
ス
イ
ッ
チ
別
箱

 

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
別
箱

 

リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
・
テ
ィ
ル
ト
ス
イ
ッ
チ
別
箱

 

レ
バ
ー
ノ
ブ
各
種
形
状
（
小
ノ
ブ
、
球
ノ
ブ
、
こ
け
し
ノ
ブ
）

 

交
換

 

 レ
バ
ー
ノ
ブ
各
種
形
状
（
Ｕ
ノ
ブ
、
十
字
ノ
ブ
、
ペ
ン
ノ
ブ
、
太
長

ノ
ブ
、
Ｔ
字
ノ
ブ
、
極
小
ノ
ブ
）
交
換

 

 感
度
調
整
式
ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
交
換

 

  ジ
ョ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
バ
ネ
圧
変
更
部
品
交
換

 

 前
輪
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
部
品
交
換

 

車
載
時
固
定
用
フ
ッ
ク
交
換

 

日
よ
け
（
雨
よ
け
）
部
品
交
換

 

雨
よ
け
部
品
交
換

 

リ
フ
レ
ク
タ
（
反
射
器
－
夜
光
材
）
交
換

 

リ
フ
レ
ク
タ
（
反
射
器
－
夜
光
反
射
材
）
交
換

 

  

3
0
,0
0
0 

3
0
,0
0
0 

5
0
,0
0
0 

5
0
,0
0
0 

4
0
,0
0
0  

8
8
,0
0
0 

4
0
,0
0
0 

9
0
,0
0
0 

1
,
00
0 

1
6
,
0
0
0 

1
5
,
0
0
0 

3
0
,
0
0
0 

3
,
35
0   

3
,
86
0   

1
0
,0
0
0   

7
,
50
0  

5
1
,0
0
0 

3
,
00
0 

2
0
,
0
0
0 

6
,
00
0 

4
3
0 

  
 

      
 

       購
入

後
に

後
付

け
す

る
場

合
は

、
2
8,
00
0

円
増

し
と

す
る

こ

と
。

 

            

               ←
特
例
扱
い
で
、
該
当
項
目
が
無
か
っ
た
が
２
０
％
が
別
箱
を
使
用
し
て
い
る
（
今
仙
技
研

デ
ー
タ
）

 

                 ←
「
日
よ
け
」
と
「
雨
よ
け
」
は
別
項
目
に
。
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
車
椅
子

の
フ
レ
ー
ム
取
り
付
け
る
タ
イ
プ
の
フ
ー
ド
状
の
日
よ
け
と
、
そ
れ
に
被
せ
る
レ
イ
ン
カ
バ

ー
で
、
現
状
と
の
乖
離
が
大
き
い
た
め
。

 

               J
A

W
S

 

                  J
A

W
S

 

  

               ○
項
目
の
追
加

 

                  ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

シ
ー
ベ
ル
ト
交
換

 

テ
ー
ブ
ル
交
換

 

「
表
面
ク
ッ
シ
ョ
ン
張
り
」
は

35
0
0
円
加
算

 

 
「
透
明
テ
ー
ブ
ル
」
は

9
1
00
円
加
算

 

成
長
対
応
型
部
品
交
換

 

    手
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
装
置
交
換

 

痰
吸
引
器
搭
載
台
交
換

 

 ･
押
し
手
グ
リ
ッ
プ

 

･
ヒ
ー
ル
ル
ー
プ

 

･
ア
ン
ク
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ

 

･
足
台
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー

 

･
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
付
キ
ャ
ス
タ
ー

 

･
体
温
調
整
用
換
気
フ
ァ
ン
・
ヒ
ー
タ
ー

 

･
電
動
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
機
構

(バ
ッ
テ
リ
ー
・
充
電
器
を
含
む

) 
 

･
人
工
呼
吸
器
付
属
品
取
り
付
け
部
品

 

･
パ
ン
ク
修
理

 

･
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
用
金
属
バ
ッ
ク
ル

 

･
レ
ッ
グ
サ
ポ
ー
ト
全
面
張
り

 

･
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
拡
幅
部
品
換

 

･
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
延
長
部
品
交
換

 

･
サ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
ニ
タ
ー
取
り
付
け
部
品

 

･
バ
ッ
テ
リ
ー
（
ゲ
ル
タ
イ
プ
）

 

･
操
作
部
開
閉
機
構
（
テ
ー
ブ
ル
に
入
る
時
等
、
操
作
制
御
部
を
後
部

移
動
機
構
）

 

･
夜
間
照
明
用
ラ
イ
ト

 

･
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー

 

6
7
0 

3
,
50
0 

1
0
,9
0
0   

5
6
,0
2
0     

3
5
,0
0
0 

2
5
,0
0
0 

 購
入

後
に

後
付

け
す

る
場

合
は

、
1,
6
50
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

  

購
入

後
に

後
付

け
す

る
場

合
は

、
2,
9
80
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

  

購
入

後
に

後
付

け
す

る
場

合
は

、
5,
0
00
円

増
し
と
す
る
こ
と
。

 

購
入

後
に

変
更

す
る

場
合
は
、

 

5
0
0
円

増
し
と

す
る
こ

と
。

  

 １
ヶ

所
当

た
り

と
す

る
こ
と
。

 

  １
回

当
た

り
と

す
る

こ
と
。

 

     バ
ッ

ク
サ

ポ
ー

ト
高

さ
及

び
張

り
調

整
、

座
奥

行
き

及
び

張
り

調
整

、
フ

ッ
ト

プ
レ

ー
ト

前
後

調
整

、
そ

    ←
「
表
面
ク
ッ
シ
ョ
ン
張
り
」
は
電
動
車
椅
子
に
も
使
用
す
る
も
の
な
の
で
、
座
位
保
持
装

置
と
共
通
の
扱
い
と
す
る
。
「
透
明
テ
ー
ブ
ル
」
は
足
元
の
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
、
電
動
に
は
よ
く
使
用
さ
れ
る
。

 

          ※
現
在
修
理
項
目
に
無
い
も
の
で
、
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
項
目
で
す
。

 

                   

                 J
A

W
S

 

                   

    ◆
製

作
方

法
毎

の
価

格
追

加
 

           ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

･
電
動
エ
レ
ベ
ー
テ
ィ
ン
グ

 

･
ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ

 

･
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
（
防
水
加
工
を
施
し
て
い
な
い
も
の
）

 

･
テ
ー
ブ
ル
差
し
込
み
金
具

 
（
受
け
、
差
込
ス
テ
イ
）

 

･
パ
イ
プ
カ
バ
ー
（
パ
イ
プ
に
身
体
が
あ
た
る
の
を
保
護
す
る
為
の
部

品
）

 

･
チ
ュ
ー
ブ
（

0
8
4）

 

･
ブ
レ
ー
キ
ア
ー
ム
用
、
ア
ー
ム
カ
バ
ー
（
キ
ャ
ッ
プ
）
（
簡
易
型
の

場
合
）

 

･
フ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
足
台
拳
上

 

･
各
種
部
品
の
カ
バ
ー
交
換

 

･
部
分
塗
装

 

･
溶
接
修
理

 

 

の
他

成
長

対
応

に
必

要
な

構
造

を
有

す
る

こ
と
。

 

 

 歩
 

 行
 

 器
 

 

        

キ
ャ
ス
タ
ー
（
大
）
交
換

 

キ
ャ
ス
タ
ー
（
小
）
交
換

 

腰
掛
交
換

 

肘
当
交
換

 

ブ
レ
ー
キ
交
換

 

グ
リ
ッ
プ
交
換

 

塗
装

 

 ・
逆
転
防
止

 

・
車
輪
回
転
負
荷
装
置

 

・
キ
ャ
ス
タ
ー
首
振
り
固
定
装
置

 

・
バ
ン
パ
ー
用
キ
ャ
ス
タ
ー

 
(方

向
転
換
用

) 

・
バ
ン
パ
ー

 

7
,
40
0 

3
,
70
0 

4
,
85
0 

7
,
20
0 

1
4
,2
0
0 

1
,
85
0 

8
,
50
0  

※
支

持
部

に
つ

い
て

は
、

座
位

保
持

装
置

の
付

属
品

の
該

当
項

目
を
使
用
で
き
る
。

 

   １
回

当
た

り
と

す
る

こ
と

。
総

塗
り

替
え

の
場

合
に

限
る

こ

と
。

 

 

歩 行 補 助

つ え  

    

脇
当
交
換

 

凍
結
路
面
用
滑
り
止
め
（
非
ゴ
ム
系
）
交
換

 

1
,
45
0 

1
,
00
0 

 

                   ←
実
勢
価
格
に
差
が
無
く
、
区
別
す
る
根
拠
が
な
い
。
（
事
務
椅
子
に
使
っ
て
い
る
よ
う
な

市
販
の
キ
ャ
ス
タ
ー
を
歩
行
器
に
付
け
る
こ
と
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
）

 

                

                   J
A

W
S

 

                 

                   ◎
項
目
の
削
除

 

       ◎
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

座 位 保 持 装 置  

 
 

修
理

項
目

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
価

格
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 
 

円
 

ア
 
支
持
部
の
交
換

 
 

１
の

(
４

)
の

エ
の

(
ア

)
に

掲
げ

る
価

格
に

、

1
,
1
5
0
円

を
加

算
し

た
額

を
も

っ
て

修
理

価
格

と
す

る
こ
と
。

 

イ
 
支
持
部
の
調
整

 
 
 
 
 
 

寸
法

調
整

 
 
 

 
 

 
 

 
  

 
 
 
 
 

形
状

調
整

 
 
 

 
 

 
 

 
  

    

 
頭

 
 
部

 
2
,
4
5
0 

3
,
3
5
0 

 
上

 腕
 
部

 
1
,
4
5
0  

2
,
2
5
0  

 
前
腕
・
手
部

 

 
体

 幹
 
部

 
2
,
8
5
0  

7
,
7
5
0  

 
骨
盤
・
大
腿
部

 

 
下

 腿
 
部

 
1
,
4
5
0  

2
,
2
5
0  

 
足

 
 
部

 

ウ
 
支
持
部
の
連
結
、
連
結
角
度
調
整

用
部
品
の
交
換

 

 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
イ

)
に
掲
げ

る
価

格
に

、
1
,
1
50

円
を

加
算

し
た

額
を

も
っ

て
修

理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 
 
  
 
 
  
 
 
 
 

エ
 
構
造
フ
レ
ー
ム
の
交
換

 

 

 
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
ウ

)
に
掲
げ
る
基
本
価
格
に
、

1
,
1
5
0
円

を
加

算
し

た
額

を
も

っ
て

修
理

価
格

と
す

る
こ
と
。

  
 
 
  
 
 
  
 
 

 
車
椅
子
と
し
て
の
機
能
を
付
加
し
た
場
合
は
、
当

該
機
能
の
み
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
車
椅
子
の

修
理
基
準
に
準
ず
る
こ
と
。

 

オ
 
付
属
品
の
交
換

  
 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
エ

)
に
掲
げ

る
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

カ
 
調
節
機
構
の
交
換

 

 

 
修
理
項
目
ご
と
に
１
の

(
４

)
の
エ
の

(
オ

)
に
掲
げ

る
価
格
を
も
っ
て
修
理
価
格
と
す
る
こ
と
。

 

キ
 
マ
ジ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
交
換

 

 

 
2
5
m
m
幅

の
も

の
は

 
8
0
0
円

、
5
0
m
m
幅

の
も

の
は

 

1
,
1
0
0
円

と
し

、
裏

付
き

を
必

要
と

す
る

場
合

に

は
、
当
該
価
格
を
２
倍
し
た
額
と
す
る
こ
と
。

 

（
注
）

 

 
 

 
採
寸
又
は
採
型
を
必
要
と
す
る
修
理
に
つ
い
て
は
、
１
の

(
４

)
の
ウ
に
掲
げ
る
価
格
を

加
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

 

   
 

※
支

持
部

に
つ

い
て

は
、

座
位

保
持

装
置

の
付

属
品

の
該

当
目

を
使
用
で
き
る
。
 

 

※
現
在
「
修
理
基
準
」
の
な
い
品
目
。
修
理
に
つ
い
て
は
、
座
位
保
持
装
置
の
修
理
基
準
を

使
用
で
き
る
と
す
る
。

 

左
記
、
も
し
く
は
、
文
章
で
「
修
理
の
際
に
は
座
位
保
持
装
置
の
修
理
基
準
を
使
用
で
き

る
」
と
す
る
。

 

                                 

J
A

W
S

 

                                    

●
分
類
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

重
 

度
 

障
 

害
 

者
 

用
 

意
 

思
 

伝
 

達
 

装
 

置
 

 
本
体
修
理

 

固
定
台
（
ア
ー
ム
式
又
は
テ
ー
ブ
ル
置
き
式
）
交
換

 

固
定
台
（
自
立
ス
タ
ン
ド
式
）
交
換

 

入
力
装
置
固
定
具
交
換

 

  呼
び
鈴
交
換

 

呼
び
鈴
分
岐
装
置
交
換

 

接
点
式
入
力
装
置
（
ス
イ
ッ
チ
）
交
換

 

帯
電
式
入
力
装
置
（
ス
イ
ッ
チ
）
交
換

 

    筋
電
式
入
力
装
置
（
ス
イ
ッ
チ
）
交
換

 

光
電
式
入
力
装
置
（
ス
イ
ッ
チ
）
交
換

 

呼
気
式
（
吸
気
式
）
入
力
装
置
（
ス
イ
ッ
チ
）
交
換

 

   圧
電
素
子
式
入
力
装
置
（
ス
イ
ッ
チ
）
交
換

 

 空
気
圧
式
入
力
装
置
（
ス
イ
ッ
チ
）
交
換

 

  遠
隔
制
御
装
置
交
換

 

印
字
装
置
（
プ
リ
ン
タ
）
交
換

 

 
 
50
,
00
0 

 
 
30
,
00
0 

 
50
,
82
0 

 
 
30
,
00
0   

 
 
20
,
00
0 

3
3
,6
0
0 

 
 
10
,
00
0 

 
40
,
00
0   

  

  

 
80
,
00
0 

 
50
,
00
0 

 
35
,
00
0  

 

  

3
8
,0
0
0 

4
2
,
0
0
0 

 
3
8,
0
00
 

4
2
,
0
0
0  

 
21
,
00
0 

1
2
,
0
0
0 

         触
れ

る
操

作
で

信
号

入
力

が
可

能
な

タ
ッ

チ
セ

ン
サ

ー
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

で
あ

る
こ

と
。

別
途

必
要

な
タ

ッ
チ

式
入

力
装

置
は

1
0
,0
0
0
円

、
ピ

ン
タ

ッ
チ

式
先

端
部

は

6
,
30
0
円

増
し

と
す

る

こ
と
。

 

      感
度

調
整

可
能

な
セ

ン
サ

ー
を

使
用

す
る

も
の

に
限

る
。

は

1
0
,0
0
0
円

増
し

と
す

る
こ
と
。

 

 文
字

等
走

査
方

式
に

本
体
修
理
の
対
象
範
囲
と
金
額
の
積
算
根
拠
を

Q
&

A
な
ど
で
提
示
し
て
欲
し
い
。
基
準

額
(5

0
,0

0
0
）
で
対
応
で
き
る
修
理
内
容
は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
検
討
が
困
難

で
あ
る
。

 

 進
行
性
疾
患
（
難
病
）
へ
の
対
応
と
し
て
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
（
本
体
設
定
の
変
更
や
入

力
装
置
の
再
適
合
な
ど
）
費
用
が
、
こ
の
項
目
ま
た
は
別
の
方
法
で
保
証
す
る
こ
と
の

（
今
後
の
）
検
討
を
求
め
る
。

 

  一
般
的
な
呼
び
鈴
分
岐
装
置
は
、
入
力
装
置
（
ス
イ
ッ
チ
）
の
長
押
し
に
よ
っ
て
、
呼
び

鈴
の
発
呼
を
行
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
イ
ッ
チ
の
種
類
に
よ
っ
て
は
長
押
し
が
出
来
な

い
場
合
、
あ
る
い
は
身
体
機
能
的
に
長
押
し
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
呼
び
鈴

分
岐
装
置
の
支
給
に
替
え
て
、
ス
イ
ッ
チ
の
２
個
支
給
な
ど
の
代
替
手
段
の
検
討
が
必

要
。

 

      呼
気
式
（
吸
気
式
）
入
力
装
置
も
空
気
圧
式
入
力
装
置
に
該
当
す
る
。
呼
気
（
吸
気
）
で

あ
る
か
、
手
の
動
き
に
よ
り
エ
ア
バ
ッ
ク
や
バ
ル
ー
ン
を
操
作
し
て
空
気
を
送
る
か
は
入

力
方
法
の
違
い
か
ら
生
じ
る
も
の
で
、
入
力
装
置
の
動
作
原
理
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
統
合
す
る
。

 

（
空
気
圧
式
入
力
装
置
に
統
合
で
も
よ
い
が
、
呼
気
式
（
吸
気
式
）
入
力
装
置
が
対
象

外
に

な
っ

た
印

象
を

与
え

な
い

よ
う

な
配

慮
（

備
考

欄
ま

た
は

留
意

文
書

が
必

要
）
。
）

 

 現
行
機
器
は
、
こ
の
価
格
で
購
入
で
き
な
い
。
価
格
調
査
を
行
い
、
適
切
な
基
準
額
へ

の
変
更
を
求
め
る
。

 

現
行
機
器
は
、
こ
の
価
格
で
購
入
で
き
な
い
。
価
格
調
査
を
行
い
、
適
切
な
基
準
額
へ
の

変
更
を
求
め
る
。
ま
た
、
空
気
式
入
力
装
置
に
は
、
エ
ア
バ
ッ
ク
セ
ン
サ
ー
の
み
な
ら

ず
、
グ
ラ
ス
プ
ス
イ
ッ
チ
も
該
当
す
る
。
し
か
し
、
後
者
は
感
度
調
整
が
で
き
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
備
考
欄
の
注
釈
の
変
更
が
必
要
。

(感
度
調
整
機
能
の
有
無
に
よ
っ

て
、
加
算
額
を
定
め
る
。

) 

本
体
（
購
入
基
準
）
付
属
品
か
ら
移
行
す
る
。
こ
の
修
理
基
準
額
と
、
改
定
後
の
本
体
購

入
基
準
額
の
合
計
で
、
現
行
の
購
入
基
準
額
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要
。

 

リ
ハ

工
学

協
会

 

         

◎
定
義
の
明
確
化

 

○
価
格
根
拠
の
明
確
化

 

  ●
基

準
の

取
扱

い
（

修

理
・
フ
ォ
ロ
ー
体
制
）

 

   ●
基
準
の
取
扱

 

         ◎
項
目
の
削
除

 

     ◆
価
格
の
変
更

 

  ○
項
目
の
追
加
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＜
主
な
論
点
の
記
号
に
関
す
る
説
明
＞
◎
：
短
期
的
課
題

 
 
○
＝
短
・
中
期
的
課
題

 
 
●
＝
中
・
長
期
的
課
題

 
◆
＝
価
格
に
関
す
る
事
項

 

見
直
し
案
 

見
直
し
を
必
要
と
す
る
理
由
（
背
景
や
根
拠
）
 

回
答
者
 

主
な
論
点
 

お
い

て
作

成
し

た
文

書
を

印
字

す
る

機
能

を
有

し
、

本
体

装
置

の
供

給
事

業
者

が
そ

の
動

作
を

保
証

す
る

も
の
に
限
る
。

 

（
注
）

 

１
 
価
格
は
、
原
則
と
し
て
１
枚
（
個
）
当
た
り
と
す
る
こ
と
。

 

２
 
部
品
交
換
の
価
格
は
、
１
回
当
た
り
と
す
る
こ
と
。
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